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十 界之圖 解題 

十 界之圖 は蕃山 先生の 極めて 若. S 時代の 著述と して 岡 山地 方で は傳 へられて ゐ る。 別に 確認 は 無 いが、 つまり 息游先 

生 初年 倭 文 時代の 著作で あらう。 靜嘉堂 文庫に は 押 小路 { "^奮 藏、 蕃山 述 一括の 內に 「游 先生 作意」 と 云 ふの が あつ 

て、 其內に 「十 界之圖 解」 と 題して 加 へられて ねる。 正宗 文庫 所？ i 本 は 二部 あるが、 一は 慶安： 二 年 六月の 奥 書 ある 本 

で、 大平. 源 左衛門 (池 田の 臣) の 手書した ものである。 一 は 寬政七 年に 大平忠 叔が其 を 又寫し たもので ある。 慶安三 

年 は 先生 三十 二 歳、 番頭と なって 知行 三千 石 を 賜 はった 年で ある。 此 年に 筆寫 した 本で 誤 寫と兑 ゆる 點も 無く，  iSI 本 

として は 極めて 確かな ものである。 先生が 正 保 二 年 二十 七 歳で 再 光政に 仕へ、 同 四 年に 新 知 三百 石 を 賜 はった。 慶安 

三年に は 前述の 如く 知行 三千 石 を 賜 はり 國 政に 參與 し、 同 四 年に は 花園 會が 起った。 先生の 名 は 其顷隆 * たる もので 

あつたで あらう。 斯 かる 折 柄で あるから、 其 著書 も 藩 中の 人々 に溥寫 された もので あらう と 推^す るに 難くない。 此 

頃の 著述 は 余程 藤樹の 影響 を 受けて ゐる事 は 申す まで も あるまい。 殊に 圆 解に 於て 然 りと 思 はれる。 

此 * 「熊 澤 先生 覺書」 r 吉備群 書 集成 四輯 所收) 中に 「心 畢 十戒」 として 收 めて ゐる。 終の 處 相違 あり. - 其 全文 及び 奥 

窨をも 出しお けり" 其 他 は 同文な れど覺 書の 方 は誤脫 少なから す 


三； 1^ 託宣 解 解題 

三 社 託宣の 起り は正應 年中 大和 國奈 良の 東大寺の 東南 院の庭 ii の 池 水に 三 社の 託宣の 文字が 顔れ たと 云 ふ 事で ある。 

十 界之圃 • =ー  社 託宣 解 i^^a  1 


本書 は 其の 託宣の 解で ある 

本書 は蕃山 先生の 著と して 偉 へられて ねる。 巨 勢 氏の 書いた 行狀 にも 著書 目 錄屮へ 載せて ゐる。 俊 光： n 記抄に * 貞享 

元年 四月 一 一十 四 曰の 條に 

中 村 可 庵 進 藤政眞 よりの 書狀 持參、 夕 鋭 後より 初夜 半 迄對談 す。 厚志 之 仁 也。 息游. S 被 _為 也 U 三 社 託宜、 藤樹 先生 

之 書簡 借 許 了  - 

と ある。 先生 を 慕 ふに よって 三 社 託宣 を 借して ゐる。 正 德ニ年 十二月 朔 日に 

知？ 3； 來宿。 1 ホ兵衞 へ 遺 度と 被 申 候れ. 1 隱者作 生 島. 兀庵筆 神道 大意、 三 社 託宣 一冊 遣 

と 出て ゐろ。 即ち 先生 作で あると はっき リー K つて ゐる。 そこで 此三社 託宣 解 は 先生の 眞 著と 定めて よ， S と 思 ふ。 慮で 

先生の 此 著に 二種 類 ある。 一は 儒生 雜記 (再 板心學 文集に も 出) に收錄 せられた 本で あり、 一つ は寫 本で 流布して ゐ 

る。 .5： 容は 大分の 相 遠が ある  ，  ， 

因 云。 安 庚 寅 (一二 年) 正月 曰の 跋文 を 有する 刊 本に 三 社 詫 宣抄と 云 ふの が あるが、 是れ はもと より^ 本で ある 

何れ か 初 稿本で あらう と 思 はれる。 多分 は寫 本の 方が 初 稿な ので あらう が、 まだ 確に は 極め 得ぬ。 岡 山地 方に は寫 

本の 方が かなり 流布して ゐる。 正宗 文庫に は 二 本 有る が、 一本に は 文政 九歲 云々 と 書いて ある。 二 本と も 内容 は變り 

は 無い。 かつ 二 本と もに 先生の 著と 云 ふ 事 を 書いて ゐる。 外に 猶 一 本寫 本が 有って 福武 氏の 藏書 印が ある 本で ある。 

是れは 內容も 全く 異 つて わて、 蕃山 先生の 著の 分で はなく、 又慶安 跋文の 分と も 相違して ゐる又 一種の 本で ある。 原 

稿本の 如くで あるから 福武 氏の 著述 かも 知れぬ 0 福武 氏に は芳 重と いはれ て 敬神の 念 あっかり し 人 もあって、 京都の 

吉田 { 欲から 神號を 贈られた 事 もあった。 此 人の子に 允と 云 ふ 歌人が あつたの である。 何分 同名 叉 は 類似の 名の 本が 多 

いかと 思 はれる が、 先生 著の 分 は！！ i 生雜 記所收 本と、 こ 、に戟 せた (初 稿、 再 治 本の 差 はさて 置き) のとで ある。 儒生 

雑記 以外の 1 本 を も 全集に 牧錄 したの は 其 差異が 甚だしい からで ある 


神道 大義 解題 

； 勢 氏 著の 蕃山 先生 行狀 に、 先生の 著述 目録 中に 「神道 大義 ー卷」 と 5,: て わる。 北 小路 俊 光 U 記抄を 扮す るに 

元祿 十四 年 月 九日の 條に  ， 

村上濶 石來、 半時 計 語、 餅 酒 出。 和 出拔耍 一 冊、 神道 大意 かし 

勘 祌道 大意 は 即赏錄 〔〇 即ち M 勢 氏 著の 行狀〕 - 一見 H タル 神道 大義 ナル べシ 

正 德ニ年 十二月 朔 日の 條に 

知贞來 宿。 庄兵衞 へ 遣 度と 被 申 候 故 隱者作 生 島 元 庵 筆 神道 大意、 一一： 社詫宣 一 册逍 

と 見えて ねる。 井上 先生の 勘せられ し 如く、 神道 大意と ある は 神道 大義の 事と 思って 誤 は 無い， ふ。 神 fi3 大意 は 俊 

光が 隱者 作と はっきり 云って ゐ るから、 先生の i^^i? と 定めて 萬々 誤 は 有るまい。 明治 廿六年 大成 館^ 版の 藤樹 全齊卷 

之 六に 牧 めて ゐ るの は 誤で ある 

猶 大義と 大意と 名が 相違して ねる が、 多分 是は 始め 大意であった のかと 考 へられる。 私の 見し は 大義と ある 分で ある 

が、 蕃山 先生 著と されて 靜嘉堂 文庫に 在る、 例の 押 小路 舊藏 本に nl!® の 象說」 は 此の 神道 大義の 下半 分 程と！： 文で 

あり、 かたぐ 蕃山 先生 著と 云 ふ 今の 神道 大義が 先生の 著と 信じて よい 一 つの 證據 と-、." なると 借す る 

因に 云、 三種の神器に 對 する 先生の 考は 和書 第 十四 (全集 三 九 一 頁) にも 出て ゐる 

此の 著 は 著作 時代 を 知る 材料が 見あたら ぬが、 先生の神道に對する^へ方がはっきりしてゐる鹏から^„?へると晚年に 

1： 道 大義^ 題  >  S 


神^ 大義 • 息 游 先生 初年 倭 文 解題  四 

近. S 方の 著述で あらう かと 思 はれる 

底本 はかって 岡 山 1^ 立 圖書館 本に て影寫 して 置いた 正宗 文庫本に より、 藤樹 全書 本 も參考 したが、 全書 本 は 誤 脫の多 

.S 本で 二三 ケ處を 除き、 ほとんど 役立たなかった。 「天地 ひらけて 人の 道 あり」 より は 靜嘉堂 文庫の 「三種の 象說」 

を寫 して 来た 本に よって 校合した 


息游 先生 初年 和文 解題 

此の 書 は題號 及び 其の 序にて 明らかなる 如く、 先生が 初年の 作 を 集めた 本で あるが、 先生の 眞著 たる 事 も 明かで ある。 

但し 先づ先 づ備前 時代の 著作で あらう から、 先生の 著作 中で は 其 師藤樹 の 畢說を さながらに 受 入れた 時分の 考 方が 現 

れてゐ る 害で あるから、 編輯 者が 序言に 云 へ る 晩年の 論と は自 から 差異が 存 する であらう。 先生の 少壯 時代の 考を知 

るに は 必要で あらう 

底本 は 例の 正宗 文庫 藏、 富 岡 文庫 舊藏 本に て 福 井 衣笠の 集め た審山 叢書 と 云 ふべき 本に よった。 しかして 此 書のう ち 

の 大部分 は 懦 生雜 記、 即ち 後出の 心學 文集に 出て ゐる。 儒 生雜記 は旣刊 本で あるから 其方 を 全部 出す 事に した 故に、 

此方 は 重複 を さけて 目 錄を揭 ぐるの みに 止めて 目錄の 頭に <1 印 を 加へ て 除け る 事 を 明らかにして おいた。 叉 校正 は 花 

園 會約は 池 田家 現存 標示 板の 寫眞 によった。 詠歌 は 先生の 歌集と 云 ふべき であるが、 是れは 初年の みの 作で は 無い。 

if 賢錄に 出で たる. は 顧に 〇 を 加へ た。 又 異同 は片 かなに て 右 傍へ 射 記した。 以下 朱書と ある は 其 奥 書に 云へ る 如く 草 


加定 f4 の 集めた も 


の 裏し 添へ たも Q である。 其 以下 は 編者が 集錄 した ものであって 出 處は其 * 明記して おいた 


天命 性 道拔書 解題 

天命 性 道 は 池 田家 文庫に I 自薦 本が 現存して 2。 又 同文 庫に 近年 i 本 を 作製し ^な。 其醫 本に 添へ 

られ たる 例言に 據 つて 本書の 事 は 明らかで あるから、 ん r. 是を褐 載す る 

一 此書は 池 田家 文庫に 在る 烈公 自筆の 正本 を透寫 して 作りた る 副本な り 

一 此書は 列 公が 左の 人. <  の所說 を集錄 せられし ものに て 書中に 

先生と ある は 中 江 與右衞 鬥惟命 

熊 二と ある は 熊澤 助右衞 鬥伯繼 

岩 八と ある は 岩 田 八お 衛鬥仲 愛 

權 左と ある は 中 川 權左衞 鬥謙叔 

の略稱 なり 

一正 本 QI に S 蒙き も 從來初 管 t 管 を 採りて 「天命 I」 と稱し 居れり。 書名と して り I や 

を 知らざる も 今 舊に從 へり 

と ある。 本文 四 土ハ枚 e ある。 蕃山 先生の 述作に か、 る もの 大半 を 占めて ゐ るが、 其 先生の 分を蕃 したの 

である。 しかし 大方 は 「息| 生 初年 和文」 や 「III におて わるから 其 等に 見えた る は 除いて、 共 S にも 見 

天命 性 a 拔害解 趣  5 


H< 命 性 道拔螯 *雜 渾 先生 《番 解題  六 

えざる 分 をのみ 揭げ ておいた 

猶 本書に 出で たる 「熊 二」 と 記された る 分の 目 錄を褐 ぐると 「天命、 性 道、 虚見、 凡夫、 聖學」 の圖 5^ 〇 花鬮會 約。 

古今 士道 論。 思 キヤ 薇-一 ァラヌ の耿の 解。 火氣 意欲 去 トハ云 へ ドの 歌の 解。 治國耍 il。 儉 約辨。 慈 仁淺深 41。 愛 民 文。 

恐 天命。 性 心氣質 之辨。 親子 論、 善 をして 利 をす る の ノ歌ノ 解。 伏藏之 病。 である。 儒生 雑記 (後の 心 If 文集) は 

藤樹と 先生との 作が 混合して や V 判明せ ぬ 緩がないで もない。 本書に 據っ て 明確に せらる る點 多き は 幸で ある。 狱本 

嘗は 光政が. S っ書寫 した かと 云 ふ 事 は 明確で はない が、 多分 蕃山 先生が 岡 山に 在った 時代 頃の 輯録と 見るべき である 

から 初年 和文 ふ ほ 同じ 頃の 述作と 考へ てよ いかと 思 はれる。 ^本 全集 第 一冊の 集義 和書 解題 一 四 頁を參 せられた 


熊澤 先生 覺書 解題 

先生が 若い 折の 述作と 思 はれる。 岡 山 11 書 館 本に よった。 其のう ち、 慈 仁淺深 論、 十戒 之 園、 は旣屮 I にっき 省略した 

先生の 腐 著で は 有らう が確證 はない。 叉^に 云 ふべき 事 もな V 


儒生 維 記 解題 

儒生 雜記五 冊 は 日本 倫理 彙 編に 

伊東 潜 龍 の 铪姚 m+ 苑 に 玉手箱 を 引き て 曰く 

彼 (〇 蕃山) が 鬥人岡 島 可 祐集義 和書. - 同 外 書、 儒生 雜記等 を あら はし、 熊澤が 意志 を しらせ a: る 

と 云 ふ 事が 見えて ゐ るが、 はたして 儒生 雜 記が 岡 島 可 祐の編 募で あるか どうか、 猶 傍證、 確證が ほしいが、 さりと て 

外に 其 を 否と する 證據も 私 は 持ち 合 はせ ぬ。 此書は 元祿ニ 年に 版に なつ た^は 其の 書の 奥窨で 明らかで あるが、 政 

元年に 「心 舉 文集」 (二 册> と 改題して 搏 板せられ て ゐる。 但し 多少 內容を 前後せ させたり、 文字 も 校訂して 改めて あ 

る。 文字の 校訂 は 大方 は 良い やうで あるが、 意改 した ものと 見える。 證本 が^って 改めた と は 思 はれない か- 其改 

訂が 對に 正確で あると 信す る 事 は出來 ない。 そこで 此の 全集で は II 生雜 記の 方 を！ « 本 とした。 此の ® は 靜嘉堂 文^ 

に は 「藤 樹幷蕃 山 等 兩氏之 書述」 と 通して、 梓 人 云々 の 序 も 揭げて ある 寫 本が 蔵せられ て ある。 很 し內容 はよ ほど 少 

ない。 さて 此の 書 は 靜嘉堂 文庫本の 題箋に 示す が 如く、 藤樹 蕃山兩 先生の 述作 を大鉢 集めた ものであるが、 兩 先生の 

ものが 混雑して 何れが 何れの 作と 云 ふ 事が や、 はっきり せぬ 点が 無いでも な .s。 叉 古人の 作 も少々 加 はって ゐて や、 

蕪雜 なる 感も する。 然し 大略 これが 蕃山 であり、 これが 藤樹 であるとの 見當 はっくが、 確^と 云ふ點 になる と 少し 困 

る。 今 傍證 によりて 撿 すると 

〇 聖學之 11、 天命 性 道 〔以下 天と #稱 す〕 に 熊 二  (即ち 熊 澤ニ郞 八、 即ち 蕃山 先生) と ある 

〇 自反 愼獨、 これ は熊澤 氏と 明記して ある 

〇 火氣 意欲 云々 天、 熊 二と ある 

〇 存 is 省察 ノ思 ひき や 云 * の 歌の 註の 分 は 天、 熊 一 一と ある。 從 つて 「静ナ ル心ノ 水  一二 及 「樂ミ ハ 心 ノ^ノ」 も 

II 生雜 記解聽  七 


儒生 雜記 解題  -  八 

蕃山 先生と 見て 誤な からむ 

善 をして 利 をす る 云 の 歌の 註 は 天、 熊 二と ある 

〇 求，, 益會- 息游 先生 初年 和文 〔以 T; 初と 略稱 す〕 に 出て ゐる 

〇 偽會四 有、 初に 出て ゐる 

〇 古今 士道 論、 初に 出で、 天、 熊 二と ある • 

0 博 文 約 鰭、 初に 出て わる 

〇 愛 民 文、 初に 出で、 天、 熊 二と ある 

〇 慈 仁淺深 論、 初に 出で、 天、 熊 二と ある 

〇 儉 約辨、 初に 3,£ で、 天、 熊 二と ある 〔この 文の 終缺、 初 • 天 にて 補へ り〕. 

〇 夫れ 人 一 人、 恐 天命と 題し、 天、 熊 一 一と ある 

0 人の 親た る、 親子 論と して、 天、 熊 二と ある 

〇 三 社 託 宜之註 蕃山 先生の 著と して 巨 勢 氏の 書け る行狀 にも 書目 見 ゆ。 但し、 世間に 蕃山 先生 著と して 流布せ る 

單本 ありて 文章 はこれ と 異なれり 

〇 熊澤氏 書と ある 上、 隆綱 公へ、 ：S 繼と 書ければ、 これ は 問題 はな. S 

〇5?1 學御受 用 無， I 閒斷ー 御座 ゆ 由 云々、 此の 文章の 前に 中江與 右衞鬥 書簡、 與 一一 谷川 寅 一書 ユー！ r と 云 ふが あれば、 極め 

てま ぎら はしい が、 靜嘉堂 文庫本に は 前の 隆綱 公への 狀に績 けて 出し、 肩に 「熊澤 氏 書簡」 と あり、 叉 本書に 中 

江 氏 書簡の 分の 本に あるに は 何の 印 も 無い が、 此 文に 限り 文の 始に 〇 印を附 せり。 これ は 差^ ある 事 を 示せる も 

のらし く、 かたがた 蕃山 先生と 決定して 誤 は あるまい 

其 外の 害 翰 は て 藤樹の 書簡なる 事い ちじる しい。 猶和敬 も 大抵 は 藤樹の ものな らん か。 今藤樹 全集に 出で たる は 


書簡 も 歌 も 其 旨 を 註し、 かつ 其の 異同 を褐げ ておいた。 但し、 藤樹 全集の 本文に のみより 其 異同 迄に は 及ばな かつ 

た。 翁く はしく 知らん とする 人 は 其 全集に 據られ たい。 書翰 ども は 儒生 雜記は 誤 脫少々 なら じと 見 ゆ 

本書の 蕪雜 なる 事 は 前に 述べた るが 如し。 殊に 藤樹と 定まりた る は 省略すべき もの たれ ど、 儒生 雜 S として 一書と な 

つて ゐ るし、 かつ 其の 書 は 稀で あるから (心學 文集 は 多い が) 人 * が 見ん 事 を 欲せら るべ く、 はたまた 何れが 何れの 

著と 決定す るに いさ、 かの 不安 も あり、 凡て を 其の儘に 掲げて おいた 

校訂 は 靜嘉堂 文庫本に よれる は 「靜」 とし、 天命 性 道に よれる は 「天」 とし、 初年 和文 は 「- 切」 とし、 心 * 文集に よ 

れるは 何の 印も附 せす た 〔 〕 印 のみして おいた。 一字の 場合 は 直下に 〔 〕 にて 挿入し、 一字 以上の 異同の 埸合 

は 左 傍に • の 印を附 した。 此 印の ある 文字が 下に 〔 〕 にて 挿入して ある 文字の 異同で ある。 又 補 入 は (( )) の 印 を 

附し、 無い 字の 印 は 左 傍に <1 印を附 し、 かつ 直下に 據 書の 略 符を附 した。 略 符の無 いのは 心學 文集に よった ので ある。 

大 鉢 校訂 上の 約束 は 外の 書の も是 に準じて 心得られたい 

附記 

心學 文集の 奥附に 

元 祿ニ年 己巳 原 刻 

寬政 元年 己 酉 再 板 

として あるが、 心學 文集の 原 刻が 元祿ニ 年に あつたの ではない ので、 元 綠 二 年の は 儒生 雜記 であるから 其の K を 明 

にしておく。 猶內容 の 前後 は 一 しほ 混 雜を增 した 感が ある 

心學 文集に は 新に 題 一 百が 加 へられて ゐる。 參考 の爲 にこ、 に 掲げる 

〇 

心學 文集 題言 

•li 生 雜記解 S  大 


儒 *1 雜記 • 葬 祭^ 議 5gBE!  一  〇 

書肆 某。 持心舉 文集。 來， 中 C 余 曰。 此藤樹 蕃山兩 先生 文抄 也。 元祿年 問。 旣已 上梓 。歳月 之久。 文字 漫德。 今將冉 刻。 

先生 訂焉。 余展閱 之。 則横說 豎說" 盡自心 上來。 寇心舉 文集 哉- 盖或 遊于兩 先生 之 鬥者。 毎 遇. 緊之 語- 錄 以具提 

撕。 是 以篇不 分類。 撰不 題名。 而當時 書賈。 瞰名罔 利。 ^莽 剖劂。 遂致此 混 滑 耳〕 今 也欲訂 之。 無 復文 獻可 徴矣" 

余 《せ藏 藤 M 文集。 戊 申 之災。 雖鶴烏 有。 披覽之 熟。 彷彿 記 之。 因此推 之。 聖學全 孝 兩圖。 全 孝心 法。 存養雀 察辨。 

及書賸 三十 一 道。 則藤樹 先生 所 著 無 疑 也。 其 古今 士道 論。 至 託宣 注解。 則 與集義 和書 外 書。 語脉 類似。 則 疑 出于蕃 

山 氏 之 手矣」 其餘 片辭些 語。 不可 辨者。 亦復 不少。 然耍不 外于兩 先生 矣。 昔 者 晦翁采 錄ニ程 之 語。 汎稱程 子。 不復 

識別。 盖以其 道 同 論 合 也。 夫 蕃山之 於 藤樹。 出處 雖異。 淵源 憲同。 何 必費分 疏於其 聞 哉。 因 略 訂字畫 訛 者。 以遠 之 

云。 如其學 術。 余^ 有 論。 不贅 于此。 . 

寬政街 戌 春 二月  平安 丘 思純識 

と あり。 舉闘、 存養 省察 等の 文 を 藤樹の 作と せる は 光政の 筆錄 せる 天命 性 道と 合せす。 書膀 三十 一と 云 へれ ど、 蕃 

山 先生の 書牘 たる 事い ちじる しき 二通 ある 事 は 前に 云へ る 如し。 (本書 校訂の 折、 蒈 翰に 〔藤〕 の 印 を. 跶 せる 二三 あ 

り。 本文 中 〔藤〕 の 校正 有る は 凡て 藤 樹全驚 本に よれる にて、 藤樹の 書翰で ある) 


葬祭 辨論 解題  - 

草加定 環が 孝 經小解 を 刊行す るに 當 りて 序文 を 添へ た 》 其 序文 中に 先生の 著述 中に 葬祭 辨 論が あるが まだ 見な. S と 云 

ふ 事 を 云って ゐる。 此 序文 は 天明 八 年に 書いて ゐる。 先生^ 後 ざっと 六十 年を^て ゐる。 而 して 此の ハ祭辨 論が 版に 


成った の は寬文 七 年で ある。 ？ 3- 文 七 年 は 先生 四十 九 成、 亩野 山に 移り 义 鹿せ 山に 移られた 年で ある。 I？ して 北 小路 ゆ 

光が 始めて 先生に 逢った 年で ある 

本書が 先生の 奢た る 事 をた しかに 知る 事 は 出来ない ので あるが、 歲享 一 一年の 害 目に 

葬祭 弁論 熊 澤次郞 八 

と 出て ゐる。 貞享ニ 年 は 先生 六十 七 歳で ある。 (寬 文書 目 (十 年刊) に は 出て はゐぬ )o 其！ Si は 書目に も せられて^ら 

れ てね たので ある。 北 小路 俊 光 日記 抄に は 何等 見 る と ころが 無- S 。 お 勢 氏 の 先生 行狀 にも 書目 巾 に是 を缺 いひ ゐる。 

しかして 寬文七 丁 未 立春 日 書林 伊吹 吉右衞 門 梓 行の 本に け蕃山 先生の 著た る 事 は 少しも 齧いて ない。 しかし 粜義和 

書を初めどの書も；^!<1者を誓ぃて無ぃのが先生の書の例でぁるから、 此 本に 著者お 知る 記^が 無い と 云って 此 を ふ 

事 も出來 ない。 何分 此書は 先生の 若い 時に 書かれた ものと 思 はれる。 岡 山 時代の もの かと 推察せられ るが 據は まだ 

ない。 排佛の 思想が 41 の 根本 をな して ゐる。 先生の 葬祭の 考は 外窨卷 一 (本 全集 第二 冊 ニー： 1^)。 同^ 十 (本 全集 第二 

冊 一八 一 頁) に 出て わる。 本書の 說と あながち 一致せ す、 外 書の 說は 先生の 所謂 時處 位に 適った、 圆 熟した 説が 立て 

られて ある 

本書 は 前述の 如く  r 寬文七 年」 の發刊 であるが、 其 後に も異 版が ある。 見 かへ しに 「了 介熊澤 先生-お、 葬祭 辨論 全 

葬祭 は 儒家の 大朧 にして 人 * 常に 心得お くへ き 急務な り 此書は 文 公- 禮 を本據 として 今此 邦に して 行 安くし か.， 

に 違 さる 樣に國 字に て t; 辨す 孝子た る 人 見 すん は 有へから チ書 なり 浪華 書林 柳 原稜玉 鬧梓 行」 と 木 書の 解 說を附 し、 

奥 書 は 「寛 文 七 丁 未 立春 日」 は 前の 版 其の ま- - であるが 「大阪 北 久太郞 町 心！？ 橋 筋 河- 屋喜 兵衞」 となって ねる。 

此寬文 七 云. -は前 版の 誓 を 其の ま、 蹈 it したので、 此 版が 寬文七 年に 出来た ので はな. い。 無！^ 1 版 は 全部 改 刻した の 

で 前者 は A 行、 後者 は 十 行で ある。 さて 後刻 本 も 別に 舆 本に 據 つて 出版した ので は あるまい と 思 はれる が 文字の^ 同 

が 少.？ あり、 脫 の虚 (本 全集 r{=i 頁 頭書 參考) などが ある 

葬祭 辨；！ S 解題  1 1 


氣 理利之 解. 大和 西 銘解盈  一二 

本 全集 本 は 八 行 本の 方 を 底本と した 


氣質理 利 之 解 解題 

本書の 如き 畢 問に は 私 は 全く 知識が ないから 解說 すべき 何物 もない。 本書 は 世間 に^り 流布して ゐ ない 方で ある。 北 

小路 日記 抄 にも 所見な し。 巨 勢 氏の 書け る 先生の 行狀 にも、 定 環の 書け る 孝經小 解の 序 等 凡て 何等 見えぬ。 從 つて 先 

生の 眞著 たるの 確證は 無い ので あるが、 例の 福 井 軏の舊 蔵書、 蕃山 先生 叢書と も 云 ふべき 本に 牧 めら れて 初年 和文な 

ど、 合 緩され てゐ るし、 伯 夷、 正 成、 義經 などの 論 も 先生の 論に 合致す る 心地し、 かつ 定瑗が 頭注せ る 本 も あり (正 

宗 文庫に 蔵す) 多分 先生の 著述で あらう と 思 はれる から 收め たので ある. - 福井軏 (衣笠 山人) の 奮藏、 蕃山 叢書と も 

云 ふべき 本 は 北 小路 俊 光の 本が 原本と なったら しいと 考 へられる 節が あって、 大 鉢に 信用の 出来る 本で ある。 但し 此 

I 氣 理利之 解」 は 先生の 眞 著たり と 云 ふ 事 は 今斷言 は 出来ない。 猶 研究 を 要すべき 事 を 申し 添へ てお く。 射 校訂 は 

萆. S 環 本を參 t とした ，f  ； 


大和 西銘 解題 

此書 先生の 著た る確證 なく 疑 はしき 點 なきに しも あらす。 され ど 外 書卷四 (全集 七 八 頁) に 


朋友 問、 大和 西 銘に 「生て 明かなる もの は 死して 安の 言葉、 仏法の 現世 後生に 似た ると 云 もの 侍り 

と 問へ るに 對 して 答へ た 文が 出て ゐる。 さう すると 先生の 著たり と 云 はねば ならぬ やうで ある。 (但し 其 事に 就て は 

問題が あるが 後に 述べる) 叉 女子 訓、 周 南 召 南 之 解の 序に、 巨 勢子 瑛が 

；… 正 知人 道 必可レ 有 レ敎、 女子 必可レ 有, 學、 而 所-, 以蕃山 先生 有，, 此誊 之訓, 也。 先生 深 世 敎之陵 夷 I 著- 1 斯數卷 T 

1 岡 南、 二  S 南、 三 大和 西銘、 四 或 問 上 snT  ,W,.L«^、  t%-£.t-£te^-f 

五 或 問 下、 六 昔， 物語 七 接 革、 凡七卷 名 曰-女子  元祿辛 未！ 春 三月 

と ある。 辛 未 は 四 年 即ち 先生の 歿せられた 年で あるが、 此 年の 八月 十七 日で あるから、 とにかく 先生の 生前に 書かれ 

た 序文に 先生の 著と 出て ゐる わけで あり、 此 序文 を 書いた 人 は 先生の 門人で は 無い が 非常に 先生 を 尊信した 人で あり， 

此 序文 を 書かせた 人 は 先生の 最高 弟 仲三以 であらう から、 一 通り 信 を 置いて 先生の 眞著 なりと 斷 じても よい やうで あ 

るが、 いさ、 かかた ぶかる、 ふしが 無いでも ない が、 但し 此著は 先生の 著と すれば 極めて 若い 時代の^ 述 であると せ 

ねばなら ぬから (其 事 は 後に 云 ふ) 圓 熟して からの 著述と くらべて 見て、 其 尺度 を 以て 直ちに 信 偽を斷 する 事 は出來 

ない。 むしろ 其より は 以上の ニ證 に據 つて 眞 著と 信じ 置く 方が、 あぶなくない かも 知れぬ 

先 づ西銘 の 事 を 一 寸 述べて おく 必要が 有らう。 西 銘は張 横渠の 作れる 書 II の銘 である 

乾 稱：， 父、 坤稱， 母、 予玆 魏焉、 乃 混然 中處、 故 天地 之 塞 吾 其體、 天地 之 帥 吾 其 性、 民 吾 同胞、 物吾與 也、 大君 者、 

吾 父母 宗子、 其 大臣、 宗チ之 家相 也、 尊-高年； 所 ni 以 長-其 長？ 慈， I 孤 弱 T 所 f 以 幼-其 幼？ 聖其 合：， 德、 其！^, 也、 

凡 天下 疲疲 续疾、 ^獨 鰥寡、 皆 吾 兄弟 之 顚連而 無 * 吿者 也， 于， 時 保， 之、 子 之 S ^也" 樂且不 i 憂、 純 乎 孝お 也、 逸 曰，， 

悖德 『 害 fe? 賊、 濟ぁ者 不才、 せ、 踐， 形 惟 肖 者 也、 知 i 化、 M 善 述，, 其 事； g 善 plis; 不 

レ無 レ恭、 存 * 心 養 &爲レ 匪&、 惡 n3 曰滔 子 之 ST 舜其 功也、 無レ所 &而， 烹， 申 生其恭 也、 而歸レ 全 

者， 參乎、 勇-於 從 1 而 順.， 令 也伯奇 也、 富贵ー SI 澤、 將ぃ 厚-吾 之 生, 也， 貧賤 愛戚、 庸 玉-女 於 成, 也、 吾陋事 T  ？ 

吾 寧 I 也 

.K 和 西銘解 B  Is 


大和 西銘 解？？  1 四 

是れ になら つて 日本 文で 書いた 西銘 であると 云 ふので あらう。 孝道 を說 いた 本で ある 

此書 正宗 文庫に 藏 せる 版本 三種 ある 

第 一 

九 行 周 邊單郭 本で 31^ に 「慶 安三 年 十月 吉炭」 と 大書して ある。 形の 上から 開 版に 附 けた！： C 附の やうに 思 はれる。 本屋 

の 出版 か、 私版 か はわから ぬ。 三十 六 枚で や- -長 形の 美 濃 形 本で 文字 は 大きく かつ 太字で、 普通の 版下の やうな 書き 

様で はない が、 美事な 本で ある 

第二 

十 行 周 邊單郭 本で 三十 枚、 普通の 美 濃 形 本で、 文字 も 普通の 版下書きが 書いた やうに 整った 本で ある。 終の に 明 

朝 形で 「慶 安三 度 寅 霜月 吉日-一 として ある。 即ち 前書と 一箇月 遲れて S 來た。 內容は 以上 二 本 は 同 一 である。 慶 安三 

年と 云 ふと 蕃山 先生が 三十 二 歳で 番頭と なって 三千 石 を 賜 はった 年で、 其 翌年に 花園 會 起り、 會 約が 作られた ので あ 

る。 されば 後年の 著述と は自 から 差異 ある も 又 不思議で はない 害で ある。 以上 二 本と もに 序跋 はな. S 

第三 

十 行無邊 本、 內容が 余程 加除が ある。 序践 はもと より、 奥附も 何も 一切ない。 美？ n 紙卅 三枚。 其 加除の 跡を撿 する に、 

例へば 

樵夫杣 人時 を 以て 山林に 入り、 獵者 はら ごもり を とらす、 漁 者 あみの 目 を さだめ  . 

とか 

七十の 人肉 を 食し、 いける に は 薪 木 不足、 死せ るに は 厚 葬り、 老を やしな ふ £ こ.、 ろよ からん KI を はかり 給 ふ。 そ 

れ 山川 は 天 T の 本な り、 山川 ある k は國の 亡に ちかし。 されば ぃ，に しへ の S 王 は 其 人 を 撰で 山澤を あつく つかさど 

らしめ、 流 をいだ す 源の 山と 流の 左右の 木 を きらす。 源 を 神に し、 左右 は 塊 をと マめ ぬれば * 川 は 〈おに 深して 洪水 


のうれ ひなし 

など を 加へ、 义 

しゃば その ま、 寂 光の 土と なり、 草の 木まで も 成 佛の國 となりに けり。 これひと へに 背 花 一心の 神 通 光明な り 

を 除いて 

人生 五 尺の 身、 天地に 配し 四方に 至り、 大虚の 神化 をた すけな すと いふ Kl、 帝舜 にお ゐて 見る 哉。 理に 大小な し。 

方寸 大虚 初より 異なる £ なし 

と 改めた る、 處 によりて は  一 二葉の 增補も ありて 大 改訂 せられて ゐる。 先生が 年 經て大 改訂せられ たか、 誰かの 著 あ 

りし を 改訂せられ たかと 云 ふやうな 感じ もす るが、 多分 は 前著 を 改められ たと； るべき であらう。 姊 に外喾 に 出で た 

る、 朋友 問 「生て 明かなる もの は 死して 安の 言葉」 云 々の 文章 は 後 補の 方に 在る。 此事は 十分 注. する 惯 俊が あると 

思 ふ。 慶安 三年 版の 方 は 余程 佛 臭が あるが、 加除 本の 方 は 其點が IE されて ゐ ると 思 ふ。 大 體に慶 安三 年 版本の^ 述が 

なった の は 先生が 岡 山へ 来られて、 余り 間の 無い 間の 事で あらう と 推 出来る。 加除 本の 方 は 何れにしても すっと 年 

を經 て出來 たかと 考 へられる。 巨 勢子 暎の 女子 訓の 序によ つて 此 大和 西銘を 女子 訓の €： と 見るならば、 女子 訓或 問な 

らん かと 推せら る、 本に、 「真享 元年まで」 と 一 H ふ 事が 見えて ゐ るから (貞享 ：兀年 は 先生 六十 六歲 である)、 其頌 改訂し 

て、 女子 訓ー聯 の 著述と せられる 爲に、 >r 容 文章 犬 改訂せられ たと 考へ てよ いかと 思 ふ。 但し 第三の 本 を 後の 改訂 本 

と 定める の も 常識的の 推量に よってであって、 第一、 第二 本との 前後に 對 して 確 證 をば まだ 私 はっかみ 得て ない 

本 全 築に 牧む るに 當 りて、 とにかく 慶安 三年の 九 行 本 を 底 木と し 十 行 無 邊本を 以て 校合した。 但し、 假名、 漢字、 假 

名 遣 等の 異同 は 略し、 增は 一: 〕 にて 補 入し、 無き は 左 傍に <i 印を附 し、 短 かき 異同 は 右 傍に 害し、 大： Si ある は 頭註 

又は 一 字 下げに て 本 中へ 入れた。 異同の 初めと 終との 處に • 印を附 してお いた 

大和 西銘 解題  1 五 


夜食 記 解！ a  1 六 

夜會記 解題 

夜會記 四卷、 版本 は 八册に 分冊 せられて ねる.." 奧附に 

正 德五乙 未 暦 三月 吉祥 日 

柏 原屋淸 右衛門 

浪華 書林 河內屋 宇兵衞 ^ 

吉 文字 屋 巿兵衞 

となって ねる。 此 の 書 は 序文 に よれば 畠 山 直 忠の家 記に 出たり と 云 ひ、 太 田 道觀の 書い たもの かと や うに 云 つて ある 

が、 n? て 其は假 託で ある 事 は 此書を 見れば 知れる。 巨 勢 氏の 書け る 先生の 行狀の 著述 目錄 中に、 」， 仅會記 四 卷と云 ふ 事 

が 見えて ゐる。 此巨勢 氏の 行狀に 見えた る 書目 は 九 倫 書 以外 は 先生の 著と 信じて よい やうな がする。 北 小路 俊 光 日 

記抄に 「元祿 一 1 一年 八月 廿ニ曰 夜食 卷四冊 全 一昨日より 周覽 候て 房」 と 云 ふ 事が 見えて ねる。 夜會卷 は夜會 記の 寧で 

あると 思 はれる。 寳永五 年の 八月に 「三日 前內府 公へ 參。 御留主 〇 三輪 善藏 被. $、 夜會 記と 云 外 题ニ枚 被 頼、 書付 遣。 

酒 井雅樂 頭へ 被 遣 候 由。 當春か 三輪 記と 云 外題 も 二 枚 書付 遣 •) 一所へ 參候 由」 と ある。 こ V に は夜會 記と 出て ゐる。 

酒 井 雅樂頭 (大老の 忠淸) が 三輪 記 (即ち 三輪 物語) と共に 寫本を 持って ゐ たと 見えて、 其 外題 を 俊 光が 書いた と 見 

える。 ！：^ "德 四 年 四月 十四日に、 「夜 會記四 冊、 岡 田 十 之 丞へ借 渡 遣」 と あり、 同年 八月 十三 日、 rs 田 十 之 丞來。 夜會返 

辨ー と ある。 此岡田 氏 は、 朽木 修理 內 * 岡 田 十 之 丞息游 軒お い r 甥： 一と 同日 記に ある。 〔南天 莊 先生 勘、 岡 田 十 之丞ハ 

岡 田八郞 右衛門 仲實/ .^。 母ハ 息游ノ 妹み つ 女 〇 朽木 修现 ハ 旗本 一一 テ近江 國高島 郡 朽木ノ 領主 ナサと 記されて ゐる〕 

大舉或 など 借覽 して ゐる。 蕃山 先生の 咄 共して 歸 つた 事が 出て ゐる。 はっきり 先生の 著と 云 ふ 事 は 書いて 無い が、 

大略 先生の 著述と 見て さしつ かへ 無い やうな 様子で ある。 猶北 小路 俊 光が 編した と 見える 集 義義論 聞 書と 云 ふ 本に 夜 


#拔 と 云 ふ條が 有る. - 此書 は蕃山 先生の 談話 や、 問答 や 或は 書簡に ての 問答、 义 先生の 著書 C 拔書 等の 粢 であって * 

めて 大切な 本で ある。 (俊 光 日記に、 元祿 四 年 九月 廿八 曰に、 巨 勢 彥仙來 話、 集 義聞喾 晃せ感 信 ありな ど：： a- えて ゐ る」 

其 書に 此の 夜會 記の 拔 書が 入って ゐる。 又 夜會記 第二の 口 式 四十 ニケ條 ァリ欠 之と 窨 いても ある。 是等を 以て 兑 ると 

蕃山 先生の iK 著と 定めて よいと 私 は 信す るので ある。 秘書の 1 種で あつたと 推察 せられる。 而 して 元祿； 二 年の 北 小路 

石 見の 曰 記に 其の 書 周覽の 事が 見えて わるの は、 多分 先生が 內 * に 示された ので、 鬥^;-どもが周§?した^*と推撒せら 

れる。 元祿 三年 は 先生 七十 二 歳で 古河に 在って 歿せられる 一年 前で ある。 版に は 其から 二十 ..A 年 を經て •  ぁ德五 年に 成 

つた 事で ある。 そこで 北 小路 日記に 見えた 夜 會記は 凡て 寫 本であった 害で ある。 さて 此夜會 記 は 私の 推" 一 S では あるが、 

松 平金彌 が元祿 三年 五月 八日に 上京して 十 一 日に 俊 光 を 訪づれ てね る。 金彌の 上京 は 養生の 爲 だと 記されて ゐ るが、 

>J の 上京の 序に 金彌 が持參 して 周 k ばせ しめた ものと 考 へられる。 蕃山 先生 晩年の i 古書 ども は金鄉 より 傅 へられた もの 

が 多. S- やうで ある 

版本と 寫 本と は 大略 異同 もな いので あるが、 八卷の 終に 見える 「夜 會記禮 式」 と 云 ふの が寫本 では ニ卷の 首に 在る。 

是れは 大きなる 形の 上の 相違で ある。 但し 蕃山 先生 は 此の 寫 本の 方の 形で 御 著しに 成った の を 後 は ど 版に する 時に 改 

めた ので は あるまい かと 考 へられる。 前に 云った 集義 義論閗 書に 「夜 會記 第二 ノロ 式 四十 ニケ條 ァリ欠 之」 と ゆ！； いて 

ゐる事 は 其を證 する もの かと 思 はれる。 斯くて 私 は 本書が 先生の 眞著 たる 事の や、 確證に 近い もの を此 集義義 論^! =5： 

にて 得た 事 を、 蕃山 先生の 爲 にも、 はた 又 研究家の 爲 にもよ ろ こびたい 

此夜會 記 は是れ 迄の 蕃山 先生 研究家に は あまり 重用 視 せられて ゐぬ やう な^が 有った が、 安岡 正篦 先せ は 1^ 山 先生の 

朝廷に 對 する 考を 評せられて、 其の 自註に、 然し 前述の 問題に は夜會 記 四卷が 尤も 面白い と 云 はれた (木 TO 

序 一 四 H 參 照)。 至極 同感で ある 

本 全集に 牧 むる に當っ て は 版本 を 底本と して 寫本を 以て 校合した。 二 仪き記 版本 は 希獼の 方に する 本で ある。 定^ 

夜會！ ^^題  1 七 


夜會記 • 一 一一  種 之 象 解 解題  ，  1 八 

が 孝經小 解に 添へ たる 序に 「夜會 記 往昔 刊行 後 罹： S 災 其本甚 希。」 と 云って ゐるソ 寫本は 例の 福 井 軏舊藏 本の 叢書に よ 

つた。 版本に 二三 ケ處 傍註が あるの は 出版者 か 誰か 加へ たものと 思 はれる、 寫 本に は 無い 

因 云。 此の 書 畠 山 重 忠の家 記に 出づ など 云 ふの は、 蕃山 先生 は 畠 山 直忠を 常に 推獎 して ゐられ る。 さう 云ふ處 から 

斯く 書かれた ものと 思 はれる 


三種 之 象 解 解題 

三種の神器 は 知 仁 勇 を象徵 せる ものと して 先生 一家の 見識に よって 解說 せる ものである。 先生の 三種の神器に 對 する 

考へ は集義 和書 卷 十四 (全集 三 九 一 頁) 神道 大義 (本 全集 三 頁) 一一： 輪 物語 卷 一 、 息 先生 道談 (本 集 一 黃) 等にほ^-同 

じ 意が 述べられて ある。 大鉢 三種の神器 を 政治、 道德の 耍諦、 基本と して 說 くの は 北 畠 親 房の 祌皇 正統 記に も 見えて 

ゐる事 は 周知の 事であって、 其 後の 畢者 によっても 次々 に； i ぜら れてゐ る。 近く は敎 舉局發 行の 山 田 孝 雄 先生 i^lf 「綮 

國の 精神」 の內 にも 細論せられ、 蕃山 先生の 說 にも 論及して ゐられ る。 參考 せられたい 

本書が 蕃山 先生の 虞 著で あると 云 ふ確證 はま だつ かみ 得ぬ が、 靜 嘉堂 文庫本 は 例の 押 小路 舊藏 本であって、 蕃山 先生 

の 著と 推すべき もの k 1 群の- s: である 

本 全集に 牧め たの は 前記の 靜嘉堂 文庫本に 據 つた 


三輪 物語 解題 

三輪 物語 は蕃山 先生の 眞ぬ とする 人と 然ら すと する 人と ある やうで ある、 しかしと にかくお 勢 氏の 先生の 行狀 にも 

書目 見え、 定 環の 書け る 孝 經の序 中に も 其 著 ありて 家に 蔽 せる 3 曰 をし るして わる。 北 小路 俊 光 = 記抄" W 享 一 一年 九月 十 

八日の 條に 

晴。 終 曰 閑居。 和書、 三輪 卷四册 見 之 了。 令-感動 此前 隱士へ 申、 屮院 公に て遂尚 il- 也。 此度は 三 以丈本 借 W 也 

同日 記抄 同年 十 一 月朔 曰の 條に 

終日 隙に して 對書。 三輪の 卷八冊 息 游公楚 作、 密書 也 今日 見 終。 全部兩度遂周8^了 

同貞享 三年 三月 十四日の 條 

三輪 卷八册 三以丈 へ 渡， 返納 了 

同 寳永五 年 二月 二十日の 條 

押 小路 公、 三輪 善藏 〔〇 執齋〕 傳習祿 會に御 出。 前 内 府公御 隙 之 由 申頓て 御歸。 善藏 は殘。 三輪 物語の 外^ 其^ 彼^ 

に 付 書付 了。 酒 井 雜樂頭 殿 〔〇 名ハ忠 相、 廐 橋/城主〕 へ 被 遣 候 由 

と 出て ゐる。 「息 游公筆 作、 密書 也」 と 記された るに よれば 眞著と 信じて よい 様に 思 はれる。 又 「此前 隱セへ 巾、 中院 

公に て遂 阁覽」 とも あり、 蕃山 先生の 著なら す ぱ蕃山 先生へ 申して 周覽 をと ぐる 用 もない やうに 思 はれる から、 ー應 

蕃山 先生 眞 著と 定めて 誤 はない やうで ある 

本 全集に 牧む るに あたりて 正宗 文庫 蔵寫本 (. 美 濃 形) を 底本と し 同文 庫 蔵 半紙 形 )一 一観 を 一 、 一 一とし、 神道^^  fi 

書 刊行 會本、 神と 略 稱す) と 四 六 二倍 版の 活版本 (屮 I 版 所、 校訂 者 不明。 活 一と 略稱 す：) を 以て 校訂した が、 何れの 

本も眞 にょい 本で あると は 思 はれぬ。 三輪 物語 は 世に よく 流布した 本で ある だけに、 自然 誤が 生じた のかと 恐 はれる 

lii 输物賠 解題  一九 


宇佐 間 答 解 a  二 〇 

點 がかな り 有る。 猶善本 を 求むべき である。 校訂の 次第 は 儒生 雑記な ど、 同じ 形で ある- 時勢の 變邊 によって 卷 一 に 

は 遠 5^】 すべき 點 がかな り 有る。 さる 方の 注意 もあって さ 白に して 置いた 


宇佐 問答 解題 

宇佐 問答 は 上中下 卷 になって ゐ るが 論の 根本 は 排佛で あ る。 其 論ぜ られた 耍點は 先生 の 著書に あち >J ち 出で た る 事が 

まとめられて 出て ゐる やうな 氣 がする が、 其 だけに 先生の « 蕃か僞 書かと 云 ふ 事 は 問題で ある。 私 は 何れの 確證 もま 

だ發兒 する 事が 出來 ない。 しかし 眞著 とする 氣 持と 僞 書と する 氣 持と を 率直に 云 ふなら ぱ偽眷 の 方が 近いので は ある 

まい かと 思 はれる。 然し 其れ は 今日の 氣 持であって 證據の あるので はない から、 何等 値價の 無い こと はもと よりで あ 

る。 後の 研究 を 待って 眞僞は 決せら るべき である。 巨 勢 氏の 行狀 には此 書目 はか、 げ てない。 定 環の 孝？. i 小 解の 序 中 

に は 出て ねる から 定環は i^i 者と して ゐ るので あらう。 巨 勢 氏 は 此書は 見なかった と考 へて よい 害で ある。 北 小路 俊 光 

R 記 抄には 此の 書名 は 見えて わない やうで ある。 然 すると 少なくも 先生から は周覽 もさせられなかった と 見える。 尤 

俊 光が 先生に 始めて 逢った の は 寬文七 年 正月で あると 考 へられる。 日記 抄は 貞享 元年からで あるから ざっと 十 年ば か 

り 日記 を 見る 事が 出來 な. so 從 つて 日記 以前に 見た 事が あれば 格^で あるが、 然し 後 々に 一寸 も 出て 來 ない 處を 以て 

考 ふると、 すくなくも 先生の 若い 折の 著であって、 先生 も 門人 どもに も あまり 見せられなかった 著と でも 考 へねば な 

らぬ。 然 らば 若い 折の 著述で 後年 先生 も氣に 入らなかった とで も考 へねば ならぬ。 凡て 後の 研究に まつの 外 はない 

本書 は 一:y,: 示 文庫 藏本を 底本と したが、 あまりよ い 本で はない。 富 岡 氏の 舊藏 本と 云 ふ 事で あるが 例の 福井軏 の， 書中 


の 本で は 無い。 本 がら はよ い 本で あるが 化 政 頃 かいさ、 か 下る 頃の 寫木 e ある。 脫も少 くないと 思 はれる。 校合に 

は 岡 山 縣圖書 館の 本 を用ゐ た。 是れは 岡山^ 地理 歷史^ 査 きで 新寫 した 本で あるが 其 底本の 事 は 記して な. s。 是 もた 

しかな 本と も 見えぬ がさし あたり 私は此 一 一本し か 見る 事が 出來 なかった。 圃書館 本に のみ 添って ゐる序 も 妙.^ もので 

ある。 校合の しかた は 一一； 輪 物語な ど、 同じ 形式に よった 


毛 見 法 解題 

この 書 は 池 田家の 所蔵で あるが 蕃山 先生 時代の 本で はなく、 新寫 本で ある。 此の 書の 事 は 外に 少しも 知る * がない が、 

とにかく 池 田 侯爵 家に 藏 されて ねて、 表紙の 如く 書かれて ゐ るか"、 其 を 信用して 直く の 外 はなく、 私 もさる 方の 知 

識が 少しもな いから 內容上 何と 云 ふ 事 も 出来ない。 少なくも 池 田家に 尸 t はれる から は、 蕃山 時代の 毛 見の 仕方が^き 

淺 されて ゐ たもので 有らう と 思 ふ。 さる 方の 研究家に は 役立つ かと 考 へられる。 本書 を牧 むる に當 りて は 池 田. 一 ^事務 

所の 厚意 幷に同 事務所の 蔵知矩 翁、 仄丹幸 八 君の 助力 を 得た 事が 多大で ある 深謝々々 


斷 璧殘圭 解題  一 

斷璧淺 圭は松 浦 武四郞 が 出版した 本で ある 。見 かへ しに 蕃山 熊澤先 キ-述 斷 璺錢圭 完 ^價不 SC 多 氣志樓 蔵 板 
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Iw 璧殘圭 • 息 先生 道 談解想  ニニ 

として ある。 この 書に 松 浦 氏 は跋を 添へ て晚 年の 手記と し、 論 益 正、 ii 益 高と た、 へて ゐる。 處で は 此の 書 は 「孝 

經外傳 或 5?」 の卷 四で ある。 其れが はなれて 寫し傳 へられた の を、 松 浦 氏が 見つけて 版に したので ある。 されば^に 

本 全集に 牧 むる にも 及ばない ので あるが、 文字に 極少. であるが 異同 も あり、 名 を 聞いて 見たがる 人 も 多い し、 頁數 

も. S さ V かで あるから、 兎に角 本 全集に 其の ま、 牧め ておいた。 松浦武 四郞、 弘は 伊勢 國 一志 郡 小 野 村の 人で 文政 1 兀 

年に 生れ、 明治 一 一十 一年 一 一月 十日 東京で 歿した。 年 は 七十 一 である。 國 足跡 到らざる 所な しと 云 ふやうな 旅行家で、 

殊に 蝦夷の 踏査 及び 開拓の 功 は大. S なる ものが あった。 猶此 人の 傳は 私が 古典 全集の 蜈夷 日誌 集， 解 M に褐げ ておい 

た、 參考 せられたい . ， ： ： . ■  ■  f  -  .  .  .  -  / 


息 先生 道談 解題 

息 先生 は 申す まで もな く息游 先生、 卽ち蕃 山 先生で ある。 先生が 息游 軒と 云 はれた の は延資 三年 春で ある。 本書の 表 

紙に、 「先年、 中 亞相野 黄 鬥等之 問-一 被 答 云々」 と 記して ある。 されば 息 先生と あっても、 先年と あるから 直ちに 延寶三 

年後の 道談の 筆記と は 決定 出来ない。 中 亞相は 中院通 茂で ある。 權 大納言に 任じた の は 萬 治 三年で ある。 野 黄 門-に 野 

宮定緣 である。 定鎵が 權中納 言 に 任じた の は 寬文九 年 十一 一月 十八 日で ある。 さ て定 鎵が薨 じたの は 延寳五 年 九月 十五 

H である。 寬文七 年 正月に 北 小路 石 見が 初めて 蕃山 先生に 逢って ゐる處 から 推量して、 先づ寬 文の 終 近. S 年から 延資 

初め 頃の 道談の 筆記と 認めて 大差 あるまい。 先生と 門人 どもが、 どんな 魔 梅で 道 をき、、 道 を 談ぜら れてゐ たかと 云 ふ 

事 を 知る に 都合の よい 本で ある。 先生 を 知る に は 逸すべからざる 本で ある。 本書と 密接な 關 係の ある 書に、 集義義 論 


聞 書 (其ノ 一部 一一 此ノ息 先生 道談が ある。) 從 つて 集 義義論 聞 書の 解^の 廣に 於て 木 書に 就て 猶茛 及す るで あらう 

本書 は 靜嘉堂 文庫本に s; ，リ た。 同文 庫の 厚意 を 深謝す る (昭和 十七 年 一月) 


自ー rc 

き 一一 一。 

本 全集 第 四 冊 語 小 解の 解題に 於て 菅眞靜 が蕃山 先生の 著書^  S-H 版 を 引受けて 困難 をして ねる 事 を 北 小路 俊 光：！： 記抄 

を 引いて 述べて 置いた。 其當 時より 何故に 眞靜 が斯く 困難 をし つ、 先生の 著 を 刊行した かと 云 ふ 疑問と、 ^其 困 離 を 

凌いで、 諸方の 不義理 をお しきって 刊行 を 了した 功績に 敬意 を拂 はざる を 得なかった。 其後眞 離の 車に 就て 井上 先生 

より 御 教示が あった 事 は 第 一 冊の 解題の 終に 附記して 置いた。 其 後執齋 和歌 集 を ：16 て森繁 夫君が 執 15 先生 吟 草に 就て 

の 中に 「菅 iK 靜 儲 前の 人、 京都に 住し、 中院通 茂に 學び、 歌學を 能くし、 源 語に 通. f -」 と 云 ふ^を 知った。 しかし 

私の 疑問 はもと より まだ 解けなかった。 岡 山縣立 圖 書 館で 渡 邊知水 氏に 逢って 談 たまく 此 事に 及んだ 虚が、 は^は 

池 田の 臣 である。 泉 仲 愛の 娘の であると 聞かされた。 其で 故 あるかな と合點 した。 云 ふまで もない が 仲 愛 は 藩 山 先 

生の 弟で ある。 それから 蔵 知 翁に 聞き， 池 田家 履歷 略記 も 調べた。 其で菅 靜の 事が 分明に なった。 私 は 其 を 追記し 

て 其 人 を顯は してお きたいの である 

1^ 志 叉 兵 ェ 11 源 右 H 鬥 11 半 太夫 (後ノ 菅眞 SS) 

二  0C 石  s〇〇.，《  so〇s 

寬永 十九 年 九月 歿 

a 記 (蕾 S 靜 9 事)  =111 


追 re  (菅 ほ靜の 事)  二 四 

都 志顏右 M 鬥子 半 之 助 半 太夫 幼名 

寬文六 年 十 一 月廿八 曰假學 館へ 入學時  一 I 年 十五 歳 (畢 記錄 )〇 寬文九 年 (十八 歳) 泉 仲 愛の 女 某-: 十六 歲位 力) を娶る 

へ履歷 略記 )〇 延寳八 年 正月 廿 四日 立 退 推定 一 ： 十九 歲) 勝手 不罷成 由に て 如 此广留 帳) 

〇 

以上で 岡 山 藩 を はなる、 迄の 事 は 知らる、 ので ある。 北 小路 俊 光 日記 抄寳永 四 年 八月 一 一十三 曰に、 菅 靜加贺 へ ニート 

人 扶持に て 在 付 被 申悅狀 遣。 中 院前內 狩 公より： K 被 仰 遣 也と ある。 これから 加賀 藩へ 仕へ たので ある 

, 〇 

池 田家 履歷 赂記卷 十四、 延寶 A 年の 條に 「都 志 半 太夫 出奔」 の 見出しで 

池 田 七 郞兵衛 組、 都 志 半 太夫、 兒嶋郡 後閑 村に 在宅し 居け るが、 家 貧して 始終 勤 仕な りが たしと て 書 置 認め、 正月 

廿 四日 出奔せ り 

半 太夫み づ から 書記せ し 自叙 記と 云 書に は 正月 廿 一 日に 出奔せ しょしみ ゆ。 され ども 內 * に行衞 を聞定 彼是す る 

うちに、 城府へ うった ふ 5 遲く なりて 廿 四日 出奔と 云し にや。 半 太夫が 祖父 を 都 志 九兵衛 と. いふ。 池 田の 御家士 

4! りしが、 いづれ の 時に 來 りっか へし 事 さだかなら す。 元 和 元年 大 坂の 役に 與國 公に 從ひ 五月七日の 戰 ひに 首 一 

級 を 得たり。 其後烈 公の 御 時には 郡の 奉行な り。 食 錄は武 百 石ば かりに や。 九 兵 衞子を 源 右衛門と いふ。 是牛太 

夫が 父に して 信 濃 守 殿の 侍な りしが 吏才 あれば、 漕 源 公の 御覺 他に 異にして 累年の 後 撰ら れ西村 源 五郞、 川 村 平 

太 兵衛と 同じく 郡 中の 事 を 司 どらし む。 七十 五 人の 代官 頭と 云し よし、 其 職に 功勞 ありし 事少 からす。 延寳六 年 

九月 五日 病て 死し， 半 太夫 常昭 父が 家繼 てけ ス- が、 いく 程なく 出奔し 京都に 寓し、 さま を かへ 姓名 を 改め， ^眞 

靜と 名のり、 眞靜 文字の 才 乏しから す、 善書の 名 も あり、 の 道 は 中院通 茂の 鬥に あそび、 其 頃 は 世に 知る 人 多 


かりき。 晚 年加賀 のまね きに 應じ ニト 〔o 北 小路 B 記抄 三十〕 口の 俸 米 をう け 世 を 終る とい ふ 0 かの 自叙 錄の 中、 備 

前の 事に ぁづ かる 所 を 左に 書 拔て屮 Z す  ， 

我 身のう へのう つり か はりし も 又 さまぐな り。 七つに なり 侍りし 年 ほに おくれ 侍りて 後 母な く、 父 ひとりの 

劬勞を 得て ひと、 なり 侍りし。 備陽君のぁっく道を尊び給ひ、府に國畢を建、鄉に塾を澄、文武の^»をならはし 

め、 H ごとに 儒 S に 命じて 經傳を 講ぜ， しめ、 臣庶 を敎 へみち びかせ 給。 我 十五の 冬より 犖校 はじまりて； o 々に 

まう けて 手 習學文 * 十八のと し、 君、 我 父に 命じて 我た めに 泉 仲 愛が 女 をめ とらし め 耠ふ。 かくて 羽 林 老を吿 

て 拾遺 君に 域 を 讓らせ 給 ふ。 拾 君 二 弟お はします。 兄 君 は 信澳、 弟 君はキ 挽と いひて 父！ 5« の御時 は 陪臣の 列 

になし おかせ 給 を、 ふた ヒひ御 家督う け 給て、 領. g:^ 万 五千石 を 信 殿に 頒ち、 一. 力 五千石 を- ff 稅 殿に 頒ち給 

ふて 公 仕せ しめ 給 ふ。 やがて 兩弟 受領し 給 ひて、 信 濃 守、 丹 波 守に 任じ 給 ふ。 此時我 先考 を 信？^ 守 殿 老臣に な 

し 給て、 三年 仕へ 侍りし に、 備前國 犬に 嫌饉 して、 民の くるしめる 事 5 ふ 斗な し。 拾遺 君 うれへ 給 ひて、 眼 給 

の 道 を 諸 臣に咨 はかり 給へ ども、 此年 禁裡 造 營の役 を 務め 給て、 i むなしければ、 十く ふべき の 術な し。 拾 

a 君. 5, よく うれへ なげき 給 ひて、 御 心 をつ くさせ 給 ふ あまりに、 我 先考 父君の 時、 政に ぁづ かり 民 を 救 ふの 

みち も 知 侍らん とお ぼし 出して、 召 寄て 賑 給の 術 をと はせ 給 ふに、 一 つ の 術 を 答へ 侍れば、 大に悅 び 給 ひて、 又 

詣 臣に此 術を咨 論ら はせ 給 ふ。 皆 感歎して 善と 申す。 則 先考 及び 河 村 何が し、 西 村 何が し 三人に 命じて、 ^の 

うちあ まねく 巡兑 して * 民 を 救 はしめ 給 ふに、 月 を こへ すして 民 にぎわ ひて、 よろ XJ ぶ 55^ かぎりなし。 拾逾君 

甚 感じて 信 濃 守 殿； 0 ひ 加へ させ 給 ひ、 民の る を つかさどらし めんとの 給へ る を、 先お ひたすらに 辞し 袷へ ども 

ゆるし 給 はす。 終に こ ひ 加へ させ 給。 かくて 三年ば かりつ かへ て、 重き 病 を うけてう せ 給 ひぬ。 我サ 七のと し 

秋 九月 五 曰な り。 さなき だに うき 秋風に、 藤の 衣の 露け さ、 いふ もさら なり。 大 5 おとい ふ 所の 山 後の うれへ な 

きを 見立て、 かきお さめ 奉る。 先考 君に つかへ て 私な く、 民 を 納て惠 あり。 其 功 校 は { 豕鍇に 記し れば もらし 

追記 (菅 眞靜の 事)  \  二 五 


追記 (菅 嫁靜の 事)  二 六 

つ。 限り ありて 藤の 衣 もぬ ぎ かへ 侍る に、 程なく 君命 じて 先考の 家督 をゅづ らしめ 給 ひ、 浮 雲 白日 をお ほふの 

厄に か、 りて、 こ、 ろよ からぬ 事 ども あまた 中：. 來 ぬれば、 君の 御 心. 出た る i に はた あらねば、 露 恨み 奉る ベ 

きふし なければ、 我心 ひとつに やみがたき 事 ありて、 終に 仕へ を 辞しぬべき 心なん いでき 侍りけ る。 おもて は 

病苦に ことよせて 祿半を かへ して、 三月の 比より 兒嶋 のうち 後閑と いふ 所に 茅 を むすびて こもり 居 侍る。 此間 

の 事^に 記し 侍れば こ.' にもら しぬ。 此 後閑の 風景 みぢかき 筆に はい ひつく すべく も あらす。 我 住 庵 は 入江の 

上 高き 所 なれば、 いづこ もく まなく 見 わたさる。 むかひ は讚岐 國八嶋 まで 晴 わたりて 眺 §111 かぎりなし。 霞 こめ 

たる 明 ぼの 浦々 のけし き、 沖津風 吹と くた へまに もる、 嶋々 兄え かくれす るな どい ひしら す 面白し。 筑紫 舟の 

行か ふ MJ たへ す、 一 帆の 風に まかす る もげに あやなし。 うら k かなる 日 釣す る 舟に たより 浦 半 こぎめ ぐり、 磯 

菜う きたる やうの 物、 ある は 貝つ 物な ど手づ から ひろ ひ、 ある は 岩つ、 じ 山ぶ きな ど 手 折て 家づ とに 十 0 复の 

涼し さは かねて 思 ひしが 物に も あらす。 渚に 年經 たる 松 二 本 あり、 金 を 流す ひるつ かた も、 木陰に あれば 蟬の 

はのう すき 袂は すさまじ きまでお ぼ ゆ。 タ になれば 螢 とびみ だれ、 水 築う ちた、 きな ど哀 ふかし。 はやう 明 

石に 二月ば かり 住 侍りし HJ あり。 げには ひわた る ほど なれば、 すまの うらに もお りく 逍遙し 侍りし. か、 かれ 

ら はむかし より 名高き 所 なれば、 こ、 のた ぐ ひに 引 くらべん も 心なき やう なれ ど、 秋の けしき はお さ-. おと 

る まじくな ん覺ぇ 侍る。 ちかき 濱邊に 塩 やく 煙 心 ぼ そく 立の ぼり、 よせく る 波の音 も かの 浦半覺 えて、 こ、 も 

叉 心つ くしの 秋 也け る。 色 づき わたる 山 田 も 近ければ 曉の嶋 の はねが き 枕に すごく、 荻 薄お のづ から 垣 ほに こ 

めしや どり なれば、 所せ き 露に 鳴 わたる 虫の こ ゑぐ いと あわれ 深し。 千里 を かけて い ゑとう じ、 さう の るし 

らべ、 みづ から 笙のふ ゑ 吹 あはせ て、 更行 i 仝 をお しみ、 たが ひに 歌な どす して、 おりく ど Q 興 を やり 侍る。 

月な き 夜半 も 漁火の 波に うかべる 楓橋 のこ、 ちして、 しきりに 張 繼が詩 を 呤す。 冬に なりて は 風 はげしく、 波 

あれて いと すさまじ けれど、 友 さそ ふ 千鳥の 浦つ とふ こ ゑ、 あしが もの 霜 はら ふ 音、 き、 なれぬ み、 に は 又め 


づ らしく 哀ぉ ほかり。 此國は あた、 かにして、 雪 ふる 5 まれな り。 海の 中へ さし 出た る 山に、 松よ く 生 しげる 

とて、 雪の あしたの ながめ、 たぐ ひなかるべき を 待 わたりし に、 £ しもつ もる ほどの 雪な けれ ぱいと n おし。 

すべて 四時の 景晴好 雨 歌い 、つくす ベから す。 ざえ なき 身 もみる に從 ひて おの づ から 口に まかせつ 、、 からの 

歌 やまと 歌 も 多くつ もりぬ。 誠に 吏 隱 の 閑居 か、 る 所 も 叉 あるよ しなれば、 その ま、 住ま まほし きを、 思 ひ 立 

HJ の やめが たきに. S そがれて、 延寳八 年 正月 廿 一 日め に 具して 舟 出し 侍る。 故鄉 のな ごり も 今 を りに かへ り 

みのみ せらる。 立 出る とて 庵の 柱に 書付 侍りけ る 

かりにと て むすびし 草の 庵 さ へ 今の 名 のおし くや は あらぬ 

女の よめる 

わ すれ じな このうら 山よ 行方に あかし やすまの みるめ ありと も 

此浦 こぎ はなれ ゆく 程 霞 もや、 みえ わたりて、 养風 よき ほどに 吹て、 むろの 湊 にっきぬ 巾 略されば 我故鄉 おは 

なれて 廿五年 都に 住 侍る。 先祖 父の 墓へ まいら まほし けれど * 一た び 立の きし 身、 ゆるし もな くな 詣んと を 

は かりて、 折 を まち わたり 侍る に、 肥 後 守 髙秀心 づきて 溪雲院 殿へ ことわり 中て、 故 鄉柱來 のと ゆるし 袷 は 

るべき よし、 高秀 をして 奮 君の もとへ い、 やらせ 給へば. いとよく うけさせ 給 ひて、 ゆるし かう ぶりぬ。 うれ 

しさ 身に あまりて 九月 十五 日に 故鄉 へく だり 侍る。 其 夜 伏 見の 髙せ 舟に のりて、 明くる； J ろ ほひ 雞波 につく。 

こ  にしれ る 人 ありて とぶ ろ ふ。 夕つ かた 備 前の 舟 もとめて のり 侍る 0 我の みに も あらす. かれこれ 此舟 にた 

よりして 下る 人 ども を 舟 子 待 ほどに、 あくる 日の 初夜ば かりに 舟 出す。 月 もさへ わたり 追手の 風よ ければ * 帆 

かけて 走り ゆく。 曉 ちかく 和 田の 御崎す ぎて、 ほの ぐと 明 わたるに みれば、 すま 明 石の 前な り。 れど あか 

ぬ 浦の けしき 詠め やり 行に、 よき ほどの 風な りと て その 夜 もす ぐに はしり ゆく。 牛 窓な どみ やりて 一 とい ふ 

嶋 のほとりにな りぬ。 此 港に 木 だち いとよき 松 どもお ほし。 むかし 夏の ころ は爱 にきて 木陰に 納涼せ しとお も 

追記 ( 管眞靜 の 事-  二 七 


追記 (菅眞 s}w の 事)  二八 

ひ 出て なつかし 

おとろ へ をい かにみ るらん 高 嶋の松 はむかし のお も かわりせ で 

高 嶋の松 はむかし の 友ながら と はじない まの 老 はは づ かし 

くらう なるほどに 川口に 入。 水淺 くて 舟の ぼり ゎづ らふ。 夜半ば かりに 京 橋と いふ はしの もとにつ く。 夜 あけ 

て 我. S と 乙な りけ る 人の 元へ まかりて 爱にぞ とまり 侍る。 くだりぬ とき V て. 昔の 友した しきもの どもき あ ひ， 

我も尋 行な どして 其 曰 はくれ ぬ。 朝と く ゆあみして 先父の 御 墓へ まいり、 府 より 四十 町 斗 野 を わけ ゆく に、 わ 

さ 田 はかり あげて、 おくて は猶雲 をな す。 千 種 も かれぐ になり ゆく に、 松虫の よはり たる 聲 して 嗚 をき. -て 

心 あれ やくれ ゆく 秋の すゑ 野に も われ を 松虫 かれぐ となく 

とうちす ぎて 山路に か、 りて 行に、 爱は瀨 尾が こもりし 篠が 織と いふ 所な り。 福 林 寺な はても 今 過し 道な り。 

爱に はっくぐ しお ほくて、 春 は あさりし ふと 思 ひ 出て なつかし。 御 墓は大 岩と いふ 所の 山の 上 なれば * よ 

ぢ のぼりて 拜 みたて まつる。 おはし まし、 時の 御顔 見る 心地して かなしき 物から うれし。 こたび 思 はすに 御 ゆ 

るし を 得て まいる 事な ど 申て 

たまも さぞ うれしと やみむ 令- i ふ も ゆるせる 君が 深き 惠を 

年を經 てと ふこの 袖の 淚 をば 苔の 下に も あはれ とや 見ん  - 

叉 こんる も はかりが たければ、 立 まう けれど かぎ. P あれば 

また こむ も 命 なれば と 思 ふ 身に おき 所な き露ぞ みだる、 

我 此國を さりて 後 はと ふべき 人 もな し、 さ こそ あれ わたりて 艸 のみ 生 しげる らんと おも ひしに、 5 とよく はら 

ひて、 我 ありし 時の ま 、なり。 ま や 聞し MJ の 侍り。 父のお はせ し 時、 國の 政に たづ さはり 給 ひしが、 民のう 

ヘレと かく あはれ み 給 ふ を わすれ やらで、 御 墓の 艸も はろ ふよし 龉 りし 故 鄉の人 ありし が、 今ぞ思 ひしり ぬる。 


情 ふかき 民の 心 ざし を 返/、 感じ 思 ふ。 かへ る さに 此 里のお さが もとへ よりて， 心 ざしの やさしき KJ をい ひよ 

ろ こぶ。 つけて は 母 G 御 墓、 祖父 姊 弟の 墓所く あれば、 みな まう で、 一日す ぎて 神事して、 土 生の 宫 一二 社大 

明祌 へまい る。 祭 li 八月に 過 ぬれ ど 九月 なれば. 宮っ こ淨衣 着て 多くつ どいたり。 みて ぐら さ、 げて思 ふ K1 み 

なし はて、、 とふべき 人 もと ひつれ ぱ長ゐ せん もやうな く、 親しき もの どもに いとま こ ひて 父 舟に のりて 

のぼる 下略 

是れ にて 彼 眞靜の 事 も 知られ、 彼の 文章 も 知ら るれば いさ、 か 長き に 過る. ^ れ ど揭げ おく。 加贺藩にての彼^^^は私 

はま だよ く 知る 事が 出来ない が、 井上 先生の 云 はれし 如く 彼の 所の 史料に は此 人の <>pa ゆるなる べし 

第二 追記 

大和 西銘に 就て 追記すべき 事が 出来た。 其れ は 池 田 侯爵 家 に烈公 {R 筆の 大和 西 銘が 蔵せられ てゐ る^であった。 烈公 

(即ち 光政) が 自筆で 大和 西銘 を筆寫 して ゐられ ると 云 ふ 事 は、 蕃山 先生 眞 i^f: と 云 ふ^を 考 ふる 上に 於て 重大な 事で あ 

ら ねばならぬ。 烈 公が 何でもない 其の 時代の 本を寫 したりな ど はめった にせられぬ。 これ は蕃山 先生の であるから 

寫 された と 推察す る 事が 出來る (： 絡對 にと は 云へ ぬが )o かつ 其 本文が 私の 推量す る 虚の初 稿本 (即ち K 安三 年 本) とほ 

とん ど 等し いのは、 私が 慶安 三年 本の 方 を 初 稿本と したが、 其れに 一 つの 有力な 資料 を 加 ふる 事と なる であら 烈 

公 本は大 鉢が 片 假名で あるが 所. 平 假名が 混在して ゐ る。 平 假名 本を片 假名に 書き かへ つ、 寫 された のが、 所 * 不用 

意に 平 假名が 混った と 云った やうな 形で ある。 烈公 本と 慶安 一一； 年 本 は 自慢が 自滿、 儀理が義理など用宇に多少の^$:異 

が あり、 助 字 なぞ 多少 異同が あるが 大差 はない。 初の 一 頁 を寫 s にして ロ繪 とした 

本文 一 〇 頁 九 行 大本に 尸 大木に/誤植 

〇 

第二 ffilK  Ok 和 IS 銘 解題 追加)  二 * 
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集義 和書の 解題に 云 ひもら した 事が あった 

題 號の集 義と云 ふ 事 は 孟子の 公孫 丑-章の 「是集 義所レ 生者」 と 云 ふ^から 屮： たので ある。 集註に 「集， 義猶， 言， 複レ 善。 

蓋 欲-, 1 事事 皆 合， 一 於義- 也。」 と 解. S てね る 0 是れ によった 名で ある (昭和 十七 年 紀元節の tn  。新 嘉坡の 陷落を 待ちつ- 1 

山莊 にて 編者 追記) 

口 繪說明 

池 田 光政 自筆 寫本 大和 西銘  池 田 侯爵 家蔵 

大和 西 銘解說 追記 を 見られたい 

蕃山 先生 書簡 伯繼 啓。 無：， 便久 闕-, 致 誠？ 云 K  備中 阔早嶋 溝 手 一 雄氏藏  ， 

乙の 書簡 は 先生の 若い 時の 筆蹟で あるが 先生の 行書 を 知る に 唯 一 の 資料で ある。 釋文は 書簡集 拾 遣に 出す からこ、 

に は 略した 

同 先日 は 今少得 貴意 云々  正宗 文庫 藏 

これ は 普通で あるが 敬 人で 珍ら しいから 褐 げた。 これ も 釋文は 書簡集 拾 遣に 出る から 略した 


棺て みよ 花の そだ V ぬ 里 もな し 心から こそ 身 はい やし けれ 

なさ M らん £ のな どか はなら ざら む よし野の 花 も 植木と ぞき" 

ね を ふかみ 植し 木末の さか ふる はかし こき 人の まなび 成け り 

樂を 外に もとむ る 世の中の 人 はま しらの 月 をと るな り 

外 願 百 K の 思案 を 打捨ょ 良知の 外に 利も德 もな し 


务 
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地獄と はくらく まよ ひて むさくと けがら はしき 心 也。 是 より 餓鬼 畜生 修羅 人間 天上の 六 を 六道と 云、 みな まよ ひの 

ぼんぶ 也。 死して 後此 六道 地獄に おつる 斗に あらす。 唯今 げんぜに て 毎日く 此心此 六道 をめ ぐる £ を しるべし。 此 

世に て此 心に て、 此 地獄 をつ くりても て ゆく ゆへ に、 死しても 地獄の くるしみ あり。 さとりの 眼より みれば、 地獄と 

云と XJ ろ はなき £ なれ ども、 まよ ひの 心が 地獄の たねと なりてつ くり. S だせる もの なれば、 そのけ ふがいなき にも あ 

ら す。 夜昼の 心に 通じな ば 生死 はしるべし 

餓鬼と は 人 を うらやみ、 他の 寳を むさぶ る 心なり。 本來樂 とい ふ 物 はけ ふが いと 事と に は あらす して、 心に ある KJ を 

わき まへ す。 わが 身に 生れつき たる 天命 をば たのます して、 樂を 身の 外に もとめ くるしむ 事、 ましら の 水の 月 を とら 

ん とする に EJ ならす。 ましら の 水の 月 をと らんと する 槍 は、 ましら の搶 にあら す。 ぼんぶの 餓鬼道に くるしむ、. ：" の 槍 

なると を 知るべし。 哥に いはく 

あさくて もげに や 叉く む 人 もな し 我に K- たる 山の 井の 水 

畜生と は 義理の 良知に したが はすして、 かたちの 欲に 隨心 也。 はなはだしければ 義理 を もす て禮を もす て、， をのが 

身の 欲 を せんとし、 ひたすらに 利 をむ さぶ りきた なびれ、 或は 氣隨 わが ま、 にして、 あくまで 食し、 あた、 かなる ま 

でき、 人の 道 をつ とめす。 馬 牛 犬 猫の 心行に にたる ゆへ 也。 畜生の 心行 ある 物 は、 かたち は 人 にても、 こ 、ろ は 人に 

あらす。 げんざい 則 畜生の くるしみ あり。 死後に かなら す 畜生の かたち をう くる 物 也。 はなはだしければ 生れながら 

身 を へ ん する WJ も あり 

脩 i と は 人に かたん、 まさらん と、 すこしの MJ にも あらそ ひ、 常に 我 滿自滿 の 心 ある を 云。 あながちに 力 を もって あ 

らそ ひ、 つるぎに てた、 か は ざれ 共、 こ、 ろ _^ あらそ ひのお ごり 修羅道 也 0 人と 鳥獸 とのち が ひ は、 體 をし りて 人 を 

さきにし、 己 を 後に すると、 禮を しらで われがち なるとの ちが ひなり。 然に 人と して 犬-一 鶏の， io くなる あらそ ひ は、 ひ 

つけ ふ 畜生に ちかし。 聖人の 軍法 は 五 刑の 一にて 大名に 惡人有 時 退治すべき ため 也。 そふ じて 仁 を 以て 不仁おう つ は 


皆此 たぐい 也。 しら ざれば 皆 條羅道 也 

人間 ま £ の 人 は 佛ー鉢 なれば、 六道に は あらす。 是 はまよ ひの 凡夫 を 云な り。 道と 義と のわき まへ さだかなら す。 た 

に 世間の 人に ほめられん、 身 鉢よ く 成て たのしまん、 とのみ 夜昼 胸 を こがし， 五十 年の 身に まよ ひて、 くわ こ、 み 

らいの われ を しらざる を、 人間界と 云 也。 悟 時 は 此身則 法身 也。 此心則 三世に 渡りて， 二な く 又 三な し。 しゃば その 

ま、 怫土 也。 生ながら の怫な り。 生ながら の佛を 聖人と も 賢人と も 云 也。 ま CJ の 人 也。 そふ じて 生ながら 佛 となら ざ 

れば * 死して 怫 となる MJ はり は絕 てな き £ なり 

天上 令 どき さとりた る、 あきらめ たるな どと いふ 人、 たぶん 此 天上 地獄に 1!^ ると 兒 えたり。 そればん ぶに 三の 欲 あり。 

一 に は 利欲、 二に は 形氣の 欲、 三に は 名の 欲 也。 利欲 は ざいほう 立身 をむ さぶ る 欲 也" 名の 欲 は 入に ほめられ たがり， 

ほまれ を もとむ る 欲な り 0 此 二つの よく すくなく して、 氣隨 なる 者 かなら す 道心 をお こし、 山 を このみ * 世間の い 

となみ をき らふ 物な り。 是則 形氣の 欲に して、 凡 心なる MJ を しらで 欲の しな か はり たれば、 無欲な りと おもへ り。 一 

しほ まよ ひの 中の まよ ひ 也。 名利の 欲に おぼれた る 人より みれば、 一段. S さぎよ き やう なれ ども、 成 怫得脫 の 人より 

みれば、 あさましき 心 也。 天上の 名き どく を このむ 心 も あり。 叉 文字 もお なじ tj にて、 怫菓を 天上と もい ( り- 悟の 

天上 は 和 光 同 塵と て、 人間に 交て なにもかも ひと k か はらす して、 こ、 ろ は 天と おなじき ところ あり 

聲聞は 凡夫 を はなる k 初 也。 是 より 惑 を わき まへ、 悟に いたる。 位の 段く、 ゑんが く 菩薩 佛 にいた るまでの ra: は學 

者の 心に して、 極 樂の道 也。 學者道 を 聞て、 悟 を もとむ ると いへ ども、 生て より 此 かた 見なら ひ 聞なら ひたる 心く も 

りと なりて、 文 を みても ゑが たに 見なし、 おしへ をう けても ゑが たに 聞な して、 聖人の 敎を其 心の どくす ぐに W をと 

す KJ かたし。 心 ざし あつく、 學 文の 功 接り ぬれば、 なら ひの 心 を 知 わき まへ、 敎 をすな をに 聞お とす 物な り。 此こ、 ろ 

を 名 づけて 聲 W とい ふなり。 是も 悟の 內 にて は あれ ども、 J の 外 淺き悟 也。 緣覺整 聞 はい まだ 道理 を わき まへ たるば 

かり 也。 其 道理 を わすれて、 みづ から 我になる ところ ある は緣覺 なり。 佛 のとき し 法の 道 を 心に しんが うする うち W 

十界之 M  =1 
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いまだ 聲聞 なり。 誠の さとりに あ-. つす。 怫の法 は 皆 我心 を 悟う さぎ 足 也。 うさぎ 足と は、 ゆきのう ちに、 うさぎ を とら 

ゆるに、 うさぎの 足跡 を とめゆけば、 必 うさぎ を とら ゆると なり。 うさぎ を とらへ て は 最早 あし 跡 はいらぬ 物 も 

菩薩 慈悲の 心 明かに、 利益の ちから 十 方 世界に 至る を 菩薩と いふなり。 大慈大悲の 觀世音 是也。 寧 文の 功つ もりて， 

六道 地獄の 苦 を g のがれ、 安樂 自在の 心と た-り ぬれば、 通りし 跡の 道ながら、 あしき 夢の さめた るが.^ く なれば、 古 

の われに ひとしき 凡夫の ありさま、 あさまし とも 中く. S わん かたなし。 人に 金銀 を とらせて だに、 慈悲なる に、 ま 

して 此道 をお しへ さとさん £ は、 ねが はしき 事 也。 慈悲の 心 ある 人い か も だしなん や。 怫と 云と も 菩薩の 行なく 

ば， 誠の 佛 にあら す。 菩薩と 佛と はち かひな し。 哥に云 

怫と はなに を いわまの こけむ しろた 慈悲心に しく 牧 はなし 

一 佛乘の 外 二な く 三な し。 慈悲 則 我に して、 慈悲に 心なき は佛也 

b ッ n ザ 

怫は ほどけり とよみて、 惑 ほどけて、 悟に 至りた る 心なり。 それ をつ ねに かた £ に ほとけと はいふな り。 意必 lis 我の な 

ヒッ  カナ ラ 

わと けて、 自由自在なる 心なり。 意と は； 0 のみに くむ 心 をい ふ。 必は そのす きなる-と を、 ゼす 求めん、 とげん とし、 き 

らいなる >と を、 必す さらん、 よけんと する 心 を 云。 固 は その 意必の 心と r こ をり て， 心身の すくみに なりたる を いふ。 

我 はわれ ある tj をのみ しりて、 人 ある CJ を しらす。 人 は ともあれ * われさへ よく はと、 身う ちなる 心 を 云。 意必 固の 

てう じたる 物& り。 此意必 固 我 を 凡 心と いふ。 學者 にも 又 あり。 凡夫 は 名利に 意必 我な り。 學 者は理 のな わにし ば 

られ、 或は 格 法に よりて、 意 必固我 あり。 名利の なわ を、 どろなわ にたと へ、 異見の なわ を 五色の いとの なわに たと 

へり。 利欲 はむ さき 物なる ゆへ に、 はぢの 良知 をう ごかして は ほどき やすし。 異學 のな わ、、 けっかう なる ゆへ、 み 

づ から ひぞうして ほどかす。 しかる 故に、 凡夫よりも 學 者に 成佛 しがた きもの 多し。 心 は本來 慈悲 淸 せ， 眞實 明活な 

る 物な り。 父 EW の 赤子 を そだつる にぞ、 自然と 怫性 明かなる ところ あり。 赤子の このむ 所 なれば、 みづ から 欲せ ざれ 

ども さけ、 赤子のに くむ なれば、 みづ から 欲すれ ども もとめす。 聖人の 天下 を 見た まふ, i 遠近な く、 上下な く、 み 


な 赤子の したしみ あり， なん ぞ われ あらん や。 我なければ 意な し。 意なければ 必 固な し。 東な く 西な く 北な く 南な く， 

上な く 下な し。 ま £ に 大虛の 量な り 0 何の 名利と 云 物 か あらん。 何の 異 とい ふ 物 か あらん。 是 人の 人た る 本 生なる 

ゆ へ に ほとけた る 心と いはんた め怫 性と 云 也 


慶 安三 暦 m 六月 中句  大平源 左衞門 e 之 


十界之 S 


f. 


三 社の 託宣 は 池 水に うかびた ると 5 へり。 たと へ 人 作と 云と も 神託な り。 天不首 人を以 いはしめ 袷 ふ *> 神 は 形な くし 

て 用 あり、 人に 託し 神慮 をのべ 耠ふ £ 道理の 常な り。 中古より のかた、 此 託宣 ほどの 至言 をい ひ 出すべき 人 をき か 

す。 一一 目 近く 旨 遠き は 善 言な. 50 神託なる、 と 明か 也 
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雖食 鐵丸不 受心據 人物 

八幡 太 神宮 

雖坐銅 焰不到 心 汚人處 

鐵丸は 食す ベから す， 銅焰は 坐す ベから す。 八幡宮 は 人道に おひて 道 を 行 ひ、 德を つみ 給 ひし かば、 御 心 明に て、 生 

ながら 神と 成 給 ふ。 神 は 生死な し、 崩御 は 形の 數の 盡る處 なり。 神 は 食 を 求めす、 叉 坐 をから す。 氣を 食し 天が けり 

ています。 こ、 に はしば らく 人に 取て かりの たま ふ。 たと へば 食すべき ものなくて、 氣 うへ 鐵 のまろ かせ を 口に 入る 

程な りと も、 心の けがれた る 者の 供物 は 受給 はじ。 たと へば 坐し 給 ふべき 所なくて、 銅の やけた る ほのほの 上に 身 は 

こ がる、 とも、 心の けがれた る 人の 作た る宮 社に はすみ 袷 はじと なり。 一人の 罪な き 者 を 殺して、 天下 を 得 £ もせ ざ 

るの 義也。 これ を 以テ見 奉れば、 八幡宮の 武勇に すぐれさせ 給 ひて 、武神と ならせ 給 ふ は、 義の 明なる 故 也。 仁義 鱧^ 

はー德 也。 ある 時 は 共に あり、 御 共に 精進 潔齋 をつ くしても、 心の けがれ をし ろしめ して 受給 はざる は 知 也。 宮 社に 

結構 をつ くし、 社領 ゆたかに てまつ り 奉ても、 心の けがれ を 以ての 故に は 住 給 はざる は 仁 也。 伯 夷 叔齊の 周の 粟 を 食 

せじ、 周の 地に おら じと て、 うへ て 死せ し 心 也。 仁者 は 無欲 也。 心靜 にして 動ぜざる 事 山の どし。 仁 老は必 勇 ありの 

義也〕 八幡宮の 武勇 は 仁の 至 也。 八幡宮 は 天子の 御身ながら、 みづ から 大將 軍と 成 給 ひて、 威 を 人に かし 給 はす。 こ 

れ儉 約に して 奢な き 故 也。 叉 水 土に よるの 義也。 それ 驕奢 は 不仁 不知より なれり。 武勇 必 おとろ ゆる もの 也。. に 奢 

は 不仁 不知 不 勇の 三 不德を かねたり。 心の けがれ もお ほく は 奢より 生す。 奢て 用たら ざれば、 民 をむ さぶ るはづ 也。 

しかれば 此御神 は 奢の 人の 物 は 受給 はじ。 八幡宮 は 弓矢 神 也。 武運 長久に して 士其加 あらん £ をね かわく 無欲 を 本と 

して 儉約を 行 ひ、 仁愛 ふかくして 武事に おこたらす。 まど ひ を わき まへ てうた が ひなく、 固有の 神明 を 失 はすして、 

南西の 左 道に 流る、 とな かれ 


正直 雖非 一 旦之依 枯終蒙 曰 月之憐  ， 

天 照 皇太神 

謀計 雖爲 眼前 之 利潤 必當 神明 之罸 

正直 は 人の 人た るすが たなり。 それ 祌明は 誠より 明かな り。 明かなるものは^i^直也。 鏡の 物 を 照して たが はざる 所 は 

正直な り。 この 故にり ちぎ にても 道理に 眯く 義心な き 者 をば、 畜生り ちぎと 云な り。 形 を 以て 見ても， ！ g を 上に し、 

足 を 下にして、 正しく 直なる 者 は 人な り。 畜類 は 横に ありき、 草木 は 本 を 下にし、 末 を 上に す。 生と しいけ るお に、 

人の 樣に ろくなる はなし。 根本の 心の 神明に して 正直なる 故 也。 人生れ て しづかなる は 天性 也。 聖人 は 有 知の 赤子な 

り。 赤子 は 無知の 聖人 也。 神道 は 天の ま 」- なる 敎 にて、 つくりた る Kl、 こしら へたる 事 はなし。 天道 自然の 所 は f 直 

也。 故に 聖人 も 人の 生る は 直 也〕 しかるに 不 直にて をる は あやうき u 也。 禍に あはて 不 叶るな るに、 無^にて と をる 

者 ある は 仕 合な りと お ほせられ たり。 正直 は 人の 無病なる が どし、 常なる ものな り。 病 氣は變 なり、 常に あらす。 人 

の 不正直 も、 心 迷て くらき 所より 出たり。 病人の 藥を 服し、 灸 をして、 一 旦は 口にに がく、 身に あっけれ ども、 

を へ て 本復す る，^ く、 人 も 正直 を 立て、 一 旦の依 に は あらす とも、 誠の 心より 根 ふかくし 遂れ ば、 ； ：！ 月の 照臨 あらた 

にて、 月日 を 歷て其 誠 世に あら はる、 ものな り。 たと ひ 人 はしらで も、 道 を 道に たつれば 當 下の 心 〈ケ樂 なる ものな り。 

謀 斗 は 天命 を しらす、 古今の ためし をも考 へす、 くらき 心より 欲心に まかせて、 てうぎ さいかく をして、 道に たが ふ 

て 利祿を 求る もの 也。 人力に て 眼前の 利潤 を 得ても、 天道 神明の 罸に當 て、 人に あしく いはれ 見 かぎられ、 わざ は ひ 

にあ ひ、 身 を も 失 ふ もの 也。 たと へば 毒魚の 肉 を 食し * 毒の 酒を飮 て、 飮食を 得たり とお もへ るが どし。 いまだ.^ し 

らす 災不來 時に も、 心 はくる しみな やむ もの 也。 古人の 曰、 仁人 は 其義を 正して 其 利 を はからす、 其 道 を 明に して 其 

功 を はからす と、 我に あって 義を よろ XJ び、 不義 をに くむ 心 を 神と. S ふ。 此祌明 を 常に 恭敬して 離れざる を祌^ の敎 

とす 

一一； 肚託 £ 解  I 一一 
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雖曳 千日 注 連不到 邪見 之 家 

春 日 太 明 神 

雉 爲重服 深厚 可 趣 慈悲 之窒 

慈 はいつ くしみ めぐむの 心 也。 悲は人 を 不便に かなしく おも ふの 情 也〕 仁 性の 感通 する 所 也。 惻隱の 心 は 仁の 端と い 

ふが どし。 世人の あまねくき、 ふれて、 がってん しょき, AJ ばなれば、 のた まふ 也。 春の 日 は 萬 物 生 * の 初にして， 造 

化の 仁 道 也。 里 は 仁 をよ しとす。 えらんで 春 日の 名に 住 給 ふ は 知な り。 孔子 は盜 泉の 水に 渴を しのび 給 ひ、 曾 子 は 勝 

母の 鄉に車 を かへ さしむ。 和漢 共に 哲人の 心 は 一 なり。 世 中の 人外 は 無欲 を 行て、 內利心 ある 者 あり。 外 はい さぎよ 

き樣 にて、 -2； きたなき 者 あり。 しかるに 千日し め を ひき 潔齋 をして、 大明 神に つか ふま つれ ども、 心に 邪見 ある 者の 

家に は 到り 給 はす。 叉 外 ふつ、 かにて、 けがれ をい と はざる 者に、 心中 事 すくなに て、 誠にち かき 者 あり。 外 世俗の 

利に まじ はり 居ても、 たよりなき 者 を 見て は 財 をお します、 仁に 當て 無欲なる 者 あり。 見に くきと KJ ろ をよ く 見 給 ひ 

て、 不仁 を 去て 仁に 與し給 ふ は 信 也。 千日 は 三年 也。 三年の 大行 をな して 尊信し 奉る は大 なる 事 也， - あしきと おも ひ 

つ、 も、 大に 尊信し 久敷 たのめば、 心よ はく、 ひかる、 は 常人の 情 也。 しかるに 正き は 勇な り- 生 付 慈悲なる 人 は、 

愚に ながれやす きものな るに、 少も くらき 所お はし まさぬ は、 神明の 仁な り。 或 問、 神社に は^てけ がれ をい む H- な 

るに、 直 服の 人 慈愛 なれば とて 神に 近付 奉べき HJ か は。 曰、 此方より 神事に まじ はるに は あらや。 心は祌 明の 舍也。 

仁愛なる 人の 心に は、 常に 神明 やどり 給へ り。 夫 仁 は 生理 也。 慈愛 は生氣 なり。 草木 だに 生氣 ある ものに はけ がれ そ 

む なし。 米 麥の草 だち に 様. のけ がれ を あつめて こやしと すれ ども、 生氣 ある 故に 少も そます。 水鳥の 水に 入て ぬ 

れす、 海の 魚のう しほに そまざる、 蓮の 沼に 出て. S さぎよ き、 皆 同じ。 水鳥 もな をれば 水に ぬれ、 海の 魚 も あがれば 

しほに しむ は、 生氣を 去が 故 也。 况ゃ 不仁の 心 は 生理な きもの なれば、 萬 欲の あつまる 所 也。 すでに 神明の 舍 やぶれ 

たり、 いづく に 到り 給 はんや。 仁者の 心に は 生理 全し、 生氣 これより 生す、 何のけ がれと いふ ことか あるべき や。 神 


明 は 不測 也。 なを 人の 知べき にあら す。 三 社の 神託の 輿 旨 を 極め 昆る時 は慽獨 也。 人に はかくす と 言 £ あれ ども、 神 

明に はかくし 奉る 事なら す。 一 念獨 知の 所善惡 ともに はやく 神明に 通す 


熊澤 先生 

三 社 託宣 解寫 
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夫 神道 は 正直 を 以て 体と し、 愛敬 を 以て 心と し、 無謓 を 以て 行と す。 正直と は 天理 自然の 誠 を 本と して、 何^も 有る 

べき やうなる を. S ふ。 平生の ことわざの 吾心に かへ りみ て耻 かしき 事 有る は 人に も かくす ものな り、 &正 直に あらす。 

况 r 心中 に 少しに て も 惡念妄 思 をと むる は 大に忌 ことたり。 心地 ^^明 に し て ^：外 な く：ぶり な け れ ば、 水精の 玉に. 曰 

月のう つりた まふ 如く- 常に 天地神明と 相 通す。 此の 故にん は 天地の 德 にして 神明の 舍 ともい へり。 五行の 乃 氣を得 

て 生れた る もの なれば なり。 愛敬と は 上 は 下 を 愛し、 下 は 上 を 敬 ひ、 上の 心 は 能く 下にく だり、 下の 情 はよ く 上に 達 

し、 立の 上下 鱧の 法は嚴 なれ ども 心情 相 通じ、 國： り 天下 平 かなる は 愛敬の 德 なり。 覬は子 を 愛し、 子 は 3^ を 敬 ひ、 

兄 は 弟 を 愛し、 弟 は 兄 を 敬 ひ、 夫 は婦を 愛し、 婦は夫 を 敬 ひ、 朋友 長幼 賤 互に 相愛 敬す る は 人倫の 明なる なり。 愛 

敬 は、 レの ー德 にして 陰陽の 祌 なり。 陰 は 陽の 根と なり、 ？ i は 陰の 根と なる 如く、 愛の 至 は 敬な り。 敬 の^は 愛な り。 

子 を 愛して 大切に 思 ふ は 敬な り、 君 を 敬て 身命 を惜 まざる は 愛な り。 君に 封して は敬顯 はれ 愛 伏し、 母に 向 ひて は、 

愛發し 敬つ く。 父に 愛敬 並び 行 はる。 學び たる 人、 學 ざる 人 Q か はりな く、 無心 自然にして しかり" 愛敬の 祌通妙 s、 

神明 不測なる こと を 知る 可し。 天氣 のく だり 下 だり、 日月の 下 土 を 照臨し 給 ふ は 無心の 愛な り。 地氣 のぼり 昇り、 山 

澤氣を 通じて 水木 生じ、 萬 物 を 養育す る は 地の 敬な り。 天地人 一貫 也。 無心 有心 は 時な り。 無事 は 神人の $s なり。 春 

夏 秋 冬日 月謇 夜の 約束 遠 はや、 雲 往き雨 施 こし、 風 吹き 雷お こり、 露 をき 霜 結ぶ.。 これほど 大 なる 神 通 妙 m はな けれ 

ども、 常の 事に て 無事なる 故に 人 何とも 田 わ はす、 世俗に 日月 は 生 神な りと 云へ り" 祌は 形な くして 用 あれば 目に 見へ 

す、 目に 見 ゆる 祌は 日月 計り 也。 誠の 生 神な り。 天下の 人 貴賤 を 撰ばす、 毎日 1!^ 夜 利 生 を 得 福 を受れ 共、 無尜 にして 

常なる 故に、 有難し、 かたじけなし とも 思 はす。 人の 手と り ai; ゆき 物 云 ふも是 何者 ぞ *  の 妙 ffl にあら やや。 目 は 五 

神道 大義  .  一 
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色 無くして 五色 を 辨 まへ、 口 は 五味 無くして 五味 を 知り、 耳 は五聲 なくして 五聲 十二 律 をへ 刀つ。 心 は 形 無く 色 無く、 

聲 無く 臭 無くして 天下の 万事 を 掌る、 此れ 皆 鬼神の 妙 用な り。 斯の 如くなる 廣大高 明 深遠 神明なる 道理 を辨 まへ すし 

て、 ちいさき きとくの 世 中に 害 はありて 益な き 事 をば 驚き 信す、 眞理を 知ら ざれば なり。 或 問、 正直 愛敬 無事の 敎は 

四書 五 經の中 何れに かかよ ひ 侍る 可き や。 云、 知 仁 勇の lU にかよへ り。 正直 は 知な り、 愛敬 は 仁な り、 無事 は Sj; なり。 

正直の 德は知 明かに して 鏡の 美惡を 照す が 如し。 惑 ふこと なく 隱 くる- -事 なし。 一念の 微に 在て 言に 顯 はれす、 色に 

も 見へ すと 雖 ども、 神 知り 我識 る、 誠のお ほふ 可から ざる 理り にて、 人 も 終に は 知れり。 故に 君子 は 己獨り 知る 所の 

思念の 上に 於て 愼 むこと をす。 平生の 思 ふ 事 、天地神明に 訂 して 畏 そる 可き 事 をば 思 はす、 平生の なす 事 人に 知られて 

はづ かし からん 事 をば せす、 誤りて 惡念 生じ ひが 事 ありても、 心に 明かなる 神 知 ある 故に、 悟らす と 云 ふ となし。 知 

れば則 改めて 不 思不爲 本の 淸淨 神明の 常に 歸る なり。 凡夫 は 忘 念と 知つつ も 思 ひ、 惡 事と 知りながら もな す e 然れど 

も 心の 祌明旣 に 知る 故に、 人に 匿す 事 をす" 人々 の 心に 天神 一 鉢の 神明 ありて、 善惡 共に かくれな し、 鏡に 向 ふが 如 

し。 此 故に 神道に は內外 明暗 を 以て 心 を 二つに せす、 正直 を 以て 本体と するな り。 斯の 如く なれば、 心廣 く體胖 やか 

にて、 恐る 可き 物 無く 加 〔耻〕 可き 事な し。 人 は 萬 物の 長た る 職分に かな ふ もの 也。 然れば 天より 多 福を與 へて 家 富 子 

孫榮 ゆる 道理 あり。 愛敬の 德は 天地 同根 万物 一 鉢 也。 人欲 淸く盡 て 天理 流行す、 空々 如たり。. 其內 〔大〕 外な く 其 小內 

なし、 天地万物 皆 心中に 在り、 我に 不在と 云 ふ 事な し。 故に 我な し。 無欲に して 靜 かなり、 富貴 貧賤 安樂 患難 死生 II 

夭 皆 我 一事な り、 故に 憂す。 中國 夷狄 皆 我 領内な り、 故に 好す 惡す。 仁者 富貴なる 時 は 人を敎 育す、 貧賤なる 時 は 退 

て 德を養 ふ、 生 を 得て は 行び、 死 を 得て は 休す、 君子 は 入と して 自得せ すと 云 ふ 事な し。 愛敬と 云 ふ は 情に 發 して 行 

に顯 る. -所 也。 其 未 發の中 は聲も 無く 臭 も 無し、 至れり。 勇 は 堪忍 を 尊ぶ、 能く 堪忍 すれば 無事な り。 凡 心の 人 は 我 

も 人 も 不屈なる XJ ときこへ ぬ 振舞 而已 成る ものな り。 夫れ を とがめて は 他人 緣者從 弟な ど は 云 ふに 及ばす、 親子 兄弟 

伯父 甥の 中 も 怨み 怒り 不足の 絕る 事な し、 不孝 不 弟の 本な り。 皆 堪忍して 見す ぐし、 其 人 を 以て 其 人 を 見て、 凡 心 は 


斯 くの 如く 成る ものな り、 か、 れば こそ 凡夫と も 言へ と 思へば、 酒に 醉 ひたる 者の 正体 無き と 等しく、 凡 心の 迷 ひ を 

觀 許すべし。 たまたま 善き 心ば へ 振舞 ひ ある をば、 此れ こそ 此 人の 本心 なれと 喜び 親み、 先日の 非 をと どめざる は 君 

子の 心なり。 想 じて 昔より 大勇の 人は牧 咎めせ す、 常に 怒れる 事 稀れ なり。 温和に してお ほどか 成る ものな り、 是を 

沈勇と もい へり。 沈勇に ならでは 大勇 はなき もの 也。 大勇 は 必らす 威 あり。 故に おどさ れ ども 民 恐れ、 刑 IS を 用 ひ 

ざれ ども 罪人 少し。 戰 伐せ ざれ ども 敵^ 服す。 戈 を 止る の 二字 を 合て 武の字 を 造れる 同じ 義 なり。 縱 令ば 逸物の 猫の 

ある 家に は 鼠 無き が 如し、 捕り 盡 すに は あらす、 逸物の 威に 恐れて 居らす。 神 龍 は S なくて 天に #る 程なる 陽 氣を得 

たる もの なれ ども、 常 は 純 陰の 水中に 隱れ 居れり。 これらの 近く は 身に とり、 遠く 〔き〕 は 物に とる の ilfl^ 據を 以て、 男 

の德は 無事にして 國家 天下 治まる 道理 を 知る 可し。 此れ 勇の 勇に は あらす、 仁の 勇な り。 仁 知勇の 上 〔三〕 の德は ある 

時 は 共に あり。 明かなら す、 勇なら ざるの 仁 は 君子の 仁に あらす、 仁なら す 勇なら ざるの 知 は眞の 知に あらす、 仁な 

らす 知なら ざるの 勇 は德の 勇に あらす 

天地 ひらけて 人の 道 あり、 人の 道 は g 天地の 道な り。 天地 はものい はすして 人に 敎を垂 たまへ り、 神 架 此れ をた すく 

るに 言 を 以てし 給 ふ。 神の 代に は 未だ 文字 も 無 かりし なり。 象と 云 ふ もの ありて、 人の 心の 德を象 どり 敎 をな し耠へ 

り。 これ 上古の 書 典たり。 天 照 皇太祌 の 御 孫瑷々 杵 尊に 天が下 知 召 可き 御德備 はりお はし まし、 かば、 天神の 初めの 

國常立 尊よ リ簿 りた まふ 心. 法 を 上 〔三〕 の 象に よせて 奉り 給へ り。 これ 我國の 文字 書 典の 淵源に して、 天下 W 〔冰 を齊の 

へ 治め 給 ふ政敎 なり。 夫 神代の むかし 王 代の 始めに は、 此御德 上に 明かに おはしまして、 風化 腫 はしかり しかば， 位 あ 

る 人 は 君子の 德 にかな ひた まひ * 農工 商の 民 は、 上の 德に 因りて 不知 不識 善人と 成ぬ。 迷 ひ 無け れぱ 悟り も 無く、 惡な 

ければ 戒 もな し。 民間の 婦女 も 天 遊 を 知れり。 (天命 自然の 樂み をた のしみ て、 外 を 願 はざる を 天 遊と 云 ふ 也) 夫 心 は 

形 色 無く 聲臭 無し、 i や：. として 內外 遠近な し。 然 れ共此 心の中に 上 〔三〕 の德 あり、 よく 萬 离物を 照し^ として 辨へ 

すと 云 ふ 事な く、 溥博淵 泉に し 時に これ を 出す の德 をば、 鏡 を 禱 させて 之れ を 象 どり 給へ り。 祌 明 不測に して 私な く， 

神道 大義  ョ 
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寬 裕溫柔 慈愛の 德 をば、 玉 を 磨が & せて 此れに 象た どり 給へ り。 人はガ 物の 長 なれば 天下に 恐るべき 物な し。 堪忍の 

力強く 牧を破 ぶら す、 神武に して 不 殺の 德 をば 劍 をうた せて 是 にかた どり たまへ り。 もろこしの 聖んは 是れを 知 仁 勇 

と 名 付た まへ る 也。 天地の 神 は倭漢 同じ 事な り。 春夏秋冬の 色の か はりな きに て 知べ し。 人の 心 は猶違 かふ 事な し。 

もろこしの 詩に つくり、 日本の 歌に よむ 所の 心 ことば にても 知られたり。 我 朝の 神皇の 象と 、もろこしの 聖人の 言と 符 

節 を 合せた るが 如し、 此れ をき とくと 云 ふべ からす、 心 同じく 道 一なる が 故 也。 故に 神道に 深き 者 は ii 道 をからで も 

心 法 明かに 政 敎備れ り。 况ゃ 異端 を や。 易 簡明 白 至れり 盡 くせり。 夫 天道 は 一 陰 一陽 也。 曰 月瓌り めぐりて 五行の 氣 

移り ゆく 蔡數 あり。 春 夏 土用 秋 冬 違 はす、 生々 して 4- まざる 是 天道な り。 地道 は 一剛 一 柔也。 水火 相い と はすして 風 

雷雲 雨 霜 露の 神化 やむ 時な く、 能く 天に うけて 萬 物 養育す る は 地道な り。 人 は 天 を 頂き 地を展 み、 中に 居る 子 也。 天 

地 陰陽 五行の く はしく 秀 たる 所 をう けて 生れた る 者 なれば、 萬 物の 長と も云靈 ともい ひ、 天地の 德 とも 心と も 云 へり。 

神明の 舍 なり。 故に 人の 性に のみ 明 德の名 あり。 其 故 は 天地 陰陽 五行の 氣 にー兀 亨利貞 誠の 德 あり。 元は 木 神な り、 人 

に 在て は 仁と 云 ふ、 五倫に 配して は 父子の 親と なる、 時に 於て は 春 也。 悠 *C として うら、 かに 暖かに て 物 を 生す る 理 

なり。 情に 發 して は溫和 慈愛に して 五倫 相 和睦し、 家齊、 國治、 天下 平なる の 道な り。 亨は火 神 也、。 人に 在て は禮と 

云 ひ、 五倫に 配して は 長幼の 序と なる、 兄 は 惠に弟 は 順な り-、 時に 於て は 夏な り。 森々 として 暑く 蒸した て、 物 を 長 

する 理 なり。 我に 在て は 恭敬 謙讓 にして 長幼 上下 尊卑の 品 正しく、 同 鞏相讓 り 相し のがす 相 越えす、 文理 明に 文章う 

る はしく、 天下の 万事 萬 物 を 品 ttc 節〕 する の 道な り。 利 は 金 神 也。 尺に 在て は 義と云 ひ、 五偷に 配して は转臣 の義と 

成、 君 は 仁に 臣は忠 なり、 時に 於て は 秋 也。 風 涼しく ひや、 かに 成て 春 生じ、 夏 長 じたる 物、 實 のる の理 なり。 我に 

在て は 栽 制果斷 にして 得失 存亡、 死生の 聞に 於ても 苟し くも 得す、 いやしくもまぬ かれす、 夷狄に 素して は 夷狄 を 行 

ひ、 富 © に 素して は 富貴 を 行 ひ、 患難に 素して は 息 難 を 行の 道な り。 貞ば 水神 也。 人に 在て は 知と 云、 五倫に 配して 

は 夫婦の 別と 成る。 夫 は 和に 妻は貞 也。 時に 於て は 冬 也." 襄氣甚 しく 閉ぢて 萬 物 根 かたく、 陽氣 s: に伏藏 して 不用、 


將 さに 来歲の 造化 を蓄 るの 理也 • 我に 在て は 明 鬼 分^の 神明に して 天下の 万 ビ 統べつ かさ どるの 擅な り • 然れ共 其 

時 所 位に 隨て行 ひ 其 外 を 願 はす、 水の ひき V にっき 穴に.，.？ M て 四海に 達する 如く. 無 # 成 所 を 行の 道 也。 誠 は 土神 也。 

人に 在て は 信と 云 ふ。 五倫に 配して は 朋友の 信と 成る、 友 だち 互に Jsl; 資 なり。 時に をいて は 土 BE 也、 四 海に 應す。 我 

に 在て は露實 無 妄の德 なり、 仁義 禮知も 信に あらす と 云 ふ 事な し。 木 火 金 水 皆 土用に より、 §： 時の 末に 土^ ありて、 

天道 は 約束 正しき が 如し、 至誠 無 息 也。 元亨利 貞は 誠 也。 天地の 神 追 は 唐 日本 共に か はりな し。 1£1 通の をし へ 神道の 

つたへ とて^々 に 思 ふ は 道 を 知らざる もの- - 言 也。 聖人より 愚 夫 婦 に 至る まで 此 仁義 禮知 信の 德 あらす と 云 ふ-;^ な 

し。 五常の性の名も聽かぬ賤男^^女にても不知不識行ものなり。 女子た る 者 • 子 を W つる 道 を 習 ひて 後 嫁す る もの は 

なけれ 共、 子 あれば 自ら 慈愛の KIS 有して 心 誠 ありて 育つ る 故に、 あたらす と雖 とも 不レ 遠。 此五 < おもと 心の 一徳に 

て あれば 共に ある もの 也。 子 をい つくしむ の 心、 よる 所なくて 天理 自然の 誠より 出る は 信な り。 子 不言、 己 不知して 

求れ ども、 多く は 其 願 ひに 叶へ り。 縱令 十に  一 二 あたらす と雖 とも 遠から ざる は 知 也。 我 子の みならす、 他人の 子、 

若し は 仇敵き の 子 にても、 赤子の 井の 透へ 這 寄り 落ち入らん とする を 見て は、 愕き哀 びて 宠 寄り、 是れを 救 はすと 云 

ふ 事な し。 是聖凡 ー體の 仁の 端の 顯 はれた る ものな り。 學 問の 道 は 他な し、 此心を あげて 天地 同根： 力 物 一休の 本然に 

歸 する のみ 也。 入 欲の 私 を 去て、 其 本然に 歸し、 赤子の 心 を 不レ失 を 仁者と 云。 仁者 は 私な く 欲な し、 故に 其 心 の^を 

形容す るに 山の 如し、 無， 私が 故に 不 2,1^, 無欲 成が 故に 靜か 也。 死して 不 亡が 故に^な がし。 の 端は宮 社の 前 を 

過ぐ る 時 は 恭敬の 心 生じ、 主君の 御座の 閒、 若しくは 衣服の 邊 を 過る 時 は、 主君 御座ね ども 退き 除ぎ て 通る き 心お 

こり * 人の 客と 成て は、 禮容を 設け、 客 來れば 馳走し、 菓子 にても 客に 與 へて 已 は不レ 食、 縱令贫 するとても * 中の 

不レ能 を 取て、 能 をば 客に 與 ふる 如き 事、 賤男賤 女の 祭の 客な どもて なすに も 《^ へたり。 夫^ は 5:1 けれども おごらす、 

卑 けれども 蹈， はす 亂れ す、 たぐ ひに 在て 不レ 爭、 たぐ ひは祿 位の 等しき のみに あらす、 同年 も 才知の^ 似た る もた ぐ 

ひ 也。 位の 高下 年の 長幼 は 常の 鰭 あれば 云 ふに 及ばす。 年 同じ けれども 才 I； 勝る 時 は Hl^ を 先し、 才ぉ： S しけれ ども 德 

砷道. X 義  五 
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ある 人 をば 先す、 總て 君子 は讓ら すと 云 ふ 所な し。 己 を棄て  >- 人に 從ふ事 心 あるに 非す、 君子 は 敬せ すと 云 ふ 事な し、 

心虚 明に して 一物 を 有せす、 故に 己 善 あれ 共不 i 知、 功 ありても 德 とせす、 人に 取て 善 をな せり、 德厚 くして 化す、 心 

廣休昨 也。 義の 性の 端は已 あしき W あれば 耻 おそれ、 人に 不義 あれば. 惡む心 あり。 むかし 物語りに も、 孝子 忠臣 貞女 

義士な どの 義现 の屆 きたる 故事 を 聞て は涕を 流す も ： 也。 今日 大國 を與 へられて、 明日 首 を 刎ら れ、 朝に 天下 を 譲られ 

て 夕べに 命 をた、 れん 事 は、 如何 成 愚人 も 同心せ す。 然れ ば^ 天下よりも 命 は 重し。 義 にあたり ては忽 一命 を もす つ 

る 事 貴賤に よらすな す 事 なれば、 天下よりも 命よりも 義は 重し。 故に 君子 は 天下に 義 より 尊き 事な き 道理 を 知て、 天 

下に をいて 好 惡適莫 なく.： 義 と共に 從 がって 無心 也。 知の 祌 明の 端 は を さなき 子 も、 美く しき 醜く きをば 知れり。 長 

する に 及て 善惡を 知り、 是非 を 辨る心 あり。 是非に 於て は 習の 交り あれ 共、 美醜 善惡に はか はりな し。 善惡は 孝子 不 

孝子 忠 不忠 禮無禮 5^ 僞淸盜 の 類な り。 一文 不通の 山 賤迄も 是れを 知る i 同じ" 不慮して 知る もの は 良知な りと て 我 身 

に 過ち あり、 惡心 妄念 生 すれば 其 ま、 我心に 知るな り。 君子 は 其獨知 所に をいて 慎む 也。 知 は 水の 神明 なれば、 知者 

は 水の性の 如く 成 ものな り。 故に 知者の 樂は 水な りと 云て、 知者 は 何にも 迷 事な し。 川の 流て 滞らざる 如く、 變通自 

在 成 心なり。 然れ共 水の 象の、 外に 昧く內 明か 成 様に、 知者 は 自ら 自己の 心 明に てらして、 內に向 ふて よく 己が 過 を 

知、 一念の 不善 もみ 初によ く 悟りて、 不レ 遠して 復し、 自ら 改め 善に 遷り、 人の 不善 は 見れ ども 尤 めす、 知れ ども 言 は 

す、 大知は 愚なる が 如し。 然るに 小人 は 其 水神の 本然 を 失て 火の 象の ごとし、 燈臺 の本閣 きが 如く、 外 を 照して 內 E 

し。 故に 人の 非 をと がめ 不善 をい ひ、 己が 過 を 改めす、 惡念を 察せす、 小知に して 利口 也？ 凡 心 小知の 至 は 利 を 得れ 

ば 子孫 を 亡し、 利 を 失へば 身 を 亡す、 廣く 人の 知 を 用る K1 ヒ 知らす、 足の 能 を も 手に 兼ん とする が 如し、 たまさかに 

人の 知 を. 用る 事 を 知が 如くなる も、 己に ひとしき 小人の 言に 從 ひて、 君子の 善 言 をい み ふせげり、 是 ゆ！： 鏡 を かへ して 

照 を 求の 違 ひより なれり。 前 事の 破れ は 後事の 戒也。 天下 古今 歷々 きとして あきらか なり。 能く 自反 愼獨 して 空 A 如 

たる 無知の 知に J;^ すべし  ， 
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花園 會約 

1 古人の 善 をな す 日 を 不足と する もの は 何事 ぞゃ。 良知の 人心に ある 其 職に 居て 其 職に 任せざる は ナ： 小 i 快 ゆへ 也。 

此に 我輦、 弓馬の 家に 生れて、 武士の 名 を 得る 人 なれば、 武士の 德に昧 く、 武士の 業 を 不レ 勤ば みづ から 良知に 恥る 

所 也。 夫レ 武士 は 民 を 育む 守護 なれば、 守護の 德 なくて は不 レ可レ 叶。 其德の 心に 有 を 仁 翁と 云、 天下の^ 業に 見る、 

を 文武と 云。 故に 明に して 慈愛 ある は文德 也。 明に して 勇 强 なる は武德 也。 良知 明か なれば 此德 ^より 我に 備れ り。 

是 故に 今詣 子の 會約 致-一良 知 1 を 以て 宗 とす。. せ y に 難 レ得此 生 を 得、 難 聞^ 敎を 聞、 難 遇 同志 救 れり。 三 難の 時い 

かで 默 止べき や。 三 難の 福 を 得に 當て、 徒に 悠. <<  として 飽暖を 安 じ、 此生を せば： 大威 明な り。 其 罪 SK-I 生の みな 

らん や。 可 レ恐可 レ戒の 甚き物 也。 夫 文武に 德 あり、 藝 あり。 德は猶 苗の 生 意の どく、 藝は狱 耕 転の^ のどし。 义武 

を 以耕耘 の 事と して、 心の 生理 を 生長 養育し、 敎學相 長し 偕に 聖菓を 結ばん £、 何の 幸 か 如， 之 哉 

一 毎日 淸旦に gw. 摘し 衣服 を 整て 聖經賢 傳を熟 請すべし。 文才 拙き 者 は 或は 孝經^ 蒈の經 文 を 誠、 或は 先 g ャぜ. "^の 假名 

書 をよ み、 觸發 栽培 印 証の 三ハ >1 を 求て、 心 を 冊子 上に 放 在す る 事な かれ 

一食 後に は 射を學 べし。 時 過て 後繾 太刀 等 を 習べ し。 馬 鉄炮は 人に より 時に よりて 習 難き もの なれば、 勢に iii せて 可 

也。 武藝は 治平の 具、 戈 を 止の 義 なれば、 相 和し 相 輔て敢 て 爭心殺 氣を挾 £ なかれ 

一書 數は 文武の 藝術 において 其 便不， 鮮、 時 を 以可レ 習 a 之 

一 禮樂は 六 藝の尤 重き 物な り。 禮は 心の 敬 を あら はし、 樂は 心の 和 をのべ たり。 禮 樂を學 びんと 欲 人 は、 先 此心を ； 2^ 

養すべし 縱ひ鱧 樂を學 と不$ 能 人 も、 若 敬 和の 德 あらば、 事々 に 無休の 禮を行 ひ に 無 徵の樂 を 鼓 せん。 故に 

子 は 禮樂其 身を不 i 離 

.1 鱧 用 軍^ 缺ぺ からす。 困窮 を恤 み、 下民 を 救 ふ 事、 分限に 鹿 じて 可 在 之。 家 i ^飲食 衣服 K 物、 麥 子の 私 川に を^て 

< &游 先生^ 年 倭 文 上卷 C 花^ 會約)  ョ 
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は儉 約を專 とすべし。 若此 にお ゐて儉 約なら すん ば、 或は 禮用 を缺人 か、 或は 軍用 を廢す るん か、 或は 慈悲 利濟の 

心なき 人なる べし。 世俗 其 恥に あらざる を 恥て 恥 心 亡。 よく 額て 惑を辨 ふべ し 

； 朋友の 交人 我 敬 譲あって 相 和睦し、 溫 恭自虔 にして 益 を 得 を 本と す、 威儀お" にして せ a 語. S やしく、 爭心浮 氣を以 交 

は 下流の 凡俗な り。 他人の 是非 世 聞の あだ ど は、 敢て 口に 置 さなく、 恭敬の 誠を盡 すべし。 色欲の 雜談 かたく 禁 "之。 

况ゃ姹 行 を や。 風 は必す 心に 由て 見れ、 曾 は 心の 聲 なれば、 其 恥 を 知べ し 

一朋 友の 交一 休の 心 を 存じ、 其 困窮 を 相 救 ひ、 其 業 を 相 助て * 物 我の 私意に 蔽 はれ、 便利に ひかる k 事な かれ。 若 物 

我の 意 念 發る時 は、 一体の 良知 を昧 まし、 同胞の 親愛 を ほろ.^ す 魔障たり とふ かく 提撕 ii 覺 すべし 

一朋 友の 交 過を規 し、 善 を 勸て以 眞實の 親み とす。 過 を 見て 規 となく、 善 を 知て 勸 ざる は 同志 相 切磋す るの 本 旨 にあ 

らす。 徒に 其 非 をと がめ、 其 是を爭 ふ も 亦 同志 切 接する の始 願に あらす。 これ を規に 和を以 し、 これ を勸に 時を以 

して、 漫 に論辨 をな さ？ れ。 議論 稍 かな はざる 事 あらば、 心を虔 にして みづ から 反せよ。 それ 良知の 愛敬 は 万物 を 

キ ズック 

以 ー體 とす、 我 手足 傷 時 は、 是を 治す る 心 平 愈に 至 ざれば 不レ 息。 人の 心 病を療 する も、 忠告て 善導の 意按 をめ ぐ 

ら すべし。 過 を 聞 人 も 良藥の 口に 苦を不 厭して、 病に 利 ある 事を樂 べし。 過を規 人に 向て 蓋藏 し、 外に 愼は、 譬病 

^の 臀師に 逢て、 其 病症 を かくすが ごとし。 心事 光明に して 內外 なく、 自 心に 恥て 念 上に 格 去べ し 

右. 曾 約 今時 花園 之 諸 學士對 症 之 藥方當 レ服食 之 時節 也。 故 揭，， 出 其 略, 以標 示于諸 生？ 若 等閑 讀去 而赏不 其 病 

物， 鞭 * 勉共退 托之氣 則 終 無 i 益而癡 U 了 於 初志？ 吾 黨欽哉 〔仲冬 日〕 


南無 阿 彌陀佛 

南無 は 吸 命の 言葉と て 一念 惡 におち 入と き、 やれと おも ひ 返す こ、 ろ 也。 阿 彌陀は 平 度の 心と ほんやくして、 心- +に 

氣 和して 欲に うごかす- 物に と こ ほらす、 惶々 として 洒 おなる を 云 也。 此 心を昧 ます 物 は 欲 也。 欲の 品 さ i ぐ 有 

といへ ども、 先 貪 „g 癡を はなた じと す。 貪 は むさぼる 心 也。 貪る とて； i を ほしき、 をし きとお も ふば かりに あらす。 

義理 を はなれて 外 を 願 ふ 心 は 皆 貪 也。 喷は 火の 氣也。 癡は 天命 を しらすして、 人 を うらみと がめ、 或は かたはざる $ 

の 道理に あたらぬ こと を、 くり 返し-/^ おも ふ 心なり。 畢竟み なまよ ひ 也  • 

見 わたせば 花 ももみ ぢ もなかり けり うらのと まやの 秋の 夕暮。 と 詠 ぜし歜 よく あみだの 心に かなへ り。 即 lig 樂の すが 

た 也。 此 心即佛 也。 寤ても 寐ても 此外願 ひもな く、 樂 もな き理を よく-/ \> わき まへ をら ぱ *  .S ろ，/.^ の 苦 i ^おこりて、 

平 直の 心 を 失 ふ 時、 やれと おも ひて たち か へるべし。 光明 遍 ii 十 方 世界 念怫 衆生 攝取 不捨。 光明 は 火 慈 r 、悲 の光& り。 

天地 生々 の 御 心 を 法界の 彌陀と 云、 人生 慈悲の 心を已 心の 彌陀と 云、 一体 不二 也。 若惯貪 邪：：^ にして 物 我の 意 念 生る 

時 は、 法界 を はなれて 十万億土の 遠き にいたり ぬ。 西方 彌陀怫 と は 凡 心に ある 怫性を 言 也" 西方 は 金； の 方に して 時 

にと りて は 秋 也。 もの をた ちほろ ぼす 義也。 凡心は物我の私甚しくて慈悲無我の靈ー^5?塵ふかし。 法界 生々 の 如来 ^覺 

眞 如の 都に いたらん までの 道、 あたかも 十万億土に ことならす、 十万^土 を 直 道に たちどころに いたらむ は、 慈悲 

の 行に しく はなし。， 故に 惠 心の 歌に . 

^とは何をぃゎまの苔むしろた^-慈悲心にしくものはなし。此故に^!貪邪„::^の人のためには*西方彌陀怫安^^^-|^世 

界と敎 る事尤 也。 慈. 悲心 明か なれば 南方 無垢 世 3^ に 生を受 る。 南方の 陽 の 方に して、 物 を そだつ ふ？ §5 也。 又^に 

慈悲の めに にくし とお も ふ 人 はなし 惡を する をば なを あはれ みて。 如此 なるとき は、 法界の 彌陀己 心の みだ 如來、 一 

体 分身と 成て 光明 遍照十 方 世界 也。 念佛 とは佛 をお も ふと 書り。 衆生と は 凡夫 を 云 也。 攝取不 松と は、 おさめと りて 

息游 先生 初年 俊 文 上卷 GS 無 阿 Sg 陀佛)  五 
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すて やと かけり。 網 を はり 雀 をと る獵師 も、 す め 返べき 方な くして、 獵 帥の 懐のう ちへ にげ 入た る をば 殺す に 忍び 

すして はなす とか や。 西方 阿彌 陀佛捨 ざる 所 これ 也。 是を 世間に を はじめ、 あしく をし へて 余所の 佛の我 をす て 

すと い へり。 左に は あらす。 常， （- 慈悲心う すき 衆生 も 雀に だに 慈悲 を ひきう ごかされ て即心 やすらぎぬ。 况ゃ 人に 

を ひて を や。 已 心の みだ 如来い まだ ほろび すして 必極樂 に 往生すべき たねなり。 いよく 修行 を こたら すば、 光明 暹 

照 十 方の 本覺 にい たるべし。 慈悲心 明か & れば即 法界の みだ 常に 已 心に 來 向し、 自己の 彌陀 常に 法界 を はなれす して、 

みづ からた すかる もの 也。 じひく らくして 物 我 はなはだしき 時 は、 法界 を はなれて 十万億土に くるしめり。 みづ から 

地 ごくに おちて たすからざる もの 也。 我より 外にた のむべき 怫 なく、 を そるべき 地獄 もな し。 是を 一 伴 法師 も哀 みて、 

ゆく 水に かすかく よりも はかなき は怫 をね がふ 人の 後の世。 と は 詠す るなる ベ し 

極 重. B 人 無 他方 便 唯 稱彌陀 得 生 極樂。 じごくの 惡人 といへ ども、 いまだ 愛敬 一 點の靈 明 ほろびす。 かるが ゆへ に 命 生 

て 今日に. S たりぬ。 若此靈 明す きと ほろびぬ る 時 は、 一 曰 も 生て ある 事 あた はす。 いかんと なれば 天地 生 A の 大德ゎ 

れ にあり VJ 慈悲心な り。 是我 生の 根な り。 筢て 生べき 物 は あら じ。 故に 極 直感 人 とても 他の 方便 を 以てすく ふべき や 

うなし。 た^-その 一 點の靈 明 をう ごかして あやまち をく ひ、 善人と たらん のみ。 惡人は 無 聞 地獄に おちて、 そのく る 

しみ かぎりなし 0 無 間と は ひまな しとよ みて、 色々 の 情穀三 毒の くるしみに ひまな きを 云 也。 まよ ひて 此地 ごくに お 

ちた る 、となれば、 その くるしみ を 常と してみ づ からしら す。 一 點の靈 明に よって、 みづ からお どろく 時 は、 今までの 

心み な 苦痛なる 蔡を しり、 苦痛 をし る 時 は はじめて 樂を 語るべし。 惡夢 のさめ たる ごとく なるべし。 極 直 善人に も 他 

の t しへ なし、 悪人に も 他の 敎な し。 其本赞 te: 如の 彌陀 によるの み 

みな 人の ねが ふ ぞうき 世よ の 中 をお も ふ はま どひお も は ざり し を。 凡夫 は 生 をう くるより して、 死にいた るまで ねが 

ひたらす。 種々 の 事 をお も ひくる しむ。 此心を 人聞界 のなら ひとお も ふ 也。 これ 犬なる まよ ひ 也。 むかしの 我に はね 

が ひのお も ひなし。 しかる を 兌 聞 知識の そまる ところより、 好惡 是非の 念いで きて 我 を くるしむ。 此 ところ を さとり、 


ビ南 慕！  ノ慕 シ慕ナ 異テ慕 
跃條 m 方ハ ハニ ハ校贤 
ナ正注 ナ本 。出 片ス^ 
リ興」 デ —力 校 二 


みづ から 意 念 を かち さり ぬれば、 むかしの 安樂に いたる" ねが ふべき 好惡 なく、 とがめした がふべき 是非な し 0 これ 

St.: 賢 凡夫 一 体のと ころ 也。 君子と なるべき も此 ところ * 怫も此 所 を； i て、 さらに 刖の逍 た-し。 此 * にて 此心 になら ざ 

れぱ 1 兆して 成^す る ことたえ てな き專 なり 

き  一 ii^ 

$13^ 文 七 未年 さわる こと 有て よし Q  、山 ふかく 住た まひて 

もり  シ 

。此春 はよ しの 山の 山人と たりて こそ みれ 花の 色香 を 

同 申年 閑居に て  _ 

むかしお ほえね 人 こ V ろかな ィ 

。つたへ きて * は 神代に か はらぬ を 人の 心 そむかし にも 似ぬ 

0 おなし 江に ねむる かもめの 心 を もしら で 千鳥の たち ゐ たくらん  • 

。雪 霜の 下よりに ほふ 梅の 花 春 またぬ 身 ぞうら やまれぬ る 

塞 中 の 梅花 の B 霜に も 色香の か わ ら ざ る を 手 折 て 

ォモヒ キヤ 

え r ぞ しる わらびに も あらぬ 梅 かえ を 折て 首 陽 の 人の 心 は 

泰山 寺に て 

。みる 人の こ、 ろから こそ 山里のう き 世の 外の 月 はすむ らん 

大和 圃矢 田の 里に 住た まひし 比、 i お 後國中 川久淸 朝臣の かたへ 木が らしの 笛 を 返し 送り 給. ふとて 

息游 先生 初年 倭 文 上卷 r:^?^)  七 
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0:112 もた かく 吹った へたる 木が らしの むかしに か へ る しらべた がふな 

南部 氷室の 舞樂 をみ たま ひて 

。笛 竹の しらべ かわらで ちはやぶる 神代の 袖 を かへ す 舞 人 

。おも ひやる こ、 ろ さ へす むいす 1- 川流れ や 神の 常の 御神樂 

戊辰の 春 歸臈を 見て 感 あり 

ャ 

0 老の 身の みんこと かたき 故 鄕に春 待え て はか へる かりがぬ  . 

たと ひ臈 そぶ になら ひて 玉章 をった ふる 事 ありと も 人の しらざる が ためにお ほやけ の 命 を そむく ベから す 

0 行 臈に關 はなく ともお ほやけ のい ましめ あれば 文 もった へ じ 

元祿 はじめつ がた、 もの すさまじき 木が らしの 比、 配所の いと さびしく おはし まさむ J をお も ひて、 舊友 のか 

たより 二 首の 哥を、 物に かきつけて、 聪の つばさに つたへ けれど、 返し もった へがた く あれば、 口す さみ 袷 ふ 

ばかりと なん 

木が らしに 落る もみ ぢ はくちぬ ともつ きせぬ 春に 花や まし  , 

小夜 あらし 四方の 落 紫は埋 とも わけ ゆく 道 はしる 人ぞ しる 

〇 〔以下 朱書〕 

中秋 人々 に 誘れ て 廣澤の 月見に 

誰か その 人に 習 ひて 廣澤 のこよ ひもな かの 月 をみ るかな 

試筆 の お-鉢 御 慰 に 書付 申 ゆ。 少は 世の たすけと もな り 可 ゆ 哉と 下心に ぞんじ ゆ 

己？ 3 元旦 將試觚 W 心 侶 有 所得 閑 因 祝 凝 腰折 一 首 聊爲將 來辨明 之 一 助 云爾 

ことくに わきて いわ ふ は 習 ひぞと 身の いとま ある 春に あ ふかな 


雞且 

侍講 離 鄕逢此 春 卓 然先覺 禰天民 誰 知 格 知 詩 三百 象 得 天上 3^ 世人 

和 人 試毫額 

道 無 終始 阁然章 文 質 趨時素 絢 常 試筆 尊詩禮 *f 無！^ 無体 乂無香 

山 -JA の こ 、 ろ をよ める 

山 里の 奥 も かくれぬ さ、 垣の あら はに や 十き 人の 心 も 

柴 の 戶を おしたて もせで 出る あとに 心 もお かすす め る 月影 

京 の 西 山 の 紅葉 を 或 人み せば やとて せめて 此 腰折 にて 自得 あれと て 

一 枝の 色 はいろ か は 紅葉-.^ の やまの すがたに こ、 ろ あるかな 

右 朱筆 詩歌 皆 江 戶草加 和 助 所蔵 之蕃山 先生 詩歌 集中 之 篇也寬 政 亥 春 補 之 

〇 

r  0 靜嘉堂 文庫本に 見えた る 詠歌のう ち" 时揭と 重複 を 除きて 採錄 せる もの 下の 如. し〕 

寬文七 未年 云々 「この 春 はの」 の 次に 

世に しらぬ 秋の ながめ は 花に なをの がれて すめる みよし 野の 月 

同 申年 閑居に て 

つき もせぬ 春 は 来に けり 難 波 津に老 ぬる もの は あし もまた よし 

せ. リ川ゃ 千代の ふる 道 あと は あれ ど ふみ 見ぬ 人 は ゆきた えに けり 

天津 { 仝 ま？ 1 のうちに さく 花の ひとり ぞに ほふ 山 ざ くら かな 

游先生 初年 5^ 文 上卷 (詠 耿〕 
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ひかれば やつな がぬ 舟 Q 身 をつ くし ふかきし るべ は 君 やしる らん - 

よしあしの 難 波 入江に なみた ちて 月 かげまろ く 見え わかぬ かな 

よしあしの その 名ば かり は の のな に はのと も 夢の 世の中 

水の 名 もき よき はす ゑの ながれに て かげ さ へ 見えぬ ふちの しづけ さ 

播州 太 山寺に 山 居し 給 ひし 比 

都に てち りし こ k ろ を 草の 庵 あつむる 夜半の 雨ぞ あやしき 

波ば かりよ ると き こえし あかしに もす まで 入ぬ る 山の端の 月 

秋の 月 人の こ 、ろよ むかしより ありあけながら まれに こそす め 

〇 慕 賢錄。 贈 n 籐樹 1 曰 

•iKJ^ 比 登 乃 滿伊留 也 志 呂ニ加 美 波南師 古. <  呂猶曾 己 仁 加 美 也滿志 滿須 

〇 同 石 州 濱田侯 臣岡田 竹 右衛門 藏 ニニ 首 1 曰 

ウメ ザカハ ユキノ シタ H  二 クチ 二 シそァ マツ T  n トノナ ヅニホ ヒケル 

。武女 雅可波 遊 幾 廼志多 依仁 具 知 El〕 志 茂 安 末津萬 古刀 乃 南 曾 仁 保 比計留 

。衣 U 志 安 禮波幾 SfK  二 武加志 茂阿不 ilK 治き 也 度 乃 智奇里 巴 滿他毛 都 &世慈 

〇 南天 莊 はがき。 获露 

心 ありて ながむ る 秋 は 宮城 野の はぎの 露に も 袖 やぬ るらん 了 介 

〇. 正宗 文庫 蔵 消息の 中に 

くるしむ る 身 を も 心 も かしこ さの あだにな ると は おもわ ざり けり 


夫哥 のさ ま は 賢 女の 姿に よく かな ひぬ。 其 風情の 淸く やさしき は 賢 女の 心なり。 その さまの た わ やかに しな^き は^ 

女の かたちな り。 を も ひ 邪な く、 神明の 德 にかな ひ、 人の 心 を や はらぐ る は； ^：? にしく はたし。 心の を 介け 袷ん にも 

.t 詠に たよりよ れば、 勞 すくな ふして 功 あっかるべし。 我うた を もて あそぶ に 三の 品 あり。 ト：： 入の 心 を 好して 呤す 

る あり。 言の 紫の 緣 によりて、 み づ からお も ひ 入た る 志、 其哥の 心と 成、 古の 13^ ど 我 13^ として、 我 善を大 にす る 也。 心 

の籙 によりて 至 雷 あれ ども、 みづ からしらざる^。 今 其 微を あら はす は、 人 の^を 大に するな リ" 他人 心 有 我 をお 

も ひ はかる ものな リ  .  * 
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日に そえて かげ はか われ ど大 {4! の 月 は ひとつに 澄まさり ける 

大 を 心に 比し、 月 を その 良知に 比し、 影の 替を 身の 俤の 老少に 比して 兒る べし。 怫の 本覺眞 如の 如来と い へる は、 

人く の 良知のと なり。 如の 月と もい へり。 此 良知 は 万古 一 日な れば、 その 良知に 到る 人 は、 少年に して 若から 

す、 老年に して をと ろえ す、 死して 亡びす。 誠に 曰に 添て 四時 移 か はれ ども、 唯 我 ひとり 澄り。 天地万物 球に 老て 

月獨 澄增れ るが ごとし  — 

月の ため 何 をい とはんく も 霧 も 障ぬ 骸 はいつ もさ やけし 

世に 居て 世 を 出る 人に 比して 見るべし。 出世と て 五倫 を はなれ、 俗 をい とふ は 其 心 誠 は 俗に 居る ゆへ 也。 心 俗 を 出 

なば 何ぞ 俗の けがれ をい とはん や。 大海 塵 を ゑら ばざる は. 其 心 ひろき ゆへ なり。 池 水ち り をい とふ は、 その 心せ 

ばき ゆへ なり。 心廣 きと 云 は、 慈悲の 心 普き を 云。 大海 は 世界 をつ.^ むにより て、 世界の ちり をい と はす。 仁人 も 

また 愛敬 天下 をお ほふに よって、 いと ふべき 俗 もな く， 汚るべき 慣 ひもな し。 俗 も 君子の 愛する もの、 なら ひも 君 

子の 敎る所 也。 何 ぞみづ から ぁづ からん や。 小人の 俗 をい とふ は 池 水 也。 慈悲の 心狹 くして 俗につ & まれて 居る 故 

也。 池 水 世界に つ、 まれて、 世界の ちりに けがる、 がごと し。 月光 天下 をお ほふて 照し 給 ふ。 天下の 雲霧 何ぞ 月に 

障 あらん や 

しばし XJ そ 影 を も かくせ 驚の 山 高嶺の 月 はい まも 澄な り 

^の 山 は 釋迦佛 のい ませし 靈驚山 也。 たかねの 月 は佛を さして 云なる べし。 今是を 我うた として 詠れば、 鷲の 山 を 

我 身に 比し、 月 を 良知に 比し、 意欲の 良知の 光 を隱す を、 雲の 月影 を 隱 すに 比し、 山の 麓 はく もに くら けれども、 

雲より 上の たかね はいつ も 明らかなる を、 凡 心に 良知の あるに 比して 見るべし。 凡 心の 今 を もって 晃れ ば、 聖人の 

良知 あるべし ともお も はれね ども、 砥 どもう すろ がす、 くりに すれ どもく ろまざる 本体 は 今 も 澄な り。 人 常にす ま 

じき 事 をして、 跡に 悔しき は、 情欲の 雲に お ほ はれて. 一 旦 くら けれども * 其 欲 をと けば、 その 雲喑て 後た かねの 

::;.〜  ：     ；.. Lrifcl 


月 その 跡の 塵 を 照す によりて、 海し くはづ かしき 心 有。 其 光 を 初に 用べき 辜、 君子の 實 なり 

はかなき 

晴 やらぬ こ、 ろの 闇の 深き 夜に まどろまで 見る 夢ぞ かなしき 

世人 夜の 夢 ある K> のみ 知て、 昼の 夢 を しらす。 夜 とても 心なき にあら ざれば、 を も ひなき 事 あた はす。 夢も义 夜中 

のお も ひ 也。 されば 夜の 夢 は 昼の 心 U かげな り。 & のこ」 ろ さだか ならねば、 夜の 夢 も あだなり。 あだなる 思 ひ を 

夢と すれば、 良知に 至て 視聽 言動 思 をす る 人 は 昼の 心 も ゆめな り。 言行 も 又寢裹 をい ふ、 夢に 働く 人な り。 まどろ 

まで a る 夢と い へる きとく 也。 夢の み ゆめと なしし 身の、 覺ても 夢のう き 世な りと は、 意識の 故と はお も は ざり し。 

然不 £ めィ 

心 は 本 寂 光也- - 意 は 其 感應の 跡な り。 知 は 本虚靈 也。 識は その 分 刖の影 也。 意 は 心に 統、 分^ は識 なりと いへ ども、 

世人 意 をと めて 心と し、 分^ を以 知と す。 何ぞ た. 千里の みならん や。 然 故に 迹滯 りて 心 動き、 陰と まりて 知眯 

し。 誠に 晴 やらぬ 心の 閤 とい へる きとくな り。 かくの どくなる 哥は、 迷 ひの 中の 悟と いふ ものな り。 我 迷 ひ を 深く 

悲しび ぬ。 その 迷 ひ を 知 もの はなに も のぞ なれば 良知 不昧 本然 也。 此月を か k げ 用て 閱を 照し 明に むか はんに、 何 

の 不足 か あらん。 惜哉 心の 學の 世に 明かなら ざり しこと 
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凡人 は 夜る の 夢 をのみ 知て 昼の 夢 ある 事 を しらす。 時に あたらす し て視驄 言動 思す る は 雄 の 夢 也。 心 は 本 寂然 

不動 也。 意 は 其 感應の 跡 也。 識は其 分別の 影 也。 意 は 心に 統分^ は 知に もとづく といへ ども、 世人 意 を認て 心と 

し、 分刖を 以て 知と す。 然る 故に 跡と 1^ こほりて 心 動き、 影と； ^まりて 知く らし 0 何ぞた 千里の みならん 

同頸嘗 朱。 又 改正。 凡人 は 夜 見ル夢 ヲノミ 知テ、 昼ノ現 ツー ーモ夢 アル 「ヲ 不， 知 

ト ス 

押 並て 心 ひとつに 知 ぬれば 浮世に めぐる みち もまよ はす 

心 はた マ 一身の 主たるの みならす * 世界の、 王 なり。 唯 世界の 主たるの みならす、 天地 大虚の 主 なれば、 一心 明かな 

息^先生初^^！！；！^文 下 の 1 Hi 
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らば、 世 を 渡 道に を ひて 何の くらき HJ か あ-, つん や。 生死 幽明 何の まど ふ 所 か あらん。 心の 神明 を 良知と 云。 此 良知 

. は 夜光の 玉 也。 如何と なれば 生死 長夜の 長き 夢 を おどろかし、 心の 閤を 照す ゆへ なり。 此 夜光の 玉 を ふところ にす 

れば、 我 行と して 照 さすと 云と なし。 凡夫の 良知 は 石 中の 玉の どし。 明な きに あらす、 明 を 不用 也 

暴な く 古 <fr を 隔ぬは 心に 磨く 鏡なる らん 

良知 は 人間 是非の か み 也。 善悪 邪 正寫ら すして 照 さすと 云？ J なし。 ^^^の黑白辨へす とぃふ事なきがごとし。 常 

に此 鏡に 向 ひて 心の 1% を 洗べ し。 此鏡 は聖凡 一体 生死 不息、 始 なく 終な き神理 なれば、 古今と 云隔 なし。 唯 聖人 は 

暫も此 鏡お さり 給 はす。 凡夫 は此 鏡に 意識の 袋 をき せて 見る K- 稀な り。 鏡の 曇た るに あらす、 明 を 不用 也 

おの づ から 心に す 塵 もな し淸き 流の 山河の 水 

夫 行水 は德に 似た る K1 おほし。 然故に 行水に は 誰も 感 する 心 あり。 良知 不味 本然 也。 ひき V につ ゐて萬 物のに くむ 

ところに 居る は 仁に 似たり。 流て 昼夜と まらす。 穴に みちて っゐに 四海に いたる。 君子の 畢び K 有しる しある に 

似たり 0 淺 ければ あざやかに、 深ければ おくろ き は、 大智の愚なるが^-くたるに似たり。 寂と して 物 を 照す は 良知 

の 寂 光に 似たり。 山に 有て 愛すべく、 淵に 有て 恐るべき は、 謙德の 尊して 照り、 卑して こ ゆべ からざる に 似たり。 

流ても 本の 水に は あらす。 地に よりて 象 をな す は 君子の 義 とともに したが ひ、 葡 惡を不 思に 似たり。 心の ちり は 好 

惡の 凝滞 是非の 素定 なり。 誠に 山河の 水に ひとしき 心 あらば、 濁と も 終に は 泣べ し 

月影の. S たらぬ 里 はな けれども ながむ る 人の 心に ぞ すむ 

此哥 作者の こ、 ろ も 妙な り。 本 哥の心 說に不 及して 明 也。 此哥を 吟詠して 感心 もす める 覺へ あらば、 その 心 本 歌の 

心 也。 とかん も 安 けれども * 說は 二心に おちて 神感を 失べ し。 神明 大慈大悲の 御 心、 天サ J 大自 在に して、 いたり 給 

はざる 所な し。 唯 信心の 功德 によりて 濟度利 生まし ます も义 かくの ごとし。 夫 良知 は 天地の 大本、 天下の 獨. 鉢 無上 

の； t 现 にして、 いたらざる 所な しとい へど も、 た M 用る 人の 心に のみ 明かなる もまた かくの，： t し 


道 もな くわ すれ はてた る 古^に 月 は たづね て^ ぞ澄 ける 

道 わする、 計音づ る、 るな き古鄉 に、 唯月獨 むかしに か はらす すめり。 月に 明晦 あり、 柱來 有。 行て 又き たる、 た 

づ ねて すめる に 似たり。 夫 仁 は 心の 安宅に して、 人の 古鄉 なれ ども、 旅の 惯ひ にわ 十れ、 求 か ゑるべき 道 も 不知。 

唯 良知の 月 獨靈； i に 澄る も 又 かくの どし。 月見が てら を も ひを內 にかへ しなば、 古 鄉の 安く 樂 める i を 知、 旅の つ 

ら かりし 苦を覺 ぬべ し 

まよ ふべき 闍も あら じな 身 を さらぬ 心の 月の 暴なければ 

心外に 向へば 聞と なり、 內に むかへば と 成。 身 を さらぬ 心の 月 は 暴と 云 £ なし。 是を さとれば 我 月な り。 我に S 

なし。 I- 宴と 云 KJ なくして、 身 を さらぬ 月なら ば、 さとる さとらぬ と 云 有べ からざる に、 迷の 人 多き はいかん。 曰、 

鏡 を かへ して 照し を 求る が どし。 明な きに あらす、 明に むか はざる なり 

^江の 水の 心 はすます とも 宿れる 月の 影 はく もら じ 

濁 江の 水 は 凡 心なり。 やどれる 月 は 良知な り。 水の 心すまざる ゆへ に、 月 も 影- 1^ たるが どし。 凡 心の 知 ゆきが ご 

とく 成に 似た.^。 然 ども 良知 昧 きに あらす。 心の 水 浮 立て 意 必の浪 あらく、 情欲の 濁 心の 水 を そめた る ゆへ なり。 

若 浮； M 定 り意必 の浪靜 に、 情欲の 濁す まば、 本 來聖凡 一体の 良知 あらわるべし。 =^^^1夫は致知格物に有而已。 水と 

月との たと へ は 唯一 旦の 儀な り。 眞實 はかな はす。 心 知 は 本 一 鉢 也。 心と： ムは 靈覺の 名な り。 良知 は 其 本磁. 说 なり。 

譬ば 玉の 白き は 心なり。 溫 潤の 光 は 良知な り。 白き 物 は 世界に 數く あれ ども、 溫 潤の 光明；？ 物 は 唯 玉 而ヒ 也。 そ 

のどく 萬 物 皆 心 あれ ども、 良知 有 物 は 人 而已。 然は あれ ども、 玉み が、 ざれ は 光明 あら はれす、 人 W いびされ ば 逝 を 

しらす 

まよ ひ をば たが 敎 より 知 初て 誠の 道のう たが はるらん 

誠の 道うた が はる、 は、 誠の 道 求ま ほしく おも ふなり。 誰と なく 云傳 る^の 敎 の^に 夢お どろき. 誠の 遊 求ま はし 

息游 先生 初年 倭 文 下卷 (跌の 註)  1 五 
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くお も ふなり。 まよ ひ を 迷と 知 は 良知 不味 故 也。 しかれば 畢竟 良知の 敎ょ り 知 初 たるまよ ひなり。 良知 本來 色な く 

体な く聲 なく 臭な く 名な し。 た^-衆生に敎しめさんために、 聖人の 假に名 を まふけ 袷 ふ。 たが 敎 より 知 初し とその 

人 を しらす、 誠に 殊勝 也 

靜嘉 ili 文 障 本 頸 注 朱書-一 ，  , 

改正 迷 ひ を 迷と しる は 迷 ひの- k: の 悟り 也。 迷 ひ はすべ て $ ^の 習ヒ にて、 § の 本然、 色 もな く 名 もな く聲も 

なく 臭 もな し 

トァ -  - 

おの づ から 法の 道 ある 世 中に また 立歸 まど はす もがな 

父子 親 有、 君臣 義有、 夫婦 刖有、 長幼 序 有、 朋友 信 有、 君臣 父子 夫婦 兄弟 朋 4^ の 五倫 は 物 也。 親 義^ 序 信の 五の 道 

は 法 也。 此物 あれば 必此法 有。 ^Jの法ぁれぱ必此物有o 相 離べ からす。 人生より 死に 至まで 此 五倫 を 離る となし。 

いづく にか かたち 出、 いづく にか かたち 歸ぺ き。 唯 心 物に よる を 出る とい ふべ し。 い かんと なれば、 心 物に 住する 

時 は ffl したします、 我 有て 人な し。 心 法に 到る を立歸 とい ふべ し。 いかんと なれば、 心 法に 住する とき は 私欲の 隔 

物 我の 論な し。 然は 出る と歸 ると は 心の 隔也。 親 は 子 を 慈しみ、 子 は 親 を 愛敬す る、 是 おの づ から 有 法 也。 然に心 

物欲に 隔ら る、 時 は、 親 も 子 を 慈します、 子 も 親 を 愛敬せ す。 親子 あれ どもな きが ごとし。 親子 だに かくの ごとし。 

况 余の 人倫 を や。 是獨 身に あらす や。 又 親子 をい つくしみ、 子 父 を 愛敬す ると. S へど も、 父 は 天性の 子 を 慈しみ、 

そだてす かして、 形氣 情欲の 子 を 養育し、 子 は 性 命の 親 を 愛敬せ すして、 後 來情識 の 父母に 事る は、 法の 世に あら 

チ。 父母 は 己が 不慈不 怠の 迷 を 弁へ て、 本心 慈 直の 我 を 悟り ぬれば、 子 を そだつる にも 叉 形 氣の子 を 見す して、 仁 

義の子 を 養育す。 子 は 己が 不愛 不敬の 迷を辨 へて、 本心 Q 愛敬の 良知 を さとり ぬれば、 父母の 不是を 見やして、 至 

仁 至 慈の 父母に 事る もの 也。 是を 父子 有 親と いふ。 是 おの づ から 法の 道 有 世 中に 又 立歸 惑す と 云べ し。 君 は 臣を使 


に 手足 をつ かふ ごとくお も ひて、 其 得物く をかん が ゑ、 手の 役 を 足に させざる やうに すべし。 一人に 何もかも 備 

らん KJ をせ むべ からす。 慈悲 深く 愛敬すべき 事、 手足 を疵 つけざる やうに 保つ ごとくすべし。 是 をつ かふに^ 有。 

止 事 を 得すして 勞 すべし。 民 を はごくむ 事、 子 を 養 ごとくすべし。 民の 好 所 をば 是を このみ、 民の惡 所 をば を惡 

むと、 慈母の 赤子 を 保つ がごと く、 子 眠れば 我 もい ね、 子 さむれば 我 も 起" 起臥 だに 己が 好惡に 任ぜざる がごと く 

なるべし。 行く 不義 をな さす、 惡 人と 不成 やうに 愛 を 心に して 敎へ いま しむべし。 臣は 手足の 頭：：： を まもるが ご 

とく、 己が 欲 を さしはさま すして、 只 一心に 君 をのみ 愛敬すべし。 是を 君臣 有義と 云。 是を 法の 世と いふべ し。 夫 

は 天道に のっとり 德 高大に 知 明かなる べき 物 なれば、 日く に 新なる の學を 勤て、 盛德に 逸むべし。 陽德 にした が 

ひて 外 を 治む。 陽は發 散の 儀な：^ ば、 施 救 £ を もとむ。 然 ども 陽の 中に 陰 有て 財 を 生す る 本 をな せり。 婦は 地の^ 

に のっとり、 陰德 にした が ひて 內を 治む。 陰 は 含蓄の 德 にして 納 保つ HJ をつ とむ。 然共陰 屮の陽 有て {.^s: の 人に 恩 

を 施し， 夫の 大ゃ うにして ゆきたら ざる を 達し、 下人の 住 能 やうに 心 をつ け、 氣 を賦、 夫の 播の たらざる をた すけ 

是を たし、 夫の 怒 を 宥め、 慈心 を 引 動すべし。 賢 こけれ ども 拙き を 守り、 理明 かなれ ども 外の HJ を. S はす。 唯 夫 一 

人 をた すけて 外 を 能す る 本 を たつべし。 夫婦と もに 慈悲 を 心と し、 義理 を 道と して、 私の 迷な きを 夫婦^^と 云。 

是を 法の 道 有と 云べ し。 兄 は 父に 次、 母に 替 りて 弟妹 をめ ぐみ 導くべし。 ：fS 妹 は^ 親い 子 也" 孝子 は 親の 愛する 物 

をば 是を 愛す。 親の 心 を 以て 心と する もの 也。 まして 况 兄弟 は 分身 速氣の 人に して、 天 倫の 愛敬 を もし、 わ づハ欲 

の あらそ ひに て、 他人よりも 疎き 人 有、 迷と 云 も をろ かなり。 弟 は 兄 を敬蓽 父の どく、 愛する^^^；^のどくなるべし。 

K に 父の 家 を 次、 父に かわる 人 なれば、 父 をう やま ふ 心 を 移て、 其 下知に 隨 てもとら す、 順 を もって 道と すべし。 

さて 互に 蕃 をす- -め、 あやまち を 救 ひ、 愛敬の 本心 を 明に して、 父母の 德を あら はし、 家 をお こすべし 。、朋友 は異 

親 同 機の 兄弟に て、 天地 を以 父母と する 理り 明か なれば、 人の 善 をた のしみ、 . ^の 凶 を？ W み、 親み に淺深 高下お と 

いへ ども、 愛敬の 心 を 失 ふべ からす。 如此 なれば、 世 中 慈悲の 世界と 成、 四海 一家 中國 一人 はかり ど を あつめ、 力 

息^ 先生 初年 倭 文 下卷 (默の 註)  1 七 
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を 合て 相た すくる 事、 一家の つとめの ごとし。 如此 なる 世に 生れば、 釋迦も 法を說 べき HJ を 忘、 孔子 も敎を ほどこ 

さん 所 を 不知。 迷なければ 悟 もな し。 目出度 世界なる べし 

ね S 

たづね 入ル道 こそい ま はかた からめ まよ ふ を さぞと 知人の なき 

迷 を 迷と 知 心 は 迷の 中の 悟 也。 其 良知 を大 にか- -げ て、 まよ ひ を てらさば、 不足 有べ からす。 迷 を 不知 人に は 何とも 

敎 べき 道な し。 たと へば 魚の いちくらに 居 もの、 其醒 きと を 不知が ごとし。 久 敷して 是と 和す る 故 也。 若 又 引の け 

人レ 、く 

て 芝 蘭の 窒に置 事日數 していち ぐらに ゆかば、 初て 其醒 をい とふ 事 しるべし。 君子の 門に あそぶ 事な くば、 俗の ま 

よ ひ をし る襄 なけん 

靜嘉堂 文雍本 頭註 朱 -I テ 

略 正。 魚の いちぐらに 居る 者 は その 腥 きと を しらす。 芝 蘭の 窒に 入て 始めて 其 なまぐさ きを 厭 ふといへ り 

t ス 

通り あ ふ 契りもう れし說 置る 法の 車の 跡た へぬ 世に  、 

此生 得難く 聞 難し。 滴 請が たき 人身 をう け、 あ ひがたき 君子の 敎 にあ ふ 事、 何の 幸か是 にしかん や。 世に 君子の 敎 

の 跡 絶る 事 はな けれども、 其 跡に よりて 其 心 を 得人鮮 し。 其 心と いふ は 人く の 本心 也 

悟べき 道 も 心の中 なれば 余所に なして は 何 かまよ はん 

心の 外に 道 を もとむ る は、 形ち を 去て 影 を 求が どし。 心の 至り は 仁義 禮智信 也。 仁義 蹭智 信の 五倫に 行 は&、 是を 

道と 云 也。 然ば道 は 近き に 有。 然る を 遠き に 求む。 道 を 求る 工夫 は 易き にあり。 然を かたきに 求む。 是を 余所に な 

して まよ ふと 云べ し 

久 かたの {4! に 月日の めぐる そ 迷 を てらす はじめな り けれ  ー 

心に 愤 有人 は、 一花の 開 落 を 見ても 悟 を 開く 初と な-りぬ。 增 てい はんや、 日月の 至 明 至 神 を や。 天 {>ぉ にして 日月 照 

II 一穴 


り， 心 { 仝 にして 知 明かな り。 本体に 愤 有人 は 爱に よりて 悟るべし。 牛； 死に 愤 有人 は 燮 夜に 通じて 恬る べし。 禍 

易に 憤 有人 は 寒暑に 逢て 悟るべし。 愤と云 は 志の 誠な り。 宇宙 有て より 以來、 日と して 生ぜす と 云^な く、 

夜風 雨露 雷敎 にあら すと 云 事な し。 愤の 開る 處迷を 照す 初と 成べ し 

照 月 は 心の 隙に 有 物 を 何とて 雲の 余所に 見る らん 

天の 月見る MJ を禁 め、 心の 月の み 見よ とに は あらす。 月 を 見る に 嫁て 兒る人 有、 恨て 兌る 人 {f、 品々 あるべし 0 た 

乂淸く 明かなる に 感じて 見る 人 をよ しとす。 恨る 所 は 世人 雲井の 月 兄る 心の をろ そかなる のみ。 此 〔7:"^ 井の 余所 は、 

天の 月 を 雲井の 余所に は あらす。 人た 心 を 内に 用す して、 外 を逐。 故に 心の 靈 外物に 位せられて、 良知の 神明 あ 

れ どもな きが ごとし。 然 故に 適 悟 を 求る 人 有と いへ ども、 或 法 象に 渡り、 或は 其 物に 住せり。 誠に 爱に有 もの を 雲 

井の 余所に 求る がごと し 

悟と て 迷の ほかにお も ふこ そ 誠 を しらぬ 心なり けれ  - 

迷の 心， 悟の 心と て 二 有に あらす。 其 心の したが ふところい かんとし るの み 

苦しと もうしと も 物 を 思 ひし は 見し 夢の 世の 心なり けり 

悟と き は 万事 皆よ し。 そのよき 中に 悅有、 愁有 とはいへ ども、 本体に をゐて 一毛 も报 益な し 。苦し S しとお も ひし 

は 凡 心の 見し 夢 心 也け り。 昧 くして さだか ならぬ を 夢と いへ ぱ、 凡 心 は 夢な り 

&|のゃま：|^1心のなかりせばたれも見るべき有明の月  、 

有 明の 月 は怫性 を. S ふ 也。，^ の 山に 住 給 ひし 釋迦 のみ 有 明の 月兑る 人に あらす。 有 明の 月 も 8- の 山の端に のみ 澄る 

にあら す。 有 明 は いづれ の 山に もす めば、 暴る 心 だに なかり せば たれ も 見るべし。 誠に 心 も i 葉 もよ くよ みぬる^ 也 

里 分. や 詠 る 人の 袖 どに 影 も をし まぬ 山の端の 月 

此 うた を 吟詠して 万物 一 体の 仁 知 を 得ば 可也 

息^ 先生 初年 倭 文 下卷 (欲の 註)  1 九 
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暴行 人の こ V ろの 末の世 をむ かしの ま V に 照す 月 かげ 

世の 治亂は 人心の 邪 正によ る。 人心の 邪 正は慣 の美惡 によれり。 然 故に 賢 王の 世 を 治 給 ふに は學 校の 政 を 先と して、 

人の 心 を 正しくし 給へ り。 學 校の 政 絕て習 あしく、 風け がれた る 末の世 なれ ども， 頼む 所 は 良知の 月い まだ 地に 墮 

すして 人に 有。 其 照す かげ をば B ぐに 用て 我 も 不知 而已。 若 一 たび 是を 悟らし めば、 犬に を どろき 少は 佑ん。 然 

ども 是 平常の 道理な り。 一生 目し い、 耳し. S たる 人、 目 開き 耳 あきて、 五色 五聲 にお どろく がごと し 

胸のう ちに 澄 月影の 外に 又 深き 御 法の 心 や は ある  *  . 

むねの 內 Q 月 は 良知な り。 其視聽 言動、 思に 感 通して 天下の 迷 を てらす、 是を御 法と 云。 然は 良知 本体に して 御 法 

は 影 也。 此 本体 昧き迷 を 照す とき は、 其 法 明か 也。 卑き迷 を 照す 時 は その 御 法 尊し。 狹 きまよ ひ を てらす 時 は 其 御 

法 廣し。 淺き迷 を 照す 時 は 其 御 法 深し。 其 尊 明廣大 深遠 神妙 をと めて 悟と す。 何ぞた 千里の 違 ひのみな らん。 是 

を かげ をと めて 形と すと 云な り 

世 を を さめ 民 を 扶る心 こそ やがて 御 法の ま WJ 成 けれ  、 

是 はこれ 千 聖道學 の秘藏 にして、 三世 諸怫の 出世の 本懐な り。 聖佛 不二の 至 道 也。 吾人 當 下の 慈心、 M 作 聖成怫 の 

本 棘 也。 人 各 有 我の 私に へだてられ、 物欲の 蔽にを ほ はれて、 大成 もの は少 く、 通す る もの は 塞る。 是凡 心の なれ 

る 所 也。 世の 學^ 萬 物 一休の 眞 心に 悟入して、 濟度利 生 を 心と せば、 世 を 治 民を扶 るに 便りよ きを 以 己が 道と し 己 

が學 とせん。 何ぞ 神聖 仙 佛の異 をと はんや。 神聖 仙佛は 衆生の ための 父母 也。 父母の 心 は 子の 安心立命 を はかり 思 

ふより 外 他念な し。 此 四 入 打 寄 一座し 給 は t -、 一言の 諍 ひなかるべし" はかり ど を あつめ、 力 を 合て 此心を 明に し、 

身 を 治む る敎へ をな し、 仰て は 父母に つか ゑ、 伏て は 妻子 を 養の 政 をし 給 はんの み。 只 人の 知の 己に まさらす して、 

子の ため かくる 所 あらん i を 恐れん。 何ぞ 是非 同異 を あらそ はんや。 世の 聖人 を學 び、 佛を 信す る もの、 日ぐ に 

かた ふ どして 終に 天下の 一毛 をす く ふ 事な し。 悲哉 


一一 一九 


天命 性 道拔書 

治 國要論 

夫齊 家， S ノ耍 ハ秦ノ 威-一有。 威將ハ 善人 人 S ル。 ssi 不 ii 不恐。 上 將ハ雙 ハ恐テ 善 

人ハ 愛ス。 下 將ハ善 入ハ恐 テ惡 人ハ 進ム。 聖明 ス君ハ 神武 ノ 讓有テ 天下 ノ 悪心 恐ル。 i ル 所無メ 悪心 消ス。 S 

消ス ル時ハ 天下 5 人 ナシ。 流罪 死罪 ヲ用ル -ー不 M 國 治ル。 天下 平 也。 此 msf 明ナラ ズンバ 不能 1、 若不 

及ハ 上將ノ 威-一可 及、 善人 進テ 悪人 恐ル時 ハセ メテ 也。 此 外何ゾ 綸ズル ユタ ラン 

恐 H^A 叩 〔〇 此條、 儒生 雜記 にあれ ど 題 及び 耿賦 したれば こ" にも J し敏 きつ〕 

たまもの は 人の 勞ひ かしこくて 人の 道な き 人の 行末 

夫人 一.. 生 レーア 老 ヌル マ， テノ 天ノ祿 ァゲテ カズへ ガ タシ。 一生 ノ 食物 五穀 II 類 幾千 ガゾ。 衣服 資ノ ザ. 1 薪 

翠万 數ゾ。 是皆 仁， 心有ガ 故-一、 仁義 ノザ勞 ひて 給 フ所ノ 物 也。 然 ル-ー 不仁 不義-一 义ノ  f 勤メ  7 あ 死 

一一 モイ レラ レズ。 天罸ィ カデ ノ ガレン 

性心氣 質之辨 

夫 太虚 ハ 氣ノ  、、、分 ケテ陰 f 云、 ラ 一 陰 一 陽ト云 へ パ S 也。 大極ノ I 極ノほ トイ ハ ンガ如 シぷ二 人 トー S 

クミ、 人迷テ 聖人 ノ 號ァリ 。人の 字 ノ上ニ 聖ヲ置 事、 陰陽 一一 ーヲ云ンガ如シ。 古ハ^^トィへバ陰^ぉ 大 極有リ 分 

、  lii 命^ 道 欲 »  一 
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辨ヲ不 得。 今人 吾 ガ体ユ 惑， 故 一一 性 心氣質 ノ辨ヲ ナス。 一 氣ノ中 其 分 多少 有。 草木 ハ 陰陽 多シ。 故 一一 質ノ ミノ 生 一一 メ 

動 ナシ。 < ？ズ 氣ノミ -  メ 心ノ魏 ウス シ。 故 一一 動 トイへ „R 感通ノ ミ  一一 メ 思盧ナ シ。 死生 ノ カナシ ミヲ ウレ へズ。 鳥獸ハ 

心有テ 死生 ヲ カナシ ム。 然 思慮 ノ ク ハ シキ 一一 ハ不 至。 只 人ノミ 天地 ノ全ヲ 得 テ氣質 二 充塞 タ、 心 氣ヲッ カイ 性 心 II 

i タ： -0 不二 一体 ノ人 也。 質 三 爱覺 ハ氣 ノ靈覺 -1 不及。 氣/ 靈覺ハ 心 ノ靈覺 一一 不及。 心ノ靈 覺ハ性 ノ靈覺 一一 不及。 

スべ テ心ハ ti 覺ノ名 也。 性 氣質ノ ミツ 一一 ワタル。 今日 ヲ以テ  一 ノ分有 一所 一 I  ノミヲ リツ メテ、 愚ナ ル者ハ 草木  一 I 近シ。 

走 メグ リ才覺 一一 メ 思慮 ナ キ者ハ 魚 II 近シ。 名利 色 便利 等ノ 思慮 ノミ  一一 メ、 禮義 ナキ者 ハ鳥獸 一一 近シ。 皆 性ノ靈 ナシ。 

其 性 ノ靈ハ 本 鍵本覺 一一 ノ 天下 ノ 生理 也" 人ノ 明德ノ 尊号 ヲ得尊 キ所ノ 物 也。 此 生理 ヨリ 出テ 生理 ヲ 不知 者ハ、 草木 魚 

鳥ノ性 也。 人ハ此 生理 ヲ知ル ヲ以テ 人-お。 然ル 一一 不知 者ハ 本性 一一 非ズ。 f  II ダ モシ カズ 

伏 藏之病  ，  、 

爭伏ー ァ同舉 ？小ル t 覲否  求； 一 便利 Itl 一一 無欲 T 否 

好 名 伏 遠 業； 否  勝 心 伏テ成 |_ 擧カ， 否 

利 心 伏- T 親つ 人倫； 否  小 無我 大有我 否 

狼 心 伏， 爲； ra? 敢 t 否  - •  、 

涉 S 排 3 ュ" 能盧 i 

止； T 親愛 if, ャ恃 脫, 否 
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琴の 證歌  . 

海の 內の ひろさ、 よし野 初 額の ひもみ ぢ、 あくた 河の ちりまで も、 流 こめ ども ひろさよ 

ばんせ きの いはほ も、 ゐれ ばと をる ためし あり、 我に そな はるむ しむ さう ひら、 など か あら ざら ス 

あたる やうで あたらぬ は、 意 念の 上のお しすい， あたらぬ やうで あたる は、 あくす る 人の 天ば つ。 

糸す じ やかみ すじ、 力 をば そへ まじ、 力 は 月に むら 雲よ、 明德 のく もる に。 

ひたる 君子の 德ゃ うは、 ごと ふ を 照す 明月。 い あれ どもた けから す、 柳に そよ ぐ 春お 

a にさせる 姿 は、 でい その 人に さも 似たり、 是 はこれ 誰 人ぞ、 河南の 程 子 伯し ゆん。 

8^ を 見れば 禮 あり、 人と して 鱧な くば、 何ぞゃ はやくし せ ざらん。 

仁と. S ふ も聖の 名、 義禮と 云 も聖の 名、 仁義 醮智德 なり、 之せ いに はたらせ 玉へ や。 

死生 利が いま ぼろし、 浮 雲 なれ や ほめ そしり、 德も しづ も 朝 三 放 下せよ や、 ほん 心 

人 はいかる といから じ、 人は愁 とうれ へ じ、 我 雁の たの， しみ、 みる も 聞 も はる 風。 

ろき、 いの 樂、 色に よりて はせ はせ はし、 せ はせ はしき はくる しきに、 いざや いざや、 きみに したが はん 

利が いは 夢の ことわざ、 □ 無心 □□ 然、 夢の まよ ひ を さます に は、 聖も 人目 も 思 はす。 

熊^ 先生 g 昏  一 


天の下に な， らび なき、 たからの 玉の けがれ をみ て、 心の せつなれば、 聖も 人目 もお もはや。 

師と 友の まじ はり、 一時げ に 千金、 せん 金 は、 いづれ いづれ にあり て、 生のう へのた のしみ。 

私 は 心の まま なれ ど， みると 聞と に ままならす、 心の ままに ならぬ は、 まなびぬ 故と しるべし。 

怫と いふ も 我心、 ぢ ごくと 云 も 我心、 かへ すがへ す もつ、 しみて、 心 を さとり 給へ や 0 

自 反と 云 も德の 名、 愼獨と 云 も德の 名、 かへ すがへ す もつ、 しみて、 德 にいたら せ 玉へ や。 

たぞ やた ぞゃ、 たいがく 鬥を たたく は、 たたく ともよ も. あけ じ、 まことの 人に あらす ぱ。 

心學 十戒 〔十界 之 困： 出ヅ〕 - 

〔0 十界 之^ マデヲ 缺タ。 終/ 條、 IS- 乘 9 外 …… 慈悲に 心なき は佛な * 以下 大- ー異レ 5。 今コ 、 -I 揭グ〕 

怫は よき 事 もな く、 あしき もな く、 あきら 正 直 心 を 怫とは 知べ し。 たと へば、 かがみの ごとし。 いっくら きかげ も 

なく、 みにくき かげ もな し。 ただ、 むなしく あきらか 成 計 也 0 さて、 よく 物の かたち をう つす ごとし、 怫の心 も、 善 

をみ て はよ みし、 あく をみ て はにくむ 事、 あきらか 也。 佛の心 だに したがへば、 其 あとみな、 ぢひ正 虎の を こな ひな 

れば、 ^祌 は、 信心と もい へり。 佛と 心と は 一なる ゆへ に、 心のう ちに 佛 あり、 佛 のうちに 心 あり、 しかれ ども、 ま 

よ ひの 心 を、 其 まま 怫 とはい ひがたき ゆへ に、 まづ かりに 佛の名 あり、 人の あく をな す は、 まよ ひの 心 也。 その あく 

を、 はづ かしく おもう は、 佛心 也。 ぢ ごく 六道の まよ ひ はれて、 あきらかなる 心 は、 則佛 なり。 まことの 心 也。 然る 

ゆへ に、 さとりの まな \J に は、 心と 佛と 二つな し、 信佛 衆生 一 體 

欲 〔〇 敬の 誤 力〕、 三 神の 詫、 慈 仁淺深 論、 琴の 證歌、 十戒 は ある 人の つくり 給 ひし、 此人、 仁恕の 心、 い とふ かく 

して、 其 身の まこと を 以て 人 を さとさし めん 事 を、 ねが ひ 給 ふ 事、 せつなる 故、 まな しらぬ 人の たすけに もと、 し 

« し 給 こころざし ありがたし。 涉に、 女人 は 志の まめ やかなる 事 すくなく して、 邪見， 無道 なれば、 女人の みん 事、 


猶又 さい ゎゐ なるべし、 此 五色 を 一 冊に 書 集、 人に おくり 袷へ る。 

右此 一 冊、 熊澤 氏の 作と 云て、 松 平 伊賀 守樣御 家中の 人 所持に 付 書 寫畢。 

1、 朋友 問、 佛者は 生死と いふ、 儒者 は 死生と いへ り、 意 あり や、 生死 は 言 頓 にて、 死生 は 逆なる がごと し、 云、 ^ 

に 心 はな かるべし。 しかれ 共、 死生と 云て、 言 順 也、 語 默は晝 夜の ごとく、 死生 は、 古今の こしと も. S へり。 語 は « 

うごく 理也、 默 する は、 夜 息す るの 理也、 祖の死 は、 父の 古 也。 父の 生 は 今 也 * 父の 死 は、 子のお 也， 子の 生 は 今 也、 

天地の 造化 は、 おり はた ひたての ごとし、 人の 死生 は、 よこぬ きの ごとし、 死生 常の 理 にして、 二 あらす、 故に 古今 

とい ふの み。 

一、 人、 已を 不知 は大憂 也、 己 を 不知して * 人 をし らんと し、 外 蓽を知 こと を つとむる は、 惑 也、 己 を 知て 後、 天下 

の 疑 ひなき は樂 なり  • 

右、 寬政 十二 年 t お 申 仲春 葛 之。  - 

元本、 安東 氏に 有り。 

林 氏 家蔵 
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愛-敬 即チ 生理 也。 悅-樂 則 生- 氣也。 生- 理 生- 氣以美 道 i 言， 之，。 愛-敬 悅 -樂以 人 AT 而言 s»i 此レ 天-命 性 A 合- 

一 , 之 11 ナ ，也。 天-人 合- 1 理-氣 一 -合 〔合 一 天〕 謂 一一 之， 機 T。 , 《者 心， 之 天- 理？ 而 人- 閒是- 非， 之 t ナ， 也。 靜 ま- フ而 動， 

直 ナ，。 至誠-, 而明 I 達ナ， ((者 天)) 也。 故-一機 以 ぃ誠爲 tf ト。 以レ 神，^ 爲，， 耳目 手足 T 矣。 体-用 丁 源顯微 S 隔 〔間 * し。 然 * 則 

機 良-知. > 乎。 良-知 S 心以 i 敬 心 良-知 無 以？！ 無-欲 ik よ 卒知無 S さ 無知？ 爲^ さ 愛-敬" 者 慈 A 

無-我， 之眞。 無欲" 者圓- 神不- 倚， 之 中。 無-知 ハ者 謙-虎 神明 之靈 也。 鳴〔嗚チ、〕呼愛-敬無-欲無-知ハ者夫^^人*乎0 心， 

之 聖-人 此レ謂 「一之 レ 良-知 マ 故 _ "致； K, 良-知 7 則 .ぷ 霞得焉 


孝 ノ字從 ？老- 一。 省テ從 ¥-ー。  在 n 老， 傍 r  バ而不 *i ナラ 非：^ 孝-一也〕 老在 n 子， 下 r 逆-一 Nra 不ヱ順 チラ 非バ 孝-一也。 老丄 子" 

fL モ。 斯レ 象-形 矣。 規老太 虔ナリ 也。 規.. 中ハ者 其， 盈ナリ 也。 約き- 以 從 S 老從 孚- 一之 象 1 太虔 ，爲^ 老ト。 能 薬-ま .5 爲. 子ト。 

太— 虔， 爲レ 老ト。 三才 萬-物， 爲レ 子ト。 乾ヲ爲 老ト坤 順 承 プ爲レ 子ト。 乾- 坤" 爲レ 老ト六 —子" 爲， 子ト。 乾- 坤， 爲 i 老" 日-月 五-行 

民— 物爲レ 子ト。 日，. 爲 ぃン老 ト月受 光ヲ爲 ^ 子ト。 日-月 9 爲 レン 老ト。 五-行 民-物， 爲 5 子ト 。五-行 生 ズルぃ 我， 爲レ老 S 我レ生 * 爲 5 子ト。 

山- 祖-脉 ー爲， 老。 胎育爲 ^ 子ト。 川 源 ヲ爲レ 老ト。 委 ヲ爲， 子ト。 五— 行" 爲レ 老ト。 渾— 敦氏爲 5 子ト。 渾-敦 氏サ爲 レ老ト 人， 爲レ 子ト。 

二 氏" 父-母 ヲ爲レ 老ト。 二 氏， 爲レ 子ト。 兆人ハ 父-母， 1!?, 老ト 兆-人， 爲レ 子ト。 四— 夷 父— 母" 爲 レ老ト S 夷爲レ 子ト。 平等 ノ 之せ" 

者爲. 老ト。 賤" 者爲. 子 禽-. 獸 草-木 各-有 一一 牝-牡 雌雄？ 雖 一， 胎- 化不 TMi 而生ル 者ハ爲 •gtos 生 i ，爲^ ぶ 以." 

レ老 ，学， 子 さ 以¥ "承 無 IT 物 メ非コ 孝-也-" 援-神 契- -曰ク 。孝ハ 在-混— 沌， 之 中 r 曾 子， 曰，。 夫レゃ 推， >,r 後 而 
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無ク 朝-夕 To 無 i 時 非 $孝- 一也。 無 ri 物ボ T 一 有.^ 無 f; 時" 暫クモ 停 一 i 以 テ應ナ M- 一也。 人ト 言； -釋 老ハ超 i^ar 太虚？ 不 i^mr- 父 

母 r 太虔無 ^ 外さ 復何ゾ 可 •〕 超ャ。 卽與- 同 ウ^ 體ノ e ぉ不 f; テ 蘖-萠 t 而爲： ^老ト 乎 

全 孝心 法 

人ノ在 ユ氣中 一一 如 i 忐 1 一 * 水-中 r 父-母 ノロ-鼻 通； 1 天-地 壬氣 r 子 居 r 一 母^ r 母 呼う バ亦タ 呼ス。 母 吸 レバ 亦タ 吸ス。 一 氣 流-, 

ナノ  ァラ 

通。 已ユ無 簡-隔 ？ 何さ况"那〔耶级〕本-靈本-覺的乘レ氣_ー出-入，^ 又 有 K 磨 〔麼〕 界 -限螆 一可 i。 此 i 不 S 是レ 父母 ノ 

T タ  ヲサ  ヲ サ 

»3| 体 r 一一。 也是レ 天-地 的ノ 遣-体。 人 ハ是レ 太- 虔的ノ 還-体。 保 n 養スル 遣-体 7 之， 法。 不レ過 一一 馭け氣 攝スル W 靈ニ事 一一。 馭" 氣" 

攝スル i 靈"^ 不レ 過； S 敬， 一 一字 一一 一。 愛， 之. 極^ レ 敬ト。 敬， 之 至"" 爲レ 齋ト。 齋戒洗 心 到 リ得チ 浩然 ノ之 氣塞ョ 乎兩聞 r 赫-然 之 光-^ 

す，  ョビ ナス  n レ 

照 一  1 乎 表 1 方-一 纔- ー是レ 個， 全-孝。 方 i 一一 呼 作 孝子 t。 這是ノ 極-平 極-易 極- 庸 極-常 的， 道- 理如 i ズト目 一一 能ク 視耳ュ 能" 

聽 r 只 把：！ 微， 平易 庸常 T。 使つ 一 一 生 盲 I® 的义 7 忽然 トメ 得 i 此レ" 使 SS 大ノ瑭 「一. ふ 惟 ？誇¥ 張 神- 異 V 然究- 竟來テ 只是個 

メ  3 ナリ 

平易 庸常 如何 ゾ添 n 得些子 1 且 世-上 有 n 五 等， 之 人；。 孤-子 義子 失帖之 子爲ョ 人-後， 之子與 ¥- 遭-人つ。 他 恨ム， 不 i 得ョ 

親 事，， 父-母？。 殊う个 V 知， 此， 身 旣__ 爲， 1 太虔 天-地 的， S- 体？ 難 .1道1- 不-是 "君-父 „? 繼 レ父-- 繼， 母-的 ，遗- 体。 昔-日 

トモ 1? フ  n  ノ 

王祥ザ ST 但只 一 味， 孝-順 繼レ 母-一就 一 T 有 1 許 意 T 感 豈ュ 是 レ那繼 一生 テ下： 伦-ー 來テ至 f ー于孤 一一。 有 M 乾 —坤 有： 君- 師有： 宗- 

廟。 隨 I 在ル --皆 ぜ. is さ 隨" S ル皆在 i- 通。 這.' 五-等， 人.. 雖へュ 無 ri 父-母？ 得？， 事， 〔事 得： ST 實 r 與： 在 r 膝-下 r 

1 - 般若 肯ーァ 依 U 着 i 心-法 r 行フ トキ ハ將サ 一一 去 處 r 不，〕 遇 一本 生， 父 5 耶 

自 反慎獨  熊澤氏 

反， K 守" 〔于〕 レ 外"^ 求 マミ 於 人：！ 之-心 r 光 9 將； 一 全-体， 照 1。 察； 2n 己 腔-子， 裏 T。 而無 髮 s— 漏 一之" 謂 S 反 T。 

フク  ミヅ カラ  フィ 

蓋 願 £ な 求 1- 人， 之 心專， 管つ 外-照 T。 而 裏-面 冥- 然ょ 乃." 離-火， 之 象ナ" 也。 自 反. マむ- 專 -7 管 1.1 內照 r 而 外-面 閣-然 よ 乃" 

坎 I 水， 之象ナ "也。 所-謂 洗-心 者" 自反壬 神。 水-消" 放 ， 心 "之 4:1 火 ^ 義 * 乎。 是，' 以テ 善ク 用ルュ 自-反 S 則 世— 間 

種- <t 苦- 楚怨 -尤 煩-熱 倏-消 i 而 胸-次 淸 凉.. メ似 S ，蓮 花.^ 之 濯 マ _ 淸-漣 一" 焉。 旣 ？_ 自.. 反矣 〔疾 〕。 痛-煩 熱 親矣。 ％ "；疾 - 
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0ii0no 故-慎. ，而立 X- 本，。 13: 猶〕 病 J 補コ 之， 氣 ー焉。 蓋獨， 者 "年 知， 之 殊ナル S 千- 

聖ノ之 キ脉 T 也ゥ 獨， 字， N 義 S 多-端 焉 萬-物， 之 一-原。 故- -S 之プ獨 一。 其，， 無 B 。故- -謂 S ，獨 7 。太-まが i トメ 更- 

き や 物ッ。 而 三- 才 一貫。 故ュ謂 S  ，獨 t。  S 我ば 己一 人 之所プ 1 而モ： ^Ks 知，。 故-謂 コ之 ，獨 T。  や 

田 S レ物 事-。 一.： つ 於此 i 無お- 路无レ ^事。 故-謂-一之， 獨 一。 卓， メ獨- 立而メ 无，〕 所。 レ 倚ル。 故-曰 S ，獨 一。 由， 

而. 个 t 故- -3 之， 獨ー。 自然- フ而無 コ學！ 習？ 故- -i 之プ獨 一。 ¥10001 故-一 ま 之， 獨つ |._ 而不 

二 ツァラ f 一  1。 故-一 謂 5r  zssr レマ 体ト。 故-一 謂 一一 之， 獨 T。 不ス i 物-々 〔我〕 i 无 レニ-心。 故 ま 之， ざ 

動 II- 默 喜-養，， 樂 一 -樣， 纖フ而 SSI 故 i.5T。 聖凡 一 -體 生死 不レ 4。 故-匿 サ獨 t。 贫-富 や 

，- 福利-害 毀： si ，之-  一 之， 獨 一。 愼、 惫恭敬 奉持， 之 意 也。 愼-獨 ，，11 德- 性つ 以 身-心， ま- 

§1 奪 旨 反 也 ¥獨 也。 liwi.i1 而非シ 》;_-兩- 般， 之 功- 以， 自， 收 ぎ-、 も r 而 謂つ 

之 ヲ自— 反 T。 以テ 立ッ， 犬-本，。 謂 r 一之 レ愼獨 To  g 條- 分. 乂 r- 支 離 一-也。 是， 故 ニ自ラ 反シテ 而モ克 -。  mg,r 

1 J4h4 克寸 i 己-則 s 以テ入 f レ德 ニ矣。 a 寸此， 意 T 則以 S— 反愼— 獨 巧爲レ 蔓ト。 而不レ 可ぎ 臾 r 

1 必ズ有 黛焉。 勿 &ミ： 心-勿 レ k ル， 勿 _レ -助ケ SI 也。 ^444  sdfil §s ，以 TSIr 爲-レ M 

.^i0ll.. 夫 レ然モ si 聽思モ 必ズ於 葛-。 ^411  f0^l. 

死— 生 壽-夭 モ必ズ 於 E_ -。 毀 4 得-喪 モ必ズ 於 s_ -。  0a. 顔- 沛 モ必ズ S 是。 故 曰ク。 無 i トメ 而非ー 云 まさ 

無 卜く 而 不 っ1 ョ， 自， 得- 焉  . . 

S4$U0 故- ，物- 平 施 シ反ュ 謙- 爲レ傲 ま 倣" 者 S 意， 之滿 -5^ 

而大 _ 氣炎丄 也。 淮滿- 溢… 也 故ニ不 容…。 ，炎 丄ナ i 故 二 f  S 屈ま，。 蓝 人-心 有 i 傲； IST 

休》 S- 明 F 蔽。 而 天-君. 4si ゃ臺， 環 鬼窟， 14 用 k，。 於 天- K 群-魔 以 K ，聚。 方- 寸遂ま 
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狂 喪-心， 之 徒 T。 哀" 哉。 是， 故- 大-學 誠.. 意^ 以， 自 謙-? 開 II 示ス 本- 體 謙，. 德， 之 抦ぉ。 克， 傲？ ァ而 火- 氣不 i1 あ 淨ク盡 r 

則雖？ i 用 I- 百 I 倍 ノ之功 V。 而不バ 能 S 入ル ぃ德- 一。 學-者 〔耳シ^^^ 所。 パ用レ I 力，^ 也 


,  ゾノ  ティ シテ  マ？ -ミ 

性ハ譬 へバ如 レン 飴- 餹。 愛— 敬ハ厥 滋-味 泥 二 名— 義ノ所 ーレ異 ナル勿 レレ 迷 「一二-室-一一。 理當！ 一 下レ， 自-フ 在-け 心-一 溫- 一惟 S 惟.^ 温惺 トシ- S ム し々 

ァラ ハ レ 

一 - メ而無 81 愛-敬 眞實1 性克ク 存養セ ボス〕 失 ilT 入ケ， 井 赤-子 一。 惻- 隱自發 スル， 見 n 於此- il., 仁- 義？。 孟-子 活，' 

手-段。 母 謹，， T 發シテ 動 ri 氣。 S 知ル 寂- 然止神 動 シテ而 無，， 動- 靜"？ 時 亦タ无 i ，執 fl 此ヲ 謂蕺" 中ミ 躋， ((此 請フ 

レ躋ル M_ - 

習 

ュク 

下？ ^ 胎， 已 -I 逞 

充 n 塞.^ 仁- 義7 

再ビ受 t 其い 狭，' 

其， 苦不 ヒー f 

唯 ダ此レ や 魔 

習— 魔讃- 亡.' 

太 丄平樂 


見 —聞攸 レ入ル 

萬 苦 時-集 ル 

習 有， レ美— 惡 

學_ -有ビ 一— 魔 

伏 「蔵.. 方-ま 

心 I 鏡虔- 明-一 メ 

自在 r 惺惺 一" 

人-や 無. 事 時 * 有 在 s。 

障 力， 要 須レ追 n 尋，. 來-歷 徹底 マ 

不 5 可-い 不ラ アル 早ク 覺？。 而 *  ^ 反 カン 也 

四十 二 病 


意-誠 所， 染. - 您テ 之 riw 習ト 習-心 已_ 一成-' 是-非 預 立 好- 惡私作 

如 滅ムサ 如レ醉 妄— 慮 S 來？ ン 無 MSG 斷ー レ瞎" 災-害 或 ハ至リ 

均 * ク作 マむ— 累， 譬パ如 5 金-砂.' 貴- 賤雖 レ異ト 

舊— 習 外- 議 內外 障- 碍 克 ク立バ 其：！ 志， 外- 議魈 —魅 

降伏 甚 難.'  一 I 念自- 反. ビ T 能 慎 "其；！ 獨， 無 一 i バ少モ 間 —斷 

好- 惡的 當. シ 是非 得け 眞，' 遂ュ 至い 坐-忘 一一 從-前 萬-苦 


入け 眼ユ 疼— 痛ス 

不レ 能お スぃ崇 

天-君. ま- 然ト， 

如 MT 夢醒 r 


乃 是レ 氣-機 相乘. シ 徐 以パ 3 之 "肖， 復 ヘル。 若 有 S 而塞 ル即 チ是レ 習- 氣ノ 世-情 忽來さ 填- 

掃.， 蕩シ -i- 一得 翻- s。 不. つ i 然 -il 緣愈 積" テ 情-境 愈 熟. さ 暗-中-一 卒- 一難； ま淸飞 


欲傲滿 勝-心 尤 i 放蕩 f 歡忠 物 我 私 意見 利害 得失 計較 助長 ^ 火 M 

强梁 怠 0 怨 俗 議 便利 馨 頑 空 將迎 I  S 悠悠 g  S 欺 f 沈氣 f 

色欲 整 知 伐 善 間 思  «^ 

〇事ル1 親- 盡 a パ乂" 惟レ慈 地 利 天明-民 秉 舍 _i  ，取 a--sr 道 辭 s,.SK?r 時 

夏， 葛奇裘 我 レ不， 與へ 春， S 秋， 菊聖無 g， 舜 何人 V 矣立 5 其い 志， 誠意：， -心玄 i-, 基 

△ 大學， 規模 宇宙 寬 喜 〔說 *〕 而不 4 皿-深 林 蘭 靈臺春 至- 7 能， 弘 レム 道， 智水氷 開 或 "起 $ 瀾， 

梅 梢擁レ 雪勵ゅ 一二-省， 揚柳和 レ風悟 二-貫， 從 〔自. *〕 レ是 雲霞 千變裡 鑑衡慮 得 泰山 ノ安， 〔藝〕 

中 井 〔。江 I〕 氏自詠 

- 〇 獄 外-有， 獄納ニ 砂 〔世 《»〕 界 i- 名利 傲 意^  〔其 ほ〕 四 壁 哀哉世 聞 多少， 人 拘 n 攀這 裏- r 裡藤 ：3 長 戎 或- -〔麟〕 

〈知 i ，者， つ f 愚ナラ 知 t 已ぜ二 明ぞ也 安 i 分 一き 辱 知 レ；， 考心。 肖 > 閑す 雖ト S つ- ト 人世， 上- 却， i 

知 t 我ヲ者 ニ其レ 天ン歟 

滿" 招 t 損 謙ハ受 キ乃シ 天道 

ro»l 王 易 2^ ト ァリ〕 

〇 無 Ms 惡心， 之 体 有： 善有ル s*r 之 動 知 知 *i 惡， 是 i 知 爲 i  ，考 i 悪， 是レ格 物 

△ 何事 モ只觀 ル世ノ 中 II 學 ブ外ナ キ心ナ ラズャ 

顧 者 所謂 省察 亦戒愼 恐， 秦ナ" 也。 賛下皆 S 不コ 云， 顧 省， S 不っ云 ，戒 i 或 S 名-利， 或： S 死 _ 生， 或" や, 》， 

或， 鎖" 情-欲，。 其， 事ト 不 ぎ-勝 計 r 旣- 省 i 之 ヲ則所 「， 戒慎 恐懼 r ら 叉 X 有 r- 外面 上 r 是 お-日 々位ち 而 

心 。 勞シ身 苦 I 惟 子顚 &,天， 之 明禽。 是^- 戒愼。 只. タ有 n 一念， 知つ 此， S 戒慎 恐， 乎。 . 个レ -wfs 所 F 

愼 ^ 獨ヲ 也- 愼寸 i 獨.^ 則 全体 神 內ニ向 テ而不 W 知 -い 有，，. 其， 他 4 是プ以-7常ニ坦々蕩々而心。廣^^^ュ^*^0 此^. 只ヒ 卞而 
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已。 更- 無お 事， 可 t レ做， ^無 fis 路/ 可 Tfes 此レ， 謂 心外 無 r 可 W5r 事ト可 滅』， 物 お 也 

〇 火氣 意欲 去ル ト雖モ 〔云へ ども >^〕 立 反 ル常ノ 位、 ゾ シラ レザ リケリ 〔る 天〕 

火 〔ノ 天〕 氣ャ意 念 欲心 ハ皆 我ヲ ナヤ マ ス物 也。 シ ラデコ ソ 《身 ノ賊ヲ タク ハ へヲ キヌ レ。 ((是 ヲ 天)) 去ル 功夫 受用 ノ道ヲ 

知 テ後ハ 暫乇ト 〔留 天〕 ムべ キ モノ 非ズ。 世上 ノ人此 クセ物 一一 ナヤ マサル 、 ハ 心ノッ カザル 故 也。 心ダ 一丁 ソキ ナパ サノミ 

學問無 トモ、 物語 一一 テモ 可レ 行事 也。 故-一 近 〔此 天〕 比 此學ヲ スル人 先 リ爱- シルシ 有 S 然レ ドモ少 ノ益パ カリ 有 〔一一 天〕 

テ、 シカ トシ タル 學者 ナキコ トハ何 ダャ。 此クセ モノ ヲ去ル トイ H ドモ、 身 一一 益 ノ有ル 事ノミ 知テ、 我 ガ常ノ 位 凡夫 

〔凡夫 位 》*〕 一一  シテ 、凡夫-一 立 反  <  ル。 故 一一 火氣 意欲 ォコ ラザル 凡夫 也" 伏藏 ノ根ハ カッテ 化 セズ。 君子 ノ高 明廣 大精微 

中庸 ノ 神化 ノ位ヲ ョク知 リテ、 常 一一 此位 ヲ以テ 目ァテ トシ、 火 〔ノ 天〕 氣 意欲 ォ コ ル時ハ 僅 *  ノ 生涯 ノ惑 〔養 天〕 ノ タメ 一一 

此 無上 之 位 ヲ離ル 、力 〔「1 &〕 ト戒 ((ヲ ！-)) ナシ 〔？ シ〕 テ、 此位 一一 立 反ルべ シ。 您 メ學デ 〔想 テ學之 天〕 後 君子-一至 ル -I 非ズ。 

吾人 本 生 ナガ ラノ 君子 也。 一念 義ヲ 離ル、 〔天 十シ〕 時 凡夫 トナ ル。 一念 ノ 不義、 一事 ノ 欲心 ヲ以テ 君子 ガ 凡夫 ト可レ 成ハ 

ロ惜カ ル ベ キ 次第 也 〔ヮ ザ ナ ラ ズ ャ *〕。 ((事々 天)) 義 一一 隨フ 時ハ 先. M 時ノ 君子 也。 伏蔵ノ 根絶 盡タ ル時 ハ 全体 ノ 君子 也。 

5?- ノ 神化 不測 ノ位也 〔0， ハ 大方 ほ 本 I. ジ〕 

存養 省察 

〇 靜ナル 心ノ水 II 澄 ム月ノ 力 クル、 波 ヲ時ー I 定ムル 

上.' 句靜、 下， 句 &、 首尾 相應。 所謂 靜定ノ 省察 ハ動 時ノ存 養、 本体 功夫 ((* 本 休ノ義 ナリ。 時ノ字 工夫 ノ准 則活 

噪 ナリ。 心-眼， '可, 着ク 所。 力 

〇 思ヒ キヤ 蕨 一一 ァラヌ 梅 ガ枝ヲ 折テ首 陽ノ人 ヲ知ト ハ 

梅花 一 枝 伯 夷 ノ風有 コトヲ 知。 蕨 ヲ折テ コ ソ伯 夷/事 ヲ思ヒ 云 〔出 天 ふ〕 ベ キ 一一 梅花 ヲ折テ 首 陽 ノ昔ヲ 忍 〔思ハ 天〕 ント 

へ、 我 ナカ ラ，^ f& ハ 天〕 ザリ シ ト ((也 3)。 世ノ 儒者 武王 ヲ以テ ヨシ トシ テ、 伯 夷 ヲ以テ 狹シト ス 。 武王 ヲ以テ 中道 ト ス 〔シ 


天 rr 伯 夷ヲ以 テ偏異 トス。 顔 ヲ赤メ 唯 〔ノド 天生 ふ。 謬ハ 唯-一 テ？, ト 2- ス〕 筋ヲ張 リテ武 王/ 是ヲ 天下 一一 顯ハ サン トス。 是レ 

道ヲ 知者 一一 非ズ。 孟子 ノ 格言 一一 泥 ルカ。 孟子 ハ時ノ 王ヲ耻 シメン タメ 一一 トケル ナリ。 全ク武 王ヲァ ザムク 〔カタ ヌク 天〕 

一一 非ズ。 此誤リ 幾千 年ゾ、 呼 誰 力 孔聖ノ 志 ヲ知ル 人ト共 一一 伯 夷ヲ語 ラン。 伯 夷 ハ萬世 丑 倫ノ 常廣キ コト是 ヨリ 大ィ ナル 

ハナ ク、 中道 是ョ" ヨキ ハ十 シ。 武王ハ 一 時ノ變 前後 ノ舉ブ 所-一 非ズ、 狹キ コト是 ヨリ 狹 ハナ ク、 偏異 ナルコ ト是 ヨリ 

偏 異ナル ハナ シ。 順 天 應人ナ ル時ハ 惡シト 云べ カラ ((ズ 天)) ザレド モヨ シト 云べ キ義 ナシ。 夫 レ^ »_{ノ 古へ ヲ顯ス モノ ハ 

末代 ノ 準則 トセ ンコ トヲ 思フ。 然ラズ ハ何 レノ名 ァリ、 利 有テ是 ((ヲ 求 天 ト」) ) セ ンャ。 武王ヲ 以テ準 M トセ ンコト 

心得 ガ タ シ。 只 伯夷ノ ミ 上下 II 志ァ ル ((者 謬)) 〔天下 万世 志有士 天〕 ノ則ル ベ キ人 也。 我 近 比 初 テ伯夷 ノ志ー I 通ジ ((テ 鱅) r 

• 參秦攀 參攀鲁 

伯夷ノ 行" ヲ 貴ブ。 感淚 袖ヲヒ タシ、 ((心中 天)) 梧桐 ノ月ヲ ウル、 呼 伯 夷 ノ志ヲ 以テ心 トセ ザル 時ハ士 一一 非ズ。 爱 一一 オイ 

テ初テ 夫子 ノ伯 夷ヲ 嘆美 シ タマ フ心ヲ シル 

〇 樂ミ ハ 心 ノ奥ノ 山水 一一 世間 遠 クナル ダウ レシ キ 

吾人 聖學ノ 耍德ヲ 知 ルー I 有 ノミ。 德 ヲ知ル トキ ハ 世上 ヲ 忘ル。 世上 ヲ忘ル ((、*)) 時ハ、 言 寡 タ行 拙ク、 心糜ク 体胖。 ナ 

ルべ シ。 若 如 レ此ナ ラバ 王公 大夫士 無事 一一 シテ民 無欲 ナルべ シ  ； 

A  BO 

厶善ヲ シ テ利ヲ スル コトノ 無ヲコ ソ 〔こそ は 天〕 ス ル コ ト無 ノ誠ナ リケリ 

善 ハ己ザ 〔是 天〕 心 術 躬行 天理 一一 專 ラナ ルヲ云 ナリ。 利ハ 一切 此身 一一 便シ ハカ ルヲ云 ((也 天) )0 同 ク利ナ ルー 1 〔ヲ 天〕 或 ハ天德 

トシ、 或ハ 人欲 トス ル モノ ハ何 ゾャ。 天道 ハ無 キヤ 〔欲 也- 大* 心ハ己 一心 力 トスし。 故 一一 利 物ヲ利 〔物 ヲ利ス ルヲ利 ト騸〕 

ス。 ((是 *j) 故 II 利 則チ善 也。 小人 ハ欲有 〔有 欲 也 天， 有欲ナ ル〕。 故  一二 (己ヲ 天)) 利ス。 故- 1(( 利 則 さ) 惡 トス。 天道 ノ行ハ 利 

ノミ。 故 一 I 萬 物 育ス。 聖人 ノ政モ 亦 利 ノミ。 故 一一 萬 民 安 S 皆已 無欲 II シテ物 ヲ利ス ルノ謂 〔力 故 M 也。 無欲 一一 シテ 

天機 自然 ノ 流行-一 隨ヒ 慈ヲ子 〔o 慈ヲ 子、 天 r 孳々」 に 作り. 「ャム コ ト ナイ」 と 左 傍に しるす。 * に は 慈を宗 に 作る。 天に 

從ふ べし〕 ト シ テ善ヲ スル 無爲コ レ ヨリ 善ナル ハナ シ。 一毛 乇有欲 一一 シ テ己ヲ 利スル 《 II  1^9) 心 ァ ル時ハ .5: 虎ナ ラズ。 
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事 無事 ナラ ズ。 利 ヲスル コト無 ケレせ 〔ハ も〕、 自ラ虔 自ラ無 〔天 ナク 事〕、 無事 ((一- -)) 毫 モカ ヲ以 テ無爲 ヲ存ズ ルー ー非ズ 

求 ームー 盆會ー  〔初 一一 出タ。 初 一-無 キ字ハ 左 一一 〈印ヲ 加フ〕 

徙 r 初 ふ〕 

主 ri 忠信， 從 fci  , 

苦 初苦ミ 良知 ノ知 ル听ー I 隨テ 自欺ク コトノ 毛頭 モナ キヲ忠 トス 〔いふ 初〕。 良知 ノ樂 シミ、 良知 一一 背 タノ ((事の a)) 苦 ヲ覺テ 、忠ヲ 

トの下 初  厶  A  . 

のァリ  好， ーコト ((の 初)) 眞赏ナ ルヲ信 トス  . 

一 忠信 ヲ以テ 師友-交 リ- 精微 一一 至 ルヲ從 〔徙 初. *0 義 トス 〔いふ 初 T 人ノ世 II 居ル業 トス ル所 ナク ンバ 有べ カラ ズ。 主 

忠信 從 〔徒 初 ふ〕 義ハ 人ノ業 ナリ。 素行 是ヲ業 トス ル時ハ 可否 ヲ以テ 相 格シテ 精義 一一 至-フン コ トヲ 欲ス。 故 師友 ノ交 リ會 

ヲナシ テ切接 琢磨 シテ益 ヲ求ム 〔初 「、王 忠信 徙 義人 之 業 也。 素行 業 則欲以 可否 相 袼而至 精義。 故爲 師友 交會以 切？！^ 琢磨 

求 益」 ト書 ケリ〕 

僞會四 有 ？ -a ズ〕  ， 

厶 厶 

素行 忠信 ヲ 主 トセ ズ、 義 一一 不：. 從" 〔徙ぞ 心〕 書 ノ ゾ ン ヂ 俄 力 一一 忠信 ヲ 主 ト シ 從 〔徒 節 心〕 レ義 ト欲ス 何ゾ 得べ ケ ンャ。 「0 

素行 不主 忠信 徙義臨 會俄欲 主 忠信 徙義也 何 可 得乎ト ス〕 發明ヲ 好 ミ言句 一一 求メ心 〔む 心に *^〕 签ナ シ。 心忠 ((信ぶ) ァ ラズ義 

(0 一  初；) 非ズ、 會  一一 ノゾン デ議 il ス、 議論 モ亦 益ナシ 〔。 編者 云、 以下 ノ缺文 ハ或ハ 底本 ノ 儒生 雜記 ノ卷ー ノ終ノ 一枚 ガ 

脫落 セル ノカモ 知 レヌ。 各冊 ノ 終-一 卷 衬終ト アルガ、 此卷 -ノミ 無シ。 叉 初年 和文、 及 心 本 一 I 有 ルノモ 其ヲ証 シテ余 

リア リト 云フ べキデ アル〕 

〔交 會ノ 快ヲ含 デ會ヲ 好- 1 む 初〕 座ヲ去 ((て^ 益 ナ シ初 ふ〕 

《舜ハ 人ノ君 タル 一一 不終 ラシ テ臣 タル 一一 終ル。 父兄 タル 11 不レ 終シテ 弟子 タル II 終ル 

匕 ビ-ー  パシキ  - 

((德 日 新タナ レバ 萬 邦モコ レナ ヅキ、 志 自ラ滿 レバ 九族 モ惟 離ル， 5)) 


古今 士道 論 〔o 初. 天-一 出ゾ。 天、 態 一一 トス〕 

夫 古 ノ士ー I 三 品 有テ道 ハ則チ 一 ナリ。 德ヲ 尊ビ義 ヲ樂. ーデ 名利 ノ欲 死生 ノ惑 ヒナ キ者ヲ 上ノ士 トス。 常世/名！ ：1 一 ハ^ 

ホドモ 〔少モ 初〕 心ヲ 掛ズ、 後世 一 I 其 名 ヲ顯サ ン事ヲ 希 ヒテ、 其義 -I 非 ザ レバ 國ヲ 捨テ 天下 ヲ譲 リテ 顧ズ。 况ャ 名ノ爲 

•  • 拳 

((にさ) 命 ヲ捨ル コ ト ハ露塵 トモ 思 《ザ ル者ヲ 中 ノ士ト ス。 僞リヲ 巧 - シ ((て さ) 人 ヲ貶ケ テ利ヲ 求メ、 立身 《を さ) スル ハ盜 

ナリ。 我ト汗 ヲ出シ テ利ヲ 得、 カゲ ヒナ タナク 奉公 ヲ能 シテ、 立身 〔を ザ 天〕 スルコ トハ耻 ナラズ ト云テ 、道德 ツモ 心 一一 

力 ケズ、 後世 ノ名ヲ 乇求 メズ、 只ヒ タス ラ 一一 家 ヲ富サ シメ、 子孫 ヲ ユタカ 一一 セン コ トヲ願 フ者ヲ 下ノ士 トス。 如 レ此天 

Acs)  <KK.lto 

地 各^ ナル 三品ナ レ *<、 義ヲ不 レ離コ トハ 同ジ。 故 一一 ((道 ハ則ー 也。 又 今の 士 にも 三 品 有て 其 欲 は J 則 一 也。 道穂ヲ 

/K ぼ) 

モ 不レ學 バ名ヲ モ不レ 求く 立身 ヲモ心 一一 掛ズ、 遊事ヲ 好ミ、 便利-一 隨フ者 ァリ。 是ヲモ 〔亡 や.^ ふ〕 人ト 云フ。 天下 ノ丁フ 

レ者ナ リ<* 今， 代 舉問ヲ ナシテ 名利 無キ モノ 是- 近シ。 是 ヲ今ノ 上ノ士 トス。 百年 ノ後ハ 語 リ出ス 人 モナ ク、 若 シ條！ E 

/1( び • 天) 

1 ーナシ テ傳テ 〔は 後世 ノ笑 トナレ ドモ、 當世ノ 人 ノ譽ル 名 ァリ。 此名ヲ 名根ト 云フ。 常世 ノ人ニ 能 思 ハレ テ 常世 

ノ利ヲ 得ント 欲ス。 ((畢竟？^)) 利 一一 出 タル 名 也。 号 ハ同ジ ゥシテ 其 K ハ 〔ト天 〕 尊卑 大小 ハ 天地 各 別 ナリ。 是ヲ今 ク中士 

トス。 當 世ノ內 一一 テ モ少シ 風流 ナル士 一一  ハ惡マ ル 、ト云 X、 冨 人- 1 蹈ヒ、 家老 出頭 一一 取 入 一 i> ヮ キヲモ ヒラヲ モ小レ 顧. -, 

キ タナク 〔き 利祿 立身 ヲ求ル 者 了リ。 古ノ盜 人-一 テ今 ((ノ 天)) 時 一一 相 タル 士ナ リ。 是 ヲ今ノ 下ノ士 トス。 是 常世 ノ三品 

Acs き 

一丁 ンテ 其義ヲ 離レ、 欲 II 隨フ 事ハ則 一也。 古 ((へ は 初. 天)) 德 名利 トモ-一道 ヲ不レ 離 シテ各 天下 ノ用ヲ ナス。 故-一義 不義 

ヲ云 J ァ 名利 ヲ去/ 敎 ナシ。 近世 名利 ヲ去ル ノ敎、 世ノ蔽 一一 ョ レバ 〔る 巧 天〕 カ敎モ 亦下レ ルカ、 I 一未 審に で)) サ トシ 不 

, 及。 然ドモ 名利 ヲ去ル コトヲ 云フコ ト、 天下^ 家ノ政 一一 オイ テ蔽 ァリ。 政ト學 トニ プ I 一  非 ザル時 〔は wio, 敎ノ道 モ下レ 
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ルト 云べ キ -I ャ。 ー實 〔貫 初. 天〕 是 ((を ¥ 天)) 聖學ト 云い 〔フ 天〕、 二 リー 一 スル是 ((を 巧 3) 異端 ト云。 異端 ノ敎本 ヨリ 利ヲ去 ，〔云 

フ g. 天〕 世ト 相離ル 、所 ナリ。 其 名利 ヲ不， 思 〔に 不居ゃ 天〕" コト ハ高シ C て s〕。 聖賢 ノ 心地 二 似 タリ。 然ドモ 入德ノ 神化 

義ト共 一一 隨フノ 大德ナ キ時ハ 、只 悟道 ト云 モノ ヲ Si ユア、 人倫 ノ 外-一遊 ブ 〔び ¥ 天〕 也。 己 ヲナシ 物ヲ成 スノ性 ナシ。 天 

A 

地ノ 化育 ヲ助ク ベ カラ ズ。 嗚呼 聖人 入 德ヲ云 7 ヲ 〔て や 天 ふ〕 性 〔悟道 f 悟！^ ト云 ((ふ 事 天)) ヲ 不 レ言 " 共 〔其 初. 天〕 旨 深 哉。 

或ク 曰ク、 悟道 ト入 德ノ分 如何。 曰、 悟道 ト云フ ハ 是彼ヲ 知リ、 小人 二 シテ 君子 ノ 心地 ヲ知ノ 謂 也。 入德 ト云フ ハ此 

彼レト ナリ、 小人 君子 ト成テ 知べ キナリ 〔物な し 初.天〕0 明 覺是ヲ 悟道 ト云フ 〔ひ 天〕。 變化是 ヲ入德 ト曰フ 。或 ク云ク 、今 

ノ  士皆 名利 一一 惑フ、 名利 ヲ不 レ言 ハ シ テ敎 ヲ成サ ン コ ト 如何。 云ク、 聖人 旣 I 一  義ヲ 進メ、 不義 ヲ戒 メテ 天下 ノ  士道" ナ シ袷 

フ。 何ゾ義 不義 ノ敎ヲ 不足 トシ テ、 別-一 異端 ノ敎ヲ 借 リテ、 凡人 ヲ驚カ サン ャ。 聖人 ノ道 學有ル 人、 天下 ノ 君-出 ザ レバ 

道 明？ I シ、 天下 ヲ平治 スルコ ト不レ 能"。 孔子 ノ 大聖 ト云 7 ドモ、 下 二 在 マ シテハ 七十 子ノ化 テ蒙ム ルー 一 不レ過 ギ0 暫ク 其敎へ 

後世-一 傳へテ 王者/興 ルヲ 待クノ ミ，^ 王者 興テ 人倫 ヲ 明- -シ、 官ヲ立 テ職ヲ 分チ、 ((天下の やや 天)) 利用 ヲ通 ゼン時 如何 ン 

トカ セン。 人ノ 道ハ義 也。 故 一一 人 タル 者義 一一 不, 隨ハト 云コト 無シ。 義 一一 不レ 隨者ハ 人-非 ズ、 何ゾ 論ズル 一一 足 ンャ。 其 

義 一一 隨 フー 一品 三ッ 有リ、 是ヲ 《士の 初. 天)) 上中下 ノ 三段ト 云フ。 義 一一 隨テ德 一 I 入 ァリ、 是ヲ 上士ト 云フ。 此人 王者 ナ ラバ 

<l(g. 天) 

天下 ヲ平 *M ーシ、 人倫 ヲ明 カ|| シ ((天地の 化育 を 助くべし 天))、 國君ナ ラバ 士ヲ親 ミ民ヲ 愛シ、 能 山川 ヲ治テ 社稷 ヲ安 

ジ、 長ク 子孫 ヲ持ッ ベ シ。 家老 大臣 ナ ラバ 我 身 ヲ捨テ 能君ヲ 愛敬 シ、 士道 ヲ正シ 百姓 ヲ璺ー 1 スル 謀ヲ以 テ己ガ 職分 ト 

ナシ、 國ト 共- 1 輿 リ闘ト 共 一一 亡ブ べシ。 若士ナ ラバ 心ヲ明 カー 一 シ、 身 ヲ脩テ 道 有 ル時ハ 出 テ君ヲ 助ケ、 道 無時ハ 退テ獨 

其 身ヲ潔 クシ、 名ヲ絕 チ祿ヲ □〔 捨テ 2<  。去る〕 父母 ノ里 ヲ離シ 0 初ハ 不離、 天ハ 離ジ. - ハ離レ トス。 5K-- ョルべ シ〕、 義-隨 ノア 名 

ヲ好 ム者是 ヲ中士 トス。 王公 ノ德 一一 非ズ 家老 《大臣 ^ハナ シ)) ノ 量-非 ズ *  士ト ハ ナスべ シ。 士ノ内 - テ其 好名ノ  SS 里 一一 ョ 

ク £ ぴ シラ t  /  .«> シラ 

ッテ與 頭 • 物頭ト ハ ナスべ シ。 義ー I 隨テ利 ヲ好ム ((者 や 天))， 是ヲ 下士 ト云、 農工 商ノ sec 庶 初〕 人ト ナスべ シ。 士ノ內 一一 

テ. モ 職分 一一 因テ其 量ヲ計 テ篋ク ベ -ン。 金 一一 金銀 鐵ノ 精粗 有 ((が" 天 }} 如ク、 人 モ亦德 名利 ノ 精粗 ノ氣質 有テ、 天下 ノ用通 


ズ、 堯舜ノ 時 ユア ラバ 〔有 テハ？ 天〕 三 段 ナガ ラ ((皆？ さ) 善人 ナリ。 末代 無道 ノ世 一一 ハ 禳ノミ 善-一 シテ 名利 ノニ" ハ 悪人 

ノ品 ヲ不レ 免レ、 其 末ノ蔽 ヲ見テ 名利 ヲ戒 メ德ノ ミ ((の 抑. 天)) 一品 トナ サン トス。 銀 鐵ヲ除 キテ金 クミ -I セン トス、 何. ソ鋤 

鍬ヲ ゥッテ 天下 ノ用ヲ 達 セン や。 故 一一 王公 ノ人ヲ 用べ キ事ハ 德有テ 量廣キ 者ヲバ 大臣 トナシ 、或" 奉行 職ト シテ 天下 國 

家ヲ 治メシ ムべシ 0 官重 〔高 初. 天〕 ク祿重 カルべ シ。 德 ((有 て や 天)) 量狹 キ者ハ 官高ク 祿輕ル カルべ シ。 奉行 職  一一 ffi クべ 力 

ラズ。 家老 大臣 トナシ テ人ノ 上-置、 人々 ヲシテ 敬 ((ひ 天)) ノット ラ シ ムべシ 。好 名 ノ士ノ 量廣ヲ バ 宫 ((は 如. 天)) 德 一一 

厶 (や 天) 

不 レ可レ 幷ブ。 祿ハ、 德有 テ量狹 キー 一可 レ幷、 或 ハ可レ 過ク、 其 職 重 キガ故 ナリ。 好 名-一 シ テ量狹 キハ、 官 下-一 シテ 綠モ义 

ス ベ 

下 ナルべ シ。 利ヲ好 ム者ュ シテ量 廣ハ、 無官 一一 シテ、 祿ハ 好名ノ 下士- 1 及ブべ シ。 或ハ過 * ベ シ。 都 テ祿ト 云， 物 ハ* 

其 職，' 輕重ー 1 因テ 多少 ヲ ナスべ シ。 昔 堯舜ノ 時ハ此 三段ヲ 知ズ、 只義ノ ミ德ト 知テ、 得ル 所-ニニ 品有リ 。故 一一 上下 三 

品ヲ知 ズシテ 上下 德ヲ 尊ブ、 今 ノ時ハ 是ヲ知 ズンバ 有べ カラ ズ。 知テ後 不レ知 一一 歸スぺ シ。 大居ス 〔凡？. < ふ、 居ハ a: 天 

.  <KI5. 天) 

下 ノ理有 物 ノ主ハ 無 ナリ。 動物 ノ本ハ 不動 ナリ。 欲 ノ將師 〔帥 ゆ 天： K 無欲 ナリ。 故-一天 ト 日月 星 ハ *1 動テ北 UK ノ不レ 動 

ヲ黨 帝， S. 天〕 坐 トシ テ 天地 ノ極 トス。 人/五体 能 ク動テ 背 ノ不レ 動ヲ本 トス。 天下 ノ有 物ハ 皆無 一一 生ズ。 天下 ノ有 生 

物 ハ皆欲 有"。 天下 ノ欲 ノ主是 ヲ王ト 云フ。 一 國ノ欲 ノ主是 ヲ君ト 云。 故-一王 公ハ 無欲 ナラ ((す W ま.. S)) ンハ 有べ カラ ズ。 

士ハ 王公 無欲 ノ徒 ナリ。 故-一 無欲 ノ德ヲ 明 カー 一 シテ、 王公 ヲ助ク ベ シ。 堯舜 天下 ヲ見給 フコト 破" タル 蹤ノ 如ク  一 I シテ 

天下 初テ平 カナリ。 若 無 有ヲ不 i 生ゼ、 不動 動ヲ不 レ爲て 無欲 欲 ヲ治メ ザル時 ハ 、天下 ノ 生理 一一 非ズ。 是ヲ 不仁 無道 ト云。 

故-君子 ノ世 一一 出俗ト 〔に s〕 居ス ル ヲ和光 同 塵ト云 0 生 々 慈心 〔仁 ノ 大德 心中 快樂無 邊ヲ計 *  ノ ミ. 何 ノ心ト 云フコ 

トカ ァラジ 〔むお. 天〕。 故-知 ヌ。 君 王 ノ砍有 ハ人ノ 背 動キ、 天ノ 北極 〔辰 初〕 動 ガゴ トシ。 手ノ取 * 「り e.:*〕 足ノ行 ク何ノ 、(常 

S. さ) 有 一 フン。 天地 ハ ((必 ズ？ K;) 須臾 ヲ待 ジ、 國 ノ不レ 治- フ蔓 宜ナル 哉。 德ハ 無欲 ナリ、 王公 大臣 ト ナスべ シ。 名利 ハ欲ナ 

V. 王公 大臣 ト ナスべ カラ ズトハ 此理ヲ 以テ云 ナリ。 一人 ノ私言 一一 非ズ 

アト、 メテ フル キヲシ タフ 世ナ ラナム 今 モア リへ バム 力- ンナ ルべシ 〔ott 歌 E.tK+  -ン〕 
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忠之解 

〇 忠ハ 君-一事 ミツ 〔フ ふ〕 ル道ヲ 盡シテ 愛敬 スルノ 義也。 君ヲ 愛シテ ハ身ヲ 有ル トセ ズ。 今時 何事 モ 〔ゾ ほ〕 有- フ バ 上ノ 御用 

-I 立ント 弓馬 ノ用ヲ 嗜ミ、 一命 ヲ擧 〔奉 *5〕 ント 云尤忠 ナリ。 然 „K 其 心ハ可 ナリ。 其 行 e ハ 不可 ナリ。 乱有テ 御用 一一 立ン 

ヨリ ハ、 乱 ナカ ラン 一一 ハ 如ジ。 民 困窮 スル ハ 上 一 人 ノ罪也 0 故 一一 上 一 人ノ 冥加 ッ クル 上 ノ 冥加へ リテ 下、 ノー  11,- 加 

滅 ス上ノ 冥加 盡 クル トキ ハ靜〕 乱 出來ン II ハ 〔ヌ、 乱 出來ル トキ 於テ Es〕 御用 11 立ント 欲スル モ 〔トモ 何ノ  ti〕 益 アル マジ 〔ン 

»wo 是其心 ハ君ヲ 愛スル トイへ *1、 其 行" ハ君 ヲ亡ス ナリ。 ー國 一群 ハ云 一一 及 バズ、 一村 ヲ治ル 者 乇其民 ヲ愛シ 、其士 

ヲ敎テ 人民 優ナ ラバ 乱ヲ欲 スト 云 得べ カラ ズ。 上ノ 武運 長久-一 シテ 天下 太平 ナルべ シ。 是其心 其 行 君 ヲ愛ス ルノ極 

ナリ。 眞ノ忠 ナリ。 故 一一 云、 乱 ノ忠ヲ 心ガケ ン ヨリ ハ治 ノ忠ヲ 爲スべ シ。 治 ノ忠ヲ セ ン ト思ハ --、 仁愛 一一 シテ儉 ヲ行フ 

ベ シ。 儉ヲナ 〔ス る〕 ル 〔儉ヲ コ ナ 、ノ ルル. -〕 時ハ 無欲 一一 シテ 富貴 ナリ。 仁ナ ル時ハ 人民 ヲ養事 ヲ樂デ 身 一一 富貴 ヲ不レ 用"、 

參 •  a  • 

是レ治 ノ忠ヲ ナス ノ 第一 也。 夫レ如 レ此ナ ラバ 此國ノ 武乇大 一 I シ テ光リ 有べ シ。 如何 トナ レバ 民 窮テ心 邪 一一 シテ、 君ト士 

ト 武威 有 コトヲ 不レ聞 さ 士ハ曰 本國中 一一 カヮリ 有コト ナシ。 名將國 一一 因テ 武威 ヲ大 一一 スル故 ヲ可レ 知。 明君 名將 タリ 

トイへ ドモ、 其國 ヨリ 興 リタ マ ハズ ((ハ ふ))、 天下 ヲ知タ マフ コト堅 〔難 > 心〕 カルべ シ 〔堅シ 零〕。 其所ノ 地民理 直-一 シテ心 

勇ナル 則バ、 明君 其 理直ヲ 不レ失 "0 其 勇 ヲ用ヒ タマ ヒテ 天下 ヲ知 リタ マ フ 一一 及べ リ。 人 r  ノ時乱 ノ忠ヲ 心 二 力 クル 人、 

其 士ヲ不 レ敎、 其 民 ヲ不レ 愛。 故  一 I 民 ノ士ヲ 見ル心 ((一一 思 ヘリ *) 無道 心ナル 人ャ、 利欲 フカ キ直 ャト怨 ミテ、 我 ヲ亡ス 

ァダノ 思 ヒヲナ セリ。 夫 レ士ハ 慈悲 無欲 一一 シ テ、 民ノ 心ヲ 感動 セシ メテ (へ コソ ！*))、  士ナル 哉 「德？ *〕 トコ ゾ 〔；' シ ：} 云 ベ キ 

A 厶 

一一， 民ノ心 師トナ ルべキ 士ガ、 民ノ悲 ヲ催ス 風俗 一一 テハ、 イカ ンシテ 力 民 正直 勇 氣ナル ベ キヤ。 國替 ナドー ーサ へ法ヲ 

キビ シク シテ、 漸ク 一年 ノ期 i 、其サ へ 過半 走 リテ士 迷惑 一一 及べ リ。 自然 ノ事 有バ今 地ノ民 其キ： ヲ見 トグル 者 有べ 力 

ラズ。 日 比ノ恨 ミ此時 一一 力へ サ ン ト思フ (者モ アル 醪)) ベ シ。 ソレノ ミナ ラズ、 走リ タル 下々 トテ モ、 ノガ レ ヌ事ト 思ヒ、 

悪人 逆徒 ノヒ マヲゥ 力..、 フ者ヲ 引 入テ、 國々 ノ 乱レ. 一事 苦々 〔見 苦 w〕 敷ァヮ レナ ルべ シ。 如レ此 II シテ 君-一忠 ァラ ンャ、 


i: 用 II 立べ キヤ。 如 i 此ナ ル トキ ハ<& 'ノ武 ヲ專ラ 一 一 スル 人ハ武 ナシ。 乱ノ 忠ヲコ 、 II ガ クル 人ハ、 乱ノ用 一一 モ不 立。 

若シ 治，， 忠ヲ 爲ス人 有バ、 武 ((功 》-) モ叉大 -ー シテ乱 《時ぎ) ノ忠 モト グべ シ。 鳴 呼 重恩 ノ人. f 何ゾ 武運 長久 ノ祈ヲ 思ヒタ 

マ ハザ ルャ。 天下 太 〔泰。 平 ノ祈ハ 仁^ ノミ、 天神 地 紙此所 一一 有 ザ レバ 納受 シ タマ ハズ 

. 博 文約禮 〔。s- -，〕 

心ノ 天理 是ヲ 禮ト 云、 理 ビー：：； I 二 發シテ 行-二 アラワ ル 、者 ヲ文ト 云。 體ハ其 全体 太虔 ュ 充塞 スト 云 ドモ、 卷テ ル時ハ 

手 ノ內ー 1 ダ乇ミ テズ。 故 其 大体 ハ約 シテ 知べ シ。 知時ハ 此身ノ 主人公 タリ。 所謂 致 レ知是 也。 故 一一 約蹭ト 云。 其精微 

中庸 一一 放レテ 四海-到 ル I 一 及 テハ、 聖人 ト云ド モ儘ス コト不 レ能。 是レ 則チ無 極ノ理 也。 天地 ノ大 イナ ルモ 人ナヲ 恨ムル 

所 ァリ。 ((故に 3) 吾 道ヲ極 メタル ト云フ 者 ハ道ヲ 知 モノ 一一 非ズ。 是， 以テ 聖人 一一 常ノ師 ナシ。 大舜問 コトヲ 好ミタ マフ 

コト ハ是ナ 9。 故 II 博文ト 云。 中庸 ノ尊德 性 ハ約禮 ナリ。 道 問 學ハ博 文 ナリ。 致 廣大ハ 約 禮ナリ 。盡情 微ハ傅 文 ナリ。 

AAA  <1 厶厶厶 <3 

極 高 明 ハ約禮 也。 道 中庸 ハ博文 ナリ。 温 故 ハ約蹭 也。 知 新ハ. 博 文 ナリ。 敦厚 ハ約體 ナリ。 祟 鱧 ハ博文 チリ。 架學 ノ^ 

AAA 厶厶厶 < - 

義至リ 盡セリ 

〇 民 親 時體用 一 源 ((ノ  SJ) 妙見ャ スキ故 一一 爱 一一 於テ 至善 ヲ指点 ス。 モシ 此 時見ガ タケ レ 〔クン バ 〔？ー  "下 „* 而 モ止 ルノ義 

一 1 於テ ハト 4H〕 、無叟 ノ時 一一 オイ テ昆ル ベ シ。 ((故 一 |*)) 中庸 一一 (( 於テハ 3) 喜 怒 哀樂ー (之 *)) 未發 ((中- -》 ヲ以テ 指 点ス。 ((是 

又 無 直 ノ時本 體ヲ体 察 スル敎 ナリ。 ((且 ッ 良知 不味 ノ處 (一. 只 B)) 子ヲ 愛スル ヨリ 明 ((切 *)) ナ ル ハナ シ。 故-一 子 ヲ愛ス 

ル 時-一 ヲィテ 〔II ハき〕 氣象 意味 ヲト メズ。 ((是 レ S)) 本體 ((自然 ノ呈露 ナリ、 故 一一 其 本体： 露ノ虚 一一 於テ ぎ)々 察 スル時 

ハ止ヲ 知 ヤスシ。 大學 ((II 所謂 _*)) 如レ保 赤子 "-ノ 一 此敎 ナサ 

〔0 ほ- 己上ノ 文句 寫本 不分明 仍私 -ー 少々 改也ト ァ"〕 ^owtt«^ シ〕 

愛 民 文 〔os.l-- 一  5- 天、 熊 11 トス〕 

〇 それ 人の 親の 男子 を あはれ む 事、 そのいた. S けなる ((が 故 や 天)) のみなら す、 成人の 後も猶 しかり。 位 ひきく 財と も 
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しきが 故な り。 今此 * 者 民 を かたぶ 〔ぬ 天〕 くに あらす。 樂 める 君子 民の 父母な り。 天下の 人 たれ か 君子の 子なら ざ 

-. つむ。 いづれ の 人 を か あいせ ざらん。 只 その 時の かなしき を あはれ むの み。 天下の 人、 寳の恩 か、 力の 恩 をう けざる 

は ((人 天)) あら じ。 只 民の み 人の 恩 をう けす • 財 も 民より ar 力 も 民つ くせり。 五 〔王 天 ふ〕 公士 ェ商 ((おのく^) 民 

の 恩 をう けざる はなし。 地頭 民 を あはれ むと いへ ども、 我物 を もらいて 忝と いふの み。 しかるに ((今や 天)) 天下の せめら 

i:- もの も：^ 民な り。 衣食 をな して 衣食に う ゑ こ ゆる もの も、 此民 なり。 此民を くるしむ る 者 を も 罪と せす、 此民を 

AS1 (HO 

逆す る 者 をも禁 する 人な し。 かなしき 哉、 此民 

慈 仁 淺深論 〔0|§、天熊亍ス〕 

〇 世の 下 を 育 ひ 民 を 惠む人 多少 同から すと 〔同シ 不然ト 天〕 い へ 共、 慈 仁の 心 は 異ならす。 さし 當る 所の 人の なやみ を. S 

たまり、 飮食 をた し、 衣服 をつ ぐの. S て 人 をめ ぐむ 人 あり。 世の 人是を 見て 慈悲心と いふ。 然 どもつ まる 所の 家業 を 

立つ か はし、 子孫 を相績 する はかり どなく つか ひだ をし にす る 者 あり。 是慈 ((悲 初. 天)) の淺 きなり。 天の 見た まふ 所は不 

仁な り。 故に 如レ 此の 人 は 男子 すくなく， 女子お ほく 持 ものな り。 或は 男子お ほけ. れ どもな きに おとれる 人柄に て、 親 

をな かしむ る ものな りつ さし 當 りて はさの み 人の つかれ をいた はらす、 飮 食の めぐみな どな けれども 古 〔召 や 天〕 遣の 

者 f 男 S._K〕 は、 その 家業 を 立、 才能 を あたへ、 妻子 を もた しめ、 其 〔吾？ 天〕 家に をく 事なら ざれば、 人に もた のみな どし 

て 人の 行す ゑ を 心がけ、 女子 は ((二十より S)) 二十 四 五 を かぎりと して 嫁せ しめ、 普 代な り，^ ぃ_ ふ 「；^ 或は 暇 をつ か は 

厶 〔^, 天〕  <J  <1 <K 天 J 

し、 或はした て 都 5^、 天性の 人情 を くるしめざる あり。 其 慈 深き 故に 當 座の 悅び をば 得 ざれ ども、 天の 見た まふ 事 仁 

人な り。 如レ 此の 人 は 男子 多く、 女子 すくなし 0 男子 すくなく しても、 ひとり はいと 〔o ひとり はいと，、 一 人 も 一 人が 

△  (& 天)  ， 

いと？ 天〕 才能 か 道德か ある 子 を 持 ものな り。 かなら す 子孫 繁昌すべし。 大小 異なりと いへ ども、 我 を 頼む 者 はたの ま 

る X 人の 父母 也 0 父母 は 男子 女子 ((とも 天)) に その 行末 を 心に かけて、 却て 當 座の かんなん をな さしむ る ものな り。 

家人に 才を あたへ 能 を さ づけ ((て 3)、 德を なして、 吾なくても 我 は 人に 重 資せら る、 樣に するな り。 吾 をせ むる 父母の 


家に はすみ よく、 我 を ほむる 他人の 家 は 心 やすから す、 慈 仁に 志 ある 人 先 本 を 立べ し。 終 

約^  〔cs. 天-一 W- ッ。 天、 熊 二 トス〕 

君子の 儉約は 無欲 を 本と して 慈悲 を 行 もの 也。 儉約を 行に は あらす， 儉約を 行 ふとき は儉 約に ((苦む 者 也？.、.)) 苦む は 

則 利 心なり。 君子 は ((人 初. さ) 民の ための 財 有て、 みづ からのた めの 肘な し。 衣食 器 川 取 ((すべ 初. さ) て 天下の 人の 生 をと 

ぐる 《所の S. 天)) 物な り。 みづ からのた めの 寳 有て、 人の ための たからな し。 仁義 是 なり。 世の 有逬 ((無道？ 天 ふ) を もつ 

て加撗 なく、 人の 知と 〔る？ 0 不知と を 以て 其 樂を不 レ改、 窮居 する 時 は 身 を修て 世に あら はせ 〔るお、 れ 天〕、 時 を 得 時 

は澤 民に く は、 る、 是其 然る 故 也。 〔0ai5t〕 何ぞ 世俗の 位 fi 天。 ， ((下 國 家の 富 を 以て 心と せん。 樂め る^子 

は 民の 父母 也。 只 人世の 爲命 有て 位祿財 用の 權を 取る のみ。 此 故に 云， 無欲 を 本と して 慈悲 行者 也。 無欲なる 時 は 

衣服 飮食 家居 S1S 物の 上に 求めな し。 况ゃ 物す きと 云 事 あらん や。 其 用達て やむ のみ 也。 如此 なる 時 はおの づ から 物 か 

ろくして 事 すくなし。 人の 儉 約と 云 所な り。 天下の 入の 好む ところ を 好まざる 時 は 其 財 あまり あり。 其餘を 以て 天下 

の 人の 用 ひざる 所に 用 ゆ、 貧賤 を 救ふ是 也。 是を 慈悲 を 行 ふと 云な り)) 〔0 以上^ 天-一 ョッテ * フ" 

〔。恐 天命 天、 熊 二 トス。 たまもの は 人の 勞 ひかし こくて 人の 道な き 入の 行末 トァ" テ 「夫人 一人 云々」 トァ" ナ"。 * ハ歜 V シ〕 

〇 夫れ 人 一 人生れ て老 ぬるまでの 天祿 あげて かぞ へがた し。 一生の 食物 五穀 菜 魚 鳥 生類い く 千万 ぞ。 衣服：； 冰屋の 財 木 

薪い く 万 數ぞ。 是皆 仁義の 心 有 ((ガ 天)) 故に 仁義の 德を 〔ノ 天〕 勞ひ てた まふと ころの 物な り。 然るに 不仁 不義に して 人の 

道 をつ とめざる は 罪 死に も 入 ((レ 天)) られ す、 天罸 いかでの がれん 終 

〔0 天 親子 論、 熊 二 トシ テ a プ〕  i ひ 

人の 親た る 者 子 をお もふ餘 に、 子の 助と なる 間 は 命の なが からん 事 をお も ふ。 子よ く獨り 立し、 おや ありて 麥 のみ 

なる 時 は、 無用の 老の 身長 生して 子の 苦み と 成と 云て、 命のお はらん 事 をね がふ。 子 もまた 大 不孝 成 者 は 其 益な ふして 

身の 進 & 心の ま- - ならざる 事な どお も ひ 合て、 天 年 を 待 意思 あり。 此 心より 又 子老て 父と なり子 ある 時 は、 亦 父の ま 

儒生 雜 K 卷之ニ  -  ^ 
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どひ あり。 それ 人の 親老 やしな はる、 は 子の ため 福 神な り。 福 神 家に ((ナ クテ 天)) しばらく もなくて かな ふま じ。 子の 

厶 厶厶 〔天〕 

ため をお も ふ ((事 明ラカ 天)) ならば、 何ぞ 長生 をね が はすして、 早世 をお も ふべき や 0 人 皆 幸 を 求め 禍を さくる 心 あり。 

天地神明 ((ヲ 拜セズ ト云人 ナシ。 親 一一 マシ タル 天地神明 天)) なし。 古より 其 親に 孝行に して 名 を あら はし 幸 を 得た る 人 

多し。 天地神明に いのりて 名 を あら はし、 幸 を 得た る 人 は 稀な り。 此理 をし らばた とへ 〔ひ 天〕 無道の 子な りと も、 福 神 

の 家に 久しき 事 を 願 はすして、 何 ぞっヲ 天〕 老 をい とはん や。 なりが たき 行 をな して だに 神に いのり、 幸 を もとめ、 わ 

ざ は ひ を さく。 此 行を此 父母に なさば、 世に 稀なる 孝子と なるべし。 禍福の まよ ひ 有 凡夫 は、 君子より 猶 孝行 まめ や 

か 成べ し。 此理 古より 今の 世に 明かな り。 かんがへ 見ば うたが ひなからん。 老父 母 百年に して 終る 〔りて 天〕 だに 子の 

A  A  〔天〕 

心に たらす。 福 神の しばらく も 家に なくて は 子孫 あるべ からす。 故に 神 位 を もって 孝行 をつ くし、 死して 亡びざる の 

福 神 子孫 守護の 尊 神と あ をぐ もの 也。 又 子の 親に やしな はる、 時 は、 和に して 親の 子に やしな はる、 時 は 和せ ざる ま 

厶 〔天〕  • 

よ 〔遠 天〕 ひ あり。 親 は 子 を 愛する 心 あつく、 子 は 親 をした ふ 心 深， し。 故に かな はぬ 事 を も 親に のぞむ、 親 かなへ ざれ ど 

も こりす、 親い とひし かれ ども 心 ひがます。 是 子の 親に やしな はるる 時 は 和す る 所な り。 親の 子に やしな はる --時 は、 

子の 孝心 をまづ 親の 己 を やしな ふ 時の 十が 一 にもお よばす。 親， の 子 を 愛する は順應 《-| 天)) して 仁心 かんじゃ すし。 故 

厶 〔天〕 

に 子 を 愛せざる 親な し。 子の 親に つか ふまつ るは覲 〔敵 天〕 應 にして 心 明かなら ざる は 愛敬 行れが たし。 故に 孝子に す 

くな し。 此不德 を 本と して、 親の 己 を やしな ふ 時、 なき を 求る をと がむ る 心なき が どくなら すして、 親の 無理に さかる 

氣有 故に、 親 遠慮して 子に なき を 求めざる のみなら す、 叶 事 を も 叉 求す。 此 ひがみ より子の 心に いと は ざれ ども、 親 

はいと ふかとう たが ひ、 まして かな はざる 事 あれば、 こりて 二度 もとめす。 此心物 我と なりて はじめの 和 ひるが へり 

て 不和と ならざる はすくな し。 故に 外に ある 子と は 心 やすく、 養 はる、 子と は 心 やすから す。 古今 まよ ひの 通 情 也。 

大 不孝の 子なら ばな げくべ からす。 此 等の あやまり を も 0. て 孝子 を 小 不孝と なし、 小 不孝 を大 不孝の 子と なす は、 父 

母の 本心に ぉゐ てし のびん や。 父母 子 を 愛する 心 あつく は、 老 をい とふ 事な かれ。 子 は 〔に〕 やしな はる i 時の ((子 ノ 


A. A 

我-養 ハ ル 、ガ 天)) どくに して ひがみな かるべし。 如， 此 して 露の 子の ふく 神たり 

A 天； 

叉 厳君の 下に は 逆臣な く、 殿 父の 象に は 不孝の 子な し。 sss; は 臣の小 不忠 を も 心に と めすして いかる 故に、 臣 おそ 

A  〔天〕 

れて 不忠 を かさねす。 君の 心に いかり をと めざれば 臣 うらみな し。 逆 をな さ 5- れば罸 行 はれす。 跟父も 亦 子の 小不 

孝 を 心に たく はへ すして いかる 故に、 子ぉそれて不^|}^をかさねす。 鋭の 心に ひがみなければ 子 うらみな し。 大 不孝と 

なら ざれば 令名 をう しな はす。 家 やぶれす。 故に 君 父 は 結 ならむ より はむ たい 〔シロ 天〕 我 ま、 なるべし。 わが ま、 

• 毒 

成 は その 惡少き 也。 結構 成 は 其 罪お ほし。 結構と わが ま、 と はと もに 凡 情に して^ 德に そむけり。 中に も 結， ほ は德に 

にる 〔近キ 天〕 やう なれ ども、 實は德 をう しな ひ 人 を そこな ふ 事大な り。 我 ま、 は 德には 大きに そむきた る やう なれ ど 

鲁 參 

も、 心地 光明なる 故に 人 を そこな ふ 事 すくなし。 他人に して は 不可 ((也 さ)、 君 父に して は 可也 0 終 

〇 つ らく 世の ありさま あはれ なる 鉢を兒 るに、 本心 ありがたき 道 を 取う しな ひ、 色欲^1从念を本心とぁ，^ぐのみ賣に 

お ほく、 父母兄ぉ愛敬の道^：^猶さらに取ぅしなひ、 世に 交 * るの みあ はれなる 次第な. 9。 其 有さ ま をみ るに 理 くつ を も 

とめ、 友 だち のな み 25 て 酒 をす- -め、 §iC に まかせて 美女の Isi- 判 衆 道の 意趣 を もつ はらに あんじ. 智^ ネ 5!- をめ ぐらし、 

うは さ を 語り 出し、 他の 非 を そしり、 よし， /^世の中 は 夢 まぼろし、 風の 前の ちりに おなじ。 只ら く を こその みとう 

ちつれ かたる 友 だち を 善人と おも ひ，. 父母 兄.， 心 ある 朋友に かくしし のび ひそかに fgl^ をし めし あはせ などす るの み 

飴り にあ はれな り。 たま.， 心 あらん 友に 交り 同座して は、 かたすみ へ か み、 あくび t 初めい ねぶりな どして、 S 井 

の 風の つま 戶へを とづる- - ともお も は ざり し は. S と あさまし かりし S 也。 性 をう け 人となりたり とも. 何の 益 か あら 

ん。 父母 はこれ を あはれ み、 しづかに いさめければ、 はやく 才覺 をめ ぐらし 返答に および、 父母の いかりた まへば、 

をのれ も猶 いかり を まし、 座 を さりても さま <\ -意念 を もって はかり、 や、 ありて 上^さ まし、 たち かへ りけい はく 

の あいけい をた くみ、 本心 まこと ある 風情に て、 父母に はかり ど をな し、 御こ 、ろをぃさめなどする^^-> 人の 形象ば 

かり、 犬馬 もお なじ。 父母 は 慈悲 あれば まこと 、よろこび をし ければ 惡心 をめ ぐらし， 父母 は 天地な りと いへ ども、 
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天罸も あたらぬ ものな ど、、 口に まかせて いひめ ぐらし、 ましんに ひかる、 のみ あさまし。 父母の くわう だいの ぢひ 

ある ゆ ゑん を 知ざる 所な り。 これみ な 小人の まじ はると ころな り。 人と 生れて 本心なる 德義に そな はり、 誠に 聖賢の 

流 をく みて、 君臣 父子 夫婦 兄弟 朋友の 道 をた？ し 得て、 死に 至り 毛頭ね が ひもな く、 このむ 所 もな くして 靜 にして 一 

生 終， 安樂 自然の 道理 言語に のべが たき は 難レ有 道な り。 されば 金銀 も をのれ にす ぎね が ひ 好み、 何の 益 か あらん。 士 

農工 商 をのく その 家の 一 通ぐ そくせし むる を もとめ 得ぬ は、 天の は かり もお ほし。 他の 毀り も かなし。 此外ゑ や 

うの 物を數 くもと め もちて、 何の 益 有と をい まだき かす。 古哥に 

まよ ひ をば 誰お しへ より 知 そめて 誠の 道のう たが はれけ る 

と あり。 本心より 外にた から を 求る 事 をね がふ ことなし。 凡人の あはれ まよ ふの みに て 口お しく^。 御受用 にも あそ 

，まし^ へ かし。 御はづ かしく^ へど も 任，， 良知-一如 レ此ゅ 以-上 
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^H^s*. 謀計 ハ 雖.， 爲， 1 眼前， 之 利潤； 必當- _ 神明， 之 罸1。 

Hfl+S 示 正直 ハ雖レ 非コー 旦ノ之 依； ^一-、 終 J ま 日月， 之憐ー 

天照皇 ハ 中央 ノ主 土神 也。 我 芦原 一 I 跡ヲ タレ 玉ヒテ ヨリ、 其靈 照^ 育 ノ德ヲ モテ、 天照皇 太 神ト号 シ 奉ル。 故 II 誠 信 

ノ德 ヨリ 正直 ノ神； ^化 ヲナシ 玉 ヘリ。 依估 ハ ヨリ タノ ム ナリ。 正直 ハ 只今 ノ ヨリ タノ ム心 ヨリ ナスべ カラ ズ。 何 モヨ 

キ物ハ 俄 II 成就 セヌ ナリ。 麥モ 冬ノ半 マキ テ來夏 ノ初！ <リ 、米 モ夏 ノ始作 リテ、 秋ノ末 梵ル。 如 レ此月 n ヲへザ レバ 

實ァラ ハ レズ。 正直 ノ善 ハ米麥 ヨリ モ美 ナル物 ナル故 II、 先 正直 ノ赏ヲ 我心 二 根 フカ クウ H テ、 サテ枝 藥ノ榮 ルャゥ 

一一 身ノ行 一一 顯 ハル レバ、 月日 ヲへ テ 天下 是ヲ知 モノ ナリ。 サャ ウノ 人 ハタ トヒ アラワ レズ トテ モ怨 トモ ォモ ヮヌ ナリ。 

不 レ恨ミ 心 一一 テナ ケ レバ 實ノ 正直-一 ァ ラズ。 正直 ノ實 ナク、 正直 ノコ トバ カリ ヲス レバ、 1 旦ハ人 I！ ホ メラ ルレ lii、 

曰ヲフ ルホ ド誠ナ キ處ガ シ ラル、 ナリ。 謀計 ハテ ウギ ハ カリ ゴ ト ナリ。 目ノ前 ノ利ヲ 求テ、 タ -.、 ハナ ラヌ 故-一、 ハカ 

リゴ トヲナ 、ン テ人 ヲ欺ク 一一 一旦 ハダ マシ H テ願" ヲ トグル li -、 人 コソダ マサ ルレ、 神明 、ノ 欺ク コトナ ラザル 故 一一、 、匕ズ 

祌明ノ  ss-l テ、 人モ ャガテ 知ゾ。 タトへ パ毒ノ 酒 ヲ飮テ 喉ノカ ハキヲ ヤメ、 毒 ノ魚ヲ 食 メ娥ヲ スクフ ガゴ トシ。 シバ 

ラク ハ ァケ  >1<、 ャガテ 死 シ亡ビ ナヤ ムゾ。 謀計 ノ毒ハ 毒酒 ヨリ モ猶 甚シ。 故-子孫 マデ亡 ブル ナリ  . 

三 神 本 一 性  一一 メ 直慈義 モト 一 德也。 故  一 I 正直  一 I  メ 慈悲 勇 義ナキ ハ眞ノ 正直 一一 ァラ ズ。 慈悲 _ー  メ； 止 直 奥義 ナキハ fi;  ノ慈 

悲-ー ァ ラズ。 勇義  一一 メ 正直 慈悲 ナキ ハ K  ノ勇義 一一 ァラ ズ。 アル 時ハ共 II ァリ、 是故ー I 知ヌ、 三 神体 ナシ 0 正直 是レ 其ノ 

休す"。 三祌心 ナシ。 慈悲 是レ 其， 心す。 三 神 奇特 ナ シ。 義理 是レ 其， 奇特、 一一； 神ノ 休天滿 自在 ナラ シ ムべキ ハ 人道 ノ正 一一 ァ 

贐生 Si 記^ 之 一 一 一  11=1 
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リ。 三祌ノ 心天 下 一一 明ラ カナ ラシ ムべ キハ ん道ノ 仁政 一一 ァリ。 三神ノ 奇特 天地 ノ間ー I 行ナハ ル べキハ 人道 ノ 1- 義 一一 ァリ 

10$ 雖レ食 S 丸 V 小 匕 S 心 豫乂， 物 V- 

/ 幡ォ， & 雖レ坐 ユト銅 炎 一 不&ー マー 心 汚 人， 處-ー K 

八幡 太神ハ 西方 ノ主金 神 也。 我 芦原 一一 跡ヲ タレ 玉ヒテ ヨリ、 八幡 太祌 ト号シ 奉ル。 故 一一 利 義ノ德 ヨリ 勇猛 淸白ノ 神； _は 

ヲナシ 玉 ヘリ。 タトへ バ食ス ベ キ物ナ フテ、 ゥェ王 ヒテ、 クロ ガネノ 丸 力 セヲカ ミ玉フ ,i -、 心 ノケガ レ タル 者ガ 精進 

潔 II ヲ シテ、 イカ ホド ィサ ギヨ ク供 ズル 御供 ナリト モウ ケ玉フ マジ キト ナリ。 タトへ バヲル ベ キ虚 ナフ テ銅 ノ燒 タル 

焰ノ上 一一 尸 焦ル トモ、 心 ノ汚タ ル者 ノ何ホ ドケッ コ ゥ奇遐 一一 宮社 ヲタテ 、 勸請ス ル トモ、 イタ リ玉フ マ ジ キト ナ リ。 

心ノ汚 レトハ 名利 色ノ欲 ナリ。 名 ハ寶ヲ 失ヒ利 ハ義ヲ 害シ、 色 ハ知ヲ クラ マス。 實ナク 義ナク 知 クラ クバ、 何 ヲモッ 

テ カ祌ヲ ライ シ可レ 奉 ルャ。 心 信 II シ テ義ヲ 思 ヒ、 知 水明 ラカ ナ ラ バ 常 一一 天日 ノゴ トシ。 不レ 祈トテ モ 其人ノ 信 ヲ宮社 ト 

シ、 義ヲ 御供 トシ、 明 知 ヲ岩淸 水 トシ テ、 神明 和 光 同 塵 ノ威ハ 人ノ敬 7 11 ョッ テマ シ奉 ラン。 刺義 ハ天德 也。 名利 ノ利 

ハ 私欲 也。 同 ク是レ 利 也。 然 レドモ 仁愛 無欲 一一 シテ 物ヲ利 スル時 ハ天德 也。 邪見 有 我 I 了 ンテ己 ヲ利ス ル者ハ 私欲 ナリ。 

夫レ八 蟠ハ武 { 豕ノ 守護 祌 タリ。 武士 タル 者ハ 尊信 セズト 云コト ナシ。 モ シ 太祌ノ 御心ヲ シッ 〔リ， -〕 テ、 武？： 久 弓矢 ノ 

冥加 ァ ラン 事 ヲ祈 ラバ、 常 n 無欲 ヲ本ト シテヲ ゴル事 ナク、 信心 ヲ宗ト シティ サ ギヨ カルべ シ 

き 日に 月. 甲 itv^f-rl 千 H 注 速 r 不， 到-邪見， 之 家 r。 

着 e ブほ 雖 i 一一 直 服 深厚； 可レ 慈悲， 之 湾 r 

春 日 ハ 東方/主 木祌 也。 我 声 原 一一 跡ヲ タレ 玉ヒテ ヨリ 春 日大明 神ト号 シ奉ル 故-一 、 仁愛 ク德 ヨリ 慈悲 ノ祌； ヲナシ 玉 

ヘリ。 千 曰 潔微ノ 大行ヲ シテ、 シ メヲヒ キ祈ル トモ、 其 心 不仁 邪見 ナ ラバ、 到リ玉 ハジ ト也。 譬 バ戀シ キ人ヲ ョバ ント 

テ道 ヲホリ キリ、 門ヲ閉 ルゴ ト シ。 邪晃 無道 惡臭 ノケガ レ タトへ ティ ハ ン物ナ シ。 神明 ヲ 千里 ノ外  一 I  m. -ー 〔ミカ〕 奉ル、 ィ 

力 ン シテ 到リ玉 ハン ャ。 人 聞ノキ ライ 一一 クム サマ ぐ ノケガ レヲ、 家ノ內 II アツ ムル 主ノ心 慈悲 ナ レ バ、 微塵 ノ惡 

臭 一一 沈香 ノ薪ヲ 如 •〕 積び。 九天 ノ上 九地 ノ下淸 メザル 處ナシ 。何 ゾタ *、 千里 ノ ミナ ラン。 何ゾ 一家 ノ汚ヲ 忌- 1 タラン ャ。 


べしる _ ^本ク 

し 0 な訂ル 
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^  六 九 

仁 ハ生现 也 • 慈悲 ハ生氣 也〕 夫 * 生理 有テ 後生： m ァリ、 木草ダ 一一 生 S ぬ アル モノ ュ ハケ ガレ ソムク 都 ナシ。 米麥ノ 作物 サ 

マぐ ノケガ レヲ集 テ露ヲ ヌ レドモ 、生 氣有故 一一 少モ ソムコ トナシ 。鳥 水 一一 入 テ濡ザ ル 、 海ノ 魚ノ沏 II シマ ザル、 i^- 花 

ノ 泥-出 テ 淸白ナ ル-, 贫同 ジ。 故 一一 仁 厚博 愛ナル 時ハ、 万 欲モ亦 生理 ヲ 長ズ。 不慈有 我 ナル時 ハ、 欲スクナキ モ何ゾ^^ 

ブ 一一 タラ ンャ。 宜ナル カナ、 春 日 大明神 ノ重服 深厚 ノケ ガレ ヲ厥ヒ 玉 ハズ シテ、 慈悲 ノ{ 豕ノ守 誕祌ト ナリ玉 フ^、 故 一一 

知ヌ 仁. 者 11 ハ 忌ナキ 慰. ヲ" 只ヒ トリ 春 日ノ神 ノ、、 、 一一  ァ ラズ。 然ル 一一 天神地祇 三十 番神諸 ノ祌明 慈悲 ノ家ヲ 守 謹 シ玉ハ 

ヌハ ナシ。 故 百難 ヲ即 滅シ 万福 ヲ來 ラシ メ 積善 ノ餘 子孫 一一 及 ベリ 


聖舉彌 無- 1 閒斷， 御 受用之 3 曰 自他 之 大幸不 レ過レ 之奉レ 存^。  拙 も 不- 相 易, 罷 在^。 病 氣故宿 斗罷 在、 江 _四 已 〔以 《*〕 來 

之 舊友を まねき， 舊夂 、\<&1夜 義論講 明 仕 ゆ。 只今 迄に 無レ之 至論 共 出來必 爲，, 聖人, の 功を勒 申^。 此 比之說 あはれ く 

貴 面に 申 上 度^。 夕 庵と 毎々 御 g.&a3^。 如レ仰 小人 は 天に そむき 申 迄に^。 大 なべに 水澤山 故、 へりし ろ はやく 兑 

ぇ不 申^。 火つ よく 御座れへば、 運命の 水たり 共す ゑた のまれ 不 申^。 天の f お 子に して 人の 小人た る 俊 明、 久世 公へ 

申 進^。 舊 習の 俗 樂に御 ひかれ 被 成^ 由、 俗樂は 苦み にて 御座 ゆへ ども、 まど ひて 樂と兌 申に て ゆ。 狂人が 我 を 

捨て 野 山 辻堂な ど を 住家と 仕： § どくに て^。 我人 も 亦 一 脉の 仁より よき 安宅 はなく^へ 共、 拾て 有 我心 OW ハ 〔沐 下"〕 の 

苦 家 を かぞへ 申： s。 狂人 狂 病 さめて 野 山に して 安 じ 可 申 哉。 吾人 も亦此 まど ひとけば 一時 もとめが たき 有 {&〔tiv.=a 

の 人欲に て 御座^。 以上 

隆綱公 へ  们^ 

中江與 右衛門 書翰 
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八幡 濱 にて 御迷惑 之 由、 さしても なきす、 〔く〕 みに て 御座^。 自己 心 上の 邪 を 能 去、 他人の 不 〔無〕 禮不儀 をば 御 かま 

ひ 有 間 敷：^。 汝は汝 をせ よ 我 は 我 を せんの 心 持 肝要に^。 座敷な りに 御 もてなしの 由、 大方 はよ く 御座^ 得 共、 其 上 

に 自己 心 上の 獨を 御つ k しみ 可 有：^。 むかし 程 明 道 伊川 兄弟 共に 酒宴の 座に 御座れ 時 ((酒)) の あいさつ ((に))、 遊女 35 

てうた ひ 舞 i へば、 伊川 は 座 を 立 やぶり 御歸^ 〔り〕。 明 道 は 其 儘 御座^て、 酒实事 終て 座中の 人々 と 1 度に 御歸 り、 

其 明日、 明 道 伊川 御 對面之 〔候〕 折節、 伊川 は 昨日の 遊女 を 嫌 ひめされ たる 心と けす、 顔色 おだやか ならす： S へば、 明 

3!^ の 云く、 昨日 座中に 遊女 あれ ども 我心に 遊女な し。 今日 座中に 遊女な けれど、 そなたの 心に 遊女 有と いましめ 袷 ひ 

き。 伊川 も 不レ及 所と 嘆 じ 給 ひきとなん。 是 にて よく 御 休認惣 じて 宇右衛門 〔彼 者〕 に かぎらす、 誰 にても 向 ふ 〔ひ〕 の 

人に 目 を 付た る は あしく J§。 只自反 愼獨の 心に、 我む かひ を あいしろ ふべき 程 を 能 勘へ てあい しら ひ、 むかひの 我 を 

悅と不 悅と はかま はざる がよく^ 

r_r ク率ー 熊 潷氏書 簡トァ リ〕 

〇5 キ畢 御受用 無， 一間 斷 1 御座 ゆ 由、 自他 之 大幸不 レ過レ 之い。 愚 拙 も 病 者に て 何方へ も 不，, 罷出, ゆ 故、 去夂 朋友 之 同志 

を まねき 昼夜 議 ii 講明 仕、 互の 合力に て 加增、 近年 不レ覺 至論 共 出來、 聖之至 味い にしへ ならす 存^。 此 比の 儀 其 御 地 

同志 中へ 爲レ聞 申 度^と 夕 庵と 申 事に 御座^。 備前 公^ 御 近 修之由 切々 御 狀も被 下^。 夕 庵 物語 にても 承 大慶 奉存 ゆ。 

上達 之 儀 は 中 人 以下の 質に て はよ ほどむ したて、 火 切 を不レ 用して は 印 ありがたく 御座^。 上達な きとても 進て 一生 

無-間 斷 一^へば、 善人の 名 は 失ひ不 申： s。 必爲， 1 聖人 一の 志 K ならざる 故に、 舉で日 新の 功少 きに て 御』 MIS。 小者 士と 

なる 志 K にして 小者の 徒安ぜ すば、 しばらく も 小者の 徒 を樂. "すして、 心に て 身 持 日々 士の風 あらん 必是を あげん。 此 

學者も 亦 凡夫の 徒 を 不レ樂 "して、 日々 に爲 -1 聖人 一心 術 躬行 あらば、 天 必是に 賢人 君子の 名 を ゆるさん。 何 ぞ悠々 とし 

て 一生 を 空.， する や。 悲 "べしく 

與 &領大 ー書曰〔_«〕 


祸心 ざしう はの 空に て、 自反愼 獨の御 受用成 兼 申 旨 * 御尤 ながら さたの 限と 塞 i 存^。 心^？^^面に常住不息の良知之主人 

公 御座^。 此 君に 御對面 なされ 工夫 御 勤 ：5 は M いっとな く浮氣 除き 可レ 申^。 扨 工夫 間斷な く^は J -、 程なく 主人公 

〔に _» し 御 對面可 レ有レ 之：^。 主人公に 御對面 以後 ((は ほ)) 萬 事 之顚倒 のぞき やすき 物に て^。 能 々御 体認 

又 〔答- 1 谷川 寅 ls〕 

工夫 聞斷 のみ、 同志 會合之 時節 は 心 もす くや かに 淸卟 へど も、 俗に 交る か、 獨座之 時 は 心よ はく、 むさ./^ とけ がら 

はしく 御 入； S 由、 とかく 本体の 見 付な く、 忠信 を 主と する 取 入な き 故にて は 〔候 你〕、 同 は C 志 ほ〕 合 之 時す くや かに 港 

き 様 成 は、 El 氣の發 散に て、 本体の 剛健 潔靜 にて 無，， 御座 一 ((候 3. 故に、 俗に 交り 〔るか 獨 之 時、 陰；^;?^ を W て 

昏晴 pi〕 に^。 一 阳ー阴 之屮に 剛健 潔靜之 本体に て 御座^。 それ をよ く 見 付 て、 一 心の 主宰と 可, 被, 成 は。 如， 被，, 

仰 越 - ゆ 成 病 は をの づ からな きものに て 。 是を 忠信 を 主と すると 申^ 

答 fi 岡 村 一書  ， 

心 喪 之 儀 御 尤奉レ 存^。 令の 風俗 之 中に て 御 取 〔執 _»〕 行 可， 被, 成 ゆ 事大 略 有增窨 付進レ 之^。  fs^ 子に まいり^も の は 木 

<J 厶 〔膝〕  A  8 

生の 父母に ((は ほ j) むか はりの 喪に て 御座 i ；。 心 喪：^ は 〔も _«〕 其 旨〔 間お〕 と可レ 被， 一思 召, ル。 喪 之內は 色欲 ふっと 絶 巾^。 

食物 は 肉食 其 外 何 にても 厚味 之 物 を 忌 申^ 法に て へど も、 今の 俗にて 左様に は 成不レ 申^。 -常ぐ に 何となく 人目 

に 立不， 申 II〕 に ((厚味の 物 を 不レ參 様に さ」 御愼、 隔 心の 所へ ((のさ) 振舞 か、 又は. のがれざる 座敷に て は 何 にても 可, 參 

^。 其內 ((にさ) 何となく 目に た i ざる 様に すくなくまい り^ へ かし 〔可 レ參候 ffio。 何事 にても 歌 ひ 舞悅び さはぐ 所 を 御 

よけ、 本より 諷 など 御うた ひ^ 事 ((勿論 さ) 御 忌 可， 被， 成^。 歌 ひま ふ 成 敷 にても のがれざる 様に^ は V- 、共^ 御座^ 

て も ((心 之き) 哀戚を 御 失 ひなき 様に 可 レ被レ 成：^。 うた ひ 舞 所 を 御よ け j§ とても、 何となく 角の なき^に 御 もてなし 御 

尤 に：^ 

右 は 外様の 愼 にて 御座^。 心 喪の 本意 は 心の 悲を 忘れざる ((を さ) 第一に 仕： s。 隙の 御座^ 時 は. いつに よらす しづか 
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なる 所に 靜应被 レ戎、 母の 眙 中に やどり^より 二つ 三つまで 母の 苦 身 〔勞 雄〕 の 恩愛 の 恩な ど、 つくぐ と 思 召 孩提ょ り 

XJ のかた 習 染る心 共 を 除き 去、 . 赤子 孩提の ((時の さ) 心 ((此 f: にあり と 能 御體認 赤子 孩提の 愛敬の 心さ) を覺 〔見 恋〕 付け 

((候 而 藤))、 哀戚の 誠 有が 心 喪の 眼、 學 問の 急務に て 御座^。 此所 をよ く 御 懈怠な き 様に 可 i 被：， 成^ 

先祖 父母の 鬼神の 祭樣は 色々 むつ かしき 御 事共 御座^。 殊 ((に 藤)) 今の 俗 之 中に て 御 執 * 行 ひ 難き 事 も 御座^。 《是 さ) 外 

襟の 格 法の 事に て 御座^。 祭の 本意 は 孝 德の誠 敬 を 第一と 仕^ 聞、 そな へ 物な ど は 先祖 〔俗お〕 に隨 ひ、 そ G 宗門 作法 

になされ、 瞎 をす ゆる 時、 拜 する 時、 如 在の 誠 敬^ 心 を 御 盡し可 レ被レ 成^。 祭の 前日より よく 潔 齋は可 レ被レ 成 i ；。 祭 

A 厶 § 

祀の格 法な ど は 貴 面なら では 委難， 1 申盡 一^。 先 第 一 儀の 誠 敬 を 御療し 可レ被 1 成^ 

答 S 叔 一 -I 

色 念お こりが ちに て 御 心な やみ^ 由、 少年の 通 病に て^。 色 を 見す して 此魔 障碍 をな す 時 は、 惡 〔色 ほ〕 念お こらざる 

時の 心 あわ ひ 〔相 碟〕 、坦荡 々にして 命鬥の 火く だ P  、腎水 かたぐ 〔くお〕 とじて 形鉢康 健なる 事 ((を 趣)) 考 へ 、 惡 〔色 ほ〕 念 

おこりた る 時 は、 淫欲の 熱氣心 盱を薰 ずる 故に， 心氣 浮躁、 胸中 ^〔^B〕M 小腹 張 急に、 小便 淋滴、 百病是 より 起り、 

心う かれいな 物に て^。 此 二の 苦樂 損益の 對算 の符を 用^へば、 魔障 次第に 退散す る 物に て^。 扭叉色 を 見て 不義の 

色 念お こりた る 時 は、 淫乱 眼前の 害， 將來の 報、 ((欲 ほ)) を とげて 後、 常にく やし かるべき 苦と、 欲 をと ぐる 樂み 暫時 

の 事に して、 何の 益 もな き 事と を對箅 して、 色魔 を いとひ^へば、 退散 成 やすき 物に て^。 其上大 〔火お〕 枕に 一 儀の 後 

そばに 置と むな きとなん い へる どく、 精の もれざる 内 はは なれ ((とむな く  E)) した はしき 心、 精 もれて 後た ちまち 變じ 

て そばに 置と むな くお も ひ ぬれば、 本 來色念 は 欲 火炎 上して 氣 みだれ 心う かれた る魍魉 なれ ぱ 羞. 31- の大 陽？ i 一し 給 は 

t.、 たやすく 消失ぬべし。 彼 港 魔、 氣 のみ だれ 成 事 をよ く辨 へな ば、 其 念 放 下 容易た 〔か E〕 るべ く：^ 

どゥじ 

一、 愛敬 中和の 獨 御 見 付被レ 成が たく： ^旨 御 鉢認の あやまり にて^。 欲に 動す 物 〔。す ラ寸- 一作 "「ど ラ しすん もつ」 トほ M セ 

レ Kf ラ ン。 寸 ハすノ i  -ー  テ 「どうじ や 物」 ナ V ヘシ。 理ハ不 動ト ャリ〕 に 滞. - ざる 時 《の 心 をよ く 觀察可 i 有 候。 此時 のさ； 心氣の 象、 


溫和 慈愛 恭敬 惺々 成 物に て^。 此心 則. - 愛敬 中和の 獨 にて^。 此 II をよ く御兑 付^て つねに 愼み 守り、 視聽 言動、 行 

住 座臥、 茶 裏 釵襄、 昝此 主人公の 下知に したが ひぬ る 事 を 愼獨の 工夫と 名 付。 かく ss± へば、 いつも 取と めた る 

工夫に て^。 此 主人公 だに 明 に^へば、 いづれ の 逆境に 對 しても おびへ さはぐ^ 毛 g; 無：， 之： S 

一、 御 母 儀樣へ 御つ かへ^ 時、 和 厚の 心なく • 却て 窒？ 5 有レ之 旨、 是は 心の すくみた る 故にて^。 本 米の 心 は 流 

厶 SJ 

行、 典 要 無、 格式 ((なく s-)、 和 豫圓通 成 物に て^を、 知識 開け 情欲 起り 初 A てより このかた、 色. r の^に そまり、 格 

式典 要、 其 外 世間の 万事 万物に 付て、 好 惡の執 滞、 是非の 素定、 方寸に あつまり、 凝て 阅通 和豫、 活^ 流 〔周 8〕 行 

の心截 すくみて、 圭角 むねに ふさがり ぬる ((を 碟，) 凡 心と 名 づけ f く ほ： r 如レ此 すくみた る 凡 心に て 御袋 様へ 御つ かへ 

被》 成^ 故、 胸中の 圭角 聲に發 し、 色に あら はる.^ 故に、 慈母な りと いへ ども、 其 圭« のさ はり 必ず 報 ひ あるに 依て、 

彌和厚なく窒碎有^！に御覺^。  々のす くみ を 放 下して、 孩提 C 心 を 方寸に 明に して 御つ か へ^は. -、 GI? ，和.；？ K 

通の 本然、 色に あら はれ 聲に發 し、 本より 慈母 なれば 其孩提 の和豫 にこた へて、 溫氣 いやましに 和- 胸に 滿^ はん 

ま \ 露 も窒碍 の覺へ 御座 有 問 敷^。 此 体認 急々 如， 1 律令- 

答 田 邊子一 _ 

心 法の 取 入 成が たく、 善惡 の合戰 のみに て御暮 《しさ)^ 由、 善 惡の赏 鉢 を御辨 へな く ゆまで 〔祺上 e〕 にて、 跡 を. めて 

謇 •  • 

善悪 を 御定ゅ あやまり にて 可 レ有レ 之 候。 善惡の V： 体 は 心 上に 有て、 ハサ 3&_»〕 跡に あらば 〔す g〕 一  念 良知に 致る を ー.^ とし 

て、 一念 道に 離る、 を惡 とす。 然る 時 は 善惡の 合戰可 レ有理 りなし。 如何と なれば 一念 良知に 致る 時 は. 滿腔子 蕃な 

れば、 敵對 すべき 惡 なし。 一念 逝 を はなる」 時 は 〔滿 ©〕路 子 裏鬼窟 となって、 退治の 主人お をう しな ひて、 征伐の 

勢な し。 是 にて 善悪の 合戦の 覺、 誤り 成 事 を 御 辨へ可 レ有レ N 〔候 ゅじ>學 術 を しらす、 主人公の 守りな き 方寸 を、 辻 に 

たと へ 申^。 迁 堂に は 主人な き ゆへ に、 或 時 は贵人 高位 も 腰 を かけた まひ、 有 時 は 乞食 非人 も を収 〔かり 或 時 

は 狐狸 蛇 蝶の 住家と なる。 そのごと く、 Hi 人な き 方寸に も柱來 寓居の もの、 贵賤所 を あらそ ふ を、 特 si- の 合戰と 御辨へ 
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^t〔， ^ま 量 申^。 此 寓居の 者 は、 貴賤と もに 覇 旅の あだ ものに て^ 間、 盡御進 〔逐 ほ〕 出し^て、 堂に たと へたる 方 

寸 のうちに、 光明 赫突 たる 本尊 ましく；^ 間、 それ を 御 さがし 出し^て、 此堂 主と 御 定^ は 5-、 いづれ の もの も 近付 

申 まじく^。 此 本尊 無上の 威力 まします 故にて^ 
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人 日立 春 

マサ  ぉヅテ 

春度リ 春歸ル 無？ 限 リ春さ 今朝 二 始テ覺 ^人 r 從， 今 M 己- 應； _1 猶テ及 マ 顔- 與 r 一 梅花 一 俱-ー 肖 7 新ナ， 

別 S 第一- 

骨肉 #1 枝葉- 結 ズ乂， 亦" 相 e 因ル 四海 皆 兄 第 誰.. 爲； 一 行路 人- 况ャ我 力 連枝 甾 與ふ同 二 身 昔ハ爲 r^lr 與ぃ谅 

今" 爲 .3 參ト與 プ辰  , 

〔。コ ノ. y-厶 古詩 ト ァリ〕 

結 魔 在 ri 人ノ境 一 一 而モ無 f: 車馬 ノ喧？ キ 向 一け 君-何 ゾ 能ク爾 A 心 遠メ地 自ラ偏 レ.' 采ニ 菊， 東籬， 下-一- 悠然 トメ 見 3 南山 T 山氣 

日夕 佳ナリ 飛鳥 相與- ー還ル 此ノ中 有 j 眞意- 欲い 辨.； 已- ー忘レ W 言" 

妾 薄命  陳無已 

主家 十二 樓 一身 當 1_ 三千 一- 古來妾 薄命 事 ル：： 主- 不レ盡 UK 起舞爲 --主， 録 T 相 送 * 南 陽， 阡 忍. -ハ 着； ri 主， 衣裳 T 

爲； X, 作， 一春 &  ,有，聲 當； 一徹$ 夫- 有 レ涙當 核 死 者 螆ク" 無レ 知ル， 妾. - 身長へ- -er 憐ム 

.  .  石 川 氏 丈 山 

家" 隣 狐 冤， 窟ー 削- 不， 求" 謁 IT 過 K 村； 鳴 螢， 义 S 樹 一沒ス 風" S 雪 外， S 水" 留ユ 山間， 月 T 

富 得 U 如？： さ 石 崇？ 誰 * 能 ク照 rr 白骨？ 

忍  志 賀道恕 

省 S ，努力 テ習チ 成 レ性ト 何物 * 對來 テ不レ 動. 情，' 平素 可い ゾ磨 r; 心 上， 5 人， 利害 .H レ 玆生ズ 
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時習 

花 ノ色ー 一 染 ナス 習 ヒ有 明ノ月 II モ メ. テズ 〔ヌ お〕 心シ ル 〔ヅ！ §〕ケ シ 〔la〕 

利 E テ 

安 〔あほ 。安 ハぁノ f ナル べシ〕 キ家ヲ モト ノ栖 ト知ヌ レバ 吸 ルサパ カリ 思 出 ハナ シ〔©;- 

プ  一 rth 

ネガ イナ ク又 ォソ レナ キ心 アラバ 虎サ ェ爪ヲ 澄所ナ シ 〔藤〕 

不レ念 ーハ， 奮惡？ 

流行 ク水  一 I ヒ トシ キ心 アラバ 何カケ ガレ ノア ラ. ン世ノ 間 〔3 

知レ耻 

我ト我 〔わが 膝〕 心 一一 ハヅ ル物ナ ラバ 耻べ キ コトノ 無 キ身ト ゾナル 〔s〕 

知？ 本，' 

ハカ ナク モ悟 リイ ヅ コ 一一 求メケ ン マコ トノ道 ハ我 11 ソ ナヘ ル 

明， 一々 德 V 

ヮザ 

ィ カデ 我心 ス月ヲ ァ ラハシ テ閹. 11 マド ヘル，^ ヲテ ラサ ン 〔®〕  - 

不與 

身ノ 中-一 ァ 、ヅ カラ ザレ バ マ ヅ シ キ モ 富 モヒ トシ ク樂 メル ナリ 〔ls〕 

母 ュ自欺 

虎 ノ威ヲ カル ャ狐ノ 心 ヨリ 其 身ヲ餌 〔。えば *a〕  - ス. ツル ハカ 十サ 〔《n 

存養翁 察 之/ 

* 穴 


シヅ カナ ル心ノ 水- スム 月ノカ クル 、浪ヲ 時 二 定ムル 

有處 〔。藤 • 此歜可除古^^ナリトせ-ス〕 

イカ  一一 ノヤ 哀レ  一 I 屮：： 〔メデ お〕 テナ ゾ へ ナ キ舂ノ 花-一 モソ 、 グ Ji3 〈〔は〕 

題 S 時 

詠メ ント 待處ナ ク時ヲ シル心 一一 バ カリ 〔ばかりに ®〕 月花ハ ナ シ 〔お〕 

題 II 名利 一 〔あ、 題スナ -ン〕 

トテ モ名ヲ ネガ 〔ォモ *〕 フトナ ラバ 久カ タノ  {仝 一一 譽ノ有 ヨシ モ 哉 〔せ〕 

i 凡 S 

何ヲ 〔と 臨〕シ テナ ダサ マ ジ 〔めんお〕 ト モォ 乇 ホへズ 定メヌ 心サダ メナ キ世ハ 〔*〕 

適莫、 是千事 万 苦 之 本 

心ダ 一一 ヨリス クム コト ナカ リセ バ思 ヒノマ 、ノ人 ク世ノ 中 ow〕 

心不 1 在 ，焉- -、 視^.^ 而不， 見、 聽ケ化 而不レ 聞 

鶯 ノ鳴ヲ 〔て 《:} フ コ トモ 花 モイ サ知ラ デ恭ヲ シ送 ル山賤 c®〕 

世界 只 是當下 一 念 

逝 ハヤ リク ル ハム 力へ ズ旲 竹ノ フシぐ ワタル 人ノ 世ノ中 〔！ 《〕 

贞 而不諒 

ホカ  • 

外 モナ ク高ク 照 日 ノ光ァ レ バ消テ 〔ふ ほし 跡ナ キ人ノ ト モ シビ 〔ほ〕 

欲 5 明 一-,？，. < 德.^ 於 天下一- 

タマ ウテナ 

汚 ルべキ チリ コソ ナケレ 世ノ聞 一一 染 テク ロマ ヌ靈 ノ臺ハ 〔18〕 
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自心 不二 

シ ホレテ 

風-一 ナビ キ 露-一 ム スビテ 女郎花 身ヲ心 トモ セ ヌ スガタ 哉 〔ls〕  〔0  二 句し ほれて _a〕  . 

如 〔好 s〕ll: 

t タス ラ 

自 ラ四ノ 海 皆 我身ナ レバ 一向 コノミ 問 フ天ノ  〔ッ s〕 道 〔睡〕 

微驅 一繁 念 者 去 道 日々 遠矣 

天 原 フミ トヾ B カシナ ルカ ミ乇ォ モヮ中 ヲバサ クル 物カハ 〔®。 藤 頭注 -ー 古今 集 十四 11 a グト云 ヘリ〕 

頑 空  / 

物 ヲ逐フ ((は 8)) 身ハ {4! 蟬ノ カラ 衣 立居ゥ カレ テ我 ナラ ヌ袖 〔©〕 

良知 無， 知、 無， 不， 知 

移ラズ モ カゲ ヲ留テ 又サラ 一一 物 ヲ照セ ル鏡ャ ハ アル 〔s〕 

常 一一 シモ ムナシ カラ ズハ 明 I 一  鏡 ノ物ヲ 照スべ キカハ 〔ls〕 

舉ビ得 テ心ノ 月 ャ花ヲ ミ レバ チ、 -、 ノ金 一一 當ル 一 時 〔お〕 

神武 而不レ 殺 

キケ 

鬼祌 ノヲノ コノ國 ハヲサ マ レリ 惠ヲ 聞バ昔 モカ モ ナ シ 〔_»〕 

〔o 閗 底本 閤に 作り キケと 傍訓す 再版 本に よりて 改む 0 力 モナ シ 底本 カナシと あり 再版 本に よりて モを 補.^:, 

人 聞 世 〔生 ®〕 

好 アシノ 色 一一 心 ヲト、 -、 メネバ 柳 ハミ ドリ 花 ハク レナ ヰ 〔ほ〕 

古 右 吟超脫 利害 心 〔。ほ. 古 右な〕 

ス マサ  タ  ► 力 

月 華 一 一 サシ テ心ヲ 住 〔B マ カセ〕 ネバ他 一一 ゾ任 セル 〔さも あらば あれ ほ〕 雨 風ノ 聲 r おと 5  〔_B〕 


天機 不 レ能 レ已、 不 レ可レ 易ル、 才涉誓語ーー非^^本体- 

ィヒ  ユキ キ 

夢 ト云覺 ルト云 ハ 惑ナリ 月日 ノ往來 春秋 ノ時 〔s し 

明 德之應 接、 如 一，， 明鏡 之 照-萬 形, 

サ マん、 一一 時 ト處ハ 〔と _a〕 代リ ァレ ド誠ョ リ成 世ノ人 〔人 の 世 .《〕 ノ ヮザ 〔ほ」 

大人 不レ 失-赤子， 之 心 V、 是 以常樂 

其 マ 、 一 I 安 力 リシ 身 ヲ三毒 ノ心ョ "ゥキ 人 ノ世ノ 中 〔a〕 

願 レ外則 万境 皆 ナ成； 1 苦惱 1 內ヲ 守お. ス滿， 目，, 雲 山？ 俱是 樂 

外 一一 願 フ心ソ 〔は 憂世々 ノ中 一丁 意ナケ レバ 樂 ミノ ク 一一 〔お〕  1 

柳緣 〔綠， 0 花 紅、 都是 春、 若、 非緣 〔綠〕 是紅， 不住 C 作 ほ〕 世界 

貧キ モ富モ 長閑 一一 住 春 ノ柳ハ ミドリ 花ハ ク レナ ヰ 〔ほ」 

世間， 凡 態 如-矮人 之觀 場, 〔na。  a. 人 聞 世 トス〕 

何 トナク 待 心 ヨリ 人 一一 ヨリ テ泣 モ笑モ 我ナラ ヌワ ザ 〔藝〕  - 

無" 利害？ 無 樂 一-者、 自然， 本 ((體 さ)。 有-利害？ 有，" I 憂樂 1 者、 意 念， 之 分^ 

ヲノヅ 力  リ ザ ィ ユウ ラク 

何直モ 自 ラナ ル世ノ 中 一一 惑ヒ テ作ル ((は ほ)) 利害 S 樂 

知， 本則 如，, 水 〔？ シ〕 盪 I レ舟、 逐レ末 則 事々 皆 陸 沈 

世 ノ海ノ 〔は ほ〕 渡 リ安キ I 一身 ノ舟 ノカヂ ヲ絡ッ 、ゥ キヌ 沈ヌ 〔B〕 

安身 立命 都 有- 〔在 ほ〕于 一 心, 

世 ノ中ハ トテ モカ クテ 乇 有ヌぺ シ心ヒ トツ ヲ 住家 ト 思へ バ 〔_=5〕 

行 _1 其 庭 1不， 見-其 人, 

11 生雜記 3^ 之 四 


恭山 *W 集 第五 册  一一 H ハ 

天地 モ心ノ 中 一一 ソナハ レバ 心ノ. 外 一一 何 力 ミルべ キ 〔®〕 

面白 シ 〔く ほ〕 心ノ時 一一 ヲ モ ムケバ 月モ嵐 乇花モ 紅葉 モ 〔ほし 

匕 タス ラ 

詠メ ント 一 向 思 〔した ほ〕 フ心コ ゾ月ノ 村 雲 花 ノ風ナ レ 〔《0 

勿 レ縱- 染指之 欲-  . 

フル トミ バ ツモ ラヌ先 一一 ハ ラエ 只 風 有 松 一一 雪 折 ハナ シ  . 

常- _ 無欲 *^ 以テ見 其 妙 1 常 _ 一有 欲， 以テ見 fi 其 鼓 T 

色々 ノ クサ ノ葉色 一一 ヲク 露モ ハラへ バ 終-一本 ノ 白玉  . 

ヲ クマ、 一一 クサ ノ葉 色ヲ ハク 露 ハ拂ハ ズトテ モ本ノ 白玉 

君ガ スムャ ドノ コズ ェヲュ タノ マ モカ クル、 マデ I 一力 エリ ミシ ハヤ 

人 聞 萬 直達 觀看、 食 亦 遊戯 一 局棊 ； 弄 丸 トス〕 

ァゾビ II ト生 レキタ リシ マ ヒノ庭 イサカ ヒテシ 〔して _K〕 モャ ブル 物カハ 〔趣〕 

• 癧 

題- 學文毀 一 

我 身ヲバ ノヤ ト ナスべ シヒヲ ィル、 人ノ ゾシリ ハノダ メナ リケリ 〔ほ〕 . 

恐 1, 天命 7 

タマ モノ ハ 人 ノ勞ヒ 力 シ コ クテ人 ノ道ナ キ人ノ 行" ス ェ 〔8〕 

答つ， 中 村  一 3 

知 止ノ功 無，, 圔方 T 思 召 3 曰 御 尤候。 此， 事 簡リぉ 明白 一一 候へ >5-、 習 ノ蔽ヒ 一一 テア キラ メガ タキ 物-候。 久 〔又 &〕 右方へ 御 

- . .r-  ■  ■--    -nnntft 


よ 再ズコ 

る に 

本^ 底 
_ に る 本 


<1 

下シ候 法語 ノ類 I ーテ ハ、 中々 取 入 有 レ之事 II テハ 無- 1 御 坐 一 候。 用 力 下手 ノ^ 地 有 增卞； ： 付 進 傲。 能 御 合点 御 体^ 可 レ爲- 

幸甚 一 候。 知 止ノ功 或ハ無 叟ノ 時、 或應叟 接物ノ 時、 無二 油斷 1《^_« し 認- 觀ぉハ 親切  一 I 候へ， バ、 感ノ淺 ぎ 一因 テ：^ 速ァリ 

トイ ヘル、 工夫 ョク 穗リヌ レバ、 必 開悟 ノ 時 有 レ之者 一一 候。 先 志 ヲ堅ク 立お 効 ヲィゾ ガザ ルヲ 工夫 ノ 第一！^ トス。 扭 

意 必固我 惑 ヲ能辨 へ、 其根ヲ キリ ハ ラハザ レバ、 休 認ノ功 カヨ ハキ物 一一 候。 夫 明 德ノ德 タル 叟、 寂然.^ 励-一 シ テョ ク 

厶 〔雇〕 

天下 ノ故 一一 通ズ。 無直ノ 時ハ、 祌明ノ ((眞 _«)) 德ヲ 具へ テ 寂然 不動 也。 有賓 ノ時ハ 神明 ノ德 通メ 寂然 不動 也。 ^直 ノ時 

モ、 無叟ノ 時モ、 寂然 不動 ノ 《本-、) 休少變 ル所ナ キ叟、 譬バ鏡 ノ照ス 時ト不 k 時ト、 虚明ノ 木 休 3- リナ キガ 如シ。 而 * 

ヲ無 蔓ノ時 寂然 不動 ナリ トイへ バ、 稿 木 死灰 ノゴ トク 思ナシ * 賓^ テ感通 スル時 ハ氣機 (-、 の 鵬)； 發動ヲ 認テ、 明 德ク本 

体 一一 モ動ク 時有ト 思へ ル 惑ヒ、 學者ノ 通 病 ナリ。 明 德喜叟 ！ー感 通スル 時ハ、 ^；^ 動 テ升ル ユ 闪テ、 共 色^ シク、 其聲 

ヲグャ カー 一、 其 威 ノドャ 力 也。 明 德哀直 一一 感 通スル 時ハ、 陰 氣動テ 降ル- 一因 テ、 其&ィ タミ、 其聲 ナヤ ミ、 共 威-似 

セマ レリ。 其 余 ノ七情 モ亦皆 如 i 此。 形 氣ノ發 動 ハ明德 ノ感通 一一 本ヅク トイ へ ル、 明 德ノ本 休ハ此 一一 〔此 i ロモ動 所ナ * 

力 ハル 所 ナク、 寂然 不動- シテ、 祌明照 * タリ。 ((ij れを _«ヒ 止ノ 本体 トス。 無叟ノ 時 II ハ認 アヤ マリ ((有 《-))=^ キ 一一 因 

テ大舉 一一 ハ 新民ノ 心-一 付テ 至善 ヲ指 点ス。 傳 文如レ 保-赤子 T ノ てぉ、^^-，此意ヲ發明ス0 赤子 ヲ保ッ 明 ノ心ヲ 能 休^ メ * 

氣 機ノ發 動ヲト メズ。 本体 ノ感 通スル 處ヲミ レバ ((純一 無雜 也. 《,)- 純一 f; 雑 成 トキ ハ、 本体： Hi 碟シ テョ ク愛 ス。 純！ 

無雜即 寂然 不動 ナリ。 毫髮モ 離 ル虚ァ レバ 即勅 ナリ。 寂然 不動 一一 ァラ ズ。 ((此 B》 純一 無雜 ノ心ヲ ((よく さ) 見^ ルヲ知 

シメシ 

止 トス。 孟子 入レ 井一 1 赤子 ヲ見 テ、 怵 ^ 惻隱 ((す。 惻 i; さ) ハ仁ノ 端ナリ ト示シ メサレ タルモ 此， 意 也。 休^ 惻 13 ハ； 1-!^ 

ノ發動 ナリ。 仁ノ 本体 一一 非ズ。 故 一一 端 トス。 保^ 惻隱ノ 發動ハ 純一 無雜ノ 心-木 ヅク。 純一 無雑/心 仁 ズ木休 ナリ。 

有 直ノ 時、 念 慮 接 乱 一一 シテ、 工夫 成ガ タケ レバ、 無 ノ時 ョク休 験シタ ルガ ョク候 0 屮^ 一 1 1*1 怒 未 レ發、 ISIVNT 

中, ノ 一  句無裒 ノ 時 ((にさ) 止ヲ 知ェ？ £ヲ 指 点ス。 .g: 直 一 I  メ喜 怒哀樂 イマ ダ- 小レ俊 時、 種々 ノ^ 心、 機々 ノ^ 好、 ノ 

見解 等ヲ放 下ノ、 心 源ヲス マシ^お ルス. ル時、 純 1 無雜、 神明 Si  〔昭 s〕 々トノ 毫髮モ 倚 虚ナキ ヲ中ト 名 付、 此 中お ぉノ 

儒生 雜 s^i 卷之四  1 一一 七 
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時 万物 一体 一一 ノ物 我ノ隔 ナシ。 是 ヲ止ノ 本体 トス。 無叟 ノ時ハ 中庸 ノエ 程 一一-ヨリ、 有 賓ノ時 《大學 ノエ 程 一一 ヨリ、 ェ 

夫 閒斷十 ケ レバ • 必止ヲ 知 モノ ナリ。 旣 一一 止 ヲ知時 ハ . 一 念 獨知ヲ 愼ミ、 カリ ソメ 一一  モ 此， i! ヲ離レ ザ ルャゥ 一一 カヲ^ ス 

ヲ愼獨 誠意 ノエ 夫 トス。 一念 獨 ((知，) ノ內， 止ノ 神^ ュ昭々 タリ。 大底 工程 カク ノゴ トシ。 然开 俄-合点 マイリ 難キモ 

ヅマ ビラ 力 

ノ  fl テ 1。 其 上面 談ナ ラデハ 祥 一一 心ヲ雞 レ盡。 此 小翰ヲ 能. 热讀 ナサ レ， 疑" シキ 處可レ 預，, 再 問, 候 

答 n 谷 阿宜- 〔。答-小川 子、 。£24 谷川 寅 トス〕 

軻 誓 をば 第二に 被レ 成、 心 裏の 良知 を 能 御 鉢 認御尤 に ゆ。 讀書 は本來 吾人 心性 之 注解々 々〔注解 之 由 注解 》g〕 を？，？^ は 本 

經 ((を あきらめん ためなり。 己が 良知 を 見 付す して、 只 〔徒 膝〕 に經害 を究 むる はたと へば 本經の 文字 Ifg を 不知して、 

徒に 注解の 訓詁 を 講究す るが ごとし。 かくして 本經の 〔を ほ〕 會 得した る 人 は 古夾- 未曾有 之 事に^。 本 經を認 すして ェ 

夫 を はげます を 古人 空 鍵を奨 とい ましめ られ^。 能 御 鉢 認カを 本 鉢まで 〔の 上 ©〕 に 御用^ は 5- 多幸々々 

與，, 横 山 子 一 3 

其 許 令- 1 炎上-外に 付而、 源 太郞？ 奴 家 も 類火に 燒申旨 驚 入 申^。 誠 笑止千万 無 ュ申斗 1^。 乍 レ去是 に 依て 本心 を 取 失 ひ 

不レ 被^ 樣に 御用 心尤 存^。 若 心， g 明德 ((の S)) さはり に 成 申^ は 盗に おいと やらん にて^ 

答つ， 森 村 子 _ 一  3 

心 法の 取 入 成が たき 由、 定て 心外に 性 を 求む る 迷 ひに て： S はんと 存 ゆ。 吾人 現在の 心 欲に 不レ 動物に 滞らざる 時、 溫和 

慈愛 (OS お)) 恭敬 惶々 底の 心 M 本心の 赏鉢 にて： ±。 此性を 見 付て 慎み 守りて 視聽 言動、 行住座臥、 應 is! 本箱 接 物 一切の 

境に if して 取 失 はす、 主人公と あがめした がふ を 忠信 を 主と す ると 申 ゆ。 吾人 見 〔現 ほ も〕 在 如 レ 此の 心 本心の 實鉢 にて 

A  〔ほ〕 

へど も、 扭學の 時は此 心の 內に 習と 邪欲と 氣謁 〔の 濁！^〕 駁 と渾雜 して 御座^。 たと へば 丁 銀の 中に 銅紛 の渾雜 して 

其 色 を あら はすが ごとし。 境に 對せ ざれ ぱ氣 機動 かすして 伏 蔵す る 故に、 渾雜 伏藏の 邪魔 淸 くつき ざる 內は、 本心の 

； 餌と も難レ 申^。 然共此 心 工夫の ii 子 主人公と 定砂は 5< では §»〕 さ 餘を黄 誤 1^ 故に、 先此心 をと めて 主人と して 餒 


鍊の火 候 能 心得、 視聽言 勐、 行住座臥、 茶 Is 飯禀、 應^ 接 物 3 おむ に 習 ひ、 氣習 情欲の 銪 as をぬ きたる が 能れ。 此 工夫 

即自 反愼獨 にて it 

答 i 村  一- 3 

御 志う はの 签 にて、 自反愼 獨の受 用 手に入ざる 故、 いづれ の 時 主 翁に 御對面 可：， 有と も g 化え や、^ 5;^ 屈に S 召 由、 本心 

の 〔を s〕^ に. 向上 祌奇 玄妙に 心得 過て、 現在の 心の 外に 御 求め 有 誤に て^。 現在の 心- M 面に 常住 不易の 天君恭 然とし 

て 御座^ 事 を 信じ、 不祌 の祌、 不 妙の 妙、 a; 赏の 神妙なる 事 を 心得、 ^術に 所謂 题 目の 中、 何 にても ii- 、いに 叶し 〔お 3n 

を鬥戶 として、 本心 Q 堂に のぼり、 天 君に 御 目 見 ((可 レ有候 御 Hla, お)) の 後 一 言 1 動^ 此^の 御 下知に したが ふ 工夫 御 励 

ゆ は V、 いっと ((も ほ)) なく 浮氣を I 加 化 〔も 沈みお： 念も靜 になり \ 万^ の 1^ 倒 日."？ に能辨 へ 、 五官 其 職 を 1^ し、 天お .^ 

穩に可 有 之^。 御 体認 幸甚々 え 

答 n 山 田 I 

心 術の 御 取 入 はか 不， 參^ 由 御尤： so 鬼 角 本 鉢 を御兒 付^ はで は 、空^ を资 がごと くにて、 何の 工夫 も 徒 ごとに 成 物に 

て^。 喜 怒 哀樂未 レ發の 時、 當下 具足の 良知 を 観察して、 此心 を不， 失 様に 御受 用、 扨應^ 接 物 之 時、 此心を 失 やすき 

所に て：^。 何 ((の S)) すくみ 有 之 〔て 藤〕 此心 をう ば は 〔ふらお〕 ん と能自 反して、 情欲 か 習か氣 K の 偏 かを尋 根て、 共 曲 物 

をした がへ て 退治の 工夫 を勵み ゆへば、 取 入日 に はか 行 ものに て ^0 貴 樣には 葡^ 之^ 陣 ふかく 相 見え^^、 此魔 

を 能 降伏 可 レ被レ 成： ± 

答 品- S 

色々 の妨 御座^て 御 返 屈被レ 成^ 旨、 自反 愼獨の 工夫 手に入ざる 故にて 外。 御 心に すくみ 御座^に 付て、 外物 さはり 

氣 ((の ほ) に 思 召 故、 いっとな く 志 をう ば はれ；^。 心に すくみなく^ へば、 f 間の 万， ¥ 1 もさ はり 不レ申 ゆ， J 殊に 交 所 

の 善悪 是非 は少も かま ひに 成 不レ申 もの-にて： ±0 自反 愼獨の 工夫 は 心の すくみ をと ろかし すて、 如何にも 成々 として 天 

瞎生ほ 記^ 之 四 
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地 万物 を 入て つかへ ざる 本 鉢 を 不レ失 様に 仕^が 專 一 に ((て さ) ル。 大學に 心廣休 也と 御座^に て 能 御 合点 可 レ被レ 成 

^。 吾人の 心 本 來廣大 にして さはる 所な き 物に て^を、 いつめ 程よりか 習の 染り、 是非の 素定、 好 惡の執 滞、 名利の 

欲、 形氣の 便利な どに て、 ねぢ かためす くめ 《i: れ ほ))：^ 故、 親の 我 を 愛する 事 さへ 多分 障り さかだちれ へば、 自余の 

事 ((は 班)) 不レ 及：， 申 ((候 應) )、 此 すくみ をと く 心得な く^へば、 學 にて か へって すくみ を かさむ 物に て is。 ((よくく 

御 体認^て すくみ を 御と き^はで、 何事 もっかへ 申 まじく^。 万 1$ のっか へ^は 他人の 非 は無レ 之^。 皆 我心に すく 

みたる 非 有 ゆへ にて^。 されば 狐 も i3 も 又 天狗 もば かしな ぶるべき 緣 なき 人 ((を K)) ば、 なぶる 事 あた はやして、 心に 

なぶるべき 緣 有人 を ば^す 物に て^。 世 問の 人間 は 我心の 立 様に 依て 魔 ともなり、 叉 ((は 父兄 師友と もなる 物に て 

^。 世人の 魔障 をな す 魔 なき 様に 心 持 肝要に^。 共 魔^ は 右 申 心の すくみに て^。 委く懸 -ー 御 HTi 申？ ^度れ。 合点の 

まいり 兼^ は 重而可 i 承^。 以上 

答 11 岡 村  一 S 

志 だに 御勵 み^は 終に 可 レ有ニ 御. 収入 一との 御撗り 御尤に 存^。 昔 枯木 を 三年 拜 し^へば 花^た ると 申 ((傅 ほ))：^。 是は 

枯木の 靈 にて は！："：，, 御座 1^。 信心の 靈 ((明 _«)) にて、 花唤 申^。 左^へば 此 道の 志 だに 眞寊に 厚^ は 取 入うた がい 有 

A  <1  A  A  § 

まじく^。 乍レ 去た うはの さに 志 を 御 願 〔賴 ほ〕^ 分に て は、 花の 块 べき 枯木 有 まじく^。 常. 申 進：^ どく、 先 現在の 

心 * 欲に 不.， 動、 物に 不レ滯 時、 温和 慈愛 底、 恭敬 惺. <  底の 所 ((を K)) 御 見定^て、 此心を 信仰して 常. „<不 い 失 様に 可レ被 

レ 成^。 此 工夫 間斷な く^は t -、 御 取 入 程有閒 敷^。 如 A 仰懸 -1 御 目 1 御物が たり 申 承!^^^ 

御 取入少 合点 參： S 由 珍重。 如 V 仰舊 習に ひかれ やすきに、 叉^ 樑 opo に被レ 奪て^ 落た やすき ものに て^。 其 

時 能 1： 勵^ は S -、  第に 御 取 入 かたまり 可レ 申^。 御不赛 ^は 御 誓 中に 可 承 ゆ 

、答け 知- 〔Bi 

< ほ 


小川 子 ((へ 藤)) 之 儀 心得 申^。 鬼 角 其身舉 術の 心得 おろそか 成 故 ((に 醣)) 人 を 取 立 申 事 おろそか 成 ものに て i。 とかく 一 

念獨 知の 所 明に あら はる、 ものに て^。 大學の 中に 誠 有て 外に あら はる-. - とは此 御， に ((て B)) " 

答 窗邊ー S 

御 持病 指發申 由、 如：， 仰 氣の惜 みより 發 たる IS にて^ 間、 湯藥 ばかりにて は驗 ハ^御 座^ M 敷 ゅ儸、 自« 慎獨を 御^ み 

《被レ 成 ほ))^ て、 七 情の 滞 を 退治 被レ成 ((候 _»)) 事 第一 の 療治に て 御座^。 心 術の 取 入 はかた き にて 《^ きものに て 御座 

^。 譬 ((ば ほ)) 耕作の どし。 種 を ま き^はで は 修理 も 森 ((し _»)) も智 あだ 事に 成 *^。 心 術の 取合：； 入麟〕 も 先^ を 求て まき 

"はで は、 何の 工夫 も あだ に罷 成、 終に 德に入 事 あた はざる ものに て^。 其攄 のまき やう は、 現在の 心 欲に. 小 i 励， 

物に 不レ滞 ((時 H)) 溫和慈 tr 恭敬 憶々 底 成 所 工夫の 種に て^。 此種 をい つも 不, 失 ai^ に 工夫 可 レ被レ 成^。 是心 術の ((ii 

の J まき やうに て^。 如レ此 ((種 を ほ)) よく 種 を まき^へば、 書 をよ み 同志の 講 ((論 菌)) は不 レ及レ 申， 世俗に交も^修！^と 

f, 幾と なり、 日. <  に 新に 成 ものに て^。 能々 御 体認、 幸甚.？ , 

答 SS  3 

工夫 閒斷 多く 御： 収入 成 兼 申 33 、間斷 は 初學の 習に て^へば- 个レ 苦^。 唯 背 休の 見 付な きが 大成 舉 問の 疾 にて 御 t-^o 先 

窨 にも ((如 3) 申^., のどく • 現在の 心 欲に 不レ 動、 物に 不 愛敬 底なる 心 を 主人と 御お、 $e に不 i 失 に 可 i 被，.！？.^。 

此 工夫の ま はし だに 能 御 心持^ は i -、 をの づ から 日 新 之 可レ 有，, 御座 1^。 兎^ 爾 上-一 申 承 度： S 

心 法の 把 柄 手に入が たき 故、 病根 之 御 吟味 何 も 御 心得 ぞこ ない にて^。 左様の 〔に _B〕 ((心得の _»)) 惑 ひ 御座^ 故に、 0 

ね ぎれ  A  OK 

の 根 切 成が たきと 可 レ被ニ 思 召,^。 良知 くらみ やすき は 凡 心の 辨へ ぬる 事 底に 徹せざる 故に ((候 薦) r 辨ふ Q す. 辨 へ麵〕 

る琪 底に 徹する は、 師 にした が ひ 友に 交- 講 il して 切 礎 球 i?^ るより 外はなく^ 

】、 御文 學 なき 故との 御 疑 御尤に 御座^。 師友に 相^ ひ 惑 ひだに 辨 へ^へば、 文 ゆなくても 不 レ^。 孔 門 以 is の舉. 翁 
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眢文學 すくなくて、 堂に 升り 窒に入 かた、 其數 を不レ 知。 秦漢 以後の 學者 文寧廣 しとい へど も、 惑 ひを辨 ふる 蔡 あさ 

ければ、 凡夫に おとれる かた、 其數 を不レ 知。 是 にて 文举 なきとの 惑 ひよく 御辨へ 

一、 魔 業惡敷 故と、 是も 体認の あやまり にて^。 産業 は 境界. なり。 一切の 境 は 譬ば火 打な り 0 我心 石の/どく かたくす 

くみ ((て ®))^ 有 故に 火 出 胸 を こがし^。 我心 わたの どくや はら かに、 水の どくす くみなく^ へば、 天下一 の 火 打に 

ぁヒ り^ても、 火 出 不レ申 ((候 s))0 境界に 順逆 有と い へど も、 さはり なき 事是 にて 御 体認、 境界 を とがめす、 只 心 をと 

がめ、 自 反の 眞 水に て 邪 火 を 御 消し 可 被 成 〔有 接〕^ 

1、 氣 故と 是尤 あやまり にて 亦。 氣 質の 偏 は 中に 叶 はざる 所と 有と いへ ども、 K 樂の ((障に は 不レ成 もの ュ 候。 只 習 

の 祟に てまど ひ J 辨 へがた く 境に も寫. ^〔移お〕 さる ((る さ) にて^ 問、 ^魔 を 降伏す る 工夫 は 面 上 it- 

•  •  <3  s〕 
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答-佃 叔  一 S 

同志 I, は t 之砌は 快、 獨座之 時 は 力なく， 邪 色 〔念 s〕 指 3^ おこたりがちに 御覺ゅ 33、 鬼^ 本 休を認 しる 工夫 ((なく  _»))、 おに 

議論 發 明の 格言 をと め 〔認 _«〕 て ((心 を 據)) 御す くめ^ 故にて^。 ((學 問の 工夫 本體を 認知 を ^一義と す。 しかる 故に さ大 

に 知. iJ を揭て 工夫 第一 儀と 示し 給 ひぬ。 本來 吾人の 本心 安樂に して 力つ よく ((獨 坐 接 人の 隔 なく、 いつも 明快 通^に 

ノこ 力つ よく  A) 、狩 怠な きものに て 《御^ ほ))^。 心ぐ るし くちから なき ((は B)) 後來 ((の _«)) 習 心 習ぐ おた" りに て は 御应ゅ 

よく 惑 ひを辨 へ、 習 心習氣 のけ がれ を あらい 淸 め^へば、 生れ 付た る 木 心 あら はれ、 大 安樂の-冗 休 ((に *)) 立 顧り 動^ _始 

默 ( つ 《れ *)) も 力 有 も のにて^。 邪 化 〔念 s〕 雜色 〔念 ほ〕 は 習 心 習氣の そ の 〔妄 《0 動に て ゆ へ ば、 天^ 泰然 こ 〔た _»〕 れ ばい 

つと なく 無- K ものに て^。 志の す さ 〔く ほ〕 み 候 は、 彼の.？ の 安樂 快の 實现 を御辨 へな く、 明德を 明に せんとの 志 

立ざる 故にて^。 たと へば 食の 飢を 養、 湯の 渴を 止る 事 を能辨 へぬ れぱ、 飢渴の 人、 唯飲<凡にのみ^->^他念なく、 飲 

食 を 得 ざれば、 其 念 〔志 《0 すまざる どく、 わ 五" 2 人の 惑 ひ 〔へる は ほ〕 飢渴 のどく 〔しほ〕、 明徳の 惑の 苦み を. る は、 飲 < ^の 

飢 ((渴 ほ)) の 苦 ((しみさ) を 救が^ じ。 如レ 此能辨 へ、 明 德を求 得て 昏迷 0 苦 をぬ かんと 御 志^ は.^、 明德を 得た 〔ざ 肇〕 る 

內は、 志お こたる 事 少も有 間 敷 ゆ。 知 止の 工夫 書中に 難-申 盡- 亦。 次左權 左な どに 〔とほ〕 對談 諮^ 能 ((御 さ) 体認 可 レ爲- 一 

大幸 1 猶御 疑^ は 可：， 被，, 仰 下 , ± ((恐 惶 si) 

答 i- 一一  3 

未レ 能-一尊 顔， 處、 赏 簡恭拜 見^- 不， 淺奉レ 存^。 御 志の ilti 承 IS 驚 入 奉，^^。 平常の 御 工夫 切货に 御^^ は 《に 黼)) 拥 

夫た ど 恥 入 奉：， 存レ S  ？ 3 溶. 漏間斷 御座 一^ 樣に 御勵み 御尤に 奉" 存^。 道 之 体 段 は 大虛に 充塞す といへ ども、 
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執と ころの は 方寸 隠微 ((の_2)) 上に 御座^ 故に、 爱 において 物 を 格し 知に 知に 〔§ に 一" は 。べし、 W お 本 こ 3〕 至る 道 

を 行 ふと 申： §。 かりそめにも 格 法典 耍に心 を 御着 被 成 間 敷^。 互に 同体の 道に 志 御座^ 上 は、 大古已 來の舊 相識に て 

御座^へば、 必 毛頭き- it 隔 心-御 疑 ども 可レ 被- 1 仰 聞 一れ。 哀以 -1 贵 面ー遂 11 心 話 1 得- 受修之 ハ„ ^一度 奉 レ存れ ((お 追. <  以ュ愚 

札, 可 i 樽-尊意 1 候。 恐惶靈 |)) 

猶以 初學の 習に て 堯舜の 御代 を 希 ものに て 御座 ゆ。 逹 者より 堯舜の 御代に は舉 術なくても 有なん。 末代 f  〔昏く *〕 

惑へ る 世間に は、 學 術なくて は 不レ， 叶 ((御お)) 事に： §。 いかんと なれば 堯， 好の 御代 はおし 日和の どし。 柁 11-,^;^ て も 

ありなん。 末 i;; は 風波 あらき はしり 日和の どし。 柁 なくて は 舟 やす かるべ けんや。 我 丈 《は B)) いかんと ((カぶ) 心得 

給 ふ 

又 S 

善に うつりが たく 惡には ほ 被レ成 安き 旨、 それ は 意 念の 自欺 故にて、 良知 寂然 不動の 眞を御 体認 被 レ成存 養被レ 遊^ は 

、其 通 病 〔病 痛 ほ〕 自 除き 可レ 申^。 いかんと なれば、 良知 則 善 也。 良知に 致-は 善 常に 心の 主たり。 意 念 は 時-^ 柱來の 

客 慮 〔なる ほ〕 故にて^。 赛 上に て善惡 を御定 (一め ほ)) 被 成、 その 適莫 のす くみより 御 体 察被レ 成^ 故に、 善に うつりがた 

く惡に ひかれ 安き と 思 召 かと 令レ察 ゆ。 良知 を 善の 本体と して. 良知に 背 を惡の 本色と する 精 俵 をよ く 御 辨へ可 レ被レ .12" 

^0  外にね がふ 利害 毀 眷之惑 を 明かに ((御 ®)) 辨へ 被：， 成れ 工夫 專 一 に 御座 ^0 此惑ひ を-小 V 辨^ に は 意 念の 自欺禁 

4- 難レ成 物に 御座れ 

一 ， 靜座 S 中 ((の _«)) 意 念と 被レ 仰れ は、 定て閑 思. 慮の 事に て 御座れ はん。 《靜 坐屮 思慮な き 様に と 工夫 被 レ成候 はぐ 醪)) 穴 

成 御 心得 そこない にて 御座^。 心の 官は 思婦 〔ふ ほ〕。 ((3^^)). は聖 功の 本に て 御座^へば. 思 ひ を斷 更( はさ) ならざる 杉 

にて ((御座 s))^。 唯 思慮に 凝滞す る を 意 念と して、 外の 願を必 5^ ん とし 案す る 念 慮 を きら ひ 申^。  Iffil^ の 巾に 闌〔^^ "-〕 

起り i: はド對 ^兑解 体認 の 思案に 御 かへ 可 i 被レ 成^ 


八 * 

r 外物に 奪れ やすき は 《物 に a)} 接 はざる 前旣 《にさで； i 上に ぉゐて 外物に 適 莫の意 必伏藏 して 御^ i: 故物來 ふ-其 ^ 彼 

すくみ 發 して、 物を遂 中^。 敉に 交りて 後 御 奪れ^, 成； t と 御覺^ は 疎略なる 御 心得に て 《御^ e))^。 见 c^.^; ひ を^ 

ふるの 淺き 故にて 御座^ 

^々色 念 除きが たきとの 御 事、 少年の 通 病に て 御座れ。 不邪 色に て 精 を 御 もらし 彼レ 成^ は をの づ から 除き 〈文く 

可：， 有- li; 座 一 ゆ。 不淫戒 のどく 御つ 、しみ 被；， 成 は 念 やみがたく 可レ 有， 一 御座,^。 飮食 男女 $1 ひとしき 现 にて 御^ 

卟。 只 邪 味を不 W 食， 邪 色に 不：， 交 を 飲食 男女の 戒 とす。 精 微の理 能 御 休 察 万 1^ 習染の 是非に まよ ふ ものに て 御拖" 

贵様心 術の 病 痛 御 書中 之 趣 得-其 意, 存^。 告初 * の 通 病に て 御座^。 兎^ 辨 惑の 功 续き 故稱 * 適 莫の意 念す くみ 中 故 

無 直の 時 ((はさ) 頑 空に 入 事 有 〔有事の _a〕 時 は 煩 s?i- やすから ざる 物に 御座^  ((適 莫の意 念と け 候へば^ 問の 拘 gffc のづか 

ら脫 却して 無事 之 時 は ®々 蕩々 有事 之 時 は 順應安 堵 なる ものに て 御座 候。 楠！ 三月 末-一は 歸^ -# 、ま、 大洲 にて 殺.？ 御 

講論可 W 被 i 成 候。 理)) 

1 、 世間 過 〔華..〕 美 ((故に S)) 分 過に 御暮し 彼；， 成 行末い か と 思 召^ 33、 此意 はやす くみに て 御座 ：s。 世間の なら ひやむ 

事なくて、 なみに 御 もてな し^は 〔へき〕 s-、 行末 も 叉 世間な みと ((御".)) 思 召べ く^ 

答 ゥ中西 常慶？ 〔中 西 子 _»〕 

御病氣 發、 今程す きと 御 快氣之 HE 何. 以 珍重 i よ、 不 レ及レ 申^へ 共、 兹屮之 ((御 a)) 保養 專 一 に 存外。 ^おに 所， 謂恬 

澹虛 無、 眞氣從 i 之、 精神 に 守、 病 安 從來。 飲食 有 レ節、 起居 有レ 常、 不， 1 妄作勞 .1 此：： これ B〕 保 ^(のき) 本 段 

大擧の 格物致知 之 工夫に て 御座^。 性 命 合 一 之處、 ((よく.^)) 御 体認 御受 S 所 i 希^  , 

1 、 心 法の 御 取 入 難！, 成 御座^ 皆、 奮 習の 葛藤 きびしく はび t り まと はり 申 故にて 御座^。 常 S 常 地に て 切 S ^球-膳の 功 

淺く 葛藤 を きりはら ふ 鎌の すきと 御 磨た てな く  ：5 ま、、 左様に 御座^ はんと 此比も 御^中 出し^き。 存 養の ((法 鑄)) 能 
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合点 だに 參^ へ ゆ 〔ば 《^、 本來 自在の 主人公に 事へ 申 事に 5 へば、 易 簡明 白なる ものに て 御座： &。 或は 頑 空に 入、 或 

は 格に よる 病の みに て御靠 被, 成^ 旨、 存養 せん と覺 〔思 召 趣」 念を發 し、 其 お)) 上 に て 支 撣被レ 成 ^ 故 ((に a))* 御 忘" な 

き 内 は 格に より、 御 忘^ 時 は 頑 空に 入 様に 御覺^ 事 ((にて 候 應)) 、識仁 篇.. (へに 必さ) 如， 有レ 事焉。 而勿レ 正、 心而レ 忘、 勿， 助 

レ 長，、 朱ヨ #〔#_80r チ】 繊毫之 力？ 此其 存レ之 { (之 S)) 道、 若存 得、 便 合 レ有レ 得の 一 段、 能 御 玩味 可 レ被レ 成： s。 現在 當 下の 心， 

欲に 不レ 動、 物に 不レ 滞、 慈愛 恭敬、 溫々 惺々、 坦蕩. „< なる 心 良知 之 本体に 《て 趣))^。 《此本 體を其 儘存養 被， 成 候へば，. 满腔 

子 惻隱之 心に て 候。 ほ)) 是を存 《せん 歷)) 失 ふま じと 念を發 して、 此 本体 を 主人公と 定 むと 工夫 被：， 成： § へば、 其 {( ； ほ)) 念 

はや 意必の 病と 【能 成"。 此處に 至 《つき)) て 心得 安き 事共 〔に へ ども、 舊 習の 葛藤う ち！： 斬80 はら ひ不 レ盡藺 は， 百 « 

の 功 をつ とめ ざれ ぱ、 會 得難 レ成 御座^。 可い 被 i 入， 一 御 情 精お〕 

一、 御 親父 様に 御 is! へ被レ 成^ 刻、 つかへ { (さか S)) たち 申 331、 此妄心 は 是非 《の ほ)) 素 定好惡 の 執 滞に て： t  。魏の 非 を 見 

付^ 處 よりお こり 申 ^。此 病根 を 能 見 付 本來是 とする 處&く 〔非と する 所な く „8〕、 好 ((む f«)) 所な く 悪所な く、  issEJ 非 

W 好 眞惡は 〔とお〕 臨レ事 感應の 心に 有 MJ を能雜 へ、 此 つるぎに て 彼 曲 * もの、 根 を 御き りすて、 孝 Si 論に 大舜視 ；- 醤 輕.？ 

便ち 是至 t 神に 至レ 蛮. nifk 仁" 至に 慈"」 的と い へる 理昧を 能 御の みこみ 可 レ被レ 成^。 瞽艘は 子 を ころさん とする 程の 入 なれ 

ば、 萬き こへ ぬ 事の み可レ 有^へ ども、 大舜 は是を とがめす。 是を いさめ 給 ふ 事 露 もな く、 只 ひたすらに 自己 心 上の 至 

德を 明かに した まふの み。 是則舉 術に 所レ謂 自反愼 獨 にて 御座^。 如 W 仰 親に 事る 時節、 自反 (ー愼 ほ)) の 功、 手の 下し 

县き 所に て^。 若 こ. -に ((て 落 被 W 成.^ はず、 万境 皆墮 落の みに て 御座 i 半 0 先手の 下し 安き 所に て 御受用 御勵み 

可 レ被レ 成れ  . 

一、 當地 にて 《の BSJ"^ 樂、 其 元- 而 《は 御 失 ひ 被 i 成^ 由、 境界の 安樊 (のこと j にて 御座 i 哉。 境界の 安樂 は 俗樂に 

て 御 -M^o 君子の 安樂の 本体 は、 我人 方寸の 內に 常住 不變の 物 ((にて 御座 ゆ。 雲 行 雨 施し、 雷 m 震動の も、 白 Rr 

靑天は 少も變 る 所 無-御座, 卟。 人 a; 心 裏の 白日 靑天 安樂の 本体に てれへば、 何の 境界に て 喜 怒 哀樂の 時 も、 中^^の本 


休 は 少も變 なきものに てれ。 此處 能. t 体認、 幸甚 *々 

答 is?  3^  3 

奈良 茶の 昧 能御吞 込彼レ 成^ 旨、 左^ は 心 法の 理味を も 能 御 呑 込^ はんと 珍 m- II  f〔.<  .-"CP いかんと なれば、 奈良 

は f がの 鎭 座し 給 ふ處、 |。51は良知の||^1り。 茶 は 烦をそ 〔十 3〕 、ぎ 頭 目 を淸 ふす る氣味 あり。 然は^2^知の太^出て 

世 問の 拍攣の 煩 熱 除き、 澳惱の 頭痛 やみぬ るに、 共 名 俵よ く 叶ぬ る 故 也。 かく. S へば 狂 Irr 騎 語の に 〔も 《0 や あらん 

な. ども、 君子に も戯謔 ありと 聞に r- そ。 され ど 〔ごとお〕 も 第一 等 之 事 をと 庶幾 而已. A  *  A 

答 ジ淸 水 季格一 〔*, 淸ま 「よ〕 

舊 習 に 御 引れ がちに て^ 由、 如レ仰 i-:^ を 見る i^r の？^ 切ならざる 故にて^。 風俗 を：；^ 之 毒-思 召^ 由、 不レ人 御， おれ 出^に 

((.. ほ)) ゆ。 氣の 毒に 思 召 風俗と 一体 成 所 御 心に 伏 蔵して 御座^に 付、 左様の 外によ る 人 〔心 a〕 あら はれ 申^。 風俗 をな 

げかし ぐ 思 召さん より、 心 上の 御く や み^はて、 愼獨 ((の ®)) 力 出 來可レ 申^ 

1、 11 右、 1. 右、 境^^自論御尤に^^^。 乍レ去 銀の た、 りに て は 無- 1 御座 1 ゆ。 銀 を 求め 過た るた、 りに てれ はんか 

答 個叔ニ  3 

講 41 之砌、 心 相惺々 蕩々 に 御覺^ へ 共、 程なく 御 取 失 ひゆ 3 曰、 体 察の 淺き 故にて ^0 講 論の 提繩 にて^ 念の 雑り 除き 

^故、 心氣 蕩. に 御座^。 此時 ((此 ほ)) 惺々 蕩 々の 根源 をよ く 体 察して * 意 念の まじ はりな く、 純一 無雜 なるおに 

かくの どく 成辨 へ、 惺. *<蕩 々の氣 象 をと めす、 其 根源 ((たる B)) 純一 無雑の 良知の 誠 を御認 しりれ は？、  # 袋 カ可レ せ- 

御座, 根源 を認 すして 徒に 觸發 の氣 象の み を御認 l5 故に、 工夫 耍 ((なく 影 をつ かむ ごとくに 御 ％ へ 候^-候 W)； 能 御 

体認 幸甚.？  A 

m:rl 吉田？  3 

^志 厚く ゆ 由感人 申^。 隨分 御^み 可 レ被レ 成^。 御 氣色も 大方に：^ は J-i: 愤次 第に 少御 なり 可 レ被レ 成 候。 此生效 

<lg〕  I  £ 
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レ得、 此 雞レ 聞、 二 難 之； SIS 可 二默止 一は 沙汰の K に： s。 御 憤 だに 深 く^は 、御 登り^ 御才覺 ((は S)) 成 可 V 甲： S  〔にや _80 

與 領子 i  L,B〕 

今程御ム：：点〔澥怠〕之^|:^に從-去方,申來^。 或 進 或 退 受用定 ((り 8)) なき 事， 初 學の通 病に て 御座^。 外 誘 之 魔！： 重きに 

依て、 描撕 力なく 心なら す墮落 ((する ほ)) を 過と 名づ く。 過 を 顔 子す らまぬ がれ 給 はぬ となん。 况ゃ 初擊を や。 只 幾度 

も 改て過 を かさねざる やうに 功 を 用^へば、 次第に 過 すくなく 成 行、 提撕の 力 S 來、 いっと なく 口 新の 益裤 座^も の 

に 《て a))^。 墮 落に 依て 志 を 捨て 自棄に 落 入て 〔る を _«〕 過 を 重ぬ と 申^。 此道 有事 を しらざる もの は 是非す るに 不レ 足。 

少 にても 此道 有事 を 心得^て ふっとす たり^ 事 は、 無 n 勿 鉢, ((御 *)) 事に：^。 苦樂 損益 を 能 御 對箅、 天下 第 一 等、 人間 第 

一儀 之 意味 を 御 かみ 出し^て、 志 ((を 御 勵み可 レ被レ 成^。 道 を 求る は洛 陽へ 登に 譬 申^。 洛 陽へ 登る 志 を かたく 立 

定れば 其 道中 種 々の 難に 逢^と いへ ども、 ひたすら のぼる 道に 無，, ^怠 T ころべば 起て 行く 退屈な く：^ へば、 終に 洛 

陽に 至る 物に^。 其 どく 聖人に 至らん との 志 を かたく 立、 墮 落して は提撕 し、 過て は改な 進修に 無二 退屈 一：^ へば， 

聖地に 至らん ((る a)) となん。 鬼 角 過 を とがめす、 志 をと がめ、 幾度 も提 撕御尤 に^ 

與 2 口田 新 i  SS ナシ〕  . 

御 6ズ 用 底 親切なら ざる 旨 御尤 に^。 吾人 種々 の 習 心適莫 に拘攀 せらる k 故、 本体 を 見る 事 明なら ざるに 依て、 受用底 

膝 潤なる ものに て^。 今程 權左 在宅に： S 條、 ((切 *_»)) 御 會合被 i 成、 習 心意 欲の 端的 を 能々 御明ら め、 自己 心 上に 付て 

体 察被レ 成、 天性 ((の J 不体を 御 見 付被レ 成^ 事 工夫の 專 〔先 理〕 後に^。 如レ命 〔仰 ほ〕 すく やか 成人 も 明日 を 期せざる 世の 

習、 まして 拙 夫 贵甫 などの，： t く 病惱 身に せまる 者 は、 頃臾も 獨樂を 求る 工夫 をい そぐべき 事に； §0 御 休認之 功力 能 M 

へ 申^。 古人 S 曰く、 良知 は 生前 隨身 規矩、 死後 隨 身の 资糧 となん。 佛 家の 成 佛得脫 の 勸戒ヒ 以て 見、 我儒當 下 安樂の 

得 益を以 見る に、 片時 もはやく 良知に 至り 度 事に^。 隨 分可レ 被， 入 一一 御 情 「精 _0〕 一一^。 大學 中庸 論語 抄 など 御 25- 御謌 論^ 

は r 大意 御 合 占-: 可" 參±。 如.， 命 〔仰 _»〕 面 上 ユ而遂 -1 心 一度^。 御 志 だに 切に^ は t -、 時節 可レ 有.， 之 か。 聖人 は 金石の 內 

*  二 


豳編 


さへ 往來 さはり なきと なん。 况ゃ 人間 世 を や 

報： <- 森 村 小- S 

心 術 病 痛 之 御 書付 得, 一 其 意 一 申^。 意 念 ((の 凝お)) 滞 御座^ 故 念 ((の *)) 發 ((る は意必 5^ り をな す 故， 支攆子 〔に 念 

發ら ざる 時 は 頑 さに 入ぶ il 初 學之通 病に^。 見解 對算 を以 ((てお)) 心地 を踯淸 し、 適莫 t や 必之根 を 截澌り .：±は や/本体 あ 

格 致の 功、 手 を 下し 安く 御座^ 

與 「>  岡 村 子 •_ 一 

御 在 江 戶御苦 勞御太 儀 共に 奉 存^。 乍 a 去 大禹治 5( の ほ)) 雞 〔艱 ほ〕 レ 難に は 似 も 似 ぬ^に^ ((依 ！《))0 便利 をう か ふ 

意 念 を 放 下して、 知に 至 〔， ^お〕 力 を 御 勵み可 レ被レ 成^。 如 "命 紛擾 之- s、 把 柄. P を はなれやす きものに 《て B))^。  ^ 

而存 養の 功 御 勵み可 レ被レ 成^ 

與 阔 領大； _ 書 _>〕 

彼 人 令 程 御 懈怠 之 由、 進退 起伏 定 りなき 事、 初舉之通病にて御座^儘、 さのみ^落を御とがめなく、志のすたり不レ巾 

樣に御ぁぃしらひ御尤に^!^^。  志 だに 捨り 不レ 申^ へば、 いっとな く 進 中 ものに て^。 いかんと なれば、 ^欲の^ ゆ 

き 時 は、 良知 之 主 翁^ を 失 ふ 故に、 提撕 力なく、 墮落之 体 ふっとす： り^ 様 ((に ほ)) 相 ほめる 物に て^。 然 共ぐ 2^ 機 之： g 

靜常 ならざる 故に、 魔 1 も 時として 退散 让 ものに ((て 應)) ；s。 其 時 ((は ほ)) 叉 良知 Si 々として 過 を 海 ふる、.：" 切なる もの こ 

A  〔班〕 

^。 此好 時節に ぉゐて 志す たら ざれば ((勵 み 進み ほ))、 進 修の益 有レ之 物に ゆ 

報 S 子 一書 〔》;3 

御受 用^ 親切なら ざる 旨 鬼^ 種々 適 莫の攪 雜不， 除 故にれ。 葛藤の 除ざる は 本体 を 知 ス都明 • ならす、 對^ 兑解 等の 心 

得、 底に 徹せざる 故に i &。 舉席 ills の抄 を熟讀 被， 成 御 謎. は 1- 進 修之益 町 レ^-御 序-,^。 外物に ひかるれ 共、 咎は 

我心に 有 レ-, .t ありて し、 外物に 咎は 無，, 御處 1:^。 俗にう つ され^も 俗に 咎 はなく、 咎は 我心— 御^^。 よく. G:^ 被レ成 

IS 生 雄 卷之五  E 九 
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心 上の 意 魔 を 御 除^者， 天下に 祟り をな す もの 御座 有 聞 敷 i& ((恐 惶謹言 ®)) 

報 霧 野 子 i  〔^ 

心 術 取 入御 盛 〔惑 窓〕 被， 成 之 〔候 御尤に ^0 去レ 乍な りさう に 思 召 處浮氣 との 儀 御 体認の たがいに^。 いかんと なれ 

ば、 本 來因有 之 心に 立 歸る事 に^へば、 誰もな り 安き 事 は 勿論 ((の 應)) 道理 ((に ®))^0 惑 ひ を 辨る事 底 ((に！ e).) 徹し^ は 

ねば、 本体 呈露 せざる 故に、 かたき 樣に 御覺^ はん は、 舉 問の 功の 不レ足 故に； s。 苦しみの やみ^ 事 氣隨- 被, 成： S 故. S 

との 義， 是も御 体認の あやまりに：^。 心 有 〔は 蹈〕 今迄 ((に 薛)) 替り不 vs-^ 而、 世間の 利害得失 等の 道理 を 能 合点 參，： § 

へば、 何となく つかへ くるしむ 事はなくなる 物に J§0 此分 にても 凡 心に くらべ^へば 安樂の くらいに： S 

答 r, 垂 井子 i  〔接〕 

彼 人の 物語の 分に て はお 通 〔痛 ®〕 除不 レホ^ 由、 藥 方に 替りは 無， 一 御座,^ へ 共、 病 者の 信と 不， 信と にて しるし 隔 別な 

る ものに 御座^。 藥方を 御 とがめな く 自己 ((の！ ®)) 信の 不 i 足 事お 御と がめ： S は S -、 次第に 病 通 〔痛感〕 除可レ 申^。 得心の 

功を勵 み^て、 其 上に しるしな く^は 疑問に 可 i 預^ 

與 n 熊 澤子ー _  3 

淵 子 御下^ 條染 fi<i{ 尸 翰？ 今程 途中 可レ 爲，, 御 無異, と 奉：， 存^。 此方 何も 息災に 罷 有^。 仕途 紛擾 之 中 御 受用底 如何。 陰陽 

起 脆の み を 底に 徹し、 中庸 を 御 離し 不， 被レ成 様に 日用 第 一 儀に^。 近日 議論 淵 子 可レ爲 n 御溫 〔演 說 1(( 候き)) 變遷 世事 

は^ r お 本 曾 i ル、 や？ ーテ *" ス〕 城 子 を 勞すぺ き ％| にあら す。 故に f«z ^顿 *1! 
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聖人のお しへ 袷 ふに は 父母 重き 病 ひ を受、 共 病人 本復し 袷 ふ 1$ 雜レ 成、 次第に休；^,,^^て、死期近！，ォ時は、內外の人を戒< 

物 しづかに し、 病人の 精神 不レ乱 やうに して 終らし むる 也。 旣に息 絕る時 は， 奥の 寢へ 移し、 頭の かたを^の 方に な 

して 臥しむ る 也。 頭の かた を 東へ なさし むる 事 は、 東 は 春の 氣を 主 て、 万物 を 生る かたなれば、 共生 氣 を^て 

しめんた め 也。 自然 其 ま X 死し 給へば、 根本 禀得 ところの 生氣 にか ゑら しむる こ、 ろ 也。 s: 外 をい ましめ、 物 IS にす 

る 事 は、 其 病人の 心み だれざる やうに して、 根本 生々 不 息の 天機に 合せし め 、天理の 本然に か ゑら しめんた め 也。 然 * 

を怫 道に は 地獄 極樂 といへ る 偽れる 敎 をた て、 念佛 または 题目を 唱れば 極樂に 往生し、 となへ ざれば 地獄に 入と いへ る 

事 を、 わけもなく 實と 信じ、 父母 臨終に 及て 念佛 題目 をた からかに 唱へ、 甚 しき は 念仏し や M 目 をと な ふる 同行 沙門 

を會、 病人の 枕に 近づかせ、 同音に 念仏 題目 を唱 ると 見えたり。 斯 あれば 共 病人 平生 念仏^： HI のちから によりて 樂 

に 往生す ると あやまれり。 臨終に 及て は 病氣の くるしみに そへ て、 又 しく 念仏の 漀-; に 入 時 は、 一点 蹈 i- の 心も紛 

乱して、 平生 まよへ る 上に また 迷へ る聲に ひかれて、 心神み だる、 物 也。 かくの ごときの まど ひ は、 心 ある 人辨 へやす 

き£ になん 

父母 旣に 死し 給 ふ 時 は、 病中 着馴 埃つ きたる 衣裳 を 退て、 淸き 衣服 をう ちきせ て、 役 といへ る^ を 執り行 ふ？^ あり。 

是 孝子た る 人の 哀慕す る 意より 發 りて、 其義は 至理の 具す る 所 あり。 その^とぃへる^^は、 其 死人 の^き 衣服お 持て 

6 が  しも  か ilft 

屋の楝 に 上り、 北に 向 ひ 平生 呼と ころの 名 を三聲 よび、 かへ り 給へ と 云て、 持と. ころの 衣裳 を卷， 下へ おり、 尸に うち 

きせ、 魂帛を 結ぶ 也。 絹 を もちて 魂の やどれる 物 を 結び 裕 へて、 父母の 鏝祌を やどらし め、 葬赠を 執お こなわざる- S 

は、 朝夕 父母 存生の Aj  く 食物 物 を そな へて、 子た る 人 親に 事る 誠の 道 をつ くす といへ り。 本朝に て はか IS の^ 行 ひ 

葬祭 辨論  I 


ナシ衍 し  スョ今 ナレに 又 fet 

シーナ 一  リ傍 》^ ド堂ー 

本 ルツ  テ訓べ 蒈ト本 底 
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がた く、 人の 耳目 を 驚せ る あやまり あれば、 其 事お こな はれ ざれ ども、 其義は 道理 至極す る ゆへ、 此 ことわり を辨へ 

たる 人 は、 父母 死し 耠ふ とひと しく、 衣裳 を 持、 戶 口により て 復 し、 溫 公の 說を用 ひて、 魂帛を 結び 或は 檀 弓の 說 

に效ゥ て、 木 主 を こしら へ、 其 死せ る 人の 氏 または 字 を 神主の どく 窨、 復の文 を 作り、 或は 口にて 平生 呼ぶ ところの 名 

をと なへ て、 此 神主に かへ りより 給へ と 云て、 香 を燒、 再拜 する 人 も あり。 根本 天理 を禀け 得て 生す る 物 なれば， 死す 

ると ひとしく 本然に かへ ると いへ る 理 あれ 共、 一度 体 を禀て 靈氣の あつまる 所 あれば、 子た る 者の 哀慕に 感じ 復す 

るに より、 かへ り やどれる 至理昧 からす 有 もの 也。 其 子の 哀慕に 感じて かへ る も 又 天理に 順 ひ、 生々 不 息と 相 合せる 

HJ わりな り。 然を 仏者 は 此理を わき まへ す、 罪 ふか ふして 地獄に おつるな ど、 己れ も 迷 ひ、 人 を も 惑 はし、 子た る 者 も 

又 其 理を不 レ辨、 父母た る 人 死 すれば 惡 人の どくに 取 成し、 罪 ありて 地獄に 入べ し。 其 供養に は經 をよ み、 施 仏 をな す 

むかわ h- 

ぺ しとて、 一七 曰 百日 期 年な ど、、 其 忌に あたれる 比 は 種々 財 を 費し 寳を すて、、 情 徒に 施す と 見へ たり。 是 等の 事 

其 親 を罪惡 人に とりなし、 漸々 讀經施 仏の 供養に て 罪人 を 佗言す るに 似たり。 爲子人 其 親 を 罪人と ひとしく する 事豈 

鲁 

忍ぶ ベ けんや。 むかし 李 丹と いへ る 人、 其 妹の 方へ 文 を 遣し ける に、 其 文の 中に 書 給 ふ HJ は、 地獄 極樂 といへ る 事な 

きとなら ば 其 通り、 もし 有 之と いへ る理 あらば、 平生 身 持 正しく 心 だて 直に、 義理 明かなる 君子 極樂に 趣くべし。 身 正 

しからす、 心 だて 僻よ く 深く， 我 滿邪智 にして 義理に くらき 小人 は、 かなら す 地獄に 入べ し、 といへ り。 これらの 事 

を考れ ば、 心行 共に 小人に して、 念仏 題目 をと なへ、 或は 施 仏 供養 をす る KJ は、 譬ば其 身 は 糞土に 1^ れ、 手足に 泥土 

をつ けて 居ながら、 行水 行水と 百篇も 千篇 も唱 るが どし。 如 i 此と なへんより は、 身 を 省み 袋 土の 穢を洗 ひ、 水 を 求て 

♦* され  たぶ ら^ 

手足 を きょむる HJ の 賢る に はしか じ。 わけ もな き 施 仏 供養 をな して、 佾 徒の 驕りを たすけ、 愚人 を 誑 す 便りと なさ 

しし めんより は、 道路に たつ 乞食 をた すけ、 情 を かくべき 下べ どもの 貧なる 者 を 育 救 はん 事の まされる に はしか じ。 

i 之、 位牌と て刖 もな き S1S を 製し、 死人 存生の 時に しらぬ 所の 名 を 書て、 戒名な ど& 号して 香 花 をと り 廻向す ると 

見えたり。 其 死人の しらぬ 所の 名 を 呼びて、 何ぞ其 靈氣 こた へん や。 是 等の 1- は辨 へ易箏 成べ し。 勿論 5111 人の 敎 にも 

九 八 


謚 とて、 死して 後に 其 人の 宵 行 心 術 を はかりて、 おくりな をつ くる 事 あれ 共、 是 はまた 其 人の 姓 や 氏 を 用る ゆへ、 

其 神お のづ から 感 通し 給 ふ CJ わり あり。 仏道の 人 を も 誑し、 己 も 迷 ふどきに は あらざる なり 

聖 道に とりおこな ふ は、 死人 沐浴 させ 不斷其 人の 存生の <：：0  く、 髮を ゆい 鬚 を そり、 さかやき を 剃て • 爪 を 切-, 奇^なる 

衣服 をき せ、 靜 かなる 所に 臥さし め、 棺の 用意 をす るな り。 然を 仏道に は 存生の- s: こそ 俗体に て 、父母 妻子 を はなれ すと 

も、 死して は 出家の 境界に 形を變 じ、 父母 妻子 を はなる、 ありさま を あら はすべし、 とて、 髮を 剃、 衣 をき せ、 數珠 

を もた しめ、 經 帷子な どい へる わけ もな き KJ を 作り、 出家の 形に 出た. -せ、 かくすれば 必す成 佛得脫 の 相 を あらわす 

といへ り。 かくの どく 仏の 相 を あら はし， 形 を 馳走す るかと 思へば、 其 ま、 火葬す ると 見えたり。 勿論 共 遁碎も あら 

んづれ 共、 首尾 不 合の ありさま、 其理 なき 事辨 ふべ し。 ま、 とに 四民の 家に 生れ、 父母 妻子 兄弟 寄 合 歡！^ き はまりな く、 

威儀 おごそかなる 境界 をゥ ちかへ、 死するとひとしく屮ぃ家遁世^^の行鉢にもてなし、 乞食の さまに 出た V する 事 • 迷 

ひとはい ひながら、 あわれに 淺 ましき 事なる べし。 若 仏法 本朝に 渡る 事な くば、 人^ 天理 を 具足し 牛： る、 物 なれば、 た 

とひ slJi 人 または 神道の 敎是 なくと も、 如 レ此其 親 をう すく は 群る 間 布 を、 仏徒に たぶらかされ、 圃 阈传 かくの どし。 故 

しり, け 

に 鬥の學 者は甚 仏法 を 退 惡む事 其 謂な きにし も あらざる なり 

棺 とて 死人 をャ すませ 臥さし むる 道具 を 捲へ、 父母 死し 給 ふ は 永く 寢屋に 入て やすみ 給 ふ 意に する 也。 如 レ此布 之 ゆへ、 

棺の板 厚く して 四方の 角まで 外より 湯の 不レ入 樣に漆 か 叉 は 松 is にて ふさぎ、 棺の 中には 灰 をし き、 其 上に うすき 板 を 

しきて、 死人の 液汁 もれて 却而膚 をうる をし、 濕氣の 身 をけ がさん £ を 慮て、 右の，^ く 灰 をし き、 其濾 をし めしとり * 

死人 を棺 中に ゆたかに 臥しめ て、 枕 を させ、 四方 兩 わき 共に 衣服に て 不動 様に よくつ めて、 蓋 をく わへ、 ^の 上に も 

松脂 を かけ、 念 を 入、 濕の不 レ入樣 にし、 葬る 所の 地 を 吟味し、 其 地 を もとめて、 土地の 祌を 祭り、 永く 棺の そこね ざ 

る やうに 土神に 禱ミ幾 百年して 他人の あやまり 堀お こさん を 慮りて、 其 人の 氏义は 出虚を 有^ 石 に^て、 石 一 一枚 を 

ぅちぁゎせ、誌石と名付、棺の上又は其^1に埋むなり。 棺を かたく 埋 みて 慕 をつ き， 神主 を 祭り、 父母の 形 はこ、 の 土中 
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に埋み 葬る といへ 共、 靈神は 本の 窒 堂に 歸り給 へと 祝して、 子た る 人 右の 神主 をぐ して、 わが 屋に歸 り、 虞 祭と て 祭 

をす るな り。 是子 たる 人の， 親に 事へ、 終り をよ くす る理 也。 然を 仏道に は 本より 父母 妻子 を もす て、、 父母 あり 共せ 

ざる 意より 敎を たて V 、他人の 父母と いへ 共、 おのれが 法に まかせて 火葬に し、 一所の 壙 にて 數百人 を やくと みへ た 

り。 實に 有罪の 者 を刑罸 する に ひとしく、 國守 たる 人の ゆるすべき ところに あらす。 縱ひ埋 むと い へど も、 其 也 を も 

ゑら ばす、 寺 地 なれば 水ち かき 濕地を も かま はす、 た おのれが 渡世の 便りに まかせ 埋ませ て、 其 もの、 子孫 他國へ 

ゆき、 或はう せ絕れ ば、 年月 不レ立 內に墓 をす て、 其 上に 他人の 棺を埕 むと みへ たり。 剩 へ 桶な どうす くこ しらへ 埋 

む。 時節に 及て は重而 墓め いり、 普請な ど 出来る とて、 棺の蓋 を つきやぶり、 桶の 中へ 土な ど筑込 *、 死人 を 棒に てつ 

きひし ぎ、 土 をい る- "といへ り。 大切に 思 ふ 父母 妻子の 身 を、 死した ると て 如レ此 葬る 事淺 ましき 事なる べし。 若 葬 

ら ざる 內に、 他人 来りて、 其 死人の 形 を 傷 ふ 者 あらば、 其 子 あたかた きの 思 ひ をな し、 事に より 品に より 讎を 報す ベ 

し。 又埋 みし 死人 ほり 出して 切た ると て、 敵の どく 討た るた めし も 有と いへ り 0 然を かくの どく 葬は淺 ましき 事なる 

べし。 或 人の 曰、 世上 久しき 習 ひに て、 人の 親た る もの、 人に より 遺言して、 われ 死せば 必す 火葬に すべし、 など、 

一類 共 を あつめ 堅く 其 子に いひ 含む る 者 ある は 如何：^ はんや。 曰、 親の かく 遼 言し 給 ふ は、 世上の 習 ひとい ひながら、 

正しから ぬ 事に て、 大成 迷 ひなり。 其 上生禪 見な ど 有人 諸事 執着 を斷 つと い へ る 意 を 迂闊に 信じ、 或は 伎 兩有之 も の V 

A3 んじ  上し 

物 どに 氣 散なる 風 を 好む を、 わけもなく 善と 思へ る 習 ひより 發る もの 也。 根本？ i の 執着 を 惡む事 は、 心の 障になる より 

てき. Pii く U パも たくま これ ミ-. 0 にした がふ 

嫌 ふ もの 也。 しかれ 共 畢竟 根に 入て 理を究 る 時 は、 自私 自利す る 意に て、 我 儒の 無 適無莫 義之與 比 といへ る 太 公 

の 至理と 天地 各^ 也。 伎倆 有人 れ 氣散 じなる 風 を 好む も 又 畢竟 根に いらす、 しゐ て； i する に 不足 所 也。 惣而 至誠 やま 

ざる 心 を 不知より 發る わざと 知べ し。 故に 親に 能 事 孝子 は、 父母の ま tj の 心に つ こふる を 善と するとい へ. P0 或 人 

の 親 かくの， く 火 まに せよ と遗 言し 給 ふ 人 あり。 其 子 臨終の 事 なれば かなしみ 養 角の 諫言 もな く畏 入とう け 申、 死し 

て 後棺を 厚く こしら へ 葬 鱧の 用意 をな しぬ。 其 時 一門 叉 は 坊主の 方より 使 をた て、 仏法の 法と 申、 叉 は 親 存生の 遼  一！ 目 

loo 
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とい ひ、 旁. -以 道理 至極せ り、 い そぎ 火葬 有べ しとい ふ 所に、 其 子 坊主 を 呼よ せ、 一類 共 を 座敷に おき、 我 子の 十六 

七ば かりなる 惣領. 呼よ せ、 其方 わが  一一 B を 堅.、 守るべし。 少 も遠變 する 事 あらば 大 不孝 たるべし、 とい ふ。 其 子愤て 

何事と もしら で 長 入 申と 所 耳。 其 時 彼 人 担 |g て、 わが 遗ー百 に^ま、、 汝が 刀に て XJ  、を 切べ し、 急 きるべし、 といへ 

ば、 其 子哀み 周章て 內へ 逃さり ぬ。 其 時 件の 人 坊主に 向 ひ、 如 レ此哀 み 有 之 中に、 いらざる 事 なれ 共、 なれば 其辨 

論つ くしが たし。 あれ 見た まへ、 子た る もの、 親の 遼言 といへ 共、 父 を きらざる 事を辨 て、 我逾言 に 述ひ而 前にげ さ 

りぬ。 我 も 又 我 子の どく 親の 尸 を 火葬す る 事、 父 を 切に ひとしき 道理 を わき まへ 申に 付て、 遗. 一一：！；、 といへ 共した がふ 事 

ならす。 其 迷 ひ 給 ふ 命に したが わんより は、 誠の 道理に したが ふ 事の 孝行なる にし かじ、 とて 誠の 理を 物語 すれば、 

一 門 も 皆 其理に 服し、 坊主 は 赤面して さりぬ、 い へり。 誠によ く 親に 事る 人と いふべ し。 葬る 所の 地 を 吟味し、 年 

久しくして 重而 城郭 叉 は 田 島に ならす、 危 からぬ 境地 を 求て、 其 所 を定其 後擴を ほりて、 土神 を 祭るな り。 其 意 は 永 

く 父母た る 人の 形 を 安置せ しむる 事 なれば、 土地の 神明に 頼み 奉り、 重 而破壞 これ なきやう に 守識し 下されよ といへ 

る 意 也。 是叉 孝子た る 人の やむ となき 至情より おこれる 事 なれ 共、 父母 は 子孫た る もの、 根本に て、 子孫 は 其 枝 紫な 

れば、 根本 を 厚く 葬り、 其 根 を 深く おさむる 時 は、 枝葉の 子孫 繁昌す る KJ わり 有 之 ゆへ、 いづれ にても 根 を ふかくし、 

父母 を 厚く 葬る 其 謂れ すくなから す。 火葬に しう すく 葬る 事、 仏道の 習 ひとい ひながら、 人. - まよへ る MJEg なる^ 

なるべし。 聖人の 敎給ふ は 父母 死し 給 ひて 後神 主と いへ る 物 を こしら へ、 其 父母 先祖の 神 t§ をよ らしめ て、 港 K 秋夂 A 

の 祭 食 を 執行い 忌日に は 哀慕の 誠 をつ くす。 其 父母 先祖 は 根本 天理. を 具足し、 天の 命を离 得て 生す る なれば、 死して 

も 又 その 依りした がふ 所 道理 あら ざれば 順 ひ 伎が たし。 故に 年月 SL 時の 數義 をと りて、 ：^,51s を 製し、 陷中， を 剜て氏 • 

假名 •» 名 を 記し、 粉 面に は 封謚等 有人に は それ を 記し、 或は 字 を 書して 其神靈 をよ らしめ て、 子た る 人 自身 愛敬 

の 誠. VJ つくして 事る 也。 子た る 人 愛敬の 誠 は 根本 父母 先祖より うけ 得る 所の 物 なれば、 其 誠に 感じ 祌、 0- のよりし たが 

つて、 其 祭- 奐を 饗給ふ 事、 譬ば 水晶の 玉に 日 火の 移り てれる が どし。 其 祭べき 人 誠 敬の 货を つくし = ^る 時 は J ^神お の 
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づ から 相感 する 物な り。 是を以 孝子た る 人の 父母 を 祭り 給 ふに は潔齋 する 内心 AJ 正しくお さめ、 父母 jj^ 生います 時 は、 

ありき すが ii 

いか 樣成 居すまい 行 姿に て、 いか 樣成事 は 好み 給 ひ、 何 やうの は惡 みたま ふ、 いか 様の 事 を 物語め され、 いか や 

うなる 事 を 子 共に おしへ 給 ふと、 子た る もの、 心に 昔 を 思 ひ 出し、 哀慕の 情、 親切に なりて、 孝心い やましに 起る 時 

さいしょ  い t すが ごとく  もちろん 

は、 其 祭の 日に あたりて f 所に さながら 父母 如レ在 心に 感じ 見る といへ り。 勿論 子た る もの V 思 ふ 心より 感じみ ると 

い へ ども、 親子 一 体の HJ わり なれば、 靈神も 又 子た る もの 、哀慕 ほど 感通 する わり は、 水晶の 日の 光 をう くる 意に 

て、 辨へ やすき 事なる ベ し。 もし 水晶と い へ 共 埃つ き 汗る 、時 は、 日光のう つれる 事お のづ からうす かるべき 事 わりな 

るべ し。 然を 人々 仏道に 迷 ひ、 其 親 先祖 を 蔑 にし. 其理 もな き 位牌 を こしら へ、 剩へ 我家に もお さめす、 出.； 1^ を 頼 

めんす 5  _--^sh, 

み佛 壇眠藏 などの 埃 塵の か &れる 所に 居なら ベ、 子た る もの は 我屋に 居、 自由 我 ま- -を 働き、 更に 血脉も 貫通せ ざる 

他人の 坊主 を檁 那と賴 み、 香 花 をと り砸 向す る MJ、 勿論 父母 神 靈も受 事な く、 其 位牌 木石に ひとし けれ 共、 坊主の 世 

を まどわし 人 を誣て 己が 產 紫の 便りと し、 子た る 者に は氣隨 不孝の 行 をな さしむ る KJ、 大 なる 科なる べし。 您而經 文 

の內 にも 慈悲 忍 辱の 心を專 と說、 慈悲心より 無緣の 人の 尸& どの 道路に すたりて 葬らざる を あわれみて 葬る 意 は あら 

ん すれ 共、 一切 經 文の 內に今 時の 出家 沙門の-: く、 人の 死せ る をみ て は、 己が |{ とし、 葬 鱧 をい となみ、 もし 又 坊主 

に まかせ， f 葬る もの あれば * 地獄に 入と おどしめ、 愚人 を 誑かし、 或は 銘々 檀那と たて、、 同宗ながら 我滿を かまへ、 

檀法死 すれば • 其 位牌 を われく の 寺に おさめ、 人の 往来 を もとめて、 渡世の いとなみ とする 事、 1 字 一句と してな 

き KJ 也。 元 來葬禮 祭 禮の事 は 聖人の 至理を 以てな し 給 ふ RJ にて、 釋 迦の經 文の 中に なき 事なる を、 梁の 竺潜 といへ る 

出家 はじめて 人 を 葬りし より 漸々 出家の 業と なり、 儒者のお こな ふ 法式の 中を竊 みとりて、 其禮 法を报 益して 己が 家 

の 法と なせり。 慰 じて 樂 人の 法 は 天理の 具す る 所 なれば、 いづれ も 至 理の有 之 所 を 仏徒 は其理 にくら くして、 物理 を 

不レ知 ゆへ 紛に 法の み を 損益す る ゆへ、 其 法式 は 聖人の 禮 法に 似 たれ 共、 首尾 不 合の あと を考れ ば、 似た る 事 は 似て、 

其 理は 一 ッ としてな き KJ 也。 故に 末流に 及て は 渡世の いとなみと なりて、 經を よみて 仏事 をお ： な ふ KJ も、 商人の 资 


1 i 

買す るに ひとしく、 淺 ましき ありさま 也 a もし 釋；^ の ti^ 神 宇宙に 滅 する 事な くば、 竺 5g 法師が 爲 はじむる £^ 流 渡世 

の. S となみと なり ゆく  MJ 共、 仏法の 天理に そむく よりお こる と 知て、 辨を噬 の 悔み 有べ し。 此 EJ 天理の 當然 なれば、 

其義 おの づ から 昭 *t たる 事 也。 或 人の 曰、 父母の 靈氣 散 じて 太虚に ある HT 謦ば 日月の 太 1^ 中に か、 れ るが どし。 子 

たる 人 誠 敬の 赏を つくし、 さいてん する 時 は、 水晶の 玉に 日光の 移り てれる が どし。 然ば出 05^ たる ものた とい 誠 をつ 

くし 廻向す る 共、 父母の 靈神受 よろこばざる 事、 瓦 石 を 持て 日 火 をと るに ひとしければ、 霜 神に 感ぜざる^ 著 き « 

なり。 子た る もの も 誠 敬の 赏を つくさす、 徒に 祭る 時 は、 親の 靈 神に 感ぜざる とわり なるや 否 ，0 曰、 出 (糸の 誠 をつ く 

し 廻向 するとい へる 義理 了ソ としてな き 事 也。 子た る もの は 不肖の 者と いへ ども、 天性 ほろび ざれば 、心より 不レ習 

不レ盧 して 父母の を 慕 ひお も ふ 所の 誠 有 之 もの 也。 坊主の 他人の 身と して、 何の ゆへ もな く不斷 棺那の 好みば かり 

にて、 心 源より 其 人 をした ひお も ふべ けんや。 たと ひ 千 人に 壹 人した ふ もの 有と いふ 共、 子た る もの、 百 分が. S ちた 

るべ し。 其上黑 白逍理 へだ、 る 事 あれば、 縱ひ 子た る 者 誠 敬の 實を つくし、 心 源より 父母 をした わす 共、 本より 同； I- 

同体， の 身 なれば、 中 H 家の 誠 をつ くし 香 花 をと るより、 父母の 靈 祌の變 よろこび 給 ふ HJ 十倍せ る MJ、 誰 人も辨 へやす き 

事なる べし。 曰、 春夏秋夂-\祭る事はぃかがしたる^|-にて^ゃ。 曰、 聖人の 心 は純粹 至善に して、 一毫の 私欲た く、 能 

天地万物に 感通 する もの 也。 冬 立て 漸々 春の 氣 成長す るに したが ひ、 物 を：^ 時に 感じ 休 保の 心發 して、 父母 先祖 をお 

も ひした ふこ、 ろい やましに あらわる、 とい へり。 此 した ひ 給 ふ 誠 敬の 心より 始て 春の 祭 をな し 給 ふ もの 也。 る 夏 

秋 冬 も を のづ から 此 わりの こ- -ろを もって 四時の 祭 を 執行 も の なり 

忌日の 祭 はいか したる 事に て^や。 曰、 忌日 は 父母 死し 給 ふ 其 月の 其 日 をい ふ 也〕 怫者 のい へる 毎月の 其 口 をい ふ 

にあら す。 古人の 曰、 君子に 終身の 喪 あり、 忌日の 謂たり とて、 此日は 父母 死し 給 ふその 月に て、 その 日に あたりぬ 

れば、 孝子た る人此 日に あたりて、 幾年 前の 此月此 H に 親に はなる、 と 思ふ哀 みの 情 * さながら 喪の 中に 居 心の どく， 

物 ど 樂み思 ふ £ も なく、 心に かなしみした ふ 情 ある ゆ へ に、 其 哀 みの 情より 此日共 ふ 人 を 父 にても 母に て.^ る 也。 

葬祭 辨翁  七 
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問て いわく 、春夏秋冬の 祭 も 哀み慕 ふ 情 あるに 似たり。 しかる を 忌日の 祭の どく 執行, t なく、 祝 をよ む 人 は 假辞を 云、 

叉 は 一 門會 合して 酒 をのみ 肉 を 食し、 よろ XJ ベ る 色 ある 事 はいか したる 事に て^や。 曰、 哀慕の 情 も ありと い へ 共、 

其 主人 服 忌の 障 もな く、 且叉 一類 會 合して 我 先祖 を 請し 得て 機嫌よ く、 さわり もな く 擴舞こ V ろなる ゆへ、 祭る 主人 

先祖の まいり 殘し給 ふ 福 酒 昨 肉な ど を、 其 祭る 所の 座に て 頂戴し、 酒 をのむ 事 は、 酒 をと りお さむる こ、 ろ 也。 此時 

祝に なりたる 人、 先祖の こ  ろに かわり 子孫 繁昌し 祭 をう け 給 ふと 滿 足に 思 召、 いよく 子孫 も 長久に さかへ 繁昌す 

る MJ を 守り を も ふと ある 意 を 嘏 辞に いふ 也。 哀慕の 心 ありと いへ 共、 かくの く 目出度 祭りなる ゆへ、 其 日 は 一門よ 

り 合、 酒 をのみ 肉 を 食し、 よろこび あへ ると 知べ し。 慰 じて 本朝の 習 ひに て、， 家 に 祈念 祈禱 といへ る 事 を 執お こな 

へり。 然とい へ 共、 其 祈 禱 の 根本 は 父母 先祖 を 祭る より 大成 はなき 事 也、 先祖 父母 を 祭らす して、 諸 神 諸 社に 禱る、 

我 主 をば おろそか にして 他人の 主に 忠を なすに ひとしき HJ 也。 却て 禍 ひの 媒 となる 物な り。 其 子細 は 子孫 を 思 ふ もの 

は 我 先祖 父母よ リ切成 はなし。 其 切に 思 ひ 給 ふ 先祖の 靈神 をば 鰊 遠に なし， よその 神明に 息災 延命の 道 を もとむ る は， 

根本 をす てて 枝葉の さかゑん £ を 願に ひとし。 まして 人間 さへ 心 有 もの は、 其 父母に 不孝なる 事を惡 みいと ふべ し。 

况ゃ 神明の 正直なる を や。 此 £ わり を不レ i、 い たづら に 諸 神 諸 社に 禱り、 甚 しき は w 家 沙門 を 呼 寄 * わが 屋に 護摩 を 

燒、 經を請 誦せし む。 a-y ^沙門 は 其 身す ら旣に 天理に そむき、 倫理 を はなれて、 父母 妻子 を もた ざれば、 子孫 絶滅の 

相 まのあたり あら はし、 此せ をい とひ 後世 を 願 ふ 物 なれば、 短命の 相 を あらわす ものに、 息災 延命 武運 長久の 禱を頼 

む 2、 木に 緣てゃ 〔を 求る より 甚 おろか 成 事なる べし。 昔な にがし 某 は 大病 を受、 または 禍 ひに 逢 事 あるに、 祈念) 經 

させけ るに、 本腹すべき 時節 又は 禍ひ をのが るべき 時 至りての がれけ る をば 不辨 して、 讀經 功力に よりけ ると みな 人 

£ に 思 ふまよ ひ あり。 藥ー 貼の 病に 功 ある 事 を 信ぜ や、 正 理の福 ひとなる £ をい わすして、 徒に i4i 理を 信じ、 浮言に 

まよへ る 事 は， 人 どの 情なれば、 甚 わら ふべき 事に も あらす。 慰 じて 人の 情赏 なる HJ を 好ます、 偽れる tj を 好み、 正 

しき 事 を もとめす して、 珍 敷 事 をよ ろ XJ ぶ 習 ひ あれば、 彼 野 狐 姓の そなわる 者 を 出家 此機を 蜜 察して、 種 々機に よつ 

一 0 は 


て 法 を 說.' おのれが 宗旨と なして 其 布施 をと り、 素餐 のた すけと するな り。 根本 まとの 仏 意に も、 沙門の 祈禱 をす る^ 

は 古しに は少 もな き襄 也。 問て 曰、 忌日の 祭に 祌 主に は 肉 を そな へ、 自身は蔬食精進するXJ、ろは.Sか>したる^^に 

て^や。 曰、 其 子た る もの 哀 みの 情 あると て、 其 祭る 父母た る 人に 精進な さしむ る理 あらん や。 こ、 を以 親た る 人に 

は 料理 をして そな へ、 わが 身 は 肉 を 食し、 酒を飮 にやす からす、 忍ガ ざる 意 ある ゆへ、 蔬食 精進す る 也。 共 子細 は 酒 

をのむ とき は氣 うかびて 陽氣發 し、 よろこばしくなる 物な り。 肉 を 食す る 時 は 味 ひ ありて 氣 つよく、 哀 みの 情う すく 

なる 故に、 孝子た る 人 は、 父母の 喪に いて は蔬 食水飮 するとい へり。 喪に 居て 味 ひ ある 物 を 食す るに 忍びざる 所 あり 

と 知べ し。 問て 曰、 四時の 祭 を 執行 時 は、 前 三日 潔齋 するとい へり。 何と ぞか様 成 事 もな さで くるし かる まじ く^は 

んゃ。 曰、 それ は 不孝の 心より 發 ると 知べ し。 若 親た る 人 存生なら ぱ 三日 潔齋す るより 大成つ とめ 有べ し。 それ をお 

みば 三日 は 十日 もっとむべき 事な り。 其 上人の 心 物に つき 境界に ひかれ、 事に うば はれて 精神お さまら す、 是を以 III 

曰潔齋 して 心 を 正しくし、 身 を 潔くして わが 精神 をす まし、 父母 先祖の 鬼神に 祭 を 感ぜし めん ためなり。 其 父 先祖 を 

おもわば、 三日の 潔齋 いと ふ £ 有 まじき ai 也 

世人 葬祭の 禮 におね て は 浮 屠の 誑 說に習 ひ^ 仏 鱧に 順 ひぬ る J 誠に 淺 ましき 事 なれば、 其是非の大^-をぁらまし記 

し 葬祭 辨 41 と 号して 邪 正眞僞 をし らしむ る もの 也。 もし 聖人の 鱧に 順 はんとお も ふ 人 は 文 公 (豕鼸 をかん がへ 见 るべ 

しなり 
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氣質驢 利 之 解 

夫氣 質と 云 は大極 動て 陽 を 生じ、 靜 にして 陰 を 生じ、 陰陽 妙 合して 五行 を 生じ、 陽は氣 をな し 陰 は 形 をな して、 人と 

なりて 人の 氣質を 云。 心 は 人の 大極 にして 動靜 あり。 性 は靜、 情 は 動に して、 人の 陰陽な り。 故に 心 は 性情 をす ぶる 

といへ り。 氣 質と 云 は 五行な り。 わけて 云 時 は 木 火 金 水は氣 也。 土 は 質 也。 又木 金 は 質に つき、 水火は^^にっく。 木 

金 は形定 り、 水火 は 形定ら す。 火 は 木に 生じて 形 を あら はし、 風に したが ふて うごきの ぼる。 水 は 金に 生じて 形 を あ 

ら はし、 方圓の BIS にした がふて 下 は、 火 は 陽氣の 形、 水 は 陰氣の 形な り。 しかれ 共 其 形 終に き はまらす、 故に 氣也。 

木 は 水に 生じて 形き はまり、 陰 氣の形 也。 金 は 土に 生じて 形き はまりて、 陰 氣の形 也。 陰 氣の形 は 質 也。 然共木 は； i 

き 金 は變、 故に 共に 氣也。 土 は 火に 生じて 陽の 形と いふべ けれども、 大 にして 形見へ すして 地 也" 地 を 以土を 陰と し、 

質と す。 水火 木金 各 一 氣に生 すれば、 天と し氣 とす。 故に 天地 を 云 時 は、 天 は氣、 地 は 質 也。 人に 云 時 は 水火 木金 を 

氣 とし、 土 を 質と す。 水 氣の神 は 知 也。 火氣の 神は禮 也。 木の 神 は 仁 也。 金の 祌は義 也。 土の 神 は 信 也。 仁義 總智は 

氣也。 信 は 質な り。 木 は 火の 母 也。 金 は 水の 母な り。 陰 は 陽 を 兼ざる 自然の 理 にして、 母 は 子 を^す。 母 は 陰、 子 は 

陽 也。 故に 三德に 知と 勇と、 母子 兩德 也。 陽 は 陰 を 兼-^、 自然の 理 にして、 火 は 木の 子 なれば、 仁 を 云て 纏 を て^ 

にい はす。 知者 仁者 勇者と 云て、 禮者 とい はす。 又 信者と いはざる、 信 は 三 德の質 なれば なり。 文 質と 云 は、 n ー德。 

美 也。 禮は 三德の 文、 信 は 三德の 質、 三德 全き 人なら では、 文 質 を 兼す 

土 は 陰に して 質 也。 厚薄 輕重强 弱 ありて 濁 有。 水火 木金 は 陽に して 氣也. - 厚薄 輕重强 弱の lEi ありて pg なし。 1W はお を 

はなれす、 氣 は本獨 なけれ 共、 質に よりて 燭を なし、 又淸 のま 、にして 扁 あり。 質の 獨と； I- の 扁 によりて、 突. 51- 強弱 

の氣質 ある 也 

氣嘴理 利 之 5t  -  [  >  --,  \；  一 
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水氣 を多覺 たる 人 は 知 あっし。 土 信の 質に 燭 薄ければ 知に 信 ありて 明かな り。 又 知に 才知 あり、 本才 あり。 ネ知は 全 

鉢の 氣 にあり。 本才は 心の 性に あり。 ネ知は 陰 也。 本 才は陽 也。 陰に は 利 あり。 陽に は理 あり。 故に 才知に は 利根 あ 

り。 本才に は發明 あり。 本才 にはネ 知 を 兼ルと あれ ども、 才知に は 本才を 兼す。 陰に 陽 を 兼ざる 自然な り。 信 厚き 質 

に 知 あれ ぱ、 よき なれ 共、 質 は 陰に して 本より 陰 土 は にごりの 本 也。 獨ふ かければ 水を克 し、 知 てらさす して 利 被と 

なり、 利欲と なり、 邪 侫姦惡 の 知と なる。 信 にごりなければ、 諸惡 より 所な し。 故に 學術 は獨を さりて 信を淸 くす る 

のみ 也" 水の 母 は 金 なれば、 子 あれば 母 あらす と 云と なき 自然. の理 にて、 知 あっき 人 は必義 ある もの 也。 能 學ぶ時 は 

質の ず  1 を のぞきて、 道に す i むに 信 あり。 しかれ 共 水氣の 多き にかたよ りて、 木 火の 氣 不足し、 仁禮 うすき もの 也。 

信に ごれば 質に かねて 知に たかぶり、 人 を あなどり かろし め、 愛う すく 故少く 不仁 不禮 なる もの 也。 多 水より 火 を 見 

する の 自然にて、 甚不禮 なる もの 多し、 利欲 色欲 ふかき 人此氣 質に 多し。 ォ 知より 趣 所 也。 其 本 は 土 信の 質の 濁に よ 

るの み 

木氣を 多う けたる 人、 土 信の 質 厚に 濁なければ、 仁に 信 正し， 愛敬 ありて 心 ゆるやかなる もの 也。 木の 母 は 水 なれば、 

仁 あっき 人 は 必知を 兼て、 能 善 惡を辨 ふ ものな り。 故にみ だり なる 行跡な く、 是を 美質と 云。 然 ども 木氣の 多に かた 

よりて、 金氣 不足して 義 のす- - みすみ やかなら ざる もの 也。 禮は 仁の 順德 にして、 木の 子の 火 なれば、 自然と 不禮ぁ 

ら ざる もの 也。 土 信の 質に； J れは 厚と. S へど も、 木克 土の 氣然 の理 にして、 多き 木氣 より 克 して 土氣 しりぞき やすく、 

信 いつはるに は あらね ど、 堅固に 立が たく、 まよ ふて 本より 不足の 義す k みがた し。 全 鉢氣質 柔^なる もの 也。 柔弱 

なれ 共 剛^なければ 美質 也。 能 學ぶ時 は、 柔能剛 を 制して、 仁德 あら はる、 者 也。 仁 は 人心 三 德の中 本 なれば 也。 孝 

行なる 人、 此氣 質に あるな り 

金氣 を多受 たる 人 は， 土 信の 質 厚、 にごりう すければ、 義に勇 ある もの 也 e もとより 土 信 は 金の 母 なれば、 義 ある 人 

に 信う すき はなし。 能義 にす V みて 善行 をな す、 忠臣 勇士な ど 云 は、 此氣 質の 人に あり。 しかれ 共 土 信の 質 濁 ふかけ 
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10 九 

(え 傍に 殺 力 あり 

れぱ、 金氣の 多に かたより、 仁 不足して、 人 を 數す事 をい と はす、 不仁の ふるま ひ あやまり 多き もの 也 0 是乂 金の 多 

木を克 する の 自然な り。 質のに ごり を 去、 よく  • ぶ 時 は、 却て 仁 を もとめ 糟を行 ひ、 志. 个^ 終り ある も此 質な り。 ，^g- 

を 以て 利と して 無欲なる が 故 也。 にごり 厚き 質なる は義は 利に 變じ、 狐狸の 勇と なりて、 盗賊 剛盜と 成も此 質に あり。 

た 理 利の 間によ る 所 也 

火氣 を多受 たる 人は禮 あっし。 土 信の 質 にごりう すければ、 禮の信 正しくして、 よく. IS りょく 下 *0 火の： iw は 仁 なれ 

ば、 仁 を 兼て 愛敬 あり、 行跡 正き もの 也。 是叉 美質 也。 然 ども 仁 多に 鱧を皴 たる 程の 美！ X にあら す。 火ぐ 4 多 かたに か 

たよりて、 水 金の 氣 不足して * 知 明かなら す、 義 のす- -み 少なき もの 也。 美惡 ともに す k む w、 柔弱なる もの 也。 土 

信の 質に ごり あれば * 無 勇に して 臆病の 行跡 ある も 此氣質 也。 火氣の 金を克 する 自然 也。 此 故に 仁に 酸た る^に は を 

とれる 所な り。 三德 ならざる 自然な り。 然共質 にごりな く、 鱧に 信 正 は謙德 也。 火氣殿 重の 威 ありて 美質 也 

土 氣多受 て 濁な く、 水火 木金の 氣各 ひとしく あつく うけて、 扁 なき は 君子の 質 也。 學て^ 賢に 至 ル事速 か 也。 かく 美 

火の 氣質 といへ ども、 學 ばざる 時 は 質 は 土 なれば、 にごり やすく、 にごる 時 は 水す ますして 知 てらさす 仁義 禮共に 

信 正しから すして、 天然の 氣質を 害 ふ。 にごる と 云 は 心の 隱微 の利理 にある 也。 聖賢の つ、 しみ もこ、 にある 藜 也。 

人心、 M 心是也 

土 氣多受 て 信 厚 も 濁 ふかければ 土氣 多き に 水氣克 せられて 知 不足なる 自然 也。 陰 土 は 濁の 本 なれば、 濁 やすき は 信の 

あ 2 

質な り。 故にと かく 立が たきもの は 信 也。 信 にごりて は 知 くらみて 愚と なる、 世間 多 下 愚 のん 也。 水；^ を 多う けても 

多 土 氣に克 せられて 知 てらさす、 多 は 正 理通ぜ す。 邪理 のきく £、 見ル 事の み を 信じて、 心に 明辨 せす、 也。 燭 

によりて 利欲 生じて 極樂を 求め、 さい わ ゐを願 ひ、 邪道 仏道に 信 ありて、 死生に まよ ふ、 是を まよ ひの 信と も 云べ し。 

甚は 出家遁世し、 乞食. となる。 土の 母 は 火 なれば、 信 あっき 質に 禮 あらす と 云 MJ なく、 下ル攀 をい と はすして かくの 

どレ， 是 自然 也。 土 祭 信 多 かたに かたよりて、 金氣 不足し、 義を しらす。 不 篛 にして 人に やしな はる、 KJ を 恥と せ. f- 

氣質理 利 之 解  0 
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して • 人に 下ル のみ。 陽氣 うすく 受、 陰 氣の質 かちた る氣質 かくの どし 

惡氣 とい ふ は、 水 金の 陰氣を 多う け、 木 火の 陽氣 不足し、 土 氣の質 厚く 獨 たる 也。 水 金の 陰、 土 陰の 質同氣 相より て， 

惡 生じ やすし 

美質と 云 は、 木 火の 陽氣 多受、 水 金の 陰氣 不足す といへ 共、 土 氣の質 あつく； なき 也。 陽 氣の仁 鱧に 信 正して、 美の 

顯ル所 也。 善行の 生じ やすき ものな り 

仁義 禮智 も、 信 あらす して は 行 はれす。 信 は 五行の 質 也と い へ 共、 信 陰 は 土 なれば、 陰 土 は 濁の 本に して、 又 氣質瀰 

る 信 也。 故に まよ ひ を 生す る も 信に あり。 明 を 生やる は 知に して、 土克 水の 自然にて、 信より 义 くらみ やすし。 默識 

神 通 あらす して はさと しがた し。 一念 理 利の 聞 を かへ り見ル にあり。 平氏 小 松 大臣 は、 君子の 氣質 にして、 源平の 中 

に ならびなき 賢人と いはれ し 人 也。 五氣 全く 受て扁 ならす、 知 仁 勇 共に 兼て 言行 道に あたれる 事 多し。 聖學 ありな ば 

全き 君子なる べし。 しかれ 共 心 術く はしからざる ゆへ に、 土 信の 質に ゎづ かのに ごり ありて、 其 濁に よりて 知 幽明に 

通ぜ す、 後世の 幽に利 あり。 死 を >Jk ろよ くし 給 ひたれ 共、 後の 名に 心 あり 利 ありて、 異國に 金 を 渡し 給 ひしな ど、 

國 家の 爲 ならぬ £ など あり。 故に 生前に 名 を もとめた る 利 後世 名 をけ がせり。 異國 の醫療 をう けざる、 其 言 名 を以し 

給 ひし 也。 全き 君子に は あらす。 氣質は 君子の 質 也。 辨慶は i 氣 全く 受て、 しかも 氣質 共に あつく 剛强 也。 知 は 泉の 

わくが どく、 勇 はなら ぶ 人な く、 仁 は 時 位 を 得 ざれば あら はれす とい へど も、 知勇に ひとしく あり。 北圃 落の 時、 義 

經の 北の方 をい ざな ひしな ど、 人の 及が たき 仁 行なり。 其義 和書に く はしければ 言に 及ばす。 仁 德は禮 にあら はる、 

もの 也。 難に 所して 味方に 和の 有し ふるま ひ 度々 なり。 和 は 禮の用 なれ ぱ禮の あっき 也。 味方の 和の みならす、 歒.^ゲ 

も わら はしめ たる ふるま ひ、 敵 を かろ しめたる を どけ HJ の やう なれ 共、 仁德 ありて * ゆたかなる 心 位 也。 道學 ありな 

ば 大公 望に も を とらざる 賢人なる べし。 後世の 今に、 人心 恐れて 愛 十る にて 其德を 知るべし。 辨 慶が敎 なけれ 共、 後 

世 忠義 信の 手本と なる の 忠臣な り。 楠 正 成、 三 德 兼備の 人と いへ り。 五氣 共に ひとしく 受て、 君子の 氣質 也。 然共道 


學 なき 故に， 質 勝て 文 を とれり。 質 勝 は 信の 過た るな り。 打 死 は 後世の 人の 殘念、 うらみ ある 所に、 全き 常つ；. ノ？； にあ 

ら ざる 所見え たり。 公家より 尊敬 はあり けれ 共、 親み. の 感 和う すし。 是 文の 質に を とれる 所な り。 治世に 平び 給 ひな 

ば、 全き 君子なる べし。 伯 夷が 餓死 は 後世の 人の 師 とし • 正 成 打 死 は うらみ あり。 信の あっきに 克 して、 知の しばら 

くく もりた るなる べし。 質の かちた るな り。 源 義經は 土 信の 質 あつく、 金氣を 多う けて、 大舆 なる 氣質 也。 土氣 にご 

りなければ、 無欲なる 所、 合 戰利を 見す して 理 にしたがって す、 むに 見えたり。 無欲に して 信と 義 との あっき を 感じ 

て、 臣をも ひ 付し 也。 しかれ 共 土質 C あっきに 克 せられて、 知 不足し、 金氣の 多に かたより 克 せられて、 仁 不足し！^ 

うすし。 仁の 不足 は 人 を 殺 KJ をいた ます。 寬 仁なる 行なく して 心せ はし。 頼 朝の 疑心 は義 經仁德 なきに を これり。 次 

信が 死後に 馬 を ひかれし 事な ど、 信の 善行 人の 不及 所に して、 和書に も稱 して ありと いへ 共、 仁 行に は あらす して、 

義と 信と より 無欲の 行なり。 敵の 女 を 妻と し 給 ひしな ど非禮 なり。 仁禮 うすくして は顿 朝と あらそ ひ 給 利 心 ある まじ 

きに あらす。 知 不足と いへ 共 信の 濁なければ、 少才 ありて Bis 用なる 所 はありて、 文理 音樂 など 學ぴ給 ひて、 其 ネ に 得 

給 0 み 0 其才 利根と なりて 色欲に うつり PS やすき は 土 なれば、 質の 信 色に よりて しばらく 濁りて 色欲 ふかし。 知は才 

知の 陰に して 本才の 陽に あらざる 故 利に より 欲に ながれや すき 所な り。 後世 人心の 感！ S する 所 は、 信と 翁と 才の £ お 用 

と 濁う すく， 無欲なる に 有て 仁の 感應 なし。 是 も道學 あらば 氣質變 化 有べ し。 質の 信 あつく にごりう すければ、 信 は 

本に して 義は よくす、 みて 變 せす、 舉 術の 功 すみやかなる 氣質 也。 仁 を 求て 君子なる 時 は、 本扁 質なる より 1^ 子に 至 

りて 變化を 知 * ところ 也。 源 賴朝は 水火 木金の 氣 ひとしく 多 受て扁 なし。 しかれ ども 土 信の 質 不足して 濁 ふかし 。故 

に s ありと い へど も 知に 信な し。 仁 ありと い へ ども 仁に 信な し。 鰻 ありと い へど も禮に 信な し。 翁 ありと い へ 共 接に 

信な し。 又 信な しとい へ 共、 義 あるが 故に 不 勇なら す。 信な しとい へど も 知 あるが 故に 善惡 是非の 辨へ くらから す。 

信な しとい へど も 仁 あるが ゆ へ に、 行 常 寛仁なる 所 あり。 信な しとい へど も體節 ありて 臣下に 不精な し， 勝れた る大 

美質 也。 源 家の 嫡孫に して 時に 自然の 天位 そな はり、 一度 遠 流に 下り 給 ふといへ ども， 氣 の 美に、 天位 を 失 ひ 給 は 

氣質理 利 之 解 、 
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すして、 其 初 は 父の あだ を 報 を せんの 義心に 信 立て、 利に よらす。 理 にした が ひ 給 ひて、 身命 を かへ り 見 給 はざる 義 

に 人 感化して 終に 天下 歸 したり。 天下 歸 してした が ひし は、 美質の 大 92 里に よってな り。 しかれ 共 兄弟 を 殺し 給 ひし 

を 初と し、 不仁 不義の 行 多き 無道の 至極 也。. 氣 質に 仁 あり、 義 あり， 禮 あり、 知 ありと は 見えざる 事 なれ 共、 氣 質の 

美なければ 天下 歸 せす。 無道 不仁 Q 行 は 土 信の 美う すきに、 厚く にごりて 利に 變じ、 知 邪知と なりて 生得の 仁 を 害し、 

義を 害して 無道 也。 知の 正 を 失 ひ 給 ひし 故に、 梶 原が 侫赛を 信じ 袷 ひて 誤り ^ 多し。 仁 反して 不仁と なり、 義 反して 

不義と なり、 正 知 反して 邪知と なれり。 しかれ 共 知 は 不知と 云に は あらす、 正 知 邪知の か はりに て、 知の み tj をと り 

て 天下の 政道 皆 知より 出て 仁義の 政に あらす。 然共叉 仁義に あら ざれば 人復 せす。 故に 政の 仁義に 叶 ふ 事 ある は 仁義 

のかり もの 也。 仁義 を かりて 天下 を ひとり 利し 給 ひし 也。 をし いかな、 受給 ひし 天質 は 君子の 質なる に、 信の 本 を 利 

によりて 失 ひ 給 ひ、 一生 は榮花 を極メ 給へ ども、 天 是を罸 し 給 ひて、 子孫な がくつ どかす。 後世の 人心 其^ ハ y 不道を 

くみ、 榮花を さみして 德の稱 する £ なく、 其 恥 万歳に 傳 りて くちす。 利の 恐 * べき 理の したが ひがたき、 徴 かく 

のどし。 首 一惠 こ. 志 給 ひて、 信 を 立 給 は^、 もとより 受給 ふ氣 質の 美に 質したがって 君子と なり 給 ひ、 天下の 大平は 仁 

政と なりて、 力 を 用 ひすして 順德 盛に、 代 を 重て 久しく 保ち 給 ひ、 天運の 變 によりて 他家の 天下と なる 共、 其 德は万 

歳に か M やきて、 後世の 人心 感化 あるべき ものなる を、 天理の 辨 へなくて、 地 利に と まり 給 ひ、 陰 欲に 落 入 給 ひし 

蔡を しむべし、 かなしむべし 

學は 己が 爲 にす るが 理也。 己が 爲に する 時 は 能 人 を 利す、 人の 爲に する は 己が 利 也。 人 を 利す るに いたらす して、 己 

も 終に 赏の 利な し 

行 は 人 C 爲 にす るが理 也。 孝^^忠信、 各人の 爲 にして 己が 義也。 人 を 利す るの 天理に、 自然の-利己 にあら すと 云 事な 

し。 孝お お 11  一 a 己が 爲に する は 利 也。 天理に あらす して 德 とならす、 名 をな さす、 理 にしたがって 德を なし 名 をな す は、 

利 其 中に ある 也 


a-a, か爲 にす る 初 は 信 を 立" より 先なる はなし。 信 を 立 ルは深 思に あり、 思 ふ 所 天现の 外な し。 一念 利に ある 時 は 欲し 

たがって 知 くらみ やすし。 知 くらみて は理に 通ル所 明かなら す、 通せざる 時 は 疑 ありて ふ 所の 现 にもす みや かにした 

が ひて 行が たし。 故に 知行 わかれて 其 功むな し。 學術も 益な き 所に して 欲 長 すれば 終に 知 を助ケ るの 害 也。 知 を 

助く ると 云 は才を まし、 利根 を ふかくす。 一念 理 にある 時 は 利欲なくて 能 知て らして 理 に；^ んル 明か 也。 明かなる 時 

疑な くして 見 * 所の 理 にしたがって 行 ひやす し。 知行 合一に して 其 功むな しからす、 學 術の 益 ある 所 也 

義を 見て いさみ、 理を 見て 悅 といへ ども、 一念 利に 有" 時 は、 義理に したが ひがたく して 其 功むな し。 一念の 利に した 

がふて、 見 * 所の 知に たかぶり 生じ、 人 を 非と し、 己を是 とする の 自慢 出來 などして、 德 をな さすして 害 をな す 額 多 

し。 終に そしり を 得て 人の はなる、 所 也。 人に はなる、 時 は 己が 利 を も 失 ひて、 欲の みに と まる。 理 によりて、 德 

に本づ くの 舉は、 人 を 利と して 人した しみ、 其 ほまれ 外に ありて、 內 よろこぶ 利に よらす して 利 ある 所 也。 をい へ 

ば ほまれに 心 あ h -。 そしり をい へば 毀に 心 あり。 毀 譽に心 ある は、 叉 利 心なり。 しかれば 毀黎の £ は 云べき にも あら 

ざれ ども、 いは ざれば 窮理 にあら す。 只 一念 獨 知に 默識 すべきな り 

利 心の 安 じ 樂む所 は 富貴の み、 くるしみ 薆フる 所 は 貧賤 患難 夷狄な り。 理心 は富贵 貧賤 55,0 難 夷狄 共に 安し 樂む。 利 は 

理を楚 すして くるしみ あり • 理は利 を かねて 安じ樂 むの 利 其 中に あり 

富貴 貧賤 患難 夷狄、 界 境の 上な りと いへ 共、 今日の 中に あると なり。 今日 下賤に 對 して は 我 ほし、 .：1^-居衣服砍食|^?物 

に， 不足な く、 求ル事 あるに 滞りな き は、 今日の 富 ((貴 ィ)) なり。 天に 對 する 時 は我賤 し。 今 R{&fe 衣服 飮贪 物 不足 あり 

て 用たら す。 求ル事 あるに 財な くして と、 の はざる は 今日の 貧 也。 今日 我に 病斌有 か、 妻子 臣 妾に 病！ 3 あるか、 何ぞ 

災 ある はん：' 日の 患難な り。 今日 下 愚の 間に 交ルは 离狄 なり。 境界と 今日の 上と 大小の か はり は あれ 共. 心の KM する 富 

贵 貧賤 患難 夷狄の 苦樂は 同じ、 大小の か はりある のみ。 故に常に其心利理の閒に摸^_«^となり0 素す る 所 利に した 力 

へば くるしみ 生じて 欲に 落 入、 樂 みかへ りて くるしみ となる。 理 にし M がへば 悅 生じて 道に しんが ひくる しみ かへ り 
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てた のしみ となる。 境界に 素す る も 今 H の苦樂 也。 今日の 苦樂は 生前の 境界 也。 各 素す る 心 境界の 上と 今日の 上と^ 

心 あらす。 今 曰の 富貴 貧賤 患難 夷狄に よく 素して、 安 じ 樂む時 は 境界の 變に 至りても 安 じ樂む 也。 今日 上に 安ん ぜす 

して は、 境界の 變 にくる します と 云 なし。 利理の 一 心の 差別に よりて、 君子に す k み 小人に す、 む 

富 は 陰、 貴 は 陽 也。 故に 責は富 を 兼、 富 は 貴 を かねす。 陰 は 陽 を かねざる 自然 也。 富より 貴に のぼる 事 はかな はす、 

貴より 富ルは 安し。 富貴 は 人の 上に 立てと める 也。 下 を めぐむの 天命 也。 然るに 貴と して 富 を よろこび とする は、 富 

を 利す るの 利 心 也。 利 心 は 富に あく  J なくして， 益 利 を 長して 欲した が ひて やます。 或は 家居 衣服 飮食 器物に 美を盡 

し、 其 心 またたる RJ なし。 或は 遊樂を 好て やます、 時々 に 人欲 を 利して 奢 長し。 奢に よりて 富を减 す、 减 する 故にむ 

さ ぼる 0 身 は 貴く して 心賤 きに をち いる。 富 を 利して 富 を 失 ひ、 終に 身 を 亡す。 富貴に 素して 富貴 を 行 はざる、 V 人 

の 害 也 

人の 上に 立て 貴く、 貴に したがって 富 ルは下 を めぐむの 天命の あっき 也。 人 を 利す る を 以て 天理に したが ふ 也 • 富赏 

に 素して 富貴 を 行 ふ 也。 人 を 利す る は 心に 仁義 を以 ほどこし、 富 は 貧 を 助けて、 人の 家居 衣服 飲食 物 不足 を 浦 ひて 

人心の 患 を のぞき. 難 を 救 を以理 なり。 此理 一念の はじめに ありて は、 今日の 富貴 境界の 富貴 逢 所の 自然にした がふ 

て、 善行 やます して 富貴 其 身 を はなれす して、 其 貴 位に したが ひて 天下 國 家に 及ぶ 也 

貧賤 は 貧 は 陰、 賤は陽 也。 賤は貧 を 兼、 富 を 兼、 陽に は 陰 を 兼 "の 自然 也。 賤 して 貧なる は 順 也。 富なる は 逆 也。 貴し 

て 富 ルは順 也。 贫 なる は 逆 也。 故に 貧賤に 素して 富貴 を 願 は 利 也。 順に 居て 逆 を 思 ふ 也。 凶 也。 此 利より 欲 生じて や 

ます、 貧賤 を 安ん する は 順 也。 理 也。 此理 にした がふ 時 は、 善行 生じて やます。 善行 は 富の 肘 用に よらす、 心の 理に 

ある 所 也。 富貴 を 思 はざる 心 は 則 富貴 也。 利に よりて 足 MJ を 思 ふ 時 は 富て は 終に 足 CJ なし。 まして 貧に しても とめん 

や。 貧の 不足 を辨 へて、 其 分 を やすん する 時 は、 其 心 たれり。 貧賤 は 富貴 を 兼ざる 天理 也。 富貴 は 陽な り、 貧賤 は 陰 

なり。 陰 は 陽 を かねざる 自然 也。 しかれ 共 分 を 守 b- て 外 を を も はざる 時 は、 又 能 富貴 を 生す、 生す る は 變化也 a 女 陰 


にして 陽 を 兼ざる 故に、 子 を 生す る Q 理也 • 理 にした がへば 利 其 中に ある 也 

患難 は 患 は 陰、 難 は 陽 也。 故に 難に 患 を 兼、 患 は 患の みに て 難な し。 難に 素して は必患 あり。 難に 素して 難 をく るし 

みて まぬがれん とする は 利 也。 此 利に 患 生じて やます。 難 我より 素す る箏 有、 人より 來，" 有、 何も 天命 也。 其 難 中现に 

したがって 難 を 安. 一す る 時 は、 自然と 心に 難 をまぬ がれて 患な し。 難に 素して 利に したが ふ 時 は 終に 難に 終ル、 古今 明 

か 也 

夷狄 は 陰 也。 心理に 通せす して 利の み 也。 陰に して 陽 を 兼ざる 所 也。 素す る 我 は 陽 也。 ^を 兼て 夷狄の 心に 通じて 彼 

を 利す。 しかる を 道理 を以 せむ る は 我が 理に復 さし めんの 利 也。 終に ふくせ すして 利な し。 夷狄の 利 心 は ii?^ 狄 の天现 

なり。 彼 を 利す るに 利を以 する が理 也。 此理は 天理 なれば、 夷狄と い へど も 自然に 伏す。 大王 岐 山に 退 袷 ふの 所、 泰 

伯の 身 を あやにし 給 ふに、 其 理を 默識す 

富貴に 素して 富貴 を 行 ふ は 仁の 德也。 能 人に 及す。 貧賤に 素して 貧賤 を 行 ふ は 驢の德 也。 能 謙に 所す、 忠難に^^^して 

患難 を 行 ふ は 義の德 也。 宜 にしたがって 信 不變。 夷狄に 素して 夷狄 を 行 ふ は 知の 德也。 や 通 を 和て 利を以 す、 备信立 

て 能 行 ふ、 行 ふ は 其 心 習 也。 故に 入と して 自得せ すと 云 事な し。 富貴 貧賤 患難 夷狄 境： のみに 見 * 時 は、 一生 ある W 

も あり、 なき £ も あり、 今日の 上に 見 * 時 は、 日々 に 往来して 我に 有事 也。 其 順逆の 勇 安 苦樂は 心の 现 利に ありて、 好 

惡 有べき にあら す。 行 を 習と 見ル 時は备 書と なり、 師 となりて 順逆 皆舉術 也。 然 * 時 は 入と して 自得 あれ ども 苦^なく、 

其 心 君子に 近し。 其 近き を 悅び樂 て、 乾々 として やまざる 時 は、 質の 害 を のぞきて • 久して 氣質變 化すべし。 變化は 

自然にして 心なく、 今日 理 にした がふ 時 は、 今日の 心の 變化 を樂 むべ し 
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天 は 父な り。 地 は 母な り。 阴阳の 天に ある を， 四 象と いへ り。 曰と 月と 星と となり。 辰 は 天の あ をく 見 ゆる. り。 

日 は あっき をな し、 月 はさむ きをな し、 星 は ひる をな し、 辰 はよ る をな せり。 昼夜 寒暑 まじ はりて 年 なれり 0 そのこ 

とたかう して 大 なれば， 父の 道な り。 剛柔の 地に ある を 四 化と い へり。 火と 石と 水と 土と なり。 火の 氣風 となり、 石 

の氣 いかづちと なり、 水の 氣雨 となり、 土の 氣 つゆと なれり。 天の ほどこし をう けて 物 を やしない そだつ、 そのこと 

きく  こしき なれ 

ひく ふして あっき は 母の 道な り。 これより 此身 生れ、 これによ りて 此身 そだてば、 人 その かたちす くな けれども 巾に 

ゐて 子な り。 天地の みちみ てる 阴阳 五行の 氣 はわが 身と なれり。 その にごりて おもき はかた ちとな り， すみて かろき 

は 身の うちにみ ちて、 かたちの はたらき をな せり。 かたち はこり て かよわね ども、 氣は へだてなければ、 いでいる い 

き 耳目の 靈 よりかよ ひて、 天地と ひとつな り。 その 氣 のく はしき ものむ ねのう ち 方寸の むなしき 中に ある を、 レ とな づ 

人性の »t  ^なれば 

けり。 此 心に 天より 君 をく だして 一身の 主と した まふ。 これ を もろ Ki しの ひぢり は明德 とな づけた まひ、 天竺の しゃ 

△ 厶  <  <： 厶 △ 

かは佛 とい ひた まへ り。 此心 はこの 身の なき さき、 天地の ひらけぬ 時より、 大虛 にた ひとり 生れて、 はじめな けれ 

ば、 われ たれが 子と いふ 事 を しらす。 此身を わり、 天地むな しくな りても 死ぬ る ことなく、 おわる 時な し。 此、. ：：- は此 

^  仁愛に  ぶ 

身と みさか えても おごる ことなし。 ぢ ひふかく して 下 を あはれ む^を このめり。 まづ しくい やしき 身と なりても、 う 

れいかな します して、 よくた のしめり。 身の 生れ あいに そ さまぐ のか わり は あ. sio 此、 しには^ 命の さはり もな け 

上つ かたの 

れば、 やん ごとな きいちの 人に 有ても ますこと なく、 賤男賤 女に ありても おとる 事な し。 かくお なじく 天地の 氣をゎ 

けて 此身 とし、 ひとしく 天地の 心 を わけて 心と すれば、 せの 中に あると あらゆる 人 は、 みな 我 同胞の 兄弟な り。 ある 

、る  草 A  A 

と 有 魚 鳥け だもの、 木 草までお なじ 氣 より 生れいで たる 物 たれば、 外の 物なら す。 しかる ゆ ゑに 情なき 草木まで もお 
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れ くだけぬ る を 見る 時 は， 心 をいた ましめ、 あお やかに さかえぬ る を 見て は、 心 を よろこばしむ。 いわん や 情 ある 魚 

走の ものに 

鳥に おねて や。 しかれ ども 草木 鳥 魚 は 天地の 人 を やしな ひた まふ そな へに して、 たぐい ことに 心 かわれり。 人に は 道 

ければ  ず 

の 心 ありて 糟 あり。 かれに は 道の 心なく して、 禮を しらねば、 親子 妻 をと もに して は づる思 ひなし。 おなじ 氣 にして 

△  <1A 厶厶厶 厶< "ム厶 <"<3<1<1 厶ュ △ 

此身を やしな ふこと はり は、 人 子 生 るれば 母の ちぶさより ちいで、、 やしない そなわれり。 此身も 母の 身 を わけてい 

で、 ち も 母の 身より いで、、 此身を やしな ふごと く、 天地人 をう みて は 母の ちに かえて やしな ふべき 物 をな せり。 五 

こく 草木 〔鳥け だもの これな り。 しかれ ども，；： こく 草木 はつねの 食に して、 魚 鳥 はまれに 食して 身 をうる おすべき 物 

なり。 天下 を しろしめす 大君 は、 我大 父母の そうれ うの 家な り。 兄 はお やに かわりて 弟 を はごくむ 物 なれば、 天下の 

給 ひ A  * 

主 は大 父母の 天地に かわりて、 ^^らゅる處の人をゎが弟とし、 子と 思 ひ ((たま ひ)) て そのうれ いに さきだちて うれい、 

そのたの しみに おくれて たのしむ は、 これ 天地の 心 を もて 心と し 給 ふなり。 かくの ごとくなら ざれば、 ながく 四海の 

爱に 

富 をた もちた まふ 事 かなわす。 今人の 親、 子ども あまた もち、 子どもの ために 財寶 をお ほくた くわへ、 長子に ゅづ り、 

いんきょして 弟妹 を まかせお かんに、 長子お やの ゅづり をみ なわが 物と して 一 人お ごり をき わめ、 そのお と を 有な し 

にもて なさば、 おやの 心に は みな子 なれば、 いつしか 長子 をう とみに くみて， その ゅづり をと りかへ さん 事 を 思 ふべ 

し。 天地の 人 を 見た まふ も、 みな子 なれば 叉 かくの ごとし。 いにしへの 賢 王 は、 御 かまへ に ほりの 一重 を も ほらせた 

ま はすして、 民の 事 をお もくした まひて， ゆ 川に そのち から をつ くさせ、 宮殿 はまる 木の はしら、 かやぶ きにして、 

雨風 を ふせがる、 ばかりにて、 人の ゆきかい を なやまさ じと、 舟 はしに 御 心 をつ くされ、 御身に まと ひた まふ 衣い と 

あさく して、 かきに く は をう ゑ させ、 婦人に こがい させて、 ((樵 夫秈 人時 を 以て 山林に 入り 獵者 はら ごもり を とらす 漁 

鲁 

ぃモじ  タ ぼしから V, 

者 あみの 目 を さだめ)) 五十の 人の はだ ゑ を あたためん 事 を はかり 袷 ふ。 《かに 七十の 人肉 を 食し いける に は 薪 木 不 足 

もつ，、 ずぶ  A 厶厶  <1<"<1<1 A  A 

死せ るに は 厚 葬り 老を やしな ふ HJ こ  >- ろよ からん WJ を はかり 袷 ふ それ 山川 は 天下の 本な り 山川 ある、 は國の 亡に 

ちかしされ ばいにし へ の 賢 王 は 其 人 を 撰で 山澤を つかさど らしめ 流 をいだ す 源の 山と 流の 左右の 木 を きらす 源 を 神 

一 ス 


てんしん 

にし 左右 は 塊 をと 5- め ぬれば 川 は 常に 深して 洪水の うれ ひなし)) かく 天心に かな はせ たまへば、 いのら ざれ ども わ 

ざ は ひお こらす。 人の な づき たてまつる 事、 子のお や をした ふごと く なれば、 何の 御い ましめ なくて、 TO: 海 を 家と 

し 袷 ひ  大臣 

あそばし、 千載 二 千 ざいの 御代 をた もちた まへ り。 國 天下の 君 をた すけて まつりごと をす る 家老 は、 おと いの- s: 兄 

なり 

をた すくる 人な り。 老 たる をう やま ふ はみ なわが 兄 なれば ぞ、 いとけ なき をい つくしむ は、 みな わが をと、 なれば な 

り。 聖人 は 兄弟の 父母に おなじき 人な り。 しかる ゆへ に 聖人 はちい さき 天， 天は大 なる 聖人と いへ り。 かたち こそ 大 

小 あれ、 心の 神明 はさら にこと なること なし。 賢人 はおと いの ひいでた る ものな り。 お、 よそ 天下の たより をう し 

なへ る 人、 路 にさす らふ こつじきまで も、 みな 我 兄弟 なれ ども、 かれ も われ をた のます、 我 も かれ をす く はざる は、 

へ ゆ 

たと へば 目の前た ね はら ひとつの 兄弟が、 いまだ 物 しらぬ 內に、 東西の 圃に ひき わかれて， その 行末 をゥ しない、 ひ 

と-なり、 一 處に行 あ ひて、 それと しらざる がごと し 。天下の 主 は 天下の 人 を 一人 ももら さす めぐみた まふ 中に も、 

かくた よりな きもの をまづ すくい、 國の 主と なりて は、 國に 一人もう ゑ k- へ の もの あらん 事 をはぢ おそれ、 それよ 

り 下つ かたの 人 も、 それく の 富に したが ひて、 ちからの およぶ き は、、 たよりう しなへ る もの をた すくべし。 これ 

天地の 親なる 事 をし り、 人み なおと V- いなる ((理 )) を わき まへ て、 おやに よく 兄弟に よき 人な り。 人のお やた る もの、 

子 を 思 ふ 事 いづれ をろ か はな けれども、 ちからの およばぬ き はありて、 とめる も あり、 まづ しき も あり。 おやに 不求 

なる 子 は、 ひとし からぬ を うらみ、 孝行なる 子 は、 おんに かんする ことのみ しりて、 うらみ を しらす。 そのごと く 天 

自然にて 

地の 人 を 思 ひた まふ 事、 みな子 なれば、 たれお とりはな けれども、 い きおいの ならぬ 道 ありて、 ある はとみ ある はま 

づ し。 さいわい よき あり、 なんに あへ る あり。 不孝なる もの は 天 を うらみ たてまつる。 孝行なる 人 はよ きも あしき も 

び  にくむ  幸 は 

天命なる こと をた のしみ て、 このむ 事 もな く、 きろ ふ 事 もな し。 一生の ゑ. S ぐ わ は、 たと へばお やの 命 ありて、 よし 

厶厶 A 厶  時 

の、 山に ゆかんに、 おりふし 雲 あはく、 風 かろく、 えならぬ 景を 得て、 花の さかりに あへ るが ごとし。 一 牛： のさい わ 

K あしき はたと へばお やの 事 ありて 此 やまに ゆく に、 雨し きりに 嵐お もて を.^ くらまして、 花 あり とても 見 もえぬ 
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に V たり。 おやの 心に わたくし はな けれども、 あ ふところの しぜん は、 いかんと もす る ことなし。 天地の 人に おけ 

も乂 かくの ごとし  驟吝 なる  ..： 

る、 あたかも これに ことならす。 人 あり 內には 自慢の 魔 心た くまし く、 貪欲 をむ ねとして、 外よ き 人の ふるま ひ を t 

厶 〈厶厶 △  △  △ 厶 

せて、 柔和の かほば せ、 れいの すがた、 正直 無欲の たしな み をす る もの は 人 見て よしと すれ ども、 天の か み 明かに 

して、 にくみた まふと ころな り。 たと へば 苗に はぐ さの まじれる がごと し、 にて 非なる 物な り 0 叉 かりにも 道なる を 

きらい、 よからぬ 事 をのみ XJ のむ もの も、 性の つたなき に は あらす 0 人性の 善なる は、 水の ひき \ になが る、 がごと 

し。 水く だらざる 事な く、 人 善なら ざる はなし。 人の 悪 をな す は その 生れつきに あらす。 これ をな す 物 あり。 水の さ 

譜德 さかんにして 大空の さはり なき 

かまく は、 そのし ぜん ((に)) あらす。 これ.， を さ ゆる 物 あり。 まことの 人と いふ は、 心に 自慢の 魔障 すこしも なく、 人欲 

がごと しへ だつべき 雲霧 もなければ  1 圑* の 和 氣 

の 雲 はれて、 つねに 三 五の 月の くまな きを 見 ((を ふところ にし))、 人に あ ふて は 細 柳の 眼まづ あお やかに、 ^に 春に あ 

* し  厶  くわ 

へる がごと くな り。 まことの こ k ろざし にて、 まことの まなび をよ く 明かに すれば、 天地の 妙なる 比 をし りて、 なす 

厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶  <1厶  △△<"  0 

ことみな そのたす けと なりぬ。 神明 不測の 理 をき はめて、 大 父母の 心 を 心と すれば、 思 ふ 事み な その 志に かよ ひて、 

恐れ  かくれな き 

上下な がれ をお なじう す。 あお ゐで 天に はぢ す、 ふして 地に はぢ す。 中 入に おそれざる は、 わが 心の 天 君に はづ かし 

德 性の 知  AAA 

き 事なければ なり。 天 君と はわが 心に ありて、 よく わが 身の よしあし をし る 心なり。 いまだい ろに もみへ す、 ことば 

にもいです、 一念のお こる 處 にて、 善 も かなら やまづみ づ からしり、 惡も かなら. f- ま づみづ からしる は、 人 みなこ Q 

となん 

かヾ みある ゆへ なり。 哥 にい わく、 なき 名ぞと 人に は. S ひて ありぬべし 心のと は S ^いか？ こた へん。 いかなる 悪人 盜 

A  A  A  A  A 厶厶 A 厶厶 <3 厶 A ム厶  <1厶<3 厶 厶厶 

賊の 心に ありても、 その 惡に そまらす して ある こと、 はちす の 泥に. S で、 いさぎよき がごと し。 ぬす 人と いへ ばてさ 

知す でに 

し. S だすと ことわざ にいへ る も、 人い まだぬ す 人と しら ざれ ども、 わが 心の 天 君 すでにし りて、 こ、 ろよ からねば、 

心なき 人の いふ こと もみな 心に か、 り、 むね さわぎて 色に 見へ、 かたちに あら はるれば、 はなはだし きをば 人み な 見 

ゆ へ 

しり、 ふかき を も資者 はしれり。 人に 悪人な し、 みな 道に 入べ しと は、 此心 ある を もてなり。 哥に いわく、 蓮 葉のに 

ごり に そまぬ 心 も て^か は 露 を 玉と あざむく。 心 もてと は 心 を もてと いさめた るに は あらす、 、.i を もちながら とい へ 


• か あ と あ I 
•  V はなわ i 
也 すん せ i 
き ぱヲ； I 


トカ 1 と 禾ムさ a:  ；  i"j 
スる 共に りない つ j 
べに 克ょ り の- <j 
し 安義 くヌ るし! 


し输 へり 

マ デ ナ シ 


ニニ 

るな り。 ある 人 は 心に てと なをし 給へ り。 人み なかた ち を やしな ふ 事 をば しれ ども、 心 を やしな ふ 事 を しらす。 形 は 

ともい へり  • 

神の たび やなり。 形 を やしな ふ は 衣と 食と なり。 心 を やしな ふ は傣理 なり。 くち は 美^に あら ざれば よろこば 心 

感^  喪 知 

は儀理 にあら ざれ ぱ よろ ばす。 孝子 忠臣 貞女の むかし をき いて は， たれ もみな 歡 喜の なみだ を もよおせり。 天 55；； は 

生  、ひ a  △  △  < 厶 

人間 是非の 鏡 なれば、 これ をい ちの はぢ がわし き 人と して、 惡念 妄念なら ば 一 念の はじめに いましめ すつべし。 つね 

参 

にわた くし をす て、 儀理 にの みした がへば、 無明の 雲 日々 に はれて、 眞 如の 月 ひとり 明かな り。 これう き 世の ちりに 

まじ はりて 無上 ぼだい をい のる 道な り。 むかしう 王と 申 奉る Sil 人 は、 ぎて きがよ き 酒 をつ くりいだ しける をき こしめ 

して、 お ほせ ありけ る は、 およそ 飮 食のう ちに これほど よき あ ぢはひ を ふくみぬ る 物 は あら じ。 のちの 世 かなら す こ 

れを もて あそんで、 心 をみ だす 「り 國家を やぶる〕 もの あらん、 とかな しませた まひて、 その 酒 を ふた、 び きこしめさ 

A  して 

t ぎて きをう とみた まひし なり。 そのいに しへの さけ は、 げん 酒と ていかに も あはくて * こき ぁぢは ひなかり しか 

厶厶  <1<1A  < "厶 A 厶 

ば、 神に す、 め、 人の よろこび を あわせ、 身体 をうる おすてう ほうと こそな りしに、 此 さけいで きしょり けん 洒 はす 

たれし となん。 酒の みに あらす、 何も あはき 物に は、 おも ひつく こ ともなく、 すつ る 事 もな し。 いろ こき 物の み 人の 

心 を まど はす 物 なれば、 いましめて さくべき 事な り ((と ぞ) r なれての ち はさけ がた き 物 なれば * た I- 火の はじめても 

え、 いづみの はじめて ながれん とする がごと くなる 時に、 用心 は あるべし。 た かりそめにも、 われに あた はぬ 物 を 

ほか をね が ひ  〈A 

このむ 事な かれ 0 人のう れい はよ そ を こ のみ， めづ らしき を もとむ るに あり。 聖人 も 人の かたち あれば * 人の 欲な き 

、  0 

にあら す。 凡人 も 聖人の かたち あれば、 聖人の むな きに あらす。 へだ、 ると ろ は 十 年の 身に まよ ひて、 欲に した 

がふと， 無量の 心 をす まして、 道に したが ふとの あいだの みなり。 (f^ の義 にあ-ふて 道の 名 あり)) t や 問 はかり そめに も 

厶 厶厶厶 A  A  A  A 厶 

根に 入て、 おのが ために まなぶべし。 人に しられん 事 を もとむ ベから す。 まこと は 天のお、 いたま はぬ ところ なれば、 

厶 △<-△  みちひく 

かなら す 世 をた すけ、 人 をす く ふ 事 あり。 よく 此心を あきらかにする 人 あれば、 天 大きに よろこびた まひて、 そのた 

ぐい をた まふ ものな り。 仁者 千金 を 得て は、 ひとりた からと する こと をよ ろ XJ ばす して、 人にほどこす^^をたのしめ 

4^ 和西銘  五 
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なれば  この 

り。 いわん や 此道は 本 天下の 道に して、 ひとり わたくしす べきに あらす。 しかる ゆへ に 仁者 は鄉に 入て は、 此道 にて 

此 さと を やわら げんこと を 思 ひ、 國に 入て は此 道に て 此闕を さとさん t と をね がふ。 しかれ ども れを さとす るに 道 

あり。 口にて はおし へす して、 身に ておし ゆる を 本と す。 水の 物 をうる をし、 火の 物 を か はかす がごと し。 ((身 を修 

厶 A 

るの 外に 人を敎 るの 道な し)) むかし ゑいの 國の あるじな りけ る 人、 母 ごと 中 あしく して、 お とづれ もし 給 はや、 人 * 

.  穎 谷の 

あまねく これ をい さめ けれども， つねに 不孝の 心 あらたまら ざり し を • ある 時國ざ かいの 關 守に、 かう しゅくと いひ 

•  ひつ 物 こ 物な ど 入の 奉りし が 

ける 人 御用 ありて めされし に、 えんの かたはらに かしこまり ゐ たりければ、 時し もお りの あがりし が、 いろ-, \ 'のく 

0  (下 15 

わし、 さかなお ほく ありけ り。 えい 君お ほせけ る は、 かう しゅく はへん どの ものに て、 さやう の 物 はめ づら しからん。 

それ たべさせ よと ((仰)) ありければ、 しこうの 人、 くわし さかな もちきた りぬ。 かう しゅく これ を拜 し、 すこしば かり 

A 厶 

くいて、 つ.^ み をき たり。 え. S 君 かさねて、 いか する ぞ とお ほせければ、 かう しゅく かしこまりて、 a- 一人 もち 

侍る  侍らず  おも ひ はべれ 

て^が、 かやう の 物 はまれに も たべさせ 申 事 御 ざな く： so  れ をね がはく は 母と おなじくく だされば やと ぞんじ. § へ 

ぱ のん ど 

ば、 のどに くだらす とぞ 申け る。 そのことば 眞の 孝心より. S で、、 他念な かりし かぱ、 えい 君 やがてお どろき さとり 

拾 ひ  の-ち 

て、 その 日 はや 《御)) 母 ごとな かな をり し ((給 ひて))、 ありがたき 孝子と なり 給 ひぬ。 ((考 叔 は)) それより さき ((戰 場に 

厶 

して 大 なる 武勇の ほまれ あり 忠臣 は 孝子の 門に 出る の 善 言むな しからす それより さき))、 知者 學者 といわれし 人、 い 

ろ. ことわりに あかせて 申たり しか ども、 そのし るし さらにな かりし は、 そのい さむる ものに 孝、 むの まことす くな 

A 厶 

くして、 た I- に理 をせ めし ゆへ なり。 此 道心に みち 身に あふれ 形 ものいわす して、 さとり ふる、 人感 悟して したがい 

ほ a 

とふ 時、 これにお しゅる は 人に 師 たるの 道な り。 た ひたすらに 道 をつ くして、 人の しらざる をい からす、 むくいな 

SV  CJ はり 

きを うらむ ベから す。 人の 道 をお こな ふ は、 足の 地 を 行が ごとし、 死せ ざれば やます。 一朝 うんめいの 生れつきに 

て、 善人 もさい なんに あい、 人に あざけらる、 事 あれ ども、 その まことた へまなければ、 つ ゐには 天心 これに かんど 

厶  <- 厶厶 厶  <1厶<3 

帝舜  おはします 

うし 給 ひて、 日月の あわれみ を かふむ る ものな り 一 (と ぞ) >0 むかし 舜 王と 申た てまつ りし は、 大 人に てわたら せ 給 ふ". 

△  <3 厶 △  <1  ニニ： 


1 二  w 

に  1 

その はじめは、 こそうと いひし 田夫の 子と 生れた まひ、 れき 山と. S ふ虚 にたが やし 袷 ひけり。 その 時の 御 名 をば i 花 

る 

と 申 奉りす り。 少年に して 御 母に おくれ 給 ひけり。 ち、 のこそう また 妻 をめ とれり。 軍， 花の 御た めに はけい^な り。 

このはら にせう とて 男子 一人いで きぬ。 その 時 こそう 家と みければ、 ま、 母 思 ひける は、 兄な れぱ此 あと はさ だめて 

ぬ  女 

重 花に ぞゅづ らん。 いかにもして 重 花 をう しな はぱ やとた くみ、 あさ 夕に ざんしけ り。 凡夫の なら ひ、 かなら 十赛に 

まかれて、 女の いふ 事 を 聞い る、 物 なれば、 日-に そ ひ 月に まして、 そう 9Ei= 花 をう とめり。 のち は 弟の せ ゥを宗 の 

ぬ 

ごとく もてなし * 重 花 をば 下人の ごとくして、 あさ 夕せ めつ かいけ り。 しかれ ども 重 花 は^ 人に てまし くし かば、 

なること を も  厶厶厶，ん厶<^ム 厶ク, 

露 もこれ を 恨みた ま はす。 おやのお ほせと あれば、 いかほど けがれた る 物 を もい とい 給 はす、 くろふお も かへ り： 給 

はす。 いかにして おやの 心に はちが いたる ぞ。 いかなる あやまり ばし あると 御身 を かへ りみ 給 ひ、 御 こ、 ろ をつ くし 

御身 をく だかれて、 夜昼つ かへ たまへ ども、 父母のに くみ はな をい やましに なりに ければ * 有 時 は 鍬 を かたに かけて、 

<-<1<-<1 厶 A 厶  <J 

田 を ((た)) かへ さんと いで 袷 ふ も、 親の 心に かな ひ 袷 はぬ 事 を うらみ かなしませ 給 ひて、 たもとの かわく ひま もな し。 

鍬 をす て、 くろに まろび ふして、 たへ いらせた まふ。 この 時に なん 天帝、 ぞう をく だして 田が やさせ、 その 勞を たす 

け 給 ふ。 また 有 時 は、 田に くだり 草 を とらせ 袷 ふに も、 御な みだの あまりに、 とる 草 も 御手に たまらす。 此 時に ぞ大 

へん-,  ま X  ひと L 

鳥 天より 飛く だり、 草 を 片時に ぬきつ くす。 ち、 はいふに およ はす、 かく つらき けい 母 を、 まことの 銜 母と おなじく 

おぼしめして、 かぎりなき 孝行 をつ くさせ 給 ひし かど も、 その つら さな を やまで、 すでに 审： 花 を ころさん とぞ たくみ 

ける。 有 時 くらの やね をつ くろえ とて、 重 花 をの ぼせ 奉り、 はしご を ひいて， 火 を はなつ。 くらした よりもえ あがり 

て、 すでに やけ 死に 給 ふと 見し が、 重 花 その 時め したる かさに て 火 を ふせぎ • むしろの ありし を 御身に まと ひ、 やね 

よりころ びお ち 給 ふ。 す しもけ が もし 給 はす、 死 をの がれ 給 ひけり。 父母^^はぁゃまちのゃぅにもなして、 火 をけ 

る  知け 

しぬ。 その、 ち 又 井の なか を さらへ させて、 上より うすまん とぞ たくみけ り。 となりの 人 乙れ を M て、 重 花に つげた 

れ ども、 重 花い かで かさやう の 事 侍べき とて、 おどろき 耠 はす。 となりの 人 これ を あわれみて、 金 錢百文 あたへ てい 

大和 西銘  七 


るげ せ' をに てすきす をに り ゆに 堀ぬ り の 幸 
ト たて 土人 井け 我 所 井 てた き 至 かけけ ちに 
ス り ぞに 金の む もへ に ffis かり け？ g れか我 

—け あま 线底 とた ゆ 下 華樣、 て 時をぱ 、井 
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わく、 これ を 土に まぜて  一二 文づ、 あぐべし。 その 時 父母 弟 この 金に めくれて、 土 を わけて ひろ はん あ. S だに、 此方 

の 井 を さしてぬ けあな を ほるべし。 我 もまた 此方より ほり 合て、 たすくべ し、 とやく そくして かへ りけ り。 あんの ご 

とく 父母 重 花 をよ びて、 井の もと あさく して 水 にごりぬ。 かえて ふかく ほらん とて * 水 を かへ させ、 重 花に すき を あ 

たへ て、 井の そこにお ろしぬ。 その 時 重 花 土 を あぐる ごとに、 金錢を まぜて いだし 給 ふ。 本より 欲 ふかき ま、 母と せ 

きる  • 

ラと、 此金を 見て、 土 を 手に入、 もみく だいて ぞ さがしけ り。 その ひまに となりの ((人我 一) 井 を さして • ぬけあな を ほ 

る ほりす まし  はかへ りぬ その、 ち金錢 もなかり しか ぱ 〔0*s せう-、. ッ.. 、ク 〕 

り 給 ふ。 となりの 人ち から を あわせて ほり 來る。 ぬけ あた ほりす まし、 そのな かに 御身 を かくし、 聲を あげて、 井 も 

そこ ふかくな りぬ。 ぜ にのやう なる 物 もな しとお ほせければ、 弟の せう とけい 母と、 上より 大石を なげ 入、 土 を まく 

りおろ し、 あせ しづくに なりて ぞうめ たりけ る。 うめす まし、 今 はかう とうち ゑみて、 金 をいだ いて 入に けり ゥ 重 花 

.  降て 

はとな りの 井より あがり 耠 ひて、 此 うへ はちから なしと て、 いづち ともなく いで 給 ふ。 となりの 人 乙れ を 見て、 その 

ま、 にて は いづ くにすみ 給 ふべき。 これ を 本に して あきないし たまへ とて、 金 をす こし かしま いらす。 重 花 これ を拜 

としごろの 

し 袷 ひて >  此 たびの 御 こ、 ろざし 申 も あまり ありと て、 なみだと- - もに いで 給 ふ。 それより ((我 身の はさる ものに 

厶厶厶 △△△△ 厶厶 A<1< - 厶厶ム厶厶 

て 人人 を ころす の 罪 をまぬ かれ 侍る とてな みだと 共に 33 たま ふ 陶 した まへば となる 形 化して 直にして 見處 あり 大 

W  a, ん たる もの  おひ. U るら. 5 いと J*- なきもの 

澤に 漁す る もの を 見. 給へば 壯 者の みあら そ ひとり 老者 幼 者 は 下に 立て 勞 せり 直 華 これ を悲給 ひて ともに 漁し 

たま ふ Ki 三月 壯者 みな 化して 老者幼 者 をよ きと ころに た k しめ さかんなる もの は 下に 立て 勞 して とれり)) かたぐ 

さとに 商人と なりて 居 

し 給 ひて、 のちな を もお やの あたりな つかしく 思 ひ 給 ひければ、 ちかき 町に て 米 を あきなわせ 給 ふ。 里に は 重 花に つ 

らく あたりし 天ば つに て、 ち i の XJ そうはもう もくとな り * ま、 母 はみ、 しいと なり、 弟の せう はおし となりぬ。 と 

さ 

みさかえ にし 家 日月に おとろえて、 朝夕 もく らしが たくな りに けり。 ある 時 ま、 母し ば 木 を かしらに いた？ いて 市に 

うりけ るが、 そのす がたいに しへ にかわり、 い とや つれたる ありさま なり。 重 花 これ を 見し り 給 ひて、 そのし ば 木と 

まねき 給へば、 け. S 母 は 重 花 を 見 わすれて、 これめ してた ベと てお ろしけ り。 重 花 これ を 米に て かい、 その 米の 中に 


ひそかに ぜにを まぜて、 ふくろに 入 給 ふ。 ま、 母 かへ り あけて 3^ ればぜ にあり。 か-^ る こと、 は 思 ひ よらす。 VJ れは 

さきの 人の  しけ もよ 

米屋の あやまりて * ぜにを こめの なかに おきわすれ、 しらで はかりけ るよ、 とよろ こびめ。 その、 ち 又し ばめ せとて 

重 花の 前 をす ぎけ る を、 重 花 又よ びて まへの ごとく こめに てこれ を かい、 叉 しらぬ よしに て ぜにを 入て ぞ. ^へん 給 ひ 

る  力た ユさ、 

けり。 かくの ごとくなる 事 三 たびにお よびし かば、 ま k 母 ふしんして、 こそうに かたる。 こそうし ばらく あんじて 

う iJ がい よれね 事な り。 もし 重 花に て や あらん、 とい ひければ、 ま V 母 おそろしげ なるこ はね をいだ し、 それ. こぶ 

る  うつくし 

の ふる 井の そこの 土に なりぬ る ものが、 何が いきて 世に 有べ しと ぞい ひけり。 こそう たれ にても あれ、 か、 る ぢひぁ 

人に あいて、 目 こそ 見えす とも、 聲を 聞て なりと も、 ー禮 におよ ばんと て、 妻の かたに 手 を かけて、 市に たどり、 

重 它の 木工 ぞ 行ける。 こそう そのこ ゑ を 聞て、 まことの おやこ なれば、 やがてき、 しり、 につ ゐて はしり 力、 り 

重 花に とりつき、 そつじながら、 その ほう はわが 子の 重 花に て はなき か。 これ はこそう なり、 となの りけ れぱ、 mi^ 

も、 ち.. にと りつき 耠ひ、 こ はいかなる 御 ありさま ぞゃ。 われ こそ 重 花よ とて、 なみだに むせび 給 ひけり。 こそう か 

te ひに  ると なりの むらがりて  If 

ん るいに たえかねて、 ふしまろびて ぞな きゐたり。 市の 人々 ぐんじゅして * こ ((れ )) はいかに と いひければ その 時 こ 

そうな だ をお さへ て、 かた.，^ にかたる もはづ かしゃ、 子ながら おもても むけが たき 事 なれ ども、 此上は 力く すべ 

きに あらす とて、 しかぐ の 事 を かたりければ、 きく 人 見る 人 袖 をし ぼらぬ はな かりけ り。 時し も 帝堯と 申た てまつ 

る 《大) ) 聖人 天下 をた もたせ 給 ひしが、 臣下に 賢人す くな ふして、 めぐみの あまね から ざらん^ をな げきお ぼしめ し、 

又 太 子宮. 九 人までお わし けれども、 天下 を ゆ づらせ 給 ひて、 堯の ごとく 世 をお さめ 給 ふべき 御子 一人 もお わし まさ 

ざり しかば、 貴賤に はよ る まじ、 心の 聖 なる もの あらば、 我 子と して 天下 を ゆづるべ し。 天下 は 天下の 天下に して、 

一人の 天下に あらす。 しかれば わたくし を も ((つ》 て、 子孫に ゆづるべ きに あらす。 天下 は 聖人の たもつべき 物、 國は 

けん 人のお さむべき 物と て、 あまねくさがさせた まひし 時 なれば、 やがて 重 花の 御 事大 內に きこへ、 は官 これ をそう 

もん 申されければ、 御門き こしめ して、 これ こ V ろむべき ものな りと て、 やがてち よくし をた て V めしあげられ、 百 

大和 西銘  九 
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宫に まじへ 給 ふに、 みな その 聖德 をそう し 申されけ り。 御門お ほせ ありけ る は、 人の 心 をた がわす 物 は、 妖魔 鬼神な 

り。 人の 心 を まよ はする 物 はいろ なり。 こ ろ兑 よと ちょく じ やう ありて、 その 時 すさまじき 鬼神の すみけ る 深. d あ 

り。 ハか なる ((たけき)) 武士、 千万 人 ありても、 此 鬼神に ふる k 時 は， めくらみ 心 まよ  >  て 、東西 を しらす。 とらお、 か 

•  -5  -ブ -J  1  爐魅魍 趣のお ぼろげ にみ えしす がた 彩 そへ し 

みな ど はねす みのある、 がごと し。 今った へて ある 鬼の ゑ は、 みな その 時の 鬼神の すがたな り。 ⑤ぃ かに もして 此虎 

ものな り © しり そけ  ，， 

狼 鬼神 を たいらげて、 ((大水 を 導き))、 民 を やすめん と、 御門な げきお ぼしめ しけれ ども、 ふもとまで も ゆく 人な けれ 

ば、 たれ を大將 として， 武士 をつ か はした ま はんやう もな し。 重 花 は聖德 ありと お ぼ ゆる ぞ、 此 山に 入て 見よ とて、 

万の &士 にさき だて、 つか はし 給 ふ。 その 時 鬼神 天地 をう ごかし、 しんどうして、 さま，^、 の すさまじ きかたち をげ 

んじ けれども、 重 花 は 物の かすと もし 給 はす。 さきだち てた！^ ひとり この 山に 入 給 ふに、 虎狼 鬼神 ども 神武の 德 にや 

おそれ けん、 みなおく 山に にげかくれぬ。 その 時 武士 を まねきた まひ、 大本に 火 を かけさせ、 しきりに やきたて 給へ 

ば、 大.； q たちまち けく づ. d て、 鬼神 は Q こらす うせに けり。 それより 民の ゎづ らいの ぞいて、 天下 大に さだまり 

ぬ  • つくらせ 拾 ひて  すませ 奉り 娥皇 

ラり。 御門な のめなら す 《^ び)) おぼしめし、 にわかに 離宮 を ぞう ゑいあって、 重 花 をう つし ま. S ら せられ、 がく わう 

女英  たてまつり 

じょ ゑいと て姬』 S のお わします が、 天下無双の 美人と きこえさせ 給 ひし を、 重 花に あわせ まいらせられ、 かたじけな 

主帝堯  に  ひける  ともな は  、 

くも 四海の 御鬥堯 帝の 御む こと ぞ なり 袷 ふ。 か、 る 美人と つれさせ 給 ひても、 その ふかき 色に も 御 心 を そめられす 

レ レレ 

夫 $1 の^ 道た しくお わせし かば、 御鬥 さて は あやうき 事な しとの 給 ひて、 やがて 攝 政の みことのり あり。 ^！：かど街 

^frR グ.. ？ 、え 7  フト ^  堪 させ 給 はねば 

年 t けさせた まひ、 萬 機の 御 まつりごとみ づ からき こしめ す も， 御 くろふ なれば とて、 重 花に まかせ 給 ひけり。 聖德 

の ふしぎな りし は、 きの ふまで 田夫 あき 人の 身に て、 いやしき わざ を こそなら はせ 給へ。 雲の上の まじわり ^4、 目に 

うて >- BJ! 牵る 入 も 

も 御らん ぜられ ね 事な ^ども. 四方の 諸 大名に まじ はらせ 袷 ひても、 百官に のぞみ 給 ひても、 すこし はれうて もし 給 


- いふ R 入に 命じて 山 揮に 火 を はなち 虎浪を ころし 惡鬼 をた いらげ 拾 ふ 禹と云 德の人 を あげ" おて 水 をみ ちび かしめ 海に 落 L たま 

1 めて 國 さだまりぬ さて 稷と いふお 人に 命じて 民に 耕作 を をし へ させ 給 ひければ 人民 衣食に とぼしから ずト ス    


I  二  *: 


哉ゐ 帝と す 神" 四 地尺ヲ 光の し 
理て舜 い け 化 大方 に の 人 明 ま や 
に 見に ふな を 虚に配 身 生な まぱ 
大る おとす たの 至し 天 五り ；そ _ 


1 二  * 

なし  II 一公な どの 

わす。 生れつ かせ^ふ 攝政 殿の 御子の ごとく 見えさせ 給 ひて、 一首いだ させた まふ ことば も 道に あたり， 一た び f 

のりを こえさせ  , 、- ,  ^ 

をう ごかせ 給 ふまで、 法に はづれ たま は ざり しかば、 大名 も 百官 も その 神武に おそれ、 4^ 愛に な づきた てまつ みて 

これ ぞ 天下の 君と ならせた まわん 入 なれと て、 よろこび あい ((袷 ひ)) けれども、 そね む 人 さらにな かりけ り。 繁花攝 政 

をた もたせ 給 ひて *  二十 八 年と 申に、 帝 堯の御 とぶき 百 十六 歲 にして 崩 じ 給 ひけり。 名 ある 人 は 申に およばす、 W 

山の 海士、 山が つに いたる まで、 たれ をし ゆると はな けれども、 三と せが あいだ ((は)) つり を と^め、 かり を やめ、 な 

り 物 を. こに おさめて、 御 わか： e を かなしむ 事、 ちの み 子のお や をした ふに もな をす ぎたり。 策 花は攝 政の 御 やくな 

び  政  きこしめ L 

れま、 か.. しみ 三年 Q あいだ 四海の 御し おき を 一 人して あそばし、 三と せす ぎければ * やがて- S: 裏をレ でさせ 給り 

厶 <3  △ る 

堯の 御子に ゅづ りて、 深山に ぞいら せ 給 ひけり。 しかるに 大名 百官、 一人と して 內^ へ はま いらす..^ て， その 山に わ 

け 入て、 重 花 を しゅごし 奉り、 太子に まいりつ かふ ((まつ)) る 人な かりし かば、 是非な く大 内に かへ り 入せ 給 ひて、 帝王 

の： M を ふませ 給 ふ。 さて こそう もま、 母 も 御門の 父母と して、 富贵の ゑいぐ わ をき わめ、 弟の せう も ゆうひの W 主と 

なし n7 だされ、 そ^^たのしみをたのしましめ、 おしへ を 入て 無道の ち、、 か だましき けい 母お と、 まで、 みな 善人と 

て ** 

化し 給 ふ。 比 待に あたりて、 天下に 一人 も あく 入な く、 家 をなら ベて みな 善-^ なりし かば、 はう 天に かけり きり 

ん地を はしり、 風雨 民の ねがいに したが ひ、 ふれ どもつ ちくれ をな がさす、 吹 ども 枝 をなら さす。 しゃば， VC ま、，；^ 

光の 土と なり * 草木まで も 成 怫の國 となりに けり。 これひと へに 直 花 一心の 神道 光明な り。 大舜 の^と 申 たてまつる 

は、. この 重 花の 御-?! なり。 い にし. へより めでたき 御代の ためしに は、 もろこし にも わが 朝に も、 堯舜の 御代と した ひ 

奉る は • 比 御 事な り。 親と して 子 を ころさん とし、 弟と して 兄 をう しなわん と 思 ふ ほどの. 惡人 なりし かど も * 舜は そ 

の惡を 御らん ぜられ す。 ひたすら その 本心に のみつ かへ させ 袷 ひて、 うらみお ぼしめ す事遂 もまし まさす。 た 子た 

るの 道、 兄た る 道 をつ くさせ 給 ひし かば、 つねにみ な 善人と なれり。 ましてい わん や、 そのほかに は、 いかほど 不慈 

たるお やなれば とて、 こそう ほどに はよ も あら じ 。わがよ きに 人の あしきが あら ぱ こそ、 た^いく たび も わが 身のと 

大和 SI 銘  1 1 


i  もてに す 袷!？ のる に 申と きふ? S 公 思 ： 申 I 
へ 奉ろ S 乍 祭み へ を 御 はい 生お nni^ しと ひな' fe 
と り げ,、 り やり ^ゆ 君 ひの も な姬た を ヲり御 I 

申た リひ拾 か' K> 見齋 公け 許 ひり よま く 晋と母 i 


すての)^ にて は W 中. ほ 申 f ト るよ 寸小 
；ト、 子に と 常 か ミ 生え 生 ス£ り大な 

I ス嗣を 美 を にら 姬は り と  な異 £fe し 

！ —とた 人し 父れ に 繼ヲ： •  j しな 初 方 
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を かへ りみ て 

がと なし はて、、 人 を うらむ る 事な かれ ((と ぞ) r まよ ひ あるお や だに も かくの ごとし。 いわん や 天道 はく もらぬ か 

みに てまし ませば、 よく 道 をつ くして つかへ 奉るべし。 その上に て わりな きなんに あ ふと も、 すこしも うらみと がむ 

なく  $  レん せい 

る 事な かれ。 身の 修 善の たらざる 事 を 思 ふべ し。 むかしし ん國 公の 世子に 申 生と 申 孝子 あり。 御 母に はやくお くれ 給 - 

ひければ、 ち、 しん 公り きとい ふ 美人 をめ とり 給 ひけり。 此 りきが はらに 男子いで きぬ。 しん 公て う あいの あまりに * 

弟 なれ どもりき が 子 を 世に たてんと 思えり。 しかれ どもりき おも ひける は、 いかに しん 公 こそ さお も ひ 給 ふと も、 宗 

はむ •  厶厶 A  <1 厶 

子 なれば、 しん 公 いかにも なり 給 ふの ち は、 國人 みな 申 生 を こそ、 Hi 君と あ をが め。 いかにもして 申 生 をう しな わば や 

厶 厶 

と 田む ひける ところに、 ある 時 申 生 御 母 を まつり 給 ふ ひもろ ぎ を、 ち k しん 公に 奉り 袷 ふ。 をり しも しん 公 かりばに い 

厶 厶 △ 厶  * 

で --、 j.- まだ かへ り 給わす。 りきよ きひ まなり と 思 ひ ちんと いふ 大毒を その ひもろ ぎに まぜ、 しん 公の か へり を まつ。 

地に まつり 仏？ へば 犬に あたへ て 犬た をれ ぬ 

しん 公 かりばよりか へり、 此 ひもろ ぎ をし よく せんとし 給 ひし かば、 りき 申け る は、 外より きたる 物 をば、 人に こ k 

ろケ させて こそと て、 人に おに ((を)) せ させけ るに、 そのもの ざ もさら でた をれ ね。 又 かいの いぬ をよ びて、 これ を 

".^J-,  厶厶厶 A 厶 A 厶厶 <JA<1A 厶厶 

くわせければ、 二三 べん まわりて 死にけ り。 本より りき か だましき 女な りければ、 おどろき たるて. S にもて なし、 こ 

△  △△△A<1 ,< -厶厶 厶厶厶 △<!<"△ 厶厶  なり 

はふし ぎの ためし かな。 よし それ もこと わり かな， 君の 御 あやまり とお ぼ ゆる ぞ。 としたけ たる 御子に はやく 世 

たま ふ 

を ゆ づり給 はで、 かたはらな るすまい を させ まいら せらる i ゆへ なり。 しかれば とて げんざいの おやに どくが. S をせ 

んは、 きたいの 事 かな、 と 一 たび は& ((げ )) き、 一 たび はいかり て 申ければ、 しん 公 本より りきが 色に おばれて、 何事 

にも かれが いふ 事に はかた むきし かば、 まして ちん どくの しるし を 見、 りきが ことば を 聞より、 大 かたなら すいかり 

をお こし、 いそぎ 申 生 を ころして まいれ、 とて、 あまたの 人 をつ か はされ けり。 本より 申 生 は^ 行 だい 一の 人と い 

厶厶 <3 

ひ、 たぐいす く &き好 入な りし かば、 もろ /X- の 臣下 一人と して これ を まこと」 せす。 けい 母り きが ざん なりと は、 

きくより はや 思へ り。 しかる ゆへ に、 うっての もの ども 申 生の 前にまい り、 いそぎ ま づ國を 御 ひらき ありて、 御身に 

<1 厶 <J 厶厶  <1 

1 一一 < 


ずり ずず や ざ 氏 ぁ姬； さ： ト ひと 生 
トゎ君 食 すれに り 氏 か だ i ス けく 言 
スれ老 あかば あ 君に じめ 1 れ しの 
忍た から 居ら 姬罪ヲ て I ば 給 ご 


ん とする 時 は そのこ ゑ かなし 人の 死なむ とする 時 は その 言よ しわれ いける 程 トス 

永 を ふんで：.. ゆめ まばろ しの ヌ氷を ふむ が どし 父母 完 して 吾 を 生ぜ" 吾 仝して 今す でに 歸す又 曰 わが 今し ける « は 大 夫の 賜な" しばし 人の 泡 

を 用と いへ ども 終に は 香 位 を 得て やす か 6 べし 吾 は. H なれ は 常の ゆかに 易よ とてた すけお こされ 給て 整 を か へ * "せ 居な fen- て 息 fc え 給 ひけ IV 

人生 しばらくの ト ス 


十 年 ゆめまぼろしの 身 を だに、 父 a- に 得，^ る 事 を 思へば かくの ごとし。 まして ((いわん や)) かぎりなき 心 を、 ある はけ 

鲁  攀 

ん どん 邪晃の ほのほに こがし、 ある は貪欽 のちく せう 道に おとし、 ある はぐち りん ゑの なみに しづむ る 事、 あさまし 
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あやまりな きど をり， 曰 をへ て 申 わけせ させ 給へ とい さめければ、 申 生の 拾 ひける は， いづく か 父子の たき W あらん 

あれ こそ 父 を ころさん とて、 ちん どく をお くり、 お， S ねだされ たる ものと. S われて は、 なか，/ \> 身のお きど ころも あ 

る まじ。 叉 身に あやまりな きど をり を 申 ひらかば、 さだめて りき は 罪科に お なわるべし。 一たん 母と 名のつ きて、 

父の 御 心に か& ひたる 人 を、 とがに おとしても 心よ からす。 た^-まけてとがをゎが身にぅけ、 ち、 の 心 を やすめん に 


はしか じ、 とて 自害して ふし 給 ふ。 申 生 は 無 赏無遗 の 父 命に だに、 死 を やすんじて うらみな し。 いわん や 明の 

•  こと を 待と も そのう や- 

と  ろな ふして、  かまに にらる- -  ほどの  なん 

なるべし。 大小の 父母 此 かたち を 人と おなじく つくり、 此心を 聖人と ひとしく 生 給へば、 その 心 を うし 


天命に ぉゐ てお や。 とがな ふして 賊の 手に わたり、 のがる 

申 生の ごと 

なわす、 その 身 を そこなわざる は、 孝行の 人な り 


ラ や "（^し タ 

にあ ふと も- 


た とへば 人に ひぞうの 资 をった えんに、  e^" や W して うしなわす ばよ 

況 天の なせる 明德は 夜光の 玉に 

ろ こば ざらん か。 れを うちくだき、 これ をけ がさば、 い から ざらん か。 天より 人 に 三千世界 をた なご、 ろに てら 

すぎた る こと 遠し  る は 口お しき ことなるべし 

す 玉 を あたへ たまへ ども、 みが. - でた にやみ ぬれば、 なげかし きこと なり。 むかしそう しと 中せ し大 けん 人 あり。 

臨終の 時 弟子た ち を あつめ 給 ひて、 われ 世に あるう ち、 此心を そこな ひ、 此身を やぶらん 察 をお それし は、 ふかき 淵 

に のぞみ、 うすき 氷 を ふんで わたらん とする ごとくつ、 しみし が、 っゐ につ、 がな ふして 今にいた りぬ。 此身 そこね 

暑 

す、 此心 けがれす。 今す でに 命 を われば、 不孝の つみ をまぬ がれたり とて、 そのこと ばの 下にい きたへ：^ ひけり。 五 
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となりぬ. 
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资 者は此 i 

心 を そだ 

てんた め 

にこの 身 

を やぶる 

義は あれ 

ども かた 一 

ちの ため 一 

に 心 をけ 一 

がす 道 は 一 

なしされ： 

ば^ 親の 

難に あ ふ 

て 身 を そ I 

こな ふ は 一 

義 なり 曾： 

子の 語に 一 

いわく 戦 I 

陳 にして 一 

5!！ なき は 一 

！^！-子にぁー 


とい ふ もお ろかな り。 賢者 は 此心を そだてん ために、 此身を やぶる 儀 は あれ ども • 形の ために 心 をけ がす 道 はなし。 

おの こ は II？ 親の おんに かわりて、 身 をう しな ふ 事 を かへ り ：： ^す。 これ この 心 を やしな はんが^め なり。 此時主 を 見 は 

なし、 おや をす て、 身 をた すかれば、 此心 けがれて 本心 死す る ゆへ なり。 儀に したがいて 身 を ころせば、 身 こそ 死す 

れ、 心 はか &らす 無 苦 世界に 生れて、 かぎりなき 5 のちの^と なりぬ。 むかし 令 女と いひし 賢 女 あ. 9、 はやく 夫に わ 

鲁  鲁 

かれて、 その 身 年 わかく、 みめかたち 世に すぐれければ、 ふたりの 夫に 見へ じと て、 耳 は なをきり て、 すがた を やつ 

しぬ。 これ その かたち を そこないて， そうしの 道 をお こな ひし 人な り。 とみたつ ときに も、 まづ しくい やしきに も、 

び をし • る 

あんらく にも、 なんぎに も、 生に も 死に も 天 をた のしみ、 命に したが ふこと は、 はくき の ごとく なるべし。 むかし は 

くきと いへ る牵子 あり 《けり))、 いとけ な ふして 母に おくれ、 けい 母の てに そだちぬ。 けい 母ち k に ざんして、 はく 

きをに くまし む 。北 まど をふさぐ 夂 A の 天の、 わた ごの 衣 を かさねても なを さむき に、 むよ みのぬ の、 いとこ わきに、 

あしの ほ を わたに して これ をき せ、 嵐 はげしき 霜の あしたに は、 氷 つるぎの ごとくな るに、 すあしに して 車 を ひかせ 

た ゆべ くも あらず 

けり。 いまだお さなき 人な りければ、 手足く す をれ、 はだへ かじけ て、 心地た ゆく しくな りぬ。 死にいた るまで 

A 厶 A  <1厶厶<"厶<"厶<3厶 厶 


ら ずと ト ス 

^女 あり ：：： 人な りヲ 資女 あり S 侯文 寧が 息女な り曹 爽が從 弟の 文叔が 妻と なる 文叔 はやく 死す 自 わかく して 子な く且 かたち * 入な りければ 

乂 嫁せられ むと をお それて 髮を斷 て 信と すその 後 はたして 父 家の 嫁 せんとす る を M 刀 を 取て 雨の 耳 をき り 父母の 家に か へ ら ずして 夫の 家に 居 

るし かるに 夫 家と. f  く誅せ られて 殘るも .3 なし 令 女が 叔父 上書して 曹 氏と 婚 をた ちて し ゐて令 女 を つれて かへ る 時に 父の 文 寧 梁 の 相たり 女 

の わかく して 義を操 £ を あはれ び 又曹氏 もの こりなければ 其 意の へ だ、 らむ MJ をね が ひ 竊に人 をつ か はして 風ぜ しむ 令 女 聞て 泣て いはく われ 

も 又お もへ りと 父 家 ま £ として 用心 少怠" ければ 令. K 刀 をと りて 関に 入 鼻 をき り 被 を かう ぶりて ふしたり 母よ ベ ども こたへ ず ひら ゐて 見れ ぱ 

血な がれて おにみ てり 家人の 見き くもの 心 を 傷し めざる はなしし たしき 人 嘆て 曰 人の 世間に 生る --to かろき 塵 のよ はき 草の葉に か、 るが どし 

I： ぞ 辛苦す る？ J しかる や 夫 家 は 亡て 盡 たり 守て 誰が 爲に する や 令 女の 云われき く 仁者 は 盛衰 を 以て 節 を あらためず 義 者に 存亡 を 以て 心 を か へ 

ず 普 氏 前日 さかむな りし 時 はわれ 終 をた もた むと おも ひき 今 そのな きを もってす つるに 忍む やと これ その 形 を そこな ひて 曾 子の みちを 學 びし 

人な り 父母の あるが ために 死せ ずして は 有け り髮 をた ち 耳 をき w 募 をき る  一二 度に 信 をな す CJ も 父母 あれば 父母に なげき を させ じと かろき より 一 

ちかへ ども 大義す でに とげ じと すれば せんかた なく おもきに いたれる なり ト I ス  ^ 

一 »5 


一 11 一 一 

1 言 うらみす、 一 ど 命に そむかす。 水の ほ とりに たどり 行、 れいなら すか ほば せ よろこび •  JJ ゑす みて 一曲うたい、 

っゐに 水に 入て むなしくなりぬ。 これ はまよ へる おやの 命に したが ふ、 くもりな き 天命に て、 うきに しづまん 人、 う 

らみ わぶべき にあら す。 ふっきに して、 さいわい よき は此生 がい を あつく めぐみ 給 ふ 慈 命 なれば、 かたじけなき S5- に 

いましめ 

ひ 奉り ((て))、 おごり を やめ、 禮を このみ、 ほどこし を こと、 すべし 0 ひんせんに してう れいお ほき は、 比、 し をく る 

淡し  道 ：3 

しめ、 此 身を勞 して、 人間 の^を わすれし め、 こ V ろざし を 风.； 問に かたむけ、 その 心 をみ がき、 そ Q 道 を 達して、 人 

めぐま  今 も 人の 親た ももの 

の ((お)) 師 となし、 民 をす く はし めんとの 天命 なれば、 ふっきよりも なを かたじけなし。 めの まへ 人のお やた る 人、 子 

を そだつる に、 ある は 町人と なし、 ある は 田夫と なし、 又は 藥帥 などに したて、 ある はわが あと をつ がせな どす る屮 

に、 わが 子ながら 心ば へ 他に ことに、 知 も才も あらん をば、 心 ある を や はかなら す ふと xJ ろ を はなし、 他^に いだし、 

うき を ふます る 事 あ. 50 これ その子 をに くみての 事に あらす 0 手 を ひいて したつる 子よりも， なを ふかく 思 ふゆえ な 

り。 いける 時 道に したがい、 天に つかえ 奉りて、 身お はり ぬれば、 その 神、 天に かへ りて やすし。 いける ほど 心 か だ 

バデヲ 終 ましく、 人の ゎづ らいと なる もの は、 死して は 叉 魔道に おち、 K ね 風 を ふき、 .S なむし となりて 化 を さまたげ、 あさま 

ぽ M 赠 しき くるしみ をう く。 されば 不孝 は 生死 りん もの 惡業 にして、 孝行 は £ 離 生死の 心行な. ns 

道な り 貧 

賤 難 は  _ 

なり 四時  慶安 三年 十月 吉辰 

は 天の 禍 

福に して 

竊傾は 人 

の 陰陽な 

。福に あ  I     , 

ら ざれ ぱ^の びず If にあら ざれば 德 かたから ず 陽に 生是 し^に 赏が どし 福 を 好で 禍を にくむ は 薪 を 常と して 秋久. 'なからん とお も ふが どし： 人 

地 同根 萬 物 1 ^の 吾をしらざれぱなり陰陽もゎれなり禍蹋も：.1^2なり死生もゎれなり有時は共にぁり吾身の うち いづ れをぁししと いひて そぎす 

て いづれ をよ しとして つ みおかん もしき りすて むと ならば 性 は 善に して 本惡 なし もと 好惡 なし 本 順逆な し 本 我な し K 知く もりて 物 我の ち 

大和 西 銘  1 五 
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りつ もり 物 我 順逆 を 生じ 順逆 好惡を 生じ 好惡 諸惡を 生ず かくの どくの 本な きもの を さるべ きなり 頫逆を わすれて 道に したが ふ は 天に つかへ た 

てまつ る 也 生て 明かなる もの は 死して 安し 截夜は 今日の 生死に して 生死 は 一身の 養 夜な り トス 


夜食の 記 序 

夜 會の記 は 畠 山 重 忠の家 記に 出たり とも. S ひ、 江戸の 城 を 初めし 太 田 氏の 誓と もい へり。 重忠 の卞； 3 とし 兄れば 其^ 時 

代の 異なる こと あり、 太 田 氏の 書と する こと は發 端の 語の 似た る いはれ 有 ゆへ なるべし。 思 ふに 此 は m: 忠の { 糸 記 を 

本と して 太 田 氏の 事 を まじへ、 共 中間の 世の 古事 を も 書 入て 一部の 誓と し、 公家 武{ 永の 道の 衰を なげいて 風諫 したる 

もの か。 昌 山の 重 忠は 武勇 人に すぐれたれ ども、 其 人 がら 上ら ふなり、 氣 質に 君子の 風 あり、 その 時には ならびなき 

學者 也。 音樂の 道に も たづ さはり、 万に うとから ぬ名將 なり。 武士の 手本と すべき 人と いへ り。 江 戶の太 E 氏 は 文武 

二道の き； J え あり。 その 世に 今の 文舉 あらまし かば、 ともに 賢人 君子た るべき こと をお しみて、 後人の 潤色した る 51 

も あるか 


^0$ 
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君 はありし 御 かりの 御 心はづ かしかりし 後 は、 都より 文舉の 達者 哥 道の 師 和漢の 軍書に 通 ぜる者 本より 弓馬の 御遊び 

がた きどもう ち まぜつ、、 夜な- (- 御物 語せ させて きこしめす。 儒者の 書 をよ みける が、 もろこしに は 力 を 以て 敎と 

いふ 所に. S たりて 君の 給 はく、 我 朝の 風俗に おとれる か、 此國の 敎には あ ひがたき に 似たり。 儒者 云， 有 虞 氏 は 賞し 

て罸 せす、 罪 あれば 衣に 繪 がきて み づ から はづ かしく 思 はしめ 給 ふ。 力 を 用る は德 のしかざる なれば、 のぼりた る 世 

の 道と は 申が たく や 侍らん。 しかれ ども 子の 父に うたれ、 臣の 君に うたれ、 すべ て 師父 兄の つ ゑ は 恥に も ある まじく 侍 

れば、 力 を 用る こと もなくて かな はざる 事に や 侍らん。 君の 給 はく、 その 父母の 制しが たき子 をう ちつみ などす る こ 

と はさ も ありなん。 それ だに 其 父 a- の 敎の是 にて、 子の 事の 必す しも 非なる に は あら じかし。 みづ から の 習を是 とし、 

を わ 

且. S かりの 火氣 まじ はらば 親子の 和 を やぶり、 不明の 子に は 愚を敎 へ、 有 知の 子に はもと り を敎る ことな からん か。 . 

父母た る 者 己が 德を 脩め、 -; 1^ 風 を 正しくし、 大垣 をした る やうに て 養育 せんに は、 おの づ から あしき 習 も あら じ。 且 

おとなに 成て は、 せよ と. S ひても せざる はら はべ わざの 事に て、 後來の 習に も 害な き 事 は 大方に 見す ぐした るな むよ 

き。 德 ある 父母に て 愛敬なら び 行 はれば、 力 を 用る 法 は ある 乙と なから むか。 子の 生 付に より、 いさ、 か 用る こと は 

あり もやせん。 幼子 は 誠に もつ はらなる 者なる を、 己が 偽 多き 心に まかせて たは ふれ なぐさみ もて あそぶ は 人心な き 

わざな り、 まして 思 ひやり もな くくる しむる 事 や あるべき。 奴 僕のと り わきて いやしき か 愚な らん は 力 を 用て 敎 すし 

て はかな はぬ も 有べ し、 それ もな どか ひたぶ るに は あらん。 すぐれて 知な きをば、 又 其た ぐ ひの 人 やっか ふべき なれ 

ば、 おきかへ たる こそ まさらめ。 よからぬ 人の 氣に あはぬ 者 は、 好 人の ために はかへ りて よく、 好 人の 心に あはぬ 者 

は、 *SA- の 爲に能 こと も あり 0 鳥獸に 近き 下々 を だに、 心 ある 主人 は むちうつ にしの tf す。 されば 力 は 用べき 所な し。 


かくいへば もろこしの 風俗 はおとり たる やう なれ ど、 さに は あらす。 日本と 中 夏と 道 同じく して 義^なる 事 あり。 我 

朝 は 神武の 國 なり。 仁 和 を ^ に 明かに して、 武威 を 外にい つくしく す。 この 故に 男女に よらす 士 たる^ を はづ かしめ 

す。 はづ かしめ 常と なれば 武威お とる が 故 也。 是を 以て、 子 なれ ども 十五 以上 をば うち • つ みな どもせ す、 况ゃ 弟子 

や 弟 や 妻ゃ臣 にお ゐてを や。 子に ひとしき 幼少の 弟な ど は 鋭に か はる 兄 も あり。 物 まなびす る はら はべな ど は 法 あり 

A 厶厶 < - 

て 力 を 用る こと も あるべし。 それ も 有 德の師 はつえな くして 法令 行 はる、 者な り。 志 ありて 師を えらび a. を 求る 者 は 

心と惡 行 有べ からす。 一 言の 格し 百 千の つえに まさるべし。 千 人に 一 人 も 志に さしはさむ 所 あ る^子 あらば 退て まじ 

はり をた つべき か。 妻 は 男女の わかち； J そ あれ、 我 友 なれば たが ひに 敎を いれ 1^ をォ 父べ し。 1® 不货 にして 及 は ざらん 

も 不義 不祥の }^德 だに なくば、 其 人 を 以て 其 人 を 見て 世の ありさま にした がふべ し。 げ にかな はぬ 所 あらば 七 去の 法 

に まかせて 可也。 君臣と 夫婦と は義を 以て 合 もの なれば、 義 かな はぬ 時 は 去べき 也。 同じ 士の 子に て 我と ひとしき お 

を むちうつ t と は あるべき 行に あらす。 女と て あなどらば 弱な り、 法に もれた る 事 なれば 狂人と ひとし。 たと へ士の 

子に あらす とも 我 身に 配す る 妻 也、 我す でに 士 なれ ぱみづ から われ をはづ かしむ るな り。 下 * にだに 夫 1^ いさか ひし 

いやしき 者の 

てつえ とる 者 は 百 人に 一 一 一人 有か& きか 也。 それ だに 下賤 ^ にても けう さめて 思 ふこと なり。 女子 は 一 度 人に ゆる 

父母  父卅 

して は、 君臣の 義に 同じければ、 親里の 知べき に は あらね ども、 さやう の ふるま ひ あれば おの づ から 鋭 M を も はづか 

しむる やうな り。 か、 る 不祥の 行跡 ある 士は、 名 將の國 に はおくべ からす。 今の 時棺 t^w 成敗の 法 は 人 にせさせ まじ 

きため なれ ども、 義の 正邪 明かなら ぱ、 いかで ひとし かるべき。 盗 を 切る に、 同じ 垣 を こへ かべ をう がちて 入た らん、 

盜 もし 傍 鸷の士 なれば とて、 切た る 者 を 罪科と はい ひがた かるべし。 人の 無道の せまりお かす をば いかんと もす る こ 

とな からん。 それ 神武の 法 は 身 を 俯め 德を 愼み糟 を^して 手 ふる、 ばかりの はづ かしめ をも受 ベから す。 此 W 法， ビぉ 

これ も斷 

かし、 みだり が はしき 狂人 ありて， 正 人 をけ がさば うちて すつべき 也。 か i る. S つくしき 武の^ 法 を やぶり、 武威 

をよ はますべき 者 は國に 不忠の 徒な り。 是我國 の 他國に 異なる 所 也。 堯舜の 治 は 我國の 神武 も 共 中に あれば、 よきに 
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至りて は ひとしき 所な り。 儒者 云、 わなみ た r に 聖賢の 誓 をよ むこと を 知の みに て、 時處位 Q 至善 を 口にい へど も、 

K に はしらす。 君 文 學を臣 に學び 給へ ども、 至善 は 君に 學ぶ 者な りと 云て、 再拜 す。 御前の 武士 云、 武家の 道 は 弓馬 

合戰 のみな り。 一心よ く 兵法 達者に て敵國 おそれば 叉 何 を か 用む や。 もろ >J し 人の すがたよ、 只 かみある 坊主に 似た 

り。 蛮人 賢人と いふと も、 其 道 は さぞ あらん。 日本の 武略の 達者に あはせ たら ぱ、 1 たまり もさ、 へらる まじ。 公家 

長袖に 何の 用に も 立べ からす、 むかしより 有 来りし 事な れぱ 立お かる、 也。 儒者 哥學 者な ど は、 大名 佼の 御徒 妓 のみ 

なるべし、 と は f かりなげ にいへば、 君う ちわら ひ 給 ひて、 むかしの 我心よ、 汝 等げ にもとの 給へば、 儒者 云、 その 

弓馬の 威 を ふる ひ 給 ふべき 本 は 治國の 法に あらす や。 武士 云、 貴賤 男女 相繼 てかけす、 五穀 生じて やます、 治！； をし 

ら ざる 者な し、 世の なみなる べし。 儒者 云、 其 世の なみ もい にしへの 餘麼 なり。 子 は 親 を 見習 ひ、 親 は祖を 見習 ひ、 

.  太 

祖は先 を 見習 ふ。 其 本 は 聖賢の 道な り。 弓馬 兵法の 術も敎 へそめ し は 賢 311 なり。 我 朝の 大祖 神武 帝と 申 奉る も、 是和 

國の 聖人 也。 もろこしの 聖人 此國に 生れ 給 は t -、 神武の ごとくお はします べし。 の 拾 ふごと くの 武將は 今の 世に て は 

名將 なりと いへ 共、 後世の 野人なる べし， 手本と なる ベから す、 子孫 を 長く 繼べ からす。 士は 大事の 者に てお はし ま 

す。 武の すぐれた ま はん 人の、 文のお くれ 給 はん はかた つかた に ほまれ あれば、 又 かたつ かたに そしり 有べ し。 文の 

道し り 給 はん 人の、 武の たぐ ひ 知 給 は ざらん もうた て 有べ し。 しかれば とて 砂 石の なを 人に て あり はてん もロ惜 かる 

べし。 天地人 を 三 極の 道と. S ふ。 天に 陰陽 あり、 地に 剛柔 あり、 人に 文武 あり、 有 時 はと もに あり、 文武の ふたつ か 

くべ からす。 夷 中に 生れて かりすな どり、 弓馬 を專 にす る 人 は 文 道 を このます。 京都に 生れて 風流に 習へ る 人 は武藝 

"i、  ^u. 

を しらす。 公家 武家 わかれ、 文武 二に なりし 基な り。 もろこし 人の 坊主に 髮 ある 風俗 も、 おとろえ たる 世の ありさま 

ときく。 いにしへの 人 は 文武 かね そな へ耠 へり。 冶 世と いへ ども、 四時の か はるごと く、 文武 時 を 以てなら はし 給へ 

り。 しかれば むくり の武國 といへ ども、 武威のお かすべからざる に 恐れ、 文 道の 美 をした ひて、 皆 臣と稱 しぬ。 glf 賢 

の 代と をく、 人驟り 事し げく、 太平の 間にお こたり て、 武は 日. <に おとろ へ、 文事の 美 は. S やましに 成 も ((て)) ゆきて 


S! らん ぜら る、 ごとく、 ぬるき 風俗と なりたり。 拉 こそむ くりの 爲に もお かさ るれ。 我^ とても 王 代の 武{ 籴にゥ つ 

り、 武{, ^の 代 も 久しくお さまれば、 武 おとろ へて 他に うつる も 其 勢 ひ 同じ ことなり。 しかれ ども 文の かちた る 亡び は 

おそく、 武 のかち たる 亡び はすみ やかな り。 から やまと 共に 其た めし 多し。 一人の 武チ 云、 辔數の 文^ は： 本 法の 助な 

れば學 び 知べき t と尤 なり。 禮樂 とて 武士 も 官位に す V めば、 かう ぶり を かけ 長袖の 舉び をな す、 琵 など はすべ 

て 何の 益 か あらん。 哥 人の 云、 平生の かたち をば 軍屮に まじへ す、 軍の かたち をば 平生に なさす、 二に する に は あら 

ね ども、 夏 小袖き す、 冬 帷子 をき ざるが 如し。 小袖 かたびら 二ながら 納て時 を 以て 用る がごと し。 仁政 四海に 及び 天 

下に 歒 なき 時 は、 衣冠して ゆたかなる すがた こそめ でた けれ。 かつ 禮文備 りて こそ 人道 はみ るべ かり けれ。 しかれ ど 

も 片時 も 武事 をば わすれす、 常の 遊に 弓馬の 藝 をなら はし、 武備の まう け おごそか にして、 四時の かりに 軍法 をたら 

はせ り。 叉 軍 中に 平生の すがた はや はら かにて、 人の心ぉ^.1たる故に、 武威 おごそか にして 大に 常に ことなり。 され 

ども 軍の 進退 も禮 にあら ざれば 行 はれす * 仁に あら ざれば 人民 服せ す、 歒國 したが はす。 ^外に 發 すれば 陰- に枳と 

たり、 陰う かべば 陽 伏す るが ごとし。 樂は 一 圑の和 を あら はせ り。 陽の 德 なり。 人 に 思 あれば、 必す霄 に發 す。 

必す あや あり。 これ 樂の 起る 所な り。 春の l&t のさ えづり、 秋の 嬋の呤 の I 魁、 生と しいけ る物樂 あらざる はなし。 しか 

れ ども 常人の あきらか ならざる は、 天然の 樂を失 ひ 》^ し。 この 故に 聖人 糸竹の 樂 95 を 作り、 天地の ほ ^をう つし. 神 

人の 德を かよ はし • 邪氣を しりぞけ、 正氣を 助， け、 氣血 をめ ぐらし、 心 を 養 ひ 給 ふ。 共 爪音に 心の 邪 正 を 知べ し。 今 

の 名 將舆士 とてもむ かしの 武士に は 及ぶ ベから す。 むかしの 武將 は文學 にも 達者に して、 驩樂 にもうと からす。 むか 

し 源の 賴光、 夕の {4! のお もしろ きに、 獨野 遊して 笛 を ふき 給へ り。 其 比 大力の 强盜 あり。 人の 太刀 をう ば ひとり， あ 

たへ ざる 者 をば、 ころして とる。 里 はなれ 人 遠き 方に 笛の 聲の きこえければ、 した ひきて 兒 るに、 よき 太刀 はきた る 

人の 笛 を ふきながら、 あゆむ ともなき しづかなる あしもと にて、 里の 方に いぬる 成け り。 此强盜 うれしく ひ、 飛 か 

、りて とらん とする に、 むね さはぎ 手足 ふる ひけり。 心 を しづめ て 跡に つき， ニー I;. くまん とすれ ども、 心お くれて 
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かな はす。 扨 は此男 をた 1 太刀に 切りて とらん と 思 ひ、 近く あゆみより、 太刀の つかに 手 を かくれば、 身 ふる ひて 

太刀ぬ けす。 かくの ごとくす る事數 度に 及べり。 强盜思 ひける は， 我 かく 跡に つきて いろ.，. 1^ に はかる を しらざる こ 

と あら じ。 然るに 1 度 も かへ りみ す、 足 もとた が はす、 笛の 音色 遠く 聞え しに 異ならす。 た 1- 人に おはせ じと 思へば， 

おそろしく 成て， みへ がくれ にした ひきて、 屋 形に 入 給 ふ を 見れば、 音に 聞え し 源の 頼 光な り。 又 奥州の 忠信 は義經 

の掷 供に 軍 立して、 いそが はしき まぎれに も、 琵琶 を たづ さへ もたれし が、 遠路の いそぎた へがたくて、 常 陸の 國 にて 

寺の あ hN ける に 文 を かき そへ て あ づけお かれしと なん。 嗣信 は笙を もて あそ ぱれ しかば、 西國 まで もよ ろ ひの 櫃には 

ありし ときく。 あづま ゑび すの あらき 武士と 人 は 思ら めど、 か、 る やさしき 人 なれば こそ ならびなき 武勇の ほまれ あ 

りて、 名 を 後世に も あげたる 也。 かくの ごとくい にしへの 武士 は 文武 二道 を かね 備て無 下なる 人 はな かりし 也。 今の 

武士 は武 をのみ 矸要 にの 給へ ども、 武も むかしの 人に は 及ばす、 文な き武 なれば さも 有べき ことならん かし。 武士 云、 

さの 給 ふ 人 も、 哥は よみ 給へ ど武の 道に はう とく 見え 侍る はいか ヾ-。 哥人 云、 我 は 長袖の 家に 生れ 侍り。 むかし こそ 

あやまり つれ ども、 今 は 叉 其 あやまり 常と 成て 公家 は 武には たづ さはらぬ 者に 成來れ り。 今にして 公 {诙 の 武士 だてす 

る はかた はらいたき 者に 侍り。 この 故に 武事に は たづ さはり 侍らす、 た 心に 生死 を 一に 見て 生 を むさぼらす、 死 を 

恐れす、 うごきな き 心 を 養 ひ 侍りな ば、 狂人 あり、 かう ぶり ((を)) うちおとしぬ とも、 すこしも 心 を うごかさす、 かた 

ち 身し ろかす、 顔色 そこな はす 侍りなん。 扨 こそ 我き すに は 成 侍ら じ。 た うちた る 人 狂人の 名 をと らんの みなり。 

其 行 武士と はちが ひぬべし。 しかれ どもお それな き 心を簦 ふ 所 はか はりあら じ 0 もし 盜賊 あらんに 一刀 をた しなみ、 

または キ： 親の 難に あたりて 兵 をた ま はらんに は、 それ を 枕と して 死 をいた さん 事 は 誰に もお とり 侍ら じ。 それ 哥 人の 

業 は 居ながら 天下の 山川 をし り、 人跡 を たづね、 月に 花に 神 を 造化の 中に あそばしめ、 よ き^を 以て ひぢ りと して 身 

の 似 (か) よはん こと を 願 ひ 侍り。 哥のゅ ふに たけた かき は 俗習 をぬ け 出て、 天 を 樂び命 を 知の 氣象 あり。 ゑんに やさ 

しき 言 紫づ かひ は 君子の 士を安 じ 仁に 厚き 道に して 民 を 親む 意な り、 よく 風し よく 比して、 いふ 者罪& く、 きく 者. S ま 

一 一 1|< 


1 3 九 

しむる にたれ る 者 は 六 義の德 なり。 或は 赏 事 をのべ て 心の 直 を 見、 或は. 造化の 物に 感じて は 時に 情 をのぶ るの 興と し、 

或はい にしへの 道 をした ひ、 後の世に のこし、 神明の 德 をす、 むる は 13^ の？； 3 にしく はなし。 天地 同根の 现を 明かに し 

て 迷 ひとけ、 欲すくな からで は、 哥 のさまい やし。 まことに 其ん がら を檢 がき 出す もの は ^也。 故に 心 術 明かなら ざ 

れば哥 人と いはす。 近 來の哥 よみ は 多は哥 作りと いふ 者な リ。 哥は 上手 にても あれ、 識者の 心に はい やしまる k 遊 あ 

り。 糸竹の 遊は哥 人な を 手 をた つま じき もの 也。 道哥 とて かどくし くよ みなした る はかへ りて 雅哥 にあら す。 花に 

露に たは ぶれ 過した る も哥の 本意に あらす。 うはべ は 月 花 をのみ もて あそびた る やうに なだらか にて、 下の 心 は 人倫 

を 明かに し、 天地 鬼神の 理 にくら からす、 た .S さ、 かいひの こして、 人 をして 經 典に もとめ  >  道德 によらし む。 學 

問な く 道 を しらで はいかで か哥 人と はい ひ 侍らん。 戀の哥 とて 男女の 情に よる こと は 奥義 あり。 中 人 以下の しるべき 

所に あらす。 其 實は眞 の 哥人は 色 を このます。 又 幽深玄 遠の 哥は 女德の 象な り。 上ら ふに はい やしき 心 をつ か はしめ I 

じと す。 いやしき 心より いかり も甚 しく、 欲 も 生じ、 人 を くるしめ 家 を やぶり 子孫の 絡べき 媒 となりぬ。 婦人 はいつ 

まで も 人に. あっか はれた る こそよ けれ。 みづ から 財 寶の欉 をと る、 あやしき Is! なり。 牝雞の あしたす る 過 もこれ より 

なれり。 やむ ことなくして 財 を 守と も、 心と もていで たる ふるま ひ あら はならん は びんな かるべき わざに なん。 女 は 

三に したが ふと こそ。 三な き 時 は 老臣に したが ふべ し。 德の ほまれ はありと も、 藩の あやまち はな かるべし。 人の い 

ゑ を やぶる もお こすも 女子の 德の 吉凶に よる 者な り。 哥 道の 敎の 根本 こ、 にあり。 此 座中 女子 もち 給へ る 人 多し、 し 

ろしめ さねば ほいな き 事な り。 軍 者 云、 むかしの 人 は 主 も 從者も 何たるう つけ やらん、 主君の 妾に 文お かよ はし、 忍 

おかしても、 おもき はわ づか 二三 年 遠國へ 配流 せらる-" ばかりな り。 大方 はしりても しらす^な り。 業 平 源 氏な ど は 

令の せなら ばよ き 成敗 者 也。 人の 前へ 二度と 31 べき 者に あらす、 うつけ たる 風俗と 思 はれ 侍り。 むかしの 今より よき 

事 は 何 かお はします や。 哥人 云、 古今 か はりな き 者 は道德 なり。 大道の 行 はれぬ 世 は、 よしあしの 品々 は あれ ども * 

た 時々 の 風俗 か はり 多し。 業 平な どの 時代 はさ やうなる 風俗に て、 それ を 不義と も 恥と もせ ざり しれり。 今の せに 
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も か はらぬ 事 あり。 小 性す きの 大名 は 御物なる も それに つぎたる も 横目 をつ け 人 をつ けて 妻と し 妾と して 愛せら る- 

に文 をつ け、  是非に 志 を 見せ， 命 を かけて ひきぬれば、 若衆 もさ やうなる： に 忍びて あ ひ、 なりが たきち ぎり をな せ 

ば、 其 人 は. S ふに 及ばす、 見る 者 H, 者し ゆ 道 者の 味 者のと て ほめ 侍り、 い ひかけ てと げたる 者 を も手枘 とす。 主人の 

目 をく らまして かげ をぬ すむ 事 は 男色 か 女色 か 同じ こと はり 也。 此 風俗 を 書に 記して 源氏 伊勢 物語 〔の〕 様に、 後の世 

に a? へば、 此 若衆の 道 小 性す きの 風俗 か はりた る 世に は 作り物 語 かま ことかめ づ らしき 事と おどろきて、 只今 貴殿の 

A 

むかし 人 を そしり 給 ふやう にい ふべ し。 むかし は 男女 共に 同じ様に 君に つかへ て、 おりふしの 花 紅 紫に つけて、 あだ 

なる もまめ なる もた が ひの 志 を 見せ かよ はし 侍れば、 君 もしろ しめして 賴 政に あやめ を ゆるさせ 給 ひしゃう なること 

たり。 令の 若衆 も 男 も 同じく 主に 奉公 すれ ども、 むかしの 男女の 宮づ かへ より は 法度 も きびしく 侍る に、 おかしぬ る 

事 はま さると やい ふべき。 しかれ ども 時の 風俗 なれば あやしむ 者 もな し。 それ だに 三十 年 以前と は 衆 道の 風俗す. こし 

か はりある 休な り。 軍 者 云、 武家の 道 は闕を ひろめ 天下 を 取 を 以て 至極と す。 伯 夷 兄第國 をゅづ りて 北海に のがれ、 

武王 をい さめて 首 陽に うへ しも 何の 益 か ある。 文 王 武王は 聖人な りと いへ 共、 太公望 を 得て 軍旅 を學 ベる こと 久し。 

戰 場に 臨で 百戰百 勝の 功 を 立る は將 軍の 武略な り。 先勝て 後軍 を 出し、 或は 間 を 用 ひ、 或は 遠き はかりごと をめ ぐら 

し、 一 戰に國 をと り 天下 を 定るは 主の 武略な り。 日本 は 小 II なる 故に、 天下一 同の むかし は 王 を 主として 時の 將軍ぁ 

り。 今 は 錄倉殿 を 主として 時の 您大將 あり。 國、 王 は 主將を 一人して かねて 士大將 あり。 武士と 生れた る 者 は、 獨 夫と 

いへ ども 天下 を 望む の 志 あり。 こ k を 以て 人 じち を かたく 取 者な り。 儒者の ま はり 遠き 道 は W るに 益な し、 た し敎 

の爲 かりに まう けたる なるべし。 己 は 人の 國を うば ひ 天下 を 取の 志 あれ ども、 家中の 者に は 二心な く忠を せとい ふ 

がごと し。 人々 道と  >  ひ 忠と いふば かり-の 事 也、 貰 は 名利 を 本と して 武功 をな せり。 勢の 人に しかざる 所 をよ く 見よ 

く 知て は是 にした がふ 故に、 名 將は仁 を 以て 人 をな づけ、 知 男 を 以て 大ま はしに 取から くみ 天下の 勢 を 己に すべてう 

ごかし めす。 t れ富贵 をに ぎり、 祭 花 をた のしび、 子孫に 撙 へて 名 を 後世に あぐる 道たり、 則 武王其 人に あらす や。 
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儒： お 云、 後世の 軍 者 己が 功利の かざりと せんた めに 文武の 名 を かり 用て. ^けり.。 もし 七蒈の ごとくなる 心 あらば 何 を 

以て か 聖人と いはん、 心 あらん 人 は 語勢と いひ 道理と いひ 一 として 信す ベから す。 さまで？ il からぬ 人 の^人の 心 や IK 

f と 思 はんこ そな げかし きこと なり。 世の 習と い. ふ もの 思 はすに しみぬ るに や、 論語の 註に お ゐて大 II といへ ども 商 

を 結の 言 あり。 ； J れを 以て 見れば 儒者と はいふべ し、 g?3! 者と はいか あらん。 商 をた つの 機 ありと 外より 人の 兑 たる 

所 をい へ る 意に や。 ^賢の 心 は 許 由が 帝 堯のゅ づりを 聞て 耳 を あら ひし 心に ひとし、 其 天下 を 何とも 忍 ひ 給 はざる 心 

の 上に 慈 、が ありて 和 光 同 塵の 道お はします。 孔子の 御 心 も、 原 壊が 其 母 死して 欲うた ひし 理 なきに あらす。 しかれ ど 

も 聖人 は 其 心の 上に 仁に 至り 理 化して 別 を かなしむ 情 あり、 死 を かなしむ に は あらす。 死生 は 昼夜の 近な り、 さめて 

うごきい ねて やすむ、 何の 迷 ((ふ) ことか あらん。 三 公の 富貴 を 以て 山水の 遊に かへ ざる 心 は 聖人 も 又 同じ。 しかれ ど 

も 其 心の 上に 聖人の 大寶を 位と レ ひて、 天に 繼で極 を 立る の大誇 あり。 天下の 人 をして 苦 をぬ き樂を あたへ、 道德の 

鄉-」 あそばし めんと す、 小人 は 何 を かしらん。 夫 軍 は 名 ある 乙と を 尊ぶ とか や。 名と いふ は^なり。 子 は 義兵に あ 

ら ざれば あげす。 其 本 一義な れぱ、 其 中間 千變 万化の はかりごと 告義 也。 共 本 一 不義 なれば、 其 中 問の 謀み な 不^な 

り、 盗賊に 異ならす。 たと へば 女子 ありて 父兄の 命 媒の言 を またす、 己が 心 もて 人に あ ひそめし は 女の 身に とりて は 

叉な きなんな り、 事つ きな くなら ば 不義の はづ かしめ とも 成ぬべし。 しかるに 此 女子 其 夫の 幸に ひかれ、 郡 K の 室 (お 

とも 成て、 父母 兄弟 家 類 を 養育し、 富貴 をた もちた る 時 は、 人み な 万歳 をと なへ て 尊敬し、 本のつ きな きを 知^な し。 

今の 武略 を 事と して 道 を しらざる 武士 も 又 かくの ごとし。 しかるに 幸に 志 を とげ、 運命 厚し て^をと り 天下 を 取 ぬれ 

ば、 人 其 不義 を. S ふ 者な し。 皆 めでたき はかりごと、 知 ある 名將 といへ り。 もし 其 中間に^ あら はれ とら はれな ば. 

逆臣の 罪人と 成て 愚 夫の ために わら はれぬべし。 義兵 を あげた らんに は、 邇 命の 盛に あ ふて、 利 ある 時 は 天地 祌 に 

も 恥お それす。 いはん や 人に お ゐてを や。 もし 命 分のお とろへ たる 方に 義の 望き ま、 にした が ひ、 終に 利 を 得すと も， 

た V- 其 軍法に つたなき. M!^ なく、 弓矢 を 取 ことい さぎよ くば、 もろこしの 孔明曰 本の 成なる べし。 武將の 近 は W をと 
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り 利 をと ぐる を 心 法と せす、 弓矢の 道 正しく きづな からん こそね が はしかるべき 事 也。 誰か 世に あり はてぬ る や、 ほ 

いなく 一代に 命 をお としたる も、 二三 代 五六 代 ありた る も、 今より 見れば みな 夢の ごとし。 名 こそくち せぬ 物 なれ。 

武士 云、 文 王の 太公望 をめ し 出た る は 何の 爲ぞ。 儒者 云、 文武の 朝に は 聖賢の 臣 多し。 しかれ ども 皆 生れな がらの 上 

らふに て 微賤に なれ 給 はす。 太公^11^は故人にてょく事をしれり* 且 民間に 居て 人情に く はし、 知 ありて 時變 に通ぜ り。 

周 は大國 なり。 大國 をお さむる 者 は、 人情 を 本と して 時變に 叶を耍 とす。 文 王 本より 天子なら ば 太 公の 知 も 用る にた 

ら じ。 君子の 德は風 なれば、 小人の 草 不知 不識则 にした がふべ し。 諸侯なる 故に 德 あり とても 1 國 にも 達しが たし。 

い. A ん となれば 天下 紂が 悪政に くるしむ といへ ども、 商の 末の 流 俗の 習 あり、 且惡人 は 天下の 惡を 己が 味方と して 國 

主の 命 を 用 ひす、 しねて 善政 も 行 ひがたき 勢 あり。 老人の 人情 時 變に通 ぜる者 用る に 益 あり。 君 云， 其 文 王の 德 あり 

て も 天子と 諸戾 との 勢 ことなる 事 はさ も あり-なん。 文 王 本より 天子なら ば 望 を 用べ からすと いふ 事 は 我 達せす。 天下 

の 政 をと る 老臣の. 其 事に なれたる 勢 は 平 人の 不知と ころ あらん。 世に 少 才知 あり 學カ ある 者 は、 天下 國 家の 政道 を 

いき ど をり、 己が 才知 を 用 ひたき こ、 ろ あり。 其 言は是 なる がごと くな りと も 政道に は 行 ひがたき 事 十に して 七 八な 

るべ し。 事の 勢 ひ はなれ ざれば しられぬ ものな り。 叉 執權の 老臣 も 常人に はぬけ 出て 知 も. K-.^ ありと も、 下. -の 情に 

は 達し 給 はぬ 事 あるべし。 理を 以て 天下に 下知した まふ こと ((は))、 下にいたり てた がふ 事 多し と： えたり。 これ 上 も 

下 もなら はぬ が 故な り。 太 公一) 望)) の ごとく 有學有 知に して、 下の 情 を 知り、 時變に 達しぬ る 人 を あげて 政道 を 見せし 

め、 君 も 老臣 も 人情 を たづね しりた ま は J -、 其 事 ひろく 成て 政道 可に あたるべき なり。 國 となく 天下と なくい つも か 

く こ そ ありた けれ。 儒者 云、 むかしより 鎌 倉 殿 代々 京師の II をめ していに しへの 道 を たづね させた まへ ども、 終に 道 

の！ t はる、 こと 侍ら ざり し。 みな 將 軍の 御と がに 申し 侍りし は ひがごと なり、 時 所に あはぬ 事 をの ぶれば こそ、 た^- 

もろこしの 事に て 我 朝に は あはぬ 道との みお ぼしつ らん。 げ にも 京師の 儒者 はよ きとい ふ も 公家のお ちぶれ にて 長袖 

にこ そ 習？； T -、  ^中の 人情 時變 はいか r しり 侍らん。 さて は 多く 市井 Q 中より 出 侍り。 武士の 中より 學者 多く 出 まし 
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かば 世の たすけ ともなりぬべし。 君の 給 はく、 よし それ も 少し はたより あらん か。 それ 世に 道の 行 はれん 事 XJ そかた 

かるべ けれ。 つらく. <G ありさま を 見る に、 儒者 も佛者 も、 利用の ため 學ぶ人 は 各^な り、 心と 道 を もとむ る 人 を 

見る に， 大 かた 知 さとから す。 この 世に 生れて 祌の知 を ひらく にした が ひ、 知覺 さとき もの は駸々 として 世 問に いり 

ぬ、 世 味の 名利 を； ろと して 習性と なれば 道 德の事 は 耳に と めす。 吾 ごとき 者 この 世に 生れ たれ ども 知覺 うすく 

して r- の 世に も不入 (ごみに ゑ ひたる 魚の ごとく さすが 常人に てた 5- よ ひ 居に. 懦 にても 佛 にても 質の 悅ぶ ところに ち 

かく 聞な したる 道に いりぬ。 すこし 學 びた る者國 天下 を もはや 治めん とお もへ り。 これ 其， なり。 ^基 も 時 を 待に は 

しかす。 知 慧も勢 ひに 乘 るに はしかす となれば、 天命の 勢 ひなくて は 伊， 太 公 (SS もい かで 功 あらん、 且^に 志 ざす も 

の は 人より おろかなる 本 を しらす、 いかで 人情 をし り 時變に 達せん や。 道 德の智 と 世 聞 智とぁ ひかね たる 人なら では 

國 政に ぁづ かりが たし。 人 主 老臣 さとく まし ませば、 用 ひがたき 亊を しりた まへ り。 我が ごとき 人 主 あり 倾 落 法に 

て |i 者 を 用 ひた ま は i -、 世 はみだれ におよ びなん。 孔子 も才 かたしとの たまへ り。 堯舜に 五 人の 臣 あり。 周 はさかん 

にして 九 人 あり。 ^Jれ德智世間智かねそなへたる人&り。 儒者 云、 まことに 左様の 人 はかた きこと にお はし まさん。 

しからば さきに 仰せ ありつる、 本よりの 老臣の 世間 智ぉ はします 人に、 畢 管の 人、 下民の 事し りたる 人 を あ ひま じへ 

て 政道に ぁづ からしめ 給 は？、 あつめても 一人の 才 おはし まさん か 。君の たま はく、 よかるべき 様 なれ ど， それ を 中 

分して とり S ゆべき 人 や ありがた からん。 道の 可 U 仃"" は 天な り、 人力のお よぶ ところに あらす 

軍 者の いはく、 君 を そしり 國政を 批判す る 者 あり、 愚民 を おどろかす 罪人 也。 かくの ごとき の^は 革 中に して は 敵の 

美を談 じて 身方の つたなき 事 をい へば 不慮の まけ ある 者 也。 治 國堪阔 共に よろし からす。 君の 給 はく • しかるに あら 

す。 許. E 堯を さけて 命 を 用 ひざれ ども 唐 氏のお とろへ とせす * 伯 夷 周 をけ がら はしと して に娥 たれ ども、 武王を 

いやしと せす 0 主人の 非 をい ひ 政道の あやまち を そしる はかへ りて とる にハ „| あり、 いむべ からす 0 もし 才を ねたみ、 

善人 をけ がし、 道德を そしる *f あらば 天地の 罪人な り、 必す 遠く 返くべし。 詩-一 云ク、 取 r, 彼， 識人 r  ； 51： 虎 r 讨 
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虎 ギ、 投卞由 k? 有 §?、 有 5 不ン HPT  s§k へ， といへ り。 これ 天道の 識人を 爵 し 給 はん f 思 ふなり。 それ 功 

臣 外に ありて 識^內 にあれば、 小過 は 記せられ 大功 はは かられす、 國を 治る 者の 慎む 所な りと いへ り。 また 軍 中に て 

敵の 美を談 する 事を禁 す、 とい ふ 事 は 尤なる ことなれ ども、 妖は德 にかた ざるの 類な り。 むかし 實盛 身方の 上方 武者 

の や はら かにして よはみ ある 事 を そしり、 敵の 關東 武者の 死 を 恐れす、 山と も 川と もい はせ すつ よき 風俗 を かたりし 

ぽ、 夜中 鴨の 羽 昔に おどろきて 富士川より 尾 張の 圃 までにげ たり。 これ を 無念 千万に 思 ひて 恥 をす k がんた めに、 

北 國の合 戰に篠 原に て 討死したり。 これ は 軍 者の 言に あたれり。 しかれ ども 源氏 一 の 谷の 城に 向 ひたる 時、 平家 は 十 

万餘の 多勢な り、 源氏 は 七 八 万に 過す。 すべて よせてと いふ 者 は 城に は 三倍 五倍して こそせ むる ものなる に、 城の 勢 

は 多く、 よせ 手の 兵 はすくな し。 一の 谷の 要害 は 大勢に て か、 へ ぬれば 天下 第一の 所な り、 右 は 海 左 は山險 組に して 

味方の 地な り、 うしろの 中國西 國四國 はみ な 味方の 國 なり、 兵粮 は澤 山な り、 た r 生 田の 森の  一 口より 關東 勢の よせた 

れば とて 八重 十重に 耍害 fc ばか まへ たり。 關東勢 は 舟に なれす、 其 上 平家 かさに あり。 平家 は 我 地に て 舟の 銀 練な り、 

源氏 は 平地て 陣を 取て かたから す、 舟より ま はりて 横にう たん もい とやす し。 我國 なり、 案內 者な り、 大勢 なれば 山よ 

り ま はりて うちやぶらん も 自由 也。 源氏 は關 東より はるぐ のぼりた る 旅の 勢 なれば、 曰 々につかれて 皆 かへ ら むこ 

と を 思 ふ 者な り。 平家 は 地 なれば 日，. „<强 し、 千に 一 も 源氏の 勝べき 道理 はなし。 如 此の 敵の 美 を談じ 味方の よはみ を 

いふ 事 源氏の 陣に かまびすし とい へど も、 義經 これ を 事と もせす、 不意にいで 無備 をせ めて 命の 存亡 を かへ りみ ざり 

しか ぱ大に 勝 こと を 得たり。 治國 にも 軍國 にもた 主 將の心 ひとつ 也。 醫師 あり 、夜食の 席に まじ はらん 事 を 望めり。 

君き こしめ して、 此會は 至情 をのべ ていみ は-からす、 君臣なる を 以てみ づ からが 非 をい ふこと を 恐れ ざれ。 我 聞て 

にくます 0 同座の 人.. - たが ひに かくす ことなし、 醫師も 其 志 立ば まじ はり を ゆるすべし、 との 給へ り。 醫 1： 座に つら 

なること； A 六日 ありて 云、 日本に て は 種 姓 を ゑら び 給へ り、 才の赏 を 失 基な り。 劉毅 の上疏 にも 勢 族の 人 は 下品に お 

らす、 寒 門の 子 は 上 y に不 こと を； おた. 90 日本 にても 攝 .IM 淸華 大臣； k^M 林 名家の 定 たる こと は 王道の 衰 によりて 
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也。 署. お 版 築 はい やしき わざ 也、 しかれ ども 呂^ は 周の 大師と なり、 傳！^ は殷の 相と なれり。 公疾 の繼を 41 する こと 

a 魚屋の ごとし。 釣 はつりす る 也、 築 は 山 をつ く 者 也 

をき かす、 唐 帝の 至 聖も側 陋をも あげよ とこ そ。 た 1^ 才に のみく みするな り。 道に したが ふ 者 を II； 子と し、 货 にした 

がふ 者 を 小人と す、 何ぞ 人に 常の 品 あらん。 周 漢の道 は 知 を 以て 愚 を 役、 魏晋 より 此 かた 贵を 以て 賤を つか ふ、 士庶 

の 科 わかれ 人君 南面の 九 直 ふかく 遠し。 日本の 王道 もむ かし は 周 漢を師 として 長久な りき， 後世 は魏 成！ "に似て H.:. 衆す 

たれ 武家に うつりぬ。 武家 もまた 魏货 をなら ふ 者 は 亡び すみやかな. 9。 人 は 天地の 子孫 なれば 何のい やしきと いふ 

者 か あらん。 君の 給 はく、 これ 至極の 理 なり。 しかれ ども 汝た r 其 道理 を 知の みに して、 時 51 位の 至善 を 不知。 王 代 

の臣 はみ な 天孫なる に 其 中に 家 を定て 高下 を 常にし 給 ひし は大 なる あやまり 也。 北 野の 天神 は 文化 5^ 生より 起て 大臣に 

昇り、 天下の 權を取 給へ り、 後世の 文章 生 は 大納言に だに も のぼりが たし。 三種の 神の やどり 給 ふ 人 を こそ {P- 位 を あ 

げ m を 任じ 給 ふべき に 家 定れば 下に 立り。 三種の 神霊の すて 給 ふ 尺 をば 令まで 朝臣な りし 人の 孫 にても 庶 人に くだす 

凶 

か、 さあら すと も 官位に は 進ま じき 事なる に、 家 高ければ 高位に のぼれり。 悪德にして聰明なる入^：！位ま職にぁれば 

君 威 をう ばいて 王道 亡びぬ。 執 權の家 を 世々 にす る こと は n 家の 凶事 也。 それ もろこし 人 は 士庶才 を 以て わかちて ii 

姓 をい はす、 これ 四海の 中國 にして 百姓み な 天孫 なれ ば^り。 日本 は 東 f り、 地の 姓に 天神の 姓 を 加て 士庶 氏を以 

て わかてり。 草木に も 美 種 ある ごとく 人に も神靈 のた ね あり。 靈 山の ふもとに すめ ども 土民の 子に は燹才 生れす， 姓 

氏 ある 天孫に ならでは 秀才の 人出 来す。 今 は 天神の 孫 幾千 万と. S ふ數を しらす、 其屮 にて 才を ゑら ばんに ことかく^ 

あら じ。 姓氏の つたへ は 失 ひたれ ども 靈 質の 人の 生れた る は 天孫なる ことうた が ひなし、 乙 、を 以て 上より 姓 をた ま 

ふの 義 あり。 此 同じき 土の 中に て 譜代 を 定め 身代 を えらび 筋目 をい ひて 國政を 司 どらし むる こと は大 なる ひがごと 

也 * 天才 を ゑらん で こそ 天職 をば 任す ベけ が。 それ 人道 は 知より 美なる はなく 賢より"；？ き はなし >  たと ひ 天神の 孫に 

て-, P 心い やしき 者 は庶 人な り、 れ を地士 ともい ふべ し。 種 姓よ き 人のお ちぶれ てつり を たれ = 臁を とらん は 恥に あ 

らす、 道な き 時 は 賢者な を 貧なる 者と い へり。 呂尙 傳說の あげられ しごとき は、 吾 あしはらと いふと も何ぞ ゑら ばん。 
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しかれ ども 屠 をば あぐべ からす。 もろこし にて は 屠 を もつ り を も 同じ わざとせ り、 日本に て は 人外の ごとくい へり * 

呂尙も 曰 本に すまば 屠 を-は 業と せじ。 曰 本に て 屠 ごときの 業に おる 者た とひ 少き才 ありと も、 かなら す 其 心 裏い やし 

き 所 あらん。 いかむ となれば 其國 にして 人外に する 業に は淸人 はおら ざるが 故な り。 もろこし にて 人外と はせ ざれ ど 

も 利に すみやかなる わざなる 故に、 初 はこの 業に おる と. S へど も、 い さぎよ からぬ やう なれ ぱ呂尙 もつ りに はかへ け 

お 今の はた 本 也 

らし。 すべて 人 は 業 をつ、 しむべき 事 也と. S へり。 おる 所に よりて 心 氣も變 する 者な り。 今 鎌 倉の 關內疾 達 も 本 は 筋 

よき も あれ ど、 あしから そだちに て 野 賤に習 ひたれば 筋よ きとい ふ 所 は 見えす。 微 なる 時の 利 心な を やま ざれば 儉な 

るべき 祟に は驕 り、 淸 かるべき 所に は 却て むさぼり あり。 天下の 風俗の 本なる べき 錄倉 衆よりか くい やしければ 武家 

の 風の よかるべき 樣 なし、 其 中に も 筋 ある 人の 武士の 風儀 を 不失も あり。 或は 主君の 御幸に ひかれ、 或は 武舆 のお ぼ 

えの みに して、 氏 もな く 習 も. S やしき 者 ども、 れきくの座にっらなればま^Jとのぁづまゑびす也。 天の生ぜる靈質 

にて 心裏レ さぎよ く氣象 人に すぐれた らば 氏 も 習 も 問べ からす。 大方 才知 あり とても 心の いやしき 所 を はからす して 

あぐべき 事に あらす。 武家 風俗い やしく なれば 奢 長す、 おごり 長 すれば 文武の 道に おこたれり。 武士た る 者 文武に く 

ら ければ 己が 非 を 不知、 下の なやみ を かへ りみ す、 終に 亡國と 成ぬ。 日本に て は 先 種 姓 を えらび、 そだちと 習と を吟 

味すべき 事 かり。 汝が舊 友 の^も すこし 窨を よみて 唐 流 を 好めり。 兄 は書畫 をよ くして 右筆 をせ り。 弟 は 無 慈 也、 中 

小 性 を sl^, めど も 我 ゆるさす. 歩士 とならば 扶持 せんとい ひつれば 不足に 思 ひて、 他國 にて 中小 性に 出しと きく。 此者 

兄弟 四 人 あり。 第一 の 兄 は 京に て 町 代たり と 聞。 町 代と. S ふ 者 は 富有に して、 町中に 用 ひられ 威勢 ある やう なれ 共、 

は 町中の 扶持 人に てい やしき 者な り、 塩 野菜 を あきな ふ賤 にもお とれり。 貧賤 にても 常の 町人 は 可也、 君子と いふ 

とも 時蹈の 勢に よりて 塩う り 野菜の 翁に はかくるべし。 町 代と はなる ベから す、 心き たなき 職 なれば の 類に おも 

ふ 者な り 0 もろ； J しにて は 如 此れ ゑら びな し、 日本に て は ゑら ぴ有 ことなる に、 二字 も 持た る 者の さやう の 佚に おる 

は 其 心 5^ あし、。 輕は いやしき 者 わ 子 にても 齧 術 次第にて 知行 を もとる 者な り、 出家の いやしき 筋より 出て 和尙 上人 


とも 成が ごとし。 右筆な どい ふ 者 も藝を 以て 祿を うくる 者な り、 中小 性と い ふ^は 藝能 にか k はらす 武士の 通 位な り • 

我 象の 士大將 物 頭 のれき くの 末子 も 有、 小身の 子ども 兒小性 あがり も あり、 步士の 中より ゑら び 出された る も あり。 

れ きくの 末子 は 中小 性に くだりて 叉 あがる、 歩士は 中小 性に す、 みて 知行 を も 望めり、 武士の 出世の 地な り。 しか 

るに 町 代の 弟 代官の 手代の 子な ど 市井の 物 を むさぼり 取て きたなき 業 をす る 所より 出た る^ を S ベ きか。 彼 者の^ 流 

を 好む はなに の 吟味 もな く處と 位との 義を しらざる のみなら す、 さきにぃ へ る道にしたがふ^！^を財子とし、 货 にした 

がふ 者 を 小人と する の 道理に も かな はす、 日本に て 人外の やうに. S やしく いひ、 ^は 心 もけ がら はしき 都 ある を 知な 

がら、 其 職 におる 者 はたから にした がふの 至極なら す や。 唐 流 を 好と も梵 はから 流に も あらや、 た 我 得が たなる 所 

に 用る のみな り。 知 を 以て 愚 をつ かふ は 天理の 常な り、 義 不義 淸 濁の わき まへ なき を 知と いはん や。 哥人 云、 いに 

しへの 代官 は 君の 御代 宫 にて 人民の 師 となりたり、 國 の守是 なり。 何として かくい やしき 職に はなり くだり 侍る や。 

武士 云、 い つの ほどに かかく はなり つらん、 戰國の 久し かりし うちの 事なる べし。 いにしへの 御 代官 はよ き 人 を ゑら 

ばれ、 位 も あり 祿も ゆたかな りき。 其下づ かさ も 其 人 がら を ゑら び、 祿 不足な かりし かば、 民に 取 の^なし、 かへ り 

て 民の 貧乏なる 者 をす くひし ときく。 いつの ほどに か 代官に 口 米と いふ 物 をた ま はり、 町ん などの 上へ 奉公ぶ リ あり 

し 者に 知行と て はた ま はりが たき 故に、 此ロ米 を 恩賞と して 代官 位 を 命じ 給へ り。 これより 武士 なれ ども 代官 は 下職 

になり て 武道の 用に も 立が たき 者、 筋よ からぬな ど をな せり。 この 故に かくれて 民の まひな ひ をと る こと はじまりぬ。 

其 代官の 手代と いふ 者 は 書 數の藝 なければ 用達せ す、 さやう の 能 ある 者 は 妻子 あり 男女の やっこ も あるに かち 若^の 

給 扶持に て 手代と なりぬ。 拉其 手代の {； 尿 居 用 所 は 小知 行 もとる 者の ごとし、 これ 民の 物 を とりてせ よと いはぬ ばかり 

なり。 かくの ごときの 渡世に 士氣 ある 者 は. S かで おるべき や。 こ、 を 以て かち 若 黨足輕 など は、 其 身の 手 がら 次第に 

知行 主 ともなり 侍れ ども、 代宫の 手代と なりたる 者 は 中小 性に も か、 へ 給 はざる 也。 平 町人 は 其 身の かいぎ やう 次^ 

にて 武士に もな り 侍れ ど、 町 代 は 武士の まじ はりな り 侍らす、 これいに しへの 士 近の 吟味の 名淺 なり。 今 ははし く 
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此 吟味 も ゆるがせになる やうに 侍 nN、  くだり ゆく 世の ありさま いかなる 風俗に かなり 侍らん。 軍 者 云、 鎌 八 35 にて 士筋 

の 者の 子の 明 をう しな ひたる あり、 母方 商人に て 富有 なれば けんぎ やうに なしぬ。 けんぎ やう も 何やらん 官位に 當る 

とて 本の 盲 H" の 時より は 言葉 もな をり よく あ ひしら ひ 侍る 人 あり、 さも ある 事に て 侍る や。 君 云、 しからす， 座頭の 

座に いらぬ 盲目 は 常人な り、 其 本の 俗姓の ごとく なるべし。 いか やうの 貴人 高位 も 明 を 失 ふとい ふ 事 あれば いやしむ 

べきに あらす。 座頭の 座へ 入た る はたと ひ士 筋の 者な りと も、 本の 俗姓 はさし いです、 た 5- なみの 座頭なる べし。 い 

へ る 所の 盲目 も けんぎ やうに なりて 初より は 位さが りたるな り。 けんぎ やうと てう やま ふ は 座頭の 中間に ての 次第な 

り、 世間に まじ はる 時 は、 はじめ 盲目の 時 は士の 子なら ば 其 あ ひしら ひに て 有べ し。 けんぎ やう は 乞食 頭 也、 平 人の 

中に て は 盲目の 時より はるかに さぐべき 道理な り。 撿校勾 當？^ 宫 位に 當 るな ど 云 こと は理 もな き 妄言なる べし。 常人 

より 見る 時 はなみの 座頭 も 乙うた うけんぎ やう も か はりな し、 乞食 座の 者何ぞ 人道に まじ ゆべき や。 きけば 鎌 倉 のれ 

き- の 中に けんぎ やうの 子 を兒小 性に つか はる V も 有と い へり。 いづれ もが しれる ごとく 我 城下の けんぎ やうの 子 

は 兒小性 其 外 城 詰の 者に つか はる &次小 性と いふ 者の 中に あり、 成人して は 掃除 坊主より 外の 佚な し。 小身 貧乏 なれ 

ばと て 武士た る 者の 座の 者に 殿 をつ け、 座の 者の 子， を 武士の 中へ まじ ゆる やうなる 事は士 冥加に つくべき ありさまな 

り。 武士 云、 君 はい まだし ろしめ されす や、 鎌 倉の 關 €： 疾壹万 石 以上の 中に 乱舞 方の 座の 者へ 直狀 遣し 給 ふ あり。 彼 

等が is: 所の 体 は  一 二 千 石収の 人馬 すくなき ばかりに 侍り、 きっとして くだらす、 威 だかく ふる It 侍れば、 諸 大名の 武 

士 いづれ も 殿なら ではよ び 侍らす。 君 云、 かま くらの 關 I： 奐 座の 者へ 直狀 つか はす 人 ある こと は 初て 聞ぬ、 前代未聞 

の 事 也。 武道 を 忘れて 乱舞の たは ぶれ ごとに のみ 日 を くらせば、 座の 者を師 として 機嫌 をと るより はじまり たる こと 

なるべし。 其 人の 一類 知 音の 中には 人 もな きゃらん。 武士 云、 彼 狂言 奇語 のた はぶれ をい ひ 若 大名 衆の 御な ぶり 者に 

成た る 者、 何やらん 公儀へ 忠節 ありし とて 御 扶持 人に なりたり と 申 侍り。 其 外商 人の いやしき 中より W たる 者 も、 野 

山な ど拜領 して 何も 錄倉 衆な みに お ぼ へたる ありさま なりと 聞 侍り。 彼 町人 代官 も 後に は 御 合力 米拜領 して 關内疾 と 


同座せ り。 我等 ごときの^ 武士 は 彼い やしきお どもに も錄倉 衆と！！ 1； じく かしこまる やうに 成 行 侍らん や、 n おしき 次 

第な り。 君の 御供に まいらで も かな はぬ .事 なり、 勿体なき 1* なれ ど いづれ の 時に か 此非赠 を 見 はて 侍らん。 君 云、 是 

非 もな き 事な り、 ようやく 長 かる まじき なりけ り。 久しき 時は變 じがた きの 勢ば かりにて か、 はりお るなる べし、 其 

上 大名に 氣 遣なる 若 一人 もな し。 位づ めと いふうち にね すみ 穴より 堤の くづ る、 やうなる 禍 乱出來 て、 天下 久しくお 

さまる ベから す、 國必 すみ づ から 討て 後人 これ をう つなれば、 如 此贵賤 こんらん したる は 乱世の 前表な り。 日 不の武 

士道 は 氏 筋 を 吟味して みだれざる やうに する を 以て こそ 國家を かたむる 法度 も 立^な り。 敏姓 をす て 次^ をみ だり て 

うでの つよき 者 手 がら 次第に 上座せば、 下々 のい やしき 者 ほど 力 もつ よし、 ^乱 やむ こと あら じ。 .1  乙 食 も 商人の 子 も 

金銀 次第に てれき くと 同座せば 南蠻の 俗な り。 日本 は神國 なれば 南 蠻 に は 落 まじ。 乱世と なりて 後久して 改 るべき 

か。 それ 士は贫 を 常と すと いへ るは淸 白の 風 あれば なり。 近來は貧なる^_5?はむさぼり、 富る 者 は おごれり、 共に いや 

しき 心 は 一な り。 哥人 云、 京都 鎌 倉の さたに も 大名に 氣 遣なる 人なければ 何事 も ある まじと 申 侍り。 これ も 盛竊の 理 

にて、 れきく によき 人生れ 給 はざる や。 君の 給 はく、 器量 ある 者 は 艱難の 中より 出る 者たり。 数 代 治りた る 時 は 子 

は 親より ゆるやかに、 其 子 はまた や はら かに 困苦 を しら ざれば 次 にお とりもて ゆくなる べし。 大身の 器 a ある 人な 

きを 以て 何事 も ある まじき とい へ る は あさき つもり 也。 國 郡の、 王よ からで は闕 郡お さまら す。 十-奢 民 節せば これ 乱の 

本な り。 今お さまり たる 様なる は 無事 久して 位づ めに うごかざる なり。 たと ひ SS 量 ある 大名 あり とても、 かく 敏 代つ 

きたる 御世に むほんお こる とい ふこと はならぬ 者 也、 もしお xJ したりと も 事 はじめし たる 者 は 大石を 以て かい こ を 

す 

おすが ごとくつ ぶる こと やす かるべし。 世の 勢と いふ もの を しら ざれば 無 分训も 3^ 來、 つもり もた がふ^な り 0 大名 

に 心 もとな き 人な きとても 乱の 生す る は 不意なる ^なり。 國 郡の、 王に 君の 德 なき は 乱 位の 本と 知べ し。 此货屮 みだれ 

なば 思 ひも よらぬ 野人 獨夫 など やうの 者 出て 阈を もとり、 天下 を も 取 XJ と あるべし。 今の 贵|£ の 人 は 不徳 不知に して 

奢 に SI 分を盡 すと 兄え たれば、 子孫 は 大方 貧賤の 人と なるべし。 さきにい ひし 商人の 上へ 忠 ありつる 者に 恩 (U として 
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代官な ど 命ぜら る&事 は、 其忠 とい ふ も 上へ 利 を 付る 事 也。 國 都に 主たる 者 だに、 利 を 以て 利と せす して 義を 以て 利 

とする 者なる に、 鎌 倉 殿 商人の 利 をす k め 申た る を 忠と思 召 は 笑止なる 事な り。 せめて 其 恩賞なら ば 彼が 好む 物 なれ 

ば 金銀な どこ そ 時の 褒美に たま はるべき 事なる に、 諸士 のな すべき 役儀 を 命ぜられて、 諸士の 役儀まで いやしく 成 行 

XJ そ ほいな けれ。 さりながら 武道の 用に 立が たき 者 を 代官と すと いへ る は、 今の 時には さはる こと 紫な. P0 今 は 武道 

の 用に 立べき 者 も、 代官と なる 事な り。 世間 奢に よりて 用たら ざれば、 武士の 武士た る 本意 も 取 失 ひ、 た 5- 眼前に 利 

ある 事 をよ しとす。 この 故に 今の 代官の VI しぬ け わざた る 吟味まで は ゆかす、 利 ある 所を悅 ぶの みなり。 むかし は 足 

輕大將 となる 事 を さかりの 武士の いまだ 數 度の 高名 心に 滿 足せざる 者 はいみた る 事 也。 . 今 は 一 度の 高名 手が らもせ ぬ 

若武者 も 足 輕ぁづ かり 座敷 上に おる こと を悅 ベり。 武士の 志 も 大方と り 失 ひたり。 又の 給 はく、 來歳鎌 倉へ 參府 せば 

彼い やしき 者 どもの 御 扶持 人ら しく 成た る をば こと はりて、 出入 を やめん と 思 ふなり。 評 誌 衆へ も 物語の やうに いふ 

べし。 いかんと なれば 以前の やうに あへ しらは 彼等 腹 立べ し、 I 間な みに もてなさば、 我 はさまで か はる 事 も あら 

じ、 なれ ども 家中の 武士 は 無念 千万に 思 ふ 事 あるべし。 しかれば よしなき 事に て 人々 鎌 倉 殿 を うらみ 奉り、 在 鎌 倉 を 

いと ひて 心の はなる」 媒 となれば、 且は鎌 倉 殿への 不忠な り。 彼等が いやしき 時 は、 其 品々 を 以て 出入せ り、 今 品 あ 

思召尤 

がりて は 出入の 用な し、 知人に てな き やうなる 者な り。 儒者 云、 仰尤 至極に おはし ませ ども、 忠義の 御 志 はわき にな 

り、 かへ りて となへ いか おはし まし 侍らん。 さやう の 物 とがめすべき 器量 ある 人々 をば 御國 にと 1^ め 給 ひ、 世の な 

みに したが ひて. 無事なる 人の み 御供に さむら ひな ぱ、 よくも あしく も 世間 次第にて、 なんなく おはし まさん 
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！ 5 師云、 思 ふ 事 を 申て うたが ひ を はらさん にて 侍れば 申な り。 他闹 にて は 倍 臣を又 者と てい やしめ 侍り、 御 家の 倍臣 

は直臣 とさの みのち が ひ 侍らす。 士大將 を 殿と 申せば、 其 臣をも 殴と 申 は 货賤の 分な きが ごとし。 軍^^云、 其方 は 京 

の 生れ なれば 武士の 意知 はしり 給 はじ。 他國 にち が ひたれば 不{# は尤 なり。 倍臣 をい やしく する は 軍法に お ゐて大 な 

る 損 あり。 又 者直參 とて 武士 に^に 生れ 出る 者 は 侍らす。 氏 筋 生れ 付か はらぬ 士 なれ ども、 しばらく^の 勢 ひに より 

て倍臣 ともなり 侍り、 甚 いやしめお とすべき 道理な き 事 也。 叉 者と てい やしめ はづ かしむ る こと、 小：^ の ごとくす る 

時 は 恥 ある 士は 其國の 倍臣と 成て は 居 侍らす。 主人 も 筋 ある 十 を か、 ゑて か 1- めかし こまれと いやしき 下知 はなり が 

たし。 誰が 者 は無禮 なりな ど k いへば 死 を 共に して 主君の 御用に も 立べき 者 をば 無 是非. S とま 遺し • 中間 小者 あがり 

刀 さしな ど をさむら. S と 名 付て 思 ま 、に 下知し、 心 易く さしつ かふな り。 これによ りて 主人の たしな み も 次第に あし 

く 家風 もみだれ、 軍陣に て は 十 人 二十 人 つれたる 者 も 虎口に て は ひとり 武者と なり り。 御.； }^ は倍臣 をい やしめ 給 は 

ざる ゆへ に 御 家中の 末子 同じ 家中の 倍臣 となり、 或は 兄の 家賴 をつ とめ、 伯父の 臣と なりて 居 侍り， 他國 よりもよ き 

者 餘多來 て倍臣 となり 侍り、 同 身代の 家賴 にも 殿 を 附て申 侍る はこの 故な り。 {农 風よ く .：}^*^ と >- の ほり 小者 中間 を も 

なさけ 有て 指 使 侍れば、 戰場 にて にげはしるべき 者 少し。 敵 一 万 味方 一 万なら ば 御 家の 軍 势は三 万に もむ かふべ し。 

扭は薩 摩 守 殿の 家に 古風 殘り： &。 在 鎌 倉の 時 見聞 侍りし に、 辻番の 弓の 者に にの りたる 土の 下馬し 股お つけて 申 侍 

る をき けば 皆 知行 取の 末子な りと いへ. 5。 むかしより 薩 摩の 弓矢の つよき 事 語り 傳へ 侍る はこの 仕 © 故と 思 ひ 常り 待 

りき。 薩摩 殿と 御當 家と には苹 人と 申 者 侍らす、 他 國には 苹人多 出来て 京 鎌 <3? にもみ ちく 侍る 赛は倍 臣の禮 式 あし 

きょりお こり 侍り。 夫 率 人と 申 者 は 主人に 改易 せらる k か、 故 ありて 暇 こ ひ他國 したる 者 を t そ 申 侍る に、 主君 持 ft 
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ある 者の 子 共 われと 苹 人と 名のりて 京錄 倉に 55 て 他 を かせぎ 侍る 事 は、 倍臣の 鱧い やしくて 其國に 居られぬ よ 5 お こ 

り 侍り。 武士 云、 下 拙が 弟御 意 を 得て 伯父の 養子と なり 下野へ まいり^ 時、 若黨 二人つ け 遣し 侍り。 御國 風に て 小知 

の 末子な り、 彼國 にて は 又 者と ていか やうの 小身 者に も はいつ くばい、 雨ふりに も 木履 さへ ぬぎ はだしに なりて かし 

こまる やう 也。 其 上に 若黨 傍輩い やしき 者 ども ゆへ、 平生の 作法 あしきの みならす、 ばくち さへ はやり 侍れば、 彼是 人 

筋の 者の 堪忍な りが たし。 弟 も 笑止に てめ しっか ふべき やうな しとて 返し 侍り。 無 是非 所の 若黨 をつ かひ 侍れば、 万 

事氣 のどくなる 事 多し、 其 上 何事 ぞ あらば 虎口まで 供すべき やうの 者 は 侍らす。 かちの；^? も 千 石 取： § 者 も 同じ 事に な 

るべ し。 治世 軍國 ともに 難儀なる 事と 申 こし 侍り。 餘所を 聞て 御 國の道 ある 禮式を ありがたく 存^な り 

師云、 家老. の 士に昔 物 すれば 他 M にて は 皆 禮に行 侍り、 ゆかぬ は無禮 とや 申 侍らん。 儒士 云、 禮 式定ら ざる 以前に 

て 人の 行に 不行 は無禮 ならん。 すでに 禮式 ありて は 行 を無禮 とするな り。 夫禮は 上下 を 定め 貴賤 を わかち、 易簡 にし 

て 事 すくなく 物質 素な り。 國 式なければ 重き 者 はぜん くに 禮を なみし、 かろき 者 は 年 を かさねて 禮 しげく 烦し。 今 

他國の 家老と 士 との 禮儀を M 侍れば、 親の代まで は 家老 も 正月の 禮に 一度 は士の 家に 行 侍りき。 大勢 なれば 大方 其 筋 

に 立て 使 を 分ち 鬥禮 をば いはせ 侍りき 。其 後 は 使ば かり を 遣し、 それ もむ つかしき にや、 正月の 禮繼 せ といへ り。 し 

かれ ども 元日 は 其 意に もま かすれ ども、 次の 日より は 思 ひ-. \> に 行て 年始 をい へり。 返 禮に使 もっか はさす。 後に は 

繼 4c の 言葉 もな し。 元日より 家中 禮 に來れ ども 何の 俟拶 もな し。 これ 禮式 なき ゆへ に 重き 者 は 日々 に無禮 になり て、 

君と ひとしく なれり。 一年中 諸 士の來 るに 報禮 なければ、 せめて 正月ば かりなり とも 鬥禮に 行べき 義理なる に、. 繼合 

とい ひて 諸士の 鱧に むく ひざる はき 乙えぬ 事な り。 後に は 其 言 さへ 亡びた る は 君臣に 同じ。 如此 なれば 其 親まで は詣 

士に 下馬 もせし が、 子の 代より は 下馬 もせぬ あり。 ぜんくに 君と ひとしくなる はお かしせ まるな り。 必す しも 反逆 

せんと 思 は ざれ ども、 霖を ふみ 堅 氷いた る ごとく、 位づ めに 臣の 威つ よくな り、 時 ありて 其 ま、 とらる、 やう なれば、 

す- - むる 者 も あり。 凡 情の 習に て 欲に 目見え ざれば、 初より 思 はぬ 乱 を も 起す 者な り。 かやう の Ml を 未發に ふせぐ ベ 
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きため の禝 式な り。 軍 者 云、 しかり、 軍法 は 禮屮の 一品 也。 治世に！！ なくて は 軍陣に 法令 行 はれす。 阅^«の{*^老は^ 

過て 君 をな みする に 近し。 天下 凶 あらば 國々 乱る V 事 あるべし。 拾； 力石 以下の. M 老は威 かろし。 主人在錄<^?の招守 

か、 出陣の 跡に はし まりが たからん。 是不及 を 以て 乱 を ふくめり。 もろこしに、 て上鄉 は； の 十分 一と 侍れ ども、：：！ 木の 

今の 勢に は あ ひがたし。 三 拾 万 石の 家老 三 万 石、 五 拾 万 石の 家老 五 万 石に てはいよ く 君 成 をう ば ふべ し。 三 拾 万 石 

壹： 力石、 五 拾 万 石贰万 石に てよ からん。 それにても 大名 は 直の 下知 遠き 故に、 家老に 威 付 3^ し 3 共う へ 家中に 大身 あれ 

ば 次々 それ を まねて 奢に なりやすし。 拾 万 石 以下 は 主君： (の)) 直の 下知 近ければ 家老に 威う つりが たし、 共 上に 小身な 

れ ばいよ く かろし。 人品 次第に ま はりて 家老 職に 置 給 は 1-、 古への 職國に なぞらへ て 職 知行 もよ からん。 錄 なの 評 

定執權 職 拾 万 石 以下に て、 代々 其 職 に S 給 はざる は 初より よく 備 給へ 巾。 儒者 云. のぼり やす き^を あげす、 くだり 

やすき 者 を さげす、 鱧 式 ありて 長久な り。 禮定れ ば 人の うらみ もな し 

醫師 云、 御國 は大國 にて おはし ますに、 他の 中の 國 よりも 御 魔 場せば く^。 其 上 御 人 指に て御應 へ も 切々 つか はさ 

れ^。 他阔は 一度 御 魔 野に 御 出 もな きいらぬ 所まで も ひろく ふせぎ 侍り。 し  >- 鳥に 五穀 を くら はれて 民の 迷 なり。 

御！： はし、 鳥の 害すくな く 侍れ ども、 殺生 人 多 在々 に 入 こみ 侍れば、 これ も 民の 難儀なる べし。 他 闕と扒 ^いづれ に 

て 侍らむ。 武士 云、 他 國の鷹 場 ひろき こと は 大方 主人 麿ず き ゆへ なり。 主君 は ひろく はありき 給 はね ども、 {. ^老 i:I 身 

に鹰 すき あれば、 我 自分の 鷹 場のと なりまで も ふせぎ 侍り。 應 師ぇ ざし 犬 ひき el? 見 まじりに： 頭幷 に膽チ きの 所へ ゆ 

きて、 こ 、もとめ 度^、 かしこ も 御と め 場になる べき 所な ど、 いひて とめ 場 を ひろくし、 諸士の 殺生 をば. S ろく！！ 

A 

して 害 ある 様に 申せば、 それ を 上へ 申て 諸士の 殺生 を ふせぎ 廐 場 ひろくな り 侍り。 女ば かり りんき は 申 侍らす、 男 も 

法界 りんきと て、 .S ろ，/^ のりん き あり。 鹰 すきの 者 は 我 川に いらぬ 所まで も ひろく ふせぎて 赚 場と 成 やうに. 5- な 

り。 え ざし は 御鷹の えば にか こつけ、 小鳥 はとら で膈 鴨の 冬く つく 所に 滞留し、 夜る く あみかけて 大に ぬすみとり 

うり 侍り。 御國 へまでもう りに 來^。 賜 鴨 諸 鳥 は 大方 右の 廳 方の 紫の ぬすめる なり。 疲 のえ は昭鴨 ひとつの 代に て 小 
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鳥， (は)) いくつ も かい^。 數日 ほね をり たる やうに いひて 33 し 侍り。 犬 ひきは 犬の しいれな ど- - いひて、 とめ 山に ゆき、 

これ も 狐狸 はとら せで 雉が りし、 一 曰に もき ぢの百 二百 はとり てうり 侍り。 御 国よりも あき 人 行て うけ 來 めぬ。 魔 方 

の 者 はみ な 同類な り。 百姓 は 鷹 方の 者 をば ことの 外にお そる、 事 なれば 申 者 もな し。 せっかく 制止して とめら る、 廳 

場の 鳥、 上へ とり 給 ふより は、 下へ ぬすみとる 物 多し。 常人 は膈鴨 一羽と りても 下々 は きられ、 士は 改易 せらる 0 民 

間の 迷惑 も 魔師ぇ ざし 鳥 見の 者に 過た る はなし。 廳 すきの 大名の 民 問に 住 侍る 者 は、 これ 第一 の 難儀な り。 武士の 心 

得 あしき 者、 たまく そこな ひ ありと も、 魔 方の 十分 一 も 侍ら じ。 武士の 身 無病に 弓 達者に、 國の武 つよく 君の 干城 

となるべき 者 をば、 鳥の ためにお さへ て 出さねば、 弓 はぜん くに 無 達者に なり、 足よ はく 身病氣 になれ り。 さて 其 

鳥 は 鷹 方の いやしき 者 どもに とらせて 何の 用に もた、 す。 弓の ねらい は 一 國 にて 射手 二三 百 人出る とも、 え ざし 犬 ひ 

きの 一日 一 夜の 得物 ほど も 侍ら じ。 殺生 は 武士の 武道 を 心が くる 第 一 也。 何の 手 持 もな くう かくと はありき もなら 

す、 必す しもし i 鳥 は 得い ね ども、 弓矢 を 持て ねら ひ ありけば、 雪 霜 雨露 をし のぎて 身 堅 同な り。 御 國は御 魔 場と め 

ば すくなく 諸士の 弓の 殺生！： ：！ 々に 侍れ ども、 他國 より は 鳥 多 侍り。 御 底 場に 御 事 かけられす。 其 故 は 御廳數 すくなく、 

鹰 方の 者 も すくなし。 武士 多 民間に 出れば ぬすみ もなら す。 鷹 方の 者 はおの づ から 武士の 目 付の ごとく、 武士に は 麿 

方の 者お それ 侍れば 民の 煩 もな し。 鳥 は 一年 物な り。 今年 多と りて 鳥 すくなき 所 も 明年の 秋 はじめよ りと むれば 澤山 

に 付 ものな り。 ことしと めて 多 所 も、 來 秋より 制止なければ おらす。 御用に もな き 所までと め 給 ひて、 諸士の 弓矢お 

こたる 事 は 何の 益 もな き； J とならす や。 御 家に て は 御 近習の 人々 をぱ とめ 場べ つか はされ て、 弓矢 手足と もに 達者に 

なり、 外 ざまの 者 はいつ も. S とま 多ければ とめ 場の 外に 出て かりいた し 侍り 

醫師 云、 他國に は當番 はいふに 及ばす、 非番に も 我がち に 登城し、 平つ めに 奉公す る を 以てよ しといた し 侍り。 しか 

るに 御 家に は 非番に ar へからす と 御座^。 ゆるがせなる 御 事ながら 人 A すぐれて つとめ 立身の 望もう すく、 奉公の 勢 

なき 核に や 侍らん。 君の 給 はく、 今の 世間の 習 を 以て. S へる はこと はりな り。 世間の 武士の 奉公 は 侍 妾な どのつ とめ 


の ごとし、 男子の 奉公と いふ ものに は あらす a 我 多き 人の 中に も 心に 叶て つか ひよ き 者 はすくな し。 見えね ば^かく 

る やう なれば- 毎日 も 詰 させた き 事 なれ ども、 人の 家 を！ aw に、 用人 出頭 人な どい へる 者 は、 大方 1： 十五 十に て 死す 

るか、 ながら へても 病 者に 成て 用に た、 ぬか、 ことわざ にいへ る大津 馬のお いからしの やうに つか ひごろし にす るな 

り。 間に 生ぶ 付す ぐれて 無病 上 根なる 者の 六十まで おる も 文武 共に 無能 無 f 一な り。 弓馬 達者 ざ かりなる 一 二十 四 十の 者 

も、 けいこすべき いとまなければ 平 馬 だに 自由なら す、 まして かんよき 馬 口つ よき 馬 をた しなみ 主人の 助と なるべき 

覺 悟な し。 少も ひま あれば 氣 をのべ 草 臥 をな をさん とす。 弓 をなら はん 月日 もな く、 文^すべき^^カなければ、 一生 

無知 文盲な り。 主人の 身近き 者 は 物の わき まへ ありて こそ、 君主 を 出し 入て 事の 筋道 もよ ろしく、 人 も 恥お それて 下 

知 もま はるべ けれ。 弓馬 達者に てこ そ 身が はりに もなる ベ けれ。 外 ざまの 者 は 却て 心がけ 次第 文 學武藝 をた しなみ 身 

近き 者 無調法に てし かも 身よ はく 無 達者な り。 平生は それなり にも 通りなん、 何 襄ぞの 時 は 笑止なる 者な らん。 大將 

は 思 はぬ うち 死 もすべし。 無事の 世 をた のみに て、 詣士を 女の ごとくに つか ひなす は將 の不覺 ならす や。 我 用人 近^ 

の 者 は 弓馬 共に 達者な り、 野 山 にても かけはしり、 毘 ぐるし からす、 四十 五十 はさ かりにす くや かなり、 むかしより 

事 を かぎて ゆるやかに いとま 多し おきた る ゆへ なり。 此事は 式に は 記す に 及ばね ども、 我 子の 代に 世間 を兑習 はんこ 

と を 恐れて なり。 むかしの 名將 をき くに、 何も 近習の 武士 は 諸士に 越て 弓馬 打 物逮. おに 身す くや か& りき。 この ゆへ 

に 十 死の 地に も 一 生 を 得て 功 を 立、 名 を あげし なり。 今の 武士 は 文盲に て 武道 第 一 の やうに い へど も 武道の 心がけと 

もに おろか ならす や 

醫師 云、 他！； にて は 百 五 拾 石より 馬 をつな ぎ 侍り。 百 五 拾 石に て 物 成 も 百 五 拾 石 ある あり、 叉^お 石に て 物 成 百 石ば 

かり ある あり、 高に かけて は 不同 あり。 御 家の ic! にか まひな く 物 成に かけて 馬 もたせ 給 ふ はよ き 御^な り。 五 拾 石 取 

切 米 取の 馬 持と いふ 事 他所に て は M 侍らす。 軍 者 云、 其 五 拾 石 取 切 米 取の  一二 僕の 者の 馬 持 こそよ く 侍り" 上より し 

.S て はもた せ 給 はす、 彼 望ての 事な り。 他所に て は 持た き 者 ありても 領を たま はらねば つたがん やうな し。 小者  一二 
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人 女 一二 人に て 馬 持 侍る 者 は 長屋 馬屋に て は 事 ゆかす、 だい 所. の 庭に つなぎ 待り。 朝夕 馬の かい 物 主人み づ から 見て 

われと かふ 者な り。 つめ かみ 鞍のお きおろ しも 手づ からいた す 事な り。 それほどに すかねば 小身に て は 持 侍らす。 左 

様なる は 馬の 飼領 すくなくて 馬よ く ふとりぬ。 軍陣に て 人の にげはし りたる 時、 常に 人 多て 人 まかせに したる 者 は、 俄 

に 難儀に 及べり。 かの 小身の はたらきに は 及が たし。 されば 願く ば 五 拾 石 取 切 米 取に 馬 はもた せ 度 者な り。 昔 は 曾 我 

の 助成 時宗 貧者に て 鬼 王 動三郞 とてた 1 人め しっか ひて だに 馬 を もち 侍りき。 近き 比まで 小者 1 人馬 壹疋の 軍役つ 

とむ る 武士 ありた ると 老人の 物語 を 聞 待り き。 我等せ がれの 時分まで，， 馬 持たり し 身上の 者、 今 は 持 侍らす。 他所に 苹 

人に て 居 侍りし 時、 七 八 拾 石 百 石ば かりの 身上の 者、 自分の か. S 力に て 馬 持 者 まれに は 侍りき。 十 年ば かりの 內 外にな 

くな り： S き。 其 故 を 聞 侍れば、 心がけつ よく 艱難に て 馬 持 者 を 諸 傍輩 も ほめ はいた さで、 却て 出 過た る やうに いひ、 

主君 も 御 感じ もな し。 馬 持 身上に も 成た く 思 ふかな ど、、 いた くもなき 腹 を さぐられ、 とかく いらぬ 心がけ 身の 害な り 

と 思へば 皆 やめ 侍りぬ。 こ、 ろばせ ある 武士 は 急の 時、 こ、 ろ もしらぬ. 馬に のらん もい ぶかし。 主從 ともに 常に 馬な 

れぬ 者、 俄に 馬 求めた らん も 心ー兀 なし。 いそが はしき 時 なれば いか やうの やくにた k ぬ 馬 を か 求めん、 公儀の かし 馬 

を あて X も 間に あはぬ 事 有べ し、 万事 內所を はぶきても 馬 一疋 はつな ぎた く 思 ふこと なれ ども、 人の 上に 見 ごり すれ 

ば、 弓馬の たしな み も 高名 せんが ためなり。 たしな みに よりて かへ りて あしき 沙汰に あはん はせんな き 事と 思 ひて、 

心がけ を もむな しくす。 むかしな きか やうの 人情 風俗 をな し 出す 事 は 大將の あやまり なり。 むかしより ありつけ たる 

軍役 は ゆるさぬ よし、 むかし 馬 持た る 身上の 者 今 はもた ね ども、 馬 ありし 時よりも 內所 すりきり 侍り。 ゆるされて 一 

二 年 はらくなる やうに 侍れ ども、 其 心 ゆるみ、 他の 事に ひけ 侍れば たらぬ こと は 同じ 事 也。 しかれば 馬の なき 分 損に 

て 侍り。 世 中 無事なる 故に 武士の たし なみうす く 成 行 侍り、 戰國 となりな ばむ かしに かへ り 侍りなん。 御 家に て  一二 

僕の 馬 持に はかい 領武拾 石た ま はる 人 多に て 馬 持 者 はよ くもた ば 大方 威 拾 石 はいり 侍らん。 一 1 一 僕に て われと かふ 者 

は 拾 石に てた りぬべし。 馬の ためとて 刖に人 も か、 ゑす、 山家に て 米 薪な どっけて 荷馬と hN 廻した る： _ め を 常の 小者に 
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s, おしへ てな さしむ るな り。 拾 石 は 馬 道具な どの 用と なるべし。 馬 は 上より たま はれば 小身お の 求た るより よし。 

長 馬屋に て 馬 取 まかせ なれば 思 ひの 外に 馬 も 煩 ひ、 いのち もみじ かく 馬 や はら かになる 者な り。 すきて われと かふ 

者 は 毎 日 ものりせ めし、 かい やうよ く 侍れば 馬の 氣も いさみ、 馬 かたく 成て いのち も 長し。 人 も 1$ 日 方 ありく 者 

は氣 すく やかに て 達者な り、 宿に のみ うちこみ 居て たまく ありき 過れば 草 臥 ^5: り。 馬 も 馬屋に のみつな ぎ &は、 たま 

く 人た のみてせ むれば * 逆の りして つから かしぬ。 もろこし 日本 共に 弓馬 は 軍 W の 手足 武士の 盱 にて 侍れ ども、 

時の はやり 物 身の ゑいよう にの み 心 を 入て 氣の 付人 も 侍らす 

^師 云、 他國 にて は 人 數の大 積 は 侍れ ども 毎年 侍 一人 小者 一人の ましへ りまで も 改め 記し、 主！？ R の 御 目に かくる は 

侍らす、 御 家の はく はしき 御 事な り。 醫 者の. S らぬ ことながら 御.！ k ぶに 御 奉公 仕： S から は 承 度^。 軍^ 云、 人馬 を 記す 

事なければ 無事の 時 は 油斷し 勝手 づ くと いふ ものに 成て、 身上 相 應に人 を もたぬ 者に て 侍り。 今時は何^^,ぞぁらば知 

行の 百姓 を かり 出して 幾ん つれん、 公儀の かし 人 ありな ど、 いひて 人 を 持 侍す。 扶持 切 米 遺し 召 S たる^ さへ 虎口に 

て はは づ しがち なり、 いはん やかし 人 はまことの やと ひ 者な り。 情 もな き 地頭に かりつ か ははる、 百姓 は、 何の S に 

か 立 侍るべき。 其う へ 急の 間に は あはぬ 事な り。 人馬 をし るされ 君の 御 目に か-ると おもへば、 身代 相 應に人 を持恃 

るな り 

辔師 云、 ^邊 のとり むすび 御 家の やうに よき は 侍らす。 軍 者 云、 しかり、 他 國を見 問 侍る に、 みめかたち あしく、 心 

立 安し からぬ を も、 主君の御意なれば^：：！ー是非妻とす。 これによ りて 夫婦 一生 不和 なれば- 道 おさまらす してつ. S ゑ 多 

し、 後に は 人馬 も 身上 相應 にもち 得す。 或は 妾 ありて 一 一所す まひな ど すれば、 ますく すりきりて 知行 仪の m 達せす。 

數 はありても 人馬と もに よから す。 共 上 妾の 子 は 大方 生 付 あしく 習よ からす * 成人の 後 も 人 がら あしき^ 多し。 其 3^ 

澤 山なる 時 は K 風 もお とろへ ぬ。 たと ひ 夫 結構に て 夫婦の和 を とげ、 子. ありと いへ ども、 母の よからぬ に似て 心 人な 

らす、 せいちい さく 手足 ほそく 人物 あしければ、 武士の 一人 役つ とめが たし。 尤男 は心剛 なれば、 せいに も 力に もよ 
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ら ぬと 申ながら 大兵に もま さる 心の たけき 者 は 有が たし。 心 も 人な みに て 小兵 なれば 軍用 不足な り。 しかれ ども 親の 

跡と て 其 知行 はた ま はらねば な らす、 女子 も 母に 似て あし けれ ば 又 嫁す る さ きぐ もぜ ん ぐに 軍兵の 勢お とり 行 侍 

り。 今時 大名の 家中に 人く づ多 出来る 事 は、 緣邊 のかん がへ あしきより なれる 事 半な り。 緣遙は 御宗の ごとく 人々 の 

思 ひより を 本と して、 其 上に 御考 へお はします、 御 尤の御 事な り。 たと ひ 上より 被 仰 付 も、 其 女子の 心と 形 とくはし 

くきこし めし、 處 女の 心 だてよ く 形 あしからぬ は、 一旦 夫 不同 心なる 事 ありても、 日月 をへ て 和す る 者な り。 かやう 

なる は 公儀 付 もく るし からす。 男の ちいさき に は 女の ちいさ からぬ を 合せた き 事な り、 母に 似て 子 は 父に まさる 形 侍 

るべ し。 男の 小兵なる に 女の ち， S さき は、 子い よくお とり 行て 軍勢 盛なら す。 世間 を a- 侍る に 代 々好 人な き 家に、 

ふとよ き 者の 出来る は、 母方の よきに 似 侍る なるべし。 されば 緣邊は 大事の 者な り。 家風よ き 聞え ある 人の 女子なら 

ば， 他國 よりも 求むべき ことなり。 生 付よ からぬ 女子 は 奥方の 奉公人 ともなり、 さて は 町人 百姓な どの 武士 緣を 好て 

めと る も 侍るべし 

軍い さ K、 今 天下の 諸 大名 家 のおと ろへ ゆく 事お はし ませ ども 知 給 はす、 ひとり 君の み 其 本 をし ろしめ したり。 醫師 云、 

何事に て か 侍らむ。 軍 者 云、 國 腹の 男子 を 鎌 倉 殿へ 出し、 女子 を 本たい の 子に して 鎌 倉に て緣邊 をむ すび 給ふ審 なり。 

知行の わかる V は 申に 不及、 合力ば かりにても 大名の 子の 在 鎌 食は大 なる つい ゑな り 0 女子の 有 付 も * 其 身代 相應に 

厶 厶 

藏入！ 年の 物 成 は 祝言の 用に 入 侍り。 一年の 納米 をな く すれば、 一年の 在 鎌 倉の 用と 國用 はみ な 借 銀、 かいが、 りと 

成な り、 これより 左 まへ に 成て 國用 軍用と もに 不足し、 終に は 家の 褰微國 郡の あれと 成な り。 君の 給 はく、 しかり。 

われ 家の ため を 思へ ぱ我 子に 純なら す、 本妻の 女子 二人 は錄 倉の 勢に て 諸 fe- に 嫁せ しめたり。 三女より はと かくい ひ 

まぎら はして 家臣に つか はす 事 家屮を 大切に 思 ひ 民 を 愛し、 畢竟 は 親 先祖への 孝に して 子孫への 慈な り。 まして 闕腹 

の 男子 女子 鎌 倉に 出さん 事 思 ひも よらす。 本胎の 男子な りと も 次男 か 三男より は 家臣と なすべき を、 幸に 宗子 一人な 

.  た 

り。 子 は 男女 共に 國 におけば il のつ よりな り。 女子 も 今 はよ く 心 付て^ 倉 を うらやます。 人 多つ かへば 苦 多し、 世間 

.   ：     1 1  fnn 
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の 多事に いそが はしく、 夢の やうに て 一生 を 過る は 口お しき 也。 人と 生れた らんに 男 も 女 もな どか 人の 心 あり、 人 

cs: 容 なからん。 文學 ひろから すと も、 四 書五經 の中少 心得て、 天地 陰陽の 道に くらから す、 鬼神 生死の 理に まど は 

す は、 夕に 1^" すると も錢 念な かるべし。 しれる ごとく 國の 女子 あまりに 人 すくなく 小 体な りと いへ ども、 是 ぬ！！^ に 子 

を 愛する 道な り。 小 体に 人す くなければ 物 しづかな り 0 庭ば かり は少 ひろくて 春秋の 木 草 をう ゑ、 虫な どす ませ、 月 

花の 下に 書 をよ み筝 琵琶 を しらべ、 古人の 跡 をした へば 心け だかく 風俗うる はし。 めしつか ひの 者 も 小勢 なれ どもい 

とまが ち なれば 琴 書の たのしび を しれり。 鎌 倉の 女子 もつ きくの 者 も へ 聞て うらやましく 思へ り。 哥人 云、 まこ 

とに 錄 倉の 姬君様 がた にくらべて 十分が 一 にもたら ぬ 御 住居 なれ ども、 事 ひろければ 心に たらぬ^ ありと 中し 侍り。 

御子に て かく 物 しづかに おはし ませば あまり ありと もたらぬ 事 は 侍ら じ。 た V こ、 ながら 逮萊の 仙 {2 にす み 給 ふな 

り。 今の 大名の 奥方と 申 は、 琴 誓の たのしび もしり 給 はす、 詩 哥文學 のっとめ もお はし まさす、 あき 人の よき 衣き た 

らん ごとくに て、 心お ろかに 風俗い やし、 筆に かくべき 事 もな し。 醫師 云、 さきに 大名 衆 御 女子の 祝言に 一年の 藏入 

の納 米を盡 すとう けた ま はり 侍り。 吾 君の 姬君御 一 一人まで 國 持の 奥と なり 給へ ども 御 國 用むな しき 沙汰な き 都 はいか 

^0 軍 者 云、 出納の 奉行に 聞 侍り。 山澤河 海魚 鳥の 運上 は 定れる 物に あらす、 これ を 常の 所帶に 入て はなき 時に 行 あ 

たるべし、 外の 物にしの け 置て 不時の 用と せよ と 仰 あり。 い まだ 加 様の 不.： li- の納 米の 枝 あり、 一とせ 鎌 食の 御作 ゆ 

き  厶厶 △ - 

御 姬樣の 御 祝言み な 此のけ 米 を 以てして 常の 國 用に は 手つ け 侍らす。 此 上に 公用 軍用の 變 ありと も士 民に 過 位 はかけ 

給 ふま じきと 申 侍り。 又 大身に は 御身の たのしび にもなら す、 さし もな き 事に つい ゑ 多 侍り。 上下へ だ k りて さや 

うの 事は臣 として 申が たけれ ぱしり 給 はす。 たと ひつい ゑ ありと も 御よ は ひものぶ る やうなる なぐさみ ならば あそば 

したる がよ し。 小身の 者に さへ 似合に 侍る 事な り。 さ. もなくて すたり 多 ((き)) はせんな きこと なり。 1^は左様の$^?:さ 

せて き しめせば、 臣も申 上よ し。 せんなき つい ゑのお はし まさぬ ばかり も 一年に は大 なる きを ひに て 侍り。 人 を あ 

つむる は 財 なれば 富有-なくて は 軍法の さいはい もま はり 侍らす、 備に も 遊軍なければ 不应 のまけ あり。 所帶 にも 常に 
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まじへ ぬ 所の 物なければ 不時の 達せす。 それより 勝手によ はみ 付て 一生た てな をし ならぬ 者な り。 大身の すりきり 

は 土民に 過 位 か、 りて 罪人 惡人 もこれ より 生じ、 風俗の 形と 成 もの なれば あらかじめ 覺悟 あるべき 事な り 

醫師 云、 世閒を ありき て 見聞 侍る に、 下より なり のぼりた る 者 は 我 身に つみて 思 ひしり あり、 人つ かひよ からん とお 

もへば か へりて 生れな がらの 上ら ふよりも 用捨な く あしき 者な り。 さの みか まひ 有 まじき おもてむきの 侍 小者まで も 

. 腹 立 こと 多し。 家風 あしくな りて 男女 共に よき 者 は 居が たし。 子 ありて よめ 取に も 聞 及い やしき 者 をし うとめと し 娘 

にう やま はるる も 不快な り。 あいやけ とて 同座 せん も 口お しとい ひて 心 ある 人 は ゆるし 侍らす。 しかれば 緣者も 次第 

にあしく 成ぬ。 家のお とろへ なれば 妾 を 以て 妻と すべから ざるの 御 式目 御 尤なる 御 事な り。 軍 者 云、 しかり。 治 國 に 

害 ある 事 は 軍勢の 損 あり。 いやしき 者 は 艱難 をへ て 質素なら むと 思へば、 成 あがりて は驕 一 入に て 家財 を やぶり 夫の 

ため 子の ため あしき 審 のみ 也。 畢竟 は 軍役 不足す る 者な り 

f 云、 他 圃には 池 堤の 普請 は新舊 ともに 君の 役人 家中の 出 人に ていたす も 侍り。 鎌 倉の 御蔵 所 はみ な 百姓 普請な り。 

しかれ ども 免 各 別 ひきく 侍る 事 は 左様の ための 用捨なる べし。 免 も 給 所な みに とり、 普請 も 百姓に さする あり。 民大 

にか じけ て 後々 は 物 成 もとられぬ やうに 成 行 侍り。 御 國の池 堤 は不及 申、 百姓 往来の 小路まで も 君の 御 设人を 以て 被 

成： § 事 、過た るに て やお はし まさむ。 軍 者 云、 こ， れ治國 の 用の みに あらす、 軍法に 大に利 ある 事な り。 自 國他闕 によら 

す人數 をお す 時 は 先達 役人 をつ か はし、 人馬の かよ ひ あやうき 所 をば 路 作て おす 者な り。 左様の 時 常に なれたる 奉行 

位 人 は备^ 手 廻し よし。 石屋の 石 を あっか ふ を 見 侍る に 常の すく やか 者 二三 十 人しても うごかしが たき 石 を 五 七 人し 

て 自由に 取 廻し 侍り。 常人の やうに 手 聞 入て は 石 あきな ひに 利 あらん やうな し、 そのごと く 御 國 の仪人 のみち 作り 侍 

る は 妙に はやくい たす 事な り。 片 岸の くづれ たる かけみ ちな ど は、 山手 を 廻して みちをつ け、 ま はしが たき 所 は 木 竹 

ノ を 切、 くい をう ち、 木 を 渡しし がらみ かき， 小 ざ、 やす、 きな ど 有に まかせて あみて しき、 土 を 置. かけ 橋 を わたしな 

ど 功 者 はき てん もくろみ 各^な り。 野陣 にも なれぬ 者 は 小屋 かけ 無手 廻し に、 兵粮の 往来 食事のと」 のへ 無調法な り。 
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野 小屋に なれたる 者 は 13l<? にて 苦勞 なし。 軍陣に て 俄に 野陣 をと り、 小 SJi を かくる になれ たる 者 をつ か はして なさし 

むれば、 軍勢 はやく 休し、 はやく 食して 勝利 を 得る 事 ある 者 也。 洽圃に は 民の 勞を 助て 五 お を 多生 じ、 ^來の 旅人 を 

安 じ、 軍 國には 勝利 を 得 ことなれば、 つい ゑ あり ともなすべき 事なる に、 いはん や 益 多 を や 

武士 云、 さきに 拾 万 石 以下の 家老 は 小身に て 威 かろし と 承 侍れ ども、 松 本の 修现殿 は 五 万 石に て { やお \9 ^千 石 千 •rfuw 石 

なれば、 王の 身上に あはせ て はよ き ほどの 祿 なれ ども 甚威 かろし。 修理 殿在鏺 倉の 守 さへ しま リ うすし、 しかれば 知 

行に も よらす 主人の しなし と 見え 侍り。 醫師 云、 下 拙 は 松 本に も 一 兩年居 侍りき 所に は 過た る 大身の .：55^ 老 にて 身 持 

高く、 諸士 への 言葉 も大 平に 侍りき。 さある に 威な き If は不 藩な り。 武士 云、 詣 士の 心に 恐る V 所な き 上に、 大 平な 

れ ばいよ く 心服し 侍らす 0 修理 殿 かしこ 過て 万事 自身の 裁判に て、 家老 を も諸士 同事に 指つ か はる、 ゆへ かと 思 ひ 

侍り、 是 家老 も 罪 あり。 詣士に 言行 は 慈 動に て、 其 身 正しくお となし くば、 德に 恥る 心 も あるべし、 主^も； せら 

るべ し 

軍 者 云、 越 中 殿 は 人の よくい ひし 人なる が 近年 はよ からぬ うは さあり。 儒者 云、 しからん。 ss:^, も あり、 利發 なる 人 

にて 舉問 なし。 左様の 人 は 一 旦 ほまれ ありと い へど も 年長 やる にした が ひ 次第に 人品 あしくなる 者に て 侍れば、 よき 

名 は 根な き 事に て さたな くな り 侍ぬ。 ^師 云、 器量 ある 人 さへ 舉 問なければ 次第に あしくな るとの 給へば、 平 人 はい 

よく さやうな らん か。 儒士 云、 しからす。 才知 人に すぐれぬ 人 は 善惡に 付て 大方 はじめの 分に て 通る ものな り。 か 

しこき 者は學 問しても あし/、 すれば、 後々 は學 問せ ぬ 前よりも あしくなる もの 侍り。 よく 學ぶ者 は 古人の よきお 師と 

し 日々 に 我 身の 非 を かへ り みれば、 よき 生 付の 人 はい よくよく 成 侍りぬ。 道 をお！. びぬ 人 は、 今の よからぬ 人 をのみ 

見て、 我 身に 自滿 し、 己が 知才に まよ ひて 我 ま、 になり。 赏は 名利の ためにして 善なければ、 次第に あしく 成 侍りぬ。 

又 一品の 人 あり。 わかき 時と なへ あしきが 年長す るに したが ひて よくな り、 よくい はる 、あり。 生 付 慈愛 深き 入の 世 

聞の 習に よりて 一 旦 作法な どみ だるれ ど、 年に したが ひて しづ まり、 本性の よき 所 あら はるれば なり。 云、 しから 
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ば さきにう けた ま はる 人 を 使べ (ひ) j だ をし にし 使 ごろし にす る も 慈愛な きに て や 侍らん。 儒士 云、、 孟子に も 人 を 殺す に 

校と とのた とへ 侍れば、 畢竟 不仁に ては^へ ども、 世 聞に 慈悲なる 人と いはる、 人に も此過 はあり、 心の つかぬ に 

て 侍るべし。 慈悲と 云 も 姑息の 愛に て德 性の 仁に あらす。 聖賢の 仁 は 知 仁 勇の 三 はなれぬ 敎に て^なり。 知よ く てら 

せば 心の つかぬ 過 もな し。 今まで はしら ざり し 過 あり、 しれば すみやかに 改て 善に うつる は； 英 なり。 この 故に 勇な き 

知 は眞の 知に あらす 

一. ィ ) こ れょ n- 奧數欲 亡び て 見えず 

哥人 云、 諸 大名の 妻子 在 鎌 倉の 事、 人 はと やかく やと 申 侍れ ども， みづ から はよ き 事と ひ 侍り。 上 知と 下 愚 はいつ 

地 も 同じ ことなれ ど、 中 人 は 生れ そだちの 所に よりて 心氣 もうつ る ものな り。 國々 のせば き 私 習に 生れ そだち 給 ふま 

しかば いやし からまし。 あづま ゑび すと いふ はむかし の 事な り。 今 は 頼 朝 卿 以來數 百年 諸國の 人の 集り 居所 なれば、 

天下の 善 を あつめ 取て 言葉 づ かひより 初て、 いづれ のかた きとい ふこ ともなく やすらか なり。 おの づ から 人の 心 も ゆ 

る やかに 大 やうなる 所 あり。 よき 人が らも 鎌 倉に はあり。 諸 大名の 子 達 いづれ も御魏 より はま さりた る やうな り。 -门 

々 の 事 はさし も ある まじ けれど、 土地の 大 やうなる に 生長し 給へ る 故なる べし。 圃 にて そだち 給 ひなば いかに 我 ま- - 

ならん。 鎌 倉 は 左右 我に したが はぬ 人 多ければ、 おの づ から 禮容を も 曰 ひ 給へ り。 君の 給 はく、 尤鎌 倉に て 生れ そ 

だち たる 諸 食の 若手た、 み ざ はり 言葉つ き は 親 々に まさりた る やう なれ ども、 武士の 業 は 大方 親え にお とれり。 長袖 

に 近く 武將 遠き 所 あり。 武士 はま づ 武士の 様なる ぞ よき。 夷 中び て 野人ら しき も 志 だに あれば 文武 を かねて 詩 哥體樂 

にも. S たり 易し。 長袖の ごとく そだちた る 人々 俄に 武士の 業 は 成が たきと 見えたり。 哥人ー K、 鎌 倉 衆 は 武士ら しく 見 

え 侍る はいか 君の 給 はく、 ゆきす そみ じかく ひぢ はりて、 いかつら しき はかいと りて 見 ゆれ ども、 形氣 ばかりに 

て、 こと は ざに いへ る はす 木刀な り。 さらば 其 武士ら しく 作な したる かたぐ をお ひお ろして 見よ、 武夫の 用に 立 者 

すくな からん。 大勢の 大將 だに 持に よりて かち だち と 成 事 あり。 馬の 不及所 あれば、 昔の 將は 常に 達者 わざ を 心 かけ 

られ しせ。 今 鎌 まの 小身 衆  一 二 疋の馬 をた のみて 不達 者 ある は 無心 懸 ^ り。 其 上 尾 頭 はねた る 馬場 馬の みこの みての 
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りぜ めの み 事と し、 逆の りして あせさせ、 息 あしければ 物の 具して 一 曰と ものりた らんに は 物の 用に 立べ から. ^ 

倉 殿御 前へ めし 出され、 馬の せて 御 k ぜぜ よかし、 手 馬 にても 乘 すます 人 は 百 人の 中に 十 人な らん。 まして 上 間つ よ 馬 

のる 人 はすくな からん。 川へ もっけて 兑 たらば、 石怫を 水に 入た る やうなる 人 多 かるべし。 よ き^を 非な く 失 ふ は 

馬 川 也と いへ り。 弓矢 打 物の 業 も はかぐ しからぬ 休な り。 XJ れ さきに. S ふ 所の はす 木刀 也。 尤男は 心 だに；^ なれば 

何 を しらで も 高名す る 事 あれ ども、 それ は 時の 仕 合な り。 馬 はなれて 足 ひかれす、 川に 入て 水に おぼれた らん は 歩に 

くび とらるべき 事 易 からん。 心ば かり はたけく とも 手足 心に まかせす ばいか^せん。 こ V を 以て 武士 は 心がけ を^ 一 

とする 事な り。 故にい にしへ 文武 を 二に せざる 主將は 山野 川澤 によりて かりすな どり し、 ？ S 兵 は 雨露 STiw に 身 をなら 

はして 身体 堅 岡な り。 如此 にして 公侯の 干城と も なれり。 和漢 共に 昔より 戰國 となれば 上ら ふ はおち ぶれて 下ら ふと 

なり、 野人 時 を 得て 公 11^ となり、 武人 大君と なること はこの. S はれ 也。 武士 云、 〔豕老 の 人 じち を 被 蓝 こと はこれ も 

善惡相 半なる べし。 半 傍 S の やうに 心得て、 主の 善なる あれ どもした が はざる 者 あり。 詣士もゥはべばかりにて！：^は 

、一. H 人に したが はす、 主人 も 大身 を 得した がへ ざる はづ かし さに しらす 顔に てす ぐせ り。 されば 今 は 善 も 大には iJS せす、 

叉 惡も大 に はお こな はれす、 た 5^ 大 かたに かぢを 取て よきに は あらぬ 中分に て 世 中の 間 を わたし 日 をお くれり。 去 W 

君の の 給 はく、 折々 家老に つげて は 口お しき 事 も あるな り。 我 鎌 倉 殿に 二心 は ある まじ けれど 1* あらば かく 我 ま、 な 

る 半 傍 M は 邪魔と 成て 忠を も盡 させ じと おも ふぞ 無念なる。 哥人 云、 播州 公の 老臣 こそ 世に 珍 敷く は 侍れ。 かの 老臣 

都に 居 侍る 時 は、 故 ありて お とづれ 侍り。 鎌 倉へ 人 じち 奉る とて 語り 侍りぬ。 我 主君 不 をし 給 ふ 人に て はな けれど 

も、 もし あらぬ 心 出來て 逆心し 袷 ふと も 力のお よぶ き は、 いさめと むべ し、 是非 M 入 給 はすば 先手 をして 死 侍らん。 

人質 はま いらせても まいらせ すしても 此行は 同じ 事に て 侍りなん。 子 ほど 大切なる 者 はな けれども、 死べき？^ に は 死 

ねと こ そい ふべ けれ。 義 にした がふ 士には 人 じち はいらぬ もの なれ ども、 心の そこ しられ 奉るべき 5 ^なし。 世な みな 

れば 力お よばす と 云き。 軍^ 云、 欲 も 亦義に 同じ、 人質 を 奉りても、 大欲に あ ひて は、 拾て むほん を もお こせり。 今 
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の國々 の 家老 は 十 人が 八 人 天下に is!5- ありと も、 いまだ 錄倉 殿い きおい ある 間 は、 、王に もとり 君 をう ちても す、 み 侍り 

なん。 鎌 倉 殿よ はみ あら ぱ叉君 をう ち 子 を 捨て も をう ば ひ 侍らん。 かく 欲 ふかく 義を しらぬ 者 は、 人 じちな くと も 

勢 ひ ある 時 は、 たのもしく 侍らん。 人質 ありても よはみ の 時 はたの もしげ なし。 とにもかくにも 用な きもの は 人質に 

なん。 御用 心と 思お 事の 御用 心に はなら で、 よしなき 事に 諸 疾の恨 を 得 給へ り。 武士 云、 あまりに 老臣 をお とし めら 

れ たり、 何の 見所 ありて かの 給 ふ。 軍 者 云、 見所 侍り。 大樹の 式目に 專に 老臣 を 殺べ からすと ある を、 殊 外に 悅者ぁ 

り。 人 じち は 難儀なる 事な り。 父子へ だ. -り 居と いひ、 たびの 雞 勝手の つい ゑなる にかへ りて 內には よろこべり。 

其 故 は 主 を 主と せす して 我 ま、 せんが ためなり。 主君 も 上へ と け 奉る ほどの 事 は 天下 露顯の 大罪なら では 成が た 

し。 されば 鼓て 心得て さやう の 事 をば せざる なり。 伊勢 公の 家老の ためし も あり、 君臣た が ひに 公儀へ うつたへ 申て 

公 亊對决 と 成たり。 君の かちと 成て 家老 殺害せられ ぬれ ども、 家臣と 對决 して 天下の 面目 失 ひ 給へ り。 こ K を 以て 理 

遛の 1^ とても 家臣の 非 をう つたへ むと おも ふ 君 はなし。 家老 は 家中 をな づけな びかせ、 事 あらば 國を うば.^ むと する 

勢 ひのみ あり。 今の 天下の 國主 は西敎 寺の 上人の ごとし、 家老 は 納所な り、 上人 は 敬ば かりにて 諮 檀那 納所に つきぬ。 

其 ごとく 主の こ ，2 む 道に はした が はすして、 家老の 好む 乱行に はした がへ り。 象 考大故 ありて 國を 去ば 家中 もつ ぎて 

出ぬ。 一人の ひがごと 則國 のさ はぎと 成ぬ。 今にも 天下 乱れ 大樹に よはみ 見えな ば、 國々 はみ な- ii^ 老ぞ取 侍らん。 武 

士云、 近年う ちつ 5- き 天下の 災難 ある はいかなる 事に か 侍らん。 儒者 云、 XJ れ 人の 心の あしき 故な り。 天地の 間に 人 

の ある は、 人の 腹中に 心の あるが ごとしと いへ り。 人心 くらければ 其 身に 不祥の 行 出来、 又 天下の 人心 不正 なれば、 

天災 地妖 出来る は 古今の 通義 なり。 尊 氏 公より このかた 天下の 一同なる こと 久し、 大身 中身 共に うつけ たる も 乱行な 

る も、 親の 跡と て圃郡 をた ま はりお けばた 榮耀 おごり を 以て 设 とし 給へ り。 先の ごとくい さむべき 大臣 も 乱行に は 

同行し、 たまく 善行 ある 君に は 上べ ぱ かり はした が ひて、 內には そむき もとり、 家中 は 己が 非に 同心 させ、 善行 は 

は，_^; 一  人の ごとくせ り、 しかれ ぱ 乱行 は 天下の 通達に して 善行 はありても 一 んに のみと まりぬ。 其 一一 一一！： に 云、 誰か 今 

1 六 e: 


君の 樣に 弓馬 をた しなむ 人 や ある。 兵法 づか ひも 無手に きら るれば た 一  心の みなり。 誰か个^！；の様に行依っょき.^ 

や ある。 人に そぐ はぬ ことなり。 誰か 今 君の 様に 禮樂 文書 を このむ 人 や ある。 むつ かしの 延甚式 や、 あら 頭いた の孔 

子 風 や、 此 世に 生れて は此世 をな さんの み。 人が 酒 をの まばの み、 人が 小哥 をうた は うた ひ、 うき 佌の夢 をた のし 

むべ し。 ことに 家老 は 其 家に て 十分 一 の 知行 を ((も)) とれば たしな みても 加增 もとら じ。 女色 色 }g をのみ 小せ うた ひ 

たる はとが のい ひたて にも 成 ま t。 天下 皆し かり、 ^^大名の行儀正しく人がましく！：：^ゅるは共身の窖なり。 鎌 介 殿 も 

氣遣 にお ぼ. しめせば、 かし き 大名 はわ ざと {4! おぼれして ほけ たる 様に て 一榮 一 樂し 給へ りと。 されば 百 人が 九十 六 

七 人 は、 得たり かし しと 乱行 を 以て 常と し 給 ふ。 か、 れば 今の 國主都 主 はいに し へ の 下. - にもお とれり。 色欲 飮兌酒 

もり 小哥の 事なら では 知 給 はす。 たまく 哥を よみ 弓馬な どに 遊び 給 ふ 人 も あれ ども、 心に も いらぬ なぐさみ わざな 

り。 哥も學 問して 和漢の 事 知た る 上の 花に てこ そ あれ、 弓馬 も 今は賀 茂の 社 人の 競馬の 心得の ごとく、 公 〈鬼の 小 弓の 避 

びの ごとし。 其 外 は 人の 上に 居ながら 何の 道 を もしら で、 た 1- いやしき 披舞 のみ 也" さて 京 鎌 介の をり のぼり、 在 鎌 

倉に ての 用 多ければ 民に とる こと 三倍せ り。 多 とれ どもむ かしの 少 きよりも 用 はたらす。 民 はこれ 天下の 本な り、 其 

うへ 數 多ければ 天 Q 御 心 こ、 にあり。 世 主と いふ も 天下の 民 を敎， へ 治め 整 はんがた め、 國キ： とい ふ も わかちて 民 をい 

つくし まんが ためなり 0  士と いふ 者 もむ かし は 農兵に して 民 聞に ありき。 其 £ー§ ある 人 ゑら ばれて 宫 にあり し 也。 

久し かりし より 士民 二に わかれて 町人の ごとく 城下々々 に屋形 をなら ベぬ。 むかしの 士は民 を 安す る $i 人たり。 今の 

士は民 をせ むる 催促 人な り、 甚 しき は 民の 賊 なり。 代官な どい ふ 人 は の師と 成て 愚 を もみち •  ひきぬべき 者なる に、 

かへ りて 得 もしらぬ きたなき 心を敎 へぬ。 民より 取て せよ とい はぬ ばかりに、 赛子を も 養 ひがたき 少錄を あた ふれば. 

1^ 宽 上よりか くせ さする にても ある^な り。 民 も 又 直なる 代官より はま がれる を 好めり。 免 を 1:^ となんい ふ^あり。 

仁に して 直なる はいはん かたなし。 不仁に して 直な らんより は 欲 ありて 不 直なる^ 民の ために はまされ り。 され ども 

本た る 心 をば みなそこな へり。 あいづ 兵法と やらん にて 代 i:!! と 庄屋と たが ひに つかみとる ばかり 也。 屋阡 5i とい ふ 
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者 は、 今の 不直を よろこ ベリ。 よこ 用と いふ もの あり。 公儀へ 二つ 成 あぐれば、 又よ XJffl に 1 つ 成 入 村 も あり。 二つ 

成 入 村 も あり。 代宫 手代の 欲の 淺深 によりて 庄屋の 欲 も淺深 あり。 横 用に ゑ ぼし をき せて 庄屋 肝 煎の 私と なせり。 今 

すべて 中に てす たるつ い ゑ あげて かぞ へがた し。 これ を 免に つ めて 代官 手代に も 身上なる べき ほどの 役 米 給 はリ、 

庄屋に も 其 給 米 給 はりな ば、 上の つい ゑ少 もなくて 民 も くつろぎ、 代官 手代 庄屋 も 心な をり 侍らん。 且又 民間に 地士 

などい ふ 富 人 あり。 田地の 人に 異なる を 持た る 故な り。 もし^ 盤 ありて 下民に わかち 給 ひなば 免 あがりなん とやす き 

心 もな し。 地士 なければ もの 書 者 もな し。 民い よく 鳥獸に 近く なれり 且 貧富の  、 
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不同 は 命の ある 所 なれば、 わりく だかん も 不便な り、 かくし 田の 樣に てあらん も 休 あし、 a しかし 其 利 田 を ゆるし 被 

下 給 所 は 代官 職 裤 藏入は 手代 職 をつ とめよ、 淸 直なら すば あしかる べしと あらば、 何た ま はらす とも 大に悅 び、 本よ 

り 得た る 事 なれば 民間の 裁判よ くし 侍りなん。 もしし から ぱ 得して 人に ほめら る、 のこと わざに やなり らん。 今の 

やう は 損して 人に 笑 はる、 にて 侍り。 た-それよ. o- は 人心の あしく 成 こそな げかし く は 侍れ。 君の 給 はく、 得して 人 

に ほめら る、 と 云 は 利 心なり。 國 家に 長た る 者 は 利 をい はす、 利 を 事と 十れば 其 家に も 凶に * 其 國 にも^ あり。 すた 

るつ い ゑ を 百姓の 得分と し、 其 か はりに 免 を 高く し、 代官 手代 庄屋 等に も それぐ に 袷 米加增 しても、 ^入の 殘米過 

分の ことなる 閒、 此法を 行 はんと 云 者 あれ ども 我 ゆるさす。 其 故 は 我 一代 は 其 分に て 百姓 もよ く 手代 庄 等 も 庶に成 

て、 人の 心 を もやぶ るべ から ざれ ども、 我 子の 志 を しらす. 世 並の 奢 を 習 ひな ぱ藏入 は 何 稃澤山 にても あまり あら じ。 

其 免 を 高く とる ことば かり 用て、 手代 庄屋 等の よ XJ しま は 本の ごとくに 成て、 百姓 を 使 ふこと も 又む かしの ごとく 川 

捨 なからば、 所 は 亡 所と 成ぬべし。 せめて 免を此 ま、 にて おかば 後の 憂 もす くな からん。 た 代官の 手代と い ふ^を 

か へ て， 地士 庄屋 等の 家脊 持た る 者に 手代 $i を させ、 今の 手代に つか はす 物 を とらせな ば、 芘展手 ti. とい ふ 者な らん。 

得分 ある 田地 を 公儀 はれて 心安く 作らせば、 知行 取の ごとく 思 ふべ し， され ど 奉公人と し 指つ かふうへ は、 少の 合力 

米 は あるべき 俊な り。 私曲の よこ 役 を 以て 百姓 をいた めざる 樣 にかたく 下知すべし。 しからば 我 藏入は 同じ^にて 在 

は 心 直にな り、 民大 にくつ ろぎ なん。 よく 民間 を 知た る 者 は 催促 はたり と. S ふ^な くい ひ 5^ したる 通に 濟 する も 

の 也と いへ り。 君子 は 後の 善を淺 して 後の 惡を淺 さすと いへ り。 哥人 云、 むかしの 武士 は 朝夕 合戰 ありて だに 文 華に 

もうと からす、 弓馬の いとまに は 書 を學び * 詩哥に 遊び 體樂の 源 を も たづ ねられし に、 今の 武士 は？ あらば 一手 がら 
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せんとい ひたる ばかりにて、 親の代に も 我 世に も箏 なければ、 あまり ある いとま なれ ど 舉問を もせす、 詩哥 にも よら 

(イソ 下 4 シ  £t) 

十， まして 禮樂の 事 は 思 ひも かけす、 剩へ 一心々々 と 云て 武藝を だに たしな ます。 ^慰なる 中の 物語に は 金銀 米 粟 衣 

(ィ 〕 下 ナジ  (以上) 

服飮 食の 事に て、 レ 易き まじ はりに は 色欲 Q 事 人のう はさの み 也。 中に も すぐれたる はかけ 勝負 をして、 おどれ 我と つ 

かみあへ り。 むかしの 馬 取 小者 も かくは ある まじき 事な り。 學問は 物よ みや 坊主の わざ、 詩 哥管紘 は 公家 長袖の 佚と 

いひて、 たまく 武士の 中に 好む 者 あれば そしりぬ。 そしらる k 人に 成て は 非な きに あらす。 武士に 生れて 武藝 をき 

らひ、 長袖の くらしの 様に 机に のみ か k り 居て、 茶 湯 料理な どもて あそび 風流に 過 ぬれば、 た 好む 所の もて あそび 

草と 成て 實 はなければ 人に も そしらる、 事 也。 そしる 者 は 人 をば 武士に 似す といへ ども、 我 も武藝 たしな まぬ 事 は 同 

じ 事な り、 赏 なくても 人 は 書に もよりぬ。 其 そしる 者 はば くちによ るか、 町人の ごとく 利害の 家事に のみお ぼる、 

か、 色欲に 淫す るか、 乱酒 小哥を 事と する なれば、 却て をと り 侍 ぬれ ども、 類 多ければ いひ かちぬ。 厲實 にやさし く、 

文 道 を 學ぶ人 は必ネ 武道の たしな みあり、 それ は 千 人に 一 人 万人に 一 人なる べし。 人の 現 上の 士 として、 かく 馬 取 小 

者の 心行に ひとしき 事 かなしと いふ もお ろかな り。 かたはらに 町人の 法 体した るが 何の 用 ありて か 居たり しが、 出家 

は 無道の 者 を こそ 敎化 すべきに、 己 先 無道の 者と 成ぬ。 妻子 を 持、 肉食す る は 今の 出家の 中分な り。 これ は 出家の 法 

にち がふと 云ば かり 也。 遊女 を かひ 妾 餘多隱 し 置 は 其 次な り。 寺參 りと 名 付て 女 奉公人 をお かす 又 其 次な り。 それよ 

り 下りて は 人の 妻 をぬ すみ、 娘 をお かす。 俗人 なれば 一 日 も 所に たてり がた く 死につ くべき 行 あれ ども、 お 家なる 故 

に 見過し をく 風俗と なれり。 町の らうが はしき 所に て はか、 る 類 ひ. S ふ もはづ かしき ことたえ. f。 僕 は 手代が 餘多持 

侍れば、 國. の やう をき- - 侍り。 近 江 公の 怫道を 信じ 給 ふこと 世に すぐれ 袷へ り。 後世 をね が はす、 寺 をた のまぬ 者 

は國に 置べ からすと 令し 給 ふ。 甲賀の 郡に は 持 庵の 出家 餘多 あり。 其 寺に いひ あはせ て 檀那 共の 宗を かへ 寺 を かふる 

者 ありと も、 他の 寺に て 檀那に とる まじき とたが ひにち かひ をな せり。 其 奥意 は惡打 をして 檀那に 見 かぎられ、 寺 を 

出され じの たくみ 也。 奉公人 はいふに 及ばず、 民の 妻子 をお かす を 以て 常と せり。 植那 をはづ しても 他の 寺に 許容せ 


す、 擅那 〔。寺？ 0 なければ 公儀の 法に そむく 故に、 是非な く 妻子 をぬ すまれながら、 きかぬ 休 見ぬ 体に て 居 侍りぬ • 其 

出家 ども 寄 合 時の 物語 はみ な此 ぬすみ 咄 となん。 叉 他^に も 他 郡に も此 1^ ひ あるべし とお も はれ 侍り。 か は どに こそ 

なけれ、 隱 してお かしぬ すむ は 常の 事な り。 生 民より このかた 今の 出家 ほどの 盗賊 は異國 にも 我 朝に も 前代未聞の 事 

なり。 貪欲に してん を あざむき、 偽 を 以て あきな ひとす る は 常の 業 也。 これほど 多 寺 * かく 澤 山なる 出 {.s^ にて か、 る 

惡心 無道の 者 多 侍れば， 惡鬼 t 、に 集りなん。 出家 ほどに こそな けれ、 士農工商 奉行 代官 郡 主國ネ 相爭て 無道 をな せ 

り。 か、 る 人道の 乱れに て は、 天災 地妖 いかで かやむべき。 奢 極" り ぬれば 火災の 大 なること も m 來なん かし。 武士 云， 

今の 樣 なる 凡夫の 寄 合に は、 怫 道の 地獄 極樂を 立て おどしす、 めすして は、 悪心 を やむべき 樣 ある まじき と 思 はれ 侍 

る はいかに。 儒者 云、 もろこし にも 我 朝に も佛法 わたらぬ 其む かし は、 かへ りて 善人 は 多く 惡人 はすくな かりし 也。 

地獄に て 悪の やむ とい ふ は をろ かなる 心得に て 侍る た、 り。 盗の 戒めに 盜を 釜に ている 所へ 見物に 來て はやす り をせ 

り。 遠き 地獄の 目に 見えぬ よりも 近く おそろしき 戒 にだに 恐れす こりす 侍り。 惡人 はな まじ ゐ にかし こくて 地 職の^ 

たる 事 は 粗 心得て， 佛像を もやぶ り とれり。 善人の ために は 用な きもの なれば いづれ にか 益の 侍らむ。 怫者 たる^ 殊 

勝に て、 行と 言と よく 叶て だに 如け 此， ならん。 まして 今の 怫者は 己が 不行 俊の いひ わけに や、 又 世 中の 人心 安き 所へ 

ならではな びかす。 人 を そこな ふ 事 は 夢にも 恐れす、 己が 寺 を 1^ 昌 させ 富贵 になら む 事 をのみ 好み ぬれば、 今-の 佛迫 

の敎は 少しも 戒に はなら で、 かへ りて 惡 人の 助けと 成、 圃 政の 妨げと 成 侍り。 日蓮-:; 1- 法然宗 など 、て黑 白の 様に わか 

れ ぬれ ど、 其 35 家の 不行儀と、 人を勸 めて 心 を そこな ふと は 割符 を 合せた るが ごとくな り。 敎へ すして をけば 入々 天 

然の靈 ありて 惡 をば は づる 者なる に、 本 欲惡の 凡夫 なれば、 其欲惡 のま、 濟 ひとらん との 御 本願な り。 念 俳 だに 1 篇 

申せば 其惡皆 きえうせ、 題目 だに 唱 ふれば 成怫 すと 說 きかせ ぬれば、 本 欲： 惡の 者と ゆるされて、 天の 姬 もお ほ はれ、 

本より 不仁の 者 は 邪見 を まし、 貪る 者 は 貪欲 さかん 也。 堯舜の 君 は 人の 善 を こそ ゆるし 給へ ると きくに、 今の佛^|<;は 

人の 惡を ゆるせり。 樊紂は 天下の 君ぞと 思へば、 天下の 惡 人の のがれ 集る 淵の ごとく 巢の ごとしと い へり。 ^迦 阿彌 
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陁も怫 ときく を、 今は惡 人の 棟梁な り。 百 千歳の 惡人を 生 々してや まざれば、 其惡桀 ：3s と 日 を 同して 語る ベから す。 

怫者 にかくい へば、 其 心 ある 者に むかひて は 小が しこくい ひま はせ ど、 檀那に むかひて 談議 とく 所 は 右の 旨に 少 もた 

が はす。 これ も 本 は 政道の 誤り 也。 かれ を ai{^ とて 結構に 思 ふ 故にに くみ も あり、 あき 人の 手く ろして 人の 目 を くら 

ます 利 心、 則怫 あきな ひに 變 じたる 者 なれば、 いふに たらぬ ことになん。 傲 云、 の 給 ふ所少 もた が はす。 かく あやま 

り 侍る こと 一朝一夕の 故に あらす。 先 秦漢の 代より 道家の 徒、 長生 不死の 法 を 以て 世 を まど はし 侍れ ども、 目の前に 

a: 僞を 見す る 事に て 次第に あら はれ 侍る。 折節 佛 法と 云 乙と 渡. リ、 後世と いふ 事 をい へば、 これ はかし こき はかり ご 

となり、 我 は證據 ちかき 所に て 人 を 欺く 故に 其 術と けがた し。 これ は 目に 見えぬ 所に て 人 をい ざな へば、 あらが ふべ 

き樣 もな く、 あら はるべき 様 もな しとて、 我 も/^ ととりよ りぬ。 其 初めは ゎづ かなる 事に て、 两 方の 神 を怫と 云、 

これ を 祈れば 富貴 を 得な り。 善 を 勸め惡 を 懲すを 以て 敎 とすとば かりの 事なる 故、 とがむ るに もお よば ざり し。 其： 取 

立る 者み な大 利欲の 惡人 にて、 文筆 達者な りし かば、 莊 子の 寓言 を 舉び大 に 取 ひろげ、 且 性の 中のと 云 名 を かり、 

文 さかんなる 國なれ ば漸. <<. 空に かけはし せり。 心根 は惡人 なれ ども 文の 力に よりて 道德の 言に は逹者 なれば、 釋. i の 

心 傳をも 所.. < に 入たり。 れ き/、 知 ある 佛者 眞實 道心の 人 も其惡 人の 取 立た る 所 を しらで、 虚 文を實 とし 空 海に かけ 

る まど ひ it り。 よきと 云 も 無用の もの 也、 あしき はまして いふに たらす。 武士 云、 よみが へりて 地獄 を 見た る 者 侍る 

はいか S -。 僭 云、 佛法 わたらぬ 以前 死して よみが へりぬ る 者 多 けれども、 終に 其 一一； 一 a なし。 おも ふ 事を寐 言に いひ 夢に 

みるが 如し。 軍 者 云、 武の强 弱 も 習なる 事 は 尤なる 事に 侍り。 八幡宮 も 夫子に て 京に 住 給 ひぬ。 田 村の 將軍 義經 など 

皆 京 そだち なれ ども あら 人 神と 成 給へ り。 殊更 八幡宮 は 弓矢の 神と して 武家の 尊信し 奉る 神な り。 其 後 仁君 は 折- _< 出 

給へ ども、 s^: 賢の 君 出 給 は ざり し 故に、 文武の 政 明かに 行 はれす。 久しく 治れる 世の 習に てお こたれ るすが たの や は 

ら かすぎ、 ぬるく 成 もて ゆきた るなる べし。 今の 京人 を 軍に 用たら まし かば、 朝鮮人よりも なを 甲斐な くぞ 侍らん。 

日本の 武士の 頼み 奉る 弓矢 祌の御 末 だに かくの ごとく 成 給へば * 公方 {<么 などの わす か 百年の 内外に て 武勇す たれ 侍り 


ぬる 事餘儀 もな き 事 也。 中國は 文武 共に 物の 初る 國 にて 知 仁 勇 明かな りし 時 は 四海の 及ぶべき にあら. f.o 然るに 後世 

道 はなく して 兵乱お こら ざり し 事 久しければ、 文も赏 亡び 花の みしげ く、 武 はなをお こたり 侍りて、 弟子の^ にだに 

おかさる k 様に 成た る は、 我 朝の ためし にても よく しられ 侍り。 武士 云、 常時 傦正 和尙 長老な どい ふ 人 は、 人の 上座 

へあがりて 無禮 のみ せらる V に、 御 僧 は 本 長老に て大 寺に おはせ し 時より、 平 僧の 如く へりくだりて 何 心なく 兄え 給 

へり。 今 は 又 出家の 中の 世捨 人に てお はします。 |1 の 云、 出家 は 釋迦を 初と して 本 乞 <：5{ にて 侍り。 怫 菩薩 阿^ など 

云 は 心の 位 を 名 付 侍り、 西 堂 長老な どい ふ僧官 もこれ に 比した る 者な り。 座頭の 勾常檢 校な どい ふごと く 其 近.. - にて 

の 次第 なれば、 王道の 官位と は 各^の 事に て、 ならび あらそ ふべき にあら す。 佛道 信心の 人 こそ 其 心の 位 を 尊で 崇め 

給 ふなり。 さもな きに は 家の ちが ひたる 幕 なれば、 せ 間の 人に 向て 長老 西 堂 を 森に 當て座 上に のぼり、 人に 無^ をす 

べき こと はり はい さ、 かなし。 男 は 大方に て は ili とも. S ひがたき 人 も、 其 妻 をば 様な ど を も 付て い へり、 心 〈文て. 卞ひ 

なきものなる 故 也。 出家 も 人外に て 木の端の 様なる 者 なれば 上座に 成と も あぐるな り。 樂 人の 官位の 四 品まで も 進む 

が 如し。 地下な り。 職定れ ば爭ふ 所な し。 其 上天 子の 御遊に 加 はり、 大臣 公卿に も 交る 者なる 故 也。 しかれ ども 鎌 <{5 

の關 俟の 無位 無官なる にあ ひても 其 上に はの ぼらす。 樂人は 四 品に て 大名 は 五位 にても， 大名の 次の 問に さ ぶら へ 

り。 たと ひ僧官 正しく 四 位 五位に あたる とも 出家と 云 は 家 を 出る 也。 ，問 を 離れなる 者 なれば 世間 の^を 心と すべき 

にあら す。 され ど 又 世 中の 醴儀 を捨 はつべき 事に も あらす。 親 や 兄の 上座へ あがり、 父兄 をな ひがしろ にす る 1^ もな 

ら ねば、 世間の 人に あ ひての 禮 儀は禮 儀に て あるべし。 醫者 など は賤き 職な り •。 殊に 市井より おこりた るな ど は 商人 

同事に もてなす 事 なれば、 やがて 髮を剃 人外と 成、 人間の 品 をの がれ たれば、 出家に 類して 上座に おく は 却て あなど 

ら る、 理を しらで 悅ぶ KJ そお ろかに 侍れ。 武士 云、 禁中より ゆるさる、 *J なれば 信ぜぬな がらもう やま はで も 叶 はす。 

僧正 をば 參議に 準す ると ある はいか 5--。 僧 云、 貴殿 は 武官に おは すれば の 事 を 知 給 ふべ し。 $ ^のち は 二十 八 に 比 

するとい へり。 しかれば とて 幕の ち を 星と は 云べ からす。 左様に. S はに 檢抆の 乞食の 位 を も 官位に かけて はい へり。 
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只 其 一時 怫法 信仰し 給 ひて、 院中 などに て 何 をば 何に じゅんす と ありし 事なる べし。 それより 起り て定の ごとく 成 侍 

り。 しかれ ども 理に違 ひて 正しから ぬ 事 なれば、 しゐて 立が たき 事な り。 夫 受領と いふ はむかし の國の 守の 事なる 

に、 令 は 鏡屋も 菓子屋 も 銀 冶 も 受領と て、 山城 守攝津 守と 免し 下さ るれ ども 其 ごとくに はもて なされす。 武家の かち 

若黨 中間 にても、 鏡 を あつら へ 菓子 を かふ 時 は、 うれ *ま けよ といへば、 此 受領 殿う ち 長て めして 被 下； § へ といへ り。 

上 道 を 失 はせ 給 ひて、 万事 虚な るが 故な り。 怫 法の 品定は 心の 位 なれば、 佛 者に 悟道の 人 ありて、 其 學カ知 に隨て 

ゆるすべき 事なる を、 王道よ り してし ろしめ されぬ 人外の 道の 事 を 免し 給 ふべき 理 はなき 事 也。 本願 寺 一度 禁中へ 功 

ありし と 申て、 門跡に 準す るの 号 を ゆるされ 奉りて * 代 々門跡と 名乗が ごとし。 代々， 親王 は 伏 見 殿 一家なら ではなき 

事な り。 直に 王の 御子の 筋に て だに 二 代と つ きて 親王と はなし 奉らす。 然るに 代 々門跡と いふ 事 や あるべき。 むか 

し 主君の 御紋 付た る 小袖 を拜領 して、 其 後い くっすれ ども、 其 地 其 模様に して 主君の 御紋を 付て 着 たれば、 御 一門に 

紛れた ると いふ Is^ あり。 平 人に て だに ひと ごら ふたる 事 はかた 腹いた きに、 まして 世 を 離る、 出家の 身と して、 世間 

の 爭ひを 心に かけて、 官位 を 申 事 は 鬼 角の 批判に もお よばす おろかなる 事な り。 武士 云、 大師 を 太 上 天皇に 準 すれば、 

長老 も 大納言に 當 ると 云 人 あり。 僧 云、 國師 は儒宫 なり、 其う へ佛 者の 政道の 事に たづ さはる こと は大 なる 戒めな 

り。 佛法は 各刖の 道なる に、 人道の 儒官の 國師の 号を受 奉るべき 道理 は あるべき 事に あらす。 人に うやま はる、 を悅 

で、 何の 辨へ もな く 人の 位まで うば ひお かせり。 出家の 官は儈 正より 高 はなし。 長老 は 五位の 侍從に 準す ると やらん 

い へり。 大師と 云 は 三 公の 一 人に てお はします に、 これ もせん して 怫宫と 成 侍りぬ。 武士 云、 當時五 万 石 三 万 石 のれ 

きく も 山々 の 門跡へ はいふに 及ばす、 本願 寺 門跡へまで 披露 狀を被 遣、 叉 公家の 大納言 大將 內府へ は直狀 にて おは 

します。 門跡 は 帝王の 御子 なれば さも あるべき 事に や。 僭 云、 さは ある まじき 事 也。 これ 武家 文盲なる 故な り。 たと 

ひ 皇子 にても 出家と 成 袷 ふうへ は 出家の 作法 あり。 一 一品 三 品と ある も 其 門跡の 中に ての 次第な り。 山の 門跡 にても 本 

願 寺 にても 衢正を かけて は 參議の 下に あり。 武家の 四 位 五位の 人、 大納言 大將 にだに 直狀 のうへ は、 たと ひ 皇子な り 


とも 屮". ； と 成 給 は M 直狀 苦から じ。 され ども .：}^ こそ 怫ぺ ^ にて ひきく とも、 |3^は皇子なれば、 速^ ある も尤 也- 本！^ 寺 

はむかし 鬥 跡に 準す る 号 を 得た る 住持な りと も 披！^ -狀遣 はすべき にあら す。 まして 今の 本願 寺 は、 何に よりて かう や 

ま はるべき や。 今錢食 殿御 一 門の. マお へ は 似た る 位の 大名よりも 披露 狀 あり、 過たり といへ ども^ を 敬 ふの 餘な るべ 

し、 a 同家の 故な り。 公家 は 家 か はり たれば 高下 ある も 心安し • 出家 は又大 にか はれり、 信心の 人の 外 は 何の 敬 ひか 

おはし まさん。 儒者 云、 むかし 年 三十 餘 にして 嫁す る 婦人 あり、 繼子 ありと 聞て、 有^に あ ひて たづね し は、 ^^に繼 

母と も 成 まじき もの、 繼子 とも 成 まじき 者と いへ り。 心 遺 ひい か 様なる べき や。 ^學の 云、 繼子 をよ くせん r おせんと 

思 ふ は、 はやあし かるべき 本な り。 我 子の ごとくに はとても 思 はれぬ^ なれば、 愛せん 能 せんと はお も ひ 給 ふま じ。 

にくむ 心の 出來 なば、 道理 を 辨へ其 心 を かち 去 給 ふべ し。 むかし 物 •  詰に 繼子を 我 干の ごとくせ しこと は 故 ある 砠な 

i 其 子に 生 付て 愛敬 あるか、 父の 賢に して 人 がらよ く 夫婦 和睦の 至 か、 其 婦人 生 質の 美 か、 是 等の 仕 合よ き 故な り。 

其方 は此 三の 幸な くして 世の なみの 人 がらに 少しよ きとい ふば かりにて は、 繼子 をに くま ざれば 大なる 善行な り。 一 

旦は 人の 見所 大 やうなる 様に も あり、 子 も 親しから やと も 月 曰の かさ 一なる にした が ひて 難の な、 き 所 あら はれ、 そしり 

も ほまれ も 有 まじ。 愛せん 能 せんとお も ふ 心 あれば、 其 子の あしき 所 目に か、 り、 いと ふ 心 出來て * かくて はよ くもな 

ら すと 思 はるる より、 にくむ 心も^ 增 りぬ。 世 中の 人の子の 常 を 以て 繼子 を兒給 ふべ し。 大方 人 はかくの 如き も と， 

人 を 以て 人 を れば 罪. なきよ しこた へしと なん。 儒生 云、 佛氏 天性 自然の 五 偷を絕 ぬ、 何の 现ぞ。 客^ ム、 釋迦 より 

疑 ふか。 儒生 云、 釋迦を 至極と おも ひて 道理 を も 不察佛 を 信す る ことのみ 知て、 自己の 心性 を もた しかに せす。 

云、 自己の 性. W 知 は釋迦 にしく はなし。 儒生 笑て 不レ 言"。 客僧 云、 武.； に 魔 野と て 鳥の 鳥 をと る は、 鳥 こそお 生に て 

相 はむ とも、 それ を 人の 可レ 用に は あらす。 儒生 云、 愤 尼の 知 所に 非す、 詩に も かり 犬と 云 あり。 犬の 獸を 取も獸 

の獸 をと るな り。 鳥 獸の民 を 害する は. S やしきが 尊 をし のぐな り、 獵 なくば 相 交りなん。 弓矢の 及ばざる 所に は應と 

犬と あり。 釋迦の 法 は 人 作なる を だに 汝 うたが はす。. 廳の a を 取、 犬の 裸 を を ふ は 天 作な り、 汝 天道 を 疑 ふか。 天生 
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じ 人 作す、 天の ェに人 か はれり。 天 美 種 を 下せば 人 田 かへ しう ねな せり。 天 鳥 魚 獸を生 すれば、 人 網 を 作し 弓矢 を 作 

す、 食 政と 云 者な り。 は 草 野草 を 制せ ざれば 五穀 生せ す、 鳥- 楸魚虫 她物を ころさ れば畜 人に 交る。 天の なせる 食 政 

にした が はざる が ためなり。 怫者 云、 稻のは草麥の雜草ま^Jとに除き去べし、 鳥 獸の人 を 害する をば 殺すべし， は 草 

と： i: じく 捨べ きなり。 食と する は 生もの 、生もの を 食す る こと 畜の類 をまぬ がれす。 人 も 無道の 賊 はころ すべし、 殺 

を 慈悲と するな り。 た あげて 捨る のみ 也、 捨 すして 用 をな すより 無用の 殺生 を もす る 事な り。 儒生 云、 仁 を 好で 愚 

なる の 弊へ なり、 まことに くらき 者 は 解が たし。 草木 は 生 ありて 感を しらす、 魚は感 のみ ありて 哀を しらす、 鳥獸は 

哀を 知て 死生 を しらす、 人 は知覺 全して 死生 を しれり。 死生 を 知者 は 同類 也、 不義 無道 を罸 する のみな り、 德性を 尊 

て 死生 を必 とせす。 同類 相 食せ ざる は 人道な り。 鳥 獸魚虫 は 同類 相 食む、 知覺 うすくして 死生 を 知らす。 天の 人 を 生 

じて 母の 5^ にかへ て. ^ 食せ しめ 給 ふ 所の 食 政な り。 軍 者 云、 春秋に 日食 を 記して 月食 をば しるし 給 はす。 共に 暦数に 

出て 有べき 事の 常 なれば 記して 用な き 事 か、 記さば 二ながら 記すべき 事な り。 儒生 云、 有 道の 代に は 月食の みあり-て 

日食 は 嚣數に 出て 暦に はしる すと いへ ども 食 はなし。 日 君月妮 とて、 曰 は 天子の ごとく 月 は 后の ごとし、 叉 陰陽 なれ 

ば 尊卑の 位に て 君臣の 象な り。 故に 有 道の 時には 君臣の 禮 正しければ、 人道の 正理 陰陽に 感じて 月の 方より みちをよ 

ぎ 給 ふゆへ に 曰 食な し。 曰 は 君 なれば 君の 方より よぎ 給 ふべき 義 なければ 月食 は ある 事な り。 乙の 故に 日食 を 記し 給 

ふ は、 其 時 君臣の 禮儀 正しから ざる 事 を 示し 給 ふなり。 君 威 かろく 成て 臣の威 さかん なれば、 時として 十六 七夜の 月 

滿に ちかくて 常の ごとく かけざる 事 も ある ものな り。 やみに 星 あかくて 常の やみの ごとく くらから ぬ 事 も あり。 四月 

は 純 陽の 月 なれば 月の ひかり 明かなら ぬ は 常な り。 しかるに 卯月の 夜の さやかなる 事 あり。 かくの ごとく 陰氣 さかん 

なれば、 地下の 陽も^ すべき 時に 全く 發し 得すして 地震と なる 事 あり。 問、 日月 a は 世界に みて る 事 なれば、 妖 端と 

もに 異國の 蓽 やらん、 日本の 事 やらん とうたが はしく 侍り。 云、 吉凶と もに 人 氣の感 する 所 なれば、 其 國には 見えて 

他の 國には 見えす。 人 は 天下の 祌 物な り。 人の 天地の 中に ある は 人の 腹中に 心の あるが ごとし。 心よ ければ 身の 行钱 


よし、 心よ から ざれば 不作法な り。 其 ごとく 人道-正-しければ 四時の 氣順 なり、 人道 邪 なれば 天地の 氣 逆な り。 人事の 

災も 人心の あしきよ りお； J れり。 故に 天下 阔 家の 政道 は 人心 をお さむる より 先なる はなし。 人心 を 正く する は维 校の 

政より よき はなし。 學 校の 敎も 君の 心の 好惡 とたが ふ 時 は 益 少なし。 君德を 好み 給 ひ、 學校道 明かなる 時 は、 人 近日 

に 明かに 成て 天地 位し 万物 育す。 軍^ 云、 此卷 より 陰 雨し げく 盛夏の 暑 節と いへ ども ごとく あっから.^、 雨の し 

げき 事 はいかなる s„』 氣 にか あらん。 儒生 云、 春 夏 は 陽の 時な り、 しかるに 陰 雨し げく 暑氣 かひな きもの は、 贵腿 とも 

に 小人 志 を 得、 ほしい ま& にして、 正 人 は 言お ほ はれ、 行か くれてな きが ごとくなる もの k 感. f- る 所な り。 問、 七月に 

至て 暑氣甚 しき 事 は何ぞ や。 云、 陰氣 にす くひた てられて、 暑の 甚 しきな り。， 小人 も 己 ひとり 威 を ふる ふ^は、 さす 

がなら ざれば、 上 を もりたつる 体に 見せて、 實は 己が 威 を ふるへ り。 上た る 人 も ひとり 威 を 用る 力 はなし。 小人の 威 

にたす けられて、 ゎづ かに 君の 位 あり。 此氣 天地に 感 する 故に、 七月 立秋に 至て 六月 土用の 炎 暴を發 せり。 ：阜老 云、 

加 賀守殿 在 鎌 倉より すぐに 臭 州 佐 竹の 領分へ 流罪せられ 給 ひし 時、 -越中 守 殿に 飛彈能 S の 勢 を 付て、 金 濁の 城 請 取に 

つか はされ き。 加 賀守殿 家老の 者 どもい へる に は、 加 賀守判 形なくて は 城 を 渡し 侍る 事 成が たきとの に 付て、 加贺 

守 殿 判狀佐 竹より 取よ せ、 越 中 守 殿に 持てむ かひ 給へ と 被 仰し かば、 我々 は 城 請 取に こそむ かひ 侍れ、 ^狀の おはし 

るべき にあら す。 もし 異儀 あらば ふみつぶし 侍らん との 給へ り。 錄倉 中に て ほめ 侍りき 0 いはれ ざる^ を銶 ，55 殿 も 仰 

出されし と 取沙汰 侍りき。 君の たま はく、 しかり。 其 時 陸 奥 守 おとなしき 心 入に て蔡 ゆへ なかり き。 越 中 守の 身に し 

て はさ も あるべき 義 なり。 しかれ ども 加賀 守家來 として は、 又 判 形なくて 渡しが たき 審 なり。 たと ひわた すべく とも、 

多の 士に疲 を 付て、 以来 武士 もなら ぬ樣 にしな さん は 情なき 事な り。 た M 此判形 を 佐 竹へ 返して、 配所より 飛脚 を以 

て金澤 へす ぐに 遣 はした ば 何方の ために も 難 あるべ からすと. S へり。 老中み な 此義に 同じ 給 ひて、 つ、 がな かりし な 

り。 儒者 云、 近 比 唐よりの 書簡に、 南蠻に 釋迦の 別法 あり。 釋迦は 後生 を 本と して 幻術 を 以て 方便と し敎 たり。 南怫 

の 法 は 幻術 をして 國を とる を 本と して、 後生の 說を かり 用 ひて、 f! 便と したり。 赏は S: 怫南佛 相 す。 两 佻 はわ ざ 
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と秘 して 幻術 を 傅へ す、 た 佛の 神通力と 云て、 深く 思 はせ て 置たり。 其 極意 は 幻術 は久 くして は 其 術 あら はる V も 

の 也。 且 もろこし は智 ある 國 なれば， まな じゐに 幻術 を 渡しな ば、 怫法淺 く 成て 人の 信ぜ ざら む襄 をお も ひて 也。 し 

かれ ども 今 は西怫 者の 戒定慧 もす たれ、 た 後生に のみ 迷へば、 南怫の 幻術 時 を 得べき 時節な り。 是 故に 歒國に ひろ 

めて 終に 其國を とれり。 これに 乘 じて 怫 法に 迷へ る國 をば みなとらん とすれば、 かたはし は南佛 者を禁 すと 書り。 ffi 

し 中國に は制禁 なし、 人 信ぜざる 故な りと あり。 いかなる 法に か 侍らむ。 佾 ありて 云、 さも 有べき 事 也。 よき やうと 

て も 跡 ある 事に は 必す弊 あり。 天竺 はす ぐれて 人の 心お ろかに 欲 ふかく 慈悲う すし。 貪欲不慈はすべき^^なけれども 

其 上に 知 あらば 何とも 濟 ひがた かるべ けれど， 愚なる がよ き敎所 なれば、 佛の 方便に て かりに 極樂 地獄 をた て、 愚人 

の 惡逆を 制し 善行 をな さしめ 給へ り。 上 根の 人 は其內 ながら も 正 覺に入 侍りぬ。 中圃 日本 は 人の 性質 淡 欲 慈悲に して 

知覺 さとければ、 方便の 說 をば 除て 直に 成 佛道を 修行せ さすべき 國 なり。 しかるに 佛道 初て 渡した る 人- 大方なら ぬ 

人と は 見え 侍れ ど、 いまだ 佛知を 不知 故に、 すぐに 天竺の ま- - にて ひろめ たれば、 大 なる なぞ を P かけた る 也。. な 

ぞに まどへ る は 無 下の 愚 夫愚婦 なり。 粗 なぞ を 心得た る 者 は、 悟りと 思 ひて 萬づを やぶり 戒 なし。 本の ま、 にて 置ぬ 

れぱ さもな き 者 を わざと 人 を惡敷 こしら へな すに て 侍り。 釋迦佛 は 天竺に て だに 人の 氣 にした が ひて 樣々 に 法 を說給 

ひし かば、 もろこし 日本へ 渡り 給 は！. -、 いかで か此 なぞ をば かけ 給 ふべき。 達磨 は 旣に佛 なれば、 其 心 を 知 給 ひて、 

方便 說を 除かん ために、 直 指の 3 曰 をた て 給へ り。 もろこし は 本 聖賢の 國 にて 敎 明かな り。 末代と いへ ども 民の 心 正に 

近く まど ふ 者少き 上に、 達磨お はしまして なぞ を 除き 給へば、 かの 南 佛の下 法 をば 誰か 信じ 侍らむ。 後々 はまた 達磨 

の 法 を も か はりた る なぞに 取な せり。 達 麼は則 釋迦の 旨に て 侍り。 日本 も 上古 は 神 架お ぼし まし、 かど、 淳 素の 時に 

て共敎 跡な し。 中 圃の聖 敎を學 び、 知者 はわ づか 上つ かたの 人な り。 それ だに 訓詁の 學 のみに して、 心 法 はお ぼっか 

なし。 しかるに 此&ぞ 犬に ひろ ごり て、 土民 かたぶき ぬれば 次第に 國俗 はおろ かに 成 行 侍り。 南佛の 法いたら ば 黄よ 

くぞ 信じ 侍らん。 我 は 山水 木石に なれたる 法師に 侍れ ど、 此 君の 御 志しの 有難 さに Si 出しな り。 人々 は佛法 繁昌の 國 
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と 申さ るれ ど、 我 は佛法 衰微の 1: とぞ思 はる、。 はてく は 南怫の 法に や を はりなん。 日本^の にても 南佛 やお こ 

り 侍らん。 君 云、 誠に 無我の 儕 也。 怫と 云、 神と 云、 聖と云 名を爭 ふこ そむつ かし けれ。 大虛に 二道 あらん や、 敎は水 

土に よるべし。 三種の 神 Sis にて 心 法 も 敎も政 も 調 ひて 欠る ことなし。 堯舜傳 受の心 法 は、 则 天下 を 知の 政 なれ ども， 

執 中の 二字に 竭す。 我 は 佛をも 信ぜ じ、 儒者と もなら じ、 た 天下に 二な き 道を學 ぶべ し。 上に 名な くして 叶 まじく 

ば， 我國 0 事 なれば 神道と やい ふべき。 日月 星辰 は 神 也。 風雨 露 雷は敎 なり。 又 いづれ の 人 を もす て じ、 助と ならば か 

りの 師 とすべし。 眞の師 は 天な り。 道 異なれ ども 德 ある 人 は 見る に 益 多し。 お 一同 じくても 不徳の 人 は^ 少し。 儒者 云、 

佾 は何宗 にて まします や。 釋^ 宗 なり。 佛者 は. S づれも 釋迦宗 也、 然に 今の 八 宗九宗 は 釋迦の 手と り 足と りて 一 人の 

怫 とする がごと し， 怫 法の 外にて はな けれども、 かく かたはし を 以て 佛 者と 名 乘 べきに は あらす。 宗々 みな て 名の 

なき ぞ よく 侍る。 されば， 釋迦宗 と は 申 也。 今 は名乘 せん もむ つかし、 世間に 無用の 者 なれば、 山水の 間に 居て 人の 木 

石に ひとしく 見捨 べき 形に は 便り ありと 思 ひ 侍る ばかり 也。 許 由の 耳 を 洗 ひし も、 天下の 富 $x をけ がれた ると 思 ふに 

は あら じ。 其 身 天下に 無用の 者と みづ から 知け らし。 二度 勅使 を ゎづら はさ じの 心に て、 此行を まう けたる 成べ し。 

儒者 云、 しかり 善 信 美大 § キー 神に 及ば ざれ ども、 賢 君の 下に 立て 國政を 助べき 才 あり。 又 心の 神餓は 大聖の 德 にも 恥 ざ 

AAA 

れ共、 其 天質 才 なくて 山 井の 水の すめる がごと くなる 人 あり。 舟 を やる ベから す、 W 地 を 養 ふべ からす。 かたの ごと 

く 小 家の 口中 をうる おすべき のみ。 堯舜 の聖は 其才大 にして 風波 を 起し、 大船 を 浮べ 衆 河 を いれ、 無数の 魚 を 生じ 神 

龍を隱 し、 呑 舟の ど 遊ばしめ、 神化の 妙 をな す 大海の 水の ごとし。 其 德の祌 明に 至て は 草木 をな めて^ 藥を敎 へ、 

^錢 玉衡を 作りて 日月 星辰の あゆみ を 移し 出す の 知 あり。 知旣に 神明 なれば、 其才 又なら ベい ふべ からす。 しかれ ど 

も 堯舜の 道の 高き 所、 ^3、にはぁらで人倫を明かにするにぁり。 其に ごり をす まし 物 を 照して、 ひき、 につく の 性 は、 

山 井 大河 異なる ことなし。 同く 德と云 聖と云 所 也。 ， 君 云、 其 山の 井よ、 ごみち り を 去て 本の 性に かへ りぬ。 共 小、 海よ、 

ごみち り を 入て けぢ めな し。 夫 有 德は己 を 知て 習の けがれなければ、 -SH 商の 中、 命 を はかりて みづ から 55 れ り。 

«會記^1^-,ぉ三  四 五 
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許 由 其 類なる べし。 僧 云、 佛敎は 戎の風 を 移して 書 様す くみ ぬれば、 .Hit して 现 自由なら ざれば かたくな にて 見が た 

く 侍り。 壯 年の 昔 かたの ごとく 儒 經は昆 侍りぬ。 君 云、 佛敎は 中！： にて 翻譯し 、たれば、 かたくな しき 中に も 義理 はき 

こ ゆ。 日本の 神 書よ、 夷に して 夷の 書た る もの なれば、 其 ま、 押 立て 敎と 成が たきもの 也。 儒舉 明かなら ざれば 神 書 

も晃 がた し。 中華 は 天地の 中國 なれば、 其 助に ぁづ から ざれば いづれ の 道 も 明かなら す。 上古に は 中 因の 聖人 海に の 

がれ 給へ るが 此國 にお はした る 事 も ありし と老祌 主の いひし、 思 ひ 合する にさ も ある 事 多し。 しかれ ども 共 代に は 儒 

と いふ 名 も 語り 給 はす、 た 5- 日本の 神道 を 尊び 給 ひし 也。 釋迦も 誠の 佛 ならば、 みづ から 中國に 渡り 給 ひて は、 よも 佛 

法と はい ひ 給 はじ。 我と 云 ものなん 世 中の 隔こ なる。 儒者と 成、 佛 者と 成、 祌 者と 成て は 德に志 ありと いふ 人 も、 其 

道 を そしれば 顔色 か はりぬ。 同じ 太虚の 大道に 遊ぶ 者の、 みづ から 異を たて 肩ぬ くこ そ片 腹いた けれ。 すべて 有德は 

人 を そしらす、 うつ は 其 人の 非 なれ ども、 弊 あれば こそ 人 も. S ふなれ。 あやまりの 儒 を そしる は 聖人の 悅び なり。 つ 

い ゑの 佛を そしる は、 佛の悅 びに てこ そ あらめ。 眞 |i は 孔子 を しりぞけ • 悟道の 僧は佛 をう つ。 人々 の 心に あやまる 

聖ゃ怫 を 退く る もの 也。 眞僞を わけて 論じが たし、 わくる 所に 門戶 立が 故な り。 我は怫 者に あらね ども、 怫道 をば： 冉 

與 したくお も ふなり。 堂 寺 多く M 澤 山なる は佛 法の 衰微に よりて 也。 今の 怫者は 盗賊に ひとし、 とかく いふに 及ばす、 

僭の しれる 所な り。 され ども 政道のお こたり にて、 渡世の ために 招き 出した る もの なれば、 俄に 戒めが たし。 しかし 

今より 僧尼 令の 法 を 再 輿して、 十九 以下の 者 はみ な 親里に かへ し、 十九 以上の 者 も 心と おこらぬ 出家 はお も ひくに 

還俗 させ、 山寺 はたて 置、 里 寺 は あき 次第に こぼちて 跡 をつ がしめ す。 みづ から 山林に ひきこも らんと 思 ふ 者 は、 心に 

まかすべし。 寺 は^ 山 居の いにしへ に 返し、 今より 後出 {\ が は 二十 以上に して、 實に發 心の 者なら ではな さす。 眞. K 

發 心の 者 は 大樹の 御朱印た ま はるべし。 酒 肉 A 辛 かたく 制禁 し、 女人の 寺參 をと むべ し。 如い 此， ならば 出家せ しほ 

どの 者 は、 皆眞 K の 道心なる べし、 みな 學問 よく 勤むべし。 僭 云、 誠に かくの ごとくなら ぱ怫 菩薩の 心に も 叶 ひ 侍らん。 

軍 者 云、 すべて 異端の 徒 は 平生に 益な く、 軍陣に 用な し。 舟に 乘せ はなれ 鳴に 送りて、 生ながら 成怫 させたら まし。 
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公う ち 笑 ひ 給 ひて、 少し 儒學 したる 者 は怫を そしる を 以て わざとす、 筋 0 痛き に 詮なき 事 也。 赤子の 無知に して 泥 

土に 落 入た る を、 きたなし とて 捨 殺さん や。 民お ろかに して 欲の ために 出 (^ したる を、 情けなく 俄に はいか せん。. 

た あやまり 共に 其 一代 はたて 置て、 繼 あやまり なからん 樣 にすべき • 也。 有 道の 御代に して 慠に 位な くば * 文^ を 

しても ありなん。 無道の 世 又 乱れの 時 は、 貪欲 無道の 下民 を敎 化する 忍 5^ 慈悲の 修行 はすこし き 助 共 成ぬべし。 m な 

らび行 はれて 害せす、 大德の 化 小德の 流なる べし。 儒者 も 佛者も 至極の 地に だに 至りな ば、 無我の 上に は 談合つ くと 

云 世の 諺に も 叶 ひなん。 た？ 其 道を盡 ざる こそ 甲斐な けれ。 軍 者 云、 もろこし にて は 誰 にても 天下 を 取た る 人 王と な 

れり。 此國 にて は 王 はいつ まで も 同じ 御 筋に て、 天下 をし る 人も將 軍と 名乘て 天下 を こそ 心の ま、 にし 給へ り、 王に 

は 長り 給 ふはい か 成 故な らん。 儒者 云、 日本 は神國 といへば 罸を 恐れ 給 ふ 故なる べし。 公 云、 |at 十一の いへ る はとが 少 

し、 儒 生の 此 言よ、 俗儒の 習に しみぬ るが、 思 はすに 出た る 成べ し。 今の II 者 は 淺く學 びた る禪の ごとし。 物 を 跛る 

を 以て 正と おもへ り。 中國と 日本と は大に 異なる 義 あり。 中國は 天地の 初め 氣化 によって 生じた る 共 人 * の 筋 か はら 

す、 百の 氏 あれば 百姓と いへ り。 同く 天地 を 父母と して 生じた る 人 なれば、 本に 民と 上との 分ち なし。 こ、 を 以て 天 

下 をと る 人々 王と はなれり。 日本 は 此^の 姓の：^ に 帝王の 姓 あり。 此國の 人 其 初 は 穴居 野^して i. の^を も不レ 知、 

君臣 父子の 禮も行 はれす、 た 鳥獸に 異ならす。 しかるに 此 帝王の 御 先祖 • 道 を 開き 給 ひて 此 W を 初て 生じ 給へ るが 

如く なれば、 此國の 人に おねて 其恩德 天よりも 高く、 海よりも 深し。 此國の あらむ 限り は 世々 此御末 を 主君と あ ふぎ 

奉るべき 天理 あり。 しかれ ども 代 を繼て 天下 を 持 事 は 天の^す る 所な り。 且久敷 天下 を 持 給 ひて、 あまりに 御 位い つ 

くしく、 神の ごとくし なし 奉り、 下の 事 はおの づ からしろ しめされぬ 様に 成 行、 かつ 藤氏の 人、 ^代 を 稱し給 ひて 天 

下の 權 わかれたり それ も 後は權 威す ぎ 文 華 あまりて， 武寧を 忘れ 給 ひしょり 文武 二に 成ぬ。 事 あれば 武， H にの み 仰 

せし かば、 これによ りて 武士の 威 民に 及べり。 しかるに 官位な しとて 國々 のれき/ \- の 武士 を も 下民の ごとくに あへ 

しら ひ 給へば、 都 をば ものうく 思 ひて、 武士の 梁に したがへ り。 これ  給 ひし^な り。 むかし は^ 彼 
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おはし  給 ふ 。今 は  にて 持 給 ふ 御 事 なれば、 今にして くだり 給 ふ はかへ りて 不吉な り。 武家よ 

り も 御主 筋た る 敬 を 失 ひ 奉らす して、 よく 崇めす へ 奉るべき 理 なり。 天下 國郡は 公家より 武家へ 下され 置た る 御桌な 

れば、 本より 奪 ひ 申た るに は あらす。 世 を繼て 天下 を 持せ 給 ふべき は，  所な り。 又 此國の 御主 筋 なれば 

魔し 奉るべき にも あらす。 いつまでも 官位 は 公家より 申請ら れ、 公家 は 武家の 客と して、 此！ i の あらんかぎり はもて 

なし 奉らで 不？ 叶ハ 道理 あり。 且我國 の あら ゑび す， におち す、 もろ しよりも むかし は 君子 國と名 付ら れ たる は、 禁中 

かくた えす してお はします 故な り 0 武將の 天下 をた もつ も 初め こそ あれ、 次第に 威 高く 位 過て、 謙德 おとり もて ゆけ 

ば、 下々 の蓽く はしく きこしめさす、 御 聞に なやみな くいつくしみ もてなし 奉れば、 いっとな く 床 道具の 様に 備 はり 

給 ひぬ。 大樹の 近臣 は 位官 は 高から ね ど、 公家の むかしの 様に 直參 とて 身 を 高く 持、 國. <  の諸士 をば 义 ((者) と 云て 下 

辇 にもて なし、 きの ふけ ふまで 同じ 樣 なる 士、 或は 上なる 筋の 人々、 かしら もたげぬ 様に 成 ぬれば、 下に はいき ど ほ 

り 世の 變を 待ぬ。 王者の 家の 本より た 人に ぬけ 出て たかく 備り給 ふだに、 謙德を 給へば  給へ り。 

ましてき の ふけ ふまで か はらぬ 士の 君臣と なる は 其 運命に て、 鱧義 天理 本よりの 事 なれ ども、 さもな き 人々 の 無禮を 

おもてと して、 士を かろ しめらる、 事 は、 其 身の 本 を 忘れて あなどる 理.： ^不？ 知な り。 我 は 鎌 食 殿の 御 恩に て國 主の 

つらに 侍れ ども、 他 國の士 をば 小身の 人々 を も 某 殿と ならでは いはす。 路次 にて 色 代せられ ぬるに も、 必す こし をお 

ろ させ 使者 をつ か はす。 此比 は苦勞 かけ まじき とに や、 我 を 見て は 遠くより よけて 色 代す る 人な し。 我 主 ほどの 身上 

の 人に は、 かしこまる もさるべき 禮 ならん かし。 それ も、 王の 家に て 折 ぬ 人なら ば 知人に てな き理 なれば、 かたよ 

りて 通るべき 義 なり。 今 在： 鎌 倉の 人々 を 見れば、 我 傍輩 ほどなる 身上の 人に も、 鍊倉人 わい へば かしこまりぬ。 一万 

石 以上の 名家、 又は 時の 橫 ある 人 はさ も あるべき 事 也。 大方 我と 似た る 位の 人なら ぱ、 鎌 倉 衆と いふば かりに かたよ 

りて 腰 か め 通りな ば、 至極の 鱧なる べき か。 主の 家に て 見ぬ 人の、 しかも それと 知た る 人 あらば、 のりよ けて 通る 

べき か。 國 士の禮 をす るに 千 一本 を 忘れぬ 人 は、 我 も 下に 居て 態 避なる も あり。 大方 は 手ば かり 出して 過ら れぬ、 そ 
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はは づ かしき 事 どもな り。 一万 石 以上 のれき く は、 其禮 少した がふと も、 小身の 國 士は さも 思 ふま じ。 しかるにれ 

きく はかへ りて 殿 被 成よ などい へり。 外様の 小身の 人 ほど 國士に 無 鱧な り。 君の 御 威に ほこりて、 ^の 御邋の そが 

れ給ふ を しらす。 我 死後の 比に は 誰 奪 ふとはなくて、 大樹の 威 わかれなん、 ほしね ま、 なる：^ を 制し 給 ふ 事 も かな 

はじ。 しからば 1： 々にて は 主君 を 討と り、 家老 多 き^は 私 取合に 成て、 此 御代 終ん か。 今 かしこまらせ たる 者に、 乂 

かしこまる 時ぞ 至らん。 かたはら 成人の 云、 小身より 經て 大名に 成た る はお も ひやり ありて、 人 使 もよ く^も 正しく 

あるべき と 思 はるれば， 生れな がらの 大名よりも、 人 使 も あらく 無體 なる はいかなる 事な らん。 軍 者 云、 在 A にて 土 

民 を 未進 奉公に 出し 侍る に、 奉公 なれて 見 ざま もよ ければ， 殿の 御 馬屋 御 道具 持な どに 撰び 出され、 御^野に 出させ 

給 ふ 時、 ぬか わら 薪 等の 御用に、 庄屋 百姓 參れ ば、 昨日まで 庄屋 殿と て かしこまりし^ 村 こそ か はれ 同じ 百姓^ 屋な 

るに、 いつしか 御中 間と 成 ぬれば • 百姓 をう ちた、 く 事 は 常の 事に て、 つよく おごりた る 者 は、 庄ぉ をもう てた、 け 

などい へ り。 庄屋に はよ き 土の はても ある ぞ かし。 叉 下女の 成 あがりて、 小知 行 取の 妻と も 成た る はお も ひやり なく、 

下女な ど をせ めつ かふ 者な り。 しあげの 武士 も 人 がら 武勇 兼て あがりた る は、 生れな がらの 大名より は 思 ひやり も 侍 

り。 武 fsl^ ばかり もし は 上む きの 利口に てし あげたる は あしく 侍り。 主君の 御幸に ひかれて、 何 を もしらぬ 夷 中 士の大 

身に もな り、 小身 にても 直參 など、 て 大身と 同座 すれば、 國士 などに は 不禮を 以て 屑 HI とせり。 まだ 士 なれば こそ 庄 

屋を うつ 中 聞 ほどに はなく i^l: り。 哥人 云、 この 御な だめ 言葉 こそ かへ りて；； V 痛から め 
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博識の 出家 ありて 佛 法の 功 德を 云け るが、 聖德 太子 佛法を 以て 天下 を 治と いふに 至りぬ。. 又 愤 あり 云、 それ 佛法 は^ 

に 一道の たてた る ものなる に、 何 を も か を も 取 こまん と 思へ る は 道 欲と いふ ものな り。 むかしより 出， 冢の世 を 乱り、 

又 佛をも そこな ふ媒ち K1 、にあり 0 佛 法に て 世 を 治る^ なら ざれ ば 釋迦だ に 治る 事 はし 給 はす。 其 後 も ろ こし にても 

日本 にても 怫法 にて 世 を 治めた るた めしな し。 もろこし も 日本 も. 世の よく 治りた る はみ な怫法 以前の 褰也。 有 道の 

世に 釋迴出 給 は S -、 怫 法を說 むと おも ふ 心 も あら じ。 釋迦 のみなら す、 もろこしの 聖 といへ ども 伏犧 以前の 上世に は 

敎を 立る 心なし。 た 佛道は 衰世の 法に して、 多 は 下 愚の ための 敎 なり。 上に 賢 君 まさで 世の 不冶 16- の 救 ひなり。 天 

下 を 平 治す る 道 は 懦 道な り。 よって 王道と もい へり。 王道 衰微に して 天下 平 治なら ざる 故に、 Is ありて 賊 民の や はら 

ぎと なり、 人心 をつな ぎ 助けたり。 釋迦 達磨の 主意 はこ、 にあり。 全く g ま 賢の 君臣 治世の 道と 相爭て * 我 法 を ひろめん 

とに は あらす、 备 立る 所の 道 異なれば なり。 聖人 は 五倫の道 を 行 ひ、 家 をと、 のへ 給 ふに、 我 は 家 を 出ぬ。 聖人 は 子 

孫 を繼を 孝と する に、 我 は 絶ぬ。 聖人より 初て 田 獵を敎 へ 給 ふに、 我 は 殺生 を^む。 かくの ごとく^れ もて ib ば、 其 

末 はたが ひに 誹謗に いたれ ども、 さに は あらす。 我 は 我が 立義 あり、 人 は 人の 立義 あり。 三敎 一致と 云 も (サ ひの はし 

也。 本 一 にも あらす、 ^は大 に^なり。 立義を しらで 我 をい さぎよ しとし、 人 をけ がれたり とし、 人 も 亦 我を货 なり 

とし、 かれ を虚 なりと す。 佛道 はたと へば 源氏 物， 語の ごとし。 よる 所 ありて 後世の ために 一 の 作り物 語 を せり。 本 

たき 事 なれば 罪 もな し。 しかれ ども 其 文 を 好み 其 心 を 好す る 者 は、 源氏 者と 成て 一生 他の 畢を せす して、 源氏に のみ 

か k り 居 も あり。 他 を 學 でも 源氏の 助けと し、 これにし く はなしと おもへ る も あり。 よく 源氏 を 學ぶ者 は、 た 人 ほ 

どに も 色 を このま チ。 然れば虛も亦！；^となれり。 怫法も 一 の 源氏物語 なり。 しかれ ども 性の 近き 者、 好み 舉で 出家と 
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成、 其虚を 以て 家 を 立るな り。 其虚を 無理に 焚と し、 世 はなれた る 道 を 無理に せ逍 とし、 儒 を も 退けて 天下 を も 我 治 

めんと いふ は、 ひいき だ をし とや いふべき、 欲深き とやい ふべき。 容愤 云、 地獄 械樂の 事 愚人の ために 設る のみに あ 

らす。 又 地獄 極 樂の理 丁む の 上に あり。 琪理 不二な り。 理 t ば 事 あり、 事 あれば 理 あり。 天地の 中に だに 一:ir 目 手足 

舟 単の 不及所 多し。 况ゃ虛 {仝屮 又い くばく 世界 ある 事 を 不知、 た 佛 のみよ く M だ を 知 給へ り" 人の 生れ 出た る も 不.； 1^ 

なり- 目 耳の ある も 不審 也。 何ぞ 理屈 を 以て 極べき や。 儒生 云、 耳目 も 人生 も 天地 も 中！：^ 夷 南 被" C 戎北狄 も ^现 有 

て あるな り。 地獄 極 樂とー K 所 あるべき 理 なし。 し ゐて名 付て 心 上に つ、 むる といへ ども、 li: 直の lg 理 にあら す。 ^經 

の說は 無理に 思 はせ たる 理 なり。 本釋； i の 心に もな く、 經 作りた る 者 もしらぬ^ なれ ども、 高 明の 者の 淺く思 ふ 故 

に、 し ゐて理 を 付た るな り。 しかれば 理本理 にあら す、 事不赏 なる が 故な り。 夫^ 敎の よき 事 をば 知て かり 用 ひ、 聖 

言 にても なき 事を聖 語と して 聖心を 凡 心に ひとしく 取な し、 畢竟 己が 意 を 立た る もの は七番 なり。 ^贤の 道 を かり 1^ 

を かり 文章 を かり、 廣く說 て 西と いへば 束と いはる- -樣 に、 知識の 達せる 者の 取て いへば、 小乘も 大乘と 成、 淺理も 

深理と 成、 いか 様に もとりな して はてし もな き樣に 作り、 客 終に 主人と なりたる もの は 佛_敎 なり。 愚 夫 に はおろ 

かなる 說を なして とり 入、 知識 ある 者に は それぐ に說 きかせて、 世 中半に 過て 己が 門： となし ぬれば、 かした る 証 

人は殘 りすくな く、 かりたる 子孫 は 親よりの 有な りと 思へ り。 且方人 多ければ 本理 かへ りて 疑 はれぬ。 むかし 人に 金 

銀 を かした る 者め り、 代々 にこ ふといへ ども かへ さす。 兩主六 代の 後、 かりたる 者の 子孫 は富榮 て、 かした る^の す 

ゑ は 貧乏な り。 證文を 持て こ ひけれ ども、 先祖の 手跡 もなければ 兄 知た る 人 もな し、 ffii 人 もな く かへ りて 作り？ $ にな 

りて 盜の罪 を 得たり。 天竺 は賤 きゑび す 1； なり。 釋迦 幻術 を 習 ひて 神通力と 名 付、 ，あ 民 をす- * むる 手 だてと したり、 

是を 方便と いへ り。 作 花の 造化の ェを うば ひて 不時なる がごと く、 夭 術 も 正 神の 不測 をう ば ひて 人の 眼 をく らませ 

り。 傳へ 聞、 南 怫の法 こ れを傳 へたり と。 釋；！ II は 人 を 善に く 心 は あれ ども、 m ー德 S 樂の^ は 知べき 様な し。 しかる 

に 中華の 神聖の 道 德禮樂 も、 佛 より 出た ると い へり。 誠僞 明白なる 事 なれ ども、 方 人 多く， 北ハ上说なる^^は多く、 明 
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かなる 者は少 ければ、 終に 非理 は 勝て 道理 は 伏しぬ。 神 者 云、 さきに 承 はりし 淺理 も深理 になる とはい か J -。 懦 生 云、 

此 座に は 怫者も 儒者 も祌者 もお はします、 こ V ろみに 論じ 給へ。 我 は 儒者 なれ ども、 佛の 小乘と 云、 法 花 以前の 說を 

とらむ。 儒者に も 勝 申すべし、 法 花に も 勝なん。 我佛 者に 成て いはん、 釋迦の 法 は 寂滅な り。 生 ある 者 は 輪廻して 苦 

を受、 た 生な きに はしか じ。 生て は 世の 禮儀 にした がふ も 叉 可な り。 しかれ ども 輪廻す ベから す。 我 子孫 を 絶て 千 

万の 末世の 生を受 しめじと 也。 儒 者 云、. 聖人の 道、 罪 不孝より 大 なる はなし。 不孝 は 後な きを 大 なりと す。 三千 第一 

の 罪 をお かして、 怫 道の 極意と する か。 云、 ゎづか 千万 年の 數の 5:、 小形の 法 を 知て 無數 無形の 大道 を しらす、 これ 

小人の 敎 なり。 小人 は 子孫の ために 仁義 あり。 君子 孫なければ 其 心地 不仁に 至 易し。 臣 子孫なければ 其 奥意 不忠の 心 

生じ 易し。 且 今日の 祭 を 絡 を 以て 不孝と いへ り。 小人の 敎 しばらく 儲る 事 はさ も ありなん。 釋迦佛 こゝを 以て 方便の 

說法 かぎりなし。 有 もの は 終に 無に 歸す、 天地 も數 ありて 減す、 其 時 誰 子孫 か淺 べき。 造 物 者 を も 不孝と いはん か。 儒 

者 云、 汝 子孫 を だに 亡 を 以て 慈悲と す， 何ぞ 慈悲の 行 をな して 人 をい かしめ 助る や。 曰、 慈悲 もまた 方便な り。 愚民の 

, 欲に 迷 ひて 懷 貪 邪見に して 輪廻す る 者 を 導く に は 慈悲の 行 をな してし ばらく 助な り。 慈悲 は眞の 正覺 にあら す。 こ k 

を 以て 菩薩 も 地獄に 落 と あり。 怫 は何ぞ 慈悲 あらん、 知 明か なれば 時 有て 發す るの みなり。 儒者 云、 生じ 助る の 慈 

悲 方便なら ば 其眞は 何ぞ。 曰、 殺が M の 大慈大悲 也。 儒者 云、 しからば 桀紂の 君は佛 なる か。 云、 欲心より ころす は、 

ころす 者 ころさる、 者 皆 輪廻に しづむ が 故に、 悪逆と なれり。 もし 殺して 我 も 人. <PF ：覺に 入な ば、 天下 を 翁して 一時 

に 殺と も 無上の 慈悲なる べし。 釋迦は 人心の 迷 ひ を あはれ むな り、 形 を あはれ むに あらす。 こ k を 以て 一 人な りと も 

す」 めて 出家せ さする は大 なる 慈悲な り、 其 万- 歳の 子孫 を 絡が 故な り。 かたはらより 佛 者の 出て 云、 物の 給 ふな。 

これ 小 乘斷签 のかた 端 を 聞て 佛 やぶりの 說 なり。 有 相に 執着して さとしが たき 者の 迷 を やぶらん ために、 怫も しばら 

くこの 說 あり。 有と 說、 無と 說、 中道と 說， これみ なた k く 者の 淺深 高下に よれり。 佛法は 如此； 路に定 いふべき 所 

なし、 た^-悟りの人の心のみまどはね地ぁるべし。 儒生 云、 佛の 極意 は 無 なれ ども、 無を隱 さんがた めに 有と 說、 中 
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道と 說、 只 悟る 者 は大乘 かへ りて 小乘 となり、 淺所深 所なる 事 を しれり。 汝 大小 乘の言 を 知て 大小 乘の故 を 不知。 首 

に 大小 あり、 心に 大小な し。 釋 „i も 1 字不說 とい へり。 心 を 知者の ために は 一 字 を もと かすと はさと る 者に まかせた 

る 也。 黄 蘖禪師 の 母 を 殺せる は、 愚者の 目に は 大賊と 見む、 今に 至て 祖師と し 敬 ふ。 且佛 者の 形を兑 よ、 法 を 見よ、 

爭 ふと も隱れ あら じ、 無より 尊 はなし。 怫者 云、 出家の 妻子 を 絡 は 其 鳥獣の 行に 同 きがため なり、 且 輪廻 妄執 を はな 

る 、なり。 魚肉 を 食せ ざる 事 は 食欲 を 以て 生 を 殺す 事 は 邪見の 至り 也。 且 肉食 は 精 を まし 娃欲を 生す。 又 相 火 を 助け 

心 を ふす ベ、 精神 をく らくす。 生類 相 食 は 鳥獸の 事な り。 戒法各 別な り、 無 を 極意と し 殺 を 慈悲と すと いふ ことなし。 

儒生 曰、 これ 叉 小乘の 事な り。 すでに 儒釋 道三敎 一致と い へり、 又 我 遣 三 聖の語 あり。 聖人す でに 妻子 あり、 殺生の 

事 あり、 肉食せ り、 禽獸の 行と いは 何 を 以て か聖 とい はんや。 何 を 以て か 三敎ー とい はんや。 迷 有て 後怫 あり、 

迷な く は怫も あら じ。 迷 は 形に よって 生ぜり。 天地万物み. な 無に 歸 したる 時、 迷 悟 共に なし。 もし. 姊 一人 ありと も 法 

を 說の心 あらん や。 迷 ひなければ 敎も なし。 苦なければ 助べき 菩薩 もな し。 これ を 無上 道と 云。 汝淺 の佛 者、 有 相 

の 儒者 何 を かしらん や。 かたはらに 八十に 及べる 神主の、 烏帽子 狩 衣 着た るが、 つら 杖つ きて ねぶり Ins たり。 額 もた 

げ ねざり 出て いふ 樣、 詮なき 人々 の 論議 かな。 法 問 議論に は 同等の 學カ にても、 口 かしこき 者、 氣根 つよき 者 こそ 勝 

侍れ。 まして 廣く 見た らん 者 は 非 を もちても いひ かち 侍りぬ。 しかれば 勝て 益な く、 展ても 道の 疵と ならす。 しかれ 

ども 今 聞 侍る 所 は 双方の 言 皆 非なる がごと し。 飮食 男女 は血氣 ある ものみな 同じ。 しかれ ども 人道 は禮 儀の^ あり、 

鳥 獸は其 則な し、 人と 諸 類と わかつ 所な り。 何ぞ ひたすらに 陰陽の 道 を 禽獸の 行と いはん や。 かつ 禽獸に は 雄の 倫 

はりあり て、 人に は 男女の 交りな かりし を、 禽獸を うらやみて 作た る もの か は。 太虚に 無 極の 理 ありて 陰陽の まじ は 

り あり。 天地 旣に 夫婦に して 氣 化の 生 あり、 人道に は 男女の 道 あり。 男女 ありて 後、 父子 あり、 父子 ありて 後 君臣 あ 

り、 兄弟 朋友 あり。 禮樂 道？ - つてお これ リ。 た 男女 飲食と なく、 禮 あれば 人道 尊し、 禮 なければ <g; 獸に 近し。 禮 

非禮を 捨て 辨へ もな く、 天生の 道 を. S やしみ、 太虚の 神道 天地の^ 陽 を も そしりて 其 外に 出む とす、 して K なし。 
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花 聞 菜園に 草の 生す る は 天生な り、 拂ふは 人道な り。 魚 鳥の 生 は 人の 食 政な り、 乳 養の 理也。 五穀 草木 は 生 ありて 感 

なし、 魚は感 ありて 情なし。 鳥 は哀聲 ありて 生死 を かなします、 獸は 生死 を かなしみて 生死 を 不知。 こ、 を 以て 五穀 

草木 は 常の 食な り、 魚 これにつ げり、 鳥獸 またつ げり。 殺すべき 理 なれ ども 人に 上た る 者 は 仁心 を 養 ふこと あまりな 

し、 殺 を 以て 樂と はせ す、 くり 屋. を 遠.' くる 理 あり。 不 5 惑の 理を 備、 死生 を 知べき 同類の 人 を あはれ むが ごとく、 禽 

獸を思 ふ は 迷な り。 且 肉食せ ざる を 以て 神 をす まし、 心 を 養 ふ は 時 あり、 精をまさ^-るも時ぁり0 人 鬼 時 ことなり。 

祭に は. 神に 交らん とすれば 相 火 を 助く る 食 は 菜食 肉食と なくさるべし。 喪に は哀 戚を盡 して 樂 なし 0 心より 外に もよ 

ほさ V- らんが ために、 肉 酒 菜 をい はす、 精 をます べき 物 を 食せ す。 病 ありて 生氣 乏しければ、 助て 食す る も 道な り。 

平生の 道 は 食 をた のみて 道 德を養 ふべ からす。 酒 を 飮肉を 食 すれ ども、 禮 義の则 ありて 道 を 行 ひ、 德を養 ふに 害 あら 

す。 人と 詣 物と 尊卑 各^な り、 同類と 云べ からす。 又 天理 あり、 相 食と いふべ からす。 怫者は 仁 を 好て 畢を不 好の 愚 

也。 無禮 有心の すゑ を 見て、 有 鱧 無心の 人道 を 不知。 叉 造化に 輪廻な し、 輪廻と 見た る は怫の 愚見に て、 敎を 不知 

ばな り。 造化の 無盡藏 何に 事 かきて か 輪廻 を 待む や。 たまさかに すぐれて 迷へ る 者、 天性 を 亡して 無窮に も 合し 得 

す、 諸 物の ごとく 死と ひとしく 滅 しも やらす、 しばらく 執着の 氣と こほりて 輪 11 に 似た る 事 あり、 やどり 木の ごと 

く 水の 泡の ごとし、 本な きもの、 しばらく 見えた る 也。 それ を 常と 見るべき か。 天下 無 數の有 生の もの を、 時いたら 

で 無に 歸 せんと すれば とて 歸 すべき か。 人生の 百 歲も天 年を盡 して 終 を 孝と し、 天 年に 不足 こと 1 歳なる も 不孝と す、 

理 にした がふが 故 也。 天地 時 ありて 無に 歸 する は 造 物 者の 不仁に あらす。 人生 五十 年 を 短し とい ふ も 道 を 不知な り。 

天 池の 數を 長し とし 造化に さか ひて 愚作 を 思 ふ も 道 を しら ざれば なり。 幽玄 神妙の 說、 高明廣 遠の 語、 聖賢 不知して 

不一 k に は あらす。 人是を もて あそんで 虛 見に 入、 德を つむ ことな からん 事 を 慮て いはざる なり。 莊老 の^者 初めて 披 

露せ しょり、 佛者 後世の 徒、 聖賢の 輿 意、 老莊の 文章 を 探り 求て、 玄 遠义玄 遠に、 神妙 廣太 至れり 翁せ り、 |«! いよ 

く くだりて 虚. S よく 甚 し。 客僧 云、 形 ある 者 は 一 度 はなし、 万古 1 日の ごとし。 とてもな きもの なれば、 今より 
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たつ も 何 かふ かきたが ひならん。 世俗に まじ はり 生樂 をた のしび て 心 を 明かに し、 道 を なすこと はかた し。 此 心より- 

大切に 大事なる もの はなし。 しばらく 修行の ために 妻子 を 返け、 酒 肉 を. S ましめ、 靜淨の 地に 心 をす まさん となり. 

た 怫者 一流の 義 なり。 世と たくらべ 是非す るが 故に 論 も あり。 汝 は汝、 我 は 我なら で、 我を是 とする 迷より、 人 を 

も 非と し、 人 を 非と する あやまりより、 我 を 愛するな り？ 儒^ 云. • 秦の 代に 三 族の 刑 を 行て、 人の子 孫 を 絶 こと^し。 

汝佛 菩薩 神通力 を盡 し、 人 を 教化して 寂滅の 法に 歸 せしめて、 秦. の 始皇と 行 を 同じく せんとす 0 汝佛 万. -歲 經てさ 

かんに 敎 とも、 天地の 一 呼吸 時 有て 寂滅す る、 万が 一 にも 不可 及。 しかるに 天地 を 以て 少しき なりと する も 非な り 0 

儒生 云、 寂滅に 大小 あり。 身心と もに 減して 爲樂 とする は小乘 の； a 曰な り。 形 色と もに 常住の 法に して、 みな K 如 

のす がた なれば いと はす、 た 心の 理に歸 する を 以て 寂滅と する は大 乘の義 也。 怫敎は 鹿し、 大 なり。 たと へば 河水 

の ごとし、 衆生 は 鳥：；^ の ごとし。 河に のむ もの 多 けれども 己が 滿 腹に すぎす。 1|1 お 云、 さある 事 は小錄 といへ どもし 

かり、 まして^^孥の義はぃづれとぃふべからす" 道に 淺深 なし、 學 者の 心に 淺深 あり、 た 5- 滿 腹の みなり。 ^道の 一 

貫なる をせ はしと して、 怫法 のしな ぐなる を大 なりと する か。 儒生 云、 さに は あらす。 小川の 多 は 大河の 一 にし か 

す、 法 花 は 一 怫乘を 以て 妙 典と せり" 事の. M きを 自滿 する は 凡^の 故な り。 n 者 云、 道の 小大は すぐれたる 人の 論な 

らばよ からん か。 聖人の 徒と 自滿 すれ ども， 其 人 がら あしくて、 怫， の 忍 辱に もお とれる 者 あり。 大乘の 門徒と て自 

滿 すれ ども- 鎌 倉 殿 を 主に 持て 下部 を はなれぬ 者 あり。 小秉の 修行と いへ ども、 淸淨 なる 心 をす ます は、 佐 渡 守 を 主 

にし たれ ども、 士 たるが ごとし。 神 者 云、 法論 はわき に 成て、 人 がらの よしあしに 成 侍りぬ。 人 がらに なりな ばよ き 

人 はし わて あらそ はじ、 あしき 人 はおの づ から 恥 あらん、 高言 何に よりて か ar へき や。 ！21^ 人； IT 男女 は 其德の ひとし 

きを 撰で 夫婦と すべし。 夫婦 は 5： にしての 友 也。 別 道 正しき 者 は赛の ごとし。 財 をた くらべ 論じて 擗姻を { える は 南 鍵 

の 俗 也。 もし 此俗 あれば 君子 は 其 里に も不 入と いへ り。 されば 小身なる 者の 大身なる 人の！^ に 成た るをぱ 利に めでた 

る 様に 世間に いひなら はせ り。 主君の 婿な どに 成た る を も It 殿と て 結構に はい ひながら 誰も S 心に はよ ろしき 事と も 
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おも はす。 すべて 富る 舅 を 求る は 公家 か 町人 か 百姓 か 神、 干： か 御師& どの 類と い へり。 今 は 鎌 倉 衆に も 金銀 を 付て つか 

はすと. S ふ 一 4 はやり 侍れば 同前の 事 也。 主君の 息女 姉妹な ど を臣の 家に たま はるを ぱ尙 すと い へり。 さばかり よから 

ぬ 事なら ば、 堯の舜 を 婿に なされし はいかなる 故ぞ や。 聖人 を 招き 出して 疵 付る 事 は ある まじき 事な り。 舜も 聖人な 

らば 御 許容 あるべ からす。 許 由 は 耳 を あら ひたりと だに いへば、 心得が たく 侍り。 儒者 云、 人の 天質 は庶 人の 家に 生 

れ たる を 天子 公侯と なしても はづ かしから ぬ 者 あり。， 天子 公卿の 子 にても 庶 人に 下して よき 者 あり。 たかき 者の 子 は 

よく、 ひき、 者の 子 は あしく、 定る こと はなき 事な り。 其う へ 夫婦 は 太虚よりの 氣 合の ゑんに て、 たが ひに あ ひしら 

ぬ 者 も、 其 時節に 成て おも はぬ みちびき， W 來" 夫婦と なれり。 あがりた る 世に は 婿 舅の 大身 小身に よらす、 或は 親み 

のしる ぺ、 或は 人 がらの 相 あ ふところ、 或は 媒の あはす るに まかせて 婚姻 を通ぜ り。 たが ひに 利 心なければ、 今の 

様に 人のお も ふ 所 をかん がへ、 そしり を さくる と 云 事 もなかり しなり。 堯の 天子に して 田夫の 子 を 婿と なされし こと 

も、 舜の 德を よみし 給 ひ、 姬 君の 聖人の 妻と 成ても 德の たぐ ふべき を 見 給 ひ、 且 年の ほど 人 がらの 似合し きを はか 

り 給 ひて なり。 尊卑 貧富 は 堯も舜 も 御 心つ かざる 所な り。 其 上天 子の 御 娘 をば 臣下に たま はらで は 何とかせ させ 給 は 

ん。 大樹 國 君の 御 娘 も はらく に 多くば 臣下に たま はらで は不叶 事な り。 女 は 生れながら にして 位な し、 夫に よりて 

位定れ り。 民の 子に 生れても 天子の 后妃、 大樹の 御 臺と成 ぬれば、 女の 第 一 の 位に のぼりぬ。 天子 大樹の 御 娘 にても、 

臣下に たまへば 其臣の 妻な り。 其 夫の 位 ほどに て 男女 上下の 禮 正し。 主君の 聱に成 たれば とて、 女 故に 殿と て 人々 

にう やま はるべき 道理 はなし。 道理に そむきて 敬 はれ、 主君 も 其 道 を わき まへ なく、 其臣の 妻と くだし 給 はすして、 

御 娘の 風を淺 し、 結構に もてなさる、 故に、 尙の字 を もっけ、 殿と 云、 あなどり にもう やま ひに も ぁふ蓽 なり。 其 

人 がら 正しく 道 ((理 )) 明かなら ば、 主君へ も； J と はり 申、 息女に も 道理 を. S ひき かせて、 妻と する うへ は 妻の あへ しら 

ひに し、 御 娘の 奢の 風 を やめ、 又 諸士の §^ 殿とう やま ふと も、 其 敬 ひを受 す、 本の 我に て あるべし。 なを も 諸人う や 

ま は 上へ 申て さある まじき 道理 を 仰せ 付ら る 、様に、 共 人の 覺 悟.^ ズ 第に ていか 様に もなる べき 事な り 0 然 らば 世上 
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の 慢りも 非 禮の禮 も ある まじ。 かへ りて は ほまれと なり、 贵 人の 御 娘 も 嫁し やすく、 申し 請ても そしりな き 様に 勢 ひ 

定り 侍らん。 むかし 李 通と 云^ あり。 光武 をた すけて、 ふた、 び 漢の王 業 を 起せり。 將 軍と 成て は 大に敵 を やぶり、 

國郡を 治て は 百姓 をな で安ぜ り。 しかの みならす、 宫 窒を條 め學官 をお こせり 0 天下 節 一 の 功 ある 上に、 光武帝の 女 

弟伯姬 をめ とれり。 天下の 重す る 所な り。 しかれ ども 生れ 付 千ぼ恭 にして 榮寵を さけん こ と を 忍 ひ、 權勢 をのが れん^ 

をね がへ り。 病に よせて 上書し、 度 身 を 乞し かど も、 天下 をし み 君 ゆるし 給 はす。 し ゐて宫 位 をす、 め 給 ふごと に 

謙讓 いよく まされり。 位 三 公 を 極め、 職 宰相た るに 及で は、 しきりに 病 を 以て 事 を 見す。 後 終に ゆるされたり。 又 

梁 松と いふ 者 あり。 帝の lir なる を 以て 公卿 以下 は どかり くだらす と. いふ^な し。 馬援は 文武 ある K が 傑な り。 且梁 松が 

父 C 友に して 長者なる が 故に、 あへ てへ つら はす。 且敎て 云、 吉\ は贲 からん として はく だり て^きに つくと きく。 

なんだ ち は 身 をた かぶりて 賤 しから ざらん 事 を 思 ふ、 不祥の 本な り。 高に 居 者 は 言 をゅづ り、 つとめて. S やしき を わ 

すれ ざれと。 梁 松 これ をき かす。 しかの みならす、 馬援が 己に くだらざる 事 をい かり、 ひま をう か ひいつ はり を以 

て讒 したり。 其 後 梁 松 終に 身の 災 をいた せり。 さて 叉 詣士の 利に めで、 妻 をむ かふる^ は、 世の中 驟り榮 SI にして 用 

たら ざれば、 ひとり 立 ほどの 力 はなし。 內所 難儀なる ま、 にあらぬ いやしき 心 も 日々 に 出來、 後に は 習に 成て、 恥 を 

恥と も不 思、 なみの 多き に 安 じ おれり。 無 是非 風俗 なれば 鬼 角の 批判に 不及 事な り。 公家 御師 神主 本願 寺宗 などの 事 

は數 代の 習な り。 惣 じて 人の 物 を 請て 世 を 渡る 者 は、 禮 儀の 心う すくなり て、 次第に 賤 しく 成 行 ものな り、 位高き 人 

叉 人に 物 を教る 者まで も、 かくの ごとくい やしく 成ぬ。 奉行 代官な どの 百姓 町人の 師 になる^ も、 百姓 もけ がら はし 

くお も ふまで 利欲 ふかければ、 いづかた もく みな 利な り。 農 商 は 市井の 風と て、 利 を 常と する 境 なれば、 利に^ら 

なる は r と はりな り。 哥人 云、 漢の 飽宣が 妻を少 君と 云、 桓氏 なり。 鮑宣少 君が 父に つきて 學を受 たり。 父 其い さぎ 

よくして つとめ ある を 好して 婿と す。 衣服 財資 男女の したが ふ：^ 多し。 鮑宜悅 びす して 云、 少君は 富贵に 生れて 突 飾 

に 習へ り。 吾 家 は贫賤 なり、 踐に當 るべ からす。 少君 云、 我 父君 子の 德を 好して 妾 •  をして つか ふまつ らしむ、 た 5- 命 
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にした-はん。 -お 笑て 云、 かくの ごとくなる は 吾 志な り。 其 時 少^ 衣服 財寳 男女 ことぐ く かへ して 夫の 家事に した 

がへ り。 如.：： 富 人の 女 をむ かへ、 衣服 以下 E 力 女の つか ひ 入まで かへ して、 わが 貧家に 養 ひし 事 は 心得ぬ 事な り。 さば 

かり 世 中の そしり をお も は i^、 富 人の 女 をむ かへ ぬ こそよ けれ。 むか ふるう へ は 其 遠慮 は ある まじき 事. なり。 其 女子 

を 貧. 冢 にくる しまし めむ も 無 ハ„ ^の 事な らん か。 n 者 云、 我家 貧 なれば 其 男女 以下 を 其 ま. - 置て は 養 ひがたし。 少 にて 

も 女子の たすけ を 請む 事 は、 夫 は 婦を養 ふ 道理に たがへ り。 貧なる 事 はよ く 知て ゆるした る ことなり。 男女 衣服 等 を 

も かへ すべき 者と 見、 わが 女 も 夫の 賢に くみし， 貧 をい とふ まじき 者と しり、 道學の 親み も ありて. S ひ 合せた る もの 

なり。 問、 しからば 妻 方の 物 をば受 ざる ことか。 云、 初 はたが ひの 業 ありてい ひ あはせ、 後に おちぶれ などして は、 

他人 だに 通 財の 義 あれば、 舅も^」 より、 智も 舅に よらで 不叶 事な り。 問、 主の 女 をむ かへ て は 初より 女方の めぐみ 

なる は. S か t -。 云、 女 をむ かへ すしても 主君の 物なら ぬ はなし、 其 上我ネ によりて たま ふ祿 なれば 我物 也。 問、 尙の 

字は杳 1^ より 出た る 字な り、 何とて あしき 様に はとり なした る や 0 云、 書 のこ、 ろ は舜を 尊で 燔 とし 給 ひ • 天子の 

御 女 を こと はりし くだして 舜 にっかへ しめ 給へ り。 其 尙の字 は 夫に つく 故に 舜も 受給 ひぬ。 後世の 尙の字 は 心 か はれ 

り。 いやしき 臣に 尊き 君の 御 女 をく はふる とい ふこと にて、 此時は 尙の字 女に つく まなり。 武士 云、 人 婚と云 事、 義 

士 のせぬ 事と なん。 げに 女に やしな はれん は 口お しかるべき 事也リ 軍 者 云、 大志 ある 武士の 兵 具 人馬 用意すべき 値な 

ければ、 をして 其 用意と し、 終に 功 をな し 身 を 立て、 其う ば、 れし 者に おも はざる 過分の 禮物 あたへ たる 物語 も 

あれば， おも ふ 所 ありて しばらく 女 {\ ぶに やしな はれん 事 は 何 かくる しく 侍るべき。 儒者 云、 おもしろ きたと へ になん。 

吾 もさお も ひ 侍り。 上ら ふの ようい しらぬ 家 どうじなん 我 親の 知行よ 家よ などお も ふ 心 も あり。 つた はる ふる 女房な 

との 事に ふれて はさが なき 事い ふ も あり。 左様ならん 所に 忍びす ぐさん はま； J とに 男子の 心に あら じ。 それ を 常の た 

めしとして 三 あらば 入婿すな、 どい ふめり 0 三な くと も 何に かせん、 女子に 知行 ゆづると いふ 事 はなければ しかるべ 

からむ。 丈夫 を 客と し 請 じて、 我家 內 S 男女 を 扶持 せられん は 道理の ある まじき ことに は あらす。 丈夫 も 絕る家 をた 
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すけた もち、 其 功 其 SIS によりて 上より 祿 たま はらん は、 何 かくる しかるべき。 女子 も 家の 子 も 客の 來 りて 我家 をた す 

けた もちぬ る は、 ありがたき 事に おも ふべき 事な り。 夫 家に 嫁した るよりも、 恩に 感 すべき 现は、 親の {. ^をた つれば 

なり。 客 他 si な-. f ぱ女 (欲の 同姓 を たづね もとめて、 往々 祭祀 をつ がし めん は、 誠に ありがたき 陰徳 ともなり なんかし。 

たと ひ 女 家の 心 これに かな ふと も、 客のお も ひ 愛に あらで、 利祿 のみに あらば、 三の 人なる べし。 客の 心、 浚に ありと 

も、 女 家い やしき 心詞 あらば， 其 客 其 家に おる ベから す。 義 のかな はぬ が ためなり。 武士 云、 或 者の 女 〔糸に 立 侍りし 

が、 其 女 我 ま k なる 振舞 ありし かば、 主君に いとま を こいぬ。 何故と 尋 給へば、 女に？ T れ はれて 身 をお くる is!^ に 人の 申 

侍れば、 しのびす と 云。 主君の 云、 汝 量 あるに よりて こそ、 女に 多くの 知行 あた ふること なし。 家法 心に まかせて 

改む べしとの 給へば、 其 ま、 妻 をお しこめ、 籠 者の ごとくし、 妻の 不仁の 方 人した る おちめのと など 罪に 行て、 {|€： 

よく 治めぬ。 才も あれば、 國 政に ぁづ かれり。 か 様の 事い か 成べき にか あらん。 一人の 武士 云、 かしこくも たくみて 

申つ る 事な り。 誰 主君に すと もさ こその 給 ふべ けれ。 我家に むかへ とりた る 妻なら ば、 n あらす 去べき ほどの 惡行ぁ 

りと も、 女 家に 立に し 堪忍に はな ど何氣 なく もて かくして、 他の まに よせてい とま こふべき か、 かな ふま じくば 立 退 

とい ふ 事 も士の 道に は ある 習ひぞ かし。 御物 語の 人 はたと ひい かなる 才知 ありと も 兄る にたら じ。 ^^云、 もし 共 身 

おもく して 立 退 こと もい とま こふべき 事 も 主君の ため あしき 様なら ばいか あらん 0 武士 云、 十分 一 ばかりの 知行 を 

わかちて 他所に うつし、 方 人し つる 者 を も 共に よく 養 ひ はたさん か。 其 か はりの 軍 位 はみ づ から 儉約を 用 ひ， 又は 本 

妻と いふ 者なくて 子孫 を繼 ばかりにしても ありぬべし。 よし 病 者と 成て とかくせば キ： 君の ため あしからぬ 了簡 も&ど 

かな かるべき。 たと ひ婦に 不仁の 罪 ありと も、 心なが くしいで なぱ、 义才覺 も ありなん。 妻 かたき だに 知 ある 士 はと 

かくま ぎら はして 其 事と なくう ちた るた めし も ありかし。 君 云、 耳舉 問の 核な れど氣 質よ き^はお のづ からかく の ご 

とし。 氣赏 あしき 者の 逹舉 よ、 其 身の S なきの みならす、 道 學の名 を さへ けがせり。 氣！；：；^^-化の理は明白ながら、 其 

功 を 用 ほどの 志學 なければ にや、 さは あらたまりが たき 事な り。 生 質 仁愛 深き 人の 勇氣に ひかれな どして、 かりに あ 
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しき fa ありた る は、 學 によりて はやくし るし ある も あり、 下地 はよ くて 習 は あさき 故なる べし。 II、 いうす く 勇の すく 

なき 者 は とにもかくにも 惡 習に ひかれ やすくして、 一旦 學 によりて しるし ある 樣 なれ ども、 とぐ る 事 まれな 9。 まし 

て 初より 口耳の 學利祿 のた め、 叉 は 生れ 付の 文才に 得た る や 名に よるな どの 學は、 何の 益 か あるべき。 11 生 云、 今の 

世 中の 人の 長た る 者 は 武士な り。 其 武士の 上に 居て、 官位 尊き 人 は 公家な り。 しかるに 出家 御師 町人な どの 賤 しき 心 

のかす にか ぞ へられ 袷 ふ 事 はロ惜 からす や。 公家に して 道に 志 あらん 人 はいか おはし ますべき や。 哥人は 公家の な 

がれに て、 しかも 學文 あり、 志 も 常なら ぬ 人 なれば、 かねてお も ひ 給 ふす ぢも おはします にや。 哥人 云、 乙 、ろみに 時 

中の 道理 をく みて 申 侍らん。 公家の 公 やぶた る 身 持 だに 正しくば、 屋 のちい さくふる び、 衣冠の そこね 色 か はりた る 

は、 官位の けがれに もなら じ。 貧 は士の 常な りと いへ り。 人の 來 りたる に 茶 もな くばち らしな どい ふ もの にても くる 

しから じ。 まづ しき 人の 酒釵 など 人に もてなす こと は禮義 にも かな はす。 內 にまい り 給 ふに も 宿所 遠くば 衣冠の は こ 

もたせ 歩行に て 近所の 蒙の 便所 を かりて 衣冠 を 着し、 くつ はきて まいり 給 ふべ し。 しからば 靑侍 一人、 僕 一人 にても 

事たり なん。 子孫 相繽 のために は 妾 ありて よからん。 公家の 本妻 はさす がに おもてむき へいで、 庭に おる、 事 もな り 

がた し。 奉公人 はくる しからす、. SV かしく ((は j) 下女 一 人 そ ひて 事た る樣 にすべし。 おもてに は靑侍 一 人 僕 一 人 、しい 

て 留守居 もせん ために、 すこし 年より たる 者 下人 にても ありなん。 むつ かしき 口上 使 は、 視を 出し 置 書付 にても 達すべ 

し。 內外ゎ づか四 五 人に て、 世上の つとめ 皆 はぶきな ば、 百 五 拾 石武百 石の 家領 にても たらざる 事 は あるべ からす。 

宿に て はかみ きぬき て 居 給 ふと も、 公家の 風流 ありて 詩 哥管鉉 のあそびもうと からす、 心無 欲に して 行い さぎよ くば、 

誰か これ を 非と せむ。 其 つぎはた とひ 大名 ゆ Y か ありと も 我 身の 衣服 家居 奴俟、 其 外の 公界 はさきに. S ひし ごとく、 我家 

婦 家の 

領 にて 事た る 様に し、 内儀 は R 儀に て 父が 家の. S きを ひに まかすべき か、 婦 家の 富 を かりて 衣服 家居 を かざり、 人 多 

くつ かひ 公界を かざらん はめい よに もなら ざる 事な れぱ、 世俗に い へる めいく 所帶の ごとく にても あるべし。 其つ 

ぎ は 大名 ゑん ありて 婦 家の 合力 をう くると も、 此方より むさぼる 心 すこしも なく、 もとむ る 事 だに なくば、 人の いた 
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はり 思 ひて たすくる XJ  、ろざし をば うけて、 詩哥管 被の 用 を も 助べ し。 此三 のしな にかな はん は 今の 公 -i^ の 時の 中な 

り。 上中下 は 其 生 付の 翳 量と 家の 勢 ひに よるべき ものな り。 君の 給 はく、 その上の しな は道學 力量 かね そな はらで は 

及びが たかるべし， 公家に しても 文武 二道の 人と いふべ し。 しかれ ども 他見より 理を 以て はかりた ると、 其 身に なり 

ての いき ほひと はたが ふ 事 あるべし。 いやしき 妾の 子 は そだちと いひ、 母親の 筋と いひ、 子の 生れ 付なら はしに もた 

らぬ こと 多 かるべ ければ、 公家と 公家の ゑん ほどの 事 は ある まじ けれども * 家領 すくなければ 立が たし。 しかれば 今 

の 公象に て は、 大名 ゑん もなくて かな はざる 事 か。 中の しなに 居て 心無 欲に 行きよ くば、 人の 兑 かねてた すくる 志 あ 

らん はう けて 鱧樂 をお さむる たよりと もな すべき 事 は 何 かくる しかるべき。 朋友 は 通 財の 義 あり。 むかし 或 人^^に 

問て 云、 賢人 一 一 君に つかへ す、 貞女 一 一夫に 見えす とい へり。 我 親類の 中に 後家に 成し 者 あり、 いまだ 年 一 一十 餘 なりし 

に、 後家 を 立ん とお も ひ 定めたり。 誠に 奇特なる 事と 感じ、 おも ふよし かたりし かば、 有舉 M て、 人 賢 女 を 以て ザ 

人に あつる 事 は 道理の 無理な り。 一日 一の なげき 又はつ よかう ばりな どに て さある 事な り。 日月た、 ば 见 して 何方へ 

も ありつけ 給へ。 よくく の 賢 女なら では 後に は あしき 事 ある まじき ともい ひがたし。 我心より おこら ざれ ども、 女 

と. S ふ 者 は 人に ひかれて 思 はすなる 事 も出來 ものな り。 又は かぐし きうし ろみ もなければ、 老後の 悔も あるべし。 

かたぐ 以て 年 もた、 ば、 ありつ けられた るぞ よからん。 夫 ありながら 他に 志 を かよ はし、 主君 ありながら 二心 をい 

だき、 野心 ある こそ 不義の 罪 なれ。 主人 死、 夫 死、 或はい とま を こ ひな どして、 他の 主 をと り、 他の 夫 を 持^ は、 平 

人に して は 常 なれば そしるべき 様 もな し 。或は 國 と共に 存亡すべき 家に 備 りたる 大臣、 もし は士 にても、 lit; 臣志 W 合 

て 道 を 行ひ國 をお こしな どせ し 賢人なら ば、 二君に つかへ ざる 義 なくて 不叶 事な り。 或は もり 立べき 子 共な ど あり、 

或は 夫婦の 志し 死生 を 共に する ほどの 和義 あらば、 二 夫に 見えざる ゆへ あるべし。 其た まさかの 人 を 以て、 た 人に 

ひき かけん 事 は ひがごと 也。 其 人 ほどの 善行 あるべき 事と い へり 

あしがる ぁづ かりの 夜き に まじ はれる が、 問て 云、 拙者 をば うらむ る 者 多く 侍り。 また 言語 首尾 あはす、 たが ひ (一 ±)) 
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行事 多し とい へり。 人の 怨み はもし 左 も あるべ き やと 推量 も 侍れ ど、 言語の 不信に おねて は 何と 思 ひめぐ らしても 覺 

えなき 事な り。 よも 跡な き 事 は 人 もい ひ 侍ら じと かへ り 見 侍れ ど、 夢にもな き 事 なれば 憤りな き； 0 と あた はす。 もし 

御らん じつ けられし ところお はし まさば 御 格し にあ づ かり 度 こそ 侍れ。 儒者 云、 か 様にば かりうけ 給 はらば 不思 儀と 

のみお も ひて 鬼 角の わき まへ ある まじ けれども、 いつぞや 貴殿の 故人 来りて、 貴殿の 御 事 かたられ しついで、 只今の 

說 にも 及び 侍りき。 貴殿の わかき 時よりの 事 どもよ くしり て かたられき。 本より 眞實 なる 人に て 不信の 事な ど は ゆめ 

く 見た る 事 もな し 。我の みならす 多き 故人の 中に、 一人と して 餘 所のう さに も 左樣の 事い ひたる 者な し。 いまと 

て も 他人の いへ る 事に て はなし • た 1^ 身近き 者 どもの 過 あらば ひそかに 吿， 他の そしり あらば 虚說の ふせぎ もすべき 

者 どもの、 過 を 見ても つげ や、 他に なき そしり を 他と 取な してい ふ 事な り。 貴殿 近年 は 物 わすれ 多して 前言 覺 えなき 

故、 後 言た がふ 事 あり。 又 初 はかくとの 給へ 共、 義理の しからざる 事お 来れば 様子 か はる 事 あり。 それ も 物 わすれ 故 

首尾の たが ひたる 事 を つげ 給 はす、 其 上む かしょり 我心の 信なる ま、 に、 物の いひ わけせられ ざる 人 故、 其く せ もま 

じりぬ。 されば 人々 自己に 怨み ある 者 ども 聞 をき 見 置て、 ものわすれの よぎなき 事 をば いはす、 且眞實 のと ころも か 

くして なき 事 を もとり そへ、 あしざま にいへ るとの 物が たりな りき。 又 うらみと いふ も 他人に あらす * みな 貴殿に 取 

立ら れ たる 者 どもな り。 貴殿 は 天の めぐみの ごとく、 人の 一生 を 取た て、 そだてら る、 ところ は あれ ども、 地の 養の 

ごとく 平生に ねんごろなる ことなし。 愚人 は大 なると ころ をば わすれて、 少 きと. ころに おもむく ものな り、 一飯に は 

恩 をお もへ ども 常につ いて 養へば 多き ぞ少 きぞ とい ふ 恨み 生す る ものな り。 主君の 知行た ま はりて、 其 身 父母 妻子 ま 

で 養 ふ恩德 をば 輕く おも ひて、 より 親な どの 言葉の 上の 肝 煎、 平生の 出入 を 重 じて、 より 親の 謀叛に くみする がごと 

し。 天地の 仁 を かねた る は 聖人な り。 其 外 は 大方の 賢人 君子と いへ ども、 左樣 にかね たる 人 はまれなる 事 也。 貴殿の 

平生 人に ねんごろ ならす 疎 * しき は氣 質な り。 しかれ ども 親類 はいふに 及ばす、 そば あたりへ よる ほどの 者、 一入と 

して 贵 殿の 恩 を かう ぶらざる はなし。 めぐみの ひろく 人 をす てられざる は 天質の 美な り。 何 ほど ねんごろに したしく 
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x んも， 人の 一生 を かたつけ つか はす 事 はならぬ ものな り。 凡 情の 常にて 大恩 をば わすれて 小怨 をいだ けり。 また 

贵殿. < ^を 大切に 思 はる、 を 本と して、 人の 惡を つよく 格し 給へ り。 其 人の 身上 あやうく おも ひ 給 ひての 事 なれ ども、 

凡 情の くせにて 其 過ち を かざりた くお も ふより、 さもな き 事 を 人の いふに まかせて、 かろん、 しく 信じ 給 ひて、 我 を 

あしく おも ひ 給 ふとて、 かへ りて 貴殿に 難 をつ け 侍る よし 也。 餘 りに 仁に 過て あしき 者 を 知り 給 ひながら 捨られ す、 

世に いれられぬ 者 ども 近付ぬ る 故に、 不肖の 者 を 近付 給 ふと も、 人の いへ るよ し 物語せられ しなり。 さる 故に 不慮の 

そしり も ありと なり 0 たと ひ 人 見て あし、 と. S ふと も 天の 照赞 よくお はし まさば、 今の 虚說 はきえ 失て、 後， かなら 

す 其 ほまれ あるべし。 貴殿 は 仕 合の よき 人に て、 世 中に おも ひ はかの ゆく とい ふ 人な り。 天の &.^ よきに 極れ り。 ひ 

といの 物語の 入よ く 貴殿の 御 事 を しられた ると 思 はれ 侍り。 君の たま はく、 八 マの 鎌 倉 殿よ き臣 ありて たすけ 奉ら まし 

かば、 武家 初り ての 君 たるべし。 評定 衆 も 隨分私 はまし まさね ど、 大道 をば 敎 べき 人なければ、 び 給 ふべき 樣 もな 

しゥ 伯 術の 名殘 のみ 多くて、 世久く 道な きに 習 ひ 給へ り。 君の あしき 事 はか ぞへ 奉りても 一 もな く，  F- しくお はし ま 

せど も 又つ よきと ころも 見え 給 はす。 代々 次第に 上ら ふに なら はし 奉りて、 床 道具の 櫟に備 はり 給へ り。 道な き は 世 

の 常 なれば、 諸侯の 身と して は ひとり 行 ひがたし。 士民 みな 世の 道な きに 習 ひて、 天下 を 身方と せり 0 大に こそ は 行 

はれす とも あまりなる 事 は 戒め もなくて 叶 はす。 大名 はう つけたる ぞ よき、 かしこき は あしきな どい へど も、 うつけ 

過て 事 乱 るれば 國を めしあげられ たる も あり。 よき ほど をば いかに せん。 今の 諸 疾國 めし はな たれた る 人 も、 さもな 

きも、 其 身の 行跡 はか はりた る 事 も あら じ、 運命 いづかた にか、 りて か凶蔡 いで. こぬ ばかり 也 
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一 含, 言 鼂 TH 

夫 式 は禮を 立、 奢 をお さ ゆる 備 なり。 禮 式の 人欲 を ふせぐ 事、 川に 堤の あるが ごとし。 法 は 多ければ 士民 くるしみ、 

式 はく はしき 時 は、 事す くなくて 人民 休す。 しかれ ども 時に 應ぜ ざる 事 は 行 はれす。 吾國 先君の 蹭式少 乱れた るが ご 

とし、 五十 年の 聞 なれば-せ 間の 勢 ひか はりあるべし。 今に あ ひがたく、 人情に 不叶事 あらば 改む べし。 各 異見 を 加へ 

て 可な り  . 

正月の 禮儀。 一万 石 以上 太刀 折紙 金 馬 代 之 事 

<1  士大將 一 鬥 より 合 のれき/ \ 太刀 銀 馬 代 之 事 

<1 弓大將 はた 大將弓 一 張 之 事 

厶諸士 知行 高に 應じ、 根 矢 拾 本 五本 二 本 之 事 

〈歩士 五人組より 弓 終 一筋 之 事 

厶 あしがる 同前の 事 

此 時分の 足輕は 下-"? あらす。 鉄炮 なき 時分 故、 みな 弓 あしがる なり。 義經 公の 哥に、 矢 を もい すに ぐる を 恥と 

思 ふなよ かけつ ひきつ は あしがるのお ざ。 此歌 にて いにしへの あしがるの よ， き 事 を 知べ し 

厶皮屋 髙に應 じ、 すき 鍬な たかま 何れ にても  一 丁づ、 其 村と 名と 柄に 書付べ し。 三年 目に はめぐ りて 本の 主に 返し 可 

造 事 ， 

厶 町中 處に應 じ、 まさかり， かなつ き • のみ • のこぎり • つちの 類 一丁 づ &右 同前の 事 

<1 禮日 出仕の 往來、 大身 小身 共に 下馬す ベから す。 たが ひに 目 見合せ す乘 過べ し。 大勢の 往來 なれば 下馬 鱧 式に いと 

1 九 六 
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まあら す 其 上 君臣の 禮儀を 明かに する 曰 なれば、 傍 itj^ の これ を ゆるがせに すべき 事 

厶 一門 大臣 のれき， -と いふと も傍輦 の禮敏 中小 性 以上に は 下馬すべし、 左に は 文 道 を 正しくし、 右に は 武道の 心 

たり。 馬の 乘下數 度に 及ぶ 時 は 早 わざの けいこと なる 事 

厶年 六十 以上、 或は 病 者なら ば 先より 歩行の 人 来 時、 使 を 以下 馬 御免 をい ひ、 のりよ け くらつ ぼに 伏して 過べ し。 兩 

方 馬上なら ば、 たが ひに 下馬す ベから す。 わかき 者 小身の 者に は 老人 大身より .1 に 下馬 ある まじき 使 を 追 はすべし。 

其 意に まかせの りよけ、 馬上に 伏して 過べき 事 

<! 太刀 もたせく つ はかす しての りたる はせ め 馬 川 入な り、 下馬すべからざる 事 

厶 家老の 陪臣 下馬す 共、 家老 は 下馬に 及べから す。 士大將 の 陪臣 下馬す とも、 士大將 は 下馬に 及べから す。 5： し 人に 

よるべき 事  • 

國 持の 陪臣に 國持も 下馬し 給 ふ あり、 人に よりての 事 なれば、 下馬す ベから すと なくて、 及べから すと かける は 

おもしろし 

厶 陪臣 下馬す とい ふと も、 下に かしこ まること は 主人の 外に は 有べ からす、 禮容 して 過べ し。 直 t 下馬の 時 は、 下に 

A  < 厶 

居て 拜 して 過べき 事 

<1 直臣 馬上 陪臣 かちなら ば、 陪臣の. 1^ より わきへ より、 見ぬ 体に て 過べ し。 馬上 も それにし たが ひて、 しらぬ 休に て 

乘過 べし。 直臣 かち 陪臣 馬上なら ば 下馬すべき 事 

厶 さむらいつ れ ざる 陪臣 幷 にかち ざむ らい 足輕に は、 詣士 とい ふと も 下馬に 及べから す。 さりながら 人に よるべき 事 

此 時の 足輕は 知行 取の 子な どよ き 筋の もの あり、 まして かちば. SS に はよ き 者 あり。 平 士は下 せで 不 叶お ある 

故に 如此 

A 雨ふりに は 貴賤 陪臣 共に 下馬す ベから す。 互に 左右への りよけ、 位の ひとしき は 言 紫 を か はすと も、 ひとし からぬ 
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は 無言に して 過べ し.？ 衣服 損じ くら ぬれて 禮容 みだる、 がた め 也。 戰陣 におね て 馬上の 禮 なき 现 にたぐ ひすべき 事 

厶諸士 の禮儀 ゆるがせに すべから す。 本土に 高下な し、 君臣と なり、 組 親 組 子と なる は 一 旦の 運命な り。 一朝の 富貴 

に 奢て、 士を あなどる ベから す。 諸士 また 天命 を 恐れ 鱧 儀 を 重 じて、 上た る 者 をお かすべからざる 事 

<1 正月の 鱧に、 諸士來 らば 一門 家老と いふ 共、 其 門に 行て 使者 を 入べ し U 五節句に は、 士大將 物 頭の 家に のみいた る 

べし。 士には 使者 遣 十べ し。 朔望 の禮、 筋目 ある 家 組 親の 外 は繼合 たるべし。 朔 望に 士大將 物 頭に は 使者 遣 はす 

べし。 諸士は 五節句ば かりたるべし。 一門 家老と いふと も禮 返しに 来らば、 又 其 禮には 行べ からす。 尤禮 返しの 使 

者の 返禮 あるべからざる 事  - 

厶 家老 組 親 一門と いふと も、 主君の 外 はた ま 物の 禮に 行べ からす。 宿に 居て これ を 請ば、 使者 を拜 して 可な り。 他行 

の 留守に 音信 物來 らば、 其 家に 行て 拜 すべき 事 

<1 禮節 公用の 外に は、 一門 家老 用人 等の 家に 行べ からす。 或は 筋目 有 之 者、 或は 文武の 友、 或は 情義の 相 叶た る 者、 

彼よりも まねき 此 よりも ゆく 一 (はヒ 各^ 也。 組 親 組 子と なりて は、 切 々往来して 相 親むべし。 然れ ども 遊びた は むれ 

に 無用の 日 をつ いやす ベから す。 文武の 藝に 遊ぶべき 事 

病 をと ひ 死 をと むら ひ 冠 婚を賀 する こと はたが ひの 事な り、 其 返禮に ゆく ベから す。 使 札 も 遣 はすべからざる 事 

厶位 のちが ひたる は 各 別な り、 同颦 ならば 年 を 上に すべき 事 

厶倍臣 の禮、 同座の 中 下に 付べき のみ。 いにしへ の 禮倍臣 に はよ は ひせす とい へ る 是也。 身代 位大 にち が ひたる は、 

聞 をへ だつ る も あるべし 0 文德 あり 武功 あり 年長 じたるな ど、 客と して は 上に 付 こと も 有。 路次 にて 度 臣倍臣 双方 

かちなら ば、 倍臣 小，' わきへ かたより 過べ し。 知人なら ば少 こし か めて 通べ し、 直 臣尤禮 辞 あるべし。 直 臣倍臣 双 

方 馬上に て、 倍 臣下 馬せば、 直臣も 下馬すべし 0 直臣 よりたが ひに 下馬すべからざる の 使 あらば、 のりよ け、 くら 

つぼに 伏して 過べき 事 


厶 ぼくり は 雨ふりの ざう りなれば、 主人と いふと も 木履ながら かしこまるべし、 ざう りぬ ぐ驢 なければ なり ゥ いはん 

や 其 外 は ざう り はきての 禮 節の ごとくな るべき 事 

厶當番 よくつ とめ、 非番に は 用事の 外出べ からす。 文學武 藝逮者 わざ を心懸 べき 事 

厶番に 病氣、 或は 故 ありて 不出者 は、 其 頭 井に 相 番へ可 相斷， - 年中 辦怠 なき 者と 不參の 品目 數頭々 より 可蒈上 15- 

厶朔望 出仕 故 ありて 登城せ ざる 者 * 病人 等、 當番の 奉行に 達し 可 書 出 事 

A し、 がり 山野の 大 がりに， は、 目 見せざる 子 共 も 十六 以上 は 出べ し。 弓い る 者 は 本陣の 前に 可 出、 弓なら ざ t<?^ はせ 

こに 可 出。 常の 小が りた か 野に は、 組 切に 當番の 奉行の ふれ 次第 登城いた し、 供 可 仕 入 々こし 弁 《せ たるべし。 供の 

人馬 民家に 入べ からす、 田 畠 ふみあらすべからざる 事 

厶 城下 鷹 場の 外、 弓の 殺生 これ を ゆるす。 山中し、 きぢの ねら. S とまりに も 可 行。 頭々 に 相 こと はり、 歸 "In 又！ g に 

行て 滞留 中の 様子 ものがたりすべし。 農の さまたげ 百姓の 難儀 なきやう にたし なむべき 事 

厶 たか 場と いふと も、 農の 害 あらば 當 時人 指 を 以て 可 遣 事  一 

厶國 に忠功 ある 輩 は、 國 記に 書すべし。 文武に 精 を 出し、 心がけつ よき 者 は 板に 記すべし。 すぐれて 作法 あしく、 風 

俗 を 乱る 者 あらば 板に 記すべし、 改て 善に うつらば けづ るべ し。 改 ざる 者 は 品に より 改易すべき 事 

厶 知行 物 成、 米 百 三 拾 石の 得 米 有 之 者 は 馬 扶持な くと も 馬 所持すべし。 それより 以下 は 望 次^ 段々 に 馬 抉 持 可 造。 切 

米 取 一 一 一 僕の 者たり とも、 望に お ゐては 馬 を 遣し、 か ぃ領 米、！^ 拾 石 可 遣。 陣の時 は 馬の ため かし 人 有べ し、 急の 時 

はかし 人な く 共の り 出-べき 覺悟 あらば 右の 通た るべき 蔡 

厶 家中 人馬 毎年の 損益 城代 武者 奉行 春 一 一月 中に 改め 記すべし。 一 1 一三の 丸惣廻 輪の さまく ばり、 耍f:Iの^^f常ならびに 

出陣の 人數 つもり、 小 荷駄 等 覺悟可 仕事  _  , 

厶緣邊 のとり むすび 實を いひて 虚 なかるべし。 祝言の 儀 則 知行 高 にても 勝手なら ざる 者 は 小身の 方へ 付. 勝手よ くて 

夜 會記醭 式  六 七 
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も 小身の 者 は 小身の 方に 付て たが ひの 身代 を やぶらす 軍 $1 かけざる やうに 取 持べき なり。 媒の心 入 裁判 肝要の 事 

tj はりの 上 

<1 妾 を 以て 妻と すべから す。 もし 筋よ く 心 ざまよ く 一旦 おちぶれて 奉公に 來 りたる 者なら ぱ、 改の 上に は各别 なり， 

私に なさば 跡目 垒 かるべからざる 事 

ィ本 「此 間数 箇條 虫つ " 亡て 見えず」 ァリ 

<} 旅人 往来の 大路 はいふに 及ばす、 在た 所々 の 小路に 至る まで 人馬の 通 あやう からぬ 様に 道 奉行 常に 油斷 すべから す。 

舟橋 大破に 不及時 修理 を 加べ し。 土民 自分に つくろ ひ來 りたる 小路 井手たり とも、 四 五月の 麥 かり 田う へのい そぎ 

秋 實取納 の 節、 民力 暇な き 時分 は 城下の 役人 を 以て 可 申 付。 奉行 役人 等 民家に 旅 宿す ベから す、 山野に 小屋 を かけ 

て 宿し 食物 調べき 事 

〔〇 以下 ィ 本-一 ノ ミア リ〕 

一 加增新 知と もに 三年 其 知行の 物 成 を 不用、 前の 知行、 元の 切 米に て 可 相務、 新參は 知行の 半分 か 三分 一にて 可相務 

蓽 

右 者 楠 正 成 行 之 云々 攝津國 を 給 はりし 時に、 ー國の 一年の 納米を 不用、 戰國 なれ ども 其 軍役 を不借 云々 三年 も 積 置 

度 思 はるべ けれ 共、 世間の 勢 難 成 故 一年 也。 其 身の 家中 は 主人 次第 なれば 三年 此法を 被 用たり。 名將 のす る 事 は 

曙に 古法に 叶へ り。 後世 加 增新知 給り たる 者 は、 北， 規摸 あらせん とて、 他 借 をしても 公役 軍役 急に 其 知行の 格 を 

なす 故に、 其 身 一代 不勝手に て 家 内 心安から す。 人馬 を も かじけ て 持 事 なれば 主君 も 損なり。 其 身 は猶以 一生 安 

きこ、 ろな し。 新 參の士 は 其 家に 奉公の 功 はな けれども 卒人 にて、 武具 馬具 諸道 具と もに 不足 なれば、 三年の 用 

捨 なくて は、 是猴以 一 生やす からす。 加增新 知新參 はすくな き 事な り。 此分 用捨 ありて 亊 のかく る 事な し。 年- •< 

如此 なれば、 後に は 勝手 能 者お ほく 成國 用達す る 者 なれば、 損得 を 見ても 畢竟 主人の 爲 によき つもり 也 

- 一家 中の 家 及 大破 歟。 又は 家 挾く して 作 事に 及 者 あらば 其 頭. - へ相屆 奉行所に 相 達すべし。 竹木幷 工匠 人夫の 手間 領 
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可 遣 事 付 百姓 町人の 家作 是叉其 奉行 人 見 はから ひ、 ちから を 可 加 事 

一 他國へ 使役 相務 者其領 少して 自分の 物 を 多く 足 ス時は 勝手 困窮に 及べし。 奉行所より 入用 をつ もり、 其-せの 辨 へな 

き やうに 可 申 付 事 

右 何れも 年々 力 を 加る 時 は 多き 事に あらす、 少 き時不 助して、 年 を經て 大勢 困窮す る 時 は、 ^主の 力に も 及が た 

し 

ー諸士 不勝手の 者 同格の 內、 或は 二番 或は 三番に して、 簡略 ぜ しめ、 人馬 を 減じて その 不足 を可惯 簡略に 常り たる 者 

は、 出陣のと きに 可爲 留守居 事 

一 國の勢 三分 一 程 は 跡に 淺り、 國を不 守して 不 叶お 也。 城に 蔵る 者 矢 狭間 を も 塞がざる 雑人 多き 時 は 却て^ あり。 

故に 簡峪 の士を 以て 令 守 城 云々 

一 京師の 客 云、 大勢の 御 家中の みならす、 町屋 在家の 破損 候 事まで 助 給 ひて は、 畢党 御蔵 入つ 給 ふま t きか。 君 

の 給 はく、 他の 國得 は此 法式 行 はれが たからん か。 予は此 志 ある 故に 其 餘慶を かねて まう けたり。 二 男 三男 を 鎌 翁 

へ 出し分 知せば、 すくなくとも 本領の.^. 三 萬 石 は 減すべし。 其 上に 二 万 石 程 合力せ では、 公用 調べから す。 彼是 

万 石の 減じ 也。 今 家中に ある 女子、 他の 國將 へつ か はさば、 此 入用 I 國 一年の 納 米を盡 すべし。 此 不足 借用と なり 

て、 年， *< に 償 は-、  二三 万 石の 領は 費べ し。 以上 七 八 万 石の 減じと ならん。 しから ぱ 他^の やうに 家... 微し、 士民 

ともに 困窮 せん。 予ニ 男子 を 家中と し、 女子 三人 も { 冰臣 にっか はし たれば、 五 人に て 渐く楚 万 四 五千石 也。 .：1^ 屮幷 

町屋 在家まで を惠 みて 高. 4=1 万 石の 納米 は盡 すべから す。 軍 者 云、 髙五万 石 を 以て 武士 を 扶持し 給 は 1- よき 一 備の加 

勢 也。 士民 ともに めぐみ 給 ふ 事 は 君ば かりにて、 世 中に なき 事 也。 これなくても くるしから す、 何 ぞ人を か、 へ 給 

はざる や。 君の 袷 はく、 我是を 論語に 羅び、 叉 楠 正 成に きけ り。 有 國有家 者 不患寒 而患不 均と いへ り。 武士  す 

る 時 は、 A- 馬と もに かじけ て 持 故に、 人数の 名 斗に て 其 用に 當 りが たし。 其 上. くにても 勝手 不自由 なれば、 や 

r  ,tt  , 夜 會記蹈 式  ...  ：  .1 ハ. K  I. 
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すき こ&ろ なし。 忠義 を 思 ふ 志も是 によって すくなし。 多し とい へ 共 ひとしから ざるな り。 町人 百姓 地頭の &を か. 

うぶら す、 かたじけなき £. なければ、 是叉 軍陣に 出る といへ ども、 人數 ばかりにて 實は 用に 立す d,? ゆへ に は 

其 分限よりも 人數少 ふして ひとしく かたくす る 事を好めり。 正 成 用 之 予五万 石の 人 を かさまん より は、 五 万 石の 納 

米 を 以て 土民と もに ひとしう せんと 欲すれば なり。 武士 云、 如 此士民 をめ ぐみ 給 ふ MJ は、 かねて 其 志なければ 其蓄 

へな し。 他 國 の 君の 及び 給 はざる 處 なり" 加 增新知 三年 用 ひす、 城の 留守居に あたる 人數の 分、 毎年 加 はりて お 手 

を 償 ふべき iel^ は、 他闥の 君と. S ふと も 成 給 ふべき 事 也 〔0 以上〕 


夜 會記卷 四 終 
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三種 之 象 解 

天地 ひらけて 人の 道 あり。 人の 道 はすな わち 天地の 道たり。 天地 はものい はすして 人に 敎を たれた まへ り。 祌8^- これ 

をた すくる に 言 を もってし 給 ふ。 神の 代に はい まだ 文字 もなかり しなり。 象と いふ もの ありて、 人の 心の 德を かたど 

り、 敎を なし 袷へ り。 これ 上古の 害 典な り。 天 照皇太 神の 御 孫续々 杵 尊に、 天が下し ろしめ すべき 御 德備 りお はし ま 

し 、かば. 天神の 始の國 常 立 尊より 簿 わり 給 ふ 心 法 を、 三の 象に よせて 奉れ 給へ り。 これ 我^の 文學 書 典の 淵源に し 

て、 天下 國.； k お をと、 のへお さめ 給 ふ政敎 なり。 それ 神代の むかし、 王 代の はじめに は、 此御德 上に 明かに おはし まし 

て、 風化うる わし かりし かば、 位 ある 人 は 君子の 德 にかな ひ 給へ る、 農工 商の 民 は、 上の 德 によりて 不知-小 識の善 と 

成ぬ。 迷 ひたければ さとり もな く、 惡 なければ 戒も なし。 民 聞の 婦女 も 天 遊 を しれり。 ゆ l^.sswliii で、 赠 夫 

心 は 形 色な く、 聲臭 なし。 {4! 々として 內外逮 近な し。 しかれ ども 此 心の中に 三の 德有。 よく^^^ 物 てらし さみし 

て、 わき まへ すと レふ KU*d  く、 溥博淵 泉に し^に これ を 出す の德 をば、 鏡 を 鑄させて これに かたどり 給へ り。 祌明个 

測に して 私な く、  ？ 裕？. g 柔 慈愛の 德 をば、 玉 をみ が、 せて、 これに かたどり 袷へ り。 人 は 萬 物の 長 なれば、 天下に お 

そるべき 物な し。 堪忍の 力つ よくて、 物 を やぶらす。 神武に して 不 殺の 德 をば 叙 をうた せて是 にかた どり 給へ り。 臍 

こしの 聖人 はこれ を 知 仁 勇と 名 付 給へ るな り。 天地の 神道 はから やまと 同じ.^ £1。 fe^: 夏 秋 冬の 色の か はりな きに て 知 

べし。 入の 心 はな をた がふ 事な し。 もろこしの 詩に 作り、 日本の 哥 によむ ところの 心 紫 にても しられたり。 我 朝の 

神 皇の 象と、 もろこしの 聖人の 言と、 符節 を 合せた るが し。 此を きとくと 云べ からす、 心お なじく 道. 一なる が ゆへ 

なり。 故に 神道に 深き 者 は、 儒道 をからで も、 心 法 明かに 政 敎備れ りつ いはん や 異端 を や。 2^ 節 m^{n いたれり つくせ 

I  二種 之 象 解  - 1 
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それ 天道 は 一 陰 一陽 也。 日月 めぐりぐ て 五行の 氣 うつり 行事. 敏 あり。 春 夏 土用 秋 冬た が はす。 生々 してやまざる こ 

れ 天道 也。 地道 は 一剛 ー柔 也。 水火 相い と はすして、 風 雷雲 雨 鍵 露の 神化 やむ 時な く、 よく 天に うけて 萬 物 養育す る 

は 地道な り。 人 は 天 をいた き 地 を ふみ 中に 居て 子な り。 天地 陰陽 五行の く はしく ひいでた ると ころ をう けて 生れた 

る もの なれば、 萬 物の 長と もい ひ、 靈 ともい ひ、 天地の 德 とも 心と もい へり。 神明の 舍 なり。 故に 人の 性に のみ 明德 

の 名 あり。 其 故 は 天地 陰陽 五行の 氣に 元亨利 夷、 誠の 德 あり。 元は 木祌 也。 人に 在て は 仁と 云、 五倫に 配して は 父子 

の 親と なる。 時に を ひて は 春な り。 愍々 として うら、 かに あたたか にて、 物 を 生す る理 也。 情に 發 して は 温和 慈愛に 

して 五倫 相 和睦し， 家と の ほり、 國 おさまり、 天下 平なる の 道な り。 亨は火 神 也。 人に 在て は禮と 云、 五倫に 配し 

て は、 長幼の 序と なる。 兄 は 惠に弟 は 順な り。 時に を ひて は 夏な り。 森々 として あつく、 むした て、 物 を 長す る 理也。 

我に 在て は 恭敬 謙 にして、 長幼 上下 尊卑の 品 正しく、 同 相 ゅづり 相し のがす、 相 こえす。 文理 明に 文章うる わし 

く、 天下の 萬 事 万物 を 品 節する の 道な り。 利 は金祌 也。 人に 在て は義と 云、 五倫に 配して は 君臣の 義 となる。 君 は 仁 

に、 臣は忠 なり。 時に を ひて は 秋な り。 風凉 しく ひや、 かに 成て、 春 生じ 夏 長 じたる 物、 K のる の理 也。 我に 在て は 

裁 制架斷 にして 得失 存亡、 死生の 聞に おひても. S やしく も 得す. S やしく もまぬ かれす。 夷狄に 素して は 夷狄 を 行 ひ、 

富贵に 素して は富贵 を 行 ひ、 患難に 素して は 患難 を 行 ふの 道 也。 貪 は水祌 也。 人に 在て は 知と 云 >  五倫に 配して は 夫 

婦 の^となる。 夫 は 和に 妻は貞 也。 時に を ひて は 冬 也。 寒氣 はなはだと ぢて、 萬 物 根 かたく 陽氣 内に 伏藏 して 不用、 

まさに 來 歳の 造化 をた くわ ふるの 理也。 我に 在て は明覺 分^の 神明に して、 天下の 萬 物 をす べっか さどる の德 也。 し 

かれ ども 其 時 所 位に したが ひて 行 ひ、 其 外 をね が はす。 水の ひき 、にっき、 穴に みちて、 四海に 達する が どく、 無事 

なると ころ を 行 ふの 道 也。 誠 は 土神 也。 人に 有て は とい ふ。 五倫に 配して は 朋友の 信と なる。 友 はたが ひに 眞實な 

共ィ 

り。 時に を ひて は 土用 也。 四時に 應す。 我に 在て は iii: 實無 妄の德 也。 仁義 禮知も 信に あらす とい ふ £ なし。 木 火 金 水 

みな 土用に より， 四時の 末に 土用 ありて、 天道 はやく そく 正しき <ii し。 至誠 無 息な り。 元亨利 貞は 誠な り。 天地の 祌 
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道 は 唐 g 本と もに か はりな し。 懦 道の をし へ、 神道の つたへ とて、 別々 にお も ふ は 道 を 知ざる 者の せ！ I なり。 聖人より 

愚 夫 愚婦に 至る まで、 此 仁義 禮知 信の 德 あらす とい ふ HJ なし。 五常の 性の 名 もき かぬ 賤男賤 女 にても、 不知 不識 おこ 

な ふ 者 也。 女子た る 者、 子 を そだつる 道 をなら ひて 後 嫁す る もの はな けれども、 ■ 子 あれば をの づ から 慈愛の. WW 有し 

て 心 誠 ありて そだつる 故に、 あたらす といへ ども 遠から す。 此 五常 もと 心の ー德 にて あれば ともに ある もの 也 0 子 を 

いっくし むの 心よ ると ころな く 天理 自然の 誠より 出る は 信な り。 子 ものい はす、 已 しらすして 求れ ども 多く は 其 願に 

叶へ り。 たと へ 十に 一 二 あたらす とい へど も、 遠から ざる は 知な り。 我 子の みならす、 他人の 子， もし は あだかた き 

の 子 にても、 赤子の 井の ほとりへ は ひより、 おちいらん とする をみ て は、 おどろき かなしみて * はしりより、 これ を 

すく はすと いふ となし。 是聖凡 一 体の 仁の 端の あら はれた る ものな り。 學 問の 道 は 他な し。 此心を あげて 天地 同根 ガ 

物 一体 Q 本然に 歸す るの みなり。 人欲の 私 を 去て、 其 本然に 歸し、 赤子の 心 を 不失を 仁者と 云。 仁者 は 私な く 欲な し。 

故に 其 心の 樂みを 形容す るに 山の し 0 無私が ゆへ に 憂す、 無欲なる が 故に 靜 かなり。. 死して 亡ざる が ゆへ にいの ち 

ながし。 禮德の 端は宮 社の 前 をす ぐる 時 は 恭敬の 心 生じ、 主君の 御座の 間、 もし は 衣服の ほとり をす ぐる 時 は- キ； 君 

おはし まさね ども、 退きよ ぎて 通るべき 心お こり. 人の 客と なりて は、 禮容を まう け、 i.^: 來れば 地 走して、 くだ 勿 や 

うの 物 にても 客に あたへ て 己 は 不食。 たと ひ 食 するとても、 その 中の よからぬ をと りて、 よき をば 客に あた る，： t き 

0. しづのお、 しづの女の 祭の 客な どもて なすに もみえ たり。 それ 祌は高 けれども おごらす、 ひく けれども へつら は 

0 

す、 みだれす。 たぐ ひに 有て 不爭， たぐ ひは祿 位の ひとしき のみに あらす、 同年 も、 才知の 相似た る もた ぐい 也。 位 

の 高下 年の 長幼 は、 常の 禮 あれば いふに およばす。 年 同じ けれども 才藝 まさる 時 はこれ を 先し、 才錄 おなじ けれども、 

德 ある 人 をば 先す。 すべて 君子 は ゅづら すと いふ 所な し。 己 をす て V 人に したが ふ！^、 心 あるに あらす 0  ^?;^;,は敬せ 

すと いふ MJ なし 0 心虛 明に して 一物 を 有せす。 故に 己 善 あれ ども 不知、 功 ありても 箍と せす、 人に 取て 善 をな せり。 

德 厚して 化す- 心 ひろく 体 ゆるやか なり。 義の 性の 端 は- 己 あしき 事 あれば 恥 を それ、 人に 不義 あれば にくむ 心 あり。 
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むかし 物語に も、 孝子 忠臣 貞女 義士な どの 義理のと 1- きたる 故事 を M て は、 涙 をな がす ものな り。 今日 大 國 を あたへ 

られて 、明日 首 を はねられ、 朝に 天下 を ゆ づられ て-夕に 命 をたん れん 事 は >  いか 成 愚人 も 同心せ す。 しかれば 國 天下 

よりも 命 は 重し。 義 にあたり て は、 たちまち 一命 をす つる MJ  、貴賤に よらすな す 事 なれば、 天下よりも 命よりも 義は重 

し。 故に 君子 は 天下に 義 より 尊き 事な き 道理 を 知て、 天下に おねて 好 惡適莫 なく、 義と& もに したがって 無心な り。 知 

の 神明の 端 はお さなき 子もう つくしき 見に くき をば しれり。 長す るに 及て 善惡を 知、 是非 を わき まふる 心 有。 是非に 

於て は 習の まし わり あれ ども、 美醜 善悪に はか はりな し。 善惡は 孝 不孝、 忠 不忠. 禮不禮 * 眞僞淸 盗の たぐ ひなり。 一 

文 不通の 山賤 まで もこれ を 知 同じ。 不慮して 知 もの は 良知な りと て、 我 身に あやまち あり、 惡心 妄念 生 すれば、 ，其 

儘 我心に 知 也。 君子 は其獨 知と ころに を ゐて愼 なり。 知 は 水の 神明 なれば、 知者 は 水の性の，：： t くなる もの 也。 故に 知 

者の 樂 は 水な りと 云て、 知者 は 何にも まよ ふ 事， なし。 川の ながれて と こ ほらざる ごとく、 變通 自在なる 心 也。 し 

かれ ども 水の 象の 外 をく らく 內 明なる やうに、 知者 はみ づ から 自己の 心 明に てらして、 内に 向て よく 己が 過 を 知。 一 

念の 不善 も 其 初によ くさとりて、 不 遠して 復し、 みづ から 改め 善に うつり、 人の 不善 は みれ ども とがめす、 しれ ども 

いはす、 大知は 愚なる が どし。 しかるに 小人 は 其 水神の 本然 を 失て、 火の 象の どし。 灯 臺の本 くらき が.： ：o く、 外 をて 

らして 內 くらし。 故に 人の 非 をと 1- め、 不善 を いひ、 己が 過 を あらためす -惡念 を 察せす。 小知に して 利口な し。 凡 

心に 小知の 至 は、 利 を 得れば 子孫 を 亡し- 利 を 失へば 身 を 亡す _J 廣 く/、 の 知 を 用る 事 を しらす、 足の 能 を も 手に かね 

ん とする が *：；0 し。 たまさかに 人の 知 を 用る 事 を 知が ごとくな、 る も. 己に ひとしき 小人の 言に したが ひて、 君子の 善 言 

をい み ふせげり。 これみ なか み を かくして 照す… を 求る のた が ひより なれり。 前 事の やぶれ は 後事の 戒 なり。 天下 

古今れ きくと して あきらか なり。 よく 自反 愼獨 して、 さ々 如た る 無知の 知に 歸 すべし 


二 〇 六 
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三輪 物語 卷 第一 

<& 'はむかし "- 天子 世 を 知り 袷 はざる こと 年久しく、 武家の 威 もお とろへ 行て、 天が下に 令し 給 ふこと 叶 はす、 1^, は强 * 

に 役せられ て、 靜 かなる 時な く、 も 朝夕の の そな へ も  なり。 まして 公家の 人 々は、 しるべ を たづね 

て、 田 舍に身 を隱し 給へ り。 八月 十五夜- 三輪の 山 本 はもの 〔ことの 外,？ J しづかに て、 禰宜 だつ 人 あまた も あらす、 

居士な どうち まじり、 四 ft 人物 語し、 うち ながめた る もい とさび しげな り。 こ、 に 京の すみか 《を-)) うし &ひ給 ひし 

公家の 君達に や， なれたる かう ぶり、 なをし いうに けだかく 着な し 給 ひ、 顔 うちあ をみ て、 やせく なれ ども、 わ. A 

厶 S 

く淸げ にて、 た 人と は 見えす。 古謝な どに や、 うち うそぶき 給へ る もな つかしう み ゆ。 社 {. ^とお ぼしき かう ぶりす 

がた なる ぞ 〔れば 一〕、 しる 人 にゃあり けむ、 さう じい れ^りて、 こよ ひだに とふ 人 もな くつれ ぐなる を、 ((月の 一) ：- かた 

ぶく まで ((は 一).；、 こ、 にて 御覽 ぜんやと い へば、 たちよりて 物語し 給 ふ ほどに、 月 もさし あがりぬ。 かたはらなる 人、 

さきにの たま ひし 事 はとと へば. やれた る 狩 衣 着た るね ぎ 云く、 本朝 は 三界の 根源に して、 神明 を 以て 元. m とす、 神 

明 は 宇宙の 宗廟 也。 我阔 開闢の はじめ、 天地と 共に 神明 あら はれ 給へ り。 故に 國を 祌阔 とい ひ、 道を神道と_}^ふ。 ：ニ 

國は三 光の 國 なり。 天竺 をば 月 神の つかさどり まします 故に、 月 氏國と いふ。 唐 は 星 神の 掌り まします 故に、 旌旦と 

云。 我 國 は 日 神の つかさどり まします 故に、 日本と いふ。 月 星 は 日光の 分附 なり、 故に ニ國は 我國の 末流な り 0 千界 

の 源、 萬！； の 本 は我國 也。 ことに 小國 なること、 三 Si の はじめなる 證據 なり。 万物み な始は 小き もの 也と いふ。 4:^ 逮 

は はしぢかき 柱に より 居て ながめお はしける が、 かへ りみ て、 今宵の 月に 心の くま あらん も 本意な きわ ざな り、 至情 

をい ひて あそび 給 はす や。 にくみ 給 ふま じくば いひ てんとの 給へば、 社家う ちゐ なをり て、 雲のと 入を恃 うけ 奉りて- 

木の間の 月 を 御覽ぜ させんと は 思 ひかけ ざる 事な り。 しかの みならす、 我人の 至情 をい ひて 身の 益と し、 まど ひを辨 
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へ 侍らん に はます こと 侍ら じ、 まづ こそ 承 はらめと いふ。 公達 * 其國に 住て は、 其國の 君なら では 他に 君 ある 事 を 知 

侍らざる 事 は 臣の常 〔道 &〕 也。 我 朝 〔國 一〕 の 皇統 を 至尊と あ ふぎ 奉る 事 は 本よりの 義 なり。 しかれ ども， 三國 にあ はせ 

ていふ 事 は 無用の ことならん か。 神明 を 宇宙の 宗廟と する 事 は、 其國に 私すべき にあら す。 太虚の 神明 を宗 とする 義 

なれば、 四海の 内、 一本の 宗 〔家 *〕 なり。 また 三 光の つかさの 圃と いふ 義は、 道理な きに 似たり。 日 は 暑 を 掌り、 月 は 

襄をっかさどる〔れり^0。 ひとり 行て は 寒暑 をな し、 相 交て は溫凉 をな す。 春夏秋冬 これによ つて なれり。 星 は聱を 

掌り、 辰 は 夜 を つかさどる。 日月 1 ^辰 四海 を 照して 私 照な きと t そき け。 叉 天竺の を 月氏國 と- S ふ 事 は、 半月の 

かたちし たる 國 なる ゆ ゑな り。 釋迦 の國は 西な りと い へど も、 南に よれり。 月 は 西より 明 を 生す る もの なれば、 西戎 

の內 にわきて 月 氏 國と云 も 〔て 一〕 あるべし。 東夷 多し といへ ども、 た 1^ 璺秋津 ばか リ 日本と 云が ごとし， - 掌る とはい 

△  I 

ふべ からす。 日本れ 內 にても 〔は 一〕、 京の はて を M 〔王 一〕 城と はせ す。 神 も 人皇 も 九州より おこり 給へ り。 後に こそ 日 

本の 中 國には 住せ 給 ひけれ。 曰 月 は 東西より 出 給へ ども、 中 夏 中會 し， 中和の 氣の あつまる 所な れぱ、 太虚の 神道 

の宗 をた もち 絵 ひて、 東西南北の 宗國 なり。 私な く 天地の 理の あるべき 様に いふべき 事な り。 すぢ なき 事の み. S ひ 偉 

ふるゆ へに， 神道 は 次第にお とろ へ 侍 〔た 一〕 るな り。 佛者は 〔も 一〕 理も なき 事 をい ふ もの なれ ども、 世に はびこりて 方 

A 神  厶厶厶 A 厶 I 

人 多き 故に、 おして 行 はる- - なり。 今祌 道は微 なれ ぱ、 道理 明かに 正しくて だに 立が たき 時なる に、 すぢ なき 事 をい 

ひて は、 い よく 亡び！：」 近 かるべし との 給 ふ。 叉 一 人の It ぜ云、 神道 は 根本 也。 儒道 は 枝葉 也。 佛法 は花實 なり。 神 

△ 神 

道の 根本なくて は 儒道の 技 もな し。 儒道の 枝なくて は怫 法の 花實も 〔ぁ活 〕 らす。 これ を 以て 怫 法の 花實 はもろ XJ し 

の 懦 道の 枝に よりて 傳る 〔り 一〕、 終に 日本の 根本に 合す。 是を佛 法 東漸す と. S へり 〔る *〕。 上宮 太子 は 措 者な り。 むか 

し 儒經も 佛徑も 渡りし 事 はわたりし かど、 すぐに 漀 r 音 一〕 にてば かりよ みし かば、 .S か i!^ ろ 事と も 其 心 を しらざる 所 

に、 上宮 太子 出 給 ひて、 神 書の 和字と 〔に 一〕 も 漢字 を 付て 字の 心 をし らしめ、 また 儒 (「腔 一)) 鄉經 共に 和訓 を 付て よま 

攀  攀 

せ 給へば、 はじめて 其 心 しられたり。 誠に 聖智 にあら すして は 成が たき 事な りと 申傳 へたり e 日本に 大功 ありし 人に 

二  r>< 


二  OA 

てお します といへば、 55  士云、 其 神代の 抄を かき、 曰 本の 傳記 書た る 入々 に は、 公 {_ ^《に も あり、 屮に汆 も あり、 

いづれ も怫法 信仰 C 人に で、 上宮 太子 *S 負の 人な り。 愚者の あやまり を證據 として、 いよくつ けました る 事 多し。 

史書 傳 記と いふ もの は、 上古の 代の 至德を あら はし、 古の 賢者 を あげて、 後世の 鑑 とする 物な り。 次_,戰：£の^1^を記 

す こと は 道なければ かなら す 亡ぶ る 事 を 示し、 時變 をし らしめ たる もの 也。 もろ XJ しの 書記 は、 みな かくの ごとし。 

曰 本 にても 欽明 帝已 前の 書 は、 もろこしに 同じ かるべき を、 佛法 渡りて -、 仏法の 威光 を 加へ 〔から -J むと て、 天神 地 

鲁 鲁 

祌 人皇の 其 初の 事は隱 して 記さす。 其む かし は 人 もな く、 何のた、 〔かた ほ〕 ち もなかり し を、 ^法 渡りて 後. 上 {H 太 

攀 攀 

子に 至て、 はじめて ひらけた る やうに 書な せり。 時の 人、 太子に 諛て 書た るが りて、 後の |_ ほ據 となれ り。 太子 已前 

の 書 は、 或は 守屋の 家に ありて 一 乱に 亡び、 或は 入 鹿の 臣の 亡びた る 時、 燒れ などして 缩 〔紛 *〕 失たり。 神代の « ^を 

抱て 正 人な りし 人々 は、 多く は 守屋に 合せて 亡され、 牛； 淺 りたる も 山林 深 草に 隱れ たり- た 佛 法の 方 人ば かり 時 を 得 

て、 世に はびこれり。 上宮 太子 以前に、 書 を もよ み 道 も 行 はれ、 事物の制庋も屮l;ょり習ひとりしli據〔^^l*〕ぁり。 日 

向の 國に住 給 ひし 地 神 五代の 間 は * 年 久しき 事 也。 高麗 新羅 百濟 は、 九州と にて、 日本の 幾- 5： 東 1- よりも 近ければ * 

1 國の ごとくに て 通路し げく、 互に 親み 往來 して、 言葉 も 通 ひ、 朝鮮 は中國 にした がふ g; なれば、 何審 も^ 人の 制作 

は、 中國と 一度にし りぬ。 されば 朝鮮より 艄 にて 九州に わたり、 有無 を かへ、 又 彼よりも 来り、 是 よりも 行て * びな 

どして、 數 百年 を 歷て、 事； i 次第に 備は 《れ a) り、 朝鮮より 中 國 にも 通じて、 たが ひに 風 を も 3!!! み 二) しれり。 或は 風 

に はな たれて、 もろこし 人の 直に 来れる も あり。 地 神の 御代に 日向の 國 にして、 文武の 道、 物の 制、 ともに 傅へ 知リ 

給へ り。 神武 帝の 國巾 〔中 國ィ〕 にわたり 給 ひ、 大和 國へ出 給 ふ 事 も、 九州と は 地 はなれ、 海道 隔 りたれば、 船な く 〔ら， 〕 

て は 叶 はす、 帝王 こそ 初て 出 給へ、 地 神の 代より 通路 は 偉て しげく、 事物の 制 も 習 ひし.^ り 〔り 給 ふ 一〕。 しからで は 

神武 帝と 賊 との 合 戰も、 何に よりて か あるべき。 人皇 七 代 孝， 邀 帝の 御宇に あたりて、 徐 福と いふ^、 海中の 仙お を 求 

ると いひて、 秦の惡 政 を 避、 男女 數千人 を引俱 〔供 一〕 し、 中闕を 出、 富士山 を 見て 蓬萊 山な りと て 米る と .$ ふ も、 本 
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より 朝鮮人に， 日本の 案內 をよ く 聞 をき、 仁國と 知て たのみ 来る もの 也。 前に 通路し 約束した る 〔り 一〕 ともい へり- 

A 驊 

徐 幅が 大船 敎艘に 多くの 貨を 積、 男女 數千人 をのせ ((て 活)) 、蓬 萊山を たづね、 管 絃舞樂 の 遊び、 詩文の 妙 を 以て， 仙人 

仙女 を 招き 出し、 不死の 藥. y 得む と ((しほ)) て， 色々 たくみに 偽り、 中國を 出、 日本に 遁れた 〔さ 一〕 る 事 は、 もろこし 

の 書に 具に 書 載 侍る 也。 同じ 偽の 謀 〔議 a〕 にても、 徐 福が 所爲 をば ほめた るな り。 其 故 は、 秦の 始皇が 〔のこ 人 を 殺す こ 

厶厶厶 一 

と 草 を がごと し 〔く *:t 文才 知 德藝能 ある 者 をに くみて は、 とかく 殺す ベければ、 書 を 抱き 隱し、 文 道 武事 を學び 

仝 

得て 〔て傳 へて 一： r 危き 者の かぎり は、 皆 引 つれ 數千人 を 水火の 內に 〔より 一〕 救 ひたれば 也。 日向の 國 にして 地 神の 御 

代數 千歳の 內、 いっとな く 通路 あり。 道 擧禮儀 諸 物の 制も傳 〔て ほ〕 來 るう へに、 徐 福が 數 千人來 ((り 一)) て 里 をな した 

り。 本より 日本に のがれた る 者 共 は、 中 國に經 典 絶たり とも、 異 國に淺 し 置な ば、 時 ありて か へるべし とお も ひ、 万 

歲を含 メて來 りたる 者 なれば、 日本に て 生れ そだちた る 子 共に は、 一し ほに 學問 させ、 本より 唐人の 子 なれば、 唐の 辞 

は 生れながら 通ぜ り、 書 は 達者な り、 日本に 生れ たれば、 日本の 言葉に 通す 〔ぜ *〕 る 事 は 勿論の 事 也。 もとより 大志 

を 含" て 来る 者 共 なれば、 兩 方に 通す 〔ぜ *〕 る樣に そだて たれば * 日本の 書 を 見て は 漢字 を 付、 漢の 書て-は 和訓 をつ け 

て、 明に 通じた る ものな り。 今日 本に て 生じた る 唐人の 子 を 見ても しられ 侍り。 書 をよ むこと も講 する こと も 唐 倭と 

もに よく 達せり 〔者な り *〕0 むかし は 日本に 人 も すくなし、 しかるに 一代 二 代の 內に は數 万人と 成た る 唐人の 子、 一 

參 鲁 

國を もな すべき ほど ありた る 事 なれば、 何事 を傳 へん も、 なさん も、 たやすき 事 也。 又 日本の 神代の 文字 ありし と 云 

をき けば、 中 國 の 上古の 文字 也。 また 人 王 十六 代應神 天皇の 御宇に、 百濟國 より 經典を 博士 持て 渡れり。 書！^ ともい 

ひ、 論語 也と もい へり。 天皇 其經 をよ ませて 講明を 聞 召し、 さて また 汝が 國に汝 よりもよ くよ む 者 あらば、 重て わた 

すべし と 勅 ありて、 さまぐ の を. くり 物 どもた ま はりて かへ し 袷 ふ。 其 後 王 仁 来て、 王子 公卿の 師と 成て 經を敎 へ 奉 

れり。 應神 天皇 道理 を悅 ばせ 給 はで は、 王 仁 を も 召べき か、 王に 来て 書 を 講じ、 本より 道 をし ろし 召た る ゆへ にこ そ • 

仁 德大皇 も 難 波の 御子と 申した る 時、 兎 道稚郞 子と、 互に 天下 を 讓り給 ふの 善行お はし まし けれ C 其う へ、 むかし は 

二  10 


日本人の 言 案、 漢の 言葉に 近 かりし 故、 昔樂の 律呂の むつ かしき 事 を だに、 た 一  わたりに て 習 ひ來る ほど、 昔の 人 

厶 * 

はさと かりき。 しかの みならす、 同じ 御 時に、 棻の 姓に 弓 月と いふ もの、 百 二十 縣の 人お つれて 日本に 來り 住居して 

歸ら す。 又漢 より 阿知と 云 者、 4： 七 縣の人 を 引 具し 来る ともい へり。 又 人皇 二十 七 代權體 天皇の 御宇に、 叉 百濟^ よ 

り 五經を 渡したり しに も、 博士 添て 来りたり。 佛書は 其 後、 人 王 ti 一十 inll*)) 代欽明 帝の 御宇に 初て 渡りし 也。 上宫太 

子 を またす して、 漢の書 〔字 一〕 に 和訓 を 付た る 事 疑ひ& し。 守屋の 大臣 は 儒者 也、 害 をよ ますして、 儒理 をし らん や。 

正旌を しらで は、 怫法を 邪道と 云て、 ひら 〔し 一〕 き 退くべき にあら す。 叉 
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赛山 第 六 

より 初り たる 樣 にい ひ傳 ふること は、 佛 者の 常 也。 夢にも しらざる 上代の 

中 國の樂 を だに、 皆 沸の 作の 樣 にい ひなし、 證據 ある 天地の r- と を だに、 わきに なして、 證 據も理 もな き 怫說を 〔とこ 

いへば、 一 として 取べき 事 はなき 也。 むかし 齊の大 夫に 王孫 賈と いふ 者、 閑 王に つかへ たり。 王 出て 走れり。 賈 王の 

所 を しらす。 賈が 母の 云、 汝 朝に 出て 晚に歸 る 時 は、 我 門に よりて まつ。 汝暮に 出て おそく 歸る とき は， 我ち またに 

よりて 望む。 汝今 王に つかへ て 君の 所 を しらす。 何の 面目 ありて か 家に 歸る ((ぞ *)) やとい ふ。 賈大に 恥て、 市中に 行 

厶 厶ー 

て 云、 淖 c 卓 一 U 齒齊國 をみ だり、 閎王を 殺せり。 我と 齒を誅 せんと 思 ふ 者 は、 右の かた ((を 一)) ぬげと いふ。 市.! § 人 

t れ にした がふ もの 四百 余人 あり。 則す ぐに 其 勢 を 引 つれて、 俄に 淖 〔卓 一〕 齒が 所に とり かけ、 うち 殺し、 主君の 敵 

を 取たり し は、 に 異なり。 問、 頼 家は實 朝の 爲に 害せられ、 實 朝は賴 家の 子 別 當公曉 がた めに 弑 せられたり。 親 

の 敵 なれば 討た る 事 道理なる か。 云、 尤親 Q 敵 は 討べき 義 なれ ども、 こ- -に又 大義 あり。 實朝を 殺して 公曉死 すれば、 

頼 朝 ((公一)) の 子孫 は 亡るな り。 祖父 賴朝 ((公一)) より 見る 時 は、 子孫 を 亡し、 天下 を 失 ふべき 行 をな すは大 不孝 也。 た 

とひ 其愤り あり 共、 命 を かぎりに 相 待て、 實朝 ((公一)) の 子 も 生長して ゆ づりを もな すべき 時に 至り、 天下 あやうから 

ぬ 時節に 臨て すべき 様 もめるべし。 其 聞に 實朝 ((公一)) 終りたら ば、 家の ため 天下の ために 堪忍した る 憤り は、 墓の 木 

• を 一 太刀 切て 自殺 〔害 活〕 せん も 神妙なる べし。 實朝 ((公一)) に 子な し、 して 終り 給 は J -、 眼前に 頼 朝 ((公一)) の 孫 を 置な が 

ら * 京より 將軍 よび 下し、 北條が 〔の, s〕 天下 を 執 こと も 勢 ひ 成 まじければ、 登曉を 還俗 させて 立べ し。 しからば 我 子 

△ 仝 

ありて 後、 叉 志のと げ樣も あるべし。 はうた で 叶 はぬ 敵 をうた す、 公 瞟は討 まじき 伯父 を 殺 〔弑 一〕 して、 先 

祖の生 を 絶たり。 とにもかくにも、 せ 國の敎 をう けて、 仁義 を 知ざる が 故な り。 社家 云、 

にて、  の 浦に 逍遙し 給 ひしが、 風に はな たれて の 浦に 着せ 

袷へ り。 聖人に てお はし ませ ぱ、 國 人の 昔に 通じ 給 ひ、 かれ も 聞知べき 様に ものの たま ひき。 其 時 東西南北 は 

いふに 及ばす、 隣國 も通ぜ す。 深山 廣澤 のみ 多し" 隨魅魈 ^大地な ど 多く  ((て 一))、 人 AJ なやまし * 國 民の 歎き 絕す。 

ニニ 一 


ニニ 一！ 

これ を 隣み 給 ひ、 牲 など 云 もの を 出す ごとに、 其 所に 忍びお はし， 2 し、 持 袷 ふ 叙 をぬ きて、 大她を 切 ころし 給へ 

り" 魈 魅魅魎 の神靈 ある もの は、 聖人 神武の 德に 恐れて 退き 平ぎ ぬ。 ^民 其 神武 を 恐れ、 仁愛に 懐き 奉りて. 魏 とも 

思 ひ、 主君と も 思へ り。 た 人 M のた ねに おはし まさねば、 天 を さして 神と いへ り。 民の！^ひのぞき近開けて、 次第 

くに 國 ひろまり * 御德化 及びし かば、  、 よしある 女子 をみ ゃづ かへ に備 へて、 天の 神 

の 御子 孫 を 以て、  其 人に して 神の 用お はし まし、 天神の 化生し 給 ふが ごとく 

なれば、 無窮 氏、 水神 氏、 火 神 氏、 有 木 氏， 有 金 氏、 有 土 氏、 象形 氏の 次第 を さして  、 

厶 A  <s 

。 天 照皇の 御子、 天 忍穗耳 尊まで、 二 代の 御 

德は、 人ながら 神の ごとく なれば、 此 《國 *)) におち ゐ おはします まじき にやと 疑へ り。 是を 以て 二 代 は 天に おはし ま 

して、 くだり 給 はすと いへ り。 瑷々 杵 尊より、 三代 は 神 德靈明 なれ ども、 此國 におち ゐ おはし ますと 思 ひて、 民の、.：" 

AAA  AAA 

安 かりけ り。 こ、 を 以て あまくだります といへ り。 天 照皇太 神の 神 を雨资 童子と て 作り 奉る を 見れば、 

<5 厶 厶ム厶 厶厶厶 厶厶厶 厶<"<1<1厶<1<3 一 

もい へり。  、 此國の 人に あまねく 禮義 知 せんと 

おぼしめし、 日向 は邊 〔島 *〕 地 なれば、 大和の 國に出 給 ふ。 其 時 賊徒 ふせぎ 奉りし かば 、犬に 軍 ありて たいらげ たま 

ふ。 所々 〔ろお〕 に 賊徒 多くして 禮 鎖を闭 ひす。 C 其 上大她 など 多 かりし かば、 常に 武を とし 給へ り。 しかの みなら 

す、 s 本 は小國 にして 貨 多し、 他の 夷の ために 奪 はれ 安し。 世々 武勇に 得たら ばよ からん と 思 召て、 みづ から 武威 を 

專ら にし 袷 ひ、 大她 をき り、 賊徒 をした がへ、 纏. 魅魍 魉を驅 0 遜 *〕 給 ひ、 民 居を定 給へ り。 祌の德 にして、 武道 かし 

こくお はします とて、 國 人祌武 天皇と 申 奉れり。 天 照 皇の御 時 は、 いまだ 文字に 通ぜ ざり しかば、 知 仁 男の 德を 象に 

かたどり 給 ひ、 三種の 神 翳と して、 天神地祇よりの 御寳， 世 を 知 給 ふ 政道の 至極 也と て 傅 させ 給 ひぬ。 則 其 象の 齊 K 

神 接お はしまして， 代々 C 帝王の 御 守と 成 袷 ひねる 事、 一千 五 百余歲 也。 其 後 帝王の 武 

厶 
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袷 ふま じき 先 表に て、  給へ り。 頃の ((王-)) 道お とろへ て 鼎の 河に 沈み  。 ほどなく 賴朝 《公一)) 

に 至て 武家の 天下と 成ぬ。 有 時 は 共に あり。 勇の なき 知 仁 は 眞の仁 知 〔智仁 二に あら ざれば、 ながく 〔ノ、 *」 

せ 給へ り。 しかれ ども かく 天地の 間に 稀なる 功德 多き 帝王の 御 末 なれば、 神璽- s: 侍 所の と まらせ 袷 ひて、 帝王 

たるの 御名  は恙た し。  公家の 官位 も、 みな にして 存ぜ り。 武家 も 天下 を 取と 

いへ ども、 武 のみに して、 仁 知 を 用 ひす。 知 仁な きの 勇 も眞の 勇に あら ざれば、 賴朝 ((公一》 より. 尊 氏 《公一)) の 末に 至 

つて、 久しき 事な し、 と其比の古老の申奉〔せ^1るょし語り傳へ侍り0 


、 今の 神道 者、 公家な どに もい み 袷 ふ 事 は 心得が たく 侍り。 君達の 袷 ((はせ-)) ける は、 古事の 諸說に 

と あれ ども、 今の 神道 公家に はいむ 事 也。 みづ から は 用る と 用 ひざる との 二つ を はなれて 思へ り。 人 は 皆 太虚 

天地の 子孫 也。 其 太虚の 神靈 明かなる 人 を 貴と しとす。 これに まされる めでたき 系圖ゃ あるべき。 から 人と い へど も 

天地の 子孫な り， - とい へど も 天地の 子孫 也。 儒 者の  とい ふ も 無用の 事 也。 日本 は 日本に て、 直に 天地 

を 父母と し 給 ひ、 天神よりの 御系圊 にて 事 たれり。 陰陽 五行の 氣 なく ((てき) は 生ぜす、 元亨利 贞の理 なくて は 性な し。 

知 仁 勇の 三の もの は 天下の 達德 也。 國常立 尊より 傳へ 絵へ る 神符うた が ひなし。 然れ ども、 今神驗 公家な どの 

と ある をい み 侍る 事 は、 文盲に して 聖人 神明の 德を しらざる 故 也。 神 は 人の し は ざ 《に S)) はかな はす、 人 は 神の 妙 

に は 達せす。  此理を 明かに して 後、 日本 は 日本に て 儒 を も 仏 を も 

まじへ す、 唯 一 の 神道と は. S は M 可也。 叉 かたはらに 〔の-〕 客と おぼしき 人の 云、 堯舜の 君 二 代に つかへ させ 袷 ひて、 

A 一 

天下の 農事 を 掌り、 民の 耕作の 道 をく はしく 敎へ袷 ひて、 國に 五穀 ある 事、 水火の ごとくに して， 求れば こ、 に 生す 

る樣 なる 事 は、 后稷の いさをし 也。 これによ りて B^. の 14  〔世 一〕 に 封 ぜられ 絵 ひて、 代-"? 周 公と 成 給 ひき。 日本に も 天 


二 一 s 

竺 にも 五穀 をう へて、 上より 下まで 食事 ゆたかなる こと は、 此后 稷の德 によれり。 これによ りて もろこし はいふに 及 

ばす、 東西南北の 國 * にも 五穀の 祌 として 祭り 奉る は、 此后稷 にて おはします。 后 稷千余 年の 末に あたりての 御子 孫 

に、 古 公と 申お はし ましぬ。 北狄に 近き 國 なりし かば、 狄人來 て國を 侵せり。 もろこしの 四百余州 を 敵に して だに、 

なを 多努 なる 北狄 なれば、 周 (二  -)) 國 にして ふせぎが たし。 金銀 美 玉 を あたへ、 衣服 犬馬 をつ か はして、 汝 等が 此國 

に來 りて とるべき 物は是 也、 軍に 及ばす あた ふべ しとの 袷へ 共き、 いれす、 終に 大軍を 催して 至りぬ。 其 時 古 公、 土 

厶ムー 

地 は 人 を 養 はむ が ためなり。 人 を やしな ふべき 物 を あらそ ひて 人 を 殺す は 其 本意に あらす 《とて 一))。 汝等は いづれ を 

君と せん も 同じ 事 也。 慎んで 狄人 にっかへ よと て、 岐 山の 麓に 逃れ 給へ り。 國 人 これ を 聞て、 仁人な り、 失 ふべ から 

すと て、 した ((が-)) ひけ 〔奉 一〕 れば、 いづく にても おはします 所、 すな はち 都と 成ぬ。 しかの みならす、 隣 W の 人々 ま 

で 其德を 感じて 助 奉りし かば、 其 和して 一 なる に は、 狄 人の 大 軍と い へど も 近付が たくて、 しひて 合 戰をも 得せす。 

是 より 後 古 公の 德化 隣國に をよ び， 其 威武 〔武威 一〕 曰 H? に まされり。 御子 三人お はします。 泰 伯仲 雍季歷 也。 長子 は 

聖人な り、 次 二人 は 賢人 也。 季歷の 御子に 聖人 ありて、 昌と 申す は 文 王 也。 古 公の 御 心に 竊に おぼし 召け る は、 宗子 

也、 聖人な り、 泰 伯に 國 をった へば 民人い よく 安 かるべし。 然れ ども 季歷も 賢 なれば あしから じ。 其う へ 孫に 人 

あれば、 相 績て國 土 ゆたかな らんと はお も ほしながら、 色に も 出させ 袷 は ざり し を、 泰伯 やがて 父の 御 志 〔心 髀〕 を さ 

とらせ 袷 ひて、 古 公の 御 煩 ひ ありて、 天 年 を 終え？ しな はんと *〕 おは 「ば 一〕 しける 時、 次の 仲雍 をと もな はせ 給 ひて、 

參 攀 

藥を とて 山に おはし まし、 ふかく 入て 跡 をけ し 〔たち *〕、 終に吳 國に のがれさせ 給へ り。 吳國の 人い つき かし づき 

• 參 

奉る 事 かぎりなし。 古公尋 させ 給 ふに、 荊蠻 にお はする 〔な 一〕 と 聞え ければ. はやく 歸り給 ひて、 跡 を繼せ 給へ と 

仰せ あり。 吳國は 夷 也。 海邊 なれば 漁 を 事と す。 海中に 惡 龍毒她 多し。 これによ りて 所の 人髮 をき りて 秃 となり， 身 

に 文 を 入て まだら か 也。 海中の 毒她惡 龍に 害せられ まじと なり。 泰 伯仲 雍 もろともに 中國を 出させ 給 ふより、 ふた、 

び 歸り給 ふま じき 御 心なれば、 古 公の S; 使 を も 煩 はさ じと て、 やがて 國 俗にした が はせ 給 ひ、 かう ぶり をす て、 <K を 
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たち、 身 を あやにし 给 ひて、 如 此の ありさま なれば 中國の 人に 見 ゆべ からすと て、 終に 辞し 給へば、 力なく、 末の 御 

子 季歷に 御 國を傳 へさせ；^ へり。 あるとき 泰伯釣 舟に のりて 沖に 出させ 給 ひしが、 西風つ よく 起り、 櫓た ぇ捐 おれ、 

た s-i 仝 中に うかべ 〔の s〕 るが ごとくに て 吹 を くられ させ 給 ひ、  。 仲雍の 子孫 は 吳國の 

主と 成 給へば、 荊蠻の 風俗 化して 中國に ひとしく 成た る は、 仲 雍の德 によれり。 もろこしの 人、 泰 伯仲 雍の御 心 をし 

らす、 其 跡 見が たければ、 或は 狂妄 とも 思 ひ、 或は 許 由に ひとしく い へり。 數百歳 を經て 知る 人な し。 孔子 は 聖人な 

れば、 其 御 心 を 知 給 ひて、 泰伯 をば 至德 と. S ふべ し。 三度 天下 を 以て 讓れ り。 人 其 德を稱 する 乙と を しらす。 跡 化し 

て 見えす。 周の 德 をば 至德と いふべ しと 深く 嘆 じ 給 ひき。 其 比 商の 天下す でに 末に 成て、 天命 あらたまるべき 前 知 あ 

り。 あらたまらば 必らす 周に 歸 すべき 時勢な り。 泰伯 は至德 なれば、 繼立 〔之 一〕 給 は 、いよく 天下の 歸 する 事 速 か 

なるべし。 其 天命 時勢 を 知り 給 ひながら、 かたく 辞して 去 給へ り。 禮の 法に 一度 辞す るを禮 辞と いふ。 二度す る を 岡 

厶 △  <3砷 

辞と 云。 三度に 及ぶ を 終 辞と 云。 三度 辞す る 時 は、 かさねてし ゐす。 天より 天下 を あたへ 袷 ふの 詔 を 三度 讓り給 ふと 

なり。 孔子の 御 辞 を 待て、 初めて 泰 伯の 至 德を 知り、 御行 衞な かりし ((か S)) は、 に 落と まらせ 給 ひし こと、 案の 代 

より 後 次第く に 其證據 かくれな し。 中國は 四海の 宗國 なり。 むかし は此國 よりも 貢物 あり。 しかれ ども 彼方より は 

來 をう すくして、 往を あつく し 給へ り。 周の  1 樣 なし。 神道の 稷も易 也。 佛道 わたりて 後、 

儒道 をい めば J^J の 神德を いひお とし、 俗學 とい ひけ 〔な 话〕 して 聖と 神と をへ だて、 佛神を 一 鉢と なし ぬれば、 神道 者 

も 公家 も ((是 に邑) まど ひ 給 ひて、 中國 の傳來 をい む 事 はじまれり。 中 ごろ 博 學の僧 あり。 渡 唐して 日本の 傳 記の 廣に 

ありし を 取 来て、 日本の 史を 編り。 我 朝に て はたぐ ひなく 重寶 なる 書 也し を、  と 書た るが、 罪に より 

て 其 書 施行せられ す。 終に 灰塵と 成ぬ る はおし むに も あまり 有り。 いにしへ は 其 本 を わすれさ せじと て、 元来の 事 を 

淺し鐾 たるに、 後世 は 是を失 はむ 事 を 願て、 代々 に 其 書 を 亡し、 其 證據を 失へ り。 もろこし は 天氣精 〔晴 *〕 明の 地に 

して、 日月の めぐりの 中會 也。 是 故に 中和の 氣 あつまりて、 聖人 繼 起り 給 ひて、 物の 始を なし、 四海に 敎へ給 ふ 也。 
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德 明かに して 敎を傳 るは師 也。 治 道の 出る は 君 也。 舟 車の 至る所、 霜 露の 降る 所、 尊信せ ざる はなし。 東西南北の 地 

に は 聖人 は 起り 給 はざる 天理な り。 故に 體を 制し、 樂を 作る 事 成が たし。 天竺 人の 夢にも しらざる 樂の道 を さへ、 よ 

き 事の 至極 なれば、 我 〔其 *〕 作り 51 したる 様に とりなし、 もてなす は、 まことに おもはゆき 事 也。 德も位 も 5lf 人と^と 

は 違 ひたる 事な り。 此地は 其 神聖の はじめ 給ふ國 にして、 中國 にもお とら ざれば、 八 狄七戎 六蠻九 夷の 其 中には， H 

を 同して 語る ベから す。 かく めでたき 日本の をば、 あらぬ 様に 取な し、 神より ははる かに 下れる 佛 をば、 怫祌 〔神 

佛 a〕 など、 てなら ベて いふ は、 惑へ る 事の 甚 しき 也。 その かみ 天竺に あきな ひし 侍る 者、 天竺に 住 わして， 一とせ 

親類 昆 舞の ために 本國 にかへ りて かたりし は、 朝鮮人の 樂の錄 なる 事 は あれ ども、 日本 麼 などの 樣 なる 樂の 株なる 5? 

はさら になし。 經も 日本に は 色々 あれ ども、 天竺に はさ もな し。 出家と いふ 者 は 念 佛を唱 へ、 門々 〔つ ゝ *〕 ありき て 

乞食す るば かり 也。 四十 一 一章 經ほ どなる 少し ある 物 をよ み£& り 〔る *〕、 出家 をば ことの 外 輕くぁ へしら へりと Si りき。 

叉 毎年 渡りし 商人の 物語 ((に 一)) もお なじ こと 也。 彼是 通 はし 見ても、 佛 經は廢 にて 作りた る 事 疑 ひなし。 錄か 《(に 一)) 

今の 佛經 一 卷 ほどなる もの 天竺より 来たる を 本に して 書 ひろめた りと 見えたり。 根本 葉 枝 〔枝葉 一〕 花 K の は现 もな 

く 私なる 事な り。 國の 根本 は 中 夏な り。 四海 は 枝葉 也。 花實は 人な り。 故な き 〔都て 何 一〕 事 をい ひ 出せ ども、 大努ぃ 

ひ傳れ ば、 眞 はか へりて うづ もれぬ。 今の 世 中に ある 文字の よみ 聲も あやまり を傳 る^ 多く 侍りと。 叉 一 人の 社家 云、 

日本 は 東夷 なれ ども、 日の 本と いふに 奥義 あり。 私に 名 付た るに あらす、 天の ゆるせる 名 也。 日本の ごとく 金銀の 多く 

出る 國 はなし。 く はしく たづ ぬれば 大 かた 皆 金銀 ありと 見えたり。 曰 光の 精の さす 所 金と なり， 月光の 精の 入所 銀と 

成れり。 四海の 中、 日月の 輝し 給 はぬ 國 なければ、 いづれ の國 にも 金銀 あり。 しかれ ども 日本に 取 分 多き 事 は、 曰の 

本のし るし 也。 日の 本なる が 故に、 山川に も靈 多く、 人に も 神人 あり。 これ は 大抵の 義 なり。 其-?: の 山川 土地に も 精 

粗なくて 叶 は ざれば、 おの づ から 神疆の 厚薄 あり 0 人の すぐれたる を； t とい ふ。 人と 生れた る 者 はみ な 大地 を 父母と 

して、 天地の 体 を 傭へ、 天地の 德を 有せざる はな けれども、 た 帝の み を 天子と いふ こ と は、 よく 其 父母に 似た まひ 
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て、 全く 其 道德を 明かに して、 よく 造化 を 助け 給へば 也 • 古へ は 王た る 人に はかなら す神德 あり。 祌德 おはします 人 

を 王と し 奉りたり。 王の 字の 三文 字 は 天地人 也。 中の. 'は 天地人 一貫の 道 德也リ い づれも 親の 子 なれ ども、 よき をば 

親の 子 也と， 世俗に もい へる は、 とり わきて ほむる 言葉な り。 大 かたの 人に て だに、 すこし 親の 人が ましき に、 子の 

よき 者 あれば かくの ごとし。 同じく 日本の 人と 生れさせ 給 ひても、 類な くすぐれ させ 給へば こそ、 天の 神の 御子 孫と 

は 云なる べし。 天子と 申す も 同じ 理也。 よく 神 なれば 聖德備 はり、 よく 聖 なれば、 神に 入 給 ふ 道理な り。 天神 地 神 は 

祌 にして 聖德 おはし まし、 神武 皇帝 は聖 にして 祌德 おはしましたり。 物の 備 はらざる 事 は、 世の はじめ なれば 也。 尤 

本 ある 事と はい ひながら、 日本 武の 命の 和 琴 を 作り. 給 ふ を 見れば、 よく 武 ある 人 は必ら す文德 あるの ことわり 明か 也。 

祌德 おはし まさで は、 人 作になる べき 物 〔事 一〕 にあら す。 日本の 武將の はじめなる ゆへ 《に *))、 日本 武とは 申す 也。 い 

まだ 何事の 傳も あまね からざる 時に、 律呂にまで 通じ 給 ひし 事、 大 かたに 見 奉るべき ことか は。 もろこしの 至 人 は、 聖 

にして 神 を かね * 日本の 至 人 は、 神に して 聖を かね 袷へ り。 天地の ことわり、 其 人な く 〔ら *〕 てなら ざる 時には. 其 

厶 》 

人生 じ耠 ふ。 神代の 後 は中國 との 通路 自在な り。 日本 は中國 より 偉へ て 習 ふべ ければ、 其 後日 本に は 神人 出 給 はす。 

中圃も 聖人 始を なし 給 ひて、 賢者のカにぉょぶ ことなれば、. 其後聖人3^給はす。 儒 學を する 者 は、 聖人 を ひき、 祌書 

を 見る 者 は、 日本 を ひく。 みな 有 我の 私に 出たり。 天地の 間に、 中國の 外に 日本に 並ぶべき 國 はなし。 たと ひ 中 國の聖 

人 渡り 給 ふと も、 日本に て はおの づ から 日本の 法 〔德 *〕 あれば、 神道に したが ひ 給 ふべ し。 地 はすこし まち/、 あれ 

△ 厶厶 <t 

ども、 天 はた J- '一の 天 也。 一本の 父に して 腹々 の 子の ごとし。 其 兄弟の 內 にして ((は *))、 我人の 爭ひは ある まじき 事 

也。 た 一  つの 天 は 父な り。 父に よりて こそ 子 は 尊 けれ。 國々 の 別れ は 母な り。 中國は 后妃の ごとく、 四方の 國々 は 

女御 更衣の ごとし。 いづれ にしても、 日本の 帝王 は 天の 神の 御子 孫 疑 ひなし。 日本の 圃の靈 にして は祌 人出 袷 はで 叶 

はす。 称 人 は必ら す聖德 おはし ませば、 天 照皇、 神武 帝の 御 功 〔厚一〕 德の 厚き 事尤 なり。 もろこし を かるに 及ばす。 

富士山 は三國 一の 名山と. S へり。 三國 はいふに 及ばす、 四海 一の 名山な り。 案の 始皇 〔徐福 海中の 蓬 萊仙宮 を 求し 
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時、 漫々 たる 大海に 漕 出した るに、 冨士 山の 見えけ る をお どろき て、 これ こそ 蓬萊 山よ とて- 楫を むけて たづね よれ 

り。 秦 氏の 者 は 其 時の 唐人の 子孫な り。 冨士 山の 樣 なる 靈 岳の ある にても、 國 土の 靈 はしられたり。 天照皇 は 日本 

((の *)) 開闢の 主 なれば、 第 一 の禮 義を盡 してつ かふ まつる べきに * 神託と して 宮殿 は 茅-せ 也。 御供 は-一： きね 米 也。 御 

裳 滞 川の 鮎 をと りて 儲へ 奉る ばかり 也。 至 敬に は 文な きの 縫に も 叶 ひ、 万 歲^；赏 朴 素の 敎を垂 給へ り。 いづれ の國も 

とい ひながら、 取 わき 日本 は 奢れば 國 亡る 事 すみやか なること はりあり e 奢る 者 は 身の 榮 糊に 盡 して、 用たら ざれば 

下 をめ ぐます、 かへ りて とりあぐ る事數 なし 0 不仁の 本 也。 奢る 者 は無禮 なり、 其 分 を しら ざれば なり。 奢る 者は不 

忠 なり。 臣 はなれ 民 怨みて、 其 位綠の 用に あたらす。 奢る 者 はや はら か 也。 たと ひこ、 ろ はたけく ありても * 身 武士 

の 用に あたりが たし。 子 * 孫々 に 及て は、 終に 長袖の ごとくに なれり。 奢る 者 は いやし、 闭 たら ざれば 貪り 生す。 利 

欲の 樂に. S とまなければ 道 をき かす。 かへ りて 文 道 を そしり、 文盲に して 無知の 初 也。 奢る 者 は 不孝 大 になり、 一に 

子孫 亡る 也。 奢る 者 は 盗賊の 名 をまぬ がれす。 天道 万人 を 養 ひ 給 ふ 生物 を 取て、 已 一人の 用と す、 これ 天地の 盜也。 

つ ゐには 人の 物 を 借て かへ さす、 商人の 物 をと りて 價を あたへ す、 人の 盜也。 奢る 者 は 遠^ を しらす。 一 曰な りと も 

我樂を だに すれば よしと おも ひて、 前後左右 を かへ りみ す。 はじめは 此人を そしる 者 も、 大道 を しら ざれば * 後 は 同 

類と 成ぬ。 かくの ごとく なれば、 國の 亡る 事 日な し。 神武 皇帝 〔天皇 *〕 の 道に したが ひて 谆 厚朴 素 なれば， 人の « 實 

• 參 

立ぬ。 天下 國家 静謐の 本 は 誠より 先なる はなし。 奢る 時 は 用たら す。 たら ざれば 輕薄 にして かざり 多し。 しかれば 人 

道 を 乱る もの は 奢より 甚 しき はなし。 しかれ ども 奢き はまりて は、 貴賤 共に 財 用乏く 成て、 後に は 奢るべき 樣も なし。 

此 時に いたりて 俄に 罪 を 奢に 歸 して、 儉 約の 法度つ よければ、 却て 世間の 困窮と 成 もの 也。 此 時に 中す る 政道 は本才 

の 人知るべき か。 かたはらなる 人の 云、 神道の 學問 する 人の 中に、 狂氣 する 者 侍る は 何とした る 事に や。 社家 云、 共 

ゆへ ある 事 也。 神 書 を かきたる 者す ぐに 書 侍らで、 莊周 寓言の 筆法 を 似せて 書たり。 莊 子は理 明かに して、 古今 無な 

の 筆力 なれば、 いかほど 大 なる 寓言しても、 後 《の 一)) 人と りて 見て よく 道理 しられ 侍り。 日本の 人 は、 文筆の 法に な 
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ら はす * 道理 分明なら すして 寓言した る 故に、 其 人の 心に はかくと おも ひて かき つれ ども、 筆 不達 者なる 事な. d ば、 後 

世の 人理を 取て 見るべき 様な し。 道理 しられざる ゆへ に、 其 辞の しどけ なき， を 見て、 あなどる 心 出来 • 神 靈 の 明かなる 

まで をして なみし ぬれば、 狂氣 する 者 も あるべし。 問、 古へ は； t 人お はし ましき と 承 はり 侍り。 其 明哲の 人 神 謦を明 

かに 書の ベ 給 はざる 事 はいか t^。 云、 德を 以てみ づ から 天下 を 風化し 給へ ぱ、 書 はなき 也。 孔子 も 時に あ ひ 給 はで r- 

そ 書 を あら はし 給 ひけれ。 其う へ 上古に は 文字 も定ら す、 唐 にても 堯舜 以前の 聖人の 御 こと は 德の傳 へ 事物の 制ば か 

りに て、 敎の書 は傳り 侍らす。 た 易の 陰陽の 畫の みあり 〔てお はします 一〕。 日本 にても、 三種の神器の 象、 則 易の 畫 

の ごとくに てお はします。 三種の神器 を 書の， 本と して， 神道 傳授の 心 法、 天下 國家 政道の 敎を ひろめ 袷 は S -、 百 千万 

卷の 書と も 成 侍るべし。 li 書 を も 佛書を もから すして、 何にも 寧 闘ぬ やうに、 .S かやう の 書 を も あら はし 侍らん はや 

すき 事 也。 天地 否 塞の 蓮に て や、 中 比 神道 者に 人なくて、 神 書の 理を說 得すして、 佛者 儒者の 書 をからで はならざる 

樣に 成し 故に、 佛者は ひろ ごり 儒者 は微 なり。 終に 怫 者に とられたり。 陰極て 陽 を 生す るの 理 なれば、 子孫の 代 こそ 

たの もしくは 侍れ。 かたはらなる 老翁の 云け る は、 我等 近 比い す 川の 傳記を 得 侍り。 さきより いづれ もの 給 ふ 所の 

說に大 かた 同じく、  女子 は 姓を稱 する ゆへ に、 日本の 女子 を姬と 

云。 姬は 婦人の 美稱 ながら、 

の吳 にて 髮を斷 給 ひし かぶろ のす がた 也。  。 吳國は 漁 を 事 

とす。 海中に 她龍 多し。 頭 かぶろ に 身 あやなれば、 水中に は 己が 友に まぎれて 不レ害 泰伯 中國に 二た び 歸り給 ふま 

じき 御 心に て、 御身 を國 俗にした が ひ 給へ り。 ある 時 漁 舟の 風に はな たれて、  の 浦に 着 給 ひ、 聖神 なれば、 

の 者の 言 《紫：)) を 五 音に 通じて 聞と り 給 ひ、 彼 も 〔の 》0 聞べき 樣 にの 袷 ふ。  ひらけて 年 久しと. S へど も、 

II 郡 わかれ や、 道路 通ぜ す、 諸侯の 號 なければ、 年月日 時の 記な し。 故に もろこし 大 荒の 時の ご. とく、 屋宅. S ま 

だ あら ざれ ぱ、 穴居 野處 せり。 山中に つかの ごとくして 石 をた、 み、 5： 虚 にして 口 あら 〔る 1〕 ば 上古 穴居の 還 跡な り。 
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穴居の 時、 ？！^と.3-ふ虫害をなせり。 故に 人 を 問に、 つ、 がな きかと いへ り。 此時は 5^ 業 を しら ざれば 五 鼓な し。 贫と 

、の ふる^も 〔を 一〕 しらで、 草木の 寅 を くら ひ、 生肉 を 食す。 女 事なければ、 木の葉 を かさね、 けだもの、. K*^ 衣服 
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とす。 親子 相愛す る 心 あれ ども、 艚 ありて 敬 ふこと を不レ 知。  給 ひて より、 人倫の 道 を 立て 愛に よりて 敬 

を敎 へ， 父母 を 敬 ふ 心 をう つして、 上下の 品 を 定め、 禮を 起し、 本 を 報て 我 出た る 本 をし らしめ 耠ひ、 終に 先祖 を 祭り、 

天地 を 祭る の醴 あり。 媒を 以て 婚姻の 禮を 調へ、 人倫の はじめ 〔道 一〕 を 重 じ 給 ひ、 人の 天に 窠 たる 性に 本 はて 敎を たて、 

万物の 上に 備 たる 理を 明かに し、 木 を きりてす きとし、 木 をた はめて 鈸 とし、 牛に はくび きをつけて 重き を ひかし め， 

田 を かへ さしめ、 馬に は轡 鞍三 鞍 をつ けて、 乘て遠 を 行、 舟楫を 作て 不通 を 渡し、 終に 美 種 をと りて 耕作の 業 をな し、 

天の 時と 地の よろしき を 見て 田と し 島と し、 五穀 を 施し、 春 夏 はう へ芸 り、 秋夂 A は 収め かくす こと を敎へ 給へ り。 民 

生 日甩の S!i を 制して、 工業 を 立 〔をし へ 一〕 給 ふ。 翳の 制、 中 圃には 代々 の 聖人の 手 を經て 初り し なれ ども、 に 

は. S まだな し。 山に. S りて は金鐵 をと り， 海に よりて は 塩 を やかし め、 農 は 五穀 を 生じ、 ェ は-? -I を 作り、 穀と 

と 相 易て 用 を 達す。 是を 以て 日中に 市 をな して、 有無 相 通す る 事 を 敎へ給 ふ。 禽獸 她蜗、 人倫に 近付て 辔を なす 故に、 

弓矢 を 作りて これ を 退け、 獵 者の 業 をな さしめ、 あみ を 作て 鳥 魚 をと り、 漁 者の 業 をな さしむ。 如此 なら ざれば、 禽 

獸 人倫に 交り、 耕作 を なすこと あた は ざれば なり。 終に 屋を 造て 風雨 を ふせがし め、 婦人に 女 事 を敎て 〔へ *〕、 衣服 を 

作て 人道の 禮容 をな し、 五色 を 用て 貴賤 を わかち、 百 司 を をき て  し 給 ひ、 人民 を憐 はれみ めぐみ 給 ふ^は、 

天地の 万物 を 生育して 遗す 事な し 〔なきごとく 一。  く *〕。 知祌 明に して 鑑の物 を 照す が 如し。 此國の 人其德 にな づき 

奉る こと， 父母の 〔にした がふ 一〕 如し。 其 神武に 恐れて としつ かふ まつれり。 大舜の SJ^ となりて おはし ましけ る 時、 

居 給 ふ 所 は ほどなく 都の ごとく 民 あつまり しと. S へる も 是也。 况ゃ にて は、 き、 見し こ ともなき 神 § "なれ は， 人 

間の 種に あらす とし、 天 を さして 神と いへ り。 五代 を經て 其德化 遠く 及び、 其 功 用ます く廣 く、 知 不レ. ^と 云 こと 

なく、 明かなら すと 云 事なければ、 日月の 天に か、 りて 不レ 照と 云 ことなき が 如くなる 故に、 

三輪 物語 卷 i&l  Is 
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神 家に て ((は 一)) 御 食津の 神と 申す。 暑 受皇太 神と 申 

し 奉る も。 五穀 豊饒の 義也 といへば， 五穀の 神に て なること 〔や *〕 明か 也。 國常立 尊と 申し 奉る は、 太 極に 配せ 

る 名 也。  給 ひしむ かし は、 此國 いまだ 文字な く 書な し。 故に 知 仁 勇の 心の 德を 三種の 象に かたどりて， 

修身 齊家 治國平 天下の 心 法 を 示し 給へ り。 乙れ 我國祌 道の 淵源 也。 五代 は 九州に 住 給 ひて、 にか たどりて 九州の 

圃を わかち 治め 給へ り。 これ を 地 神 五代と. S へり。 それより 以前の 事 は 年月日 時の わかち もな く、 國王 〔主 *〕 の號も 

なかり しかば、 理を 以て 推て 無窮 氏 • 水神 氏 • 火 神 氏 • 有 木 氏 • 有 金 氏 • 有 土 氏 • 象形 氏の 次第 を さして、 

とす。 三種の 神 sus は 知 仁 勇の 象 也と いへ り。 夷 蠻戎狄 の 中に、 人道の 禮 樂を傳 へ、 道學を 知て 君子 國 といへ る は 日本 

也。 天照皇 以前 は 何の わき まへ もな き國 なりし に、 如 此の 恩德 天よりも 高く 地よりも 厚き 故に、 曰 本のみ 帝王の 宗を 

たがへ す。 武家の 世と 成ても、 天下 を 取る 人、 王と 成 こと あた はす。 三種の 神 sr 自然に 神威お はします ゆへ 也。 F- 

しき 證據多 けれ 共、 神職の 人 は VJ れを いめり。 の 神 德を不 i 知して、  といへ るに はおとれ りと 思へ るか- 


あり 《て 一))、 天意 亡す ベから ざれば、 いへ どもく ちせ す。 もろこしの 書に も 

也と 記せり。 祌家 にも 正き 傳 あらば、 書に 記し あら はすべき 事なる に、 秘 して 我 を 信す る 者に のみい ひき かせ、 神道 

を不 * 知な どい へる は證據 分明なら す、 よわき 所有と 見えたり。 さりながら 畢竟 聖舉の 徒の かなら す 姬氏圃 とい ふ も. 

我 學 ベる 道 を^ 負す る くせにても 有べ し。 又 神 家の かたく 〔，^繂〕 にあら すと いへ る も、 誤り を 傳て實 とする 

事 も 有べ し、 人 は 皆 天地の 孫 也。 太虚 天地の 神より 来れる もの なれば， 人 皆 神 孫 たるべし。 德を しる 者默識 すべし 
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三輪 物語 卷 第二 

いざよ ふ 月の 天晴 は、 よべの S にもお とらじと て、 社家 禰宜 例のと のゐ 所に うち 寄つ  >-、 宵す ぐるまで ながむ るに、 

公達 は 見え 給 はす。 社家せ うそ； 0 して、 おなじう は、 こよ ひもとき こえければ、 や」 またれ てぞ おはし ましけ る。 い 

とけう ありて 入 奉る。 社家 云、 よべの 御物 語 も 心に しみて 覺 ゆれば、 又 こそ 至情 をのべ 侍らめ 0 虚 中に こそ 天下の 益 

はきた しつべ けれ。 其 位に あらす して 申さん は 罪 得べき 事 なれ ども、 天が下に 住さぶ らふ 者 は、 日月の 光 をいた. 5- か 

ぬ やうな く 侍れば、 時 ありて は 雪 雨の めぐみ を のぞみ、 常 は {4! の 露 を 朝夕に うけ 奉る 事 也。 君の 御德は 日月の か はる 

ぐ 明 ((かなる 一)) がごと くお はします >J そ、 天が下の 望に て 侍れ。 今 は  がごと くお はし まし、 大臣 公卿 も 

かくおち ぶれさせ 袷 ひし 事 は、 い かなる 故にて おはします や、 うけ 給 はらま ほしく こそ 侍れと い へば、 公達の 袷 はく、 

い にしへ も 時 J< のさ はぎ はあり つれ 共、 知 仁 勇の 三種の 神德、 天子の 御身に おはし まし、 かば、 千 有余 年 は ゆるぎな 

く 天下 をた もたせ 給 ひしが、 臣の 家に 普 代と. S ふ 者た て 給 ひて、 藤氏の^ls^-攝まとぃふ名のりせしょり、 臣の 家に 天 

下の 威う つり、 それ も 奢り 次第に まさり、 其 人な くして、 官位 さかん なれば、  せ 給 ひて、 事 あ 

れば 地下の 武臣に 仰せて 征伐 を つかさど らしめ 給 ふ 〔ひ 一 T 武臣と て 立た る 者 も 本 はな かりし に、 上つ かたの 人々 は 

奢りに よりて 日々 に 風俗 や はら かに 成 もて 行き、 武事に おこたり しゅへ、 みづ から 征伐すべき 樣 もなければ * 國々 に 

くだり、 山野に かりして、 武事に なら ふ 者 を 武臣と 名 付て さしつ かひ 給 ふ。 功 ある 者に は 官位 國郡を 給 はり ぬれば、 

藤氏の 成 も 亦 武臣に 奪 はれて、 はてく は 武家 公家と わかれて、 武家の 天下と 成 侍り 〔る *〕。 武家と いふ も、 もとは 

同じ 流れ なれ 共、 江 南の 橘 は 江 北に うつして 积と るが ごとし。 社家 云、 天下の 欉威 こそ 武家に うつり 侍る 共、 吾 國 

は神圃 なれば、 た 1- 人の 天子の 位に 登るべき 理 なければ、 天子と 諸 卿との 御 官位 は， S つまで もた え 給 ふま じき 事に て 
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おはし ますに、 かく  御 事 はいかなる 故にて 侍る や。 公達の 給 はく、 武家の 罪の みに も あらす • 公^^ 

厶鋒 

に 鱧 樂を失 ひたる あやまり よりかく 成 侍る 也。 社家 云、 うけた ま はれば、 節き など おこたりなく 行 はれ 侍り 〔る *〕0 

禮樂 共に 備 〔傳 *〕 りて 禁中 第一の まつりごと、 申 也 0 鰭樂 ((を 一)) 失 ひ 給 ふと は、 いかなる 事に てお はします や e 公達 

の 袷 はく、 禮樂は 日用に はなれぬ ものなる に、 常に はもて あそばす して、 節會 以下の 公事に のみ！^ 樂 ありと 思 ふなれ 

ば、 それによ りて 禁中 公家の 風は筢 侍る 也。 されば XJ そ 世俗に も、 公 〔欢衆 は節會 とい ふ ((慈 一)) を せらる、 とい へり。 

禮 ある 人 は樂を はなれす、 樂 ある 人は必 らす禮 あり。 物 あれば 則 あり、 のり は M 禮也。 生 あれば 樂 みあり * たのしみ 

は 則 樂也。 人の 心 は 生もの なれば、 うごかぬ と. S ふ 事な し。 正にう ごか ざれば 邪に うごく  •  XJV を 以てい にしへの 神 

人、 糸竹の 樂 Sg を 作り 給 ひて、 天地の 律呂 をう つし、 雅 音を發 して 人心 を 天 遊に みちびき 給へ り。 人心 律呂に かよ ひ 

て、 天 遊 をた のしむ 時 は、 邪路 〔道 a〕 に 行べき 樣 なし。 禮は和 正の 質 ありて、 ((後よ く 一)) 常によ く 久し。 こ、 を 以て、 

樂は禮 の 養 也。 禮は樂 の 節な り。 纏 は 見やす く、 樂 はしりが たし 0 見やす きが 故に、 人1^禮の尊き^$を知れり0 知り 

がた きが 故に. 人 多く  ((は 一)) 樂を ゆるがせ にし ((て 一)) おこたれり。 糟は書 だに あれば 賢者の 力に もお XJ さる、 もの 也。 

樂は書 ありても、 傳へ の ふりと いふ ものた え ぬれば、 賢者の 力に は 再 輿 成が たし。 聖人 神明の 德 なくて は、 與 るべ か 

ら す。 もろこし は 律呂 かしこき 故に、 代々 に 作り直し たれば、 本 をば 〔も 一〕 作 失 ひて、 古 樂の風 絶ぬ。 天地 四海の 

に、 古樂の 淺り留 ぬる は 曰 本ば かり 也。 もろこしに 聖主 〔王 一〕 起り 給 は S -、 必す 日本に 来て ir へし。 むかし は大 なる 

苦勞 にて、 多くの 人- の 遠き 國ょ りたび くに 習 ひ ((に 習 ひ 一)) 取し 樂の道 を、 それほどまで こそ あらす とも、 かく 失 

拾 はむ 事 は 無下に 歎 かしき 事 也。 今の 公家 は 天下の 政道に はぁづ からす。 士邋ェ 商の $i はっとめ す。 むかしの 臺 統と 

て 養 はる、 ばかり 也。 淸盛賴 朝以來 天下 をと 〔し 紳〕 りて 將 軍と いふ 人 は、 田舍 あら ゑび すの 中より 起る 者 なれ ども、 

人心の 靈 あれば いにしへの 禮を 守り、 神聖の 樂を もて あそび 給 ひて、 けだかく 風流なる を 兄き、 て は、 人道 はかくて 

^Jそ禽獸にことなるべけれと思へれば、 天の 神の 孫に て國 主の 筋 なれば、 かたぐ 〔すてが たく *〕 敬 ひたて おかる、 
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なるべし。 しかるに 近代の 公家の 人々 は、 猿 樂の能 拍子 を 好み、 小 哥三線 を もて あそび、 凡俗の 茶の湯な どやう の、 

肩 衣 袴の 俗 衣 を 着れば、 世俗に 異なる 所い くば くもなし。 正 樂の道 はいか やうなる 事と もしら で、 むかし は 能 拍子 小 

哥& どな かりし 故に、 面白 もな き古樂 をば したる かな ど、 云 公家 も あり。 其 心すで に娃樂 にな がれて 邪曲 なれば、 平 

A  厶砷 

生の 則 も 公家の 作法に あらす。 けだかく 上ら ふしき 風俗 風流なる 事 たえはて ぬれば、 何 を 以て 奥 ふかく ゆかしく 思 ふ 

べき。 さる ゆへ にこ そ  も あるかな きかの ごとくに は 成 行 給 ひしな り。 社家 云、 公家に は いづれ もよ く哥を あそ 

ばし、 家々 の 有職 秘傳の 事 ((な W)) ども 多くお はします とうけた ま はれば. 御所 作な きと は 申が たし。 しかるに 醴樂の 

道 結て、 風俗お とろへ たる 様に 仰せ ある は 心得が たく 侍り。 公達の 給 はく、 その 疑ひ尤 也。 さきに 申 所の 節會 等の 禮 

梁に よりて、 M の禮樂 亡び 侍る 樣に、 今の 公家 は哥と 有職と にて 公家の 道 は 亡び 侍る 事 也。 古人 は哥 よみな りき。 今 

の 人は哥 作りに て 侍り。 哥 よみと s は、 本 ありての 技 葉、 實 ありての 花に 哥を よみ 侍る 也。 哥 よむ 事 は 稀 にても、 志 

のた 5- 人なら ぬを哥 人と はい へり。 本と は 道 德の學 なり。 この 本 ありて 後、 月に 花に あ ふ 所に よりて 情 をのべ、 志 を 

いひ 出た る もの 也。 本なくて 哥 のみ を 學 ぶ 者 は、 哥 よみの 藝者 也。 それ故に、 諸道 は 廢れ て、 心 はい やしく、 哥の 

言葉に のみ 風流 を 作り出る 〔す 事 一〕 也。 本立て 俗 を はなれな ば、 常の ふみ も哥 なるべし。 いにしへ の 人の 哥を よみし 

は、 今の 人の ふみを かくが 如くな りき。 ふみを かくに も少も 〔し は 一〕 心 を 用れ ども、 常に かき なれたる 事に て、 .實|5^- 

をの ぶれば、 筆 を 立る 下より 文章 はいで くる 也。 いにしへ は 風俗 美 也し 故に * 哥を 以て 性 来の ふみと せし なり。 常の 

事に て苦勞 もな し。 今 は 風俗 いやしくて、 常の 心に もな く、 常の わざに も なれぬ 事 なれば- 哥ょ むは 作物に てむ つか 

As 

し。 常の 物語 言葉 づ かひ も亦哥 也。 內 明かなる 人 は 天理 存じ、 人欲 亡びぬ。 遊び だに 天地の 律呂に 遊び 給へば、 凡俗 

のい やしき 習 ひ、 せ はしき まよ ひ を しらす。 か、 る 人 を 上ら ふと. S ふ。 上ら ふに して はじめて 哥を よむべし。 今の 哥 

よみ は、 たくみに よく 歌 を 作れ ども、 其 心 凡俗 なれば、 しる 者の 耳に はい やしまる、 所 あり。 又 有職が た を 第一と し 

て 秘事す る こと は 公家 滅亡の 故 也。 これ は 家々 の秘 俥も爭 ひもな き樣 に、 上より 式 を 定めた まへば、 誰も それ を 見て 

ニニ 穴 
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知 ことなり 0 さし もな き 小事 を秘 してなら ひ 口 疼と すれば、 大權大 樂の道 錢れ、 藝 者の ごとく あな づら る、 也。 社家 

云、 今の 樂所 奉行、 樂を秘 して 人に 敎へ給 はす。 人の 上まで も ふせぎて、 樂の ひろまらぬ 様に し 給 ふ を 心得す 思 ひて、 

とひ 〔問- 思 ひ *〕 侍れば、 かやう の 事 あるに て. こそ 公家と も. S はるれ。 夷 〔れる 事 一〕 中々々 にあ まねく 成な ば、 公家 

秦暑  書 暑き 

の詮も ある まじき と 仰せられたり。 有職 哥 道の 《道の 一)) 秘事 も 其 御 心得に て や 侍らん。 公達の 給 ふ、 よしと 思 ひての 

給 ふや。 それな を ひがごと なり 0 むかし はっくし みちの くの はてまで あまねく  へしら せたり し 樂の道 だに、 かくた 

えん \に おとろ へぬ。 其 秘事な く あまね かりし 時、 公家 はな を 盛な りき。 樂 はは づ かしき ものに て、 其 人の 心と 人が 

ら 風俗 を嫛 にあら はす もの なれば、 上手 にても 地下 は 堂上の 爪 昔 撥 あたり をば 得き かせす。 事 ひきよせ、 琵 ひき か 

けたる すがたより はじめて、 およばぬ 所見え 侍り。 舞な ど は 樂人師 としてお しふれ 共、 堂上の の 子の ふり をば 樂人 

はえ 見せす。 よく 其 人 がら 其 位 を ゑが きうつす もの 也。 武士 なれ ども 文 道に くらからで、 志た かく 日用 y- いやしき 心 

づ かひな く、 上ら ふなる 人の 糸竹の 聲は叉 ことなる 昔 あり。 それ はた 5- 心の た M 人なら ぬ 故 也。 公家 も 官位た かくな 

らひ來 りたる とい ふば かりに は あらす。 今の 時 百 人が 九十 七 八 人まで は 俗にお ちた る 中に、 一人 二人い にしへの 物の 

音と て傳 へて ある は、 おの づ から 人が らもい やしから ねば、 さの み 道 學に志 ある 人なら ね ども、 た 5- 人の 及ばぬ つま 昔 

侍る 也。 世 中に も ひろく 博へ て、 あまねく しらせ 侍らば、 樂の 道の ふかく 遠き 事 を も あまねく しり、 また 所作 は 上手に 

ならで も、 位 は 及ばぬ ところ を覺 えて、 公家の いまだ 絶ぬ いとす ぢも しられぬべし。 しらで だに 又 〔まだ *〕 くちせ ぬ 所 

ある 公家に、 まして 道 德の學 を しらせて、 其 心の 惑 を はらしな ば、 其 爪 昔に は 誰か 及び 侍らむ や。 物 かく も 手 はよ か 

らね ど， 公家と 武家. 2 歷々 の 手 〔筆跡 一〕 に は 位 あり。 よくても た 5- 人の 手 は 位な き にても しり 給へ。 樂の道 は 深く 携は 

ら では， よき も あしき も しられす、 面白 《く 一) まで も 行た、 ぬ 事 也。 あまねく 人に しらせて こそ 我勞も かひ あるべき 

事 なれ 《ば 镩) )。 我 は 下手に て勞 もな く、 樂の位 もな く、 人に しらせぬ ばかりにて 樂を つかさど らんと は、 いかなる ひ 

がごと ぞゃ。 又 有職の 大事 は 用 ひぬ 人 も あるべし。 用 ひざる 世 も あらむ。 章甫 をた からと して 楚に ゆく 人、 楚^に か 
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うぶり きざれば、 よしな かりし となん。 むかし 戰陳に 矢種 射つ くして、 馬の 鞭 を 弓に つが ひ， いはほの かたかげ によ 

りゐ て、 行 敵 をし り 目に 見ゐ たる もの あり。 のり 過る 〔候 神〕 武者 多く はまことの 矢 はげた ると 心得て、 見ぬ 鉢に て 過 

ぬ。 跡より 來 りし 者、 眼ば やくて 鞭と 見し り、 馬より 飛お り、 鏠 付て、 やがて 高名した りと 人の かたりし。 實な きも 

の は萬歲 をかぬ ぺ からす。 た 文武 鱧樂の 達者と、 人 がらの よきば かり、 いつの 時 いづれ の國 にもす たる kxj と 侍ら 

じ。 今 公家 も 人 がら 公家ら しく だに あらば、 何の 秘事な くと も、 武士よりも 敬 ひ 用 ひられん。 人が らは賤 しく 凡俗に 

か はらで 〔す 一〕、 鞭ば かり 秘 したりと も、 時 ありて 絕 侍りなん。 今 はた 1- 公家 は 赤子の ごとく 祌の ごとし、 もりとき ね 

〔禰宜 一〕 とのなら はしなる べし。 武家 は 公家の もりに てお はし ませば、 心 あらむ 武家の 出 給 ひて、 よくもり たて 袷 は 

む 時節 を 待ば かり 也。 我と 〔尊 一〕 は 公家ら しき ほどに も、 誰か 取 立 侍らむ。 中に も 末の 事の 樣に 人. •< の 思 ひ 給 ふなる 

樂の道 を、 公家 第一 の 樣に申 侍る を、 不審に おも ほす は、 知 給 はねば 餘儀 なく 侍り。 近代 公家の 賤 しく あしく 成 行事 

は、 樂ハ 道廢れ たるより を こりた る 事 也。 雅樂の 音 は宫聲 〔音 一〕 定て商 角 徵羽を 生す。 乱て は宮 にかへ り、 かへ りて 

は 生じ、 終に も 亦 宮に歸 す。 宮は 君な り。 商は臣 なり。 角 は 民 也。 徵は事 也。 羽 は 物 也。 君の 德 厚く 威 尊く して、 臣 

令 をう け、 民 化し、 事と- 1 の ほり、 物 正しき がごと し。 世俗の 淫樂は 能 拍子 小 哥舞じ やうる り 三 線 尺八まで、 其聲宫 

は あるかな きかに て、 はやく 商に うつり、 角徵羽 乱て 宮 にか へらす。 序 を 失て おさまらす 0 君臣 道な くして、 民 手足 

を 措 所な く、 事 乱て おさまらす、 物 其 所 を 得ざる がごと し。 後醍醐の 御宇に 璺 原の 龍 秋と いふ 樂人 あり。 樂 をす るに 

商の 位 はかりて 宫聲は 沈めり。 大 原に 音に さとき 隱者 あり。 是も 調子 をき くに 宮聲 しづめ り。 隱者は 龍 秋に とはんと 

て 京に 出、 龍 秋は隱 者に かたらん とて 大 原に 行。 礼 川に て 行 合て、 直 〔互 一〕 に不 塞して、 宮聲 2 曰 一〕 沈み 商聲 〔昔 一〕 か 

ると いへ り。 ほどなく 乱 逆の 事 起り て、  せ 給 ひ * 京都 は兩六 波羅の 成敗に 成たり。 人心 正しから ざ 

る 時 は、 天 氣逆ひ 五 音 位 を 失 ふ 也。 武家 は 万 歲の事 は 思 ひ 給 はす。 昨日 主君 かと 思へば、 今日は 臣 となる。 今日 臣か 

と 見れば、 明日 は 主と なれり。 それ を 見る くも 有 道に つきて た し、 長久の はかりごと はし 給 はす。 時の はやり 物 
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を 用て 慰み、 一榮 ー樂と 思へ るに や。 亡 國の淫 聲をも 其 ま、 おきて、 治國平 天下 C 雅樂 をば 撰 用 ひ 給 はす。 かへ りて 

亡 國の聲 をば 祝儀に 用 ひ、 治平の 雅樂 をば 佛事 などに 用て、 死 葬の 1^ ひけ がれに まじへ 給へ り。 天地神明 にす、 め、 

天子の 御遊に 用 ひらる、 吉禮 の雅樂 を、 佛 事に まじ ゆる 事 は 由々 敷 事 也。 沸の 極樂の 遊びと ならば、 出家に 诹 へて 出 

家ば かり 用 ひむ は 各 刖の事 也。 朝 服 を 着し 朝 庭に 用る 樂 SIS を 持て、 佛 事に まじ ふべき にあら す。 かくの ごとくの 士 II 凶 

を もた V- されす、 軍 國の風 を 其 ま、 に、 人質 を 取 かため、 力 を 以て 一 旦の 威に 服せ しめ、 後の 费を はかり 袷 はぬ は、 

武家の 風俗に こそ。 公家 は 不易の 君臣 なれば， さ樣 にて は 君も臣 もた V す 0 不忠 不 本の 至 なれば、 万？^ を 期して 1 榮 

一 樂を思 はす • 時の はやり 物に うつらす、 古禮を 守. 9 古 樂を翫 て、 不正の 形容 音聲 〔曲 *〕 物事 をば 禁中に いれす、 公 

家の 門に おかす。 朝に は讀 書の 聲惰ら す、 夕に は鉉 管の 音 やます。 手 習禮事 まじへ てた ゆます 0 靑侍^；！：女房までも、 

公家の 家に 来て は、 淫聲 俗事 をい ふ 事 を 恥る 也。 かくの ごとく なれば、 其 家の 子 はおの づ から 胎敎 あ. 9、 長 じても 俗 

事 を しらす。 正樂の 音に ふかければ、 摇聲は 聞ても けがら はしく 思へ り。 餒を惡 む 心より、 心の 生 * 岩 木なら ねば、 

<s 厶 一 

善 をす るに す、 むべき より 外 はなし。 耳に は 律呂 を わき まへ、 目に は 正色 を！：^ しり、 口に は嘉窗 をい ひ、 身に は 正^ 

を 行 ひ、 心に は 道理 を窮 む。 如此 なれば、 上ら ふの 風す でに なれり。 うごく 所 皆 有職な り、 いふ 所み な 哥也。 何の か 

くす 事 あらむ や。 事の 秘事 は、 道お とろへ て 後の 事な り。 かくの ごとくな らば、 人心 错靈 あり、 誰か ゥゃ まひの つと 

ら ざらん。 眞に 道學を 好む 者 は、 必らす 雅樂を もて あそぶべし。 眞に樂 を 好む 者 は、 必らす 道を學 ぶべ し。 相 はなれ 

ぬ 道理な り。 あそびに 正しき 道なくて は、 德に入 こと 深から す。 樂は 至極の もの なれば、 よくく 心 を 染て習 ひとら 

では、 面白き 所 迄 もしり がた し。 樂の 面白き ところ を しれば、 娃聲 不正の 事 は 見る も 聞 もけ がら はしく 成 もの 也。 しか 

るに 今の 公家 は、 百 人が 九十 人 余まで は 唱哥を だに しらす。 况ゃ 律呂 は 何とした る ものと もお も はねば、 gs;g^ を 敬す 

るに も謠 をうた ふ はよ き 分 也。 其 次 はま ひぜ うるり、 其 次 は小哥 なり。 甚 しき は 三 線 尺八 能ば やしに 及べり。 かく 俗 

なる 心なれば、 たまく 書 を 讚と いへ ども、 俗學 なり。 鰭 を すれ ども 慝禮 なり。 小身 なれば 召使 若 も 貧賤の 中に そだ 
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ち、 俗なる 事に なら ひたる 者 〔事 抑〕 なれば * 父母 を はじめ、 靑侍靑 女房に 至る まで、 胎敎 にも 生長に も、 賤 しき 事 

み 習 はせ り。 されば 賤男賤 女に 遠 ふ 事い くばく も あらす。 人の 心 はよ る 所す る 所に は、 赏事 見えす、 安す る 所た のし 

む 所に 實事 ある もの 也。 樂は 正に よらす， 娃 によらす、 安す る 所樂む 所に あり。 こ V に をき て、 すでに 心 を あやまる 

ことなれば、 い かで かよ かるべき。 公家の 風俗の 乱 は雅樂 のす たれた るより 起れ り、 とい ふは是 故な り。 社家 云、 能 

拍子 小哥 など は、 一 旦の 慰み なれば、 人 がら を 乱る 〔の 乱る、 一〕 までに は 及び 侍ら じ。 公達の 給 はく、 武家 は 君臣 嚴ゾ 

• 暑 • 

に、 赏罸 眼前に 侍れば、 挑 〔慰 *〕 みば かりの 樣 にても ありなん か。 公家 は 君臣 あり とても 嚴 ならす、 心安し。 武 も 

公家 をば 客人と し 給へば、 大逆 無道に 及ばぬ 事 は とがめられす。 されば 挑 C 慰 *〕 み則實 事と 成て、 人 がらの 乱に 及ぶ 

事 眼前な り。 武家の 例 は 何事 も あはぬ 事 多く 侍り。 武家 とても 心に 好み 給 ふ 事のお もしろ くお ぼす 事なら では、 慰み 

にも 見 給 ふべき 様な し。 正しき 遊びの 道 うづ もれた るう へ は、 餘義 なき 事 也。 佚と する 公家 ((が だに かくの ごとく 

なれば、 武家 は 無 是非 事な りとの 給 ふ。 其 中に 年 八十に およびた る 禰宜、 し はぶきし 出て 云、 此 公達な ど しろしめさ 

るむ かしの 事し り 侍り。 みづ からが 〔は *〕 二十ば かりの 時、 親なる 者 ある 攝家 にっかへ 申て、 老て引 こもりた りし 

が 語り. 申し は、 其 時まで は 攝家淸 花に は、 御家領 一二 千 石お はし ましき。 大臣 家、 羽 林 家名 家な ども、 御家領 二三 百 

△ 厶厶绅 

石づ、 はお はし ましき。 貧くても 公家の 風流 は殘 りしな り。 其 時には や 今の ごとく 零落 させ 給 ふべき 兆し 出來 たると 

てな げき 侍し。 參 內も舆 にて おはし ませば、 力 者 靑侍屣 持な どもなくて は 叶 はす。 使者 見舞の 取次の ため、 留主 にも 

靑 侍なければ ならす。 兒 小姓 もい り 侍り。 衣冠の つい ゑ、 家職の つとめ、 奥方の 入用 かけて は、 二三 百 石の 家領 にて 

はたるべき 様な し。 しかるに 京なら ひとて、 客 あれば 酒 を 出し 給 はで はならざる 樣也。 用たら ざれば、 借て かへ さ 

す、 ((物 入 一)) か k りて やらす。 それにて もつ くべき よしなければ、 貪りの 心發 り， 心 だても いやしく なりゆき、 大 

厶 n 

名の 緣^ と 成て は 女が たに か k り、 家居 もき らくし く 衣裳 美を盡 し、 奢れる 公家 はしぐ 出来たり。 はじめは 笑 ひ 

給 ひし 公家 も、 後. <羡 しき 心 出来て， 此才覺 のみ 也。 代官 やうの 町人より 起り て、 賤 しき 者の 娘に ベ 〔しか *〕 も、 金 
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だに つけ、 まかない だに すれば、 むかへ 袷へ り。 女 公達 持 給 ふ 公 * は、 大名の 妾と なして、 前金 《を)) 取、 もし- 广ぁ 

らぱ 外戚と て、 か、 るべき たくみ をし 給へ り。 民間の 地士 やうの 者 にても、 又は 武士の 五百石 三百 石の 人 にても、 奏 

として 求め まほし く 思 ふに は、 小身と て 嫌 ひ 給へ り。 た 目の前 《に 一)) よき 衣 着て、 親兄弟に も 物 とらす る をい かめ 

しき 事に おぼして、 人の 使 ひ 者と 成、 賤 しき 名に くだりぬ る あさまし さは、 何ともおば さす。 親の たよりに も&ら す、 

いかめしき 事なければ、 人の 妻と なり、 禮義 よき 事 を 〔に *〕 ば、 かへ りて 外聞よ からざる 樣に おぼしたり。 た に堆く 

無糟 なる 事の み淺 りて、 心の いやしき、 義 〔さも *〕 なく、 恥な きこと は、 公家 出家な ど 中 侍りき。 公家 出家 は 人の 物 は 

•  書 

もら ふべき 者と 極めて、 義 不義 〔善 不善 *〕 のわき まへ もな く > たまく 人の 志に てま いらす る 物 も、 例の 事に して 何 

•  •  • 

共 思 ひ 給 はす。 公家 乞食と 申た る 也。 その 比 〔後-〕 淸花 一人お はしましたり C 度 * の 乱世に 家領 おち 散 一:^*〕 て、 三百 

石なら では 殘り給 はす。 上ら ふの 心 だて 身 持 失 ひ 給 はぬ 御 人 なれば、 外の かざりし たま はす。 內に忿 り 松 ふ 時 も、 し 

ほ ((た-)) れ たる 衣冠に て、 靑侍 一人、 沓取ー 人、 あるかな きかに て 出入せ させ 給へ り。 人參 りても 茶 をのみ 出し 給 ふ。 

もよ ほし ありて、 公家 中お はしましても、 御 粥 御 湯 〔茶 一〕 漬 やうの 御 もてなし にて、 酒 は 出し 給 はす。 御 物靜か 

にて、 世事の いそが はし さなく、 いっとても 讀 書の 聾、 絃 管の 饗 ならではき くもの なし。 將 軍家榄 柄の 御 かたぐ に 

參會 ありても 禮 遇し 給 はす。 又 無官の 武士に 逢 給 ひても 無 禮し給 はす、 態 敷に よき ほどに おはし ましき。 ある 公 .31!- の 

御異 2^ に、 時代に て 今 は 將軍家 をば 公方と いひて、 仙 洞に 准ら へ 〔しられ 一〕 申せば、 其執權 〔權 柄の 一〕 人にまで くだり 

參參  參肇 

て、 鱧 ふかから すば 無禮 なると や とがめられなん。 又 無官の 武士、 國が たの 人な どに は、 とめされ よ、 かくせられよ 

と、 羽 林 名家 のん ども 被 申、 大臣に 成た る 人 は、 とせよ、 かくせよ など 申さる。 しかるに 今 は 大臣に てお はし ましな 

がら、 國 家の 士 にも 盤 勲 なる は 過た るなる べし。 過不及 ありと 覺ぇ 侍りと、 かの 大臣 殿 仰せけ る は、 將車 家に も、 公 

{¥〔 方 一〕 とて 立てお かる k うへ は、 その 禮 あるべき 事 也。 此方より Siii て、 さ 申 〔指 一〕 出ば こそ 頭 を も 地に つけめ、 我方 

よりもと むる にあら す。 客の 禮を 以て 招か るれば 出る 也。 衣冠して 公家の 官位 を 用て 出る うへ は、 其赠成 なくて ((は C*) 
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叶 はす。 しかれ ども、 いにしへ と はちが ひたる 事 なれば， 時の 中に 叶 ふべき 禮儀は あるべき 事 也。 又 朝廷 にても なき 

鄉黨 のま じ はりに て は、 老を敬 ふと もい へり。 問學の 事に は德を 尊ぶ ともき く。 公家の 傍輩なら ば、 堂上 地下の 禮も 

あらん か 0 今の 武士 は 他家な り。 朝廷 にても なき 所に て、 他家の 人に 尉して、 無禮 をいた さん は、 位 を 心に さしはさ 

みて、 時處を しらざる 也。 我 かたに 出入 武士 は、 故な き 人、 無 下の 人 は 来らす。 いかさまに 志 やさしく、 なまく の 

公家 はづ かしき 所 あり。 その 種 姓れ きくな り。 武家と 武家 は 傍輩に て、 同家 なれば >  身上 〔分 一〕 の 高下に よりて 詞 

づ かひ、 禮儀も 多くち がふべき 事なる に、 かへ りて しからす。 大國の 主と いへ 共、 他家の 士 をば 我 又 者に も ある ほど 

の 小身 にても、 そのことば 態，！^ 也。 家 か はりた る 公家ながら、 大臣の 官位 ありと て、 小者 あへ しら ひに せば、 心 あら 

ん人は 誰か 重て 来るべき。 きけ ばれき くの 武士 を、 官位な きとて、 平 折 敷に て 食せ しめ、 我 は 三方に し 〔て 一： r 盃 

もさし すて 、はつに 一 〕 かへ さすと 也。 おもてむき にて 官位の 禮を 用る 所に は、 國 家の人な どは來 もせぬ 事 なれば、 云 

仝 厶神 

に 及ばす。 來る ほどの 所 は內. の 侵 なれば、 さまで もてなすべき 事 か は。 大臣なら ば • 木 具 か 茶碗の ちが ひ はありと 

も、 客と して 相伴に もてなす 人なら ば、 塗 椀 あしうちに はす ゆべき 事 也。 1^ さして かへ させぬ ほどなら ば、 さ、 ぬぞ 

よき。 むつ かしく ば、 一向に 他の 相伴 を 出して、 我 は ひき KJ まむ こそ まさるべ けれ 〔き 一〕。 叉 或 人の 異見に 云 * 接 舞 

厶ー  •  • 

はし 給 はす、 酒 だに 出し 給 はす。 參 內に舆 にもめ さす、 し はきと 申と 人の いひし 時， みづ からが 親なる 者、 す V み 出て 

申け る は， むかし ある .iijs- の武 十二 十騎 ばかり 同道して、 京への ぼり 侍りし、 其 中に 上ら ふしき わかき 馬の り 一人 あり 

き。 のこる 人 * は 習ひ賤 しく 侍り。 しかるに 其 上ら ふの 若黨 のい ふ樣、 我等の 檀那 はきた なき 人 也。 皆え 同道の 衆 は、 

あ の^を かへ、 此 あめ を とれと て か は せらる、 に、 一度 も かへ と 申されす。 し はき 人と て 腹 立したり。 此 殿の 上ら ふ 

なる を、 し はきと 申 人 は 此若黨 也。 此若黨 に ほめられ 袷 はむか、 そしられ 耠 はんか、 か はり やるべき 覺ぇ もなくて、 

厶厶厶 厶ー 

商人 をた をす 事 は、 公家 武家 共に はやり 物に て^へ ども、 はやり 物と て 僻事 せん もロ惜 かるべし。 此御 家に は 有職 哥 

道文學 糸竹の しらべまで くらから すお はし ませば、 其德 をした ひて 參る者 多し。 何 給 はらで も、 他の 結構の 御拔 舞よ 
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り はかた じけ なく 思へ り。 た V- 御前へ 召 出さる、 を 世に しらぬ 悅 として 出入す。 酒 食に 心 あるい やしき 者 は參ら す。 

御家領 にあ はせ て、 儉 なるべき 所は儉 に， 御 位に あはせ て、 上ら ふなるべき 所 は 上ら ふしく おはし ませば、 これ を こそ 

世 中の 手本と も 申す ベ けれ。 武士 は 武勇ば かりの 勉め にて、 內 かろ ふ、 しく 侍れば、 此御 {_ ^領 ほど にても 馬に も乘事 

也。 公家 ((に *) は 御 家内 上ら ふしく おもく しくお はし ませば、 此 御家領 にて 與に めす 事 はなら せられ じ、 よく あたり 

たる 御作 法に てお はします。 誰何と 申と も 御 聞 入 ある まじき と 申 たれば、 異見の 人 言 紫な くして かへ りたり。 社 .5^ 云、 

神代の 遺風に て、 ベ マ の 禁中の 第 一 に 殊勝なる は、 內侍 所の 御神樂 にて おはします。 日本 第 一 の 御 神事なる に、 党， 上 地 

下と もに 御 $i 人 不足に 見 奉り 侍り。 和琴^5峯篥、 堂上に 一 人、 地下に 一 人と 申な り。 哥が たは 堂上 地下に 十餘人 もお 

はし ませ ど、 樂を しり 給 ひて、 本の 拍子と り 袷 ふ 人 は、 一 二人なら ではお はせ す。 其 人 さし 合て、 出^ はねば、 ^！^？の 

A  A 神 

調子、. 糸竹の 聲 にあわぬ 事 多し とうけ 給 はれり。 歌の 秘曲 は 堂上に た 1 人とう け 袷 はる。 あやうき^ にて おはし ま 

す。 箪篥は 薄以緒 卿た 2- 一  人に てお はし ましき。 牛 公事と 云 事 ありて * 信 長より 薄 殿 を 切腹 させられし { ^期の 時、 樂 

人 安倍の 季房を まねきて、 年 比の 所望 なれば とて， 秘曲 を傳 へ、 家の 管 小 薄 共に わたし 給へ り。 此^ 殿 ((は-)) 心剛な 

る 人 なれば こそ 淺り 侍り つれ。 あやうき 事 也。 信 長 《公一》 も 御 神 樂領を 附られ たる は 奇特 なれ ども、 薄 殿 切腹 の^は 

不仁 也。 武家なら ば、 私曲の 切腹に あたる 罪な りと も、 公家に てお はし ませば、 其 佚 所 あげ 申した るば かりにて もよ 

かるべし。 し ゐて罪 重く ば 流罪に て やむべき か。 不仁 故に 不慮の 殺害に も あ ひ 給へ るなる べし。 公達の 給 はく、  .m. 給 

ふごと く、 歌の 秘曲 傳 へて、 本の 拍子よ くと り、 樂を もしり て 調子た が はぬ ほどの 人、 堂上に 三 四 人はなくて かな は 

ぬ 事 也 • 和 琴 笛 第篥も 堂上に 二人、 地下に 二 〔三 一〕 人 づ、、 人 長な ども 三人ば かりはなくて 叶 はぬ 辜な り。 本末の 拍 

子つ け 歌の 人々 も- 樂 ((は *)) しらで はなり がた き 事 也。 た 公家 地下 共に 贫な るが 故に、 これ を 人に 傅へ て は、 我 

家 絡る と 思へ り。 將軍 家に SHS 量の ((御 一)) 人出 袷 ひて、 事の 理を いひき かせ、 佚 料 〔領 *〕 をつ けて、 その 數 ほどの 人 を 

出し 給 はで は、 今の 公-: M の 力に は 及 まじき 事 也。 今 武家 天下 手に入た らば、 禁中 公家お 馳走し、 取 立 奉む とい ふとき 
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く 〔よ aoo 道 ありて よく 取 立 奉らば よかるべし。 凡 情の 馳走なら ぱ ゆかし からす。 禁中に 御領 〔料 一〕 をつ け 奉り、 諸 卿 

〔公 神〕 にも 家領を あたへ、 內裏 造營の 結構な ど を 以て 建立と せば、 外 は 生かへ りたる 樣 にて、 實は叉 亡びに 近 かるべ 

し。 今 かく 築地 もく づれ おち、 御殿 もく ち 失て、 かりなる 御 住居なる は 幸の 事 也。 4/ の 御 かり 屋 にても、 政 は 行 はる 

れば、 其 御 かり 屋を 風雨 ふせぐ ばかりに、 黑木作 かやぶ きに 作り 改め、 築地 も 道行 人の 見 こさぬ ばかりに さびて つき、 

御領 〔料 一〕 も 御 不自由なら ぬ ほどに 奉り、 禮樂 おこたり 給 はぬ 樣に、 其 糟其樂 の領は 役人 ありて 別につ け 奉り、 御遊 

など も 月に 兩 三度 は 〔取 a〕 おこたらせ 給 はぬ 樣に あらば、 諸家お のづ から あだなる 事に うつるべき やうな からん。 御 

遊な ど は定れ る^に て、 大臣 以下の 公卿 、殿上人、 樂人 はか はりて 必す參 るべ し。 君は臣 より はから ひ 奉るべき 《に ま) 

厶 神 

あらねば、 御所 作の 有無 は 時の 御 心の ま V なるべし。 た 天子の 御 位 を 尊く あ ふぎ 奉り、 公家の 公家た る 風流 を 失 は 

ぬ 様に 馳走せられ なば、 儉約朴 素の 古風 興りて、 不自由なる 事 もな く、 上ら ふの 心と りかへ しつべし。 驟りを 以て 馳 

走せば、 家領 多くと も 用たら すして、 賤 しき 風俗に 成な む。 申 給 ひし 様に、 公家 はあり 度 事 也。 た 定 たる 節會 など 

を 公 { 炎の 事と 覺 えて、 足ぶ み を ももち、 左右 を 家の 大事と し、 心に 禮の 本た、 〔ら *〕 す、 情 を正樂 にの ベす ば、 節會 

の 藝 者の ごとくに なりて、 公家 は 亡び 侍らむ。 武家の 賢 君 良 相 〔將 一〕 出 給 ひて、 神代の遒風をぉ^Jされなんtと€-み 

あ ふぎね がふ 所 也 
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天の 孫 天津 彥火 杵尊 は、 常 社の 御讓 りに よりて、 此國の 御主と 成 袷 ひぬ 0 大山 祇 神の 女子、 木 花 開 姬を妃 とし 袷 

ひて、 火 酢 芹 命と、 彥火々 出 見 尊の 二 男子 を 生 給 ふ。 兄の 火 酢 芹 命 は、 海の幸お はし ませば、 父の 尊より つりのう つ 

はもの 《を 一)) 授け 袷 ふ。 弟 I ー彥 火々 出昆尊 は、 山 幸お はし ませば、 父の 尊より 弓箭 授耠 ふ。 其 後 弟の 命、 こ、 ろみに 幸 

かへんとの 給 ひて、 かへ 袷へば、 共に 其 利 を 得 袷 はす。 兄の 命悔 て、 弟の 弓矢 《を 一)) かへ し、 己が 本のつ りかへ し 給へ 

との 耠ふ 時、 弟の 尊、 本のつ り 失 ひ 給 ひて、 新に して 奉り 給 ふ。 其 時 兄の 命、 小兒の 事と か 〔わ *〕 すして、 人 はたる 

がごと く、 本のつ りなら では 請 取 まじと て、 せめ はたり 給 ふ。 弟の 尊 甚だ， 凝まして、 行々 海 畔に吟 ひ 給 ふ。 邊に塩 

土の 老翁と 云 者 あり。 あはれ み 奉りて、 尊 を 龍宮に みちびき 奉り、 終に 失へ る つりばり を 得て 歸り合 ふ。 其つ り かへ 

し ざまの こと を 龍神 敎へ 申す。 又 潮 滿瓊と 潮涸虔 との 二の 玉 を 奉る。 尊 國に歸 給 ひて、 兄の 命に つり かへ し^ふ 時、 

龍神の 敎 ける ま、 に、 貧 釣と. S ひて かへ し 袷へば、 兄の 命い かり 袷 ひて、 害 ふ 心 あり。 其 時 弟の 尊し ほみ つ 玉 ((を 一)) 

出し 耠 へば、 忽 ((に *)) そこら 海と 成て、 兄 溺れ 死なん とす 0 兄の 命悔て 〔み *〕、 わび 給 ふ 時、 しほ ひる 玉 ((を！)) 出し 給へ 

ば， 本の 平地と 成ぬ。 兄の 命の 心に、 弟の 尊 は神德 おはし まし、 己が 及ばざる 事 を さとり 袷 ひて、 臣と成 や 7 ふ。 能 神 

や k も すれば 雨風して、 火 酢 芹の 命の つりの 利 失 ひ 給へ り。 火々 出 見の 尊 は、 風雨に も かりの 利得 合 ふ か はらす。 

彥火. <  出 見 尊 三年 龍 宮に住 給 ひし 時、 龍 女に 幸して 生 給 ふ 御子 を 彥波激 武雜瑶 草 蒼不合 尊と 申す。 甚不合 尊、 玉依姬 

を妃 として、 神 日本 磐 余彥尊 ((を 一)) 生 袷 ふ。 是を 神武 天皇と 申す。 人皇の 始に てお はします 也。 ^士 曰、 兄 火 酢 序 命と 

弟彥 火々 出 見 尊の さいさき 爭ひ をよ み 侍る に、 兄 は 始めより 利に めで、、 友愛の 心う すし。 弟は始 はみ. つからつ ゆた 

かなる を もちて、 兄の 貧しき にかへ て 奉り 耠 へば、 弟 順の 道 あり。 しかれ ども、 後に 兄 をな やまし、 臣 とし 給 ひし 事 

I 一一  輪お 語卷 第三  一一 九 


蕃山仝 集 第五 册  ,  ま 0 

は 首尾せ す。 しかるに 弟の 尊德 ありと 申 侍る 事は理 なきに 似たり。 後世の 敎の ためな ど、 申 事 は、 た を 以てお ろか. itf 

△a 

る說 なり。 敎 へに 道な き爭 ひを傳 へて よかるべき にあら す。 古今の 秘抄 どもの 說ぇ 取が たく 侍り。 各 はいか 御覽じ 

袷 ふや。 公達 かへ り 見 給へば、 かたはらに 老翁 あり。 老 さら ぼい たれ ど、 よし ありげ なる 人 也。 こなたへ と 請 じ 給へ 

ども、 爵 なき 者 は 御座の 末に こそ さ ぶら はめと いふ。 公達 はさ は ある まじき 事 也。 天の 祌の御 孫に 御 國讓り 給 ひて 位 

を さり、 跡 をけ ちて、 天に 二の 日 あら じ、 とて かくれた まひ、 御社 だに かまへ 給 はぬ 神前 なれば、 官位 をつ いづべき 

にあら す。 た こなたへ とて ((く 一)) だり ます。 其 時 處士立 出て、 王公 は 賢者の 德を 尊び 袷 ひ、 賢者 は 王公の 位 を 尊ぶ。 

是 故に 王公 も臣 とし 給 はぬ 人 ありて 後、 天下 平 かに 國 治れり。 賢者 も 王公に 〔もこ 客た る德 ありて 後、 よく 大業 を 起 

す 〔さる-〕 べし。 德を 友と する 者 は、 國 君と. S へど も 匹夫の 貧賤 をみ す、 匹夫と い へど も國 君の 位 を 見す。 德と 位と 

相 和して 貴賤 友と なるな り。 ん r 老翁と 公達 も 亦 かくの ごとしと て、 對座 にす へたり 0 公達 仰け る は、 さきの 虚 士の尋 

をば 老翁に ゅづり 侍る ((と J) なり。 祌 書に はか、 る 筆法 多し。 一 を 明かに せば 十に も かよ ひ 侍らん。 老翁 云、 此 事む 

かし 物 しれる 神主に 聞 侍り。 神代に は 私 照な く 私 親な し。 一人 を 以て 天下 を 治しめ 袷 ふ。 天下 を 以て 一人に あたへ 

厶 At 

す。 賤の 子な りと も祌德 あらば、 天下 を 治しめ 給 ふべ し。 况ゃ 兄弟の 中に て は、 有德を 立て 主と する 也。 德不德 を 撰 

ばす して、 嫔 子に 國 天下 を 譲る とい ふこと なし。 始めより 東宮と て、 さきに 立る 事な し 0 た 1- 兄と なく、 弟と なく、 

有德を えらびて 後、 天下の ゆるす を 以て 主と 定め 袷へ り。 兄 なれ ども 火 蘭 降 命 は 不肖なる が 故に、 其 天命の 分に くだ 

して、 庶人 とせんが 爲に釣 sus を あたへ 給へ り。 弟 なれ ども 彥火. <ca5 見 尊 は、 ん 君の 德 おはし ますが 故に、 弓矢 を あた 

へて 天威 を ゆ づり給 はむ とす。 上古 は朴素 なれば、 弓矢 を 奉り 給 ふ は、 則 天下の 御 籤り 也。 父の 尊よ く 御子の 德不德 

をし ろしめ して 奉り 給へ り。 兄の 命 は 愚に して、 みづ からの 命 分 を知给 はす。 父の 尊の 命に そむきて、 弟を庶 人に く 

だし、 我 天下の 君た らんと おばして、 gfg を かへ 給 ふ。 然れ ども、 天下の 人民した が ひ 奉らねば、 釣 を たれ 袷 ふ ほどの 

御樂み もな し。 それによ りて 本の 御 譲りに かへ り 給 ひて、 弟の 尊に 天が下 かへ し 給へ り。 弟の 尊 も 人君の 德； J そお は 
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しませ 共、 庶 人の 踐し きか ひぐ しさ は 得 袷 はねば、 これ もみ づ から 食 ((を *)) 求め 給 ふ 事 叶 はで、 共に くるしみ 袷へ り 

しが、 本に かへ りて 安堵し 給へ り。 君子 は大受 すべく して、 小受 すべから ざるの 義 也。 釣 はたり 袷 ふと 云 は、 -个德 に 

して 天が下 治め 耠ふ事 叶 はね ども、 弟の 尊を责 はたり て、 天下の 財 を むさぼり、 色.？ の 難事い ひ 給 ひし 事 を 寓吉し t 

り。 弟の 尊の 海中に 入 $w ふとい ふ は、 寅に 龍宮 とい ふ 所 ありて 行 袷 ふに 非す。 知 仁 s« の德 おはしまして、 大舜の 象が 

心 を やぶり 給 は ざり し樣 に、 兄の 命の ひがごと を もとが め 袷 はで、 海の 底まで も 心 を やりてつ かへ まい 〔つ *〕 り 給 ふ 

ありさまの 寓言 也。 乾 珠滿珠 のた とへ は、 凡 情の 人力 は 一 旦德 にも 勝る やう なれ ども、 天 定る時 は 又よ く 人 に^の 理 

にて、 とかく 力 は 德に歒 する 事なら ぬ もの 也。 力 を 以て 德 にかたん とする は 水火に むか ふが ごとし、 と寓育 したるな 

り。 兄の 尊、 色々 難事 をの 給へ ども、 德は君 也、 カは臣 也。 天 ゆるし、 民した がふの 有德は 人君 也。 天 ゆるさす、 民し 

たが はざる の 不肖 は 人民 也。 力 は 終に 德に 負て、 爭へ ども 人臣と 成ぬ。 尊 は あらそ ひ 給 は ざ ども- 德は ひきく して 

Aft 

t ゆべ からす。 尊く して、 てれ、 〔ら 一。 ナシ〕 は 終に 人君と 成 給 ふ 事 を 寓言したり。 た 暫く 世俗の 爭ひを かりて、 德 

と 力と、 人と 天との 勢 ひ を あかしたり。 兄の 命 は あらき 風、 はげしき 雷雨に 利 を 失 ふと 云 は、 火々 出 見の 尊、 德 あり 

て 天下 を 治め 袷へば、 風雨 も 民の ねが ひに したが ひて、 諸 民の ためによ き 風雨 も、 つりの ために はよ からぬ H あり。 

畢竟 は 五穀み のりて こそ 釣の 魚 を も 人の 求る 事 なれば、 風雨の 時に したが ふ はよ き 事 なれ ども、 今日の 《利の 一)) み る 

者 は 利な きと 思へ り。 叉 平生に 無理 非道の 者 は、 義 におき て 男 あらす。 內心 くらければ、 鬼神の 理に まが 〔 ど *〕 ふこ 

と を あかせり。 弟の 尊の 風雨に 利 を 得 給 ふ もの は、 平生 や はら かなる 者 は、 義に 勇み あり。 內心 明かなる 人 は 幽明 を 

二つに せざる の 道理 を 寓言せ り。 今の 時に も 弓矢 持て かりす る 者 は、 晴天に は 晴天に したが ひて 鹿 鳥 を 得、 風雨の 時 

は 又 風雨に したが ひて、 かへ りて 得 もの 多き 事 あり。 海士の 利は兩 様に 得 こと 成が たし。 又 一 人の 神主の 云、 弓矢 を 

もつ は 天下の 主と なるべき 瑞相 見えたり。 人君た る 者 は 一張の 弓 を もちて 天下 を 治むべし。 漢の 高祖 は！ 二 尺の 銹を提 

て， 天下 をと ると. S へる、 同じ 理 也。 烈風 雷雨 犬に いたる 〔れ 繂〕 は、 衆 恐れて 常 を 失 ふ。 しかるに 尊 これが 爲に « ひ 
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給 はす、 度量 絕人 なり。 如 此の 大奥 あれ ども、 仁 厚友 悌 にして、 兄の 命に はたられ て は 泣 呤ひ給 ふの 頗德 あり a 故に 

天地 鬼神 もた すけ 給 ふ 事 あり。 兄の 命 は 幸 かゆる の 私欲 あり。 天理す でに 亡びたり。 利 を 以て 利と すれば、 終に 不利 

に 至れり。 一天の 君た る 人 は、 仁 を さきと して 万民 を 救 ふが 道なる 事 を 後せ にしめ 〔ら *0 す もの 也。 兄 なれ ども、 仁 

德 なけれ ぱ 天下 をた もち 給 はす、 弟 なれ ども、 仁德 あれば 天下 を 保 給 ふ。 天地の 氣節 四時の 寒暑 も、 一人の 御 心に 應 

する ものな り。 一人の 御 心 正しき とき は、 風雨 も 時 あり。 一人の 御 心 不正， V き は、 風雨 も 時 あらす。 利と 不 p: と は、 い 

〔人 *〕 の 善と 不善と にあり。 此 兄弟の ((幸 一)) あらそ ひも、 兄の 御心惡 しく ((して 一)) 風雨に 侵された まふ 也。 は 海 幸 

ありて、 後に は 海 幸 もな きとい ふ は、 天命の 分 を安ぜ すして、 高 をね が ひ- 外 を むさぼりた まふ 故に、 其 家業 を も 失 

ひ 給 ふ 事 をい へ り。 神 書 はむかし の 傳へを 其 ま、 か、 で、 はるかに 後に 書たり。 其 筆者 〔先 *〕 に 道 の學 なかり し；^ 

厶神 

に、 寓言の 様よ ろしから す。 せめて 寓言す とも、 莊周 などの 樣にノ "理を 明かに したら ばよ かるべし。 神聖の 御 事 を 凡 

人の 上に かりとき たれば、 大 かたに て は 通じが たし。 心 を やりて 離れて 見 ざれば とけが. たし。 よきに しても 寓言 はふ 

ようなる 事 也。 神明 は 正直 なれば、 た M すぐに 書て よかるべし。 禰宜 云、 貧 釣との ろ ひごとして 歸し給 ふ 事、 正直の 御 

心に は相應 せす。 いか したる 事に てお はします や。 公達 云、 初の 書の 鉢 はさ あらす。 た 正直に 事の 鉢の 給 ふ 也。 

庶 人の 業 は 多く は 貧に してな す もの 也。 富 人と なれば なさ ((れ *)) ぬ 事 多し。 ことにつ りの 業 は、 大方 其 日ぐ らし 程な 

る 事 也。 此業は 貧に してつと むる 道理な りと き、 つ 〔聞へ 〕。 天命の 分量 かくの ごとしと 知て つり すれば、 其 利 を 利 

とし、 其樂 をた のしむ 也と 至情 をい ひて、 兄の まど ひを敎 へさと し 給 ふ 也。 凡夫 は 至情 をい はれて は、 心に は實 にも 

と 知 所 あり。 後に は 得心 も すれ ども、 ま づは腹 立 さか ふ もの 也。 我 をのろ ふと、 さかさまに とりなして 腹 立し 給 ふ 凡 

情 をのべ たる もの 也。 か 〔そ *〕 れを 寓言の 仕様、 た 凡人の 上に 取な して、 5 ひたれば 見が たし。 後の 說々 はとり な 

してい ひたる 事 を かきたり。 禰宜 云、 龍 宫に住 給 ひし 三年の 內に、 龍神の 女子 璺玉姬 に 幸して、 御子 生 袷 ふと はいか 

^. 公達の 給 はく、 兄の 命の 望の ま V に、 君 位 を わたし 給 ひ、 海逡 にく だり、 庶 人と 成て 住 給 ひし 時、 生れ 給 ふ 御子 
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なれば、 かくい へる 也。 奇妙に いはんが ため 也。 晴天に は 月 もり， 雨天に は 雨 もりぬ る、 ゃねの板間もふきぁはぬ^^ 

賤 なる 住居に 生れ 給 ふ 御子 なれば、 則ち 名 付 奉る 也。 むかし は 子の 生れ 出る 時の 事 を かたどりて 名と せし 也。 それ を 

御產 急に してと いと ひて 書な せり。 社家 云、 日本 は神國 にして 四海の 中に てす ぐれたり と S. 侍る に、 祌 道の 經典備 は 

ら ざる 事 は. S か したる 事に や。 公達 云、 いにしへの 神人 は 天地 を 害と し、 萬 物 を 文字と す。 祌 なき 時 は 天地な くガ 

物な し。 故に 神 は 天地の 德 なり、 人 は 万物の 靈也。 國は 神明の いがきに して、 人 はみ あら か 也。 造 物 者 〔等 *〕 に經典 

なけれ ども、 日月 か はるぐ 明かに、 四時た がふ 事な し。 神の 德は 風の ごとく、 蒼生 は 草の ごとし。 不知 不識 天の 則 

にした がへ り。 旣に 天神の 御代 遠く、 地 神の 御代 も 半ば 過て、 人の 世 近く 成 ぬれば，、 敎 なくて は 人道 立が たし。 この 

故に 神明の 德を かたどり、 三種の 象 を 作らせ 給へ り。 €:侍所は八咫0^!也。 神 塑は八 坂遼の 曲玉な り。 、效斜 は^ 藏の 

翻な り。 鏡 は 知 德の象 也。 玉 は 仁 德の象 也。 劍は勇 德の象 也。 鏡 は 心の 神明に して、 虚邀 不味なる ((事 一)) にかた どれ 

り。 天に ありて は 日光と し、 事に おきて は 正直と す。 玉 は 心の 温 潤に して、 慈愛 ((とし *)) 恭敬なる にかた どれり。 天 

にあり て は 月光と し、 事に おきて は 委曲と す。 劎は 心の 剛强 にして、 堪忍 截斷 なる にかた どれり。 天に ありて は 星 光 

厶？ - 

とし、 事に おきて は 威武と す。 天 照太祌 の、 皇孫 天津 彥彥 火璦. 尊 を 此國の 主と なし 奉りて、 くだし 耠ふ 時、 ； 二種 

の 象 を ゆ づり給 ひて、 此鏡を 見 袷 ふ 事 〔毎に J5〕、 常に 大神を 見 奉り 給 ふが ごとくし 耠 へとの 神： g 也。 これ H 本の 港の 始 

なり。 中 夏の 聖神 伏義 氏の、 始て 乾坤の 畫を あら はし、 六 子 を 生じて 八卦と なし、 八 * にして 六十 四卦 をな し 松 ふが 

ごとし。 八 八 坂の 八の字 を 用る 事 は， 天地の 神道 は 一 貫な り。 和漢 共に 自然に 相 叶の 妙 〔物 一〕 pi なり" of- 知の かし 

こきと いふ は 皆 九 々の 數を用 ゆ 〔る s〕3 されば 理屈に なりてせ まる もの 也。 故に 中 E の 5¥ "人、 日本の 神人 は、 九 * の 

ーを大 極に 歸 して、 八々 を 以て 天地万物の 理を盡 し 袷へ り。 問、 鏡 を 知者の 象と なすべき ための みならば、 小鉞 にて 

もたり， なむ 0 しかるに 大鏡を 用 ひ 給 ふはい か t-o 云、 小知 を戒 しめ 給 ふ 也。 問 こと を 好み、 天下の 人の 知 を 用る は大 

知な り。 八 の 名 を 得る ところ 也。 人の 知 を 用る は、 人に よ 〔見 妳〕 るが ごとく なれ ども、 是非をぇらぶことは！^^にぁ 
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PO 小知の 天下 を 治る は、 九々 の箅 をな すが ごとし，。 乘 じて は 除す るの 外な し。 八々 の镲治 は有餘 ありて、 せまる 

ことなし。 儉節 にして 乘 する ことなく、 易簡 にして 無事 也。 しかる 故に 天長地久 也。 大知 にあら すば 誰か これ をよ く 

せん。 問、 玉 を 仁者の 象と なすべき ためなら ば、 圓 玉なる べきに、 曲玉 を 用る 事 はいか J -。 云、 曲は審 也。 仁 は 〔也 *〕 

愛の 理 也。 愛する 所に は 必す心 を盡す ものな り。 仁愛の 心 は、 l^lj誠にして、 あまね からすと いふ 事な し 〔く s〕o 天道 

造化の ェを 見る に、 蟻嶁 〔蝶 s〕 の 小 虫に 至る まで、 つまびら かにして たが ふ 事な し。 生理の 至誠なる が 故 也。 且父は 

子の ために かくし、 子 は 父の ために かくす。 直き こと 其 中に あり。 仁愛の 曲委 〔玉 a〕 は、 天理の 直 也。 大舜の 瞽叟に 事 

へ 給 ふ は、 つ らおり の 難所 を 行が ごとし。 九皋 とい はすして、 八 坂と いふ は、 君子 は 易に 居て 命 を 待の 意 也。 仁人 

の 民 をめ ぐむ 事 《は *))、 父母の 赤子 を 思 ふが 如し。 敎 治し 給 ふ 事、 曲玉の ごとし。 心に 誠に 求れば、 あたらす といへ 

ども 遠から ャ。 問、 劍は始 に は 天の むら 雲と いへ り。 草な ぎ は 日本 武 より はじまれる 名 也。 本の名 を 用 ひざる 事 はい 

か t-o 云、 草な ぎ は 中の ひ を 略してい へり。 草な びくな り。 君子の 德は風 也。 小人の 德は草 也。 威勝レ 愛と き はまこ 

とに 成の 義 なり。 問、 德鏡を 日光に 比する 事 はいが！.^。 云、 太陽 東に 出 給へば、 天下に かくる、 ものな し 〔く  *〕。 諸 

色 乙と ぐく わかれて、 其 形 をお ほふ こと あた はす。 自然に 正直 也。 心に 知 明か なれば、 天下に まど ふべき ものな 

し。 正邪 ことぐ くわ かれて * あざむく 事 あた はす。 自然に 無事 也。 德玉を 月光に 比する こと は、 春陽 生物の 氣 さか 

むなる 時 は、 日光 も かすみて うら & かに、 月く もらね ども 影お ぼろ 也。 水 至て すめば 魚な し。 人 至て 察すれば 徒な し。 

月夜 明か なれ ども、 かくるべき くま あり。 心 知よ く 善惡を しれ ども、 惡を かくして 善 を あぐ。 諸の 直 を あげて 諸の ま 

がれる をす て をく。 大知は 愚なる がごと し。 罸に大 やうに して、 惠 にく はし。 德劍を 星 光に 比する 事 は、 星 は 金の 散 

氣 なり。 北極 二十 八 宿の 諸 星 ありて、 四時 を 定め、 年 をな す。 正しく 〔て, J〕 たが ふ 事な し。 剛强 にして 間斷 なし。 問， 

勇鄉を 堪忍と いふ こと はいか i -。 云、 いかり を こらし、 欲 を 制する より、 五倫の 交り、 無 逸 〔邊 sO のっとめ ま 〔と *〕 で 

も 堪忍の 勇なくて は 叶 はす。 こと は ざに 、短慮 は 未練の 相と いへ る も、 勇な き 者 は 堪忍な きょし 也。 問、 明鏡 を 云て、 

二  SO 


正直と する 事 はいか M。 云、 邪曲 〔心 *〕 はくら きょりお これり。 命 を不， 知が ゆへ に 載 術の 媒略 にもお ち 入 ((もの ほ)) 

なり。 明かなる 者 は あるべき 樣を 行て、 天命に 應 す。 明かなる とき は、 正直なら す や。 問、 仁 は 愛の 瑪 なり。 しかる 

に 慈愛とば かりい はすして、 恭敬 を 加る こと はいか i-o 云、 敬 は 愛の 極な り。 愛する 事 ふかき ものに は、 必 すつ、 し 

みあり。 明鏡 曲玉 寶劍 わかつ ベから す。 神明の  一^也。 あるとき は 共に あり。 三 光 あれば、 天な り。 三種の 神お あれ 

ば、 天子な り。 知 仁 勇 あれば、 人 也。 鏡 は 知 也。 玉 は 仁な り。 叙 は 勇 也。 勇は義 也。 體は 仁に 存じ、 義 にあら はふ。 

信 は 知の 明かなる より 誠 あり。 乾 元 亨利處 も 三種の 象に こもれり。 此國の 主と なし 奉り 袷 ふ 天 照 太 祌の皇 孫 を 天津 彥 

々火瑾 々件 尊と 申 奉る。 此祌の 御 心に 知 仁 勇の 德 おはします 故に、 三種の 靈賓を そへ 奉りて くだし 給 ふ。 火 は 此祌の 

德性、 火の 光明なる がごと きを 云。 鏡の 象に 應 〔適 ,*〕 す。 叆々 は此 神の 镲性、 玉の 溫潤 なる がごと きを 云。 則 玉の 象 

に應 〔適お〕 す。 件は此 神の 德性、 神の 堅 強なる がごと きをい ふ。 Ml§ の 象に 應 〔適 *〕 す。 三種の 象お はします とい へ 

ども、 . 君の 御 心に 其德 おはし まさで は、 天下の 風化 あさし。 君の 御 心に 其德 おはし ますと. S へど も、 其敎 なくて は、 

天下に あまねく 行 はるべ からす。 徒 善 は 政 をす るに たらす。 徒 法 はみ づ から 行 こと あた はす。 問、 知 仁 勇と 云 は、 中 

夏の 聖語 也。 日本に て は 別に 三種の 名 あらす や。 云、 八 S{ 鏡、 八坂叆 曲玉、 草雞 叙と いふ 文字 も 中 夏の 字 也。 字と 名 

と はかり 物 也。 万物 は 有無 を かへ て 相通ぜ り。 中 夏、 東夷、 南蠻、 西 戎、 北狄、 おのく 文字 あり、 名 あり。 しかれ 

ども 文字 は 中 夏の 文字より よき はなし。 故に 佛法 にも 生國の 天竺の 文字 をす て、、 中 夏の 文字 を かりたり。 文字 を か 

れば、 名 も 字に 付て かる 也。 かりたる といへ ども、 大に ひろ ごり たれば、 かりたる と 云 者な し。 今 我 國の祌 ^も、 中 

夏の 文字 名義 を かりて 大に行 はれば、 又 かりたる 名 は あるべ からす。 夫 道 は 天地の 神道 也、 天に 二つの 日な きが ごと 

し。 國と 云國、 生と しいけ る 者、 日月 星 をいた V かざる はなし 〔く  *〕0 蓮 行して 定在 なし。 しかるに 我國の 日、 我 » 

の 月、 星と あらそ は M、 まどへ る ことの 甚 しき 也。 天地の 神道 は 形象な くして、 人. の 性と なる。 名字 は ほの 

を 取て いひ もせよ、 琉 球の を かりてい ひもせ よ、 其 實体は 天地 一源の 神道 也。 しかるに 中 夏 聖人の 道と いひ、 日本 祌 
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皇の 道と 云 は、 日月 を あらそ ふが ごとし 〔く  ®〕0 いへば 日本の 神道 にても あり、 中 夏の 聖道 にても あり。 又へ だてな 

き 大虚の 道 にても あり。 天地の 聞、 四時の 色 同じ。 春 は 花 さき、 夏 は 青葉し げり、 秋 は 紅葉し 實 のり、 夂 A はお さまり 

葉お つ。 春の 花 は よろこべ るが ごとし 〔く 一〕、 夏の 綠 はたの しめる がごと くっし *〕、 秋の色 は うれ ふるが ごとく 〔し *〕、 

冬の 聲 はいかれ るが ごとし。 これ 四時の 和に して、 天地の 七 情なり。 天地の 神道に あらす して 何ぞ や、 もろこし 日本 

たが ふ 事な し。 詩に 作り、 歌に よむ ところ、 符節 を 合せた るが ごとし。 もろこし 人 は 中 夏の 春と. S ひ、 大和 人 は 日本 

の 春と 爭は 可な らん や。 た^ 天地の 春 也。 春を悅 びて あそぶ とき は 又 我 春 也。 夫 春夏秋冬 は 元亨利 良の 理に したが 

ひて、 時 を 以て 色 を あらそ はせ り。 天地 は 無心 無欲なる が 故に、 正しくし てた がふ 事な し。 中 夏の 聖賢 日本の 神皇 は、 

人の 形 ありと い へど も、 元 亨利貞 を 以て 仁義 禮智の 性と し 給 ふ。 明かに してお ほ はる、 所な く、 すく やかに してやむ 

ことなし。 万物 一体にして 我 己な し 〔く &〕。 又 正しくし てた がふ 事なければ、 小 体の 天 也。 もろこし やまと， 四時の 

色た が はざる が 如し。 此知仁 勇の 德も亦 心に たづね てた がふ 事な し 〔く *〕。 中 夏の 人に 習て 知に あらす、 日本より 傳 

へて しらし むる にあら す、 誰に かると 云 事 あらん や。 人參は 朝鮮の 地より 出る を、 唐へ も 日本へ もとり 來て、 人の 生 

を 助る の靈藥 とす。 銀 は 日本の 土地に 生す る を 取 行て、 中國 四海 共に 用 を 達す。 文字 は 唐の 文字 を傳て 記憶と す。 し 

かれ ども、 人性 全から ざる 國には 習 ひとる 事 あた はや。 心に 一貫の 德性精 明なら ざれば 也。 問、 神道 傳授の 秘密 はい 

か J-。 云、 社家な どの 其 役人た る 者 は傳て 知べ し。 た 人 は 知て 益な き 事 也。 た 神秘 は 神秘に ((て 一)) 密し S たるが 

よき 也。 中 夏の 聖人の、 天地の； t 道 をと り 用 ひ 給 ひし も、 た 1- 正 心 條身齊 家 治 國の用 をな すべき 所の み 取て、 其し か 

る ゆへ は あかし 給 はす。 其 故 はしらし めて 用な し。 しれば かへ りて 平 人の 惑 ひの はしと なれり。 知者 は. S へり-敬，, 

鬼神 一 遠.. 之と。 鬼神の 鬼神た る德を 知と き は、 心 至誠 純一なら では 拜 しがた く、 身 潔白なら では、 近付が たく、 服 さ 

かむなら では 祭が たし 〔く ^0。 是 故に、 おの づ から 遠ざかる 也。 遠ざかる は 尊敬の いたれる 故 也。 後世の 人、 神社に 

ま うづる 事し げきは、 鬼神の 德を 不レ 知が 故 也 •* あがりた る 代に は、 宗 鹿の 祭 も 春秋な りき。 後世の 人 * 夏 冬 を 加へ 


一 ありがた 一 

さに ぞ 

C 活〕 かた 一 

一 じけ な- 
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ニ赙 言- 

て、  ral 時と し、 又朔望 をます。 鬼神 を 敬す るの 心 明かなら すして、 次第に 近付 來 〔な *0 れり • 問、 社家 禰{且 等 の^人 

はいか！.。 云、 其 職と して 拜供 祭祀す る は、 毎日と い へど も、 しげし とせす、 近付と せす。 盛 服潔渐 もた まさかの. 人 

厶厶厶 厶 <s 

の 樣には 成が たし 0 され ども、 其理 ありて つか ふまつ るが 故に くるしから す。 或は 云、 使 s 天下 之 人、 齊明盛 服、 以 承-一 

祭祀； 洋. - 乎如レ 在-一 其 上 一如 レ 在-一 其 左右.？ 或は 云、 何事のお はします と はしらね ども ありがた さに ぞ淚 こぼる、、 と。 

A 厶厶厶  * 

身の 潔齋 より、 心の 誠 敬 を，； 乂る者 あり。 心の 誠 敬より 身の 潔條を かねる 者 有。 神社に まゥづ べき 心なく して、 潔 傲 盛 

服の まう けな けれども、 祠に 至て、 かぎりなき 〔く 一〕 恭敬の 心 を これば 拜 する 事 あり。 問、 三種の 神 も 亦 神秘なら 

す や。 云、 三種の 祌 35 ば 禁中に おはします といへ ども、 其 象の 心 法 は、 上天 子より 下庶 人に 至まで、 身 を 俯る を 以て 

本と する の義 なり。 あまねく 敎給 はむ がた めの 象 なれば、 秘 すべき 道理に あらす。 藥 方な ども、 六 君子^ *收 ^散 • 

正氣 散な ど は、 天下に あまねく しら しめて、 其 神 力た がふ 事な し。 妙 藥と云 もの は、 秘 すれば 大 にしる しあり、 廣く 

しらすれば 験し & し。 三種の 德は あまねく しら しめて、 天下の 人心の 邪 病 を 退け 去べ し。 秘密 は 妙 藥の祌 力 を かりて、 

病 を 直し、 あら はせば、 神 力 失が ごとし。 幽明 は 相 交る ベから すして、 相 助べ し。 造化まで は 神の ffl 也。 造化の 後、 

厶 AAA  厶. C 厶 A ム厶 An 

有形の 主 〔至 活〕 は 人な り。 しかれ 共、 人道 も 神の 冥 慮 を 賴む事 あり。 神明 も 〔の *〕 人道 を まち 給 ふ^あり。 .个 測の 现 

をし る 者 は、 祌 明の 德に 通すべし。 故に 人の 道 を 行 ふ は、 神に 事るな り。 神に 事る こと は臣の 君に 事る がごと し *- 心 

無欲に して、 義 にした がふと き は 賞 あり。 心 ひろく 体 ゆるやかなる、 これ 赏也。 外の 福 も をの づ から 來る事 あり。 心 

有 欲に して、 不義 をな す 時は罸 あり。 心安き 事な く、 身 くるしめり。 これ 也。 外の 禍も をの づ から 來る 也。 神 は 天 

月の ごとく、 心 は 止水の ごとし。 水淸 ければ 月影 明かな り。 水 濁れば 影 も 亦 さやかなら す。 淸 ければ たのしみ、 獨れ 

ばくる しむ 0 惑と 不レ 惑の 謂な り。 宇宙の 主 は 神な り。 國の主 は 王な り。 身の 主 は 心 3。 主 を！？； 5 とい ふ。 敬て 心 君 を 

奉すべし。 人心 は 神明の 一体 分身 也。 心 上に 一念の 不善 あれば、 神明 をけ がし 奉る 故に， IS を來 す^, ひ r きに. ぽの應 

する がごと し。 心中 清淨な れ ば、 祌明 をす し め 奉 る 故に 、 赏を來 す 第 〔る *〕、 形に かげの したが ふが ごとし。 社 ム、 
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天照皇 より 〔は *〕 逢々 杵 尊に 三種 を授 させ 給 ひて、 た？ 鏡の み を さして 太 祌を見 奉り 袷 ふが ごとくし 給へ、 とみ ことの 

り ありし 事 はいか 公達 云、 明 は 人君の 法則な り。 不明 なれば、 其 則 を 失 ひ 給 ふ 也。 姑息の 愛と、 血氣の 勇と は、 明 

を 失へ り。 佛の 慈悲 は 志 殊勝 なれ 共、 愚かな り。 姦 勇の 將は剛 なれ ども、 終に 家 を 亡す ものな り。 共に 明 を 失へば な 

り。 故に 鏡 を あげ 給 ふとき は、 玉劎其 中に あり。 知 仁 勇の 三の もの あるとき は 共に あ. 5 


卷之 第三 終 

tIBK 
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三輪 物語 卷第四 

禰宜の 云、 中子 本来の 面目 をい へり、 吾 道に も 亦 あり や。 居士の 云、 我む かし 人に きく、 天命の 性、 則 本来の 面目 也。 

是 無一物の 時 を 以て、 性 を 敎へ給 ふ 也。 其 詠に 云、 吾 性の 人に かくれて しられす ば髙 天の原に うち 出て 見よ。 大率致 

知の 旨 は 情欲み だれ まじ はる 時に して、 性 をし らしめ 給 ふ 也。 其 詠に 云， 吾 性の 欲に まぎれて わかれす ばた 無知の 

知に 立 かへ り 見よ。 大人 は 赤子の 心 を 不レ失 ものな りと。 是 父母の 胎を 35 るの 時に して、 性 を みちびき 給へ り。 其 詠 

に 云、 吾 性の 習 ひに まじり しられす ば 生れし 時に 立 かへ りみ よ。 まづ 天地に よりて 我 本体 を ると き はまぎ る、^ な 

し。 天 は 物 を 生やる を 以て 心と し 給 ふ。 春 は 生じ 夏 は 長 じ 秋は實 のり 冬 はかくす ((かくす- かくする*))にょりて，來^^ 

の 生長 収 をと ぐる 也。 人の 夜い ねて 畫の用 を 達する が 如し。 地 は 万物 を 養 ひ そだつる を 以て 心と し 給 ふ。 此 天地 生育 

の 心より、 《其 活)) 先祖 父母 吾 出來れ り。 形は數 ありて 生死 すれ ども、 此 生の 德は 無始 無 終。 故に 數の、 王に して 數 なし。 

人に ありて は、 仁愛と 名 付く。 此 仁愛、 天地 生育の 命 を つぎたす けて、 齊家 治闕平 天下 をな せり。 仁者 はいの ちか、 が 

し， 實は 死て 不レ 亡の 義也。 禰宜の 云、 報 ひと 申 事 は、 經說の 樣に申 侍り。 聖人の 道に もお はします や。 居士の 云、 沸 

法 わたらぬ 以前の 聖 語に、 むく ひのこと あり。 直 を 以て 怨に報 ひ * 德を 以て 德に報 ふとの 給へ り。 すべて 經には 聖？？ 

より 不レ出 事 はなき 也。 た 5- 本のち が ひ ある 故、 取な し樣 にか はりある 事 也。 天道 は 無心に して 感應 あり。 人道 は 有 

心に して 禮報 あり。 仁心 仁政 は 造化の 生理 をた すくる もの 也。 不仁 不道は 生理 を さまた ぐる もの 也。 其 感應の 速 かな 

厶 一 

る こと、 たと へば 養生 をよ くす る 者 は、 日月の めぐる に 隨て氣 色 快 然し、 不養生なる 者 は、 日月に したが ひて ii^ を 生 

する がごと く、 うち 身 ある 者 は、 土用 八 專にを こる が 如し。 是む くひの 理 なり。 しかれ ども、 天 近に ありて、 むく ひ 

と ((は 一)) いはやして、 感應 とい ふ は、 無心なる が 故 也。 人道 は 心 ある 故に、 德怨 牲來其 義理 を はかり 報 ゆ。 感應 ((報 *)) 

厶 a 
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纏 は 一理 也。 無心 有心 は 時 也。 太虚の 風物に あたりて、 ひ f き 異なる がごと し。 禰宜 云、 天子 諸侯の 隱 居と 申 事 は、 

いにし へ はな かりし 事と 承る。 わかき 時の 御子に て、 御 親に 追つ き、 五六 十 歳まで 部屋 住に てお はし まさん はみ ぐる 

しく やと 思 はれ 侍り。 處士 云、 今の 風俗に て は、 隱居 もなくて ((は *)) かな はす。 いにしへの 作法に て は、. S つまで も隱 

居なくて よくお はします。 いにしへ は諸疾 はいふに 及ばす、 天子の 御子と いへ ども、 生れながら にして 尊から す。 た 

人と 同じく 大學に 入て 學問御 修行 あれば、 五十六 十に 至り 給へ ども、 た 學の 及ばざる 事 を 知 袷 ふの みに して、 國天 

下 を 執ての 榮耀 欲心 をば 思 ひ 給 はす。 士 民に 成と も、 賢なら ば 讓り度 思 召す となれば、 まして 兄弟の 內 にて は、 互 

に 賢に 譲る の 〔り 給 ふの 话〕 心 あり。 天子 諸侯 共に 老 君と 幼君に 攝 政と 申 事お はします。 君 御 老年に て、 御子 年若く お 

はし ませば、 諸臣 と共に 國政 をぁづ かりつ かへ 給 ふ 也。 中に 德の すぐれて 世 を繼給 ふべき が、 攝 政の ごとくに てっか 

へ 袷 ふ。 幾年と いへ ども 如 レ此。 其 聞に 天下 國 家の 政道に ふかく なれ 給 ふ 事 なれば、 下民の 情まで もく はしく しろし 

めす 事 也。 君の 天 年 久しから すば、 大學の 修行、 政道の 積 功と げざらん 事 をな げき 給へば、 部屋 住の 苦勞 とい ふ事少 

もお はし まさす。 後世 は 君の 御子と あれば、 大學 にも 入 給 はす。 臣と 成て 國政を もっとめ 給 はす。 君の 跡を繼 とい ふ 

ばかり なれば、 其 心に は あら ざらめ ど 待 わぶ る樣 にも 見え、 且見 苦く も あれば、 隱居 もなくて 不 レ叶義 なり。 本に てた 

がふ 事 なれば、 末にて はと かくの 儀 定めが たし。 生れながら ((に **)) かし づきす へられた る 貴人 は、 其 一 代 は 威 嚴備は 

り 給へ ども、 下の 情 をし ろしめ されねば、 下にて しる 者の もよ ほし も出來 侍り。 然れ どもい まだ 見 ((へ *)) がた し。 其 

次の 君 は猶々 結構に、 物 ごとに おもきに 過る 樣に成 行 給へば、 下の 情に ((は *)) うとくな り 袷へば、 その 鉢 は ((ますく 

美れ い を 好み 給 ひて、 下の 事 しろしめす 事な く 奢り 長し、 其 體は话 )) 結構に て、 威 はおち 行事 也。 世 中の 人の くら ゐだ 

ふれと いふ 事 は、 酒飮の 事に は あらす。 位 を 持 過て 下に 遠く なれば、 かなら す 亡き 〔る 紳〕 ものに て 侍る 故に、 位に 倒 

れ たると いふ 義 なり。 贵人 のために 風諫 したる 古語に て 侍る を、 へつら ひ 者 どもい みは 1- かりて、 酒の みの 事に 取な 

したる 也。 いにしへの 法の ごとく、 天下の 主の 子も國 君の 子も學 校に 入て た 人と なし、 修行 させ 申せ は、 いつまでも 
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代 をへ て 天下 を 保 給 ふなり。 越後の 聂虎は 十四に て、 順禮と 同道して 艱難 を 經て名 將と成 給 ひしと 也。 すぐれたる.^ 

は、 暗にし あつる 事と 見え 侍り。 初の ほど は繼の 君の 御才德 あれ かしと、 夜 を； n にね が ひ 侍れ ども、 生れながら 上ら 

ふに かし づきす へられ 給 ひて、 何事 も人づ てなら ではし ろしめ されねば、 大 かた 十 人な みよりよ き 御 生！ a; にて は、 ト 

人な みより はるかに 才德 おとりて 見え 耠ふ者 也。 左様なる 君 をお し 立て、 政道 を 行 ひ 侍れば、 大 によき 事 も.^ く、 あ 

しき 事 もな く、， 相談の 持 合に て位づ めになる 故に、 上中下 共に 心安き もの 也。 此 心安き 味 を しりぬれば、 琅早 つぎ 

ぐの 君に 才智 ある は 、誰もく きら ふ 心出來 侍り。 ほどなく 天下 我 持に 成， 乱世と 成べき 事 はかん がへ ざる 事 也。 

問、 天に 二つの 日な しと. S へり。 しかるに 仙 洞お はし ませば、 一 一つ の 日の ごとし 〔く *〕。 义隱 居と いふ 事 もよ き 事 あ 

り。 惡王を 脫履 させ 奉り、 國 郡の 主の あしき をも廢 する ほどの 罪な き は、 隱 居せ さする に はよ き 審也。 答、 學 校の 政 行 

はれ 侍れば、 惡 王なる べき は 初より 御 位に つき 給 ふべき まう けの 君 ともなし 奉らす。 國 郡の 主 も あしかるべき には^ 

を 給 はらす。 兄弟 同姓の 內に てよ きを 撰み て 家 をつ がせら る、 事 なれば、 隱 居の よきと いふ 蔡も いり 侍らす。 叉 仙 洞 

と 申 侍る は、 天に 二つの 日 あらん 事 を 恐れての 儀 也。 蓬萊の 仙境に 入 給 ひて、 世 中の 事 をき こしめ さぬ： おにて おはし ま 

す。 しかるに 名のみ 仙 洞に て、 禁中の 事 を しろしめす は、 二の 日に てお はします。 天に 出 ((た W)) る だに 夭なる に、 まし 

て 人道に は あるべき 道理に あらす。 よくば， S つまで も 御 治世 あり 度 御 事 也。 ゆ へ あらば 仙お に 入て 跡 をけ 〔た *〕 ち 袷 

ふべき 儀 也。 問、.. 其 仙 宮と申 も、 起り のな き 事 は 侍ら じ。 答、 1:^ しき 事に て はな けれども、 仙 i 凍より ゆ 出た る^なる ベ 

し。 黄 帝 は 仙術 を 得て 天に のぼり 給 ひ、 御く つば かり 淺 りたり。 日本に て は天智 天皇 も 御 股ば かり 殘 りたり といへ り。 

帝王の 御 在世ながら、 御 位 を 饑り給 ふとい ふ理 なき 事なる 故に、 此 古事 を ためしと して、 王者の 隙 居 を 脫！^ と は 申 也。 

此 世に おはし ましながら、 おり ゐ給ふ 事 はなり がた き 事 なれば、 院の 御所 を 仙 洞と も 申 侍り。 問、 仙 家の li は^ 作り 

ごとに て 侍れば、 それ を證據 として、 只今 人道に 行 はせ 給 ふ 事 は ある まじき 事なら やや。 答、 尤 ある まじき^ 也。 さ 

れど ((も 一)) 其 虚說の K なりと も 立て、 世 屮を御 かへ りみ なくば、 一道と もい ふべき 也。 問、 仙^より は 〔太 一〕 祖 とす 
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る 事 は ひがごと にて、 扨黃 帝の 人間の 死 をまぬ かれ 給 ひて、 此 身ながら 神と 成 給 ひし 事 は、 あるべき 道理に てお はし 

ます や。 答、 尤 あるべき 道理 也。 後の 者の 仙術 を とりつけて 學ぶは ひがごと にて 侍り。 黄 帝 御 一 人 はさ もお はし まし 

なむ。 御 長命に て、 後世の 爲に 養生の 論 をく はしく し 給 ひ、 則 御身に 行 ひ 給 ひて、 本より 聖人 なれば、 其 功 すみやか 

也。 形体の 糟粕 化し、 魂 氣魄休 をのせ、 聖 にして 知べ からざる の 神 なれば、 幽明 神人 形 色 共に 變 化して、 其 天 年の 終 給 

ふ 時に 至て， 御屣 のみ 淺り給 ふこと わり 也。 問、 しからば 黃帝は 聖人の 中 にても すぐれ 給 ふか。 云、 是は 聖人の 緒餘 

厶 仝 

なり。 凡人の 驚く ところに て、 君子の 學 びざる 事 也。 た 人 も 無欲 薄情の 生 付に て、 養生の 方 をね り 得たら ば、 其 身 

の 天性 孝弟 仁慈に して、 又 用なる 所 あらば、 長生 飛行の 術ば かり は 得る 者 も 侍るべし。 ひとつの 爐 火の ごとし。. 出 

し 置ば 灰と なる 事 ほどな し。 よき 灰に うづみ 置ば、 一時にて き ゆる もの は、 五 時 も ある ものに て 侍り。 長生の 術の 心 

付た る 所な り。 しかれ ども、 人 ごとに 學 てなる べきに あらす。 其 天性の 近き 者と、 をる 所の 地形と によるべ きか。 先 

はなき 事と 思 ひ 給 ふべ し。 問、 聖人の 緒 餘を黄 帝 は 事と し耠 ひ、 他の 聖人 はまれに も 養生の 術お はし まさ る ことい 

か i -。 答、 むかし 山の やくる 中 を 通りて、 身 そこな はれざる 者 あり。 或 人 子 貢に 問て 云、 此理 あり や。 子 貢の 云、 此 

理 あり。 吾 はしれ ども、 火中に 入 ほどの 德 はなし。 問、 孔子 はなるべき か。 云、 孔子 はなり 給へ ども、 して 見せん と 

て はし 給 はす 。義 にあたり 行か、 り 給 は 5- やけ 給 はじと いへ り。 聖人 は其義 〔とき *〕 に當て は、 其智 生じ 給 ふ 也。 禰 

宜云、 源氏物語 を 見 侍るべき かと 申 人 あれば、 見る ことな かれとの 給 ひ、 又 源氏 を そしる 者 あれ ぱ、 尤と 仰ら れて、 

みづ から は 御 覽ぜら るれば、 心得が たく 侍り。 公達 云、 うたが はる V 事尤 也。 世 聞に 源氏 を 見る 者と、 そしる 者と を 

見 侍る に、 見る 者は大 かたあしく、 そしる 者 は其惡 をに くむ なれば、 まづ はよ きに て 侍り。 其う へ 中 人 以下の 人の 見 

るべき 書に ((は 一)) あらす。 されば 多く はよ む 事 をと め 侍る 也。 愚が 昆 侍る 事 は、 源氏に は 奥 俄 多くて、 签を とる 事 

ある 故な り。 聖經と 神 書と は 各 別の 事 也。 其 外 和漢の 書 多 中に、 源氏の ごとくなる はまれ 也。 むかしより 世人の 說に 

は、 善悪 共に しるして 戒の ためとい へり。 尤其義 もな きに は あらね ど、 ふくめる 心  一 二に あらす。 よき をよ く 書て み 
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づ から ほめす、 あしき を あしく 書て そしらす。 た^-見る人の目にの こしたる筆法ぉほゃけなり。 白 si* に 人 51 にて 惡事 

をす る 事 は、 人心 ある 者 はなき 事に て 侍り。 た 忍びて かくしと げんと 思 ふ 心 ある 故 也。 しかれ ども， 善悪 共に 黄 は 

かくれな きむ の なれば、 た 二人の 私語 も 聞 俥る と はな けれども、 かくれな し。 ものい は ざれ ども、 人の 心 だて をば、 

人 見て い へり。 是まづ 世人の いへ る 善 惡の戒 とい ふ もの 也。 さて 愚が 見 侍る 奥 儀の 其 一 に は、 聖人と 聖人なら では 至 

情 はい はれざる も Q 也。 書經を 見ても 明かに しられ 侍り。 其 外 は 上た る 人 はいふに 及ばす * 我より 下つ かた、 又は 兄 

弟 甥 子 にても 至情 をい へば 腹 を 立る もの 也。 是 によりて 作り物 語に よせて、 平 人の 至情 をのべ て、 人に 心づ かせ W 心 

させ、 男女 の^を 立べき 心根 を敎 へたる 也。 其う へみな 作り物 語と 思 ふ は 〔も 一 ：- おろかなる 心得な り。 斑 を 倭に とり 

なし、 むかし を 今にな し、 今 をむ かしと いひな どして 證據 ある 事 多し。 二つに は 上ら ふの 風 は、 男女 共に おとろ へや 

すし。 賤 しき 心より 不仁なる 事 もいで き、 すさまじき 心 も 起り、 やぶ さかなる まよ ひも あり。 上ら ふの 人 がら は、 う 

ち淸 くて 色 を だ やかに、 おも ひけ だかくて、 身 へりくだり、 おほどか にして うごき なき 心なり。 かく $ ^に 出て をし ふ 

れば、 究屈 になり て 人より つかす。 書 を 見れ ども、 ほどなく あくもの 也。 こ の 故に、 見る 人の 心に まかせお けり。 三 

に は、 上代の 淸 和の 風、 年 におと ろへ やすし。 そろの 文字の 樣 になり もて ゆけば、 後々 は 何 ((5|*)) によりて か は、 昔 

をし るべき。 候 化^ ス 《、- と 抑)) 如, 此 次第に やつし もて 来れり。 よみ 来れば こそ、 よみ も すれ。 理を 以て 知べき や 

うなし。 言葉 づ かひな ど、 日々 にい やしく 成 行 ぬれば、 上古の 言葉 は ほどなく たえ 行事 也。 は 人の^む もの なれば、 

たえす 見て 淺 らん 事 を 思 ひ， 好色 をつ り 糸に して、 いにし へ の 言葉 を殘 したり。 辞氣を 出して、 鄙 倍 〔霄 *〕 を 遠る は、 君 

子 三重の 其 一 にして、 首 行は尤 天下の 大事 也。 古への 詞を しる は 源氏に しく はなし。 中 人 以上の 人 はつり 糸 を またす 

して 魚 を 得べ し。 中 人 以下 はつり 糸の み を 見て 魚 を しらす、 俥へ て 君子 を 待 もの 也。 よの 常の 好色なら ば、 人 もま ど ふ 

べき を、 不義の 好色 を まじへ ぬれば、 まど ふべき 様 もな し。 た むかし 物語と して： るば かり 也。 g: に は * 禁屮公 0^ 

<S 禮樂 たえなん 事 を うれへ て、 かの つり 糸に してつな げり。 樂の 事な ど は 体に は 絶た る 事 ある を も、 源氏 を 見て しら 
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れ 侍り。 此 物語な くばた えぬべき 事 多し。 五に は、 人情 をく はしく かけり。 しらで は 天下 國 {火 を 治めが たし。 毛 詩の 

國風も 二 南の 外に は淫詩 多し。 君子ば かりの 寄 合なら ぱ、 政 刑 ほどこす 所な けむ。 小人の ための 政な れぱ、 小人の 情 

を しらで は 叶 はざる 故 也。 或說 に、 娃詩は 後人の 入た る 也。 聖人 は 人の 惡を なし 給 はざる の！ i あり。 尤其意 奇特な り 

といへ ども、 悪人の 惡を なすこと 必す しも 娃詩を またす。 源氏よ まざる 者に 不義 多し。 よむ 入に かへ りて 淸に 過た る 

人 あり。 雅詩 正風 は 小人に 敎へ、 娱詩は 君子 齊家治 園の 主意 を 設け 給へ り。 常人の しる 所に あらす。 六に は、 詩 を學 

びす ば 物い ふこと なかれの 義 あり。 詩 はもろ こしの 風 なれば、 今日 本に て大 かたの 聰明に て は 通じが たし。 歌に も尤 

その 義 あれ ども、 哥 は遠悠 にして 餘情 かぎりなし 〔く *〕。 道に ふか、 ら ざれば、 學び. f- ばい ふこと なかれの 所まで は 

いたりが たし。 式部 乙れ を や はらげ 敎 へたり。 5 ふべき 事 をい はざる も 愛な し。 いへば 又 さはる 事 あり。 まげて 人に 

叶 ふべき もね ぢ けたり。 此三を はなれて 言葉 あり。 常の 言語 〔f  〕 と. S へど も 詩歌 也。 詩哥に 物語の 機なる あり。 物 

語に 詩哥 よりもた へなる あり。 詩哥 のし かる ゆへ を しらで は、 むかし 何 を かいひし とかへ りみ るに、 其 一 百 葉 皆 可に あ 

厶神 

((た 一)) ら す。 詩を學 びす ば * ものい ふ とな かれの 聖言 むなし からす。 奇特なる 敎 へいひ 盡 しがた し。 紫 式部の 父 は、 

博 學の人 也。 日本の 史をか k むと て 下書し、 淸 書なら で 終たり 0 式部 取て 物語と す。 禰宜 云、 歷々 の 御物 語に、 琵琶 

の 傳來は 絶たり。 其 故 は、 先帝 は 事より 琵琶 を 被， 遊たり。 しかれ ども 此御傳 受の流 は 本な き 事な り。 其 外の 家々 の 

偉 も 〔を 一〕 しかと つぎたる 人な しと 仰ら れ たり。 左様の 事に てお はします や。 公達 云、 さの 給 ふ 人 は、 樂道を しら ざ 

る 人なる べし。 樂は傳 の ふりと いふ 物た え ぬれば 再興す る 事 成が たし。 禮は書 だに あれば 賢者の 力 にても 起さる、 事 

也。 樂は 聖人 神明の 德 なくて は、 賢人の 力に も ふりの 絕 たる を 起す とい ふ 事 は 成が たし。 被 にても 管 にても、 ふりだ 

に淺り ぬれば • 譜と いふ ものに て、 いっとても 起さる、 也。 管 を 知た る 人の、 絃を 起さん も、 枝 を 知り 給 ふ 人の 管 を 

おこし 給 はんも 自由なる ことなり。 まして 寧より 琵琶 を苒 興す る 事 は、 ふりの かくれな き 事 なれば、 何のうた が ひも 

なき 事 也。 今な にがしの 親王な どひ かる、 も、 則 古への 曲な り。 堂上に も、 今 は樂を 知た る 人 すくなし。 理窟ば か 
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りに て はしられ じ。 其う へ左樣 にの 袷 所 は樂を 知ざる のみに あらす * 公家に は あしき 首 葉 ま 公家の 公 たる 車 は、 

古への 糟樂 ある 故 也。 疑 はしく ぱ、 其 道 を 習 ひて 見 絵 ふべき 事な り。 舉び給 は i -、 たえぬ 所 明かに しられ 侍るべし。 

禱宜 云、 胡國は 禽獣に 近き 國 にて 侍る に、 彼 地より 琵琶の 薄り 侍る 事 は 奇特なる 事 也。 胡國 にも 叉 聖人 出 給 ひしゃ。 

As 

公達 云、 琵琶 は女媧 氏の 作に てお はし ませ ども、 末の 代に 至て 中 國には 1^ を 失 ひ、 胡國に 落と 《、一)) まりて ありし が、 

中國 にかへ りたる もの 也。 胡國の 作に は あらす。 禰宜 云、 女 娘 氏の 作と ある 事 は いづれ の S にも 見え 侍らす、 異説た 

るべき か。 公達 云、 中國 にも 日本に も、 古書の 亡た る 事 あげて かぞ へがた し。 秦の惡 政に のがれた る 人 *、 お 喪 多く 

日本に 持 来れり。 其 書 を 見て 日本の 樂 書に、 は 書と め 侍る 也。 和漢の 古書 ども は、 守屋入 鹿の 火に 亡びて 今 はなし。 自 

然に 古事の 统 りたる 事 は、 万が一 二な り。 今の 書 は 多く はかの 火災 以後の 書 也。 むかしの^ を いづれ の邀 にもな きと 

いふ はおろ かなる 事 也。 三 墳の書 は、 日本に ありと、 もろこし 人 もい へり。 链 にわたり たる を しれば 也。 其 上 理を以 

て をして しれば、 萬 歳の 前、 万歳の 後、 しられす とい ふ 事な し。 もろ し は、 樂 上手に て、 しかも 道な き^ 久しき 間 

に、 作り かふる 事た びくにして 本 を 失 ひ、 今 は 古人の 樂 はなく 成て、 日本に のみ 淺れる 也。 日本 は 下手なる 故に 

((て 一) r よく 守て 不レ失 也。 此後數 千 歲を經 て、 今の 書 も 亦 亡びた る 時に、 古樂を 中國に 傅へ， かへ して 侍らば、 其 本 を 

しらで、 日本の 樂 とやい ふべき。 何の 傳記 なくと も、 明 者 は をの づ からしり 侍りなん。 社家の 云、 今 も 折々 御遊 はお 

はします と 承 はる。 いにしへの 御遊び にか はる 事 《は 一)) おはします まじき にや。 公達の 給 はく、 今の 御 あそびの 鉢 は、 

やがてた えぬべき 下地に て 侍り。 いかにと なれば、 樂 人の 上手 下手 餘多 うち まじへ ふきた て、 琵燈箏 和 琴 も 下手 上手 

まぜ 給 ひて、 敍 かす 多すぎた る 故に、 紘 はばら くにて そろ はす、 管 は 調子の かりめ り もし どろな り。 下手に て覺ぇ 

よき 者より ひきたて ゆけば、 上手の しづめ も 聞. S れす、 设儀 ばかりの つとめの 樣 にて、 おもしろく もな き 事 也。 おも 

しろから では、 いっとな くた えぐに 成 ゆき 侍らん。 社家 云、 さて 其お もしろ からん 樣に は、 い かやう にて かお はし 

ますべき。 公達の 給 はく、 みづ からが 思 ふやう に 侍らば、 上 《手 S)) に御箏 あそばされ なば、 つけ ごと は 二 拉か三 被 か 
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にて よからん。 琵琶 二 面、 和 琴 一 殺なる べし。 管 は 笙三管 * 箪篥ニ 管、 笛 三 管、 大鈹 かっこ 銃鈹各 一人 づ、、 外に 唱 

哥の 殿上人、 聲 よき かぎり 二三 人。 又 功 者の 人、 時々 あ ふぎなら し、 拍子と りて ゆ ふに しづかに ありた く 侍り 〔る s〕。 

拍子 は大 鉢な れぱ、 つめて とれば、 樂にゅ ふなくて はやくな り、 位 を 失 ふ もの 也 • た 拍子の みだれん とする 時ば か 

り、 功 者より 聲を 加へ たるが よき 也 。琵琶 筝和 琴と もに、 き、 所 あらん。 上手ば かりなら ば、 枝 は 一人 づ、 も 折々 は 

よから む。 しからば 管が たは、 笙 二人 笛 二人 筆篥 一人、 太鈹 ばかりにて よかるべし。 上手の かぎりな らば、 唱哥の 人 

はなき もよ し。 舞 だち など は 拍子に のりてき ほひ ゆく もの なれば、 管が た 多くて よき 事 也。 少 下手 まじ はりても くる 

厶砷 

しからす。 今の 御遊 は 舞 立の 様 なれば、 いにしへの 御遊が V りと. S ふ 様なる、 しづ やかなる 事な し。 社家 云、 むかし 

は 后、 女御な ども、 みすの 內 にて あそばし たりと 承りぬ。 諸 卿なら びに 地下 ま 〔に 一〕 でも さぶ らふ 事 なれば、 ある ま 

じき 事の 様に 思 はれ 侍り。 近き ころ はう けた ま はらす。 今や まさり 侍らん。 公達の 給 はく、 それ こそ 故 ある 事 なれ a 

わら はの かぎり、 叉 は 正しき 公卿 殿上人、 老 たる 樂 人な どめして、 折々 は 后 女御 更^な ども、 みすの 內 にて 等 琵琶 和 

琴な どひ かせ 袷 ふ 事 あり。 其 故 は、 女と いふ 者 は、 二親の 偉へ なくて は、 樂 しるべき 樣 なし。 みや づか へに 出した つ 

る 人 は、 樂 しり 袷 はで 叶 はぬ 事 なれば、 家々 のっとめ、 をの づ から ありて、 敎 へたり し 事 なれ ど 〔ば 一〕、 今は此 風た 

え はて 侍れば、 后 女御 更衣、 樂の 風流し り 給 は ざれば * た 娃樂 ならでは、 おもしろ くもお ぼ さす。 しかれば、 御子 

出来させ 給 ひても、 はや 胎教 あしく、 其 御子 は 又 摇樂を このみ 給へ り 3 しかの みならす、 賢 王 〔者 一〕 にて おはし まさ 

ぬ は、 御 寵愛の 女御、 更衣の 好み 給 ひて、 御覽 ぜられ たくお ぼす 事 を、 上に も 好み 給 ふ もの 也。 御覽ぜ させんが ため 

の 故な り。 近代 禁裏 仙 洞に ある まじき 見物の 事 どもの ありし は、 多くはぅちくのかくれたる御所望ょり3^たる事と 

きく。 かくの ごとく なれば、 禁中の 古風 は、 た 五十 年の 內 外に はすた る、 事 也。 此惡の 源 を ふせがん ために、 宮づ 

会 

か へ の 女中に、 正 樂の外 はさせ 申さ じ 〔まじく の 用意に て、 折々 御遊に もさ ぶら はせ 奉り 給 ひし 也。 それに も 後々 

參鲁鲁 

はついえ ありし かど も、 それ故に、 公家の 亡びに は 至らす。 今の いやしき 風 はたち まち 亡び を まねき 侍る 也。 社家 云、 
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綱 子 はむかし も 今 も か はらぬ 證據 おはします や。 公達の 給 はく、  はしらべ のめり かり 出来れば 久しから す。 第 第 は 

舌の しらべ 次第 なれば、 これ も當 座の 事 也。 笛の みむかし のま、 なれ ども、 これ もらう の ふかき あさき にて、 少 はめ 

りかり あり。 其 上 ひとつ 〔り 一 J 調子 を もり 〔ち 一〕 がた し。 上手 は 大方た が はね ども、 llf, 〔笛 一〕 第篥 にっき 〔け *〕 て かな 

ふ 事 あり。 鬪竹も 久しから す、 律の 竹 51 かなる 物 なれ ども、 き、 様に より 耳大 にさと からねば、 たが ふと 兑ぇ 侍り。 

其 上 竹の かれ 行 〔竹 一〕 にても ちが ひ あり。 た 樂 によく なれて、 心の 覺 えに したが ひたる がよ きなり。 調子^よりか 

れば. 心のお ぼえ はりつめたる 弓の ごとくに て、 たのします、 和 すくなし。 中より めれば、 うは づる たるみた る 弓の 

ごとし、 物たら はすなる 樣 にて、 心 ゆるまれり。 和す ぎて、 叉た のします。 此 二つの 中 をと りて、 心の中 和 をのり と 

すれば、 いにしへの しらべに 多 はたが はす。 又め りたる 樂は、 三 管のう つりた しかに きこえす して、 枝の かた ((ち 一)) 

なしが たし。 かりたる 時 は、 聲 かれて かたければ、 またき、 わきがた し。 中和 なれば、 ひきて ゆく やうに よくき こ ゆ 

る ものな り。 樂 おはりて 後 思 ふに、 かりたる 時 は辛勞 也、 めり たる 時 は、 心に ごり て氣す しからす。 されば！^! 

陰に も、 精義 入神の 人 は 心得て しらべし ときく。 故なければ、 しばらく も 身 を はなたぬ 樣 になくて は、 卜-手と いへ ど 

厶  <1 厶 厶  < "厶 

も、 うとくし くなる もの 也。 樂は 上手 にても 聖學の 心 法 しらぬ 人 は、 こ、 まで は 至りが たし。 聖 f- ありても 樂にふ 

厶 <!<"△<" 厶 △△<" 厶厶厶  <1A 神 

か、 ら では、 大 かたの 習 ひば かりにて は 知が たし。 され ど此法 をのり として、 年久しく 心 を W ひなば しらる、^ ある 

べし。 ある 人の 云、 拍子 は 樂の大 鉢な り。 これに はづ る、 とい ふ 事 はな けれども、 これにな づ みて は 义樂の Ja: 道 ぼ〕 

に 害 あり。 理は 天地の 極 〔様 *〕 なれ ども、 理 にな づ みて は 理屈と. S ふ ものに 落て、 道 德に害 あるが ごとし。 拍子に は 

は づれす のらす、 ^して 我より 出る がごと くなる べし。 擾 なること、 四時の うつりゆく がごと くなる べし。 又 拍子き 

、とい ふ もの は、 多く は 位 を しらす。 拍子に 自滿 して、 拍子 を耍 とすれば、 拍子の 大 t なる^ を^え 〔しら *〕 す。 本 

• 鲁 

より 生 付た る 事 なれば、 拍子 を わすれた らばよ からまし。 位な くして 賤 しき 所 を さとりな ば、 はじめて 樂を 知べ し。 

拍子の す、 まぬ 人に は、 位 ある ものな り。 しかれ ども 其 位 は 生 付た る ことなれば、 そこにと V まらす して、 稽 おの 勞 
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をつ みて 拍子 をよ くすべし。 拍子に のる と、 はまる と、 拍子 を 愛して 我より なし 出す との 三 あり。 拍子に のる は. S や 

し、 はまる は 中 也、 のらす はまらす、 我より 生す る は 上 也。 拍子の す、 まぬ 人の、 心け だかく、 身 文章 あり、 勞 つみ 

て此 上の 品 〔所 *〕 に 至るべし。 拍子き、 たる 人 も、 君子の 心 ひろく 体 ゆるやかなる 心 法 をし り、 四時の 正く してた が 

ふ 事な きが、 しかも うつりゆく 事、 悠々 としてせ まらぬ 道に かよ ひなば、 かなら す 位いで きて、 此 上の 品に 及びなん。 

しかれ ども 拍子の す、 まぬ 人に は、 一倍の 勞 なくて は 過た るは應 じがた かるべし。 所作より は 心の 功 をつ みたる ぞょ 

からむ。 禰宜 云、 源氏 見 ざらん 哥ょ みは 無 下の 事 也と いへ り。 作り物 語なら ぱ證據 とも 成 まじき 事に て 侍り。 公達の 

給 はく、 作り， 物語と 云 は、 外の 事 也。 源氏 は 古き 言葉 を 以て 書の ベた る もの なれば、 たすけ 不 レ少。 禰宜の 云、 近代 

源氏 御 i- ある 人 を 見 侍る に、 哥 をのみ 讀給 ひて、 いにしへの 正しき 樂 をば もて あそばれす。 能 拍子 以下の 俗なる 事ば 

かりこの み 給 ふ 也。 源氏 ほど 樂の 事の く はしき はなき に、 上ら ふしき 風流なる 事 は 似せ 給 はすして、 其 接 乱の 風 をば 

似せさせ 袷 ふと 申せば、 作り物 語 なれば、 樂の事 はとる にたら す、 哥道 は戀を 本と したる もの 也。 など k の 給 ふ は 何 

としたる 事に や。 公達の 給 はく、 作物 語と して、 古代の よき 事 を ゑが き淺 したる もの 也。 其 古き 詞 をば 用ひ耠 ひなが 

ら、 上ら ふの 風流、 古樂 の， 正しき をば 何とて 用 ひ 給 ふま じき や。 か樣に 次第に 風俗 賤 しく、 音 樂の道 もお とろへ て、 

禁中 公家の 鉢 * 賤男賤 女に ひとしく 成べき 事 を 憂て こそ、 古樂 のこと 古人の 風 鉢 をく はしく 書 置た るなる べし。 作り 

物語の すがた はさ も あれ、 古き 言葉、 古き 禮樂 との 實 をば 用べき 事 也。 其よ き 事を淺 さんの 用意ば かりにて あれば、 

娃 乱の 事 は 皆 作り事に て、 其 中に あるよ き 事の 分 は、 皆い にしへの 實事 也。 しかるに、 我賤 しき 心の きら ひに まかせ 

て * 正眞の 古代の 風 をば 作り事と して とらす。 つり 糸の ために 作りた る 不正の 娃風 をば、 哥 道の 眞實 として 取 事、 明 

王 出させ 給 はビ、 か、 る 筋な き 事 は 立 給 はむ や。 禰宜 云、 哥には あだなる 事の み 用 ひ 侍り。 さも 恩 はぬ 事 をお も ふと 

いひ、 さも 見ぬ 事 を、 みると 云 は 常の 事 也。 しかれば 作り物 ((語 *)) と 知つ、、 古事と し 用 ゆる 事 也。 樂の事 は、 正し 

く 執行 ことなれば、 作物 語 は證. 熾と 成が たかるべき か。 公達 云、 いつぞや 十ば かりなる 女子の、 蚊帳の 中より 外 を 見 
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lift 

出して 臥た るが、 星か螢 かとい ひたる を 見れば、 所 * うすぐも りたる 空の 晴閱 より 星の 見えた るな りけ り。 一二 十一 文 

字に はつ I- かね ども、 万 葉の 古 鉢 を 思 〔忍 话〕 ひやり て *)) 侍りき。 今 は あだなる 僞に習 ひて、 昔の ffi; も 偽と 思へ り。 

樂の事 はいに しへまで もな く、 まぢかく 禁中に は 御遊の 外に、 賤 しき 御遊び はな かりき 〔し蹿 し。 此 ごろ 御兑物 とて、 

能な どの 有た る だに、 心 ある 者 は 眉 を ひそめたり。 まして 局々 などへ 餒樂の の 入た る 事 は 甚だ 近き * 也。 今 はかへ 

りて、 いにしへ のよ き 遊びの 道 は、 かくれて 忍びて する やうな り。 大 かたは ならざる^ ひ.^。 俗なる XJ との あしき あ 

だ ごと は、 いづち にても をし 出せり。 天地 さかさまに 成た ると は 如 此の 事 を やい ふべき。 近き 比、 江戶の 城主 太 田の な 

にがし、 弓矢に 名 を 得た る 人 也。 文字 〔學 活〕 和歌の ^ にもうと からす、 源氏よ く 見た る 人な り。 其 外 源氏 このめる.^ 

に は、 よければ すぐれて よき あり。 かへ りてい さぎよ きに 過た る 人 五六 尺 も：^ 侍り。 き はめて 娃 乱の 省& らば、 す 肘ん 

これ をよ むべき か。 處士 云、 公達 は 人 ぎら ひに てお はします と 申 者 有。 又 博畢を 好み 給 ひて 先師の 赏學 にあら すと 申 

す 者 も 有。 公達の 給 はく、 師の 人よ かりし は、 今 を 以て 見 侍れ ぱ、 其 心 をば 擧ぶ べし. 其 事は學 ぶべ からす。 みづか 

らが人 嫌 ひと. S はれ 侍る は、 人す きのいた りて すぐれたる 故な り。 た 5- 人の 千-力 人した が はむ は悅 にあら す、 - 入に 

て も 其 人 や あるとう か J- ひ 侍れ ども、 いまだ 見 付 侍らねば- むつ かしうて、 た J- 人に は 交 はり 度 はなければ、 人 嫌 ひ 

とい はれ 侍る 也。 又師の 實舉を 興起 するとて、 人人の いざな はれ 侍る は、 實學に 〔と ィ〕 名の 付た る異學 にて 侍り。 雜子 

の 實舉を こらん は、 師の 志に あらす、 師の學 は 亡び 侍る 也。 みづ からが 學を あし-とて そしり 除かれなん は、 か ヘリ 

て悅 にて 侍り。 <! マ は 物の かすなら すと も、 後に 見る 人 侍らば、 師の 志の 端 ゃ淺り 侍らん。 吾 博^ を 好む にあら す、 乂 

惡 むに あらす。 身に 德 なく、 ネ なし。 人の 師 となる は 損 也。 た いつまでも、 人に くだりて；^ ふ 稗なる 益 はたし。 

故に、 いづれ の搫 者に も それぐ の 事 を 聞 侍り。 虚士の 云、 公達の 御 事 を あしく 申 人 あり。 きけば、 都に おはし まし 

ける 時の 同事の 人 々也。 第 1 にした しかるべき 人と 〔に _*〕 疎く、 公達の 御内 證 よくく しるべき 人の あしく. s-^ なれ 

ば、 きく 人 信じ 侍り。 見 奉る につけて、 人の 申 所は少 もまし まさす。 いかなる 故に か 侍らん.^ 公達の 給 はく、  の 
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人 は 十詮人 ありき。 其 人々 の あしくて、 自 一 人よ きに て は 侍ら じ。 みづ からが あしきに て 侍るべし。 形 あれば 影 あり， 

物 あれば 名 あり。 なき 事 は 人 も 申 侍ら じ。 老禰宜 云， みづ からが よく 知た る 事に て 侍り。 公達の 師 なりし 人、 仁愛に 

あまりて 小人の えらびし 給 はす。 あしければ こそ 畢問も すれ、 とて 不肖の 者の、 世 中に いれられぬ 者 を も、 しりな が 

らいれ 給 ひし。 利 心 あり、 邪智 ある 者 を もしり 給 はざる か、 敎へ 給へ り。 其 中に 公達た V- 一  人心 淸く 身上ら ふに て 立 

おはし ましき。 御のお はする ほど は、 恐れて 人々 の 俗 性 も 見え ざり しが、 師 なく 成 給 ひて 後 は、 此 門より 出で し 人々 

に、 一人と してよ ろしき 人な し。 利 心 深き あり、 邪智 ある あり、 愚 不肖なる あり。 人 がらと いひ、 學 知と いひ、 公達 

とは黑 白の か はり なれば、 親み 給 ふべき 樣 なし。 かれ も 亦 我に よからねば、 あしざまに 申す 也。 其い ふ 者の 人 がらに 

よりて こそ、 言 を も 信ぜめ。 其 思 ひ はかり もな き 者の 聞傳 へて 申べき は、 かま ひ 給 ふべ からす。 公達の 御 人 がらの よ 

き 所 は、 天し ろしめ し、 衆 信じ 奉る ベければ、 内 魔の 樣には 侍れ ども、 邪 人の 惡言 とくべ からす。 一 旦 のき 、を あや 

まり、 うたが はれ 耠ふ事 は、 何事 にても 世 中に すぐれたる 人の ある 事に てお はします。 賢 君 上に 出 給 ひ、 風化の 德は 

厶ィ 

各 別の 事 也。 道な き 世に 《下に *)) 居て、 道 を 敎る人 は、 人 を 撰て、 一 人な り ともよき 人に 敎 べき 事な り。 俗 性の 心根 

あしき 人に 敎る は、 道 德の大 なる そこな ひなり。 弟子 多ければ >  道い よく 亡る と はか やうの 事 をい ふなるべし 
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虑士 云、 日本の 神代の 秘密、 祌道の大^35^と申は、 多く は. 恭の 上に て、 理 はすくな し。 其 道理と 云 も. た 天地の なり 

はじまる かたち、 人の 生す る 子細の み 也。 聖學 にて は緒餘 とする 赛也。 秘密と て 奥 ふかく 思 はせ て S ゆへ に、 立る^ 

にや 侍らん。 よき 様に 註 を 付る も、 しねて 道理 を 求るな り。 畢竟^^淺く、 さし もな き 事と 覺ぇ 侍り。 公達 云、 さに は 

あらす。 衣裳 を たれて 天下 治る は德の 至り 也。 無事 を 行 は 知の 極 也。 これ を 上 治の 世と. S ふ。 上 治 の^に は 如 在の 敬 

を 溢して、 孝 を 鬼神に. S たす より 外の！； _f なし。 今の 祌 道の 傳受 は、 上世 至 治の 世の！？？ 一 風な り。 神代の t 倨の さかむな る 

事 を 見る にたれ り。 中國 といへ ども、 至德の 代の 無事 を 行 ふ 時には、 祭より 外に は なし。 問、 今 も 祭の みして、 孝 

を 鬼神に いたさば、 其 如 在の 〔事 &〕 誠 を 感じて 天下 無事なる べき か。 云、 今 とても 天下の 大體は 祭 なれば、 おこたる 

べきに は あらね ど、 今の 時に して、 改 むべき を不 改、 おさむべ きを 不レ 治、 とくべき 惑 をと かす、 ゆるく すべき 苦 を 

すく はす。 此 おこりの ま、 にして 上代の ごとく、 祭の みおもく せば、 天下 はいよ く H) おすべし。 堯舜 の資に 〔-娘 

給へ 神〕 る は 至極の 天理 なれ ども、 燕 王 れを學 て 子 之 0 兀子 *0 に 譲られし かば、 國 乱れたり。 子に 不 i 傅して に^る 

• 鲁 

^の 善の み を 知て、 其 故 を不レ 知。 時と 位と に そむきて 行 時 は、 堯舜を 學ても あし、。 燕 王 共 身不德 にして、 共 心不 

明 なれば、 賢と おもへ る 者 も 賢なら ざるの 位 を しらす、 才知 ある を 以て 賢と せり。 たと ひ 賢 にても、 ^へて 天人 共に 

うけざる の 時 を しらす。 子 之 〔元 子, f〕 賢 なれば うけざる 所 也。 如 レ此事 をた とへ て、 四 施が li- になら ふと は 一： ム 也。 むか 

し 西 施と いふ 美人 あり。 心痛 を 病て 額 をし かむ。 天の 生せ る靈質 なれば、 其し かみな を かほよ し。 ？： g 女 これ を兑 て、 

顔をしかめて うつくしき i$ をば しら ざ. り， しょと 思 ひて、 人に あ ひて は 顔 をし かむ。 いよ^ (-- みぐるしく、 すさまじと 

て、 人 皆 ちかづかす。 神代の 風 は、 至； の として 尊敬し、 今に 今に て^に 叶 ひたる^ を^ 起して こそよ かるべき 
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に、 西 施が， になら ふ 故に、 かへ りて 本 を そこな ふに 至れり。 上世の 代、 祭祀の みに して 治りた るに は あらす a 祭祀 

のみに して 治りた る 其 故 あり。 西 施が 耀の 美なる にあら す、 ひん も 亦 美なる 共 本 あり。 堯舜 は碑受 によりて 大名 ある 

にあら す、 天に したが ひ 人に 應 すれば、 驟受 しても 無事 也。 堯舜の 賢に 傅へ 給 ひ、 禹の 子に 傳へ給 ふ、 共義 一 也。 聖 

賢の 51f 贊 たる 本 ある 事 を しらで、 其 跡を學 て は 西 施が 耀 になら ふ； B 女の ごとし。 惡女は 其 身 一 人 S 笑に と ま ((れ 一)) 

り、 燕 王 は 堯舜の 子に 傳へ すして、 賢に 譏り 給 ふ 美名 を うらやみ、 聖人の まね をして 國を 亡し、 天下の 笑 をと りたり。 

上世 至 治の 代の 風 をと りて、 今の 時に W ひがたし。 古今 か はりな きもの は、 三 綱 五常の 道 也。 いつまでも 學 べき 事 は、 

淳 厚朴 素 Q 義と、 文武の つとめ 也。 禰宜 云、 いにしへ は 神の 罸、 利 生 をい ひて を どし、 人の 惡事 をせ ざる 様に したる 

もの 也。 神道と 云 もの は、 大 かた 此 格と いふ 人 あり。 さも ある 事に てお はします や。 老翁 云、 さに は あらす。 有德は 

必す成 ある もの 也。 君 王に 神武の 威お はし ませば、 法令な く罸 なくても、 人の 恐る、 事 白 の ごとし。 賞罸を 以て 人 

をす、 め を どす は、 德 のおと ろへ たる 故 也。 上に 仁愛の 德 おはし ませば、 天下の 人其惠 にな づみ 〔さ 一〕、 上に 神武の 

德 おはし ませば、 天下の 人 共 威 をお そる 。不 賞の 賞は惠 也。 不罸の 罸は威 也。 今 も- 2： に 仁愛 明かに て 、外に 威猛 ある 

鞮の子 は、 父母に も 孝に 作法 もよ きものな り。 嚴 君の 下に は 忠臣 多し。 を どして 惡 をな さしめ ぬと いふ 說は、 佛法ゎ 

たりて 後、 後 牛； を 以て を どして、 人に 惡を なさし めざるの 習 ひよりお こりて、 上古の 事に は あらす。 方便と 稱 して、 僞 

を いふ 事 は、 天竺 南蠻の 俗な り。 人性 全から ざる 國の敎 なり。 禰宜 云、 公達の 御 事 を 申 者 あり。 學問好 給へ ども、 其 益 

ありと 見る もな し。 今 世に ある 人 はいふに 及ばす、 下々 まで も ほど/^ にした が ひて、 身に かま はぬ 者 はすくな き 

に、 身に かま ひ 袷 はぬ 事の み 也、 學 のしる しならん と. E. 侍り。 公達の 給 はく、 身に かま ふ も かま はぬ も 共に 然るべ から 

t 世 中の かま ふとい ふ も、 人道の 禮 儀に 5^ ざ 〔た <w〕 るか まひなら ばいか あ ((る らん。 かま はざる と 一 k も惰馒 にて 

の 事なら ぱ ほむべ からす。 みづ からか ま はぬ とい ふ も、 物む つかしく ての 事 也、 惰慢 にや 近く 侍らん。 それ 人道 は禮儀 

ある を 以て 尊べり。 禮儀 ある 者 は 必らす 文 束 あり。 身の 衣裳 は 人の 文章な り。^ 約と て 舆丁意 僕と 衣裳 を ひとしく すべ 

ニ义 
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からす。 其 ほどく の 文章 あるべし。 かくい へばと て、 窗？！0!の人は文^:;早ぁりて、 贫賤の 人の f 儀な からん に は あらす。 

維 は 文章 ある，： t なり。 篤 は 文章の 見るべき なし。 雉 は 文 あれ ども、 伏す る を 以てと る^ あり。 1^ は 文な けれども 風流 

也。 人の 道 も、 心賤 しき 人の よき 銷着 たる は 美 なれ ども、 文章と ならす。 心け だかく 上ら ふしき 人の、 贫 にして あ 

ら き衣瀋 たる は、 心なき 人の 錦繍を かざりた るに まされり。 身の 文 t-: いは 心より そめ 出して 位と 相 叶べき ものな り。 か 

〔お 一〕 し 〔唐 抑〕 鳥は文 章 ありてい やし、 あき 人の よきき ぬ 着た ると い へ るが ごとし。 す みは 文 {5早 なくて いやし、 庶人 

のきぬ 着た るが ごとし。 官位た かく 身 富貴 なれ ども、 あき 人の 心なる も あり、 舆 丁の 鉢なる も あり 0 身 を かざりても 

いやし、 かざらで もい やし 0 此 二色 を 世 中に 身に かま ふと も、 かま はぬ ともい ふ^ 也。 を ごれ ども、 心と 文章と 相 叶 

はす。 儉約 なれ ども 仁愛 無欲の なす 所に あらす。 是 故に 二 ッの名 あり。 古へ はやまと をり の 花やか ならぬ や、 しのぶ 

すりの 衣な ど 着ても、 人の 心け だかくて 風流な りき。 今 はから 物 あまた 着て、 やまとの そめ 物 もい ろく 突 をつ くせ 

ども、 いやしき なれば、 た 心より そめ 出す 色な らん かし。 社 〔さ IT われむ かしょり^ を 好みて ^^.efw り。 あしかる ベ 

きわ ざなら ば やめ 侍らん や。 公達 云、 搶 はいに しへ より 上ら ふの あそび なれば、 何 かくる しう らん。 我 みやこに あ 

りし 時、 志の た ならぬ 繪師 ありて、 输は あだなる 物に やとと ひける に、 こたへ し。 緣は 人の 敎也。 いかにと なれば、 

输に 書て よき 物 は 皆 常にして、 中 を 得た る 也。 上より 下に 至て、 世 中に ありと ある iB^ の、 檢に蒈 てよ からぬ^ は 道に 

あらす。 選み て 常にした が ひ、 非常 〔道 s〕 を 除む と 也。 其 I  二 を 左に 記す 

一 家屋 は黑木 作り、 かやぶ き、 竹が き、 しほり 戶。 民の 家なら ば、 垣に 架の 木な どかき たる、 見 あかぬ もの 也。 〔oia^ 

一 IT  (1) は此處 より 提 is- し、 1 築地と せり〕 筑地か はらぶ き、 板ぶ きのな ど は 見所な く、 緒の 位 もお とりて 兑ゅ 

一 賢^の 御代 を ゑが くに は、 屋 作り 衣服 朴素 にして 禮 儀の 備 はるば かりなる 様に けだか、 る 「く ャ： -_s〕 べし 

•  « 暑 

1 不 賢の 代なら ば、 屋 作り 衣服 美膛 にして、 鱧 儀の かたはお とりて、 榮花 らしく t おべ し 

一 柴鬥 流水 松 竹に 雪の 積り たるな ど、 昔より 今にいた るまで 常なる 翁に てうち 付た る 物 なれば. さるべき 人の 住 55 心 
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を やりて 書べ し 

一 山水 は、 山の た- -す まひ、 川の 流、 隱 者の 住居な ど、 山水に 心 をす まし 度 5 心 ふ 人の ねが ひに 叶 ふべき is:^ に 書た る は、 

見る ほど も 人の 心 をす ます ものな り。 靑山我 目 を いさぎよくし、 流水 我 耳 を しづかに する のこと はり 也 

1 武者 總は、 日本の 鉢 見どころ あり。 末の 代に 生て、 古への 武具 はめ づ らしければ、 槍に よりて 知 こと 多し。 鎧の 作 

法、 馬上の 鉢な ど 隨分念 を 入て 正しく 謦 べし。 尊 氏の 末の 代より 武道お とろへ て、 此 比の 具足 指 物の 鉢 はよ ろし か 

ら ざる 也 

一 唐 H 本 共に、 衣冠 束 帶の鉢 を 槍が きたる は 見 ど \J ろ あり。 鱧 儀の 常なる が ゆへ なり。 人の 手本になる やうに 正し か 

るべ し  - 

一女 翁 は、 女子の 敎を 本と したる もの なれば、 上手なら では 一入 書が たし。 婦人の 颜色 衣服 念 を 入て、 女子の 手本と 

すべし。 賢 女なら ば、 おもり かにけ だかく、 住居な ど 物 ふかく 幽に けど を かるべし。 不贤. ズ ならば、 おもり かにけ 

だかき ((かた 一)) は を くれて、 はなやかに うつくし くけ ぢ かく、 顔色 もよ く 見せ 〔4ル¥〕 て 害べ し 

一 上ら ふ搶 は、 女 ((ら 一)) しく 様 鉢 ゆたかに、 額な ど はむか ひたる 人に もさ だかに 見 ゆ まじう、 木 丁 あらば 多く は 居が 

くれ、 衣の すそ 袖ぐ ちば かり 見せた るぞ よき。 琴 あらば 琴の はしつ かた、 御篮木 丁の はすれ より しるしば かりに 見 

すべし。 きぬの 鉢、 髮 のか i り は 女の 衣冠な り。 今の 女の 鉢 を 繪に 書た る はみ ぐるし。 からの .t< まされり。 風俗 賤 

しく 成た るし るし 也 

1 平 士の鉢 も、 頼 朝の 時分まで 打 刀 太刀 ゑ ぼし 直 垂の擒 は、 なを 人道に 近し。 近 比の かしらつ き、 待 かたぎぬ 刀 脇 指 

の總 はさながら 夷す 也  1 

1 似て よき 物と、 かすめて よき； i あり。 すゑの 代の は、 人 にても 鳥け だもの にても、 すなをなる は： >!i にくき にや、 

大 かた 異形な り 異形なる は 似た る ほど 見ぐ るし 


一一 穴 ！ 

一 雰に臈 など は、 鳥に よく 似た る は あし、 〔く  s〕 かすめて 链 べし。 平沙 の^ 鳩、 す； S に 鳴な ど は 似た るぞ よき。 枚の S ？、 

荷馬な ど はよ く 似た る はきた なし、 大 かたに 書べ し 

一 人の 死た る 鉢 は 見ぐ るし、 か、 で 不レ叶 事 も 有べ し。 大方 は 前後 を说 2 て 忍 ひやら せた るぞ 〔りて 死た る體と 知る こそ 

• 參 • 參參 

sO よからん。 合戰 ならば、 對陳の 鉢、 太刀 長刀のう ち 合ば かりにて • 人をころしたる所はもたせて|^;3ぬぞょき0 

Aft 

それ も 事に よるべし 

一 鳥獸の 死た る はくる しからす。 しかれ ども、 虎狼な ど は 矢に て 射た をした る 所まで 書て、 血の 出る ところ はもた せ 

て をくべし . 

一 世 中の 祌 鳴の 銜は あまりに おろか 也。 陰；^-にっ 、まれたる陽^^の？^ぉ屮^^る理也。 燒 栗の 勢の ごとく なれば、 かたま 

りたる 黑 雲の 中より、 火の玉の 様^る 物、 上へ 二三 ほころび 飛 出た る 様に nr へし。 您 じて 鬼神 は 形な し。 神^の^ 

ると 云 は、 陰^ 相當 りて、 時に 變 化して あまりた る糟の 落る 也。 其 H の 支 干の 形 あ. ら はすと もい へり。 ((乂 む) 昇 

と 云 は、 糟に 付て 下りた る精氣 のの ぼるな り 

一 鬼の 檎は、 お こり は 魑魅 魈 II の 雲 中より、 それ か あらぬ かとお ぼろげ に 見えし を誉 うつした る もの 也。 それ を 彩 〔敛 * 

形 ぼ〕 り 添て あり， しく 書た る 也。 ちみと いふ もの も、 山 鬼に て 形 はなし、 時に かりに あら はる も あり 

一 むかしの 上手の 槍師 は、 狂 じたる 事の 用に た、 ざる 事 はか、 ざり しなり 

禰宜 云、 令まで は 板ぶ きか はらな との 美遛 なる を 常の 屋 作りと 思 ひて、 かやぶ き黑木 作り は、 こと そぎて わびた る 物 

とのみ 心得 ((て 一)) 侍りき。 いまだ 明かに 辨 へがた く 侍り。 公達の 給く、 宮室 を 卑して、 力お 溝 洫に盡 し、 飮食 をう す 

くして 孝 を 鬼神に いたす の理 なれば、 我國 にて は 伊勢 太 神宮の 宮 作より 美なる は あるべ からす。 しかれ ども、 まろ. 1^ 

仝 

の 柱 かやぶ き 也。 何ぞ 常なら ぬわび たる 事 をば し 給 はむ や。 後世の ために 儉約を 示し 給 ふとい ふ も、 後の世のお を：：：^ 

習て、 しゐ てつけた る ことば 也。 いにしへ は 1:.*<の屋 形、 公卿の 屋作 はいふに 及ぱ す、 禁屮 のお^も 丸木 柱 かやぶ き 
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なりき。 伊勢 兩宮を 作せ 給 ひし 時 は、 王宮よりも 美な りし 也。 其い にしへの 天下 第 一 の 美なる を あらためす、 代._^に 

傳 へたる をば しらで、 後世の 奢に 習て わざと 儉約を 示し 給 ふと 云 也。 內 になせ る 色の すさみ、 外にな せる けもの、 す 

さび、 たかき 屋總 がける かき、 ^J、にひとっもぁれば、 いまだ 亡びざる は 〔も-〕 すくなし ときく 時 は、 後の世の か は 

ら板 ぶき 柱の たかく 犬なる 宮殿 屋 作り は 非常の 變 にて、 亡國の 相な り。 禰宜 云、 妻 は 我より 下 ざまなる 者 をむ かへ 

たるが よきと 申 侍り。 小身の 士 など 大身の えんに 成た る をば そしり 侍り。 公達 云、 た なを 人の びんぎ と、 世の 一昌 實 

A  A 神 , 

にめ づる 者と をい ひたる なるべし。 帝王 0 姬宫 • 將軍 家の 姬君 をば、 臣下に たま はらで は、 いか し 奉らん。 き はめ 

てあしき 事なら ば、 誰か 申う け 侍らん， 世俗の ひがごと 也。 下々 の 人 は 親に つか ふるに も、 婦の くだれる は 心安し、 家 

人と をし くだして 奢りな く、 身 を もつ にたより よきと 云 こと は 〔あらん ィ ぞー〕 かし。 た 人 にても 少しよ ろしき 人 は、 

夫婦み づ から 親に つか ふる 事 はなし 〔く 神〕。 侍女の めしつか ふべき 者必す あり。 士 以上の 孝 は、 其 身 をた て 道 を 行 ふ 

にあり とこ そき け。 妻 も あまりに 心安く、 我 ま、 ならん ((人 *)) より は、 賓 主の 禮の ごとくなる こ そよ けれ。 妾 を あげ 

て 妻と しても、 夫の あなづり やすき 所 あらんに は、 その を ごり ねたみ 本よりの 高き 人に もな どかお とらむ〕 貴人の 息 

女 とても、 夫の 心 をき て. S つくしき に は を ご ((た ®j) るべき 樣 なし。 一言の 制止 を 加へ すと も、 あしき は 我と 我 身に あ 

たりく る 様に、 自然の 道理 ある もの 也。 をれ 〔誰- を ごれ る 抑〕 人 こそ 女の ために も 富貴の 夫 をば 求れ。 賢なる 親の、 

• 暴 

よき 女 もちた らん は、 た M 德の叶 ふべき 夫 を こそえ らばめ。 ある は 夫妻の 德を くらべ、 ある は it と 舅の 志の 叶 ふに よ 

りな ど せんに、 大身 は 小身の さまたげ 有べ からす。 富貴に め づる者 は 妻の 緣 によらす とも、 あらぬ 方に もこ びぬべし。 

仝 

むかし 大和 國に 宇多 0 太郞 なにがしと 云 者 あり。 文武 ある 士 なりければ、 國の守 親しくい ひよりて 聲 とせり。 繼直出 

居の かたはらに、 やすみ 所 かまへ て、 かねて 召つ かふべき 者 も あり。 妻の 住べき 所 は 奥に いりて あり。 妻 至りて 三箇 

夜の 後、 めのと だつ 者め し 出て、 我 今まで 妻な き 事 は 思 ふ 所 ある 故な り。 せば き 家の 內 こそ、 ひいな の 様に 夫婦なら 

びね すしても 叶 はぬ。 我 小身 なれ ども、 內 外のへ だて あり。 か、 る ほどの 人 は、 夫婦 賓生の ごとくに て あるべし。 た 
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が ひに 用意なくて は兑 ゆべ からす。 へだつ ると おも ひ 給 ふな。 妾な ど は 主と すれば、 をの づ から 常の ffl^N あり。 妻 は 

さもなければ、 なれす ぎて たが ひの 心のお くも かくれな き 様に 成て は、 たが ひに うとむ 心 も 出来なん。 且 我に つたな 

き 性 ありて、 不仁 不 鱧の 心 かたち を 惡む心 あり 0 とり わき 不 慈の いかり 不仁の 事な ど あれば、 世 中の けがれ をい とふ 

樣 にて 思 ひ-なを しがた し。 氣 にぶくて 我 身の 過 を だに た しえ ざれば、 まして 人の 惡 をた す 第 もむ つかしと いひき 

かせて、 物む つかしくて は 奥に 不 レ 入。 可レ 入と き は必ら すせ うそ こせり。 妻の 心む つかしき 時 は、 めのと 出て 不例の 

よしを 维 ゆ。 もし 奥に 不仁、 奢りの 事な ど あれば、 其 多少に よりて 一句 二 句 三 旬 もいたら す、 おりくせ うそ このみ 

あり。 それと 人の 過 を あら はしが ほに は あらで、 書に 見 か.^ りて などい ひ、 ある は 武事の はたすべき 術 〔，„;; 一〕 ありて 

など まぎら はすれ ど、 心の 鬼 はしるべく、 たしな み もて ゆく ほどに、 あしき 習 ひな ど は 跡な くきえ うせて、 上ら ふし 

き 心 をき て 作り. S でぬ。 此男道 學武藝 はいふに 及ばす、 哥の道 被 管の あそび もい とよくて、 兑る にあくべき 人なら ね 

ば， 妻 もお なじく 心に 入て しなせり。 生 付す ぐれた るに は あらね ど、 下地お ほどかに て、 上ら ふと 作りな すべきに は 

あまる 所 ありければ、 しなよ くもて つけて * 花の 朝 月の 夜な どに は、 時に あ ひたる しらべ 共に て、 あらま ほしき あは 

ひに 成け ると なん 0 禰ま 云、 近代 帝王の 姬宮 〔君 *〕 を ((ば 一)) 多く は 比丘尼と なし 奉る は ひが 事に おはし ますべき か。 

云、 尤 道理な き 事 也。 男 御子 は 多 は 出家 させ 奉り-、 女御 子 は 比丘尼と なし 奉る 事、 もった ひなき 1^ 也。 びくびくに は 

乞食な り。 釋迦は 心 もて 修行の ために 乞食と 成 ぬれば、 一 かたの 道と も 云べき か。 それ も 天竺の あらき ゑび すより を 

こりた る ことなれば、 學 ぶべき にあら す。 叉國 とい ひ 世と いひ、 はるかに へだ、 りし^ なれば、 作り ごとな らん もし 

らす。 牛： れ ながらに して 官位 ある 人 はお はし まさぬ 天理な れば * 帝の 御子 にても 將軍 家の 息 にても、 御子 は 其う つ 

はもの ほどの 官位 を さ づけ 給 ひて、 臣 となし 給 ひ、 女御 子 は 臣下に 下し 給 ひ、 男女 德の たぐ ふべき をえ らばせ 給 ひて * 

夫の 官位に あはせ てしたて 給 ふべき ことなり。 問、 女御 子 こそい くたり にても かたづき 給 はめ、 男 御子の 多くお はし 

まさん は ，いか？ かたづき 給 はんや。 公達 云、 先帝の 御ね が ひな き。 天子の 子^ 學 校に 入れ、 た 人と ひとしく をき 
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て、 件 理の學 禮樂の 一;^ をなら はせ、 巾に て德の すぐれたる を 位に つけ、 111 種の 神 8§ を 傅へ、 それに つぎたる は、 三 公 

ともなし、 事 を つかさど らしめ、 其 外の は文學 禮樂學 びと りたる を國々 の舉 校の 主として tj- 客の 禮に てくだし、 祿す 

くな く、 もてなしい つくしくて 國學に 一人 づ k をき、 其 子より は 其 國の學 校に て， 共^の た 人と ひとしく 舉問 させ、 

其 天性 〔理 *〕 のうつ はものに したが ひて は庶 人と なすと も くるしから じ" 然れ ども 源 近き 事た れぱ、 敬の いたりに て、 

いまだ 客人 分^ どい ふ 様なる 名 ありて、 武士と なるべし。 ひこより は 何の きら ひも 有べ からす。 皇子 すくなく ば、 攝家 

淸花詣 家の 子 をく だ ((ら さ) すべし。 皇子の 客と なりたる は、 諸 疾の座 上に をくべし。 攝家淸 花の 子 は對座 たるべし。 諸 

家の 子 は 少しく だるべし。 皇子の くだりた る國へ は、 諸家の 子 一 人 そふべ し。 文舉と 體樂と 一 人して 兼が たからん が 

ため 也。 攝家淸 花の 子に ((て 一)) も、 人に よりて 諸家の 子 そふ 事 も 有べ し。 國學 の、 王、 一 一代と つぎた もたせす して. みやこ 

よりつぎ たちな ば、 皇女 も 諸 公象の 女 もこの 舉 校の 客に 嫁し、 二 代め の 客人 分の 武士に 嫁し なぱ、 坊主と なし、 比丘 

尼と なすの S あるべ からす。 國々 も 後 ((**^)) に は あらき ゑび すの 風俗 化して、 まことの 君子 國 にやな りなん。 此 ねが 

ひ は 今の 公家の 力に て は 成が たき 事 也。 大樹に 賢人 出來 なば、 此願ひ 叶べき か。 武家より 心 づきな ば 何 か あらん。 此 

御ね が ひ ありし を も、 時の 有職 申 給 ふ は、 日本 は神國 にて、 異國の 例に はたが ふ 事お はします。 *^*： 杵尊 を、 まどこ 

厶厶厶 

お ふの ふすま を 以てお ほひて くだし 奉り 給 ひたる 例に て、 御 位に つきた、 せ 給 ふ べき 御子 は、 生れ 給 ふより 銜 もてな 

し異 たり。 古へ はやす く 平 人の 拜し 奉る こ とだにな きを、 まして 學 校に 入 奉りて、 た 人と ひとしく 置 奉らば、 日本 

〔神 位 *〕 の祌法 天子の 統 はこれ よりたえ 侍らん と 申 給へ り。 先帝の 觔に は陶祌 天皇 はみ づ から 大將 軍と 1^ 給 ひ、 弓 を 

ひき 馬 を はせ、 甲冑 をぬ ぎ 給 はで 太刀 を 枕に し、 野に 伏 山 を 家と し 給 ひし 事 十八 年な りき。 黑糸を どし の よろいに 半 

虱 生じて、 しろく はいけ る をなん 後世の いましめに とて、 たくぼくの おどし は はじまり ける。 平 人と ならび 居 給 はで 

は、 弓馬 もい かで 得させ 袷 はん。 山野 を 家と し 給 ひて、 兵 を 下知し 給 ふ 事 も いづく にて か 習 はせ 給 はん。 難 波の 御子 

菟道 稚郞子 も. げす ぢか く學 ばせ |- り 給 ひて こそ、 賢 王の きこえ は 有 けれ。 まどこお ふの ふすまの 事 はさす 所 あり。 
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女の 樣に そだて、、 下の 事 を しらせ ざり しあ やまり より * 藤氏の 人權を ほし いま、 にして、 攝{. ^の 名出來 たり。 平氏 

これになら ひて、 驟 家の 權を奪 ひ、 源氏 又なら ひて 天下 をと りたり。 代をっぎて天下をたもっ^！は、 天の^す ると こ 

ろ 也。 しかれ ども、 曰 本 は 他國の 例に 異なる 事 あるに より、 かく 皇統の たえざる は、 神國 のしる し & り。 よし 今 はむ 

かしの あやまり を是 とし、 とめても ありなん 。其 あやまり 常と 成 ぬれば 也。 王た る 人よ きとても^ のた すけに もなら 

じ、 あしき とても 害に なら ざれば、 東宮 は 生れ だち より、 東宮の もてなし にて 《も 一)) よからん。 其 次の 皇子 をば、 源 

氏に なして、 みやこに と M めても よき 人 がら ありと も 何に かせん。 <Jr の^ { 糸 だに やくな きに は あまり あり。 しかれば 

とて 出.！！^ とし、 比丘尼と する は、 國の 遊民 を まし、 民に 害 ある 事す くな からす。 問、 學は 治乱 共に かくべ からす。 ^ 

樂は 治世の 備へ なり、 師 なくて は 叶 ふべ からす。 世の 助と はなり て 害 ある まじ  ， 
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禰宜 云、 もろこしと 璺秋津 と 宗廟 社稷の 事、 名 同じく 義 異なり 0 もろこしに は 天子 は 七 席、 諸俟は i 席、 先！ g の 鹿 を 

宗鹿 とし、 五穀の 神を稷 とし、 土地の 神 を 社と す。 日本に は 伊勢" 响太神 ((宮 さ) と 八幡宮と を 宗廟と し、 其 餘の神 を 社 

稷 とす。 伊勢 外宮 は^ 常 立 尊 也。 內宫は 天 照 太 神 也。 四海 建立の 神 を 立て •： 示廟 とす。 故に 祈 年の 祭に も、 太 神宮へ 

幣を奉 給へ り。 社稷 は 地祇 也。 故に 國 郡の 諸 神 を 民の 生 所 神と す。 人皇の 始の 神武 ((帝 二) をば、 宗鹿 とせす して、 は 

るかに 後なる 八幡 ((宮 一)) を宗 鹿と する 事 は、 應祌 初て 5^ 國を かね 給 ひし 故 也。 公達の 給 はく、 天神 七 代、 地 神 五代の 

御 事 は 言語の 及ぶべき 所に あらす。 人皇の 初 は至德 にして 文な し。 其 後 や V 文明の 時に 至て、 不幸に して 人な く、 神 

道 を 建立すべき 才 なし。 儒道 は 訓詁の み 渡りて、 性理 の^なし。 仙佛に 〔は 一〕 知 ある 者 は、 身 を 利 せんが ためにす。 

道に 志 ある 者 は、 愚痴に して 初て きく 所 を 主と し、 我 をた て ぬれば、 たまく 天質の 美なる 人 生れても、 師は 針、 弟 

子 は 糸 なれば、 終に 大道 をし る 者な し。 兩部取 of:^<s〕 合の 神道 出來、 秘傳 とて 書に 記し、 口に 云 をき けば、 かたはらいた 

き 事共な り。 此後 王者に 其 人出 給 ふと も、 神道 を 明かに し、 祭祀 〔禮 神〕 を 正しくし 給 ふこと あた はじ。 時 有て 將軍 家に 

賢君屮 Z 給 ふ 事 あらば， 神道 王道 共に おこる こと も あるべき か。 大道 世に 明かなら ば、 始 Sg の-請 は必す 神武 天皇に てお は 

厶》  , 

しますべし。 始祖の よって 出る 所 を まつらば、 國常立 尊 を 外宮に 立て、 六 代の 天神 を ((も 1)) かねて 外宮に 祭 奉るべし 

天 照 太 神 を. 2： 宫に 立て、 四 代の 地 神 を も かねて 內宫に 祭り 奉るべし。 日本 は武國 なり。 武道の 神に て國に 功お はし ま 

せば、 神武： 大皇の 次に 應神 天皇 を 祭り 奉るべし。 八幡の 三韓 を 伐 給 ひし 一 s| は 故 ある 事 也。 義 なくして 他^ を 伐 袷 は t -、 

疵と はなり て德と はなる ベから す。 三韓 を 伐 給 ふ 故に、 宗席 とすと いふ は大 におろ かなる 說 なり。 八幡 は H: 本の 武國 

たる 故 を 明かに して、 異 國の爲 にお かされ じと し 給 ふ 也。 其 上 先 朝よりの 事 也。 孔子 も 天下の 大事 は 食と 兵と 信との 

lー六^< 


給へば 此 三の 物 一 も かくべ からす。 とり わき 日本に は 兵 を かきて はむ ぐり のために 奪 はれて、 冲 sc-l も-こ、 す 

食 ありて 民の 生 も かひな き 事に 成 ゆく なれば、 兵 を 以て 國の 第一と する 事 也。 中國 にて は^ 帝、 日本に て は 八 ^衧、 

軍神た るに よりて、 其 功 を あげて 宗 席と す。 三^の 事 は其餘 事な り。 虎士 云、 武道の 始を ひらき 給 ひて、 國を 武^と 

稱 せられ、 異國 より 恐れて 手 ざ \ ぬ箏 は、 應神 天皇の 御功德 にて おはします。 今 は又武 をば 用 ひすして ，2: 問 を^ ひて 

曰 本 を IB り、 終に 奪 ひ 取べき 謀 をな せり。 是を よく ふせぎと め 給 ふ 君 あらば、 八幡 帝に つぎて 义 日本の 宗廟た るべ 

し。 公達の 給 はく、 公家 は 人情に 遠ざかる 事 久しければ、 文 學の者 〔こと s〕 も 本才の 方に はう とき 車 多し。 武 〔哝 は學 

ある も學 なき も 世 問に まじ はりて、 人情 時變に 通じ 易し 0 此 はかりごと は 愚 Q 及びが たき 所 なれば、 處士に ゆ づり侍 

り。 こ- - ろみに 申 給へ。 處士 云、 乙 の春吉 野の花 兑に まかり 侍りき。 一人 つれたり し 僕 も、 花 を 花 共 はぬ 者 なれ 

ば 立 やすら ふ 方 〔勞 一〕、 も 心 を かれて、 ふもとの やどりに のこしお き、 た ひとり こ、 かしこの 木の本に すら ひつ 

；- 〔て *〕 (介々 かぞへ ありき ける に、 雲井の ほとりに て、 ニー 二人う ちつれ 物語し ゆ く^あり 。跡に つきて 聞け るに、 1 

人の 云、 世 中の 人い へる 事 あり。 にくき もの は、 のみ しらみね すみ 馬が た 船頭す ね 座頭 僧と いへ り。 いかで 出 -i}^ は. a 

く 人に にくまれ 侍る や。 一 人の 云、 佛 法の 方便 は吉 野の花せ の ごとし C 花せ とい ふ ，は. 吉野 ((の, t)) 山の 神木 は^な 

り。 むかし は 山 も 谷 も 櫻の みに て、 花の 盛 は 雲 かとうた が はれ、 落花の 風に したが ふさ ま は、 花の 波と も 見えたり。 

誠に 神靈 の威德 厚く して、 おく 山 は 万 木 茂りよ く 雲 を 出し 雨 をお こし、 山澤氣 を，. i じて 流 川 深 かりき。 今 は 人の 心. S 

つ はり 多く 欲 ふかく 成 ぬれば、 櫻の 木の 下 を 畑と し、 年中い とまな く 土 をう ちかへ し ぬれば、 K ばへの 樓 はお ひつぐ 

べき 樣も なし。 換は命 短き 木 なれ！ tf ふる 木 は ほどなく かれう せぬ。 されば むかしし げかり し © 山 は、 花ナ 1 の ためこ 

失 はれて、 今はた^-麥畑と成たり。 花の 跡と. S ふこ- -ろ にて、 花せ と は 云 也。 我 此山を 兌る に、 二十 餘 年の に、 雲 

井の 櫻 も 十が 一 に 成たり。 やがて 吉野は 名ば かりにな りて 通り 路のは 櫻の みならん。 樱に やどり 木の 生す る は、 樓 

のかる- i 病 なれば、 やどり 木の ある 所 をき りす つれば、 叉 久しく さか ふるもの 也。 しかるに、 それ をぱ 神木と て も 
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ふれす、 木の 根ざし をば 鍬に てうち きれば、 櫻 は 根よりか る 、也。 それの みならす、 山に はへ たる 櫻 をぬ きもて 來て、 

櫻 を 寄進し 給へ とて、 もちあり き、 所 もな き路 のほとりに うへ をき、 北ハ 人通り 過れば、 叉 もて ありく。 たと ひ 其 ま、 

うへ 置たり とも、 あさよ もぎの ごとく 少の 所に を 〔せ s〕 きか 〔う 一〕 へたらん に は， 何の 用に も 立べ からす。 まして 跡よ 

り 幾度と なく ひく 事 なれば、 生つ くべき 様 もな し 0 彼是 以て 花せ の はた は 千万 倍し、 櫻 は； J  、かしこの ほとりに 淺り 

て、 い にしへの 万が 1 もな し。 祌は 人の 敬 はざる によりて 威なければ、 山 神の 靈をも 知人な し。 物 知の 坊主 達の かく 

せらる k 事 なれば、 賤男賤 女 は 神木 をから しても 苦しから ざる 事と 思へ り 0 問、 これ 其佛 者の 方便に 似た る 事 はいか 

i 云、 夫 日本 は神國 也。 むかし 神道の 盛な りし 時 は、 佛者共 神 を 敬 ふに ことよせ 、神社の 地の かたはら を 少し かり 居 

て、 神 怫は水 波の へだてに て、 本地垂 跡な りな どい ひて 、ちいさき 堂 をた て、 後生 をい ひ 一 (て 3) 諸人 を まど はしす、 めし 

より、 賤男賤 女 はいふに 及ばす、 社家 禰 I 且 等まで かたぶきて、 信仰の あまりに は、 和尙 上人と て 上 にな をし、 父母 

の 身 も 我 身もう ちま かせて はから はせ、 はてく は國 都の 上た る 人々 まで も 信仰し 給へば、 次第に 威勢つ きたり 0 堂 

寺 は 大國の 法に てお びた しく、 宮社は 日本の 法に て、 - 民の 煩 ひに ならざる 康 にちい さし。 うち 見る 听 より 堂 は 本に 

厶 <^ 

なり、 社 は 末に 成が ごとし。 威勢の つよき ま k に、 社領を わかちとりて 知行し、 後々 〔に ゆ〕 はこと ぐく 坊主の 物と 

なれり。 社 領と云 は、 朝夕の 御供の ため、 修理の ため、 禰宜 等の つかへ 奉る 料なる に、 坊主の ま. - となれば、 御供 を 

も そな へす、 魚類 を 退けて、 神道 をな みし、 知行 は 皆 寺の 用と すれ ぱ、 破 揲し朽 て も 修理せ す。 禰宜 をば 被官の ごと 

くお ひく だせば、 百姓 どひと しく 成て なきが 如し。 しかの みならす、 祈 禱と云 事 も 坊主の すれば、 諸方の 捧物を も 取 

こみぬ。 公儀 は大 やう なれば、 此 非道 を も 改め 給 はす。 大破と いへば 御 建立 あり。 宮 社に 金 百兩を 用れば、 堂 寺 は 千 

兩 にても たらざる 也。 公儀より 建立なければ、 IS 方を勸 進し、 あまる ほど 取て は 坊主の 榮耀 とす 0 阔 郡の 主 をた ぶら 

かして は、 山林 田 畠 を も寺領 とし、 或は 買 取、 國々 所. •< のよ き 山林 は 参く は佛 者の 用と なれり。 在家 は 薪 も 不自由な 

れ ども、 坊主 は 澤 山に きりとる のみなら す、 ややもすれば、 所の 百姓 等 も、 今 はかへ りて 坊主の 手より 求め 得な. 50 
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かしゃ かしてお もや とらる、 とは佛 法の 方便な り。 吉 野の花せ によく 似たり。 又 寺.. -に 鎮守 とて 神社 を 建る は 敬 ふに 

似 たれ 共、 これ もさい せん をと らんが ための 手 だて 也。 R 連 宗は 三十 番 神た， J 雄て 云、 他の 社 * の 神 は 神に あらす、 

f^: 魔な り。 我等の 番神 のみ iK! の 神 也。 神參 も皆此 寺の 社へ 參れ。 子 共の 生 所 神 參も此 寺へ せよ と 云。 釋迦 多^へ 直に 

うぶすな 參せ よと は、 さすがい ひにくければ、 如レ此 まがく しきたくみ をし せり。 賤 しき^の こと は ざに は、 〇 

〇 の伯樂 といへ り。 日 等 出ざる 前に は、 神明い まだ にお はし ましき。 苦 〔もし 一〕 魔の やどり をい は ^ -、 

本と し、 邪欲 を宗 として 建た る 日蓮 寺の 番神 堂に こそ、 惡魔 はこ もり 侍る ベ けれ。 銅の やけた る焰の 上に は^し 給 ふ 

共、 心け がれた る 者の 所に は 至ら じの 御ち かひ なれば、 一定 n:l:M 寺の 社に は祌 はお はし まさじ 0 しからば 天狗お 

神と して、 木の _ ^力 天狗の 社なる べし。 我滿 ふかき は 魔道な り.. 欲. 深き は 畜生道 也。 魔と 畜と皴 たる^ は屮： 家 也 0 法 華 

經を經 王と いへば * 法 華の 有 寺と 云ば かりの いけんなら めど、 佛 法に まよへ る 者の ために こそ、 經王 y て も あらめ、 

まよ はぬ 者の 目に は、 わら はべの 手 習 ほうごに 同じ。 よし 法 華 を 至^の ものに もせよ， たと ひ 天 にても^ K が 仁-;^ 

に は、 天道 神明 は與 した ま はす。 我滿 邪欲の 坊主の 鎭 守に は 神 は 住 給 はじ。 一人の 云 * 南赞： ュ 畜生^に て、 人の 形 あ 

るの み 也。 しぅねく人の國に5^1:をかけ、 意地 わろ く 他の 國を ついやす 事の みは かれり。 南^お の い へる に は、 8 本 は 

西 怫の法 を 尊信す る國な り0 其 信す る 所 をき けば、 後生 をた のむ にあり。 これ 日本の 欺き やすくして 取^べき たね 也。 

西怫の 法の 屮 にが も、 愚痴なる 法 ほど 盛に ひろまる 事 なれば、 道理の 沙汰に 及ばす、 た 幻術と 後生と を 以て まど は 

すべし。 な マ は 諸 大名 我 もくと 犬に 奢て 榮花を 事と し. 堂塔 伽 を 作り ぬれば、 下民 闲！ ^せり。 初の 取 入 は 金 を 以て 

みちびくべし。 南 佛の法 ひろまり なば、 五十 年. にして、 天下 手に入べ し。 若 ふせがる、 とも、 百年の 前後に は必す 手 

に 入べ し。 いかにと なれば、 西 佛の法 は 生國の 天竺に 亡びて、 もろこしに ひろまり、 もろこしに 亡びて：！： 本に ひろま 

れり。 m 本の 佛法も 大方 亡びに 近し。 我 南 佛の法 を ふせがむ に は、 文盲なる^ なれば、 正しき 道理 を 以て ふせぐ^ あ 

たは じ。 さだめて 两佛の 法 を さかむ にして ふせぐべし。 さあり 共、 ともし 火^む として 光 をます の 類 ひならん。 1： 沸 
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の 行者に よき 者 ありて おこる にあら じ * た 南怫を ふせがむ がた めに、 信 ある も 信な きも. おして 宗旨 を 定め、 檀那 

を つくべし。 ぶ は 日々 に 多て 〔く 蹄〕. 寺 は 月々 に澤 山になる べし。 しからば 西 佛のカ を かりて、 曰 本 六十 六 ケ國の 

內、 二十 ケ國は 年々 にう ちとるべし。 又 たばこ 草 を 以て 田 畠 を あらし、 それにした がふ 遊民 を 生じ、 これにても 年."？ 

に ニー ニケ國 はう ちとるべし。 日本 六十 六 ケ國の 內をー 一十 二三 ケ國 毎年に うちとり なば、 ゎづか 四十 二三 ケ國の 小國と 

成なん。 小國 となる のみなら す、 うたれ たる 一 一十 余國の 不足 は、 其淺 りたる 四十 余國の わり 〔つぎ, 0 まへ なるべし。 

參鲁 

しからば、 日本^ 百年まで はこら へす して 衰微 必 すき はまらん。 其き はまりに は饑錄 など かなから む。 飢饉の たく は 

へせぬ 國 なれば、 大饑 謹と ならばす ぐ 〔で *〕 に 乱國と 成べ し。 其 時 は 誰か 西怫を ひき、 南怫を ふせがむ や。 西 佛は外 

むきの 繁昌に て 根な き 者なら ば、 乱世の 盜賊 ならん。 民の 困窮 は 極るべし。 其 時に 臨て 我 法 を 思 ふま、 に ひろめ、 貧 

なる 者に は 金 を あた へ、 後生に まど へ る 者に は 幻術の しるし を：^ せ 《て 一))、 たくみに いつはり まど はさば、 國を とる 事 

日 あら じ。 日本 は II 海 一 のた から 國也。 .S ぼに て鲷 をつ る こと やす かるべし と. S へり。 一 人の 云 * それ は 一大事の 事 

也。 さゃぅの^^上っかたにきこぇてはょろしかるべからすと。 一 人の 云、 文盲 無道の 人 上に たてば、 我 身の 一榮 一 樂 

のみ 思 ひて、 子孫のお とろへ、 万歳の 惡名を だに は かり 給 はねば、 まして 曰 本の 國の ため、 末代の 事まで 思 ふ 人 は 

なし。 聞ても おどろき 給 はじと。 此南怫 者の はかりごとに おとされなん 事、 掌の 内なる べし。 南 怫とは 今の きりした 

んの事 也。 西 怫とは 釋迦の 法な り。 處士 云、 神 は非禮 をう けす とい ひて、 道理に そむき たるきた なき 物 をば うけ 給 は 

す。 この 故に 今 神々 と 云 a〕 はま づ しくお はします。 佛 は非禮 ときたな き 物と を あつめて うけら る、 故に、 富 かぎり 

なく 侍り。 共 據^ 前に 多き 事 なれ ばくはし く 申に 及ばす。 當 佛の 様に 信仰 せらる. -和尙 ほ 〔な 一〕 どの 大名 中 名の 

馳ぉ にあ ひ、 其， お 子まで 國 々に 請 ぜられ て、 結構に もてなさる、 をき くに、 家中の 諸士 はすり きりはて し 〔- i〕 も救は 

す。 百姓に は 過分の 年貢 をい ひかけ、 遲く 出せば 水 籠に 入、 木馬に のせ、 はしごに しばり 付て 水 をの ませ、 妻子 を とら 

へ、 さまぐ の 不仁 無道の せめ をして、 田地.； 屋敷 を うらせ、 妻子 を うらせ、 牛馬 を はなさせて、 はたり 取り、 万人の & 
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げき を あつめて とる 金銀に て、 長老に なされ、 紫 衣に せられ、 堂 寺 を 建立 させ 、朝夕の 馳走 をう けて よろこぶ もの は、 

非禮 ともき たなき とも 名 付べき 樣 なし。 さて 共大 檀那の 心行 は， 情欲に ながれ、 不作法 様々 の榮^ をして、 文武の 道 

の 事 は 心に かけす、 人の する まで そしりぬ。 か、 る 人 を怫法 信心の 人と ほめ、 悟道^に て か、 はふ 所な きな ど ゆるせ 

ば、 いよく 無作法 長 じて 不善い たらざる 所な く、 天下の 風俗の 乱れの 初めと 成ぬ。 此资 りの 上に 又怫 法，：： 馳定に 多 

くの 物 を 蟹せば、 むかし よりあり 来り、 天下の 用 を 通す る 公儀の 山林まで もき りつく し、 其う へ K" 姓の 先 肌より 代 * 

傳へ來 りたる 田昌 屋敷 を 取 あげて、 寺 地と す。 堂塔 を 建る 地ば かりだに 大 なる ひがごとな らんに、 まして 寺^と て 多 

くの 田畑 を费 し， 地主 を 流浪 させ、 其 跡に かし 屋を たて、 人に かし、 借 嵐 ちんまで 取粲 めぬ。 田地 相應の あた ひ をつ 

か はすと も、 公儀 づけのお しが ひ は 無道な り。 たと ひ 五 双 倍 十 双 倍の あた ひ をつ か はすと も， 生 付た る _ ^業 を 失 はせ 

て 所 を かふる 事 は、 君子の せざる 事なる に、 年貢 を 出さぬ とい ふば かりにて、 た とりに. 収 りあげら る、^ はなげ か 

しき ((に 一)) も あまり あり。 年貢の 事 は 地 ありて こそ あぐべ けれ 0 地 を とられて は 何 を か 出さん や。 大名 檢那 もたぬ 寺 

々は、 寺 を 建る ぞ 修理す ぞ とこと づけて 奉加し、 あさまし きうば か、 の 物まで 取 集め、 SZ さ  >れ ば 信心う すし * 地^に 

落む とお どして、 門 役に 出させな どす る も あり。 我 無作法の いひ わけの ために、 寺 # り をし、 佛に物 さへ おし. まねば * 

怫に 成る とい ひ 聞せ て、 心た しなみ の敎 へは少 もせす。 この 故にう ばか、 も寺參 し、 後生ね がふ 者 は If^ 邪見 也と， 普 

く 人の いふ 事 也。 されば 出家 はよ き 分が 〔で 90 死た る 者の 皮 を とりあつめて 富贵 とす。 をき たなし といへ ど、 それ 

よりもな を まされり。 と はけ がれお ほしと かけり 。死せ 〔た *〕 る 牛馬 を とりあつ かふ 者 を だに， といへ り。 况 

や 死人 を とりあつ かひ、 死 皮をはぎて 食と し 衣と し、 數 百の 墓と ならび 1115^ は大 ならす や。 云、 人 は^きお なれば 

苦し かる まじき にや。 云 * 人の 尊き とい ふ は 心 也。 死せ る もの は 生の 厚き ほどけ がれ 多し。 魚よりも 森 はけ がれ、 爲 

よりも 戮は けがれ、 獸 よりも 人 はけが る。 如 レ斯の 不義 無道の きたなき 物 を 取 集めて 仏に 供す。 しかるに 怫に はこれ 

をい むべき 心 もっかす。 誠に 天竺 は西戎 なり。 戎は 犬に かたどれり。 其 生 國の餘 習なる べし。 おとろ へたれ ども、 神 
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道に はい まだき かぬ 事 也。 國 俗の 位、 日本 ははる かに 高き 事 也。 しかるに 神怫 はー體 など、 ならべて いふ 事 は、 まこ 

とに けがら はしき 事 也。 公達の 給 はく、 有 道の 世に は 有 德の人 富貴に して、 不德の 者 貧賤な り。 この 故に 世屮の 風俗 

いさぎよし。 無道の 世に は 不德の 者 富貴に して 有 德の人 貧賤な り。 故に 世 中の 風俗き たなし。 しからば 佛は無 造の 世 

の 富貴なる もの か 
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鑭宜の 云、 他の 闕には 誰 にても 天下 をと る 人の 王と 成 給 ふに、 日本に て はかく 天子の^ 筋 一統に して、 天下 を 知 給 ふ 

人 も 臣と稱 し、 將 軍と いひて、 天下の 櫓 をと り铪ふ は、 いかなる 故にて おはします や。 公 is- の 云、 それ 中^は SL 海の 

宗國 なり。 天地 ひらけて いまだ 人な かりし 時、 天地 を 父母と して 氣 化の 人生す。 これを^^^氏とぃふ。 XJ の ((時.))； 太 

より ふりた 〔け s〕 る人數 多し。 男 あり 女 あり。 此 時の 人 は 皆 神人に して 不 i 知-小 レ識 道行 はれたり。 ^Jれを百姓と.Sふ。 

も- -の うぢと いふ 義也。 相 易て 婚姻 をな せり。 其 後 は 人の 人 を 生 すれば 化な し。 じの 故に 中^は 士と 民と わかつ こ 

となし。 氏 姓の 系阖 をい はす、 た ネ 德の秀 たる 人を士 とし、； K 夫と し、 公俟 とす。 ^天孫に して 高下なければ、 

誰 にても 天下 をと る 人 を 主 〔王 „«〕 とす。 堯 の 子に 傳へ給 はすして 賢に 傅へ 給 ふ を 道理の 至極と す。 しかれ ども 天の 

資に與 ふる 時 は、 賢に 傳へ、 天の 子孫に あた ふる 時 は 子孫に 炼 へて 人力 をから す。 日本 は！^^ なる 故に、 士民 と^ひ 

て國 土の 生 あり。 これた 百姓と いふ。 中國の 名義に 異なり、 帝王 は 天祌の 孫に して 百姓 と^なり。 日本の 姓の 始め 

は 鱧義を しらす、 禽獸を 去 XJ と 遠から す。 しかるに 天 照 皇* 神武 帝の 御德 により、 人々 の 心に 神明 ある 1* を 知て t ぶ 

の 風俗 起れ り。 此 厚恩 は 天よりも 高く 海よりも 深し。 此國の 人 万々 歳の 子々 孫々 といへ ども 報じて 報じが たし。 此故 

に 此國の あらんかぎり は 天 照皇の 御子 孫 を國の 主と あ ふぎ 奉り， 易べ からざる を 道现の 至極と す。 三才の至^^^は所に 

よりて 宜 こと ある もの 也。 大名 は 名な く、 大道 は 法な し。 何ぞ唐 流と いふ もの を 川む。 何ぞ儸 道の 名 あらん。 日本に 

て は をの づ から 日本の 宜き所 あり。 た 其 寬 は 一 理也。 天 照 泉、 神武 帝、 堯舜の u に屮： 給 ひて、 堯舜 たらば 子孫に 55 

へす して、 賢に 徵へ給 ふべ し。 堯舜又 天 照皇、 ..i 武 帝の 國に 生れ 給 ひて、 天 照皇、 神武-おたらば 神統 を神統 にして 王 

乎の 有德を ゑ- r びて 御 位 を 繼せ給 ひ、 百姓の を 以て 助と し 1? ふべ し。 ^にては天下ゃために^^」^へ、 口 本に て は 

lil 稳^ 語卷^ 七  六 七 
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天下の ために 子孫に ^ふ。 其傳 ふる 事は黑 白の たが ひ 有が ごとく なれ ども、 實 理は符 を 合せた るが ごとし。 武將の 

天下 を. 夂人、 天命 を 得る ほどの 人 なれば、 必 らす德 功の 昔 を 思ふ攀 あり。 周 人 は 甘棠を だに 愛したり。 况ゃ 天神の 御 

子孫 を や 0 處士 云、 今の 將軍 天下の 植を 得て、 野人な りと いへ ども、 おも ひの 外に 天子 を あがめ 奉り * 公家 屮 馳走の 

事お はします によりて、 田 舍に身 を 隱し給 ひし 堂上の 人 々も、 皆 京に 歸 入せ 袷 ふと 承る に、 いかで 公達 はか へらせ 給 

はざる や。 公達の 給 はく、 弟に て 侍る 者 をつ か はして 家 をば^ 績 せよ とい ひやり 侍り。 みづ から は此 ま、 山 賤と成 は 

てむ に、 をし からぬ 身なり。 道 あろ 御代に あ ふ 事 も かたき 事なる べし。 處士 云、 公家 武家の 交り を 承 はるに、 其鵡 同じ 

からす。 ある は態穀 なる も あり、 叉無禮 なる も あり。 いかなる 事に か 〔や *0 おはします。 公達 云、 祖父なる 者 ((の 一)) か 

たりし は、 その かみ 武家の 櫓 勢 盛な. 9 し 時、 ある 國の 守、 攝 家の もと へ 来られし に、 とめされ よ、 かくめ されよ など、、 

大 やうなる あへ しら ひに て ありし、 折 ふし 淸花大 E 來會 ありし ((に 一))。 これ はことば も慇激 なり。 その 座に ありし 者 

の 云、 攝家 i^M 花の か はり は あれ 共、 當時は 同じ 大臣な り。 國主 は國持 なれ ども 三位に もいたら す。 鱧の 過た るに やと 

いへ り。 其 後將軍 家に 諸家. を まねかれて、 でんがく など 兌 物 ありき。 事 果て かの 攝家歸 給 ふに、 大樹の^¥老をくりて 

出 けれ J、 手 をつ きて 今日は かたじけなし * よき 樣に御 取な し 頼み 侍る 也、 何とな されよ など 感動の 体 也。 大臣の 禮 

に は 甚だ 過て 見ぐ るし。 さまでな くと も 流罪 せんと も 誰か 云べき。 武家の 威に くだら ((れ さ) で 叶 はぬ 事なら ば、 先日 

の 興 守への あへ しら ひ は 又無禮 なり。 其 時 はいか i.- とい ひし 淸花 大臣 こそよ けれと いひき。 大抵の 大名 は 公家の 家に 

来らす 0 来る 《に-)) は 故 ある 人な り0  ,5： にての 事 なれば 衣冠に ての 交りに ((て 一)) も あらす。 國守は 公家 r 侯 *〕 の 質 

也、 >j なた は虛官 也。 座と 鉢 こそ 各^な りと も、 言葉 は淸 花の 内大臣と 〔に 一〕 も 成た る 人 をい ふ ほどに は あるべ き 事 也。 

叉將軍 は公界 なり。 宫 位の 次第 あれば、 しなこえ て は 近付す、 言葉 も 鉢 も その ほどより くだるべき にあら す。 將軍 

は 太 上皇に 准ら ひし ともあれば、 かたじけなき 通り 頼 入、 もはや 入 給へ など あるべき 事な り。 をく りて 出た る 老臣 

は、 かの 國 守より は 官位 もく だり *  g 持 にても なし" 若 〔表 30 世の 習と 成て 家老 をう やま はで 叶 はすば * 兼て 其 心得 
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ありて、 國 持に はな A- 態穀 にあるべき 事 也。 將 軍の あへ しら ひも 國 持と 〈_s ^老と は 格^な り。 態 敷に ありても 苦しから 

本に て  •  . 

1" ぬ內. -の 人、 又は 禁中へ 對し泰 りて は無禮 也。 將軍. 1 にて 思 ひの 外に 盤 慰な り。 ^{ 糸の 參^. S よく  t 依な し。 攝^：氷 

の納言 以下の 輩 は 官位の 乱り がた きおもて むきの に はした が はす。 中少將 とい ふ 人 も， 束帶 ならぬ；；： に は 羽 林 名 

の納 言の 下に くだらす、 とめされ よ、 かくめ されよ などい へば， 納言は 手 をつ きていへ り。 畢党朝ーだをなみしたる^^ 

也。 淸花 大臣 家な ども 無心 得なる 人 は、 大臣に なりたる 曰より、 はや 地下の！： 位 五位に 向て、 とせよ、 かくせよ など 

K 我 下人に いふ 様に. S へる も あり。 羽 林 家な どに も、 國家 にて 士大將 を もす る 〔れは 一〕 れ きくの 武士に 向て、 何 

とめされ てな ど、 云 人 も あり。 公界 にて 官位の 用ら る、 所に て は、 あたりへ 来らぬ ボ なれば 川な し、 -^々 にて 來るほ 

- どの 人 故 ありての 事 なれば • 我 位 をた つべき 所に あらす。 それも將軍01の千石ニ千石の無位無^^の人にも、 あ 

へしら ひなら ば尤 也。 家 か はり たれば、 武家の 人 は 共 あへ しら ひに て はとり あはす。 此方 は 納-; 11 にても 大方 伤^ の參 

議 中將 など ほどの あへ しら ひなり。 將軍 家の 五千石 万 石の 人と、 阈 家の 名 ある 士 との 參食晃 るに も、 座の 次^ 少し 上 

厶 <s  厶紳 

下 あるば かりにて、 大 かたことば は 同 也。 武士に 根本 高下な し。 君臣と なら ざれば さの みへ だてな きが 故 也 J 旗本 

に無禮 しがた き 心得して、 國 家の 士 にも 態 慰なる 者 あり。 かしこき 者 は 盤 り、 無^なる おはかし からすと いへ 

り。 今お も ひ あはす るに、 たが ふ 事な し。 禰宜問 云、 今時 堂上の 中に て、 賢人の 様に 申 人 あり。 家の ゆ 問 はいふに 及 

ばす、 儒 學佛學 共に よく 知 給 ひ， 行跡よ き 人な り。 公家 武{_ ^共に？ お 敬 あり。 公家の 無作法なる も、 此人 によりて W み 

出來 たると 申 侍る 也。 この 人の 給 ふ は、 日本 は 日本の 法 ある 事なる に、 儒 鱧 を W ひて 喪 をお さめ， 神主お 作て 祭 す 

る は 犬なる ひがごと 也。 王道の 破滅なる 間、 停止せられ てし かるべし、 との 給 ひしょし？^ はれり。 儘 近 は 上に 御 憎 

心 もな し、 且微 也。 取 立て だに 行 はれが たき 時節なる に、 かやう にれ きくの の 給へば、 少し 起らん とする 大近 のか 

たはし もとり ひし がれ 侍らん かと 歎 かしく 侍り。 公達 云、 其 日本の 祌道を 破りて、 なきが ごとくに したる もの は怫法 

也。 喪祭と もに 日本^ 中货賤 共に 怫法 なり。 かほ ど 破滅した る祌 t 汜を、 义 いか 破滅すべき や。 ^ある 佛法 をば. S 

=1 輪；：： siii^ 笫七  六 九 
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まで、 懦 をき らふ 务は 不-, 心得 f 禰宜の 云、 怫法は久しく朝廷にも用ひ來りたる^^ゅなれば、 謗る は ひがごと & り。 佛 

法の 喪祭 M 日本 流な り。 我は佛 にても 儒 にても 神道 にても なし。 何れに も かたよらす、 た 朝廷の 臣 なりと 常にの 給 

へりと なん 承 はりし。 云、 實は怫 者 なれ ども、 佛. y ひ. S て 儒 を 破らん がた めの 遁れ 辞なる べし。 其かぞ へて よきと い 

ふ 事 は 我滿の 心より つとめて 是に 似た るの 非な らん。 尤 日本に 生れて は、 日本の 法に 隨ひ度 事 也。 しかれ ども、 日本 

の 法に はした が ひよ るべき 正 法 もな く、 有 道 もなければ、 すべき 様な し、 とても 他 國の法 を かり 用ん とならば、 むか 

しょり 官位 衣冠 等の 制度 文章まで 習 ひとりた る 事 なれば、 死生 人 鬼 は 一貫 也。 喪祭と もに 中國 にした がふ 事 は、 則 王 

法に したが ふなり。 怫法は 各 別の 道 也。 佛法を 信す る 人 は 其 法に よるべし。 信ぜざる 者 は 人道に したが ふべ し。 日本 

の宮 社の 作、 中國の 鹿の 作、 國土 によりて 制 か はれ ども 同じく 神道 なれば、 ねが はく は 日本の 制に したが ひたき 事 也。 

中 K の 神、 王の 制、 日本の 神 鉢の 傳も、 同じく 神道 なれば、 日本の 神道に したが ひて 可也。 しかれ ども， 日本 《に 一)) は 

いま * た 公卿 士. Si の 法度 定まらす、 をして とり 行 ひがたし。 暫く 有 道の 制の 定め を 待べき ほど、 儒禮 による 事 也。 日本 

の ((神 一)) 道 を あら はし， ちはやぶる 神代の 美風 を かへ さんと する 時 を まつ、 かりの 懦 法 をば 害な りと いひて • いみに 

くみ 停止 を 望み、 長く 日本の 神道 王道 を 亡した る佛法 をば 用ひ來 りて、 日本の 法に 成たり とい ひて 根 を 同く し 枝 を 達 

cist〕 せんとす るの 41 をな す 人 は、 日本の 朝敵なる べし。 天下の 執權 とりた まふ 人 は、 儲 道 こそ 信じ 給 はすと も、 事に 

なれ 給 ひて、 明かに おはし ませば • 誰の 袷 ふ 共，^. く 道理く らく 邪なる 異見に はよ も 同心し 給 はじ。 千に 一 も 非道に か 

たぶ き 給 ふ 様. なる たのもしげ なき 寧なら ば、 世の 乱れ 近き にあるべし。 儒怫 王法と もに 亡ぶべし。 もろこしより 來る 

朁は 制せら るべ からす。 後世 時 有て 叉 起るべし。 ながき 世の 惡名 をと り 給 ふべき ひがごとの 制 法 はよ もし 給 はじ。 心 

安く 思 ひ 給へ。 內. -其 わたりの 者の いひけ る は、 天子に あら ざれば la 樂を 作らす とい へり。 佛法は 代々 の 天子 用 ひた 

まひて、 日本の 法と なれり。 しかるに 今 uri の 喪祭 を 用る 事 は ひがごと なりと て、 懦禮を 用る 人 を そしり 侍りき。 予 

がー- ム" 1^ 鷉 fc ひがごと、 て そしらば • 聖人の 言 を も 合て K-:. 用 こそよ けれ。 天子に あら ざれば 體樂を 作らす と ある も. 
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聖人の 語 也 。得が たき a の 一》 とに は 聖人の 敎を用 ひ、 叉 得が た 《き》 に 謗る 様なる ひがごと や あるべき。 叉 共 人の 

云、 よきと 云て は 堯舜の 道に しく はなし。 しかれ ども 餘り によくて、 日本の 夷に は あ ひがたし。 共う へ 父お レ子 n 六 子 

爲レ 父隱の 道理に て、 代." -怫法 を 用 ひ 給 ひし 王者の 非 を あら はす も、 臣 として はいむ ことなれば、 かたぐ 〔く *〕 怫法 

にした がふべき 事當 然の理 なりと。 予が 云、 王 代に も 賢 王 は 皆 聖人の 道 を 尊びて、 もろこしより 習 ひとり 給へ り。 怫 

法 を 用 ひて 祌道を 破り、 國俗を 乱り 給 ひし は、 皆 にして， 終に  給へ り。 明 王の 道.^ -ば 木 流なら すと 

て不レ 用、 暗 主の 非禮 をば H 本流と て 用る と 云 道理な き 事 や あるべき。 其 上^ 勢 太 神宮に て は、 怫、 ま-の すがたなる^ を 

ぱ 神前に 近づけす。 日本の 主 は 此國の あらんかぎり は 太 神宮に てお はし ませば、 其 御子 孫と して 禁屮を 立 I は 給 ひ * 

め 奉れり。 帝王の 帝王た る 所 は 三種の 神 s$ おはします 故 也。 是 故に 禁中の f ル屮 たる 大 鱧に は 佛法は 用ら れす。 大艚に 

△ 厶 へ： a 

いたりて は 名 を だに いはす して 忌詞 あり。 何 を 以て か 仏法 ((の 一))： 《 本の 法に 成た ると はいふべき。 又 武{ 糸の S 法に も 

儒體 をい み 給 ひし 事な し。 頼 朝 北條尊 氏の 代々 にも， 儒道 をい みたる 事を不 i 聞。 しかれ ぱ心 〔人 *〕 の 信 十る かたに ま 

かせて、 神道な りと も 懦 道な りと も、 怫道 なり 共 執行べき 桌 也。 本よりか くの ごとく 用 ひ來る もの なれば、 今 あらた 

に禮 樂ケ. 作る にあらざる 乙と 明か 也。 叉 父 は 子の 爲に隱 し、 子 は 父の ために 隠す とい ふ は、 今 曰の 父子た る 者の 至情 

を^へ り。 君子 はた 父子の 閒 のみに と M まらす、 天下の 人の ために も、 惡を隱 して 善 を あぐる もの なれば、 父子の 

義 はいふに 及ばす、 父の 羊 をぬ すみ、 子； 0 れを あら はす、 無智の 律儀 をよ しとす る^の ために， しばらく 此：： "ありた 

る 也。 あまねく 人の ためにい ふべき 事に あらす。 しかの みならす、 今の 臣下の 先代の 非 を かくすと いふ は、 かへ りて 

非 を あら はす 也。 先代の 帝の よく 我國の 神道 を 用 ひ 給 ひて、 國土 ゆたかに 德 さかむな りし 時の 道に よりした が ひて、 

後世の 神道に そむき 給 ひ、 圃土 乱れ 德 おとろ へたる 時の 事 は、 隱 して. S はぬ こそよ からめ。 有^の 風锁 をば をし けち 

て、 後の世の 德 おとろ へ、 泣な き 時の 例の み 我國の 道と して 用る こと は、 善 を かくして 惡を投 るな り。 これた 5^ 我^ 

の祌を 尊ぶ 様に して 亡ぼし、 佛法 をい よく さかんに せんと なるべし。 かたはらの 人の 云 * 佛法 をに くみ 給 ひての お 

W 輪^ Sis 卷^ 七  七 - 
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ふと ゃ可レ 申。 予云、 我 國の祌 道 王法 を 亡ぼす 者は怫 法な り。 天 照 太 神宮の いみ 給 ひ、 大和 姬 e 神 女の 傳を 守りて、 朝 

敵 をに くむ 者 をと がむ る 人 は、 同じ 朝敵なら す や。 天下に くむべき 者 は、 不孝 不忠の 賊 なり。 不孝 不忠の 者 を ひいき 

して、 にくまざる 者 ((を 一)) こそ あやしむべき 事 なれ。 すべてむ かしょり 正道 を さまた ぐる 者 は、 無作法なる あら はの 小 

人に て は あらす、 あら はなる 惡人 は、 人の 信ぜざる もの 也。 行跡よ く學問 ありて、 人の 信じ を そる、 者に 異見 ありて、 

天 〔大 一〕 道 を 害する ものな り 


卷第七 終 
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劂宜 云、 大和 姬は垂 仁 帝の 御子な り。 ぃまだ怫法渡らざるさきなるに、大和姬の世5^^に、怫法の|を5§との給ふ=^は、 

祌道 にて 未 來の事 を 兼て しろしめ したる にや。 公達 云、 神道に て 未來を 知な どい ふ は、 佛氏 妖妄附 に 開 き^ひ 

てい へる 事 也。 至誠の 前 知 は 左様の 事に あらす。 大和 姬は XJ とぶきな がくして、 神明に つかへ 給 ふ^ 七 百 余说 なり。 

されば 佛 法の 渡りた る 時まで もお はし ましき。 問、 .S まだ 佛 法の 害 も 見え 侍ら ざり し 時なる に、 いかで かいみ 給 ひけ 

る や。 云、 天竺 は 同類の 國 にあら ざれば 也。 中國 日本 n マお 琉球は 同類の 國也。 風俗 を 同して 首に かふぶ りし、 衣に 袖 

あり。 文字 かよ ひて 天理 を しれり。 八 狄* 七 戎丄ハ 蠻は乂 同類の 國な り。 風俗 を 同く す。 共し るし は 衣に 袖な く、 文 

字 かよ はす、 天理 を しらす。 佛法は 天竺 • 南 蠻* 縫 粗な どに ありて は 相 應の法 也。 南西 北の 三方 は、 人の 形 ありと い 

へど も、 生 を 性と して、 心 は 禽獸の 性に 近し。 た t-;^ のみ 〔こと *〕 にして 至誠 不 i 息の 神理 なし。 この 故に、 生る、 も 

- • 攀 

始 あり、 死す る も 終 あり、 やけば 灰、 埋めば 土と 成ぬ。 木の葉の 落て 朽失 るが 如し。 しかるに 生の 厚き 者 は知覺 ふか 

し。 草木 は 生う すきの 至 也。 この 故に 四時の 氣に隨 て 生長 収蔵 すれ ども、 動く 事な し。 魚 はう ごくと. S へど も感 のみ 

ありて、 死生の 情なし。 鳥 は 生死の 哀聲 あり。 けだもの は 鳥よりも 厚し。 角 ふりして 死地に つく 事 をい とふ 心 あり。 

人 はいよ く 知覺 ふかきが 故に、 をく りむ かへ て 生 を 好み 死 を かなしめり。 情欲 厚く して 執着 あり。 三方の 人、 生 あ 

つく 知覺 深き のみに して、 仁義 を しら す0  XJ の 故に 生に 執着し、 情欲む す ぼ、 れ< (て 一))、 死す といへ ども 沉魂 滞^な 

を淺れ り。 本な き 物 を作爲 して、 惡 鬼の 境界 あるが ごとし。 執 翁 C 淺深 によりて、 或は 五十 年、 或は 百年に 及ぶ もめ 

り。 魔な ど を まじ ふる 者 は、 二三 百年に 及ぶ も あり。 4ff れか はるの 理は なけれ ども、 執の 模様に よりて、 ^^のよ る 

がごと，、 なる 事 も あり。 これ 怫 氏の 地獄 輪廻 をい ひ 出せる 所な り 〔も *〕0 祌聖 の^に 生れて、 天现 をし る * のしら ざ 
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る 事な ジ。 天竺 人、 本天^明德の^1性ーBなくて生れたり。 人と 成て 天理 i の 性な し、 死して 又 天 明徳の 性な し b 

是 故に 天竺の 人 は 生れざる に はしかす。 生れて は 天地万物 我 身心 皆な き 物なる 事 を 知て 着せざる を聖 とす。 死して 寂 

滅し、 何もな きを 以て 極樂 とし、 成佛 とす。 佛と云 は 無の 稱也。 無欲 無心なる 者 は 佛也。 ； J れを即 身成佛 と. S ふ * 無 

飲 無心なる 時 は 天地 陰陽の 外に 出て、 陰陽の ために 生死せられ や これ を 生死 流轉を 雛れ て 大悟 道す と 云。 問、 怫氏 

も 慈悲 を 本と す。 天理の 仁な きと いふべ からす。 云、 怫 氏の 慈悲 は 愚痴の 慈悲に して、 天理の 仁に あらや。 正直 なれ 

ども 畜生 理直 也。 無欲と いへ ども、 犬馬の たく はへ なきが ごとくなる を 至極と す。 敬禮 すれ ども 天理 自然の 發動 にあ 

らす。 後世に よくな らんと いひ、 ありがたし、 たうと しと 思 ふ 願 ひの 念より おこる 也。 知と 云 は、 たくみに 〔た く *〕 

人 を たぶらかすべき 邪神 妖 依の 術 也。 頃彌 山な ど、 て理 もな く蔡 もな き 物 を 作り出し ((て 一))、 用に もた、 ざる ことにて 

Ig 民 を おどろかせり。 本より 天理に したが ひて ある 物の、 しかも はかりし りが たきを 知て、 天下の 用 をな し 給 ふ 暦数の 

ごとき、 冗し き 神妙に は あらす。 怫は西 戎の神 也。 其國 にして はき どくな hs 。天竺に て は そしる ベから す。 日本に 來. 9 

て祌 明の 國を けがさん 事 は 勿 鉢な き 事 也。 中國の 外に は、 日本の ごとく、 人の 人た る明德 全き 國 はなし。 生に は 仁 あ 

り、 死に は義 あり。 よく 仁なる が 故に、 生て 欲な し。 よく 義な るが 故に、 死して 惑 はす。 凡人と いへ ども 思 ひきり あり。 

不： * 知 不レ！ i 性に 仁義 全き 故 也。 しかるに、 戎國 の敎を 入て、 此 仁義 をみ だらん とすれば、 凶 これより 大 なる はな 

し。 佛 法の 息 をた つの 神； お 明白なら す や。 贜宜 云、 ある 社家の 說に、 大和 姬は佛 法 以前の 皇女 なれ ども、 三 より 通 

じて、 天竺の 佛 法と 云 もの もろこしに 渡り、 如レ斯 の說ぁ 〔成 s〕 りと 云 事 明白に 開え 侍り。 其 時分より 三韓へ ははし 

うつりぬ。 大和 姬は聖 女 なれば、 其 心 法 やがて 曰 本に も 渡るべし。 しからば 我 神 國は戎 國と變 ぜん 箏を しろしめ 

し、 佛 法の を 絶との 給へ りと いへ り。 叉 老子の 八 百 歳ながら へて おはし ましたる 様に、 皇女 も 七百餘 歳の 御 ことぶ 

き なれば、 佛 法の 渡りし までお はしました ると 申 〔いふ 称〕 說も あり。 いづれ か是 にて 侍る。 老翁 云、 兩說 共に 是 なり。 

渡らね 以前に も 明白に 聞え、 わたりて 後 もよ くしろ しめした る 也。 問、 さばかり M をつ よくいみ 給 ひし？ >^ は何ぞ や。 
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M、 神道に は 七の いみ 言葉と て、 佛を たちやく みとも、 たか ごと もい ひ、 佛書を そめが みとい ひ、 比丘 を かみな がと 

いひ、 比丘尼 を女髮 長と. S ひ、 寺 を か はらぶ きとい ひ、 堂 を XJ りたき とい ひ、 塔 を あら、 ぎと いひ、 ときを かた かし 

はと 云、 日本 屮の 神社に をき て、 いづれ もい むべき 事 也。 むかし はかく 名 を だに いみた る^なる に、 兩部収 合せと 

云 こと 出来て、 い か.！ る 大社に も 堂塔 を 建 まじへ、 社家 禰宜 をば 被宫の ごとく を ひく だし、 社 領を寺 領に奪 ひとり、 

日本の 祌道は 百が 九十 九と りせ ばれられて なきが ごとし。 かく 神國に 敵す る大賊 なれば、 いみ 給 ひし 共 聖 知の 深き^、 

ありがたき 御 事 也。 これ 皇女の 忌 給 ひし 根本な り。 且太 神宮に のみ 堂塔の まじ はりな し。 此是 伊勢 兩太神 の 威^す 

ぐれ 袷へば なり。 此 皇女の 戒めな かりせば、 いつしか 山 田の 地 も、 佛閣と 成なん。 禁中に^ 尼 をい むの 古法 も らす、 

宮中に も 堂 寺 まじ はり、 天子 も 御 位ながら 御ぐ しおろ し 給ぶべし。 さあら ば 日本 は 天竺へ ゥち とられ 本った 一〕 ると い 

ふ もの 也。 佛 者の 根ぶ かくから みたる 事 なれば、 つねに は 神道 も人理 〔 道 *〕 も 亡びぬべし。 佛 &に 云、 我 遣-ニニ 聖 i 

化，, 彼 震旦 I と は、 老子 * 孔子、 顔 子 を さすと いへ り。 誠に 聖賢の 性 理文窣 をからで は、 いかで 佛法 かくの ごとく は ひ 

ろ まるべき なれば、 暗にい ひ あてた る 也。 今 又 吉利支 丹が 云、 我 二人の 伴天連 を 遣 はして、 彼 日本 を 化すと は，^ 敎、 

弘法 を さしてい へり。 佛敎の 後生に 迷ふ國 をば、 悉く 吉利支 丹 望 を かくる となり。 是も亦 一 にい ひ あてなん 奴 かし 

き 事な り。 問、 吉利支 丹 も佛法 をば いみ 侍らす や。 云、 念 佛宗と 日 連 宗の敵 味方の ごとし" 釋 =i、 伴天述 共に 後生 を 

いひて 人 を 惑 はす 事 は 同じ。 怫如來 とい ひ、 せんす まると 云 * 其 K は 一也。 釋迦は 吉利支 丹の 邪 術 を 1^ て 神通力と し、 

吉利支 丹 は 仏 如来 を 取て せんす まると す。 處士 云、 公達の の 給 ふ 神道 は、 まさしく 中國の 聖人の 舉 なり。 儘理を かり 

用 ひて 我！： の 神道 を 明し 給 ふとい ふ 人 侍り。 公達 云、 理 二つ あらす。 中 夏の 聖人の 逍も 天地の 神 逬也。 ^1: の 祌蛊の 

道 ((と *》 も、 天地の 神道 也。 易に も 天地の 神道と あり。 論語に も、 宮室 を 卑して 孝 を 鬼神に いたす と あり。 ^代の 

天下の 重 事 は 神 を 祭祀す る を 第一と す。 四書 五經に 見えたり。 天地の 神道より なす わざ なれば、 人の 五體の あり ゃゥ 

も 同 じ t と 也。 五倫の そな はり も か はりた し。 五常の 性 も 又 同じ。 もろこしの 窨も 渡らぬ 以前より， 我國の 人の 心に 
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天より うけ 得て あり。 孟子の 四 端 《の說 -)) を 見れば、 誠に 人 * の 心に ある 裹 なりと、 符節 を 合て しらる、 也。 我が 心 

に 本より あれば こそ 如レ此 ((に 一)) しら るれ。 なきもの を 外より つけます 事なら ば、 いかにして 割符の 合べき や。 叉道德 

の敎を^^へしらするには、 中 夏の 文章より よき はなし。 其 文章と いふ も、 本 我國の 人の 心に あり。 蒈に はじまりし 所 

は 中 夏 也。 杉 苗 を 方 * へ わけう ふるに、 杉に よき 土地に は 生長し， よからぬ 土地に て は 植ても 多く はかる k もの 也。 

A 神 

中國の 文字 もこれ に 同じ。 三韓、 日本の 人に は、 心に 天然の 文 質 ある 故に、 中 夏の 文字 かよ ひて， 我國の 文字と ((も 一)) 

なりぬ。 文 はかざる ともよみ、 ふみ ともよめ り。 かざる と は 人道 は 禮樂、 制度、 文章の かざり ありて、 万物の 上に あ 

る義 也。 この 故に 文字の かよ ふ 國には 冠 あり、 衣に 袖 あり。 かざりの しるし、 天理 自然の 應 なり。 南蠻、 天竺、 北狄 

の 人に は 袖な し。 半畜國 にて、 文に 通すべき 心の 神明なければ、 是も亦 自然の 割符 也。 ふみと よむ は、 ふくむの 義也。 

中の く を 略してい へり 0 天地人 三 極の 道德、 太虚の 神理、 万事 万物の 分理 まで も 文に ふくむと 也。 聖 神の 道 德は霄 語 

に述 がた く、 叉 天竺の 梵字、 日本の 假名、 南蠻、 北狄の 字形の 樣 なる 事に て は、 書お ふせがた し。 もろこし にても 太 

古に は 日本の 假名 づ かひの 様なる 事に て、 繩を 結て 用 を 達せり。 伏犧 氏の 初て 三畫を ひき 出し 給 ひて、 天地万物の 理 

△ 厶 <a 

を ふくみ 敎へ給 ひしょり、 次第に 文字 出来たり。 然れば もろこし とても、 生 付て 本より 文 ありし にあら す、 人の 心神 

明なる 故に、 伏犧 氏の 神霊に 通ぜし 也。 日本 にても 文字 も 假名 もな き 以前に、 三 稷の神 912 おはし ましき。 これ 又 易の 

三 寮の ごとし 〔く *J。 知 仁 勇の 三 は 天下の 達德 なり。 直に SljS に 象 をと りて 敎へ給 ふ。 易 簡明 白なる 專中 夏の 文に も 過 

たり。 知 仁 勇と いふ 名 をき かす、 文字 も 習 はぬ 先 なれ ども、 理に 二つな く、 天地の 神道 か はりなければ、 自然に 割符 

合 もの 也。 心 は 日本の 神道の 心に て、 文字 は漢を 用るな り。 漢字 を 用れば、 名 も 亦漢の 名に よれり。 漢字 は 書に たよ 

りよければ、 次第に 日本の 上古の 言 紫 はとり 失 ひて、 今 は 心ば かり りて、 一 W 葉 は^ 漢字に うつりし 也。 佛法 はもろ 

こしへ 取來 て、 後生 輪廻の 說を 本に して、 聖學 の性理 文字 を かりて 作爲 したる もの 也。 中 夏の 賢の 道と は il!HH なる 

XJ と を、 色 * に 文 を 以て かざりた る 故に、 資を しらざる 者 は、 三敎 一致な ど、 も. S へり。 うはべば かりつ け あはせ 
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((た 一)) れ ども、 眞は大 にち が ひたり。 天竺へ は 文字 かよ はぬ ことなれば、 もろこし にて m 來 たる 佈 法の ありさま は 夢 

にも しら や。 たに 本の 天竺 ゑび すの 愚痴 なれば、 何の るべき 事 もな し。 されば 其 後 天竺より 名^の 一人 も來 りたる 

事 ((も 1)) なし。 かば かり 大に かりとりた 〔う *〕 る もの は あら じ 0 天竺に て はしらざる 事の、 中 夏 の^人 ((の 1)) 神明の 

德 なくて は 出来た る 事な き 制作の 物まで も、 佛の はじめた る樣 にい ひなせ り。 方便と いひて 大 なる 僞を 以て、 少しの 

人の 惡 をと めんと す。 尺 を まげて 丈 をのぶ る 事 だに、 利に 近ければ If? 子 はせ す。 况ゃ沸 氏 丈 を まげて 寸 をの べんと 

する 利 心なる を や 。賢 父兄た る 者 は、 おさなき 子 をす かすに も、 あざむく こと はい はす。 一旦 幼子の なき を やめ、 わ 

る わざ をと むと い へど も、 その 爲りは 久しくして はかくれ なし。 ；ニ歲 の わら はだに ((も 一)) 乂欺 くと いふ^ はしれり。 

力 it 

况ゃ仏 氏が 方便の 妄語、 幻術の 邪僞を や。 儒道の 理を かり 文 を かりて 作りた る 事 は、 かくの ごとく 明，：： &れ ども、 |a{ 

の あわぬ 所 を しらねば、 全く こしら へたる 事 をし る 者な し。 今日 本に 來 ((り 一)) て佛と 神と は 水 波のへ だて 也。 本 地 

跡な ど 、て、 兩部 取合の 邪說 をな し、 日本の 神道 を 悉く 奪 ひとれ り。 しかれ ども 心 かれに 迷 ひたれば、 いかなる いつ 

はり をい ひても 皆 誠な りと 心得て、 ありがたし、 た ふとし と 思へ り。 むかし もろこしに 男色に よりて 君に 得られた る 

者 あり、 主君に 桃の くひ さし を あたへ たれば、 かく 厚味なる 物 を、 みづ から 食せ すして 我に あたへ たる は • 忠心 ふか 

しと 感じ 給へ り。 又 母の 煩 ひしに、 主君の 車に 乘 りて 行けれ ぱ、 親に 孝行なる 心より、 身の 難 を も かへ りみ す、 我^ 

をお かし 〔かり *〕 て乘 たりと て稱 美せられ き。 後に 色お とろへ て、 色. ：の齊 ((に 一))、 無作法 も 目に 兄え て、 にく き^か 

な、 我に 桃の くひ さし を あたへ、 我 車 をぬ すみ 乘 たりと て、 罪の 數 にか ぞ へられし となん。 今 ((に 一)) 仏に まよ ふお の 

心に は、 日本 は佛 土と 成たり とよろ こべ ども、 佛に まよ はぬ 者の 目に は、 神道 を 亡ぼし、 王法 をな みし、 神國 を！^ じ 

て戎國 となす の 大賊と 見る 也。 罪の 重き 事 死に も 入られす。 日本に 生ながら、 如レ此 大賊の 味方と 成ぬ る 者 は、 主君の 

知行 をう けて 妻子 を 養 ひながら、 己が 心の ひく 方に まかせて 敵に くみし、 かへ りて 我 父 は の^を 亡す が 如し。 誠に 祌 

明 は^の 名 を 聞 ことまで いみ 給 ひし 事む ベなる かな。 問、 かくの ごとくなる 大罪 人 を かたはし 罪し 給 はで、 たてお か 
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る V 事 は 神明と も 申が たからん か。 云、 人 多き 時 は 天に 勝の 理 にて、 あしけ 〔か a〕 れ ども 天竺より 唐 日本に いた. 9 て 

大勢の 人の かたぶき 來. る 勢 ひに は、 天道の 至善 も 一旦 は 負 給 ふが ごとし。 人 は 天地の、 王 也。 主の 心の 惑 ひたる はすべ 

き 様な し。 神は隱 居の くら ゐ にて、 人に 天下の 事 を ゅづり まかせた まふ 道 现也。 造化まで は祌明 つかさどり 給へ り。 

f3 化 以後 は 人の つかさどる 事 なれば、 神明 も 人に は 勝 給 ふ 事 あた はす。 S 一  11 人 も 終りて 神と 成 袷へば、 人事 をぱ きこし 

めさす。 この 故に 帝は隱 居と 申 事な し。 天に 二の 曰な きがため 也。 もし 故 ありて 隱居 あれば， 祌の 境界の ごとくに て， 

人事に 交り 給 はす。 三輪の 太 神の 國をゅ づり給 ひて、 跡 をけ し 給へ るが 如く 成べ し。 神 も 邪なる はさ あらす。 帝王 も 

隱居 ありて 後 は、 欞勢 退ぬ る 故に、 只今まで 君な りし も、 お ぼす ま i に はなら せ 給 はす 0 それ も隱 居の かた 惡人 なれ 

ば、 道理に そむきて 剛惡を 以て 其 ま、 櫓 威 をと り 給 ふ 事 あり。 神明 は 正直 なれば、 わたすべき 道理に て * わたして 後 

は、 いろ ひ 給 はざる の義 也。 日本の 祌 國 たる しるしば かりに、 伊勢 兩太 神宮に のみ 古風の 錢 りたる こと は、 神靈の^§ 

德 ありがた しと 云 も餘り あり。 天 定まる 時 はまた よく 人に 勝の 時な からん や。 我 神國に 生れて、 神 恩 を 戴きながら， 

西 戎の佛 にっか ふる は、 我 親 を 捨て 人の 親 を 養 ひ、 我 君 を 捨て 人の 君に つか ふる 也。 况ゃ怫 者 は 我 君 父 を 亡ぼす の大 

賊 なる を や。 心 あらん 怫者 はな どね ぶり を さまして 還俗せ ざる や。 處士 云、 日本 は神國 なれば、 神社の 修 现造營 はな 

くて 不；. 叶 事 也と いへ ども、 折 ふし 士民 共に つかれ、 山 も あれ 造營 難儀な 〔あ 一〕 り。 され ども 羊 を 惜み禮 をお しむの 理 

にした が ひて、 難儀な りと も 建立すべき 事に や。 老翁 云、 愚 拙い まだ 經 書の 心 を も わき まへ ざる さきに、 夷 屮に春 曰 

の 社 ありて、 殊 さら あれた る 鉢な りしに、 わびた る 神主 あり。 これ も 雨 だに たまらぬ 住居な り。 其 神、 王に むかひて 神 

慮の 儀 なれば 上へ 申す か、 もし は 郡 中 を もよ ほして なりと も、 など か 建立せ ざると いひければ、 神主の 云、 これ は勸 

請の 社に てお はします。 すべて いづれ の 神も勸 請の 宮社 は、 よくく の義 ならでは ある まじき 事な り。 宇佐 八幡宮 は 

あまり 遠國 なれば、 源氏の 御た め、 男 山へ 移し 奉りても 可な らん か。 神 はなれて けがし、 勸請 多くして は 威 をお とし 

華る 事な れぱ、 天 照 {:« なら ぱ 伊勢山 田ぱ かり、 八幡宮な らば 宇佐ば かり、 武雷 命なら ぱ鹿嶋 ばかり、 曰本武 ならば 熱 
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田ば かり、 W 雲 大社、 攝州 西宮、 洛陽贺 茂の 社、 其 外 如， 此の 德 あり 功 あり 故お る 神々 は. 其本壯 ばかりの ^径^,. よ 

なくて 叶 はざる 御 事な り。 證の 裏、 不 靈の地£ 山なる 事數を しらす。 sss^sf をと し、 ず けがす の 

第 I 也。 S5 死に 及び 〔t〕 幌す とも S の 3 は 思 ひも よら t 幸 ひ 社のう しろに 我等 幼年の むかしよ りよき 

松を植 をき 侍り。 是を 神木と して 社に かへ、 民の 生 所 神と し ((て..)) 祭り 奉る にも、 此松 にかき、 しめ ((め a)) ぐらして 可 

也。 後世 を ゎづら はさ じの はかりごと 也。 叉 云、 公儀より 造營 なくて 不レ叶 大社な り 共. 大破 以前に 〔は w〕c はぶき.^ 

理等を 加 へら るれば、 又 五十 年 も 百年 もた もち 侍る 事 也。 公俊 は大 やうに てし ろしめ され ざる^も あるべし。 神主た 

る 者、 大 かた 心なき 者 どもなる 故、 今 新たに 建ら る、 より は 本よりの 木 柱 まさりた る をもう ちく づし、 建立 させ 奉リ、 

また 雨 もり 朽るを 待て 申 上な どす る 事、 甚だ 神慮に 叶 ふべ からす。 宮社は 神 さびた る こそ 殊勝に おはし ませば、 ^分 

《と 一)) か、 はる ほど は、 上ぶ き 修理 等 を 加へ て、. ふるき をた もちた る こそよ く 侍 幻。 伊勢の 宮 二十 一年に l^-H おはし 

ます 事 も、 少の 間&れ ば， 隨 分かろ くすべき の 神慮に てお はします。 一 說には 建て 二十 一 年 を I- て、 御 神. 牀を うつし 

奉るべき S 也。 あたらしき 物の けがれ を さらむ となり。 二十 一年に iss 義は、 伊勢 大神 isr り 3。 他の 

神社 は いづれ もう はぶき 修理 〔復 0 管 加へ て、 t はるべき ほど は？ を 用る の 蒙りと いへ り。 11: 輪の 太 神 は 山 

を 社に て、 鳥 井ば かり を 用 ひられた る は、 誠に 殊勝の 御 事な り。 天の 神の 御子 孫に 國 を^り 給 ひ 、跡お けちた る 神 故と 

云說も あれ ど、 赏は 日本の 山川 を はかり、 後世の 奢 をと.. め 給 ひし もの 也 0 日本 は祌國 なり。 神社 だに もな をし かり。 

况ゃ堂 ((塔 W)) 寺の 結構に して. 數 しらざる は 何事 ぞゃ。 日本 國中、 國., の 十-屋敷、 町屋、 民^ 等 を： ：6 るに、 大形た ふれ 

力-^ り、 屋ね朽 てた へがた き 鉢 なれ ども、 朝夕の 煙り を 立る 薪 だに 大 S! にして 求が たければ、 の修 i- こいと まな 

し。 釋： i は 鳩の はかりに だに か、 れ りしと いへば、 く 种山澤 の 力つ きて、 材木 薪不 ほ 由なる 時^に、 扣ゅ ひて 救.， の 

堂 寺 を 建ら るべき にあら す0 今の 出家 は 多く は 無想の 盗賊に ひとし。 少し 出家が ましき J.<- も-, g 痴 にして 左 ぼのお も ひ 

はかりに もいたら すと 物語し 侍りき 0 今 へぱ、 た，. 人に あらす。 其 後 尋ね 侍れ ども 行方 を しらす 0 右の 理 にて 5^な 
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あらば 其 可 侍りなん。 達磨 無 功 德の心 をし る 者 は 一休 ひとり 也。 其 心なくて、 堂 寺 を 建る 者の 無坊德 にして、 其 心 あ 

りて 建る 者 は功德 とのみ 思へ り。 其 心 ある 者 は、 今の 時に をき て は、 堂 寺 をば たてざる 辜 を しらす。 處士 云、 勸 請の 

社 多き は、 祌の威 を かろくす ると はいか 社 {さぉ 、山城 II 紀 伊都 稻 荷の 神社、 下の 社 は 大宫姬 、中の 社 は會稻 魂、 上 

A 神 

の 社 は 太 田 命な り。 今傳て 五社と いへ る は 後に そ ひ 給 ふなるべし。 しかるに 弘 〔佛 绅〕 法 其 本源 を かくして、 東 寺 ((の 一)) 

門前に て稻を 荷へ る 老翁に あ ふ。 是 によりて 〔よりして 辞〕 東 寺の 鎭守 とす。 これいな りと 名 付る の 名義 也と い へり。 

これ 犬なる ひがごと 也。 地主 荷 田大明 神の 地に、 倉 稻魂を 優く、 これ を 以て 稻 荷の 二字の 神號 とす。 夫 此神は 本朝 衣 

食の 祖神 也。 蒼生 安逸の 靈社 なり。 故に 天子 諸侯と いへ ども 繁を 下さ る 前に 宇賀 姬を 祭り 給 ふ。 万民 飢寒 をまぬ か 

る、 の 神 恩 を 報す となり。 尊信の 餘 りに、 みだりに 諸 國に勸 請せ しかば、 後々 は 狐の 人に 付た る を も ほこら を 立て は 

稻荷 とい へり。 俗 多く は 狐の 神と 思へ り。 これ 神の 威 を をと すに あらす や。 處士 云、 狐の使*?たる事はぃか^-0 社家 

云、 使者に は あらす。 稻荷 山に 狐 多くす めば、 祌を敬 ふの 余りに、 狐 を も 恐れて 手 さ k す。 後に は 誤りて 使者と せり。 

三月の 中の 午より 四月の 初の 卯まで、 御 かり 屋 にお はします 事 は、 稻荷 山の 狐の 子 をう む 聞、 けがれ を 避 給 ふとな り。 

處士 云、 狐 を あしく して 稻 荷の 神の 罸を かう ぶる 事 はいか 社家 云、 祌は寬 仁な り。 凡夫 凡 女の け はしき ごとく 人 

に罸を あつる と 云 となし。 たに 其 人の 心に 邪 ある 故に 邪神の ふる、 也。 むかし 天狗の 人に 付た るが 云、 慈愛なる 人 

ほど おそろしき 亊 はなし。 不 慈なる 者 は 我 同類 なれば、 あなどり 易しと いへ り。 夜 鬼 を 恐る- -も亦 かくの ごとし。 仁 

愛正 直なる 人 は 神明と 同 鉢な り。 吉神 常に 守と なれり。 邪鬼 は 正 人 を 恐る. - もの なれば、 正 人 は 何 を か 恐れん。 狐 も 

邪 人に あはざる 時 は 無事の けもの 也。 邪 人 を 見る 時 は 邪神 又 狐の 形 を かる 也。 た 狐の みならす、 狸、 い ぬがみ、 と 

ら、 ひやう の 類 ひまで も 、邪神の のり 物 多し。 人道 正しければ、 邪鬼な し。 叉 狐 f5 の妖 怖な し。 怫法 ひろく 成て より、 

人心 惑て 邪知 邪欲に なり、 これによ りて 邪 祌時を 得て、 狐狸 神 通 をな せり- 惡人 のた V り をな したる 者 ども を あつめ 

て、 天 王 御 靈明神 八幡た-どに 〔と *〕 勸 請せ り。 誠に 勿 鉢な き 事、 歎く にも あまり あり。 世 を 經て後 は、 まことの 明祌 

. 雜 
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八幡な りと 思へ ジ。 义 邪知の 者 共、 正 神の 號をを かして、 0  、 かしこに 建た る も あり • 社 多くて 朝夕 兄れば、 敬す ベ 

き 心 もな し。 ほ 月 ほどの 牛-神 はお はし まさね ども、 毎 m 見 奉れば さの み 恐れ 尊ぶ 者な し。 况ゃ 形象 兑せ給 はぬ 神 

に 於て. や。 禰： ur;r 遊民と は 常時 何 * を か. &侍 らん ((や 1))。 老翁 云、 坊 -HT 山伏、 判 はんじ、 うらやさん、 みこ、 

座頭、 ごぜ、 猿樂、 あやつり、 かぶき 狂言、 其外鬥 *c ありく 乞食の 類に 至りて、 色々 の 遊民 多し。 博 ゆの 物よ みに て 

はなく、 文學も あるかな きかに て、 道理 も 明白なら す、 道た て をい ひて 何の 役 もな き 者 あり 0 これ も 遊民 也。 叉 職人 

商人の^ にも 遊民 あり。 天下の 奢に つれて、 世の そこな ひになる あきな ひ 所作に て * 道 あるせ に は少も いらす、 

の佼 にた V ざる 事 をす る 者 あり。 武士の 中に も 遊民 あり。 人民 を敎へ 治る 位 人に ((し *)) て 何の 辨へ もな く- かへ りて 

下 をし へたげ、 しぼり 取て、 己が 榮靖 とし、 武道 武！！ の心懸 もな く、 事 ありても 何の 佼 にも 立 まじき 者 あり。 ^の 

固に もなら ざれば 遊民な り。 叉 遊民の 屮 にも、 遊民なら ざる 者 あり。 出 {， の 人 がらよ く * 地獄 極 樂の説 を 以て 人 を も 

惑 はさす、 悟り を 授て我 ま、 氣隨 もさせす、 其 身 忍 辱 慈悲に して 愚人 を敎 化し、 人の 慈悲 正直の 心 を そだて、 其^^：儉 

約に して 人の 物 を 多く とらす， 堂 寺の 美 を 好ます、 出世の 外聞 を 心と せす、 其 上に 文學 〔宇 w〕 ありて 人に 敎る あり。 

これ は 出家 なれ ども 人の 助と 成て 窖 なし。 遊民の 中の 本 民な り。 然れ どもよ しと はいふべ からす。 其 身 一人 はよ くて 

も、 弟子 は大 鉢の 坊主な れぱ、 あしき 者 多くつ ぎ 起れ り。 問、 山伏 は 神道 者の 類な り。 うらやさん は を 木と し、 み 

• こ は 神 4li 同事な り。 遊民た る 事 はいか t -。 云、 山伏 は 役の 行者の 流れと いへ ども、 役の 行者 は 山川 地理に 通じて、 此 

國に功 ありし 人 也き 3 今の 山伏 は 眞言 坊主と 同事な り 0 神を禱 ると いへ ども、 神の it にても なく、 剩へ人 を たぶらか 

して、 大に 人道 を そこな ふ 者 も ありと はい へり。 うらやさん、 判 はんじ は， 淸 明が 流と. S へ 〔なり、 しかれ n ども， 

i  •  •  • 

淸明 は祌に 通じて 能 博士 也と 聞 ゆ 0 易 は 至极の ものなる 故、 烏帽子と 〔に-を s〕 いた きて、 人 を たぶらかす ^也。 み 

こも 神前な どに 侍る に は あらで、 た、 きみこな ど、 て、 む ざと したる 者 ある を 云 ふなり。 問、 座頭、 ごぜ は、 無ュ：：^3< 

非, かたわ 也。 遊民と はいかに。 公達 云、 ェ商 だに 〔にて *〕 も 奢りの 1^ をな して、 無用 の^は 遊民と す。 ^li、 ごぜの 
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佼は、 昔 律に 達し 故事 を覺 て、 內外 共に 人の 助けと 成を佼 とす。 今 は 彼等が 心と したる 罪に は あらす。 世に 道なくて 

の 事 なれば、 不便なる 事 也。 先帝の 御 願 ひときく、 世に 道行 はれば、 座頭の， M を やぶり、 正しき 音樂の 役者と し、 さ 

て は 三史を 初と して、 二十 一史 を わけて 一部 づ、 に 家 をた て、 其故凑 と時變 とを覺 えさせ、 樂の 方へ なりと も. 書の 

方へ なりと も、 思 ひ/ 用 次第に かたわけ、 樂 にても 書 にても よく 覺 えて、 盲者 多く ひきま は す^を 頭と して、 祿 

も 多く あた ふる 様なら ぱ、 座頭、 ごぜ 共に 遊民た る 事 をまぬ かれなん と。 又 曰、 こもそう、 はちた、 き、 猿樂、 あや 

つり 狂言、 敬 舞妓な ど は、 .< -數 少なき 事 なれば、 道 ある 世に はいか やうに かたづけん もやす き 事な り。 左様に 大 によ 

くこ そ あらためられす とも、 今の 分に て、 猿樂 もむ かしの 猿樂 にて、 讅を よくし、 あやつり 狂言 も、 人の 善心 感發す 

る やうに あらためば、 其 費す くな からん か。 歌 舞妓な どはいつ とても あしき ものな り。 門々 ありく 乞食の 類の 遊民 は、 

<紳 

上よりの 〔道 s〕 をき てに て 制せ ざれ ども、 をのれ と 有 付 出来て、 なく 成 事 也。 た V 坊主の かたづき 〔け 一〕 のみ、 大に道 

行 H すし M は 成 I たし。 大に 道行 はれば- 仏者 も 〔の s〕 迷惑せ ざる 樣に、 をのれ と 化に 服し、 人道に 歸る べし。 か 

へらざる 者 も、 仏の 法 を 守ら ぱ大 なる 害 あら じ。 賢 君 良 相なら では 成が たかるべき 政道 也。 處士 云、 傳に 云、 日本 は 

東夷の 頭圃、 南西 北の 君國 なり。 夷の 字 を はなちて 見れ ぼ. 一 弓 人 也。 二つに して 見れば、 大弓な り。 弓矢の 道に す 

ぐれた る 人と いふ 心なり。 東夷 九國 あり。 しかるに 日本の み武國 なる 事 は 何 ぞゃ。 公達 云、 太陽の 出 給 ふ 本なる 故に、 

II 土の 山川 f.^ 明に して、 人心 仁 知な り。 仁者 は必す 勇 あるの 聖 言むな しからす。 叉 問 云、 四海の 君國 なる 事 は何ぞ 

や。 云、 天地の 間 は 陰陽の みなり。 E は 陽の 露 也。 月 は 陰の 靈な り。 曰 は 東に 出て 南に 行、 月 は 西に あら はれて 北に 

歸 す。 南 は 衆に つき、 月 は 日に うく、 男女の 形、 君臣の 義 なり。 しかの みならす、 南 蠻の字 は 虫 を かき • 西 戎は犬 を 

かき， 北狄 はけ もの を かく。 皆 半畜國 なれば、 三方 共に 文字 通 はす、 鱧樂傳 はらす、 人倫 明らかなら す。 かくの ごと 

く なれば， 天竺^ は 日本の 同類の 國には あらす。 しかるに 仏 氏の いやしき 法 をう けて 尊敬し、 日本の 尊き 神道、 王法 

の 上に をき、 怫を本 地と いひ、 ； 垂 跡と 云 ふ。 月 は 日の 光 をう けて 明 ある 迸理 なる に、 月の 光 を 日のう くる 樣に上 

二八 八 


二へ a 

下 をい ひみ だせり。 菩薩 は 釋迦の 弟子 也。 諸 天 は 沸の 使者な り。 しかるに 應祌 天皇 をば 菩薩と 名 付、 tIJ 烏 尊 を 牛 頭 

天 王と. S へり。 日本の 王 をば 天竺の 弟子と し、 日本の 神 をば 天竺の 佛の 使者と す。 かくの ごとく 日本 を いやしめられ 

て、 其 故 を さとる 事な し。 若 弟子と 成べ くば 中 夏の 聖人の 弟子と こそ 成べ けれ C 中 夏 は 天地の 間の 中圃 として、 四方 

の宗 とする 所な り。 聖人 か はるぐ おこり 給 ひて、 万事 万物の 初 をな し 給ふ國 也。 四方より 來 て^ひ、 なら はざる は 

なし。 南 蠻、 天竺、 北狄は 不知に して 道 慈に 通ぜ す。 た に 事物の 制作の みなら ひとれ り。 日本に は 文章 禮樂を 習 ひ 

とりた る 事 なれば、 其恩尤 ふかし。 これ ョ 本の 人の、 中 夏の 人に を とらざる 生れ 付 ある 故 也。 fi.;?- 云、 佛 法は是 王法 

の 治具な り。 怫法衰 ふれば 王法 もまた 衰る とい へり。 處士 云、 怫法 のさかん なる 事、 天竺に も、 もろこし にも、 今の 

日本の ごとく 大に ひろまり たる 事 はなし。 王法 もい よ，/^ さかんな るべき # な るに、 W 法の ひろまる にした が ひて 王 

△  △A  <1<3厶<1 厶 A<3<1 厶 <- A  A  A  A  A» 

法 は 年々 におと ろへ 来れり。 天 万物 を 生じ 給 ふに、 人を贵 しとす。 この 故に §1- 尺 禮樂を 制して， 神 を 祭祀す るに 肉 

を 用 ゆ。 曰 本の 神道、 王法 又 同じ。 しかるに 佛氏は 父母 を廢 して 虫 魚を憐 む。 我 身 父母の » 鉢なる 事 を しらすして、 

身 を 虎狼に 投じ， 肉 を 蚊 虻に 錢、 天道 造化の 理 を不レ 知、 聖人 食 政の 義を しらす。 不 殺生 を 以て 仁と する は 》 の 至 也。 

それ 仁 道 は ひろくして いひが たし。 殺と 不 殺と 仁 中に あり。 仁者 は 天下 を 得る とい へど も、 一 人の 罪な きお を不レ 狡。 

佛 氏の 殺生 戒に 異なり、 何 を 以て か 王法の 治具と 云べき。 仏 を あがむ る は 神祇 をな みする 第一なる を しらす。 公 iiSI 

云、 すべて 怫氏は 義を不 i 知。 もろこし にても、 日本 にても、 義を しらざる 者は怫 法を悅 ベり。 東西 はるか なれ ども、 

同氣相 求る 也 0 今 取 分 公家 は義を しらざる 也。 道 を しら ざれば 明らかに はな けれども、 少義をたっる者は武〔^^なり。 

これ 天下の 權の 自然とう つり か はりた る 本 也。 今 公家の 風俗 を 見 給へ。 あし けれども，：^ 本と 云 者 をば 用 ひ、 よけれ 共 

家 本なら ぬ をば 用 ひす。 今 庶流の 家に は、 人 がら 公家ら しく 作法 正しく、 所作 もよ き 人 あり。 しかるに 家 本より を さ 

へて、 かしら あげさ f とす。 人の 師範と なさし めじが ため 也。 人 がらよ ければ、 し ゐて爭 はす、 我と 人の 師 たらん^ 

を 求め. すか 其 上 無理の 利 を 得た るた めし 多し。 家 本の 者 は、 人 がら あしくて 公家ら しく も あらす. 作法み だり にて 所 
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作 もよ からす。 家に 凶 〔武 一〕 德 ありて、 人倫に あらざる 者 あれ 共、 公家の 權威 をと る 人 も、 此凶 C 武ー〕 德の人 をば 取 立 

なんとす。 吉人 をば 凶 人より 押た をさん とすれば、 共に 助べき 勢 ひ 也。 か、 る 人 を 公家の 賢者と いひ、 物し りと して、 

其 下知に したが ひ、 恐れ は 5- かれば、 公家の 內 にも 古風 をした ひ、 公家の 所作 を も 習 はむ と 思 ふ 人 は、 かの 凶 人に は 

したが ひた くもなし。 吉 人に したが はん は ((人 *)) ゆるさす。 をの づ から 無能 無藝 になり 行て、 俗と ひとしくなる 事 也。 

禮樂 はん々 の 所作 なれば、 其 家と いひて 有べき 義 なし。 王 代の むかし、 藝 者の 樣に定 りたる 者な し。 かくの ごとく 義 

理 にくら ければ こそ、 義理の なき 怫 氏が 法 をば 尊信せ り 。義理 明かなる 神聖の 大道 は、 心に 通 ぜぬ事 なれば、 いみき 

らふ 成べ し 


卷第八 終 

lis 


夫人 間 之浮沉 なる 相 を つら/ \- 案す るに、 凡つ まらぬ もの は 赤金 始終 まほろし 如くなる 取 行 有、 されば いまだ 万兩の 

利 を 得た る 事 を 聞す。 ロ錢 ぬけ 足 たれ か 百 雨の 利 をた もつべき や。 我 やそん 人 やそん、 おくれ 先立 事 は 元の 思案 末の 

考 i 故と いへ り。 されば 朝に は 紅顔 あれ ども 夕に は靑ひ 顔と なれる 身なり。 すでに 相 庭の 狂 ひ 来り ぬれば、 二つの 

商ひ忽 にと ぢ、 一 つの 手順 不渡りと なり ぬれば、 紅顔 しく 變 じて 火に も 登る 勢 を 失 ひぬ る 時 は、 六親 けんぞく $ ^染 

りて 相談す ると 云へ ども 更に 其 甲斐 あるべ からす。 扨し も 有べき 事なら ねばと て、 表の 戶を/ め 夜半の^ 色 をな し 架 

ぬれば、 只 借金の みぞ 淺れ る。 あわれと いふ も 中 愚かな り。 されば 相場 事の 損德は 不定な り。 唯の 人 も 早く.； 11^ 業 

の 一大事 を 心に 懸て、 先祖よりの 仕来り を 深く まいらせて ffi^ 申べき 事な り 穴 賢 〔0 此序ィ 本- 1  ノ ミア リ〕 
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宇佐 問答 上 

熊 澤了芥 著 

和哥 のとく 〔し〕 はるか 〔かり〕 にて、 よし 有げ なる 武士の 宇佐の 御社に 詣 でけ るが、 何事 も あらば 手柄 をして 高名 人に 

越ん とお もへ る氣 色な り。 爱に齡 五十 余に 見へ たる 社 人 〔家〕 量 人 忽然と して 出来れ り。 武士に 向て 言け る は、 心盡し 

に 何 を 祈 給 ふぞ。 今 は 祌も此 地に はお はし まさぬ 也。 夫 は 〔を〕 いかにと 申に、 日本 は 天神 七 代地 祌 五代より 人皇 萬々 

歳に 至る まで、 天の 神の 後胤た が はせ ((給 ふ)) まじき 國也。 唐土 人 も 古へ は 君子 國と名 付たり。 大 明の 外に 文字の 通 ふ 

國は、 日本 三韓 琉 球の 三國 のみ 也。 其 中に も 日本 を 勝れたり とす。 文字の 通す る 人に は 神 あり、 通 ぜぬ國 に は 神な し。 

維に 書き 木に 作りた る を も 御覽ぜ よ。 生身の 人 を も 見 給へ。 北狄 天竺 南蠻の 人に は 神な し。 自然の 天應 也。 文の 字 を 

ふみと 讀は、 中の く を 略して 言へ り。 含の 義也。 文字に は 天地 萬 物の 理を ふくむ 故 也。 此 故に 其 國 土の 神は鎏 にても 人 

の 通なる 所に は 文字 通 ひ、 神 不鎏に 人 不通なる ところに て は 通 はす。 通す る を 人と ぞ 尊て 〔いひ〕 ふさがる を^ 獸と 云。 

A  •  •  • 

北 狄南蠻 天竺 も 人の 形 也 〔有〕。 故に 大形 は 人の 心 も有樣 なれ ども、 實は 塞る 所 ありて 禽獸に 近し。 爱を 以て 神 もな く、 

文字 も 通 はす。 日本 は 東夷の 小國 なれ 共、 神國に 〔と〕 て 國土靈 に 人心 通す る 也。 もし 貢物 を さ、 げば 〔て〕 ((文)) 字 を 

なら ひし 恩 も ありし 事 なれば、 君 師の理 にて 大 明に XJ そっか ふまつ るべき なり。 夫 だに 神國 にて 恐べき 所なければ、 

厶 <3  △ ム 

遠路と 云、 獨 立して 有しに、 神 も ((なく)) 文字 もな き 畜生 國の 被官 とならん と は 思 は ざり き。 其 時 武士 仰ぎて みるに、 

畜生 國と 云し 事 はと 打 守る に、 只 人なら ぬ 御氣色 なれば、 ひざ ま づきて 答て 曰 〔申さく〕、 古へ 蒙古より 度- 取 かけ 侍 

れ ども、 終に 勝 事 を 得す。 當社 八幡宮の 御 在世 〔位〕 の 御 時 は 三韓 迄 もした が ひ 奉る。 王 仁 をめ して 五經 をよ ませ、 中 

國の 道まで もしろ しめした りと こそ 承り 侍れ。 畜生 國 のっか はれ ((人)) と 成た るた めし を 聞 侍らす。 心得が たくお はし 

二 九 二 


二 九 さ 

ます。 社家の 曰く、 むかし 物語に 云し 斗 殊にお とされ 侍る 也。 世 中の つもりよ き 者の 云、 日本 W を 四つに 分て、 其 一 

を 天竺に 〔へ〕 年貢に 出す と。 四 分が 一 は 十二 三ケ國 なり。 其 稜 り は ョ本國 中の 寺 領幷に 寺 地 山 は 檁那 なり。 共より 

取 入る もの を 合して 言 也。 社領 といへ ども、 佛 者が 主 さどれば、 ((寺 領 なり。 物語に は 三 拾余國 といへ り。 これが)) 又 

接り 委し、 未来 をし る 事た が はす。 天下の 山林 川 澤の怫 者の 爲に 奪れ る もの を 合せて、 二十 余ケ鬬 一一 精り たり。 或は 

新地、 或は 替地 など、 其 〔とて〕 寺 地と する を 見れば、 百姓の 命 をつな ぎ、 妻子 を ふ 上田 昌を とられ、 屋敷 を 追 立ら 

れ、 澄して 大寺數 多 建て、 あまつ さへ 鬥前 とて 町家 を 作り 人に 貸し、 寺領の 上の 知行と す。 其理 くつ を 聞ば， 上 へ 年貢 

を 召 上られぬ 程に と 云 ひ、 或は， 寺より 年貢 を 出す と 云、 其 年貢と 云 はむかし より 百姓の 有に は あらす、 年 ？ 凤を さ、 げ 

て 其 跡に て 我 妻子お やしな ひ、 其 身の 世 を わたる 家職と はする 也。 斯の ごとく 年々 諸國に 於て 民の 家業 を とられて 流 

浪 する もの 幾ば く 〔程〕 と 言 數 〔事〕 を しらす。 今時の 武士の 人々 は、 百姓 ((を)) ば 薪 ほどに もお も はす * 只 草 やむ ぐ 〔ば〕 

秦 C 

らの ごとくお も ひぬ。 民 もまた 上 を 見る 事馨 敵の ごとし。 極寒 もとき 有て おとろ へ、 極 碧 も 時 過て 凉 しく 成ぬ。 武士 

の 勢 ひお とろへ なば ((百姓の)) 敏 がまち 百 性に 妻子 を とら はれん 事 を しらす。 僭 は 衆生 濟 度の 役た る 身に て濟度 ((を)) こ 

そせ すと も、 斯く 万民 を 流浪 させす、 せめて 人の 屋敷 田地 〔畑〕 をよ け 〔ぎ〕 て 野 山 を も 望め かし。 民の S 成 は斯く あれ 

ども、 佛 者の 罪た る ((事)) を辨 へす して、 上 を 恨る 斗な り。 夫 王 代に も 武.： 15- の 世に も、 二十 余國 の^ 入と 云 事 はな かりし 

に、 天下の 地 四 倍 を 天竺へ とられて は國の 衰微の 速 か 成る 事尤 也。 武士 曰、 天竺 へ^に 出に て はべらす、 日本の- S に 

生れた る もの i 用と なり 侍る。 其上步 行し 〔あるき〕 てみ る 〔申〕 に、 大名 小名の 家作 町人 百姓の 家 IS1 敷 こそ. K 分に て は 

•  •  •  • 參 

ベれ。 沸 者の 堂 寺 は 多し といへ ども、 間 * の 物に て 侍る に、 怫者 のみ 山林 を 1^ すと は 心^が たく 侍る。 社 云、 ほ 殿 

は 武士 なれば 定めて ためしの 具足な ど鐵炮 にて 打 袷 ふべ し。 ー錢 ためしに 藥ー錢 入て 通らぬ に、 二分 かさめば 通る 物 

にて 侍り。 鹿 鳥 を 打て 見 給へ、 二分の かさめ 〔み〕 にて は 玉の 飛ぶ つよみ 格^なる べし。 今 天下の 在 {. ^の 多き は 元よ 

り、 日本に 生れ 付て 有べき 者 なれば、 數ょ. 9 外の ものなら す。 夫 だに なす 事な くして 食す る もの 多き は^の.： «微 なる 
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に、 怫者 はなす 察な くして 食す るの みならす、 日本の 國々 を 五十 も 百 も 合せた る 程なる 大國 を、 山林 限り もな き大 〔土〕 

地に て 作り出し たる 堂塔 伽藍 を 其 儘に て、 日本の 小國 にう つし. しかも 數澤 山に 建なら ベ、 跡より 修理 建立 絶 間な くす 

る 事 なれば、 治世 五六 十 年と も 有て は、 其 間に は 天下 ((の)) 衰微して 天災 〔變〕 地妖も 至らば 不叶事 也。 今人 家に 十 人 を 

養 ふ もの あらん、 衣服 飲食 ((十 人の 數に 失すに あてが ひ 置 れんに、 臨時に 二人 を かさみて 其 家に 養 ふとせば、 其家內 

の もの 皆 からげ て 衣服 飲食)) 不足な らん。 三人 を かさまば 其 家 程なく 破れなん。 たと へ かさます して 十 人の みなりと 

も、 其內に 一人 衣服 飮食 奢りた る 者 有る か、 百 石と りの 家へ 千 石と りの 子 を 養 ひたる やうに ならば、 其 家 三年と も 立 

ベから す。 貴殿 は 武士 なれば 軍法 知り 給 はん。 上 兵 は 敵 を 以て 敵 を 討な り。 今南蠻 天竺の！！ 者 は 日本 を 以て 日本 をう 

つなり。 衰 乱の 費に のりて は 切 利 支 丹 か 蒙古に か 終に ((全く)) とらるべし。 今 肥 前 肥 後 は大國 也。 此兩國 の 所務を まつ 

たく 南蠻 天竺に あた ふると も、 日本の 衰微に あら じ、 毎年 五 百 人 千 人 宛 遣 はれ 人 を わたす とも 人 は 〔も〕 絕じ。 君子 は少 

き * を うれ へす 《して)) ひとし からざる を 憂る. なれば、 少々 は 九州 を損乏 すと 〔して〕 も 跡 をよ くひと しくせば 大 ひなる 

« 詹 

害 は あら じ。 今日 本 を 以て 日本 を 討る、 の 弊に 九州 を とられた るに は 劣れり。 今の 日本の 出家の 多き、 たと へ 戒を保 

ち 無道なら す、 草庵 を 結びて 奢す とも、 なす 事なくて 食す る 者 なれば、 十 口の 產 ある 家の 十 人 を 養、 ふ ものに 二人の 外 

人 を かさむ が 如く 成べ し。 いはん や 空々 として 夥敷堂 寺 を 多く 建て 天下の 山林 をば 削る 事な れぱ、 奢りた る 客 三人 を 

<"A< -厶厶 厶<1<1<3 厶厶 <3厶<-  <3 

かさみた るが 如し。 ー錢 ためしの 革に 藥 五分 を 加へ て が 如し。 しかの みならす、 山荒 川 埋れて 旱には 用水 乏く、 大 

雨に は 洪水の 損 毛 あれば、 又 委しく 積ら ば、 佛 者の 日本 國を討 取 事い くらと 云果 ((し)) は 有 まじ。 廿 二三 ケ國は 何よ ふ 

にも 毎年 取る、 にて 有べ し。 今時 新地の 寺 御法度と 有事 は 少し は 上に も 御 心 づきた ると みへ 侍れ 共、 寺と 名 付す 在家 

の 様に 建て 坊主の 住 はくる しからす とて、 四 五 年 も 住 侍れば 頓て實 の 寺に 建 直しぬ。 能き つて を 以て 〔傳 ひき 持 ぬれ 

肇鲁 攀鲁秦 

ば〕 百姓の 命 を 養 ふ 上田 畑 にても 昔の 寺の 跡と 名 付て、 何國っ いづく〕 の やらん 古き 寺 号 を 言 立て 大寺 多く 取 立 侍り。 

•  •  厶 

又 本 ((の)) 寺へ 届けて ゆるされば 小 苦と て 新 寺 如何程 も田舍 くに出来ぬ。 其 上に 唐 僧の 弟子と 云て、 今迄の 大寺を 人 

二 丸 價 


に澳 り、 新に 大寺を 取 立 侍り。 是は义 御法度の 外にて 侍る やらん、 幾 百 寺と 一一， 1 敦 AJ 知らす。 むかし は 山寺なら ではな 

かりし に、 法然親 iSN 日蓮の 三 宗出來 てより、 女人 成 佛の爲 にと て、 町 在家に 軒 を 並べて 寺 を 立、 まどへ る 者 は 言に 及 

A 

ばず、 迷 はぬ 者 を も 後世 をね が はぬ ((もの)) は 悪人な り、 切 ((利)) 支 丹な りと 雷お どして、 老若男女 を 招きよ せ、 其 言 ふ 

所 は 我 〔己れ が〕 不作 〔非〕 法の 云 譯と錢 取る 事と &り、 其 次に 人を惡 道に 陷 しぬ。 少しも 世の中 惡敷 なり 侍らば、 ((此 無 

道の 出家 を 誰か 養 ひ 侍らん や。 後生の 怖 も 用に はた、 じ、 堂 寺 は)) 一度 燒 ぬれ 〔れ たら〕 ば 建 事 あら じ。 限りなき：^ 賊に 

參 • 

て 有べ し。 一宗く の 坊主 國主も 出来なん か。 佛 者の おごりの 世 を 亡さん 事、 天下の 奢 を 相手に して 片 /、は 持ら 侍 

るべ し。 坊主と 坊主が 合點 して、 互 ひに 亡び 侍らん 敷。 乘 すれば 降 〔除〕 する は 天地の 理也。 佛 者の 算、 乘し 極め 侍ら 

ば、 程なく 降ら 〔除 はれ〕 ん とすらん。 燈火 消ん とて 光り 增 がごと く、 箅を 寅め 上る とみへ たり。 其 降り 〔除 ひ〕 ざまに 

•  •  •  • 

天下 亂れて 萬 民 〔人〕 の 上り下り となりて 苦しむ べきが 不便な り。 此盡 によき 〔く〕 法 を 立て、 怫者も 迷惑せ す、 地み ち 

に はら ひ 度 事 也。 武士 云、 然 らば 下 拙ら が 命の 內には 何事 ぞ出來 侍らん か。 內 妻子の あし 弱 を 山中に 片付^、 一人 

身に なりて 心の 儘に 働ら き、 名 を 後世に 上る 程の 高名いた し 度く 思 ひ i£ りて、 年月 當肚 にかう ベ を 1» けし 也。 社家の 

曰、 いやく 夫 はむかし の 事に て 《あれ))、 今 は 山中の 賴 みなき 世に て 侍る。 自然の 事 あらば 武士の 分 は 妻子と もに な 

きものと 思 はれよ。 もし 生ても 生 甲斐な きはづ かしめ のみ あらんと おも ひ 給へ。 むかし は 天下の 山/ \斯 の ごとく あ 

れざ りし 故に、 木背路 など 通りし に、 日の目 見ぬ 所 侍し。 吉野熊 野な ど大 なる 深山に て ありき。 然るに 近年 五 (ェ ハ》十 

年來此 かた 天下の 兵乱 &く、 靜 なる 時運に あたりて、 文武の 敎 なければ、 國 郡の 主 も 人に 君た るの 道 を しらす、 榮花 

厶  △ 

のお ごり を 事と せり。 其 上に 佛 者の 奢り をき はめ、 無道 至極して、 天下の 山林 を 伐り あらし たれば、 郡^の 淺き山 は 

忽ちつ き 《て))、 吉野 熊の 木 曾 路土佐 等の 深山 も 〔より〕 日本 國の 材.^ を 出す 〔る〕 事 なれば、 田畑と 心得て、 材木に 仍而 

厶  • 

露命 をつな ぐ もの 幾千 萬と 言數を しらす。 世の中 騷 がしくならば、 この 杣に 寄りた る 者 共、 木 を 伐り て 米に 巷ん とす 

る も 誰か 求めん。 筏に して 下す とも 奪 ひどりに XJ そ はとら め。 其 上 軍 B の 費へ 扶持 方に 迷 慈して、 前後 を 忘却す ベけ 

、. 宇佐 間 答 上  M 
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れば、 家居の 奢り も 誰か せん。 堂 寺 を も 誰か 修復 〔理〕 せん。 此の 多くの 者 共の 山林 を 田畑と 心得た る は、 本より 田地 

はなし、 忽ちう へに 及ぶ 事 なれば 是非な く ー授を 起して 賊 となるべし。 むかしの 安 かりし 深山 は、 <{マ は却而 難儀に 成 

厶  <1  A 

ペレ。 妻子の 置 所に はお も ひも よらぬ 事、 むかし 楠な ど は 百姓に 情 を かけ 置 ((て)) 上に、 おも ひ 出 〔付〕 たる 故に 天下 を 

敵に 引 請 たれ ども、 自分の 妻子より 家中の 諸士の 足弱 迄 も 深山に 隱し 置、 何の 氣遣 ひもな く 百姓 等に 養 はれ、 一人 身 

に 成て 一騎 當 千の はたらき もしたり。 大 軍よ ((す)) れぱ 深山に 入、 か へれば 义 出て 敵 を 思 ふやう 〔さま〕 にな やました 

れ。 今 百姓と 地頭と は 仇敵な り、 誠 〔よりつら き〕 うらみ あり。 何事 ぞ ((あれ かく)) 恨み を 報ぜん とこ そ 侍らめ。 不仁 無 

道の 奢りの むく ひとは 言ながら、 情なき あはれ なる 事 多し。 か、 る 恥 を 見ん こそいた わし けれ。 武士 曰、 先に 神も此 

地に ま 〔おわ〕 しまさぬ と 承り^ 〔たる〕 事 はいかなる 故にて ゆや 〔おわし ます ぞ〕。 社 人 〔家〕 曰、 畜生 國の敎 をう けて 迷 

へる もの 多き に、 また 彌 畜生なる 南怫に とられん とする 也。 釋 伽の 生國 〔に〕 は 西と いへ ども 南 天竺に て 南 蠻と相 通せ 

り。 幻術 は南蠻 より 作り出し、 佛 ((心の 法 は釋， i より 云へ り、 釋迦は 幻術 を 習て 佛)) 法の 〔を ：} 弘め は、 南 蠻は釋 伽の 仏心 

A 

の 傳へを かりて 幻術 を かざれり。 切 利 支 丹と 釋 伽の 法と は 不仁 〔二〕 のニ不 一の 一也。 只 立法の 遠 ひ 有の みなり" 物に 

は 先き 走りと 言 事 有。 ふき 草 生ぜん として はふき のとう 出る がごと し、 日本 も南蠻 〔佛〕 に とられん とて、 先西佛 にと 

られ ぬ。 其 前表に は 日本 は神國 なる に、 神社より 始て 十が 九つ は佛 者の 者と なりぬ。 {„ ^海と 言 もの 出て、 西怫の 味方 

と 成り、 祌を 尊ぶ 樣に もてなして、 借し 家 かりて 表屋 とりぬ。 さびた る 神 はしらす、 少々 〔し〕 にても 知行 ある 宮 社に 

は 社 傲の 居らぬ は 少し。 伊勢に は 社 佾と言 ものなければ、 出家の 富る 者 共、 引 込て 神領を SB" とり、 多く は 坊主の 知行 

となりぬ。 其 上に 上人と 名乘た 〔す〕 る 比丘尼 居て 御師の 旦那 も 頓て奪 ひとらん とす。 御師も 文盲 第一 の もの 共 多 けれ 

ば、 己れ が 本 をう しな ひて 坊主の 僞りを 信じ、  阿彌陀 にて 御座る 〔有〕 など &言、 みなく 後世 を 

願 ひ、 太 神よりも 佛を 尊べり。 坊主の 法に なら ひて、 只 物 を ほしがり 貪る のみな り。 むかしよりの 大禁 なる に、 銀 を 

取て は 佛者共 〔を〕 神前に 參ら せたり。 此穰 に仍て  。 其 印に は 先年 火災の 爲に 古き 祌木 多く 

二 九 六 


二 九 七 

燒 ((れ _) り。 五十鈴川の ながれ も 夫に は 〔とも〕 みへ す、 又 洪水に 埋 れて靈 地も替 りぬ。 大内 〔爽〕 に は 沸^の 賤 しきもの 

• 暑 

を 召して 高座に 登せ、  のから 櫃 よりも 髙く 上げ 給 ひ 〔へば〕， 祌國の 威光 はなき が 如し。 此故 

に 昔し 度. _< の 兵乱 急なる 火難に だに 全 かりし 文武 體樂 の靈 sr 一時に 亡びた るな り。 吉田は 日本の 神道の 元 成る に、 

近き 後に ((て)) 人燒所 をな し、 畫夜汚 褸の烟 り を あげ、 惡臭 神社に みちて、 風に よりて は 禁中に も來 りて、 -I 侍 所 を- 

せ 共、 佛 法の 勢ひ强 きに 憚り 迷 ふて 心 も 付かす、 誰と がむ る 者 もな し。 抑 當社は 人皇 十六 代の 皇に てお わします。 怫 

法 は 人皇 三十 代に 當 りて 渡り 侍れば、 夢にもし ろし 召ぬ もの を、 男 山へ 非 纏の くわん 請 をな すの みならす、 菩 * 号 を 

つけて いかめしく 〔とし 思へ り。 天竺の 畜生 國 にて は 鳥な き 里の かう もりに て、 釋伽を 世に なきものに 尊信す る 也。 其 

私に 立た る學 習の 心の くら ゐの签 名 なれば、 怫 如来と 云 共うる さかる べきに、 菩薩と 云て 尊ぶ と 思へ る こそ はかなけ 

れ。 銅 を 〔の〕 燒 たる 火 ゑんの 上に は 座し 給 ふと も、 檎 たる 者の 所に は 居 給 はじとの 御 誓 ひも あり。 今の 社附の 非禮の 

汚に は爭 でか 八幡宮 はお はし 給 ふ 〔ます〕 べき 哉。 武士 言、 上に 惡 なくお はし ませば 是 ほど 末に 成ても 御代 はい まだ 織 

• 争 

づき 給 はんか。 氏 も 十二 代は繼 づき 給 ひし ほどに、 御 家 も 十二 代 は御繼 づき 可 被 成と 申 侍る。 社 {农 曰、 よき 事に も 名 

代と 云 者、 惡敷 事に も 又 同じ。 今時 大に 不仁 無道に して 惡を する もの 共 を 立て 置れ^ は 〔得〕 s-、 上に なし とても 下 を 

して 惡 をな さしめ 給へば、 天下 〔命〕 如何 斗 難し。 柿の むし 食た る は、 .S まだ 殘る 柿は靑 けれども 赤くな りね。 元をゥ 

鲁 

しの 〔損〕 ふ もの 有 故な り。 今時 不仁 無道の 者、 大名と なりて 大惡 をな す は いまだしき 柿の 虫な り。 多くの 人お 何とも 

• 搴 

思 召さで、 不仁 者に まかせ 置 給 ふ 事 は、 みづ からむ ごくせ ざれ ども 不仁な り。 又 代の 繼づ くに も 糠 き や ふ あれば^に 

ならす。 惡 人の ほしい 儘に 惡を する は、 天下の 主の 威の わかれん 端な り。 ((威 分れて は 全く 令し 給 ふ ならぬ やうに 成 

もの 也) )0 其 あく をす ると 云 も 強みの 惡には あらす、 十 人が 九 人 迄 は 弱み C 惡 也。 目下 成 もの をせ こめて ほ >J り、 天下 

の 下 を 崩す 大惡 人な 〔あ〕 れ ども 言 者な し。 多く は 世 を 〔は〕 斯の 如き ものと 迷 ふて 知らぬ とみへ たり。 大名 中 名の 若 乎 

をば 何の 役に も 立ぬ ものに 仕 立 侍る。 さて 國民は 恨み を ふくみ 仇敵のお も ひ をな し、 民 背きて 一 投を 起したら ば、 家 

宇佐 間 答 上  七 
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中の 武士 はみ な獨 夫と 成べ し。 其 故 は 召し 仕 ふ 者 はみ なく 百姓の 子 也 ((弟 也 )/• 一人 も 淺らす 死ん。 五 人 召 仕 ふ 者 は 

五 人の 敵き、 十 人 召 仕 ふ もの は 十 人の 敵な らん。 た に獨 夫と なる のみなら す、 其 主人 を 殺し、 その 妻子 を 奪 ひ、 其 道 

具 を 取て 城に 籠らん。 武具 城 米 も 皆 ー投の 用た らん。 他國 より 抱へ たる もの は 猶以他 國に歸 りなん。 扨 日蓮 宗 本願 寺 

宗の 坊主 を 信す る 事 主 親の 如く なれば、 か、 る 時節に は 坊主の 國 郡と 成る 所 も 多 かるべし。 猫 や 犬の いさか ひより 國 

天下の 乱る、 ためし も 有り。 夫 も斯の 如く くつろぎ 立て 催 ありての 事 也。 其怫 さま は 思 ひ よらぬ 事より 始る ものな り。 

諸， 大名の 作法の 乱れより ほぐれん 敷。 坊主の 奢より 起らん か。 飢饉の 盗賊より 乱れん か。 乱るべき はし はいくつ も 

有、 大に欲 はなら すと も、 大名 中 名の 乱行 を やめ 給 はん は， 皆 もと を 塞く 斗り にて 先 止むべく 飢饉の 手 當は法 有事 也。 

坊主の 乱れ を 靜め給 はんの 御 仕置 をな さるべき は今& り 〔の〕。 斯の 如くならば やがて 日本 半分 は 出家と 成べ し。 然ら 

ば 天下の 主の 儘に も 天下 はなる まじ。 むかしの 山 法師の ごとく、 帝王の 命に もした が はす、 難儀 ((なされし やう)) にな 

るべ し。 歆山を 打破り 少し 〔お〕 くし 給 ふ 〔ひし〕 は 信 長 公の あやまちの 髙名 なり。 日本の 爲には 善き 事 をな されたり。 

A  •  •  • 

此 善行に て 信 長の 子孫 は 小身 ((に j) なりと いへ ど 〔て〕 も績き 侍らん。 山 法師 は 鬼と 申せ 〔^ へ〕 ども、 鬼に は あらで 怫菩 

•  •  •  •  肇 

薩也。 いかんと なれば、 佛の 法に 大きに 背きて 無道の 奢り を 極め ぬれば、 眞の佛 法より いは 魔の 佛敵 なり。 其 上 鬼 

に 亡 さる、 佛法 なれ 〔ら〕 ば、 しられた る佛の 力、 今少々 〔し〕 足らで 高野山 をつ ぶされ ざり し 也。 此後高 野 を 滑す ほど 

のきり ようの 人 有 まじければ、 見て 来たる ほどの 天下 をと る 人 高 野の 仕置に あぐまれ 侍らん。 一所 にても 天下 取の 命 

を輕ん する 者 有て、 上よりも 手 を 置て 令し 給 ふ 事 自由なら ねば、 夫より 天下の 威 は 分れ そむる 者な. 5。 むかし は 王者 

の 威 も 山 法師 を 自由にな されす して、 其 弱み 天下の ものうち 兜 を 見て 乱れ そめたり。 後に は 方く に 我 ま i をい ふ坊 

主 有べ し。 天下 も 亡び 坊主 もほん びんと て、 思 ひ よらぬ 災ひ 出來 りなん。 方く の 要害の 地の 坊主 ども かと ふ ど 多く， 

公儀より ((の)) 下知 もなら で 天下の 威 わかれ、 それに 付て 武士に も 出仕せ ぬ もの 出來、 ((天下 は 位 ひづめに 成べ し。 位 

A 

づ めと は 上より 其 分に して 置 給 は  >  下から も 催して 上 を 亡す ほどの 事 もせ じ、 上より は)) 其 « なし 置 袷 は S -、 猶 以て 制 

厶 <"A 厶厶 <:△ 厶 

二 九 < 


二 九九 

し 袷 ふ 事なる まじ。 然らば年々に天下主は威落て名のみ〔.^りに〕成べし。 せめて <H へが)) 大事の 御 仕 $ はの 時節 なれ ども 

• 參 

御 心つ き 給 はす。 今 十年廿 年の 間に は 何とも 成 まじ 6 今 切 利 支 丹 を 恐ろしき やうに 思へ ども、 本願 寺 ((宗 )) 日蓮 宗を切 

支 丹の やうに 天下の 害に 成べき 所 を 御存知 被 成て 御法度に 被 成たら ば、 今の 切支丹に か はる ま 〔り 侍ら〕 じ。 少しよ き 

者の 分 は禪宗 より 愚 知 〔か〕 なる もの は 皆ニ宗 より 破れ、 頓て 天下 はこの 三宗に 片寄 侍らん。 武士 曰、 人境 ((^の)) 據の 

事 ((を))、 我等 ((に)) も 心 付て 神道 者に たづね ((て れば、 神道 者に は 心の 後 を 忌 也。 葬拔 〔服〕 など 云審も 心に うれ ひの 有 

は、 心よ る 所 ある (故に、 其 寄る 心 を 忌が 爲也。 物の 香の ひ穢は 忌す と ((も)) 申 侍る。 社 {. ^曰、 夫は怫 者に 落 入た る 

神道 者の ひが 言に て 侍る。 心の 外の 汚檨を 忌ます ば 五 辛 を ((ば)) 何として 忌べき 〔侍る〕 や。 神前に じん 香 を燒て 不淨を 

へ：  •  •  , 

さると は 何として 申 や。 風 は 天地の はら へと は 何とて 云 や。 神道に 念の つく 所 を 〔は〕 はら ふて 淸 める 事 も あり。 W 物 

の不淨 をす、 ぎて 淸 むる 事 も あり。 重 服 深厚たり とも 慈悲の 室に は おもむくべし、 と 御座^ 事 は、 仁愛の 心に は據も 

なしと 也。 不仁 不 〔無〕 道の 者に は深齋 もなかるべし。 た t-( (に)) 心との み 曰て、 物の 汚 を 忌ざる に は あらす。 道 现に逾 

ふ を 緩と すれば、 人 死して は 土に 歸 する 道理の 常 也、 燒 けば 理 にあら す。 彼と 言、 是と 言、 汚の 甚 しきもの 也。 天神 

入神 一 鉢の 理を しるべし。 惡き 息き を かくる 時 は、 我 神淸淨 ならす 〔先 づけ がれぬ〕、 いはん や 天下 〔神〕 を や。 ((-,^ 辛 を 

食 するとき は 我 神淸淨 ならす、 いはん や 天神 を や) 然れ ども 神に つか ふま つらざる a は 生 を 養 ふの 理 有て， ^すれば 

暫く 〔し は 〕 堪忍す る 也。 武士 言、 當時將 軍樣は 武家 始 りての 名君に てお はし ましれ。 何に 御す き 被 成 ゆと 巾 御沙汰 も 

なく、 一 つと して 惡敷 御作 法 もな く 〔無 御座〕 ゆ。 御 老中 も 御 ゑ こ 一 (ひねき)) なく、 人 がら 次^に 御上 ゲ被 成、 跡目 もよ 

秦參參 

く 御 立 被 成^へば、 率 人の 迷惑 も 重り 侍らす。 是程 結構 成 御 政道 は 四 五 百年 以来 無 御座 ゆと 申 ゆ。 然るに 天災 地妖止 

事な く、 天下 危 ふきやう に 申^ は. S かなる 事に て 御座^ や。 社家 云、 仰の ごとくに て 御座^ 得 共、 餘 りに 給 構 過て、 大 

本の 乱る、 所の 有事 を 御存知 被 成ざる 故に^。 ぃらぬー9^-とも思召、 過た る 事と も 思し 召されながら 御改 〔政〕 被 成る、 

に は 手間 入六ケ 敷^。 其 儘 付け やうに 昔の 例に まかせて 御 や h< 用〕 被 成^ 事 は おだやかに 安く 御座 ゆ 得ば、 なりよき 

宇佐 問答 上  * 
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、-ょ 

やうに 被 成 i ；。 爱を 以て 過た る もの は彌 過ぎ、 いらぬ 者は彌 多くな り^。 百姓 をし ぼり 取、 國郡を 亡し 所と なすの 惡 

人 は 御存知 被 成ながら、 夫 は 世の中の 並み なれ ぱ、， 其 分 にても 苦しから す、 今迄 も績 けば こそ 綾き たれと 思 召れ、 且 

は 知 昔 近付の 筋 なれば むごく も 成が たく、 以て 一日く と 御見^し 置 ((なさ》 れ^へば、 くるし からぬ 事と 思 ひ ((て))、 

此 無道 天下の 常にな り 侍る。 今 は 何とも 御 改可被 成 やう も なきやう に 御座^。 其 上上々 にて 下 々の 事く わしく 知し 召 

れぬ故 也。 民は數 多の 子 〔稱〕 也。 其 上 貴賤 を 養 ふの 基 也。 天命の か、 る 所な り。 天下の 基と い、、 大勢と 云、 民の く 

るし みなげく 事 世 はじまりて 以來 天命 改 らんと すれ ども、 公方 樣幷御 老中に 御 心と 被 成 ^剛強お はし まさぬ 故に、 御 

改被 成な ば、 御代 萬 歳と 繼か せらるべし 〔き〕 との 御 さとしに、 天災 地妖絕 えぬ にて 御座^。 とかく せんとの 天道の 

吿と可 被 思 ((召)) 亦。 其 上 大名 小名 幷- 一武 家た る 人の 心根 日々 に 惡く成 事 崩る. - がごと し。 今程 人 § 心の惡 敷な り^ 事 

は、 日本 始 りて 有べ からす。 天地人 を 以て 主と なし 給へば、 人心 斯の ごとく 乱れて は、 世の 危き事 近き にあり。 武士 

A  A  A 

云、 多年 天道の 御 さとしに も 驚き 給 はで、 乱世と ならば 諸 大名の 中より や 起り 侍らん か。 社家 曰、 いやく 思 ひもよ 

らぬ 事、 我 身 ((の)； あつ 火 を はこぶべき 程の 者 だに なし。 大 ひに 〔なる〕 心 を かけん 事 は 沙汰に も 不及ゅ 確。 氣 遠に はし 

らぬ事 也。 た^-乱世の端と成べき第 一 の 目當は 飢饉 ((は)) 有 《りつる)) とお ぼ さるべ けれども、 其 時 は 天下の 片 椀有餘 M 

ありし 也。 今 は 天下の 根 くつろぎ ゆるぎて 有餘 なし。 遊民の 多くなる 事 年々 に數 万人な り。 皆 飢饉の 盜 (賊 0 なるべし 

〔り〕。 農に 利な く、 且 辛き 事 地獄 を 作る が 〔事の〕 ごとし。 此 故に 農 人になる 事 をい とひて さまぐ の 遊民と 成ぬ。 夫 

をば しらで 百姓 くつろぎて 奉公人な しと 言り。 猶又 奉公人の 少なき いはれ を 語りて 聞せ 侍らん。 田地 を 抱へ たる 百姓 

を 奉公に 出せば • 田畑の： & りならぬ 故に • 何れの 國郡 にも 高 を 抱た る 百姓 をば 所 を 出さぬ やうに するな り。 夫 さへ 〔に 

て だに〕 少し 百姓 を 仕へば 農 を 妨て作 惡し。 是 にて 民間に 人の 少き事 を 知り 給へ。 百姓 だに 多ければ 奉公人 は 有 者 也。 

農 人 は 雨露 霜 It に當 りて 身 をから し、 惡食 をく ひて 腹中 をから し、 出て は 田畑 を 打ち、 入て は繩 をな ひ、 俊 をつ くり、 

こも を 編み、 稻を こなし， 屋を つくろ ひ、 公役 をつ とめ、 寒氣 ひだる きを XJ ら ゆる もの 也。 其 上 質朴に して 世閒を しら 

H00 


301 

ねば. 奉公人と なりても 大方の かんなん を ((ば)) 板す。 此 故に 民 だに 多ければ、 奉公人 は あれ ども、 近年 は 民 次第に 少 

く 成た る 也。 其 故 は 百姓の 中より 一旦 は 奉公に 出れ ども、 五六 年 も 世間 を みれば. 世間の 惡數 なら ひ を 見取て 遊 〔の 

ぞ みし 樂の願 ひ 生じ、 出家 を うらやみ * 七 乞食 を 好みて 毎年 千 人 も 万人 もぬけ 行 也。 初めは 出家 0.^)) 乞食 は 〔を〕 好ま 

ぬ もの も、 武士た る 人に 生れながら、 己れ が ゑよ ふに おごり ((て))、 下々 の 難储を しらねば、 春 夏の 畏き H、 遠路の 供 

AAA 

夫 〔使〕 とも 言す、 二 合 半の 食の みあたへ、 朝 は 出立に 食し 晚は暮 に 及ぶ 事 も あり。 本ならば：ニ度も<5S^Wべき供夫〔使〕 

にも 二度 食し、 しかも 腹に はみ て 〔た〕 すして * 時なら ぬ 事の みあり。 又 不仁なる 家に は、 下々 の 食に は 拂ひ米 を 買せ、 

叉 は 京 升より 少 きを 用 ひな どす。 爱を 以て 思 はぬ 煩 人 多し。 堪雞 きに よりて 酒 をのみ 〔買 ひ〕 餅 を I 只て 食 すれば、 取 切 

厶 <3 厶  <1  •  • 

米 は 酒 食に も 足らす • 近年 世間の 奢り 彌增 になり、 夫に 隨 ひて 物 成 も あしければ * 下々 に 切 米 ((多く)) 齊ゃ〕 るべき や 

う もなければ、 次第く に 落 行ぬ。 江 州の 者のう ち 物語に、 在 にて 百姓 奉公ん 四 斗 依！  二 石と りぬ。 銀に して 今 は 百 

A 厶 

四 拾 目 也。 農 人 は惡食 にても 食 多く 用 ひざれば 働なら す * 此 故に ひだる き 事な し。 衣服 は 物 いらす。 然れ ぱ収物 はみ 

な 有 飴と なりぬ。 是れを 以て 妻子 を やしな ひ、 未進に 出ぬ。 江戶に 奉公に 行^へば.、 小 もの は 銀 百 目 余なら では くれ 

られ す。 往來の 旅 銀江戶 にての 着類 は 酒 食の か ((つ)) へ 魂に 用 ひ ぬれば， 有 餘の事 はおき て、 身 ひとつ 〔り〕 にもたら 

す、 早 其 年に 江戶 にて 借金 出来 ぬれば、 在所へ 歸 〔登〕 るべき 様 もな し。 わなに か、 りたる 様に て、 五 年 も 十 〔七〕 年 も 

暮し、 かんなん をへ て 借金 を濟 し、 親兄弟の 貢 を 得て 乞食と 成て 漸々 に 古 鄉に歸 りぬ。 iras 〔へ〕 つ？ けの 沙汰に も 及 

ばす， 物 恐ろしき 氣色 〔遣〕 なる 奉公の みして、 ひだる く 寒き 目に のみ 逢 ひ、 生れ も 付ぬ 病 を も ふけぬ。 斯の ごとくな 

れば 何に 仍て 奉公に 出すべき やうな し。 切 ((利)) 支 丹 御法度に 付、 珠數殊 之 外 はやり 行けば， 一日に 銀 i 分の まふけ お。 

江 州に て屮問 小者の 給 分せ めて 百 五十 目た びて よばれば， たと へば 今迄 千 人出た る 奉公人 ((は)： 午 五 百 人 は 出べ し。 其 

上 道具 持 馬の 口と りな どに は 百 七 八十 目 もやら ぱ 1^ 千 人 も 出べ し。 切 米 だに 高く ば、 やの 一倍に は 成 侍るべし。 百 五 

((六)) 拾 目 はむかし の 徒 若 黨の給 分 なれ ども、 其 時と 今と は 米の 代ち が ひたり。 在々 よりの 奉公人 は 米 を 以て 極めと す。 

宇佐 問答 上  11 
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今の 百 六 ((七)) 十目 は 米 三 石な り a むかし は 百 六十 目 は 米 六 石な り。 4 にも 若黨は 二三 兩、 小者 は壹兩 二三 歩 取た る 事 

も、 米 を 以てつ もれば 今より は 多し。 諸式の 買物 も 今の 半分な りき。 今 も 米つ もりに して 若 黨は六 石 小者 は 三 石 四 石 

厶  厶 

ならば 奉公人 何程 も 有べ し。 主人の 出す 所 もむ かしと 替 りなし。 然れ ども 世上の 奢 美に して 入用 多く 〔し. 3、 或は 家に 

仍て物 成 もへ り 行けば、 むかしの 恰好に 切 米 を 遣し 置 事の ならぬ も理 也。 义 奉公人の 切米少 くて 遣 ひや ふ 足らぬ は珠 

數を ひき 色々 の 商 ひ 乞食 勸 進しても 奉公に 出ざる は 理 也。 民間の くつろぎて 奉公人な きとの ふしん は尤 なれ ども、 

委しく 故 をき けば くつろぎ たるに は あらで、 世の中の 風俗 ゆへ なる 事 明らか 也。 又江戶 奉公人の 物語 を 聞 1& るに、 霜月 

極月の 夜寒に も 甕の 八 時に 腹に も 足らぬ ものく ひたる 儘に して、 夜の 五 時 四 ッ時迄 門に 立ば、 腹中 はすき 身 は ひへ わ 

たり、 手足 は覺 へな し 〔く〕、 拔 もく いんぐ わ 成 身 かなと 思 ふに、 九 ッ時迄 も夜誥 〔はな〕 しあれば、 只 半夜のう ちに 

老 もく るかと 覺へ、 返す くも もっけなる 有樣 かな。 歸 りなば 明 曰 は 〔も〕 頭 を そり、 鉢 を ひら は 〔か〕 ん、 こもかぶり 

なり ともせんと 思 ひ、 夫より 一里 二 里 有 所へ 供に て歸 り、 とかくして 寢 ぬれば， - 八 時に もな り 鳥の 聲も聞 ゆ。 され ど 

も 粥の  一 口 も、 あっき 湯 にても 飲めと 言 もの もな し。 XJ  え を あた、 めよ とて たばこ Q 火 入に 成と も 火 出す も Q もな 

し。 腹中の ひだる さ 極り、 身 こ 5- え 其 儘に て 打 ころびね ぬれ ども、 夜の ふすま や 布 子の あか 〔玑， 1 付 も 有 かなし かにて 

聲も得 立てす ふし ぬれ ども、 くたびれて 目 も あはす。 やう /、((に)) つかれて まどろみ ぬれば、 宿に て巨缝 にあたり 夜 

食く ひて、 かんなん も 知らぬ おとなどもが、 ひるいね 宵寐迄 すれば、 奉公人が 朝寐 する もの かとて 追 起され 〔る〕、 寐て 

も 寐られ す。 拔 も/、 何たる 物の 報 ひに て 同じ 人と 生れながら、 か、 る 身と はなり たる ぞ。 た 死した るが ましな り。 

倒 るれば た をる、 迄い か 休の 〔で〕 乞食な りと もせん と- ふつく 感じ はて つれ ど、 食 をく へと て 呼 るれば、 ラ へたる 

儘に 喰す る黑 米め し 塩 汁の 味 ひせ 露の ごとし。 少し 身 も あた、 まり 夜中の 道心 も 少し わすれ、 其 上 二月 二日 も 来らね 

ば • さも 急に おも ひ 切り 難くて 一日く と 送る 也。 よふ， \ し 〔うんじ〕 て 二月. 二日 も 来れば 齋 ぐひ經 にても よみ、 い 

ろ はの 字も繼 づけん と 思 ふ もの は、 心に あらぬ 道心 起し 出家して 身 を 隱すも 有。 口の き、 たる 者 共 は 山伏 さ、 ら する 


一一 §ー 

飴う り 人形 廻し、 斯の 如くの 諸 乞食と 成、 散く に 成 も あり 弱 手 成 ものの 病 ひ づき、 何事 も 不調法 成 は W のこ も か 

ぶりと 成 も あり。 寄々 無病なる 者が 何に 成べき 覺悟 もな きもの ならでは 奉公人と 成て は 居らす。 少しも やる かた 思 ひ 

付た る 者 は 毎年く 遊民と なりて 出る 事 千万 人と 言數を しらす。 今 〔いまだ〕 是程も 武士の 人 を s»c 追〕 ひて 通る 〔ふ〕 は 

不思儀 也。 世の中 此 儘ならば、 いよく 奉公人 少な かるべし。 彼の 飢饉 年の かつ へて 死す る 使に いかほど にて 成と も 

奉公した かりたる 事な ど覺 へたる 人 * の、 其 如く 奉公人な き は 百姓 有 付たり 〔る〕 と はる、 も 有べ けれど、 左様に 世 

の 中 軌條？ J て は 天下 は 治る ものに てお はし まさん や  .  ■ 


宇佐 問答 卷之上 終 ， 
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熊 澤了芥 著 

武士 云、 飢饉に 金 は 食と ならす 米の 澤 山になる ぺき樣 はいか 御座：^ 半 哉。 社家 曰、 或 人 云、 江戶 京大 坂大津 所々 

厶 

の 御藏 米の 虫に ならぬ 御 政道 斗り にて、 天下の 米 は 余程 澤山 になり 〔るべ く〕^。 御覽 ぜられ ぬに て 御座^へ。 御 米の 

むしに 成て すたる 事、 扶持 方と. bs など 諸人 迷惑 仕 〔に 及〕 ゆ 事 言語に 及が たし。 少ょ 〔し〕 にても 手筋よ き 方より 御 取^ 

に はよ き 米 を わたし、 さもな きに は 皆 虫 半分の 米 を わたし 侍る。 是程 米の 高直なる に、 大工 職人な ど 請 取て 米 一俵 を 

三 匁 や 四 匁 ((や)) に寶 たる 者 は 勿体なき 事に て 侍る。 武士 云、 其 〔かの〕 虫に ならぬ 樣は 大分の ((御 一) 米 なれば 成 難く 侍ら 

ん敷。 社家 云、 いかにも 易き 事に て 御座 候。 藏數 多く 御 建 被 成 ((れ へき 斗に^))、 むかしの 如く 救に て 御納被 成^ は M、 

今の 様に 米壹 石に 付 拾 五 匁、 藏に 仍て廿 匁の 割 米 は 入 まじ ((くと))、 徑 一石 を米壹 石に して 何の 吟味 もな く來 り、 il_o く 

御収 〔納〕 めさせ 被 成れ は t -、 百姓の 悅び申 はは かりな かるべし。 扨 扶持 方と りに も 其 通り 御 渡し 被 成れ は义、 人々 に 

かし 曰 用意 可 仕^。 足 輕雜の 者 は 五 人 合に 臼 壹ッ宛 も 持 侍らん か。 壹 石の 籾 を 能 乾かして 入^ 得ば 半分 迄 は 减らぬ も 

のにて^。 五 〔六〕 七 斗に は 成れ 閒、 其餘 にて 妻子 も ゆるく と 養 ひ 侍らん か。 然者 天下の 百姓 悅び、 扶持 方 取 は 思 ひよ 

ら ぬ加增 取た る 心地 せん。 大成 御仁 政と 成 可 申^。 然 のみなら す、 毎年 百万 石 もす たる ものが すたら すん ば 御 冥加よ 

くお はし まさん。 たと ひ 〔へ〕 米納 にな りても 极 ほどよく は 有 まじ • なされ やうに て 多くの すたり は 有 間 敷^。  土地に 

より 明年 六月の 土用 を こさぬ も あり、 三年 置ても 少. も へらぬ 米 も 有り。 其 性の よき 米 をば^に 御藏に つめ 置、 三年 

切に 一： ぎりく〕 くるり くと 廻り 出し、 明年の 土用 を 越さぬ 米 をば 拂米 にす るか、 さて は 夏より 內に 渡し 切 (やう)) に 

する か、 叉 は 其 米 斗 粒に て納 るか、 如何様に も 仕方 有べき 事 也。 今 はよ き 米 を 持 行で は 請 取らね 〔ぬ〕 ば、 藏 奉行と 相 

sow   - , 
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口 〔取〕 の 町ん に 渡しぬ。 町人 其 上に 米 を 取て 高く 資、 下 米 を 買 ひて 御藏に 詰ぬ。 懸り もの 多き も 賄^ 次^ なれば、 御 

米の 善 惡には よらす， 無理 非道の 掛り もの 多く 取の みならす、 天の 生物 を 空しく 捨て 虫に なして、 瘦せ 奉公人 ^職人 

を 迷惑 させ 侍る。 是 一色に しても 上の 御 冥加の 減る 事に て 御座^。 たと へ 籾 収めに 被 成^ 共、 藏 奉行の 申付樣 明らか 

ならす ± は M、 下 ま 〔に〕 での 盜 みは 中く やみ 申 間 敷^。 同じく は藏 奉行と 代官と 二人に て 兼た きもの 也。 代官 を 京 

ふしみ 脇々 に 置かん より は、 何方 にても 御蔵の 有 所に 置き、 今の 御藏 奉行 衆の 居媳を 〔と〕 近く 置べ し。 在 * 所. の 米 

は 庄屋 収 〔納〕 なれば. 庄屋 ども 呤味を とげ、 一 俵く 毎 ((日)) 収る 時に 俵に 名 書して 入 置き、 (l)scffi 屋共 上は乘 じて 御 

藏 へ 入、 あなた こなた 手代 一 へ ん 廻り、 代官 も 折 々 はみ て樣 子を考 へ 、 何れの 御藏 は 何れの 村里 ((の 一) 米と 土地より 出 

る 米の 性に 隨 ひて 裁判し、 扶持 方な どに 渡す とき * 其 御 〔土〕 地の 米 は 小で も 格別 あしき やうす あらば， 其へ り 米 は 木 主 

より 足さす る 様に あらば、 か、 り 物 も 御藏 米の. S ろ/、 の盜も 有べき やうな く  〔し〕、 おりて 渡す 二 条の御 禅 衆への 御 

加增米 は、 大津の 御蔵に て 何れの 村 何れの 郡の 米 也、 大 坂の 御番 衆へ は大 坂の 御藏に て、 何れの 村く のお さめ、 何れ 

の 御藏の 米と 名 を 記し 出し、 其 買 人 をば 人." <  〔に〕 より 御 聞 立 可 被 成^。 米の 相場 だに 定り^ は 、其 御^へ 納めた る ft 

屋 共より 買 人へ 渡し、 銀 をと りて 寶 主へ 渡し 可 申^。 然 らば 米の ょレ あし は上樣 にも 叉 拜領の 人に も 構 ひなき^ にて， 

もし 不足なる 俊 あらば、 米の 買 入と 庄屋と 吟味して、 其 名の 書付 を 以てかん を 立 させ 可 申 ((迄)) 也。 夫 こそ 百姓と 町人 

との 挨拶 次第にして、 何の 損 もな き 事 也。 又賣 米の 吟味つ よくす る 事 は、 一石に 付て 釵 fsa-^ 匁 も 高く？ らんとの 事 也。 

然れ ども 左様の よく 深き もの ((は)) 必責 時分 をぬ かす 物 也。 昔 我 知 昔の 武士 知行の 米収め 大方に して 吟味せ す、 米 も 依 

も 人より 惡 かりし。 然れ共 一 年中の 賫 米の つばめ は 人 も替ら す、 よく すれば 人より 高く 紫た る 事 有き。 共 故 は 米の さ 

がり 〔s〕 たる 時 は、 何程 吟味よ き 米 にても 高き は 買す、 上り 立て 人の ほしがる 時 は、 米の 吟味 依の よしあし にも かま 

はす 買手 多き 物 也。 知昔の武士はぃっにても米の上りて人のほしがる時には其儘ぅりく〔買^§0せしゅ へ也。 かの 欲 

•  •  • 鲁 

ふかき 者の、 百姓 を こまら 〔迷惑 さ〕 せ、 米繩 ii^ まで 強く 吟味す る 者 は、 あがれば 又."： 上らん とて 待 程に、 やがて 下りく 

i  l  r.iisi,  l ,  ；.  .  I  ,:■  ：  >   i  ：  一  J-i  ： 
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れば、 後 は 是非な く 下りの 中に うれば、 右の通り 損 有 也。 武士 云、 諸侯の 國 々にても 籾 収め 宜敷 侍らん 歟。 社家 云、 

稷 収めの 仕樣に よるべし。 御藏 並びなら ぱ 非道 成べ し。 御蔵 米に て は 一 石に 十五 匁廿 匁の 懸り もの あれば、 教 にて 納 

め 一 斗 多く 入ても 掛り もの だけの 損 有な り。 叉 三 四 年 も 百姓の 得分 ある 國々 にて は、 掛り もの 有 まじければ、 其 上に 粗 

の增 しあら ば 高 免の 上 高 免と ならん。 芒 多き 粗と 芒な き 数 にても 殊の外の 違 ひ あり。 可 被 成と だに 被 思 召 候 はばい か 

樣 にも 可成 事 也。 大坂 御藏 奉行 替もカ 者に 御 切 米 下されて よきよ ふに 聞へ 侍れ ど、 下. _ -の盜 みする 者の もと 程に はな 

A  A  A  A  4 厶 △<i  <1<"<1<〕厶<-  <1<-<1<1厶<:1<- A  A 

きと 申の みに て， 百姓の 懸り 物の 費へ 迷惑 はさの み替 りなき 樣子 也。 斯の ごとくに ては盜 もやが て 元の 如くに なり 侍 

らん。 又 或 云、 天下の 奢 美 故に 諸 士の用 不足に て 年々 に 高 免に 成 ぬれば * 百姓 も 地の 者 斗り 作りて は 年貢に まど ふ 故 

に、 煙草 を 作りて 商人へ 賣り 年貢の 足しと す。 此 煙草に 塞ぐ 地 斗 も 曰 本 國中を 合せて 近 江 程なる 大國 二三 ケ國は 空し 

からん。 夫に か& りて 過る もの は 皆々 遊民 也。 煙草の 道具に 費 ゆる 竹 木 銅 鉄 やき 物 其 外 あげて かぞ へがた し。 烟草 

みに なりて 世 を 渡る 者 斗 も 三 万 餘人も 有べ しと 云り 0 煙草 を 作らぬ よふに、 夫に か、 りたる 者 共 もいた まぬ やうに、 

五六 年 程に 御 やめ 被 成たら ば、 此 一色 にても 日本の 國々 廣く なり、 諸人 ゆるく と 可 仕^。 此御让 置 斗 にても 奉公人 

は 多くな り はべらん。 其 被 成樣は 長々 しければ 略しぬ。 或 云、 木 具 御法度と 云へば 木 具 をうる しにて 一遍ぬ り、 只 一 

度なら では 遣 はす へば， うるしの 分 叉 重みぬ。 木 具 等に へぎ 遣 ふ 木 は 節な しの 勝れた る 檜の 木に て あれば、 曰本國 

中の 木 具へ ぎ臺 等の 〔も〕 っゐへ ((の)) 夥しき 事 也。 其上假 初の 〔なる〕 物 を も 結構なる 臺に のせ 箱に 入ぬ。 此 木の 費へ も 

おびた 敷 事 也。 上より 下さる、 小袖 を 始めて、 昔の やうに 廣 ぶたな どへ すへ 取 ひろげす 共、 一 つに 重ね、 目錄に 

〔も〕 實有 やうに 被 成、 日本 圃中其 風に 寫し、 輕薄を やめて 實儀立 侍らば、 天下の 費 止む のみなら す、 風俗 見事に 可成 

^。 或 曰、 今 米の 高直 成 は 天下に 銀の 多く. ^-^ りたる 故と 申せつ あり。 尤 半分 は それに ((て)) も 可 有^へ ども、 第一 は 作 

り 出す もの 少なく、 遊びて 食す る 者 多き ゆへ 也。 身過ぎの 坊主 山伏 等 を 御法度 二に)： 被 成、 或は 奉公人 或は 人 少き國 郡の 

百姓 等に 被 成： S は t -、 奉公人 はみ ちくて 多 かるべし。 故な く 尼になる 者 を 御法度 (一に)) 被 成^ は i -、 女 奉公人 あまる 
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程 有べ し。 徒に 米 を 費す のみなら す、 國 郡の 妨 をな す 事 あげて かぞ へがた し。 或 云、 近年 米の 酒に つぶる、 蔡 移し、 先 

年 酒 半 ((分，)) 作り^へ との 御法度 故、 酒の 代 を 高く 仕る 其 儀に て 酒 例年より 多く 作る。 是に仍 て 酒の 段 〔も〕 高くな り 

て 酒屋た る 者 共 犬に 富に 成りたり。 酒に 利 多と；： きも〕 見れば 鬼 角 まぎら はして 多く 作りぬ。 来年の 米 は 高く と 安くと 

極月 中の 米 を 中分して 夫に 二割の 利 を かけ 積り 〔て〕、 夫より 高く 費ら ((せ) 一ぬ やうに 被 成^ は t-、 自 から 分 酒の 數 もへ 

厶 厶 

り 行 可 申^。 武士 云、 平家 は奈 良の 伽藍 を 燒て其 報 ひに て 亡び、 信 長 は^ 山 を i« し 高 野 をも濱 さんと し 袷 ひし 所に、， 1 

伏の 法 を 行 ひ 一 (たれば 一) 七日に 當 るの 日、 明智が 爲に弑 され 袷 ひし。 斯の ごとく なれば 佛 法の 印 あらたな るよ 〔搴〕 と存 

^。 社家 曰、 愚癡の 坊主の 言 ふ 事 をのみ 世の中に 信じ ぬれば、 本の 正理を しらざる 也。 平家 は淸 盛の 惡逆 無道 年 精り 

て 一家の 驕奢 長 じて 天 罪 を 以て 亡びたり。 奈良 n 一井 寺の 坊主の 出家の をう しな ひ、 武勇 を 事と し 戰ひを 好み 侍る 故 

に、 高 倉の 宮も 頼み 給へ り。 其 道に あらぬ 惡行 〔業〕 に仍 りて 天 罪に て燒れ たり。 然れ ども 平家 は 我 身の 罪を顯 りみ る 

べき 所、 左はなくて 奈良三 井 等の 坊主の 罪の み ((を)) 咎めし は 愚癡の 至り 也。 天道に 背きた る 罪 をば いはで、 寺 を燒た 

しるもの 

る 故とば かり 云 は 識者の 耳に は 心得す。 又 信 長の 明 智に弑 せられ 給 ひし 事 は、 其 身 武勇の 勝れ 給 ひしの みに て、 文 道 

をし り 給 はす、 取 立の 心 易き もの なれば とて 城主に もな し 置 給 ふ 者 を、 人前に て 恥 かしめ を あたへ、 其 後家 康公 御馳 

走の 亭主 被 仰 付、 夥敷 振舞の 用意 させ、 其 中に 備 中高 松の 後誥仰 付ら れ しゅへ に、 其 憤りに たへ す、 はづ かしめ を 

す、 がんと 叛 反した る 也。 明智に 有て は 重罪 なれ ども、 信 長 も 〔公〕 乂罪 あり。 叙山髙 野の 車 はなしと いふと も 必此災 

ひ^るべ からす。 信 長 公 長久 成閒 敷凶德 をば いはで、 敦山髙 野の 故と 云 は？ 1- 者の ろん 也。 又 信 長 を 鬼と 云 は as 以 つた 

なし。 鬼に 亡 さる、 位の 佛法 ならばん を 救 はんと 云 も 非な り。 今の 加賀 殿の 先祖 は北圃 にて 叙 山 高 野に もお とらぬ 大 

寺を攻 落し、 ことぐ く 打 亡し、 坊主 共の 首 多く 切り 掛られ ぬ。 然れ ども 其 身に 惡逆 なかり しかば、 却て H ケ 國の大 

守と 成られぬ。 是 をば 伽藍 を 亡した る 利益と 云ん か、 是又 利益と 云に も あらす、 只有べき通りの*^ヒ。 平家 も 無道と 

奢りと たくば、 宮も 街む ほん 有べ からす。 然" ば.. 良 も燒れ まじ。 信畏公 も 其 身 仁心 〔義〕 におわし まさん に は 明智が 
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雜 「程〕 も あらす。 武士 云、 世間の 人の 申 薄る つへ〕 に は、 唐^の 来る 後に はき. X んか 兵乱 か是有 C 有 之〕^。 むかしより 

_  攀攀 

の 前表壹 度 も は づれ不 申と。 叉大佛 建立 も 日本 不吉と 申 侍る。 拙者の 存 する 〔^〕 は、 «5 僧の 來るは HI 本の 佛道 〔法〕 も 

正しく 成べき 程に よき 事 也。 大佛も 昔より あり 來 りの ものに て 侍る。 此 一 一道 〔色〕 にて 世 中 ((の ；ー凶 蓽とは 道理の 聞えぬ 

(一事) 一一 一て ゆ。 社家 曰、 唐儈を まねき 大佛を 建立 被 成た る 事 は、 今 は 知らす 古しへ は愚擬 か 無分^ (か) の 間より 出た る 

事に て 侍る。  秀吉の 今の 京に 建ら れしは 無分別 也。 秀吉の 軍法の 才 はかた の ご 

AAA 

と乂 聞きた る 人な りしが、 治國の 政道に なりて はさんぐ 惡敷 事の み 也。 百 里の 野 〔島； 3 ならでは 狐 住せ 〔ま〕 す、 千里 

の國 ならでは 虎 おらす。 然れば もの ，^0 其 國相應 身代 相應の 道理が よき 也。 前に も 人の 申せし 事 を 引 侍る や ふに、 日本 

を 百 も 二百 も 合せた る大國 にて、 山林 はてしなき 所に 作り出し たる 堂塔 伽藍 を 日本の 小 國 に寫 し、 剩 さへ 大怫迄 作り 

侍る 事 は  不吉の 前表と 云 俗 說尤の 事に て^。 

△  A 

其 上に 唐 僧の 來る事 は 費の 上の 費 也。 又唐儈 来れば y 本の 案內 もよ く 聞 ゆれば、 蒙古が むかしより 心掛る 所の 間者と 

もすべし。 か， -る 害の みあり て 益な きもの を 呼よ せ、 日本の 諸人 をい よく 迷 はせ、 唐 僧の 流れと て 又 一 流出 來て方 

ク、 (に：). 一 夥しく ((犬)) 寺 を 建 • 扨隱元 頭巾 だに かぶれば、 何方に も 馳走し 宿 かし 侍れば、 何も しらぬ スッハ 交りに 幾千 人 

とい ふ數を もしらぬ 程 集り ((ぬ ヒ。 む ざと 出家す ベから すとの 御 書付 は 出 候へ ども、 夫より 後出 家す る もの 彌澤山 也。 

若 急 度 御 禁制に もなら ばむ つかし からん。 今の 內に 出家して 身を樂 にせん とお も ふ 成べ し。 本 寺よりの ゆるしな ど、 

て 新 寺の 多き 事 あげて かぞ へがた し。 遊民 多くなる は、 天下の 飢饉の 相 也。 ゆく くは此 遊民 ども 盗賊の 基い 也。 然 

れば ® 僧來 りたる は 飢饉 乱世の 前表なら す や。 只 唐 僧と 大佛と は 凶事と 斗に 〔聞 ：3 て は 道理 分明なら ね ども、 其 所を以 

て 聞け ぱ尤の 事 也。 御 政道 正しくば 唐 儈大怫 の夭怪 はおの づ からき へ 行き 侍らん 

武士 曰、 今迄 我等 何事 ぞ あれ かし 手柄， (を.)、 一した し 〔き〕 と 願 ひ 申て、 當社 にかう ベ を かたむ 〔ぶ〕 け 侍りし 事 は * 仰 を 承り 

てつら く 思 ひ！ S へば ひが 事に て、 神のう け洽 ふべき 道理に あらざる 儀 さとり 侍る。 然 ちば 御 當{氽 御 長久に 世 中靜な 
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らんこ そ 願 ひ はいたし 度 〔はしき〕 御 事に て 御座^。 依 之 引かへ て 天下 太平の 祈願 を こめ 奉り 度^。  ^し 上の 御扶 W を 

受 申さぬ もの、 願 ひ^は 過た る 俵に や 侍らん。 社 { さ K、 さし 出て 人に も 語ら ぱ こそ 其 位に あらざる 罪に も あらめ。 た 

とへ 御 扶持 受け 侍らぬ 者たり とも 皆 上の 仁 恩 を 蒙り、 太平の 代に 住 もの なれば、 上の 御 長久 を 心に 願 ひ 神に いのり 屮 

さん 事 何 か 苦しく 侍るべき。 又 さし 出が ましく 御 忠節 だてに 善を吿 しめ 〔申さ〕 ん こそ あしから め。 名 を 隱 し 筋 Hr によ 

りて 人知れ す 善 をす k め 奉らん は、 世に すむ 御 恩 を 報す るの 道理に も あらん か。 堯舜の 帝は艸 刈の 云 ふ^にても 迸理 

に 叶 ひたる 事 は 聞し 召て、 天下の 政道に 用 ひさせ 給 ひしと なり。 孔子の 聖. なる、 猶小兒 の 哥謠を も 聞き 用 ひ 給し と 云 

り。 こ、 を 以て 堯舜 孔子い よく 聖の 名高し。 後の世の 乱 主 小知の 君よ き敎 をう けす、 人の 能 を そしり、 人の 蕃 をと. 

ら ざる ごとき、 終に 其國 亡びて 不德の 惡名を 流しぬ。 唐 日本と もに 此艦 明らか なれば、 誰か 聖教に もとりて ^凝に 隨 

ひ I 〔ふ〕 者 あらん 哉。 今の 御 治世 聖道 になら はせ 給 ひ、 よく 下の 風 說迄も 聞し 召^へ ども、 中上る翁の可にぁたる^$ 

稀 なれば、 君臣の ((御)； 心 明らかに おはしまして 侍 〔え〕 らばせ 給 ふべき 忠節 も 有が たし。 儒者な ど 云^ は 時に よろしき 

の 至善 を しらで、 唐 流 を 其 儘に 述べ 言へば、 今時の 要務に 合 はす。 日本の 地よ ろしき に應ぜ す、 日本の 位に あたらす。 

おの づ から 何 を 以て 聞し 召 入れ 袷 はんや。 日本の 上代 は 無 爲の化 行 はれて 政 刑の みるべき なし。 只 神 を 祭る の！^ に 孝 

を 盡し給 ひて、 自ら 天の下 安らかな り。 神道 者なる もの は 只 其 祭禮の 跡の み を 見て、 其 治れる ゆえん を しらす。 公 { 鰍 は 

王道 衰 へたる 中古の 事 を 記し、 の 例に したが ひて 時務に 遠き 事 を はからす。 佛者は 身 過の はかりごと、 後世の 迷 

ひを說 くの みに て、 却て 世 を まど はすの 大罪 を しらす。 其 外 貴賤 老若 天下の 政道 を そしり、 我 知り 節の 者の 〔と〕 いふ 

は 白き 豕を 世に なきもの， - 如く 〔とし〕、 古き 箒 を S とお もへ る 類に て、 井の 中の 娃 (の )) 大海 を しらざる が 如し。 臣 

共に 耳 を かたむけて 聞し 召せ ども、 譯も なき 事共の みなれば、 あき 給 ひて 問ん とも 思さぬ と 見へ 侍る。 天下に 有 もの 

は 皆 上様の ものに てお はし ませば、 天下の 人 は 上様の 人 也。 ((何の)) 天下の 人の 智は上 樣の智 也。 中 上る もの も 上様の 

人 也。 撰ば ゼ耠ふ 御智も 上様の 御智 也。 申處は 天下の 人に あれ ども、 撰ばせ 給 ふ處は 君と 重臣と に 有 ((る》。 上 (一み)) の 
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御智 明らかなら すして は 萬 言の 中の 善 を ゑら び 出させ 袷 ふ 事 かたし。 武士 曰、 <H (の)) 時に あたりて いかなる 事 敷 治平 

の 功に 當り 申べき * や。 上に も 街 取 用 可 被 成 哉。 社家 曰、 下の 情 を 申 上る ものなければ くわしく 知し 召ぬな り。 申 上 

たらば 必 驚き 給 ひ 用 ひ 絵 ふべ し。 誠 I： 實事〕 あ ((ま)) り 語りて 聞せ 申さ 〔侍ら〕 ん。 昔 唐土に て 都 を 建ん 處を 見廻り しに、 

一人の 大臣 は 海 川の 通路 能 地 を 見立て、 管 人の 大臣 は 海 川の 通路 自由なら ざる 地 を a- 立ぬ。 諸人み な此 通路 自由なる 

處に 同心す。 一 人の 曰、 然ら す、 自由なる 地に 都 を 建れば、 商人 次第に 富て 士大夫 次第に 貧しくなる もの 也。 士大夫 

貧しく なれば 民 困窮す る もの 也。 民 困窮して 農 利なければ、 遊民 次第に 多くなる もの 也。 遊民 多く なれば 奉公人 少な 

きもの 也。 商家 〔賈〕 に 家財 〔財 寳〕 集る 時 は 諸式のう り 買物 高直になる もの 也。 賣物 高直 なれば 諸侯 士大 夫の 大身 小身 

ともに 財闭 たらす。 財 用 足ら ざれば 民 を 貪る が 故に 民 困窮す。 民 苦しみて 農作 利な く、 商人の 手 廻し 自由 なれば、 田 

畑 を 捨て 商人の 方に 付て 商 賣の業 をなら ひ 〔ふ〕、 商人の 富る は 遊樂を 事と すれば、 天下の 風俗 乱れ f (て))、 遊民 甚だ 多 

し。 一度 遊民と なりたる 者 は 心 それて 人事 をい とひ、 骨折 業出來 す。 此 故に 祿 有る 人は大 ((身)) 小 ((身)) 共に 日々 にす り 

きり、 町人 は 日々 に 富 巨 萬 を 重ねて 諸侯 も 及びが たしと いへ り。 上古 にても 神武 天皇 都 を 難 波 津に建 給 はす、 大和の 

國 中の 道路 さがしく 自由なら ぬ 地に 定め 給 ひし 事 は 深き おもん ばかりお はし ((まし)) たる 成べ し。 又 日本の ((中 昔)) 七 堂 

伽藍 を 建し 時、 |！ 者 あり 歎め 云、 千里 四方つ かぬ 國には 虎 住ます、 百 里 四方な き 國には 狐 居らす。 佛法 伽藍 は 天竺 

中國 にて 作り出せし 大國の もの 也。 それ だに 聖人 は 高き 屋へ かける 墻は 亡國の 相な りと 仰ら れ たり、 況ゃ果 しなき 西 

域の 大國 にて 作り出し たる 堂塔 伽藍 を， 日本の 小 國に其 儘 作る 事 は 日本 衰微の 大本 也。 其 上 大成 もの はか さ をと り、 威 

をと る もの なれば 七堂伽藍の 大 なる を 以て、 日本の 祌 社の 國 土に 叶 ひたる 制 を 押 消さん とする は、 神 國を奪 はんの 謀 斗 

ミ  • . 

〔はかり MJ」 にも 至るべし。 此國 にす みながら 祌國に 同心す る MJ は、 君 をな みし 父 を 無す る 者 也。 程なく 日本 は 天竺の 

披官と 成べ し。 叉法然 日蓮 等の 門徒 出来て、 女人 成佛の 宗旨 なれば とて 在家く に 近付す & めて、 天下に 寺々 夥しくな 

りけ る。 其 頃 智者 有て 云、 是 より 佛法 Q 戒律す たれ、 出家た る もの 妻子 を もち 娃乱 をな し. 鳥 魚の 肉 を 食し 飲酒 放蕩 口 
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論爭闘 至らざる 事な かるべし。 然 らば 出.： はよ き 身 過 口 過に な bv て 世 中 坊キ： みちく なん。 扨 かく 無道に なり 行かば 

佛法 また 乱れなん。 其 乱れ ざま は 坊主の 位 ある もの 權咸 〔威 權〕 を かまへ 國郡を あらそ ひ、 はて ノ、 は 天下 を 望む の .lijl- 

行 も 起り なんと 云り。 實に 古今 千 百年 を 隔て たれ ども 其 言の たが はざる 車 符節 を 合せた るが 如し。 武士 云、 然 らば 今 

の 山城の 京に 都 ((を)) うつし 有し 事 は 王者 衰微の はじめにて やお わ ((しま)， すらめ。 社家 曰、 ((二)； 三 里 近く 淀の 大河 を 抱 

へ 難 波 ((の)) 津に 通す。 淀 河へ は 桂 川 加 茂 川の 通 ひよく、 叉 東に は 三 里 を 隔て 湖東 〔水〕 より 《の》 通路 自由 也。 斯の ごと 

くなれば京都に住む人日々に豊饒にして商寶^:*く《に))とみ諸物直ひ髙し。 四方より 上洛の 物、 財ぶ つ 多く 遣 ひ ^ 

し 困窮して 都 を ものうく おもへば、 時節 をた がへ 〔ひ〕 上洛せ ざる 者 あり、 終に 王道 ((の)) 翁へ し 所以 也。 武士 云、 鎌お 

江 戶の地 も 同じ 事に てお はします か。 社家 云、 鎌 倉 は 土地せ まし、 江戶も 古へ は大 廻りの 船な ど {«: 由なら す。 夫れ 故 

儉約朴 素な りし" 武士 ((の)) 畿内に 住居す る は 奢 美に はしる の 基 なれば- 儉約を 以て 長 策と せんが 爲に、 鎌 會をも 隔て 

江戶に 住居し 給 ふなら め。 然るに 四十 年 三十 年 以来 天下の 財 用權柄 いっとな く 商家の 手に うつりぬ。 此 故に 商人 ども 

天下の 事を吞 込て 大 ぶく 中に 成り、 大廻 しの 大船 等 次第 乘り 得て 自由 をな せば、 川 迄 もな く 御城 下聞 ぢ かく、 海 船 を は 

じめ、 諸 國の產 物 居ながら に 求る 萬 事 自由たり、 諸國の 人民 多く 入 込ぬ。 夫より 次第く に^ 遛 になり 行、 もの、 あた 

へ 〔ひ〕 一 倍 一 一倍 ((す 也) )o 物に よりて は 十倍に 及べ ど 其 用 止べ からざる やう 〔いき ほひ〕 にな. 9 ぬ。 人の 日用 は 薪 木 〔に〕 

き  . • 

塩蔬を 第一と する に、 ゑん そ 次第に 上り、 山林 次第に 盡 ぬれば 薪 ((木 一) 大に髙 直にな りぬ。 大小 身共に 武士 はみ なく 

すりきり 果て、 難儀の 餘り 取べき 所なければ 百姓 を しぼりと るより 外の 事な し。 薪 は 儳 の もの なれ ども、 もと 山 あき 

たる 故に 高直 也。 其 外の もの 上咼 直なる は 商 賫の利 を 得 〔射〕 る 事 冬き によりて 高直な り。 むかしより 世の中の 辛た と 

へに は あき 物の 三 する がごと しと 云 傳もぁ 〔へた〕 り。 今 は 物に よりて 三倍な ど 、いふ 事に はなし。 むかし 通路 自. E 

なる 所に 都 をた て 城 を 立 つれば 商家 富て 士 貧く 成と 云 ひ 〔へり〕 し は 自然の 勢 ひなり。 今は是 より f^I し き^あり。 近年 

の 樣には 金銀 財 用の 權柄は 十き と 町人の 手に 下りて、 いか や ふに 取 ま はさん も 使なる 事 也。 此始は k 取 普請 受商ひ 人 
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札/うり 買 込と 云 事より 始 りたり。 天下の 諸 物 はい ケ樣に すれば いか やうになる、 斯 すれば 斯廻 ると 云 事 は、 町人 共 《=t 

の內 にく V りて 武士 は 曾て しらざる 也。 內 裏幷宮 社の 御作 事 奉- 仃 として 歷々 を 被 仰 付^へ ども、 材木 を 切り出し 大麵 

しにし 差 引の 事 等 は 町人 ども 不殘 入札に て 請 取に 被 仰 付し かば- 武家の 人々 は 町人に 廻 はされ て 奉行と 云 は 名ば かり 

也。 堤 川 除 等の 御 普請と いへ ども 町人の 入札 受取 なれば， 山川の 地理の 事 〔を〕 知 給 ふべき 樣 もな し." 天下 半分 は 町人 

の 仕置と 申も斷 はり 也。 宫社 などの 作 事 はきり くと はかの 行ぬ も 能く^へ ども、 入札 受取な しに 奉行 衆の 下知に 引 

うけ 可 被 仰 付 儀 也。 堤 川よ け 池 等の 普請 は猶 以て 武士の 功 者になる やうに 御 仕 立 可 被 成^ 事 也。 下知すべき 武士の 町 

人に 仕 廻 はさる、 樣 にて は 濟ぬ 事な り。 しかの みならす、 今 は 天下の 大小 名 共に 町人の 爲の 百姓 也と 云り。 夫 は 〔を〕 

如何にと 云に、 日用の 諸式 無益の 翳 物， 高貴の いりて 叶 はぬ 物 を 三倍お 倍 高直に して 思 ま &に利 を 奪 ひぬ。 米 も隨分 

高直に なり ぬれ ども、 他の もの、 高直なる にくら ぶれば、 米 は 甚だ 下 直 也。 十五 年廿年 跡の 一倍に はなら す。 たと へ 

ば 〔只〕 一石 六十 目の 米 五 拾 目 四十 ((五)) 目に 成りても 商 物 は 少しも 下らす、 結句 上る 事 は ある 也 0 され ぱ<{?' の 時勢に て 

は 米 は 何程 下りたり とも 諸 物の 直に 下る 事 は 有 まじ。 然 らば 世の中 斯くて 米 下りな ば、 武士と 民と はいよ く 困窮す 

べし。 近來 〔年〕 いまだ 大 なる 凶年 もな く、 叉 豊年 もなければ 米 五十 匁 六十 目の 間に 有 ゆへ に、 肩 衣き る 事 も繼く 也。 

然れば 物 毎 高直 なれば 大身 小身 共に 次第に すりきりて 詮方なければ、 百姓 を しぼりと るより 外の 事な し。 農家 も 聚斂 

にか じけ て 取べき 所なければ、 叉 借金して 其 利 を とられぬ。 兎にも角にも 武士の 米穀 金銀 は 畢竟 皆 町人の ものと なり 

ぬ。 扱 商/、 共 は 思 ふま. -の 奢り を 極め 榮耀榮 花を盡 し- 無作法 を 事と し * 天下の 風俗 を 乱しぬ。 此惡風 大小 名に うつ 

り 行て、 象 政 をす て武の 心がけ も 破れて、 乱行 避樂を 事と せり。 奢 美の 費用 は. S か 程の 金銀 も あまりな し。 次第に 借 

銀 多く 出来り ぬ。 斯く遊 樂增長 すれば 民に とる 事 法な し。 袋に 一種 御爲 ものと いふ あり。 欲 ふかく 民 を 責めと る 事の 

上手 〔み J を 知りた る 者 を 代官 又は 下 奉行な ど、 す。 此人 凶年 有無の 差別な くせめ はたり * 天下の 人 を 養 ひぬ る 農民 を 

罪人の 如く あしら ひぬ。 國命は 民に あり， 民 命 は 食に 有と t そ 聞く に、 我 を 養 ふ もの を 苦しめ、 其 民の 命と する 食 を 


うば ひとり、 此苛刻 は 飢饉よりも 甚 しく 乱世と なるべき のしる し 也， 斯く民 を 苦る 所の 大本 は畢竞 町人の 利 を 貪り 榮 

a? に ほ 〔お〕 こる 所の 惡 風より 起る 所 〔事〕 也。 商 物の 利 は 二割 を 以て 至極と す。 二割 を とら 〔り〕 ではい か 様に も 世 を 波 

二ら)) る 事なら す 〔る もの 也に〕。 榮耀の 奢りに 遺 ひ 合せん とする ゆへ、 三 割にても 足らす。 爱を 以て 或は 五 わり 或は 1 

倍 十倍の 利 をと らんと すれば、 姦智 を まう けぬ。 故に 天 訝に て 其 商人 も a£ なく 报 亡し 倒れぬ。 或は 博 突 遊興 一 として 

至らざる 事な し。 其 〔又〕 奢り 乱行 を 利と して 富に 有 付 も あり。 巡りくて 財 用の 權は 商人 を はなれす。 武ヒ 云、 近年 

は 大火 事に て 上の 金銀 多く 世の中に 出 得ば- 金銀 ((の)) 澤山 にて 安くな りたり 〔る〕 と 申 說も掷 座^ は 如何。 社 〔永 曰、 

此儀 もな きに は あらす。 然 ども 其 出た る 程は頓 てな くな り 侍らん。 其 故 は 唐 僧 わたりて 大勢の 弟子の 朝夕の 菓子 ゆ^ 

異國 より 取 寄せ、 何の かのとて 金銀 は 異國へ 渡りぬ。 日本より 渡る 金銀 はくちぬ ものに て 彼^の 用 を 達する 也" 異^ 

A 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶-0 厶厶 

より 來る もの は 皆々 費やし 朽失ー (ぬる) ばかりにて、 と まりて 用 をな すべき 者な し。 却て曰本の-,;55^微と成事のみ也。 

又 藥種を 金銀に て 買ても 半分より 多く 虫に なし 捨て、 皆資 たるより は 利 を 取 分^の みすれば、 異國へ 渡す 金銀 は 三分 

にして、 二分 は 只 とらる、 が 如し 。其 外 織 もの 諸 9^ 物 は 商人 ども 買 込 置て、 半分 は 藏の置 古しと なして 天下の ^ をな 

さす。 淺る 半分に て 利 を 得る 謀 事の みすれば、 是 も異國 より 來る もの 半分す たりて、 其 金銀 は 只 やる に 同じく、 斯成 

行に 〔か〕 は 此國の 金銀 やがて 過半 〔分 を〕 失 ふべ し.' 又 ((金)， 銀の 安くな りたる とい ふ 理窟 も、 世の中， 角 繼く聞 こそ あ 

らめ、 近年の 內に 一 年 不作せば 米 不足して 一 石 銀 百 目 も 其 上 もすべし。 其 時 は 銀の 安くな りたる とい ふ 事 斗り は 役に 

立べ からす。 金銀 は 食と なら じ。 扭又 日本の 中 を 廻る と は 言ながら、 海 川より 上る 魚 を 舟に 十艘 あれば 八 九 艘は打 込 

み 捨てく さら かし、 或は 塩に し、 只壹^ 艘を 江戶へ 付て 乏 もしく し、 大小 名の 買物 使 をき りく 思 は 〔適 さ〕 せ 叶 はざる 

扱 舞 音信 等に 言 かけ 次第に 買 はす 也。 十 艘江戶 へ 着た るより は、 一艘に て 十倍 もとり かへ しぬ。 甲 州の 葡-翻 を 其 所に 

て 買 切、 馬に 百駄分 あれば 二十 駄 ほど 江戸へ 着け、 八十 駄は深 谷へ 捨ぬ。 百駄 ながら 着た るより は 一 二倍 五倍の 利 を 取 

ぬ- 共 代 銀 は 廻りて 日本に も あらめ、 斯く天 物 を 空しくなし、 武家 を 迷惑 させ 民 を 困お せし むる もの、 其 罪 死に も いら 
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れじ。 魚と 葡萄と 二色に て 萬の 事 は 知りぬべし。 かやう の もの ども 邪智 深く 色く に 手 を 維し むつ かしき ((申なる》 方 

へ は 賄赂を もってく ろめ 置けば 其 間 計上へ 達せす、 畢竟 は 上の 御 冥 如の 滅る 事に て 御不德 とならん こそな げか はしけ 

れ。 武士 云、 仰 を 承り^ 得ば 商 賈の斯 の 如く 《天下の)) 利 を 細し， 金銀 財 用 米穀の 權を奪 ひ 取た る 事 は、 唐土に も 日本 

にも 此 時より 甚 しき 事 あら じ。 然れ ども 佛 氏の 堂塔 伽藍 を 以て 日本 を 衰微せ しむる の 害と は 何れに て 侍らん や。 社家 

商人の 害 も 元は 佛 氏より 出て 又 佛氏を 助る 事甚 し.，^ 佛 氏の 害 も 往古より 以來 唐に も 日本に も此 時より 甚 しき はな 

し。 夫 を 以てい かにと 申す、 昔 は 天下の 者の 信す る詞に 〔に 任せ〕 て、 上より 一 同に 佛 氏に 歸 せよ と は 〔の〕 仰 付ら れ はな 

おの づか" 

かりし 也。 夫 故に 佛者も 自分 嗜 みたかき 昔の 儘 なれ 〔ら〕 ば 今時 も 檀那寺 を 持ぬ もの 天下 半分 は 有べ し 0 然 らば 坊主 も 

今の 半分、 寺 も 半分なら では 有 まじければ、 飢饉 凶事 〔年〕 不利の 災も斯 の ごとく 有べ からす。 商人の 民と 武士との 迷惑 

<-<1厶<-<1 厶厶厶 <"<"△ 

さする 事 も 〔やすき 人〕 の ごとく 急なら で 〔じ〕、 近年 は 切 ((利)) 支 丹の 御法度 以来 信 もな き怫法 ((又)) 盛んに 成 行、 天下 

おしなべて 檀那寺 を 持ち ぬれば、 坊主 ども はいに しへ とちが ひ 戒律の たしな み も 入らす、 學問も 入ら.^、 只 切 ((利)) 支 

丹と 遠 ふと 云の みに て 心安く 世 を 貪り * 肉食 女 犯 其 自由なる 事 俗 ((人)) に 越たり。 しかの みならす、 敎 すして 其 儘 置け 

ば 誰と 〔れ〕 も 恥る 心の なきもの はなし。 惡人 とい はれて 安心す る 物 はなし。 今の 坊主 ども 却て. S はく- お 等 ごときの 

凡夫 は 慈悲 善行 はなら す、 律學 文に て佛 になる 事 はならぬ ゆへ、 只て 心に 阿 彌陀佛 とだに 唱 ゆれば、 其 儘い か 樣の極 

惡 ((人)) 不忠 不孝の 者 にても 極樂 往生 請 合な りと 勸め、 其 上に 智惠を 出し 疑 ひ を 起し 善 を 修し律 を 保たん と 思 ふ は 難行 

なり、 是 則ち 地獄の 種な りな ど 、言、 叉 日蓮 宗の 坊主 ども 法 華 は 大乘妙 典 也。 悟道 戒行 にて は成佛 成が たし。 外 はみ 

なく 小 乘の敎 へ 却て 無 間の 種 也。 只 一 聲 にても 法 蓮華 經と唱 ふ 〔ゆ〕 る 者 は 主 親 を 殺した る 者 ((にて)) も 助かるな り。 

女人 成 佛は八 歳の 龍 女 を 以て 知るべし、 など V 種 * のす V め、 萬人是 にいる。 今念佛 題目と 立 わかれ 互 ひに 仇敵の ご 

とく あらそ ひそ しれ ども、 坊主の 惡行 無道なる 事と * 俗 家を惡 行に す、 め 入る、 との 事 は、 割符 を 合せた るが ごとし。 

俗 家 も 慈悲 を すれば 物 もい り、 邪 便に すれば 勝手に もよ し。 善人と なる はむ つかし、 不善 人と 成る は 心安し。 幸 ひに 


ミー 直 

入の 師と& り 〔る〕 《坊主の ゆるす 事な り、 欲惡 ながら 佛 になる といへば、 これほど うまき 事 はなし))。 今 も 學教を 立て 

て 慈悲 善行なくて は成佛 成が たしと 云 出家 あれば 氣 違の やうに 云て 其す" め を 嘲け る 也。 叉 其 外に 誤り だに すれば 

何 をしても 苦しから すと 云 宗旨 を 立て 氣隨 不行儀なる 我儘 をな し、 ((高貴へ 對し 不作法 をな し)) ぬ。 此宗 鉢武 〈太に 行 は 

|っ 悟 "道 に、 u_ 古"、 V 父 AQVf 脇に &す也 〔あ-〕。 一 鉢 坊主に 布施と 云 事 は 有る と 云へ ども、 近年 §1 

とい ふて 願 《ひ)) を 立て、 さの み佛法 信ぜぬ もの も 門 《と)) 役な りと て 無理に 勸化 を.？ セ门 はた U り、 是非な く 出さす 

る 類 ひ、 怫事 〔氏〕 に いわゆる 喜捨のお も 違 ふべ し。 其 外 は 後世の ためとて 大分の 金銀 を 出す も 多べ ¥9n し ばい 

く〕 など は 元来 a このみ さとく 儀理を しらす、 愚癡の 至れる 者 なれば、 兄弟 眷塍 を始 として 少々 の 金銀 を 出し てん 

をす く ふの 心 はな けれどへ (も) r 若 後生と 云 もの あらば 恐ろしき 事 也、 金銀 を 出しても 極樂へ ゆかん 事、 後く の 利と 

思 ふ 心より 堂 寺の 爲に 費やす 事 はさの み惜 ます。 誰 は 何方の 塔 を 建たり、 彼 は 何 圃の堂 を 建てたり など 云 ふ 事 は 外聞 

((に)) もよ しと 思へ り。 財 用 は 彼等が 手に 集る 事な れぱ、 商 賣のカ を 得て 佛事 を大 ひに 廣く なす 事 あげて 數ふ ベから 

力 夫より 下の 贫賤の 者 迄 も 爪 を 放して とも 佛に 寄進 すれば 後生の 爲と 心得、 我 もくと 寺へ なげぬ。 是少. < 〔し〕 

づ上 (なり)) と 云へ ども 天下 をと り 集れば 廣大 〔かぎりなき 事〕 也。 《上に も)) 天下の 褰微を 知し めさねば 後世の 害と 可成 

事 は少も ささお， I 御存じな く、 申 上る もの もなければ、 少しの 外聞 を 思 召れ て、 むかしより 有來 〔付た〕 る 也と て 

大伽 寺 ども 御 修復 あり 「絶へ す 御 建立 也〕。 神社 は 却て さの み結耩 もな く， 皆 本 地 堂^ 當坊に とられて、 神官の * 

社懵に威をふるはれ、我等社人は其被官のゃぅになりぬ。是に仍て天下の神跡靈地も十にして八九"は怫"^の有と成^^ 

り。 しかの みならす 町 P 〔家〕 在家の 聞に 入 込ま じりた る 寺く 幾 万と 云數を しらす。 此 寺に 遣わる、 遊民 幾千 〔百〕 •  力 

epo 其 材木の 費へ 天下の 山林 を あらす 事 又 幾 萬 億の 數を しらす。 此十年 以來は 《y に 加 ふるに 火災し げくして 山つ き 

W うづ もりて、 是 より 凶作 あら はれ、 萬 民の うれへ 久しから すして 大 ひならん とす C 此 故に 同 紫相應 じ. 同氣扣 求る の 

理 二て、 町人 財 用の 權を 取て、 武家 を 衰微 させ、 農家 を 困窮せ しめ、 遊民 多く 生じて、 怫 氏ます く 澤 山に 成 行 也。 天地 
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の 造化 も 春夏秋冬 五行の 德壹ッ も かけば 乾坤 納らす 人の 五釀 薆ッも 破れば 人命 保べ からす。 日本 國中 山つ き 川 變ぜ. ま 

天下 乱るべし。 今 山林つ き 川 澤埋れ たる は 五行 かけ 五臓 破れた るが ごとし〕 こと < ^く盡 て變 するとい ふ 道理 ((は-)， な 

し、 十に 七八盡 てよ ふく 九ヮに 至らん とする 時、 天下 乱るべし。 九" に 至る の數は 今より 餘り 久しから じ。 此 本は佛 

氏の 罪 也。 それ 〔の〕 割符 を 合せ ((て)： 輪け と 成りて 肘 用 を 成就す る 物 は商賈 也。 財 用の 權を 武士 商 賈に勢 を うばわれ 膝 

を 屈する は 世の 亂 階と 知るべし 
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.  熊澤/ 芥著 

武士 曰、 近年の 內凶災 之し るし 有ん と 承り^へ ば. 十 年の 内 も 斗り がたく^。 只今に て は 何 にても 氣遗 ひなる^ は毘ぇ 

不申： i。 被 仰： ± ごとく 飢條 の事此 分に て は 二三 年の 間に 斗り 難 くれ。 上に も 山川の 利 を 昔に 返さん と 思 召、 出 〈おに も 

得度の 法 を あたへ て 出家と なる もの ((皆. >) むかしの ごとく 眞赏同 〔道し 心の 者 斗なら W は、 天下に 出家す る もの 五 人と は 

有難く 侍らん。 今 は S 年に 十万 貳 十万 は 出家 仕 ゆへば. 農業 をな す もの 自然と すくなく 〔し〕、^ 毛の 荒 地の み 多く 有 之 

ゆ 上に、 むかしの 禁を 御用 ひ 有て 〔之〕 出家 を ゆるさぬ 禁を御 立 被 成 ± は M ニニ 十 年の 內には 大方む かしの よき^ 法に 返 

り 可 申 ゆ。 日本の 衰微と ならざる 様に 新 寺 興 立の 事な くんば 佛法 ありと も 世の まど ひ國の 害と はなる ベから す。 W 入 

の 我儘 を 御 止め 被 成^ 事 は 御 心 だに つかせられ たらば 自分 其 ひ S きに て 止み 可 申れ。 然れ ども 斯 荒れた る 山林 W 十 年 

廿 t- にて は 中く そだつ まじく^。 五六 年已來 衰微の したき を 催し 山川 斯の ごとく 究 〔極〕 りた 〔な〕 る 事 なれば 近年 

の 內の飢 謹 は 何とも 放れ ふせがれ まじく^。 能 もの 有と も 如何ん ともす る審 なきの 時節に て 侍らん。 社家 曰、 上に W 

政 を 以て 天命の 運氣を 返し、 天の下 像 兆の 爲に 太平の 計 事 を だに 被 成ん と ((だに)) おばし 召れ^ は 7 近年の に 至る ベ 

き 飢饉 をす く はれん 事 は 安き 事 也。 先づ 天下の 酒屋の 酒 作る 事 を 一年- (程)) が 間 ひしと 御 停 t 被 成^ はゾ 一年の 飢飆は 

救く はるべし。 拉諸 大名 を 半年ば か 〔が は〕 り 三番に 被 成， 半年 は 常の 休み、 半年 は 臨時 の^み 也。 其 臨時の 休みの 餘り 

• 參 

米の 救 米と して 天下の 爲に 除け 置、 扨 叉 江戶參 勤の 土產、 五節句の 入用 を 米に して 除け 置、 皆 粗に して 天下の 用 米と 

し、 藏入 多き 大名 は 天 1^ 〔その外〕 にも 手柄 次第に 御 奉公に 除け 置 申さる、 様なら ば. 十 年の > ^に は 如何様び W 年き、 

ん にも 何 ((の)) 氣遣ひ 有べ からす。 武士 言、 酒 を ひしと r- 留被成 ^は • 武家の 拂米 ゆき 所有 まじく ^0 米 俄に 安くなら 
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ば 先に 承り 卟 如く、 武家と 農. < (と)) いよく 困窮 可 仕^。 米 遣 ひ 被 成： S は 其 米 はや.，、 たい もな く 散 失し、 凯 謹の 用 

に 立べ からす。 其 上 諸人 酒に 迷惑 可 仕^。 先年の 作り を あらためて， 半分と か 三分 一と か 被 仰 付^ は 1- 可宜， 哉。 社家 

云、 天下の 廣大 なる 家 毎に 廣く せんさく はならぬ ものに て^。 先年の 半分と 被 仰 出^へば、 結句 例年より は 多く 作り 

申^。 いつも 千 石 作る 者 は 二 千 石 作り^が 當年は 御法度 出れ 故 相 げんじ 千 石 作り：^ と 申^。 半分の 御法度に て 酒 高直 

に をし りて ((は 一.) 千 石造る もの は 三千 石造り^ても 當年は 造り かた をへ らし 千 五百石 造りし と 僞りも 有。 其 に變人 

も實に 半分 作りし 〔^〕 者 は 後悔 致 ((し 可 申)) 事に て^。 嚴敷御 制 禁無之 〔なされす〕^ は 〔で： J ば 4^ 速の 凶年 御手 當には 成 

りが たく^ 〔し〕。 又拂 米の 事 は 如何様に も 被 成 かた 可 有事 也。 晃角ニ 一 二 年のう ちに も凯謹 あらば 天下 は 大事の 道理 を 

• 攀 

おび *5i*.* しく 

だに 知し 召れ^ は 、永久の 計 も〕 出来 申 べし。 近年 夥敷 酒造りす るは攝 〔津〕 を 第一と し 次に 京なる べし。 依 之 

〔て〕 攝津 山城の 酒 米の 分 は 皆 公儀へ 御 買 上 可 被 成 敷。 國 くにて は 城 米 城 銀と 云 もの 有。 軍國 にても 凶年 にても 米 を 

以て 人命 を 司 どるの 第 一 とす。 此時 金銀の 米に 劣れる を 知るべし。 軍國は 米穀 IT た 高貴 なれば、 米に て 積み 置 は 千 貫目 

の 米 は 三千 貫目に もなる 事 也。 其 城 銀 を 出し 酒に 造る 米 を 買ても 家中の 米 ((は)) すむべし。 家中の 赍米拾 万 石 あらば 

五 万 石 城 銀に て 買 ひ.^、 五 万 石 あらば 其 分 は，. i 所に て 米つ かひに しても 用 たるべし。 又寶 米み な/、 酒に 造る 事を禁 

じめ 置ば. 京大 坂 其 外の 津へも 引 融通よ ろし かるべし。 若 かみの 御藏 金 かさみな ば 持 過た る商賈 どもの 金銀 を 御 かり 

分に 被 成， 米 代に 御 はたさせ 可 被 成 事 も 易き、 事 也。 天下の 金銀 は 皆 上の 金銀 なれば、 いか 樣 〔ほど〕 にても 御 事欠く 事 有 

ベから す。 天下 長久に てこ そ 町人 共の 金銀 も 一 牧置事 有る もの なれば、 軍 國 ならば 彼等が 金銀 は 皆 盗賊の ものと なり、 其 

厶 

上 金銀 故に 命 を も 失 ふべ し。 天下 長久の 爲に 上へ さし 置、 御用に 達なん は 彼等が 大なる 仕 合に て、 e^- 固なる 蔵に 〔へ〕 入 

置た るよりも 链 なり。 又 酒 はむかし の 如く、  士 以上の 人 酒屋の 買 酒 をのまぬ やうに 手前の 入用 ほど は 手作りに 致し S 

は ^ -、 人の 養生の 爲 にもよ かるべし。 在 * にて ((も) 一 祭 か何ぞ 見かけて、 にごり 酒 を 造りて 人に も振迴 たる 時の ごとく 

((に)) 成べ し。 今 は 天下に 酒屋 多く 出来 酒 ((じまんして)) 澤山 にて _: なれば〕 にごり 酒に 及ばす" 買 ふ 事 は 自由なる 故に、 

• 書 
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在 * にても 酒 を 買 はぬ 家 もな く、 入に もい やと も 振舞 ふ 也。 出家 も 買 酒 自由なる 故に、 飮酒戒 を 破りて、 今時に 〔は 〕 坊 

、王に 酒 ((徒) ー夥く 〔し〕、 其 上 能き 寺は収 〔受〕 納の事 多く 金銀 ほ 由 なれば 酒 を^す^ 俗 { 糸の 及ぶ 1* にあら す。 むかしの 

如く 武 {么 は 酒 を 手製に し ((て)) 白 姓 町人 獨り酒 を 造りな ば、 酒 米 は 今の 十分 一 も^べ からす。 m 家 も 作法 4. 止-しく W 酒 

禁制の 法む かしの 能き 出家に なら ひなば、 自然と 悪 愤も行 を改る ((に 及ぶ)) べし。 商賈 〔齊〕 の 姦智 やみて is 物.： 女く、 天下 

のお ごり 〔け ふじ や〕 y て 用 足らば、 民に とる 事 も 多から すして、 米穀み ちく、 天下 居ながら の齊買 はみ なつお ひとなる 

べし。 さあら ば 千里の 旅行 も 金銀の 多き も いらす、 賤 人も竊 盜の惡 起らざる べし。 武士 云、 近年の 聞に き- -ん ゆかん 事 

は 右の 御 仕方に て 救 はれ ((可 申))^ 得 ども， 山 ((G)) 斯の 如く あれた る は 1 一三 十 年の 間に は 中く 目に み ゆる 程 はさ f ポ 

〔生す，」 まじく： ±。 川." -も砂 石のと まり^ 程に は ((二)) 三十 年の 內に はなる まじく^。 社家 云、 被 申^ 通り 天下の 山林 卜 

に 八 ッ盡ゅ 得ば、 十 年 か ((凡)) 廿 年の 間に は 世の中 窮し可 申 事 也。 今より 此虚に 目 をつ け、 この 乘 する 算を 押へ へ 〔は〕 

ば 不慮の 變有間 敷^。 往と來 るとの ちが ひ 成べ し。 若 今の 儘に てさし 置れば. 三十 年 前の 不足に 當る べし。 もしよ く 

此算考 を 用 ひば 廿 年の 內には 山林 叉 * 茂 盛すべし。 山林 草木の 本 根 固く 成な ば川澤 自ら 滞な かるべし" 君子 業 を たれ 

統を 立てつ が はしむべき 事 を考へ 給へ 〔ふまへ る 也〕。 左 あらば 武家 中興の 御代と 稱 すべし。 武士 曰、 天下 賤 あまね 

く 用 ゆる 材木 薪 を、 寺 多き によりて 山林 を盡 すと は 申 難 からん 歟.' 社家 曰、 帝王 將 軍より 始め 奉り、 諸侯 ((卿)) 大 夫士庶 

人の 事 は 天下 有るべき 所の 人道の 本 也。 それ 〔の〕 有るべき 人の 言 あるべき 用に もち ゆる 山林 は 伐 りても /\ 跡より 生 

ひ 育つ 也。 其 谷 山^の 奉行 才智な く裁斷 悪しければ、 山荒 川淺 くな.^^ 1: る〕 もの 也。 其 上 ((に)) 佛 氏の 入用 を 加へ ぬれ 

ば 百年に て 盡る物 をば 五十 年 を 過す して 盡る 也。 在べき 人の 在べき よふに して 〔用 ゆる 處を〕 除け て 日本の 上 地に 過て 

伐り 取听を 論ぜ ぱ、 十に して 七 八は佛 寺の 盡す處 也。 其 次 は 世の中かざる 事 を 本と し 木 具臺箱 概^の 55 物 を はじめ. 

大名の 作る 事す き、 又 ((は)) 町人の 貧なる 者の 家 を 買 取 打 崩して 借屋 をた て、 己が 家作 を大 ひに し、 叉 天下に (じ)) 茶 

厶  *3 

《次第に)) 多く 取 立な どす るに 盡 すなり。 佛 氏の 害 を 除け す、 他の しまり 斗り にて は 砂に て 湄を埋 るた とへ のおし。 佛 
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氏 (の)) 奢り 無道の 费を 除れ なば、 其 上に は 少なく して 苦しから ぬ 茶圚を 除て 畑と なし、 天下の 煎茶 少なくな りて 高度 

A  A 

なる  6S 

に 成る よふに せば 薪の 費 を はぶくべし。 昔 信 物に 箱臺 等の いらぬ 様に、 昔の 風俗に 歸 りなば  >  材木の 費 を はぶくべし。 

江 戶叉繁 花の 土地 ((地)) 消 ((を)) 造り 大 廻し 〔り〕 の 酒 を 止な ば， 酒樽の 費な かるべし。 大小 名 其 外の 富有の 人の 樂 II に 作 

ャ&  でに  A  A  A  • 

る 〔 作〕 事 止な ぱ都 にての 费を はぶくべし。 ケ 様の 小々 〔し〕 づ つの 事と い へど も 無用の 费を はぶく は- 其 公利 を 〔は〕 長 

く殘す 〔る〕 べし。 武士 云、 富 人の 贷家 なくば 店 かりの 迷惑すべき か。 社家 云、 昔より 有べき 程 有た る はよ し" 廿年以 

来の 借家 は 夥敷事 也。 居所 〔處 りと ころ〕 ある ゆへ に 在々 のす ぎ は ひ は 難儀 〔艱難 J 也。 先 町へ 出て 日 雇 をと り、 色く 

の 搾ぎ を すれば 農 を はなる、 者^よ く 多し。 寺々 澤 山に 出来る 故 をり 所有る 養 ひ 人 有 故に、 坊主の 年々 ((に)) 多く 成 

たるが ごとく 〔し： r 皆 遊民 をお びき 出す 也。 武士 曰、 皆 天下の 山林の 費へ 十に して 七つ 坊主に か. - り ゆ 事 はいかなる 

積り にて 侍る や。 社家 曰、 町人の 積り. よき もの 積り て 申 侍る。 京都の 洛中 洛外に て 一年の 寺の 作 事の 入用 大小 遠近 を 

ならして 六十 年 已來に 毎年 銀 五 千 貫目 餘 入と 云へ り。 秀吉 公大 佛を 建ら れ しょり 以來大 かた 三十 万 貫目 也。 扭國 の 

寺の 作 事 入用 皆 * 銀 高に て は 見へ ね ども 諸 擅 那皆竹 木 諸式に て 寄進す る 也。 寺領の 山林 を 切りて 建る 迄お かけて 銀 高 

に ((直し)) ならし みれば、 大小の 國 押しな ベて 内 端 をと りて 六十 年以來 毎年 銀 七 万 貫目 ((ほど は 入な り。 六十 年に は 四 

百 武拾万 貫目)) のよ し。 此銀 半分に もせよ 天下 を 廻りて 有 物なら ば 苦しから す。 其 銀 高の 材木の 毎年 伐 取らる、 事 は 

いかなる 山林 にても つ M くべき 樣 なし。 武士 云、 出家と なりて 出る か、 俗. と 成りて 居る かの 違 ひに てこ そ^へ、 皆 世 

ついへ  A へ】 

の 中に：^ べき もの、 風雨 を 防ぐ 家 なれ ぱ>  皆く 費と も 申 難 からん か。 社家 云、 と 成る もの は 皆 貧賤の 者 多 けれ 

A 厶厶厶 <1 厶厶. ハ<1 A  A  <.ー  △  A 

ば、 俗にて あれば 田畑 を 返し 小. S わし をう り、 小者 若黨 杯の 奉公す る もの ども 也。 若 公 {水 杯の 子なら ば 社家 儒者と も 

成るべし。 武士，： 子なら ぱ小 性と も 成べ し。 是^ 我國 有よ ふ 〔豫〕 の 業と 申べ し。 然るに 出 { 糸 は 木像 銅 W 等 を 一 つぎて 

0 鲁 

廣く としたる 大堂 伽藍. V 作り方 丈 庫裏 客殿な ど- '夥敷 作り 並べ、 山 を ひらき 田地 を濱し 縱らす 耕さす、 世の 〔に〕 費是 

に 過た る はなし。 此 坊主 ども を それく の 生れ 付に 隨ひ 還俗 させ、 相應の 業を敎 へな ぱ ((悉く)) 其 姓 を 全 ふすべし。 其 

一 ミー Q 


1 一 I  二 1 

<も¥, "の 費用 を 以て 天下の 四民の 贫し きを 救 ひ 足らざる を 補 は J-、 一 年 ((ほど >) の 寺く 。作 事 料に て 天下 普く 生 * の惠 

み を 蒙るべし。 つら/、 思 ふに 吾國は 能くの 上國 也。 山林 田野 外國 にす ぐれて 璺 なる 事 なれば こそ、 の大 なる 

取 崩し やう にても 五 六 十 年を經 る內渐 々 〔く〕 人 の 目に も 見へ たる やうに 治 C おこ ま〕 り たる 也。 武士 云， <H»l^iI さ せ 

給 は 5-、 出家 は御筢 やし 可 被 成教。 社家 云、 何事 も 分 〔人力〕 を 奪 ふて なす は 正 道に あらす。 憑 を かくして 普 をト： る は. 船 

を 退るな り。 是則寬 仁の 心なり。 斯の ごとく 弘 がりて 夥しき 怫 者の 中には 何共 片付 様の ならぬ も あり。 また 今更に 〔こ 

のおび た V しき 佛寺 を： J 成べき やう もな し。 然ら 〔れ 〕 ば 先天 下の 害と 成べき 大ひ 成^ を. て 專ら檢 を 示し、 たと へ £ 、加 

再生し 法然 日蓮 叉 世に 流布す とも、 是 より 上の 寺數を ふやす 《とい ふ)) 事 ((は)) 决 してな くなら すと 云 程の 厳 制 を なられ- 

獨 りに 四民の 出家す る を ゆるされ ざるべし。 昔より 心 〔眞〕 赏 同 〔道〕 心 の 出家 は壯鱖 の 大寺を 建て 居 らん 事 をね が は 

す、 錦 |i を 身に まと ひて 長老と いは れん 「る- 0 事を好ます。 世の中の 害と 成 事 少しもな く 〔し〕、 八 マの 世 名聞 を このみ 

奢 美 をな す は 皆 世間 僧の 仕業 也。 此 世間 僧と いふ ((もの)) は 佛法を 以てう り步行 世の 人 を 欺き 財 利 を贪る もの 也。 古し 

へ の 出 { 永 は 無欲 無我 忍 寧 慈悲の 行 を 立て、 戒 定位 「惠〕 の 三 かく 〔字〕 を 具足し 如法 性の 道を專 らと修 し、 蓬嫩柴 扁 澳 

• 参 

中 をの がれた ると こそき け。 釋迦を 初と して 乞食して 露命 をつな ぎ、 余り あれば 非人に 與 へて 明 H のた く はへ なかり 

し 也。 出家と 成る から は 初學っ 新錄意 にても 肉食せ す， 酒 をのます、 娃 よく を 絶て-仕 辛た 食せ す、 いかり を 以て 人と 

ろ こし 

あらそ はす、 財物た く はへ す。 是 等の 事 一 も 犯す もの は 僧正 下知して 一, 日 も 出家に て 置かす。 たと ひ 〔へ W 大竺 土に 

てはい かやう の大刹 伽藍 も あれ、 日本に て は 堂塔 寺敏 夥しく 建つ くる は吾國 の表微 にして 万民の 爲 にあらざる 事必 

定 ならば、 慈悲 を 以て 本と する 怫. S かで かし ひて 是を なすべき や。 草蹬 〔^〕 を 結び て 山中に 籠り 行 ひ 凍して 人に 贫ら 

す、 人道 を 破らす、 神道 をう ば ひとら す。 寅に 釋迦 C 敎の ごとくせば. 幸 ひに Eg 痴の 示しと も 成べ し。 砍心と我^^と 

だに なくば 談合 づく にても 事故 〔ゆくべし ^ 許 由〕 堯舜に 背き 禁 3- 孔子に れ、 嚴险 光武に したがわ ざれ ども、 *t 其！ 

見識 を 以て 其德を 立たり。 沸を修 する もの 又斯の ごとく、 世の 害 をな さすん ば 其跡髙 かるべし。 武 十-云、 山^の 奉行 
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の 裁判 はいか 可 仕：^ 哉。 社家 曰、 古しへ は 天子 は 天下の 名山 大川を 祭り 給 ひ、 諸侯 は其國 にある 山川 を 祭る、 と 唐 

土の 聖王も 定め 給 ひき" いかんと なれば 山 澤氣を 通じて 流 泉 を 出し、 雲霧 を發 して 風雨 をな す もの は、 山川の 神なる 

處 なり。 五日に 一度 風 吹 ざれば 草木 延ら かなら す、 蟲 つき 病 を 生す。 十日に 一度 雨な くんば 五穀 草木の 養 ひ 全から す。 

故に 山川 は 萬 物 生 々の 本、 蒼生 悠々 の 業、 是に仍 て あり。 然ら 〔れ〕 ば 山川 は 天下の 本な り。 本の 恩 を 報す る 道理に て 

是を 祭るな り。 もし 歳 旱魃 すれば 政令の 神意に 叶 はざる こと 〔ところ〕 ある 〔らん」 かと、 其 あやまち を 山川の 祌に吿 て 

雨 をい のり-叉 霧雨の 時 は 民の 恨む 事 有 欺、 i 困窮 天に 通す るかと 身 を かへ り 見、 非 を 改て雨 をい のる。 斯の 如く 重 

ん すべき 山川 なれば 其 神靈を まつる 事む ベな り。 此 故に 流 泉の 出る おく 山の 木 を きらす。 祌氣は 樹木 ある 時 は 盛 也。 

樹木な き 時 はおとろ ふるもの 也。 泉 源の 山 を きらざる 時 はよ く 雲 雨 をお 乙し、 水 を 生す るの 神氣を やしな ふ 也。 海に 

至る 迄の 川流兩 岸の 木 を 伐らざる もの は 山の 木な き 時 は 大雨の ごとに 山崩れ 砂洛て 川淺く なれり。 川淺く なれば 日で 

<1 厶 △<! 厶厶 A 厶 <"<!△ 厶 

りに は 用水 乏しく、 大雨に は 人家 洪水の うれ ひ あり。 田畑 を 失 〔損〕 ふが ゆへ 也。 又 山林に よりて 磁器 を やく 事 を 斟酌 

すべし。 いかなる 深き 山 も 久しく 陶器 作りの もの 居れば 燒 からす もの 也。 此 故に 天下の 用 を 達すべき 程に 山の あれ ざ 

る ほどに すべし。 叉 材木 を 切 出す 所に て 木 ども を 谷に 捨てく さらす もの 有り。 其 材木の すたる を 以て 陶 を やかす る 

法 も あり。 都て 燒 もの は 直 ひ 甚だ 高下 有と い へど も、 又なくても 苦しから す。 古しへ は瓢 をニッ にして 酒 〔湯〕 水を飮 

たり、 又木 器 を 用 ひたり。 今 は 碗 器澤山 なれば 一通り 持ても 濟べ きもの を 三 通り も 五 通り も 持てり。 夫故齒 末にして 

割り 碎 きもす る 也。 斩の ごときの もの は あれば 有る とて 調法 すれ ども、 もと， なくても 世上の うれ ひとす るに 足らす。 

山林 古木の 害に ならぬ 程に して 可也。 叉塩濱 を取廣 ぐる 事、 是叉處 ある 有り難き 事 也。 塩濱は 山林 を盡す もの なれば、 

天下の 用 を 達すべき 程 を えらぶべき 事 也。 古しへ は 乾魚と 云 は 多くして 塩魚な 至て 少な かりし。 近世に いたりて 塩澤 

厶 厶 

山なる 故に 塩魚 甚だ 多し。 人 も 塩 を 多く 食 すれば 脾胃を 破り 虫 を 生す" 少々 宛 用 ゆる もの なれば 高直 にても 苦しから 

す。 其 上 近年 塩濱 むかしに 三倍して 塩 却て むかしよりも 髙直 なり。 山 次第に 盡 て薪髙 &i なる が ゆへ なり。 雨 年に は 塩 


燒 けかぬ る 者 也。 塩濱 多くても 用に 立た す。 塩の やけ や ふ 日で り 年の 五分一 も 塩 は 出ね ども、 世上と かくして « くも 

の 也。 塩 不足に て 諸人の 困窮 するとい ふ 事 はなし。 其 上 ものに は 分數の 有る もの なれば 大水 毎に 塩 港の 设を 破り、 塩 

の 燒れぬ 事 多し。 塩 燒者も 〔の〕 渡世 障に て 迷惑に 及ぶ 事 多し。 陶器 作り 塩 濱等は 山^の 事 を 主 どる 奉行 役ん C 能き 程 

を 見 斗ら ひ 指揮すべき 事 也。 是は國 主の 心 を W ゆる 斗に も あらす、 其 職分の 人の 考 によりて ^有べき 事に や。 武士 

云、 次第に 世 中 盛んになり 人 多くな り はべれば、 新田 を開發 してよ かるべき や" 社家 曰、 新田 の^は 上より 考 へて 起 

し 給 ひ、 上の 造作に てな し 袷 ふ はよ き 道理 も ある 也。 下より 望んで ひらく は大 ひに 天下の 害と なる 也。 其 故 如何と な 

それ 

れ ば. 其 新田 を 望みて 何もな き 荒 田 を 持 事 は 富める 者なら では 保つ 事 を 得す。 其富るものは何方に居ても^？-をもちか 

もミょ すて  L 

ね 力 もの なれば、 すく ひに もなら す、 元来 住る ところ を 捨て 人に あたへ、 新田の ちかくに 家居 作りなら ベ 作 人 を 抱へ、 

こやし を 買 込む 事、 た さ へ 作り をな す 奉公人 不足なる に、 俄に 抱 ゆべき 事 も 及ばす、 こやし も 自由 こはつ かす、 新 

田 を 請 持ても 思 ひの 外に 益 少なし。 夫 故にむ かしの 古地 はいと 不出来に なり 〔る〕、 開くべき 廣野も 繞确の 地に てち 

厶 △  A  A 厶 A  . 

から 足らす、 剩牛飼 場 さへ ありかね、 糞し など も 買と るに 道 遠し。 叉 芝 〔萱〕 野 等 ((^は)) は 屋根 ふく 爲の贫 人の 便り 有 

所な り。 然る を 新田に とられな ど すれば、 富る もの はいよ く 富て ((いよく)) 山野 を ひらき、 贫民は 所作 ((く)) をゥし 

な ひていよ くた つき をう しな ふ 也。 如斯 なれば 今 新田 を ひらく 事は國 家の 益と は 言へ ども、 1^ は 貧賤の 苦しむ 虚也。 

おの づ 

高野山 〔山林 廣〕 野は自 から 民の 益と なる もの なれば なり。 君子の 政 は 上へ とり 上る を 以て 益と はせ す。 國民の^«;業を 

安ん する を 以て 益と す。 武士 言、 上より 被 仰 付て 新田の よき 道理 ある 事 はいか M。 社家 云、 遊民 を 以て 業 を 授け、 新 

田 を ひらきて 住しめ 袷 は 1.、 古地の 荒に もなら す。 本 ((と)) 百姓の 迷惑に も 至らす。 山林の 荒に もなら ぬ やうの 御 心 だ 

に 付かせ 袷 は？、 事 はいか やうに もと、 のへ 行 侍らん。 武士 云、 佛 氏の 害 は 建立の 事に より 山林 を あらす のみに て ゆ 

はんや。 社家 云、 何ぞ 夫の みならん。 天地 萬 物 は 人 を 以て 尊し とす。 人 は 正 心 を 以て 錄 しとす。 故に^ 人心 を しう 

け J ^せ^べ 卞 亡す。 人心 正しければ 天地の 氣乂頓 正にして 時 を 遠 はす。 治國平 天下 也。 心く らく 不正 なれば 尺地の. g 

宇佐 問 it 卷之下  £|ュ 
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正に 逆 ひ * 聖教に 背けり。 ((今時 怫 氏のお しへ は 人心く らまし 神明に そむけり))。 况ゃ 今日の 要務 政道に 入用なら す、 生 

を 捨て 死後 を 論す は 生理に 益な し。 唐土 にても 怫を 信ぜし みかど 梁武 帝を始 て、 みな 其 世 をみ だせり。 斯の ごとき ゆ 

へ. 上 聰明 なれば 佛道 また 衰微せ り。 今日 本の 政道 神明の 正道に よらす、 多く は佛 法に のみ かたぶけ 〔よれ〕 り。 此怫法 

の 亡びさ まに は 必らす 天下の 乱れなん ((事)) こそ 歎すべき 事に はべり 〔る〕。 天下 正直の 神 民 は 八 宗十宗 にわかち て淺ら 

す佛 者と なし、 宗旨な きもの をば 法 を 犯せる が 如くに す。 斯成 行事 は 古しへ 〔中古〕 よりの 惡 風なる 此佛 法の よに 行 は 

參 ♦  • 

れ 安き ゆ ゑん を 少し 語りて 聞すべし。 今 勝れて 怫法 信仰の 人 を 見 給へ， 大小 身贵賤 男女に 至る 迄惡 人に てな き はなし。 

其 W や-作り 堂塔 寺 を 立て 暦に 多く 物 を 〔物 多く しゃり 佛 道に 迷 ひたる 人後 f 願と て ほむれ 〔る〕 ども、 其 人 平生の 所行 を 

癧 攀攀參 

み . ^ば、 上 を かすめ 民 をし ぼり 〔いたげ〕、 下ん を さいなみ 親 ぞくの 零落した るに も かま はす。 吏と なりて は 上に 忠 なく 

鲁 搴 

諸人の 目 をく らまし、 諸 民 を 苦しめ、 賄赂を 貪りて 非を理 になし、 能 人 をね たみ そしり、 へつら ふ 物 を よろこび ほむ 

おのれ 

る。 己 か 事に て は 一 錢の利 をも爭 ひ、 人の 事に は義 をす て、 恥 を かへ りみ す、 かくの 如くに して 後世の 爲には 金銀 をお 

します。 凡 男女 老少 貧賤 富貴 をい わす、 ひたすら 佛を^ ひ 地獄 を 恐る、 は、 元 米 心に わ だか まり 有て 恐る る 所 あるが ゆ 

へ 也。 或は 大名 民 の 困窮 か ん なん を 不便なる 事と いわれ けれ ば 其 比 天下 にほん さう せらる、 知識 あり。 和尙の 言 ゆ に 

は 彼等 過去の 宿業に て 今生に て くるしめり。 此世 にて 强く 苦しむ ほど 因 架 を はたして 罪 を 滅し米 世 をた すかる 也。 然 

るに 今 彼等 を 不便が り あはれ み を かけ 給 ふ は 過去の 罪業 を はたさせぬ 道理 也 〔なれば〕。 却て 無慈悲な りと おしへ たり 

けり。 夫より 此 大名 民に あたり 強く、 民 をみ る 事 癩病 乞食 を 見る ごとく、 夫に 從ふ 家老 を 始めみ な 其 風に なりし 〔たり〕 

とい ふ。 又 其和尙 ある 擅 越の 歸依 にて 佛殴 方丈 庫裏 等 迄お おびた f しく 建立 あり。 和尙を 始め、 弟子 坊主 迄 奢りに 超 

過し、 誠に 極樂 世界の 如くな り。 然るに 此擅 越の 仁 はかくれ なき 惡 行の 吏宫 にて 終に 事 あら はれ、 知行 斷絶被 申 〔仰〕 

付けり 0 右の 和尙 其，； } ^の歸 依 をう け 朝夕 其 仁の 御機嫌 をと り、 付した が ひ 居て 下 を 迷惑 させ、 上 を かすむ る 事 をば 一 

言 もい さめす。 先祖よりの 知行 をと り 上られ、 妻子 眷屢 流浪す る 時に 至りて 一一 一一！ I やう、 是皆 過去の 因緣 也。 此 よはと て 


3 二 X 

も 角ても 假の よなれば、 せめて 来世 〔未 *〕 を 助かり 給へ と 殊勝 顔作りて 勸 めければ、 いか 成る 後^ね が ひ にても、 此 

とき は 少し； g 恨む 心の なからん や。 此和尙 世に 尊敬され て、 ，は賤 老弱 をい はす、 寄進の 奉加のと、 たから を なげ 打ぬ 

れば、 金銀 は 打 出の 小槌より 打 出す よりも 安き 事 なれば、 いかほどの 寄進 いかほど 〔やう〕 の贫 家の 供養 も 後々 は 目に 

も かけす、 手に もとらす。 夫 を また 俗 家に は 尊て、 無欲の 御 事 也 • 生き 佛 なりと、 夫より 天下に 霄 博へ 高 の 御 方 迄 も 

授戒に ありし となり。 其 外題 目 だに 言へば 成怫 する、 念 W だに 申せば 極樂へ 〔に〕 往生す ると 言へ る は、 佛 法のう ちに 

て も 昔 はさ や ふなる 邪道 をば す k めす。 其 中古に 及んで 釵 山より 法 然も 日蓮 も 出て： 謝へ しに 依て 流罪に 行れたり。 然 

れ ども 邪法 時 を 得て 世に はびこり、 八 r 'は 四海 横目の 民 これに よらざる もの あらん；，、。 武士 1 一-：:、 斯の ごとくならば 佛氏 

何とて 天 罪 を も 蒙らで かやう に 繁昌いた し 侍る や。 社家 曰、 神道お とろへ 運氣否 塞の 時に あたりて、 天 に^の 邇 にあ 

たれり。 怫 氏の 行 はる、 は 何故と 云 事 を しらね 〔すと いへ〕 ども、 柙て是 を 論ぜば 忌諱に あたれり。 吾- K 所 は 上古 神^ 

の遗敎 日本 開闢の 正直 をのぶ る 迄な り。 前に 言 如く、 佛法を 信す る 者に 正直なる もの はなき 也。 只： ぬる 所 は 我 身の 愁 

そ、 2 し 人 ぶん そ-,'  】 

を 達せん がた め 也。 古人の 詩に も^^ 蚊 蠅賊罷 〔；； ^賊〕 僧と 作れり。 赏に 今時の 坊主 を 家に 入る、 は 盗人 を 導 引て 金 を 

奪 はする が 如し。 婦女に 娃し 家窒を 乱る 〔濫 行〕 放 t 溢 ((世 聞)) の ざま 〔様子〕 を 見ても 知りぬべし。 故に 予が W を 破る は祌 

楚の邀 勅な り。 武士 云、 罪 犯の 出家 追放の 事 もま、 多く 侍、 れば、 其 分の 寺 は 滅却に 成 申歟。 社-;^ 云、 下の 情 上に し 

ろし 召 事大 切なる 事 也。 令 罪 ある 怫氏 追放の 度 毎に 其 跡へ は 早速 後 住の 愤 すわり、 土 讣は やはり 永代な り。 其の 追 ひ 出 

された る 坊主 は ひそかに 又 他所に 〔へ〕 行て 金銀 次第にて 叉 和尙と 成る 也。 新 寺 は 御法度と あれ 〔 る〕 ども、 坊主の いよ 

く增 になれば 信者 も 又い よく 增に 成りて、 鬼 角 言 通して 寮 或は 巷 室と 名 付、 寺と 名 付す して 俗，： Ji^ 作に し假 1^ のゃゥ 

になし、 終に は 本 寺に なし^。 坊主に は荷擔 する 者甚 多し 〔く〕。 かや ふの は國々 に數 知れす、 一 寺お 建な すれば 忠 

孝の 道よりも 大功 德と 心得て 誰咎 むる^ もな し。 天下 に 遊民 の 多く 成り ゆく は是 等に て も 弁 へしる ベ Lo 破戒 の 坊キ； 

ども 追放 ((な)) さる、 べき 程の 者は即 坐に げんぞく いたし、 耕作 等の 事に 成 〔課べ し。 左 もな くば 惡く とも 其 ま、 さし 

宇佐 問答 卷之下  Ills 
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置れ たるが 世上の 爲に はまし にても 可 有 敷。 其 外 甚だしき もの 不受不 施 又は 鼻 そげ 門徒な ど |in もの 有。 是は 町家 作に 

して 借家な ど を 建て 裏屋に 引 籠り、 寺 を 作り.、 魚肉 女 犯 己 ((れ )) がま、 にして、 一 入 心安く くらし 居 〔きすき は ひに てお 

く〕 る 事 也。 女 を 養 ふ 事 俗人に 遠慮な 〔あ〕 れば 外に 預る ものいく らも かこ ひ 置、 或は 茶屋 風呂屋に 抱へ BiS 事 也。 是程か 

ら きょの 中 なれ ども、 坊主に さへ なれば 心安く 過る のみなら や、 いか 成 不^ も 見逃しに 成り 、いの ま、 也。 實 C 千万の 

A  厶厶 

坊主のう ち ((少しも)) 出家ら しき ((もの は)) 一 人 有 かなし か 也。 是 等の 坊主 共 憚る 所な きのみに あらす、 互に 手引 用意 を 

なして 何 不自由と 言 事 ((は)) なし。 俗 家 はさ やうの 事 ((氣 遣 ひ あってげ に)) 心の ま、 ならね 共 〔ど〕、 寺 町 あたりの 坊主 共 

は 左右 皆 同じ 輩 なれば 何の 氣遣ひ ((も)) なし 0 斯の ごとき 〔く〕 惡行 有りと いへ ども、 坊主 は 制 外と 願 出た 〔ぬ〕 れば 誰と 

名の 知る ((る J) 事 もな し。 是に 越えた る ((竊 )) 盗賊 や 有べき。 誠に 天下 乱 逆の もと ひ 也！： この 徒なる べし〕。 武士 言、 切 利 

支 丹の せんさく を 寺く へ 御 まかせ 置れ すと も 明白に 御正し の 行と くべき 仕方 は 無 之 事に や。 社家 曰、 今時 何の 譯 

もしらぬ 坊主 ども 寺 請 狀に此 もの 切 利 支 丹に て は 無 御座 ({^)) 代々 われら 擅那 にて 御座^。 もし 如何様の 事 御座： ± 共 拙 

儈罷出 急 度 申 ひらき 可 仕^ 〔也〕 と 一筆 を 出せば 相濟申 也。 切 利 支 丹 發覺の 時、 何れ か 拙 僧 罷出申 ひらき 埒の 明た る 事 

有る や。 請狀 出したり とても 坊主 の 迷惑した る 事 もな く 〔し〕、 行衛 もしらぬ もの にても 銀 次第に て 請に 立 事 也。 切 利 支 

丹に 何れ か 檀那寺 もたざる もの あらん や。 能. •< 此の 邪宗 をし らんに はだんな 寺 は 兎も角も あれ、 此 〔其〕 一村 一 鄉 にて 

庄屋 名キ どもに 嚴 しく 仰 付ら れ、 吟味 少しも ゆだん 仕 間 敷 旨 急 度 仰 付ら 〔置〕 れ^ は 能 行わたり 知れ 可 申^。 佛氏を 

以て 切 利 支 丹 を 防がし め 給 は ^- 佛氏 いよく 勢 を まし、 切 利 支 丹 は 其 跡より 手 もよ ごさす 佛 氏に 先 拂 させて 来るべし。 

これ  A 

是 日本 を 以て 日本 をう つなり、 神國の 正道に あらす。 武士 云、 先日 〔に〕 承り^ は 京都に て 一年の 寺の 作 事 料 銀 五 千 貫 

目と 御稜り 被 成 外事 を、 本願 寺宗に 語り^へば 、いやく 夫 は あしき 積り にて； ±。 本願 寺 一 所の 作 事 だに 一 年に 三千 貫 

目 は 入り はべる。 尤六七 年の 入用 金 はたく はへ 有 之、 中く 一 ケ年五 千 貫目 位なる 事に ては是 なしと 答たり き。 是は 

佛 法の 繁昌 を ほこりて 申 事と 聞へ たれ ども、 其實是 に 違 ふま じ。 社家 云、 いかにも 左樣 にて 可 有 之：^ へど も、 我等な 


三 二 七 

ど 申 事 は 沸 氏 をに くみて 申 様に 諸人 聞 侍れば、 少しに て 4 多分に. S へば 入 信ぜざる 故に、 佛 氏の 罪の s: より は 内 端. V 

とりて 申 也 
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備前備 中 兩國鄕 村 

光政 朝臣 御代 

毛 見 法令 


毛 見 法 


熊 澤了介 撰 

助 右衛門 幼 も. 郞八 

知行 三千 石 郡 代役 ナー 


度 力 首也ハ 主事 加 私 
々 、獄 田ッは 仕樣- 
也 ル門主 、 罪リ 1. 疑 曰 
つ-打 ケは名 救 
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乇見法 


一 凡 毛 見 をす るに 一村の 內 にて 毛 見す る 田 も 有、 毛 見せざる 田 も あり。 とか，. 其 村の 百姓の 好みに よって 何 反 何 畝 之 

處を毛 見 之 田と 定め S 也。 毛 見 主壹町 一へ 反 候が 以 所持 有 之 時 右 之 ft 壹町は 立 毛 能 出來、 五 反は不 熟-一； w:、 此五反 斗 を 

毛兒に 願 出^事 决る" 御法度 抱 ノ田分 は 壹步も 不殘書 出す 物 也。 然る 處所之 役人 《M 夙な ど 致シ若 能き 地 をば 隨し 置、 

惡田之 立 毛 不熟之 田 斗 毛 見 出^品 自然 有 之 事 も ある 也。 則 是隱地 を拔地 共預ケ 預リ地 共い ふ。 外..^ 顯ゅ而 者 公義..^ 

科に 被 行 

一^ 反 何 畝と 田數を 定め、 是を悵 にしる し、 御代 害に 35 す 也 

一畑 作 は 毛 見の 田の 中へ 書 込 出す 也。 畑作 は 米 を 作 か、 田に 木綿 籍麥の 類 を 作る をい ふ 也。 本 畑 は 毛 見の 田 之 中へ は 

書 込ぬな り。 本 畑と は 夏 毛ト麥 年貢との 出る 田 を いふ 也 

1 切 田と いふ 事 有。 是は 或は 一人の 田 一 町 ある 時に、 水 込な どに て 此中三 反 は 荒に および、 七 反 は 常の 如くに みのる 

時に、 水 込-の 所 斗 を 毛 見に 願 出 事 を 切 田と いふ。 本より 淺の七 反 は 本 免に て^る 也 

1 當 荒と いふ 事 有。 是は 年貢 を 出さぬ 大 荒の 田 をい ふ。 毛 見 之 有 前に、 御代 宫巡 見せられて、 tcT 月 中に 稻毛を 改め 遣 

はし、 當荒 をも改 むな 一り。 或は 一 反の 中に 大 荒の 田 三 畝 有ば、 是を當 荒と して 年貢 を 許さる 也 

1 帳面の 書 様、 是は毛 見 を 受る高 斗 を 帳面に 留て" 公儀 一一 出すな り。 但 一 村の 中に て 積 をす る 也 

宅 見受ノ 高ナり 此ハ地 高ナリ 

一 髙 1 ； 百-. 十 石 四 斗 五 升-. A 合 一 . 1 村 ノウ チ高 ナリ 


XFS  /有 免ナ u- 

龍 t§ 內 田 K 百 二十 石 三 斗 五 升 免七ッ 五分 五- 


物 成 九十 石 八 斗 六 升 四 合 田 高-一 免 ヲカケ 出 スニ勺 五才ノ 半多ァ レドモ 

同 高 百 一一 一十 石查斗 五合  高 合と 卩トュ へ 1 一 是ヲィ レズ 

物 1^ 八十 四 石 五斗 六 升 八 合 免六ッ 五分 

物 成 合 百 七十 五 石 四 斗 三 升 二 合  上 ヨリ 田ァ シキナ S 

畝數 十九 町 八 反 二 畝 

\ 二 石 代 ト云事 ナリ。 一反 ノ高 ニ石ノ 事ナリ 

1 上田 一反 三 献十歩 免七ッ 五分 五 ；： 右衛門 

禱八斗 一一 一升 Ss0if 

内 二十 步 畑作 物 名主 印 

是 プ百步 升/宅 取ト云 印 印  - 

東 三 畝 十 歩  一なら し 七 合 五 勺 

一. ー 是ヲ 宅取ヲ スルト 云フ。 右ノ  E  ノ 中-一 テ 名主 五人組 頭 判 頭 立 合テ下 キヮメ ヲシテ 是等ト ヲ宅見 ノ宅取 ト定. - 

此 -I ァシナ ラシ 是ヲ地 升 iii 云フ。 二 石 代-一 《 ^七ッ 五分 五 厘 ヲカケ 1 石 五斗 1 升 ト物成 出ッ。 此 ノ物ヲ 九- 1 テ割 レバ 地 叶 e& 

一歩 二 一  升 六合 七 勺七才 ナリ。 此常ノ 年ノ祖 ナリ。 Ml 年  一二 アコ レホ ドナ キュ へ -I 名主 ノ下ッ モリ- テ七合 五 勺， - #麻 ヲ ス 

ナリ 

0 一反 三 畝十步 ミナ 一等- -惡ケ レバ 卒 シヲモ 一等-一 问ジ ウス。 力 <^  3  ノト キノ 「 

◦ 凡 二 合 九 勺 35 下ヲ 下毛ト 云フ。 三 合 以上 ハ 上 ト云フ 

〇 九段ハ ミナ 下ヅ モリ ノミづ ミ ノ事ナ J 

中 三 畝 十 歩 たらし 七 合 八 勺  ， 

中 三 畝十步 ならし 一升 一 合 
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一 畝 ニト步 ならし 二 合 五 勺 

何某 


0 


十 it 田 八 敏十步 免六ッ 五分 


莉 タル 也。 是ハ 1 步ー 升 九合ヅ 、ノ地 高 御 取 上 アル 御定 メナ 


內十歩 畑作 物 

十 歩 莉田 

莉田ト 云フハ 毛見ヲ セザル マへ 

切 升 田 三 畝十步 ならし  

下 ツモ リヨ リ多ク アルト ミル 所 ヲ切田 ト定ム 。是ノ 所ハ有 タキノ 

0 切 升田究 レバ 代官 口上 シテ 百姓 共-一 申キ カス。 此所御 升 田-一 相 究ト云 フナリ 

〇 此ヲ カルト キハ 百姓 タス キヲ カケ莉 ル十リ 

〇 切 升 田 キヮマ ッデ後 下役 人名 主 共 一等-一 此 ノ惣タ イノ： ji 付 ヲョミ 合スル 也。 ソノ 時-ニニ 欽十步 /御 切 田 ト申キ カス ナリ 

中 三 畝十步 ならし  

南 一 畝 ならし  

撿地トは右之切升田の^^跡を地づもりをする法也。 少 * 細長 ク する 事 も 有 也。 又は 三角 菱 成-一 ナリ、 さ 

まぐ の ゆがみ 地 有て、 其 時に 至て 見 分に て 御繩入 をスル 也。 入 組 タル ハ六ケ 敷 念 入 テ繩入 

可 致 「 

に M 四方の 繩 を御繩 とい ふ 麻の 細引 也。 四角の 杭 を 先に 張り 御繩 をく、 りつく。 此繩を 桶 繩ト云 

十文字の 繩は 村. 出す、 是 はわら の繩 也。 十文字の 繩の張 やう は 先 一筋の 繩を 一方の 御繩の 

一 杭 一 杭 杭 a! 中に く、 りつけ 向へ 持 行、 叉 御繩の 眞屮に 至り、 是 にも 杭 を 打、 是の 際にて わらの 繩を 切、 

是の はし を 叉 初の く、 り留の 所へ 持歸 る。 さすれば 繩 半切に 折ル 故、 惣 田作の 眞中を 知る V 也。 此處 にも かりく ひ 


检地 

杭 


圖 


M ,!, ii 一 


杭 


を 打、 叉な は を 延て片 はし を もとめ、 义 一本の 繩を はり、 十文字に はるな り。 右 之 卜. X 字の； 9:* を- 1 1 如 „cy の.^ 

の 曲尺 を 持て、 ^^横の十文字にぁてがひ、 ひ づみを 知る 

細長 キ 田 はいくつ にもして 三撿地 ral 撿地 にもして 小 切に 田地 をな し 歩 をつ もる 也 

御 繩入有 之 後名、 王 _= ^代官 是を 見す る， 時、 名主 一度 巡： 《R して 申 分 は 無 之と 言上す  • 

一 右 之 中の 莉稻 をた ばねる 繩 を切繩 とい ふ。 一一-尺 づ、 なり。 是に稻 をた ばねし めて、 是をゅ ひ、 是を^ 一枚に て 四 把 

* ッ 、 包む 也。 必 TO! 把  一一 了 ラズ。 限ル li 三 把 -ー テ モ 五 把 - テ モ時 = 見 計 也 

凡 一把 II 中 毛な ればニ 升 三 合 程 有 之， 尤立\^^善惡ー！ 依て過不及有之也。 是 たばねた る 稻を是 を 糖. vii と 合せ 遲に包 

み 二 所 ゆわへ、 夫 二人して 舁歸 る. - 御代 宫 二人 有 之 時 は 跡 先に 三人 ヅ、 つき 肺る。 是は 下役 人宰 料の 爲也。 跡先屮 

三處 につくな り 

一 右 之 十文字の わらな わ を 其 ま、 置、 堅 横の 聞 をき はむ 

聞の 極め 様 は 聞 竿 ーァー f ダ、 を 持て、 繩を つた ふて 横す 也。 但し 聞 竿 を 打 時に 鎌 二 錠 を 持って、 問 竿の 跡 先に は 地え 

打 込 印 をつ く。 何 聞 何 尺と いふ 事 を 下役 人 帳 "3 に 留む。 名 牛： 打つ け をす。 扮 地相 濟 次第に 讀 合せ ケ する 也 f，5 

寸步- 一 ナヲシ 、何百 步ト 

申キ カス、 無 相違 ト答フ 

右 之 切 升 田の 稻皆取 擧げ、 百姓の 家に 取歸 りこな す 時、 庭に 筵 を 布き ならべ、 かぎ 紙 を 四 枚し き. ならべ、 右 之稻た 

ばの i 延づ、 み をと き、 一把 づ、 ならべ、 を 中へ 向て 乾かす 

一 右 之稻を こぐ 時、 多き 時 は 十 四 五 人..^ 廿 人して たす きがけにて こぎ はしに てこぎ 靡 を 击リ、 此 座の 中の を^す^ ぬ 

様に する 也。 下役 人 是を務 む。 塵 を拂ふ 事相 濟時 右の こぎ 入手す きを、 き、 身 を ふる ひ、 1$ 身に 付た る をお とすな り 

1 右の もみ を 救と ぶしに てお ろし、 糟を 逸へ 入^て、 s 五 人して 手に で强 くす， リ、 又お ろす。 稍なくなる 迄す りおろ 

す 

up 見 法  E 
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1 とうしに てお ろした る 粒 を 悉皆 一 處 にあつ め、 箕 にて 簸る なり。 但し 凝る 時 は、 箕 の^に 溢 紙 を 一 枚 立て 下に も 一 

枚是を 布き 簸 落し^。 稗稻 をば さしおき 本 粗 を簸仕 廻^ 而 彼のす くも を 一度 旌 返す。 この 條 返しの 內に、 若 粗 有 之 

時 は、 又竊 返す。 其 時に 下役 人が 奉行へ 答、 救 壹粒も 無 之 段 申上捨 る。 此 をば 又 紙に 包會 所へ 出す 者 也。 尤十 歩の 

籾 製し の 時 も 同じ 事な り。 其 時 も 奉行へ 粗 無 之 一一 付 御捨可 然と 下役 人手に すけて 是を 見せる。 立 合の 郡 奉行へ 代官 

より 捨 させ 可 申と 相談 有 之、 立 合の 奉行に より 今少し 凝 返し 可 然と 申 時 は、 鬼 角に 任す 也。 惣 じて 粗 を ひる 時 奉行 

により 四ク 五つなら では 簸 させぬ 人 も 有 之、 右 之 粒 をば すぐに 是を四 斗 樽に 入 させ、 つまりた る 時 ふた をし、 淺ク少 き 

時 も ふた をし、 溢 紙 を 掃除す 

一 右 之 粒 を 四 斗 樽.. <5 出し、 溢 紙の 上へ 重ね、 斗 升， 一升 升 • 升 うけ、 斗 桶 ニッ添 出す。 筆頭の 者 跪て 斗 升 を 我 前に 置、 

其 次の 者 斗 桶へ もみ を 入れ、 斗 桝へニ 杯な からの 粗 を 穗を其 次の 者 斗紳を 取、 外に 敷き 並べた る莛の 上へ うつしな 

it 升 合勺才 まで 5 に 分ち うつし、 篇斗何 升 …：. と 申 聞ス。 ^^^-_.-^w^«^SSR 

五 勺 有之ハ 荒-一 テ 1 合 

八勺ノ 反リト ミル 也 

1 右 之 粒 を 十 歩 一 か、 或は 二十 分 一 を 取、 溢 紙の 上に 筵 を 敷、 拉末々 の 役人 ゆりつ を 持 升 合 勺才を 其々 にかけ 筵に な 

ら べきて 其 十 歩 一 一 一十 步 一 - 一ても 有の ま、 の 升目 や 帳面に 書て よみ 聞す。 又是 を箕- 一て 簸る也 

一 右に て ゆすり 糟の 稗を餘 りの ゆり 輪へ 入れ、 筵へ うつし、 百姓 是を すり、 其糟を 盆へ 入れ、 代宫 庄屋 共に 是 をより、 

救 を 吟味す。 是を十 歩 一 を よるとい ふ 

一 右 1 7 にした る 粗 を 本 せっしと いふ。 右の 数 を箕- 一入" よく 簸申 せ^を、 ゆり 輪へ 入， 叉 下役 人 塵 やうけ また 穗を よる 

尤も 有 之 事 也 

御本圖 粒と は會 所. < ^御 代官 is 致す。 此位 にせつ しすべき と 被 仰 付し 手本 也。 

一 右 之 粗 之 御本圖 籾と 名主に みせ、 御製し 被 入御 念： S 之 段 御 紙^ 申出す 品に より 御製 不勝之 時 は 御斷申 上、 せっし 直 


し， tag .J5 尤御新 申^ は 1K 代官 シ カリ 申、 御 本 a 粗 ヨリ ハ ョク製 

しも 蹈^ シ 有之ト 答へ； f: 時 何と ぞ今 サン： S せつ シヲト 返々 顆ふ也 

1 右 之 粒 を ゆり わの 中に て 斗り、 次第-筵へ 並ぶ。 十 步ー籾 何 升 何 合 …： ト毛 見受の 百姓へ 电聞 す 

1 右 之 事共 終て 名主 手帳に 留る法 

1 上田 1 一 畝 十八 步平 六合 地主 何某 下 ツモ リノ 平ナリ 

此粒四 斗 六 升 八 合 是モ下 ツモ リノ 中ナリ 

長 七 間 三尺 

(  此ハ 切田ノ 間ナ"  . 

横 五 間 15^ 尺 三寸 

此歩四 拾 步三七 九 七 五 但四 五六 ト升 レバ 半ト 直ナリ 

荒 粒 四 斗 八 升 五合 七 勺 六才五 

此ハ 製シヲ セザ ル前ノ 升目 也- 此節切 E ハサ リ II アル 有 粒ナリ 

壹合 重目^ 拾 目 時 一一 當ッ テ ノ米ノ 重目 カケ テミル 

半 籾 拾 五 匁 三分 是ー 1 テ七勺 六才五 ヲシル 

十步 一 四 升 1^ 合 五 勺 七 才六五 

半 粗 重目 拾壹匁 五分 三 厘 

製 极三升 查合四 勺 五 ネ 

壹合 重目 三拾查 匁 

半 籾 重目 抬四匁 五分 壹厘 

壹步 割 平 七 合 九 勺 晋才三 五 

タテ壹 合 九 勺 壹才ニ 五上 リ 

毛 見 法  七 


畑 

作 

. 十妆十 二 

— 3£ 八き 十 
畝 "F ま 巾 反よ 
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此ハ下 ツモ リノ 卒シ 六合 ヨリ ハ多キ 升目 ナリ。 是ヲ何 合力  <  リタ ト云フ ナリ。 下 ツモ リノ 平シ ヨリス クナケ レバ. *. 

レ升ト 云 7 也 

下 毛/ 祖壹 合一 一 付 

シ タ壹才 八十 五上 リ 

二 合九才 ヨリ 以下 ナ レバ 下 毛 ト留ム 1 合-一 ヮ リツ ケ ャゥハ 一 合九ヲ 1 才 ニ五ヲ 六合 Z 平- 1 テヮ レバ 1 合-二  二 勺 六 六 

トナル 

以下 ハ毛見 タテノ 田 高 ナリ。 惣 目錄ナ リ 

一高 三百 五十 四 石 六 斗 三 升 

內百七 拾 五 石 四 斗 五 升贰合  . 

百 三 拾 Is- 石 四 斗 六 升 is- 合 

百 七 拾 九 石 壹斗七 升 八 合 

百 十九 石 三 斗 三 升 三 合 

物 成 合 Is- 百 五十 壹石七 斗 九 升 九 合 

寄 

-,, i 拾 九 町此 a 何 石 …： 下 毛 何 石 …… 

右ハ逾 地ノ中 地主 一人 分ノ 田地 ヲバ外 一一 書 出 シ町ッ ケヲシ 下ヅモ リノ 粗 ヲッケ ヲキ毛 見 終テ有 モミ 知ル レバ 下ヅモ 

リ 一一 上 リヲカ ケシ； ^シ下 ヅ モリ ノ粗 ヲパ 名主 ノ 方-一 テ 朱-一 テ點 ヲカケ ケスナ ， 

壹畝 免 何程 

反 …… 免 何 

…… 免 21 


J5  一  t 

髙何石 何 斗 …… 

物 成 何 石 何 斗 …… 

莉田何 畝 …… 

德米何 斗 何 升 …… 

是ハ毛 見 以前  一一 j ^ウテ 一 升 九 合 平シノ 米ヲ出 ス镲米 ナリ。 德米ハ 上へ 上 ル分ヲ 刻ヲ云 r ナ 7 

稻畝 何十 何 町 …… 

コ レ ハ 前，' 畑作 物 莉田ノ  二 ッヲ除 キ毛見 アル タケ ノ地ッ モリナ" 

德米 何百 何十 石 ：… 

是ハ毛 as ナキ 以前 ノ 名主 ノ下ヅ モリ II テ惣物 成ヲッ 乇 リタ ルナ リ0 毛 見スギ テ朱テ ンヲ以 テケス 

代官 印 

一 德米合 何百 何十 石 …… 

コレハ 毛 見 終 テ有籾 ノ乇ノ ナリ也 

德米 何百 何十 石 …… 

是ハ 畑作の 物 成ト莉 田ノ德 米と 毛 見 田 ノ德三 ッヲ合 チ德米 チリ。 是モ尤 名 キノ 見込 後 -1 朱お-一 チ ケスチ 

代官 印 

一^ 米 合 何百 何十 石 …… 

差 引下 リ米何 石 何十 石  • 

是乇 36 込ノ差 引ナリ 

代官 印 

差 引下 リ米何 石 何十 石 …… 

1 毛 見 帳 村 方- -而 相？ ^  ^帳 IT 下役  ゆ 文 霞 
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右 御 毛 見 畝 御 跡 《K 之 上 其 壹ケ所 御 莉揚サ セ積被 仰 付 ゆ 下 積 豐歩平 _ ー佝勺 例 方 上" 下 毛 者 籾壹合 何方 上 リ御極 

請 中 力 本/通 リ 

被 進 候 私共 下 御用- -罷 出御 毛 見 申 分 無 之-承 リ屆ケ 申^ 

何 郡 何 村 頭 誰 印 

何ノ 

何月 何日  同 頭  誰 印 

同 末  誰 印 

右切舛 印判 之 通 相違 無 之 以上 

頭 御 代官 誰 印 

次 御 代官 誰 印 

1 御代 宫. 御 郡 代へ 出^ 文 言 

可す^ 色 ,.9 ヰ S 目 康卷タ ル 上- モ附涨 チ 何月 何 B 

何君伺ぉ銜*^見5^極目^何都何村舛極目錄と書ス 

一 高 何百 何 拾 石 …… 

物 成 何百 何十 石 …… 

畝 数 合 何十 何 町 …… 

內  ， 

S4P 勿 可 丁 可  7- 二十 上 何 反 …… 

g 作物^ 田 佣 r 十九 中 何 反 …… 

MfK- 卜 K-lb  ,17^ 何 石 何 斗 免 幾ッ 

高.^ ト 伊石？  „ ^何 石 何 斗 免幾ッ  . 

物 成 河 十 石 何 …… 

印 印 

^^田何畝何 …… 

德米何 斗 何 升 ••：： 

i< 


德米 何百 何十 石 ……  、 

卜 可 ョ 切升戾 リ但シ 帳面 ノ欽數 何 畝 何歩ノ 見，.^ 半 シ七合 五 勺 ト有之 逸 

_^.^十.„1石切：«-| テ何勺 何才 上 リ下毛 粗變合 -ー 付 何 勺 何才 上 リ稻ノ 名 何 

德米合 何百 何十 石 …… 

差 引下 リ米何 拾 何 石 …：. gifg き IgJS 升 

. 御 奉行 

右 者 何 郡 何 村 御 毛 3^ 切 升-一 而御 奉行 何某 立 合 被 申れ 以上 

何/ 

何月 何日  御代 宫 何某 

當ナ シ會所 出 ルナ リ 

筆頭 何 郡 何 村 誰 印 

中  誰 印 

下  誰 印 

右 之 |1 付と 柳 こふ リの 中へ 包み 救と を 入て 出す。 柳 こふり の 上-張 紙 柳 こりの 中程 をコ ヨリ， -テ /、 其 上 * 車 行 封印 

御 代官 何某 樣  何某 印 

何某 樣  何某 印 印 

何 郡 何 村. *^ 

月 曰 

！御 代官. 御 郡 奉行へ 出 ル目錄 

何 郡 何 村 御 毛見舛 極目錄 
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一 高 何百 何十 何 石 …… 

內 

何 拾 何 石 …… 

何十 何 石 …… 

物 成  リ 

何百 何十 何 石 …： • 

一 献數合 何十 何 町 …… 

W 卞勿 可叮 ！？：^ …… ， ^二十 上 何 反 …… 

作物 伊 S 化. a  "^十九 中 何 反 …… 

高 何十 何 石 …… 

お 

何 石 何 斗 …… 免幾ッ 

何 石 何 斗 ；… 免幾ッ 

P 

何十 何 石 …… 

莉田何 畝 何 歩 

德米何 斗 何 升 

卩  P 

稻毛何 拾 何 町 …… 內 

但シ 帳面 ノ： ts 何 a 何步 

德米 ^llje 例 11 石  見込 平 シ何合 s> 勺 ト有之 

可， 一 1,^, 之. 《 切 外-一而 何 勺 何才 上リ下 

仏， h 例 r.^ ……宅 籾.. 付 何 勺 何才 上リ 


印 

德米合 何 石 何十お 

此德米 一一 テ前ノ 物成ヲ 引下 差引ノ 石 數出ル 

fe^If   但查反 = 付 何 斗 何 升 …… 

t.r  下リ 畑作 莉 E 下 宅 共 

何月 何日  御 代官 何某 印 

御 郡 奉行 何某 殿 

1 十分 一 はした 粗 を 何 勺 何才 取る 時壹 合の 重目 何十 何 匁 を 掛ケ何 匁 何分 を. 取る 籾 五斗 者 1« ^十 歩  一 。 * 石. は册歩 ！ 

二-一 テ割 三十 一 ハ 三-割 取ル也 

1 免に して 幾？ 仕樣 髙 目安- -テ 下り 米 を 割 免 -_メ 幾" トナル 

1 莉 田の 德米を 知る 算法 反 數畝數 に 三 を かけ 歩に 直し 是- 一十 九 を かけ。 卜九ハ 一歩より 粒： « 升 九 合 出る ゆへ、 * を 

かく  。叉 三 を懸ケ * 三 を かくる は 一 合より 三勺ヅ ヽ の 米 出る ゆへ なり。 一 合より 三勺ゾ 、ノ米 出る ハ先^ 田の 免ハ 六" 

也。 然 らば 查合內 六 勺の 年貢 也。 此六勺 ハ粗ゅ へに、 米 分に して 三 勺の 米と なる 故 ニニ を かけ 是-- チ德米 出るな り 

叉 一 法 反 數畝を 歩に 直し 五 七 を 藤る もよ し。 五 七 を 懸るは 一 升 九 合-免 を かけ、 米に 直せば 五合 七 勺と なる。 *w 一 

歩之德 米な り。 故に 是を 目安と す。 是 近き 算用な り 

1 當荒 御改下 御用 人覺 

一本 畝 I- 畝 以上 者 荒 拾 歩より^ なれ は 立す。 尤御 普請 御 ffl 其 外 御用に て 荒る k 分 は 拾步之 內 も 立 

1 荒る V 共 四 草 三 木 は へ 居中ル分は.个立|,漢^^^  I；  & 

一 畑 方 新 荒 之 半 成 物 引-成。 但去冬 又 ハ 春- 御用に 荒る k 分 は 吟味 之 上 本物 成 引-成^ 

一水 損 荒 之 節、 茱 大根 をば 三分 一 引、 木綿 は 半 物 成-引 _ 一成、 畑方ハ 三毛作 故な り 

一 御用に て 荒る k 分 も 則 其 節 御 奉行 御 竿 入 印形 之 御手 形見 合 之 上-而立、 叉 は瘙所 田地 筋 堀 も 同斷、 願な しに 堀 巾 分 
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不立 

1 新開 新 荒 之 分 御 竿 入 可 申 事 

年號月 H 

御 代官 所 村々 當荒改 帳 

御代 宫 何某 

但横帳 也。 尤 開方 荒 之^ 帳 

h 書 年号 月日 

何 郡 何 村 新開 改帳 

但丄乂 帳. 一冊 入 

1 ト： 畑 雜龍剛 何 M 何 歩 何 右 HS: 

1 上 畑纖龍 I. 何： IS 何 歩 何 左 HE 

畝 數合何 反 何 献何步 

高 何 斗 何升麥 成な し 

何 斗 何 升 免幾ッ 

年 月 曰 

憬 奥に 寄 を？ i 可 申 事 

右へ 寄 可 致 事 

： ，ぜ數 目錄 

一 畝數 何十 何 町 


一 四 


何ノ 何某 印 


§1 


^—十 モ十出 若 ト去反 丰ァ所 ！3】' ト去外 年 去 
トキ 町 ァ町去 十 云 二へ ョ レー ニハ ニニ ト ト 

S 二 内 レー ョ! Hj" フ减レ リ テ反 减 何云ハ 

フ マ一 バ反 9 m  。ルバ 一 去 荒 ノ十リ 方 也 去 


外-何 反 去 -_虓 り 

髙何石 何 斗 

外-何 石 何 斗 去-一 まし 

物 成 何 石 何 斗 

外 何 石 何 斗 去 減り 

一同 何 町 何 反 開方 

右同斷 

年号 月日 何ノ 何某 

何/何が し 

德米ト ハ 毛 見シ而 百姓 ノ殘リ 方 ヲ出ス ヲ德： 取と 云 

一 德取下 御用 

何 郡 何 村 何 所 

德取改 帳 御 代官 何某 

但 裏毛 ハ 四月 改 何 村 

一 问畝 何方  何 右衛門 

； srj  此表何 斗但， ノ査 反-一 付 何 斗 也 

「麥 歟」 底 一 ，1.,<1.7  -4ft 

本- 1 ァリ 一 何 畝 何 歩  何 助 

此表何 斗 何 升 同 何 斗 也 

畝 數4ロ 何 町 何 反 

此麥拾 石 四 斗 
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代 米 五 石 戴 斗  . 

內 

^石 八 合 四 歩 米 

5|^德米三石壹升^^合 何 村 

右 之 寄 

~ ，敦合 何 反 何 畝 

此麥何 石 何 斗 

代 米 何 石 何 斗 

何 斗 何 升 四步米 

淺德米 何 石 何 斗 何 合 

年号 月日 名主 誰 

夏作 七月 比 改何村 

1 何 畝 何 歩  何 右衛門 

此 大豆 何 升 何 合伹シ 

查 反-一 付 何 升 毛 

一 何 畝何步  何 助 

此稗何 升 何 合 伍. ン查 K  -ー  付 何 石 毛 

^§數合何町何反 


何 反 何， 威 大豆 作 

此 大豆 何 石 何 斗 

代 米 何 石 何 斗 

反 何 畝 稗 作 

此稗何 石 何 斗 

代 米 何 斗 何 升 

代 米 合 何 石 何 斗 

內 

何 斗 何 升 四 歩 米 

德米何 石 何 斗 

右同斷 何 村 

寄 ヲ前之 通 

秋作 十月 比 何 村 

何 畝何步  何右衞 S 

此窬麥 何 斗 何 升 

但シ壹 反 一一 付 何 斗 也 

何 畝  何某 

代 鎮何匁 何分 
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大根 壹 反-付 何十 何 匁 宛 

一 何 1^ 何步  何 右衛門 

代 銀 何 匁 四 分 

菜壹反 _ "付 何 匁 何分 宛 

一 何 畝 

代 銀 何 拾武匁 

木綿 壹 反-付 何 拾 何 斤 

但壹斤 I 一  付 何 匁 何分 

一 何 畝 何 歩  何 助 

此豆何 升查反 II 付 何 斗 也 

數合何 反 何 畝 

內 

何 反 何 畝 簾麥作 

此需麥 何稈 

代 米 何 ほど 

何 何步 小豆 作 

此小 loi 何程 

代 米 何程 

何 反 何^ 木 菜 大极作  』 


代 銀 何 拾 何.^ 何分 

代 米 何 ほど 

相場： 二 代 II 付 何十 何.^ か へ 

代 米 何 石 何 斗 

何程 四 歩 米 

殘 德 米 何 石 何 斗 

右 1: 斷  ， 

伹シ黑 さ --げ の 類 も 有 之 を 其 節 代 米-一 シテ何 斗 毛 見 積 入置濟 

永 荒 余地 引地 

一 本 畝赍反 

内  ， 

査畝 あれ 

余地 五 拾步 

竿 入の 畝 を 歩に 直し 目安-一 メ荒 IS を 歩数に 割 本 畝の 歩数 を かける 

荒 畝 

戴 拾 五 歩 七 リント 常ル 

竿 入 畝 歩に 直し 法-一 メ荒畝 を 歩数-一而 除 也 
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本 畝の 步數 を乘ス 


二  G1 


〔〇 右 池 田家 所藏 本-一 テ 寫ス〕 


fls 九 

或 問 * 後世の 人君、 多は諫 をい みにくめ り。 故に 不善 あれ ども 臣諫る …あた はす a 下筹 と. 5 ュ がら 不諫 して f^+w 受 * 

は 不忠な らん か 

云、 叮レ諫 位 皸に あたる 臣有、 事 を つとむる を 以て、 祿を 受る臣 有。 大 祿を受 て 君 翁に 近く、 臣 共に 心 やすく 物い ふ 

は 一 の諫職 也。 家老 は 猶以可 レ諫職 也。 然共君 諫を不 i 好、 たまく 諫る者 をば うとん やれば、 つム ro あた はや。 * 老と 

いへ ども、 諫 て不レ 入… を しれば 不：， 諫。 まして 今の 出頭 近習な ど 云 者 は、 君に へつらいて 立， せし、 身が まへ をして、 

主人の 是非に はかま はす。 いはん や 其 外の 域^の 士は、 番使 だに つとむれば 無 馬 酒 番頭 物 頭に^ 武官 也。 

武道 をた しなみ 武藝 をお こたら す、 人馬 を 扶持し、 軍用の 心がけ だに よければ、 君の 可否に はぁづ からす。 巾 let にて 

も 賢の 世 を 去 逮 して、 君諫 を不レ 好、 臣諫 る, i あた はざる 故に、 諫議の 官出來 たり。 諫を 以て 官職と する 故に、！ 

もに くむ KJ あた はす、 臣 もい さめざる 事 あた はす。 史官 も 善惡を 有の ま、 に 記す 役人 なれば、 諫 IS の 宵 也。 後に は揀 « 

史官 さへ 名のみ にて 其實 すたれたり。 育 路を閉 たる 也。 有 道の 代 は 言 路 開け、 無道の 代 は 路閉 るる 古今 同じ。 せめ 

て は 君の 非に 道理 を 付て、 非 を 助けざる を 今の 善士 とす。 默 すれば 無言の 諫 とも 成 事 有。 志のと ぐべき！！ * をば 不 W 諫、 

過た るる はとが めす 0 云べ からすして 云 は、 霄を 失へ り。 云べ くして 不：， 言 はん を 失へ り。 君臣 朋友と もに しかり。 

今の 友 は 多 は 面 友 也。 したしき と 言 も、 氣の 合た る 也。 心 友 はまれ 也。 心 友と 云 はたが ひに 過 を齿、 善 を 助る 友 也。 

問、 君-凶 德 ありて、 國を失 ふべ く、 友不覺 悟に て 身 t 失 ふべ くはい か 5- せん。 云、 君凶徳 ありて 亡す るに 及べく ば、 

きかれす とも 家老 近^ 臣は諫 べし。 家老 近臣 は If と共に 存亡す る臣 なれば、 君忿 りて 其 身 を 殺し、 身代 を はたす 共、 

心を盡 して 諫 べし。 友 不覺悟 あら ぱ 、忠告て 爭 べし * '不, 聞 時 は 義絶す とも 可也。 然共 古人 君 を諫て らる、 時 は、 

新 smt; 圭  ノ  1 
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其 身 過 ありと す。 友 不義 ありて 結と き は、 小事に よせてた ち、 妻 無道 ありて 去 時 は、 小事 をい かりて 出す。 友 は 人と 

まじ はらしむべく、 妻 は 叉 嫁せ しむべき 爲也。 我 身に そしり を 得 tj を は からす、 厚き の 至な り 

或 問、 忠臣 二君に 不仕 といへ り。 叉士 さか ひ を 出る 時に、 他國 で-ゆきて 可 レ仕禮 儀の 用意して ゆく といへ る は 何ぞゃ 

云、 二君に 不レ 仕と 云 は、 祿を 世， - にして、 國 と共に 存亡す る 大臣 か、 扭は 君臣 志 相 合て、 道 を 行た る士、 其 君 死して 

子の 代に 故 ありて、 祿を 辞して 去と いへ ども *  二君に 不レ仕 義有。 又は 戰國に 君 亡び、 敵の 代と なれば 庶 人と 成て 不 

レ： H 士も 有。 其 外 は士は 仕ルを 以て 業と す。 農夫 他 國へ行 時に、 農具 を 持て 行が Ao しとい へり 

或 尚、 貞女 兩 夫に 不， 見と いふ 時 は、 夫 死して 二た び 嫁す る は 非 也 か。 云、 夫婦 人 がら 志 共に 相 合て、 たが ひに 他念な 

きが • 不幸に して 夫に を くれ ぬれば、 二た び 嫁せ ざる 者 有。 兄弟 あれば 兄弟に 養 はれて、 其 家事 を 助け、 兄弟な けれ 

ば、 大身の 奥方 母上な どに つか ふる も 有。 叉 男子 あれば、 子 を 養育して 夫の 家 をつ がしめ、 一生 子に 養 はれて 終" も 

有。 或 婦人 年若 クて 夫に を くれたり。 しれる 者 再嫁 をす- - めければ、 婦人の 後の 夫の、 衣服な ど 仕 立る 時、 先夫の 事 を 

(貞 カソ 

思 ひ 出て、 淚 ご ぼる、 R- あらば、 今の 夫への 不孝な り。 それ を 思へば 嫁し がた しと. S へり。 是は 夫と 人 がら 心 共に 相 

合 たれば 、先夫の，： t  くなる 夫に は 逢が たからん と 思 ひて 不, 嫁 也。 如此 なる は 百 人に 一人也。 大方 は 夫婦と 成ても、 

たが ひに 不足 を 堪忍して、 日 をお くる 鉢 也。 養育すべき 子 もな くば、 叉 嫁す ると も 可也。 男子 は 人に 不義 を 仕 かけら 

れて、 つまる 所 は うちはた すと 云 事 有。 女子 微弱に て 力 もな し。 不義の 者に あ ひて 思 ひの 外なる 恥 も あれば 却て あし 

く、 同心せ す 共、 進て 嫁せ しむべし。 况ゃ凡 女に わきより 貞女の 道 を 立し むる は 不可 也。 古 \ の 貞女 兩 夫に 不レ 見と 

云る は理の 至極 也。 なべて しかりと 云に は あらす。 夫 も 心に かな ひたる 妻 死 すれば、 二た びめ とる とも 初の 妻の どく 

成 者 は 有が たかるべし。 子 も あれば 繼 母に かけて 腹た、 しき 事 あらんと 思 ひて， 後妻 &き者 有 

或 問、 喪に 酒 肉 五 辛 を 忌？ J、 主意 ありと は 何ぞゃ 

云、 喪 は 憂戚の 中 なれば 人間の 生樂 にあ づ からす。 故に 身に あしき 衣 を 着、 口に 厚味 を 不レ食 * 樂 を不レ 聞、 男女 まじ 
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はらす。 魚 鳥 i^ic 肉 は 精 を 益 もの 也。 酒 はよ き ほどに のめば 氣血を 潤し 精 を 益、 過れば 氣血を 乱り 心 を ま,。 情 進物 

なれ 共 五 辛 は 生に て 食 すれば 忿を 生じ、 熟して 食 すれば 精 を 益。 右 は 大に精 を 益 物なる 故に ，0- 也。 其 外に も 野 の靑 

やかに 生氣を ふくめる 物 □ ものた ぐ ひ、 あぶら 物 何 にても 精 を 益べき 物 は 「おなり。 盛なる 者 はな • 大根 も 干て 用 ひ、 塩 

づけな どに して 食す。 米 も 甘味 有 米、 新米な ど は 精 を 益 故に 食に 飽す、 齒飯味 無れば、 飽て 食す る £ あた はす。 精氣 

乏しく 力なければ 杖つ きて 起居す。 如レ此 なれば 謠 〔0 娃 .0 欲發 べき やうな し。 どまに いね 土 くれ を 枕と す。 是は 上古 

の 人の 元氣 すく やかに 脾胃 つよく、 血氣 盛な りし 時の 事 也。 今 Q 人 如レ此 して は 性 命た もちが たし。 却て. 小 幸と 成 也。 

朱 學恪法 學者此 法 を 行て 死した る 者 有。 煩 付て 後 おどろきて 酒 肉 小袖な ど 云 けれ 共、 藥も不 i 及して 生 を 亡し ぬ。 右 は 

經に 出た る ゆへ 其 あらまし を 記す 也" 今の 人に は あはざる 事 也。 H 本の  <1 マの 時、 孔子 出 給 は V  、此法 は 用 ひ 給 はじ。 

今 は 末代 なれ 共、 太古に かへ り、 伏義 氏神 農 氏の 誠を學 び、 禮を 後に すべき 時 也 

問、 聖人 + 日本に 出 給 は M 喪 期い か 制 法 有べき. や 

云、 親の 喪 は 今の 俗の 五十 日の 忌し かるべし。 兄弟 夫妻 等の 忌 皆 今の 俗の どくなる べし。 服 は 日本の 法に て、 神事 

にあ づ からざる ばかりなる べし。 五十 HI の 聞 も、 人々 の氣 に應 じて 食事 等-小 同 有べ し。 老人と 病..^ と は 三年の 喪の 

時代に さへ 酒 肉 を 用たり。 况ゃ今 は 各自 己の 分 を はかりて、 1 兀氣 を損ぜ ざる やうに 用心すべし。 脾 BE のつ よき ..5^ は、 

朝夕の 食 をよ く 食して 昼食 夜食せ す。 よはき 者 は 一度に 多食す れぱ あしき 故に、 朝夕の 外 昼食 夜食 を w、 夜 明に 粥 か 

湯 を 用る も 有。 子 夫妻の 憂に あ ひて、 哀の 中に も 二三 時の 聞に はやくう ゆる 者 あり。 上古の 三日に して 食す る 法に 

ては忽 死すべし。 つかれて 後 は 粥 も藥も 及ばざる 者 也。 五十 日 を 精進に て 3ie 乾 は、 脾 BE つよき 無病のお、 年若 ♦ ^也。 

それさへ 精進 物に 厚味 を 用、 病氣 虚弱の 者 は 能 ほどに はから ひて、 折 * 魚 を 食し、 酒 を も 飲、 氣分能 時 は 又 精進す ベ 

し-) 若ク 無病なる 者、 年た けても 脾胃 つよき 者、 或は かつく 習た る 者 は、 長 糖 進 もさの み 苦なら ざる 者 也。 IT 歩 

若黨 小者 杯 は、 年中 大方 麁食 精進が ちな り。 折 * 干物 塩魚な ど 食 すれ 共、 厚味の 精進に は を とれり。 然共 無-^ 義？  S 
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精進 もな せば 成べき か 

云、 貧家に 生れ そだち、 未 生 以前より のなら はし 也。 食の みならす、 今の 步若黨 小者の 務は、 なら はしなら では とげ 

がた し。 令の 小者 中間と. S ふ 者 は 多 は 村里の 土民の 子 也。 親里に て 米の 飯 を 食す る KJ はまれ 也。 奉公に 出れば 艱苦な 

がら も 米 を 食、 する 故につ くと いへ り。 それ * たによ は き^は 病氣に 成て 里に 歸り、 凶年に 逢て 娥死 する も 有。 乞食と 

成た る も 有。 近 江 國地士 の 子、 地頭の 關內疾 へ 中小 性に m だり。 或 言、 はた 本の 中小 性 をと ぐべき 習 生 付に 非す。 病 

氣に 成て 上 やか、 死す るかな らん、 不便の 事 也と いひ あが、 三年 を 過す して 病氣 付て 歸リ、 終に 死たり 

問、 かせ 奉公人 は 干物 塩仓 I にても 折々 食し、 生魚 もまれに は 食せ り。 出家 は 一生 精進 にても 老僧と 成^ 居と いか M 

云、 是 もなら はし 也。 出家 は 多 は 貧賤の 中より ar 千 人が 九 百人餘 まで は庶 人の子 也。 親の 內 より 麁 食に て 生長した 

る 者 也。 たまく 武士 罕 人の子 も あれ 共、 せんかたなくて 坊主に 成 者 多ければ、 精進 物 も 苦にならす。 其 上 親里の 食 

より 椅進 にても まされる もの 多し。 今 は 精進に て 通る 出家 はまれ 也。 農工 商の 貧家 は 云に 及ばす、 小身の 武士よりも 

酒 肉に あけり。 天ムロ 眞言 は 神に なれ 仕る 故に、 罸を 恐て 魚，：： t を不レ 食。 夫 さえ 今 は 正しから ぬ 僧 ありと いへ り。 貧賤 

ならぬ 里より 出た る 坊主の 精進に て 居る 者 は、 十 人が 五六 人 は 病氣に 成、 若 死 二す といへ り 

或 問、 小身の 武士 妻 を 持、 妾 を 置べき 餘 力なければ、 男女 G 道なくて 年 を 過す 者 多し。 喪の 間 情欲 を 絶ん とも かた か 

る まじき か 

云、 かせ 奉公人 は齒 食して 身 を 使. i しげし。 故に 情欲 制し： し。 人 十六に て 精通す といへ ども、 土民の 子な ど は 十七 

八 歳 一 一十 歲に 及て、 聲が はり 精通す る 者 多し。 <g 食して 身を勞 する 故 也。 魚 鳥 を 食し 安居す る 子 共 は、 十六に も不 i 及- 

大方 十四 五に て聲か はり 精通す。 たと へば 出家 は 不娃の 法 なれば、 娃欲を 結す ♦i-i の 第一と す。 佛 書に 云、 不レ斷 

レ W 紅" 條 IT 丄鄭定 一 者 * 如^.ー丞ニ砂石1欲ま成ニ其飯ーと云り。 男色 等を戒 たり。 釋 氏の 法， に、 寺に て 食 を 炊かす。 佛 書に 云、 

世 尊 食 時-著 レ衣持 i 鉢 入 舍衛大 城-/ 乞食 スと. S へり。 今日 朝飯 時に 里に 出て 乞食し 、寺. に 歸て又 明朝 出、 一 食な り。 高く 

,  i  二 


物. s ひ、 あらく 立 居 歩行しても， 明日まで こたへ がた し。 故に 言聲 ひきく、 步行 起居 しづかに す。 貪 乏しき  一^に、 

諸 欲 を 忘れて、 諸の 戒を たもつ。 是 聖人の 喪の 法 を 一生に 用た る 者 也， - 如， 此 しても 菩薩 阿羅 澳 などの 外 は、 食後 腹 

中 能 時 は 娃念發 す。 釋迦も 此戒に はさまぐ の ふせぎ をな せり。 しきみ の 香 * しゅろ の 風、 精氣を へらす 物 なれば、 

しきみ を 花と し祙 とし、 しゅろ を 寺に 植 させられたり。 酒 肉. 辛 をた つも、 一食 も 寺に て 食 かしがざる も、 倚 不^ 戒ぉ 

立べき 主意 也。 それにても 凡惯は 制しが たき 故に、 藥を あたへ て 精 をく だせり。 是に 付て はいろ くの 事 仏 誓に 記せ 

り。 佛 在世に は 病 比丘に は 肉 を ゆるされたり。 病身 を 助く るば かりにて、 1^, 欲を發 十べ からざる ほど を 見て あた へら 

れし 也。 ホ. 類 を 殺して 罪と ならば 死す と 云と も ゆるされ まじ。 然は酒 肉 を igHJ は 情欲の ふせぎ 成 事 を 知 べし。 我滅*^ 

に は 病 比丘と 云 共 ゆるす 事な かれと いへ り。 病に 事よ せて 戒を 破らん を 恐て 也" 後世 は 妻妾な く 魚肉 を 不：， 食 を h 

品の 出家と す。 それ だに 飮酒戒 を やぶりて 酒 をのみ、 一食 戒を やぶりて 隨食、 精進と 云ば かりにて 厚味 を 食す 。故に 

娃欲 盛に て 少年 を くるしむ。 男色 は 出家の 者と 云。 仏に 背き 愚民に 向て 妄語戒 を も 犯す^ 也。 其 次 は 酒 肉 五 辛 を ほし 

いま、 に 食し * 妻妾 を 置 をば 檀那 も 知て いましめす。 其 次 は 女に たは ふれ、 人の 人の 妻子 を 犯す も 有。 世俗 なれば 大 

罪人 なれ 共、 坊主 ゆへ に不 i 知 分に て 無事なる 者 有と い へり。 律 僧 は 一 食に て戒を 持と いへ 共、 私なる ； 食に て 、腹中 

みつれば、 かくれて 大不 律の 罪 を 犯す 者 ありと いへ り。 皆釋 氏の 一食 戒を やぶる より 壤 おこれり。 尤病 31- 虚： の佾は 

一食 はかな ふま じければ、 二三 度 食す ると も、 ^娃戒 の 犯しな き 川 心せば 食の 制 有べ し 

或 問、 小身の 泰 公人な ど は、 三十 四十に 及ても 妻 を 持 J あた はざる 者 有。 情欲 を さへ がた き 故に、 遊女 等 を 買 も あり。 

不義と 知ながら も 凡人 は 制しが たし。 其 外 色々 の 事共 有、 いか すべき や 

云、 上古に は 大方 三十 歳まで 妻妾な し。 八才 より 學 校に 入て， 三十 歳まで は道錄 に. S とまな し。 讚 書 や 習、 樂 弓馬 數 

學 など、 毎 曰か はるぐ 修行し、 つかれて は 精神 を 養 ひ、 養 得て 又 務む。 夜 はねぶ たくい ねる より 外の 思 ひなし。 道 

藝に 精神 を 凝し、 肾水 かたく 閉て 情欲 不 レ發。 故に 舉校 は齒 食な り。 元氣 つかれ 脾胃虛 せんとす る 時 は， 里 に^て 魚 
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肉 を 食す。 本に かへ る 時は學 校に 行て 務む。 美味 を 食す る も 樂の爲 に はせ す。 故に 情欲 不レ發 。若年 壯 年の 間、 精 を 

たく はへ 不レ損 故に、 無病 長命 也。 三十 以後 子 あれ ぱ子も 無病 達者 也。 今の ス若壯 の 時、 道藝の 修行な く、 精 を 凝. し務 

る 事な くして、 美味 を 食す。 い たづら にくら せば 種々 の 念 慮 有 故に、 情欲 發 して を さへ がた し。 遊女 は 買 食の 類 なれ 

ぱ、 凡人に して は 不義に は あら ざれ 共、 瘡を うつりて は 其 身す たり、 不孝の 罪に 落 入 事 あれば 愼 べし。 . ^に 成 共 外に 

成 共、 妾 を 置て 可也。 今の 風俗 是 をば 見ぐ るし き やうに 思 ひて せす、 却て 不義の 行、 不孝の 罪に 落 入 者 有。 妻 も 妾 も 

置？ J ならざる 者 は、 古の 學 校の 法に 喪の 鉢 を かねて、 常に <lg 食し、 折々 養生に 魚 鳥 を 食し、 たる 時 は 其 精力 を 武藝に 

用 ひ、 事な き 時 は 書 をよ み、 念 起ら ば 一念の 微 にやめ て、 書の 得が たき 義理 を 思 ふべ し。 すべて 間 思 雜慮は 心 勞し身 

の 煩になる もの なれば， 一念の きざしに はやく 善事に うつすべし。 心の 宫は 思フ 人お も ひなき 事 あた はす。 妄を 正に 

かへ、 惡を 善に かへ て、 思 常に 正 善なる 時 は、 心靈 明の 本然 を 得て、 靜を 主と す。 靜は動 靜の靜 にあら す、 無欲 也。 

無欲なる 時 は 寂然 不動に して、 天下の 故に 通ス。 昔孔 夫子 一男 一女 ありて 後、 天下 を 周流し 給へば、 其 後 は 子な し。 曾 

子 妻 をめ とり、 子 ありて 後 故 有て 妻 を 去。 人後 妻 をす、 むれ 共 二た びめ とらす。 酒 を 飮肉を 食し、 禁戒の 法 はな けれ 

共、 寂莫 として 情欲 不レ 發、 心 法 至て 空. C 如たり。 諸 欲靈靈 を 犯さす、 孔聖會 子の 此行常 法に、 は あら ざれ 共 • 時 虚位た 

まくし かり。 水の 潤 下、 火の 炎上 の^し。 有に も 無に も 心なし 

問、 精力 を 武藝に 用む も、 師 なき 者 はいかん せん 

云、 誥 奉公人なら ぱ務て 奉公 をすべし。 外 ざまに て 隙 多 者 は， 我 身 を 使べ し。 文武の 甕 手 置よ くし、 ちり 拂* 座敷 はき、 

庭 はき、 衣服の 取扱まで も、 精力 餘り あらば 人 あり 共 肉 身し、 公用 禮用 などに つかれたる 時 は 人に なさ しむべし。 前栽 

の 事まで も 僕 と共にせば. 兵の 心地し * 武の 心がけと も 成べ し。 人 は 動物な り。 務て不 * 已時 は、 念 慮の si べき 隙な し。 

身を勞 して 思慮 を勞せ ざれば、 夜 もやす くいね、 養生と 成て 身体す くや か 也。 長者への つとめ、 朋友の まじ はり、 へ 

つら はす を こたら す、 禮 にかな ふべ し。 城の 夜番な どせば、 蒂 かたく 枕 高う ちとけ ていね ぬ ほどに、 少し r どろみ 目 
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さめば 起て 燈 火に 向、 無音の 所への 文 かき、 返事な ど すれば、 夜番の 心がけながら 用 も 達せり。 馬 持 ほどの 身上なら 

ば. 草 わら 大豆な ど 折- 自身 かひ、 馬 をな づけ. 轡 のかけ はづ し、 くら をく 事 を もと もに し、 切々 乘 べし。 馬 は逆乘 

だに せねば. 切々 引出し、 或は 馬場 或は 近の り？？ i のり すれば、 馬の 氣 いさみ、 毛 わかき もの 也。 食 は 身牀を 養べき ほ 

ど を はかり 進退し、 精 あまらば 如レ此 種々 の 務に用 ひ、 其 上に 心 法 有て 念磁を 一 念の 微に 制する 者 は、 情欲の 制しが た 

き 事 はなき 者 也。 昔 二十 歲餘の 小僧 有、 無病に て 顔色うる はし。 人 あり、 小僧 は 色欲 をば 何とかす ると 問ければ、 お 

を もらさば もらし やう あれ 共、 近年の 間に 經 をよ く讀覺 ざれば ならす。 精 を もらして は覺 がた し。 此 故に 愼て 左様の 

事に はふれ すと. S へり。 きとくなる 心 入と 感ぜし 也。 まして 武士 は 十五 六 歳より 三 四十までの 問に、 主君の 用に 立， < 

き 武藝を 達者に なすべき 義也。 微力に て强 力に 勝、 小兵に て 大兵に 勝 は 兵法 也。 第 一 に は 弓馬、 第二に は 鍵 太刀 等 也。 

第三に は 川 達 也。 担 はし、 鳥に か、 づら ひて、 山野 を ありき * 雨露 Iffi 雪， 犯して 身 を 堅^に す。 右の 事共 色扮 を 好て は 

成就せ ざる 者 也。 心得ざる は 不忠^ 孝の 本 也 

或 問、 擗踊。 4- 泣の 中、 哭泣は 今 も あり。 擗 踊の 鉢 は 見えす、 いかん 云、 情 厚して 哀の 至れる^ を あげての たま ふ 也 

問、 哭泣も 人に より 心に はかなし くても、 泣の 出ざる もの 有、 かりそめにも 淚 もろき 者 有。 親子 夫^ 兄^の 死， S に；^ 

なき は、 う" つき やうに てっきな き 者 也。 泣の 出る 藥を用 方 有と. S へり" 及ばざる 者 を も 及ばし むる 禮か 

云、 禮は僞 の 初、 乱の 端と い へ る も かやう のた ぐ ひ 也。 人の 氣質品 々有. 艚を 以て 一 にす る^とせ ざる =5* とお、 情つ 

すき 者 を 厚き 者と ひとしく せんとし、 虚弱なる もの を赏强 なる 者と 1 にせん とする 時 は、 ぃっはらざる^！^ぁたはす。 

偽 は 乱の 端 也。 又 死^な どに よく か， なしみ て、 情 厚く み ゆる 者に * 利欲 深き 者お。 ^うすき やうに て 力なし ま，.. 者に 

利 心. なき 淸き者 有。 一事 を 以て 入 を そしる ベから す、 ほむべ からす 

問， く はだて 及ばし めて 一 にせん は 何ぞゃ 

云、 上戶 にても 能 酒 を 欽者は 常を變 せす、 大方 は 常を變 する 者 也。 酒 を 飲て 多 IK し 、一 5 笑し， 機嫌 能お 冇。 接 嫌&く 
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忿を發 する 者 有。 喪の 中は不 V 笑不レ 忿、 老人病 \ は 酒 肉 を 用と いへ 共、 常を變 する 覺 あらば Kr レ可 i 欤。 肉 を 食しても 

情欲の^^遣なき故に、 ゆるせり とい へ 共、 其 さはり とならば、 用心して みだりに 食せ す。 其 外 何 にても 自己の 分 を は 

かりて、 進退すべし。 是 用心 を 以て 用心な き 正 人に 及べし。 他 は をして 知べ し 

或 問、 死して 魂氣は 天に 歸 すと 聞 時 は、 人の 精神 天に 行て 住する 所有 や 

云、 魂 氣は今 も 天と ひとつ 也。 人 は 神明の 舍と いひて、 しばらくの 旅 宿の 如し。 死す る は a: の 落る が 如し。 生に 數 盡." 

時 は、 氣形を 去 さ 氣絕 する を 死と 云、 數不 レ盡時 も、 口 鼻 をふさぎ て 氣を絕 時 は 死す。 耳目 口 鼻より 天地の 氣とー 鉢 

流行して 不レ已 、天 は 签也。 我 氣も空 也。 茶 は 二な し、 不レ 行して 歸 する 也。 故に 天に 歸 すると 云 は 空に 歸 する を 云 也。 

此氣 形に 舍時 は、 色 鉢の 用 をな せり。 形 を 去て 色 鉢の. 用な きを 天に 歸 すると 云 也 

問、 釋氏{^^^を以て宗とす、 いまだ 天地 あらざる 先を以 チ吾眞 鉢と す。 天地万物 を 以チ皆 幻と す。 人事す ベて 親戚と す、 

盡屛け 除き 了て 一 に ft 空に 歸 せんとす、 しからば 懦怫 一致 か 

云、 釋氏 空を宗 とすと いへ 共、 未 全く {4! を 極め 得す。 故に 輪迴 をみ たり、 天に 輪迴 なし、 これ 天 を 不レ知 也。 天を不 

レ知 故に 知 をい へり 

問、 五 學空を 極て 整 もな く 臭 もな くば、 何ぞ文 王の 升 降、 帝の 左右に^ すと 云る や 云、 天は现 也。 理に順 は 帝の 左 

右に 在す 也 

問、 天は理 のみなら ば 無心に して 精神な きか 

云、 理則至 神 也。 人生 * 時 は 動ざる 事 あた はす • 死 鉢 は 動？！ あた はす、 天と 日月と 行て 不レ 已、 精神な くば 何 を 以て 不 

レ已の 行 あらん。 天の 万物 を 造化して 無盡 蔵なる は、 大空 成る 故 也。 万物 虚 中より 來 *、 ゆく 者 は 盡てか へらす、 輪迴 

の理 なし。 山 澤氣を 通じて 水 空中より わき 出、 ながれて 本の 水に あらす、 川 流の どし 

問、 中 直 を 始* 九 夷 六蠻、 七 15-1=^ 狄の 大國の 大河 小 河、 昼夜と まらす。 數 万歳 此 かた 海に 入て 海水 まさす、 海水 土 

三 五六 


砂に こされて 又 川 流と なり、 めぐりて やます と 云り。 然は水 も輪迴 也。 万物 皆し からん か 

云、 神理 を不レ 知者の 言 也。 潮時 知-死期 1 と 云 は、 水の 增減 也。 さし 潮 は 生す る 也。 ひき 汐は 減す る 也。 其 中 地形の 勢 

有。 さし 潮に 引 やうなる 所有。 ひき 汐 にさす やう 成 所有。 是 地形の 勢 也。 さしひきに あなた XJ なた する に は あらす。 

北國 浦に て 能 しらる、 也。 北海に て は 潮汐の さしひき 南海の やうに は 見えす、 引 時 少し 減す。 さす 時少ゃ = 地形の 勢 

の變 なし。 人の 生る、 は 水の 生る 時 也。 世間に 是を 潮時と 云。 死す る は 水の 減す る 時 也。 知 死期と いへ り。 中 夏 四；^ 

の 川 流 海に 入て 海と 共に 減す、 山 澤氣を 通じて 虚 中より わき 出る 泉 やむ 時な し。 ま はりて めぐる 理 なし。 網 海の 爽-幾 

億万 里と 云 事 を 不レ知 大！^ 有、 實に惟 無 底の 谷 也と いへ り。 大堅無 底 は {ゃ； 虚を さして 云 也。 東南 は 天の 陽 地の 陰に て、 

世界の 地形 東 さがり 也。 故に 水 は 常に 東 逝す る 也。 東に 行て 減す る 故に、 底な き 谷と いへ り。 南に 山 有、 北に 海 をう 

けたる 國は 北に 流れ、 東に 岡 有、 西に 海を受 たる 所 は 西に 流る、 是を逆 川と 云、 しばらく 地形の 勢 也。 終に ゆくは^ 

南 也。 逆 川に 鮭 魚 有 

問、 死して is- となりた る 者 有、 |<^^に歸するとばかりも心得がたし、 いかん 

云、 五六 十 年 前に、 幽靈 鉢の 者 ありければ、 老僧 有， 仏法 ももつ けなる ものな りと 云け ると 也。 此^ 勞カ ありて 輪遞 

に 不：， 惑 故に、 仏法 出来て、 幽靈も 有さ を しれり。 仏法に 輪迴 執 をい ふ を M 習て 死す る 故に、 忍ふ^を夢にみる^:o 

し。 數个 i 盡に 死した る 者、 しばらく もえさしの 烟淺 たる 也。 乂 世間の 者幽靈 有と 思 ふ 迷に 乘 じて、 狐 Si の妖 をな す も 

有。 仏法 以前に はなき 夭 娘 也。 取 分 天竺 南 蟹に は 輪 迴幽靈 鉢の 事 度々 ありと いへ り。 中 K 日本に はまれ 也。 义雠法 

以前に も靈と 成た る 者 有。 それ は 精魂つ よき 者、 其 死 を 得す、 數小 W 盡に 死した る 者 也。 數 しらぬ 人の 屮に、 五 百年 千 

年の 間に もまれ 成 事 也。 叉 剛強の 者 其 死 を 得す、 うらみ をの こして 大成 災害 をな す £ 有。 是 をば 世 聞に «| とは不 * 知 

問、 輪迴幽 鎏妳の 事、 南赞 西.^ に は 多く、 中 夏 日本に まれ 成 事 は 何ぞゃ 

云、 南 璺西戎 北狄は 種類 異也 とて、 形 は 人に て 大方 人の 心 ありと いへ 共、 徵虫 S 姓 を^た る 所 ありて、 明德 全く  な 
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らす。 故に 人に も變化 鉢の 者 まれに はありと 見えたり。 鳥獸は 欲心 斗 なれば 知淺 し。 南西 北の 人 は 知 深して 禽獣の 欲 

あれば、 死しても 沈 魂 滞 魂し ば ら くも 不レ散 者 有。 其 跡に よりて み れ ば 生れ か はる やうなる 事 も， 輪廻の やうなる 鉢 も 

有。 聖人の 生れざる 國 なれば、 天地人 一貫の 心 法 叉 F: しき 文學 なし。 故に 本现 を不レ 知。 跡に て 見る 時 は 輪廻と 思 ふ 

も餘義 なし。 物の 生す るに 氣化形 化 卵 化變化 有。 氣化は 父母な く氣 中より せ； する 物 也。 形 化 は 形より 形 ありて 生す る 

者&。 卵 化 はた まごに て 生す、 鳥 愈な どの 類 也。 變化 はす、 み 海水に 入て 蛤と 成、 維た いらぎ となり、 毛虫 蝶と なり， 

きりう じ蟬と 成、 山芋 鰻と 成 類 也。 此變化 を 跡に て みれば 生れ か はる やう 也。 取 分 虫に 變 化の 物 多し。 怫生國 は 西戎 

なれ 共、 南に よりて 南 蠻と隣 也。 蠻は 虫に かたどれり。 虫の 姓を帶 たる 所有 故に、 文字に も 作り 

問、 釋迦は 大聖 世 尊と いへ り。 西戎に 聖人 不：^ 生と はいか 

云、 釋迦は 西戎の 聖人 也。 生 國西戎 なれ 共、 南西 北の 諸 國には 又 二人共な くすぐれたり。 西戎 に世眞 より 十代の 孫 也。 

世 は shN 字 也。 せ 尊 は 名 也。 世眞世 尊と つ ^きたり 。尊圓 翁 朝な ど 云が/どし。 世人 釋迦を 尊て 云と い へ り。 身 は 人 聞 

_ 第一 の賤 しき 乞食の 修行 なれ 共、 心 は 凡 心 を 去 たれば、 西戎 にて は 尊て 云 共 可也。 赏は世 尊 は 名に て 釋迦と 云が 尊び 

たる 言な り。 能 仁 を 釋迦と 云 也。 慈悲 深き 心の 位 をい へり。 誰 にても 能 仁の 尺 を釋迦 と云斷 なれ 共、 * 尊 一人の 名と 

なりたる は 慈悲の すぐれたれば なり。 中 夏の 道學を a て 心の 位 を 云 時 は、 釋： i 達磨 は 大意 をみ て 悟道 也。 悟道 はい ま 

だ大资 にも 及ばす、 狂者の 心の 位 也 

問、 It 迦の 神通力 廣大の 方便 は 狂者の 及べき にあら す、 中复の 3^ 賢に もま さらん か。 故に 大^ 世 尊と は 云なる べし 

云、 是聖學 を しらざる のみなら す、 仏學を も不" 知な り。 釋迦の 神通力 は怫 法の 中の 末なる 事 也。 仏書に い へ る 神通力 

は 皆 幻術 也。 南镫の 者、 昔 は 上手な りし を釋. i! 是を學 て 怫法を ひろむる 方便と せり。 釋； i は 此術を 得て 一 入 上手 也。 

法 印 を 傳んも 得心すべき 者に あらす。 後生 輪廻の 說 にも 思 ひ 入す * 何とも 取 入べき やうな き 者に、 幻術 を 以て 祌通を 

な ば、 さすが 凡夫に て理 くらければ おどろく 故に、 それより 後生の 說に おもむきぬ。 釋. 19 も不レ 得レ已 しての 神通力 


if? 

也 • 佛法を 中 夏へ 渡す 時、 此術を 傳ては 中 夏 は. 印有國 なれば， 眞の 仏法 共に^ くな らんと てぞレ 渡、 只怫の 通力 也。 後 

世の 仏者の 及べき にあら すと 云し 斗 也。 中 夏に て 仙. il^ に 此術少 "有し を、 海坊 習て 歸 n の 後、 折々 きとく をな せり。 

中 EC 書に も ；！ 1 本より さ 海と 云 僧 来て 仙 { ぶの 術 を學 びたり と 書り。 與福寺 東大寺の 僧と， 穴せ 海と 天子の 御^にて 法 

論に 及びし 時、 空 海 身より 光 を はなちければ、 兩寺の 佾頭を 地に つけて 拜 したり。 天子 も秆し 給 ひしと 也。 又. 太子の 

御前に 生 栗 有ければ、 火の 印 を むすびたり とて、 手の 內 にて 燒栗. にして 出したり。 其 外方 * にて きとく をな し、 仏法 

の 方便と す 0  ^ty海は學カ有ければ、正法にきとくなしと云.90 折 * きとく を垅 したる は 末の 琪 也と 思 はし めんが 爲也。 

釋迦 はくさ びら の 毒に 當り、 背 痛して 死せ り。 達 轡 は 中 夏の 凡 滑 ども 渡世の 害に 成 u をに くみて、 毒 を あたへ て 狡し 

たり。 過去 現世 未來 人の 心中 迄 見通す ほどの 神通力な らば、 何 ぞ其毒 を 不レ知 や、 -个レ 知 は 却て よし， 1^ 迦 ri^ 胸の 道の 

疵に はなら す。 佛書 にいへ る 神通力 は 或は 幻術 或は 權說 なると を あかさん が爲 なり。 の敎に は假說 ありと は 彼 物 

を 以て この 物の 理を云 也。 莊周是 を 一變 して 寓言 を 云り。 寓言と は魔姬 のよ めいり、 獨 S の 夢の 吿 どき^ 也。 K は &2 

被の 吿 なけれ 共、 物い はせ て 生死の 理を 云り。 權說は 又 寓言 を 一 っ變 じて 方便に 云り。 なき 事 なれば 偽 なれ ども、 0 

迦は凡 心 を 去て、 慈悲より いへば 僞も 方便 也。 幼少の 子 をす かす は 大方 僞 なれ 共、 慈愛の 心より 云^ なれば 偽 * と は 

人い はざる が どし。 後世の 仏 氏 凡 心 有て いへば 方便 も僞 也。 故に 正 法に 歸 せし 怫氏は 奇特 を 好 は 利 心 成と いひ、 通力 

を 悅は野 狐 性な りと. S へり。 無用の長物 語 なれ ども 惑と け ざれ ぱ本 Q 正理 あら はれが たし。 出る に まかせて おし S ぬ。 

騣 所の 形 兑と思 ふば かりなり 

我より は 久し かるべき あと なれ どし のばぬ 人 は あはれ ともみ じ  、 
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熊澤 先生 能 明，， 于 神聖 之 道， 資，， 以西 土 之敎？ 其 所- 41 述 1 皆 足， = 以稗 n 签于 天下- 矣。 此書盖 出- 于晚年 之 手記 一 論 

益 F. 識益 高。 豈 云，, 斷璧 殘圭？ 予 比，, 之 連 城 二 K 

嘉永 重陽 後 二日 

多 氣志樓 主人 弘誌 


ミ六 一 

息 先生 道談 it§g 肩； 野 黄鬥， I 

問、 大學の 格 物 とい ひ 正ん 云扦 と. S ふ、 いづれ よろしく 侍る や。 云、 物 はすな はち 事 也。 物 ある 故に 1* あり。 ^は 

物の 用に して 物 は 事の 休 也。 物事 一 一にして 二に あらす。 されば 物 を 正スと 云、 と 也。 正と いふに て扞、 心 は をの づ から こも 

れり。 洪範にぃ へる五事を正す事^^ 視聽首 動思是 也。 顔子に示されたる非蹭勿視聽言動と云も同^^^» これに 思の 

，いらざる 事 は、 思 は視聽 一一 一 c 動の 四の 物に こもる 事 也。 四德に 信の こもる とおな じ £ 也。 洪範は 次^ を 立てと かれた る 

故に 丁寧 也。 不義 を 惡む心 人 * 具足して あれば、 それ を 主として 此 -.f- 事 をた す 事と 知べ し。 人問の所作此五^*の外 

に はなし。 易に 精義 入神と いふ ごとく 此五事 を 正して く はしくなる 程 精義 入神す る 也。 聖人 とても 格 物の 外 はなき 也。 

人 € 格 物 は 善の 中に ての 格 物に て 精義 入神した まふ。 Bjf 者の 格 物 は 善惡 のうちに てた す 也。 此 たが ひめ 也。 舜の 

好 問 而好察 通 言 隙 惡揚善 執 其 兩端用 其 中 於 民 云 * 是^ 舜の格 物 也。 今日 凡人 とても 一 事の 精 入祌は ある EJ 也。 莊 子- 

昔 ブンマ ワン をす る もの、 ありし に、 始の聞 はぶん ま はしに て 丸 をせ しが、 後に はぶん ま はしい ら すして 丸 をす るに、 

少も ゆがみな かりし 也。 是 ぶん ま はし 一事の 精義 入神 也。 恒の產 なければ、 恒の 心なし と 云 は、 民の^*也*  士已上 は 

義理の 心を胎 中より 澤 山に 生れ 付た る 故に、 恒の產 なけれ ども、 恒の心 ある 也。 先祖より 其 心を受 きたる 故 生れな が 

ら盜 などせ ぬ 事 は 精義 入神に て、 此 一 直 は聖 にも か はり. なき 也。 下 * の 者 ども は、 ぬすみ をして 人に を はれな どす る 

と. S ふ Hi を 夢に みる 也 -0  士已上 は 左様の 夢 はみ ぬ 事 也。 S 一 ー= 人に 夢な しとい ふ も か 様の 事 也。 凡人 とてもぬ すみ をす る 

夢 をみ ぬ 事 は 聖人と おなじ 事 也。 懋 じて 夢 は 平生の 心の 位 程なる 事 をみ る もの 也 

間、 聖.^ にも 病 あるべき 哉 否。 云、 聖人 とても 外 邪に を かされざる とい ふさ はなき 也。 想 じてん は » 動 夜 休す るが 常 

也。 され ども 夜う ごかで かな はざる 道理 あれば、 道理に したがってう ごく 也。 人 は； ^ に はかま はす、 刑に したが ふ 
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故に、.^ 暑甚 しくても 理 ばかり をみ て を こな ふ ほどに、 别 して 外 邪の 優 ある 也。 仙人な ど は 氣を養 ふ 故に 病 はなき 也 

心の 和の 事。 視所其 爲觀所 其 由 察 所 其{ ち 安 は 平生 無事の 時の ャ？ 也。 其す る 所、 其よ る 所まで は 善 なれ ども、 平生 無 

事の 時た のしむ 所に おいて、 心の 位み ゆる もの 也。 安す る 所 和せ ざれば 至極の 事に て はなき 也。 是 g 道德 のた のしみ 

也。 安す る 所に 於て 人， の 位み ゆる 也 

閼、 道 はいか やうなる 事ぞゃ * 云、 道 は 人の 道 なれば いか やうなる i とい ふ CJ もな し。 人の 道 は 則 太虚の 神道 也。 吾 

道の 人の 道のと いふ £ は なき 也。 儒者 沸 者と 名の 付 £ も 無我の 人 始て此 朝へ わたりたら ば 儒者 佛者 とい ふと は 云 まじ 

き 也。 その ま、 神道 をた て、 其费 をす くいて をくべし。 我等 も はじめつ かたは 怫者 にっきて 聞し かど も、 よき 怫 者に 

あはざる 故 やらん、 合點も ゆかざる 故に、 s!*^ 賢の 書に よりて 少 心得 も 出來 たる 也。 おなじく は 神道の 事 をよ く 知て、 

奥底. く秘 蜜の 事 をも殘 さすい ひき かする もの あらば、 それによ りて 神道に て 儒 書 をから す 萬 世まで も敎 になる 様に 

し てをきた きと なれ ども、 左様なる ものに は あはざる 故 無 是非 也 

問、 さて 受用は 如何。 云、 いろくの 事 をい へど も n 一種の 象 程手ぢ かき 受用是 なき 也。 聖人の 受用 とても 此 外に はな 

き 也。 伏蔡の 易三畫 ひかれて 乾に なりて、 それ を 叉三畫 中を斷 て、 坤の卦 出て 八卦いて、 それより 六十 四卦 出、 それ 

より 萬 物の 數ぃ でたり。 舟な ども 鼎の 卦を みて 黄 帝の 造り はじめられ、 弓矢な ども 卦 中より 出たり。 され ども 左樣の 

事 は 聖人なら では 其卦 ばかり をみ て 知事 はならぬ 也。 それば かりにて はしらざる 故 文 王 彖の詞 を 加へ、 周 公 < 乂. ^辞 を 加 

鲁 

へ、 孔子 十！^ を 加 へられて 敎と 成た る 也。 畢竟 一二 畫に はじまれば 本 は II ー畫 也。 三畫の 分に て は 何とも 手ぢ か&ら す。 

此 三種の 象は聖 凡と もに 手近き 也。 鏡 は 万象 をう つす 事 あきらかにして、 しかも 中 虔也。 中に 一物 あれば ガ象ゥ つら 

す、 中-二 物なくて 虔 なる 故に、 外より 來る 物の 曲直 を 照 さすと いふ なし. - 此 M 神明 也。 神明 は 正直に して 知 也. - 聖 

ふ は れを 知と い ひ、 神道 にて は 神明と 云 同事 也。 さ て 鏡 を うらが へして はくらくして 物 はう つらぬ 也 。是 不正直 也。 

くらき 故に 推量の 知 を 以て 物 を さばくに よりて 私になる 也。 璽 は 八坂瓊 曲玉、 まがる とて 邪曲なる U にて はなし。 則 
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つぶさなる CJ 也 o 善惡を 腐 すぐにう つし たるま- -に 行て は、 人情 か 行 はれざる 故に まがりた るが 仁 也。 i« 物まで 殘さ 

す、 つぶさに 愛する 心 也。 善 は 善、 惡は惡 とうつ すが 正直なる ベ けれども、 その くにて は 却而行 はれざる 也。 舜好 

間^ 好 察邇霄 惡揚善 云々 恵 i 惡揚, 善れば 善 "進み 惡は耻 て 止 也。 ^レ その 悪 をな したる 者の 心に、 とても あら は 

れ たる 悪 &れ ばと て 却て すてぶ ちに なりて 惡が やまざる もの 也。 悪 を かくせば • 其 者が 耻て改 る 道 あり •  K 直に 拗 

レ善懲 レ悪は 伯 者 也。 王者 ハ！ ^悪" 揚 ゅ善ォ 也。 愛の 心から 父ハ爲 V 子隱シ 子爲父 陰が 也。 さて 物の 堪忍 をす るが 奥 也。 

善-進" 惡 を殺斷 する が 勇 也。 則劍 也。 心の 鉢 は あら はすべき 樣 なし。 物に うつして 象 をな して しらする なり。 伏義も 

三靈 をな して 人に しめされ たる 也。 されば 三種の 象に うつして 神宮の 瑰 々件 尊に ゆ づられ し 也。 其 時に 我 を 見る が-^ 

くに 覺 召されよ とて^られ し 也。 尊に も此 明鏡の, く. 御 心 を 持れ よと ある と3。 今日 入々 の 身に も； 二種が ある 也。 

知 仁 勇の 三者 は 天下の 達德 也と 中庸に もい へり 

人 * 勇な き 故に 物に 退屈し を こたる 敷 

云、 それ は 無用なる 事に 精力 を盡す 故に 退屈す る 也。 たと へば 只今の 時分 なれば 公用 は 各^ 也。 夜 もみじ かき 時分な 

れば、 初夜 時分 それ 前から もやす めて 寢ば、 朝早く 起て 物 をな すに 草 臥ざる 也 

問、 とかく 送. 9 迎へ にか V りて 居て 隙 を费ス なるべし 

云、 其 送迎 益 あらば せめて なれ ども 了ソ として 用に たつ 5 はなき 也。 それ をよ く合點 すれば なくなる 也。 その 手 聞に 

は 何なりと も 事 をな し、 或は 書 にても 見れば それより は 益 ある 也。 無用の をく りむ か へ をして 糖り をつ くさん より は. 

やすみた る ははる かによ き 也 

問、 人々 怒に は 勇が ある 也。 云、 怒べき ii^ ある 時に 其 怒 を こらえて 勇 を 以て 決斷 して、 その.. V.- ハめ しづ まりて 後、 怒べ 

き 事 か、 怒 まじき 事 かと みれば、 多 はおらす してよ き K1 がちなる もの 也 

問、 論語、 文王&"^.ち 文不， 在；， 玆乎。 天生 德於予 桓魅其 如 予何德 之 不俯學 之 不鼷出 M$ 公卿 入 父兄 喪^ 不 敢不勉 

, . - ill* 生 道 ^  ft  ,  .tn 
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不爲酒 困 何 有 我 哉な どの 類 相 遠 如何 . 云、 桓 魅が 乱に 孔子 を かこみて 死生の か- -る 所、 鬥 弟子の 恐惧 する 故に、 爱に 

て は 謙 退 はならざる 所 也。 されば 眞 直に 聖人の 正面の ど をり を. S ひき かせられて、 門人 を 慰せられ し 也。 此 難に 逢て 

死す る 事なら ば、 天が 我 を 生せ じと 也。 若 我 を 生しても 此德 をな すま じき 也。 我に 如 此の 德 をな すうへ は桓 魅が 人力 

を 以て ほろぼす 事 はならぬ 理也。 不講舉 など は 今日 も ある 事 也。 人の 非 をい はむ 爲に我 を そしりて、 人に さとらす る 

事 ある 也" 左様の 類なる べし。 か 樣の事 は 其 語 を 身に 試みれば 合點 せらる 、也。 富 而可求 也〕 雖執 鞔之士 吾亦爲 之な 

ど 人に さとさん 爲に、 凡人に なりての 給 ふ 語 也。 か 様の 事 聖人の 上に はなき とい ふ 事 は、 我心の 上に 引合せて みれば 

しらる、 事 也。 聖人の 語に も 深き あり 淺き あり。 鬥 弟子の 及ぶ 所に したがって とかれた る 也。 され ぱ 同じ 心の 語に て 

も、 種々 にか へて 說れ たる 也。 聖人の 語 なれば とて、 わけもなく 高く みる 故に、 却て 義理み えざる 也。 聖人 とても わ 

ら はべに 對 して は 其 氣に應 じて ときき かさる. -也 

問、 右の どく 門弟に 對 して は 尤也。 周 公金 膝の 元 孫不若 且多材 多藝、 神明に 對 して か 樣の事 不審 也、 如何。 云、 神明 

に對 して はいよ く 卑下 はせ ざる 也。 却て 我 身分より は あげてい ふ 事 也。 神 を 祭る 時 祭文に も 孝子 某と いふ 也。 たと 

ひ 不孝 にても かくい ふ 也。 祭る は 孝子なる 故 也 

問 * 書の 見樣 如何。 云、 書の昆 樣 とて 誰に なら ひたる 事 もな し。 畢竟 書 を さの みたの む c」 にても なき 也。 我心に 道理 

は ある もの なれば、 我心に 引合せて 我受 用になる べき 語 をみ て、 いづれ からな りと も 入る 事 也。 されば 語 ニーに てす 

む MJ 也 0 1 * しらで もく るし からす、 多ければ 却て まど ひになる 事 也。 合點 ゆかぬ 所 は 其 分に し てをきて よき 也。 し 

ら でも 事 も かけざる 也。 問、 さあら ば 書 はいらぬ とい ふやう になる 也、 いか t -。 云、 無用の 用 也。 皆 用に 立と おも 

へば 害に なりて 用に 立 HJ はなく、 しかも まど ひになる 也。 その まど ひのとけ たる 君子が みれば、 それ/、 の 用に たつ 

事 也。 たと へば 十文字 かぎ 鐽の やうなる 物、 下手に つかへば それ を 無理に 用に たてた が. ON て、 さきの やり を それにて 

おさへ. it- どす るな り。 そのす きをみ て、 さきから 鎚を いる」 也。 上手が つかへば 、それ をし fc て 用に たてぬ 也。 用に た 
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てばたつ る、 た、 ざれば たてす に をく 也。 それによ りて かへ りて さきより むつ かしがる 也。 されば 省 も 無用の 用と 云 

物 也。 た 1- そよ み を すれば 我心に かな ひたる 所 は あなたから 感通 する 所 ある 也。 その 感通 する 處が我 il^lw に相應 した 

る 事 也。 それ をよ くみて 受用 にした るが よき 也。 救メ 聖人の 語 は 雪の 屮の ffi^ の 跡の やうなる もの 也。 其 跡 をと めて 行 

て 鬼に たづね あへば、 跡 はも はや いらざる 物 也。 其 どく 聖人の 心 はお 胸中に あれば、 聖人の 語 を 以て 、胸 巾に 合て み 

る 也。 それ を 自得す れぱ塱 人の！ はも はや いらざる 也 

或 問に 答、 本經は 心の 註 也- 註 は 本 經の註 也。 大全 は 註の 註 也。 されば 末 を 追て ははて しもな き 事 也 た 本經 をみ 

たるが よき 也 

問、 詩 可 以怨。 云、 聖人 は不 怨天不 咎人 なれば、 怨と云 事 はなき 也。 詩 可以怨 とい ふ 聖人の 詩 は 和 光 同 §8 の 心に て， 

聖人の 本 座より 人情へ いで、. S ひたる もの 也。 今日 とてもた とへば、 懇 S なる 友の 我鬥を 過て 立 よらざる を しらぬ が 

ほに て をけば、 俗にい ふそち うち まいらす とい ふ ものに なりて、 離る、 はしと なり、 人情に さかる 也。 されば 义 何と 

して 立 よら ざり しと 眞 すぐにい へば するど 也。 それ を 詩 にても， SIS- にても かこち やれば、 却て したしみ となる 也 0 此ー 

牽全鉢 は 詩 をみ るの 法 なれ ども 此； 句 は 右の どし 

可以 群と いふ は 以文 會 友の 心 也。 沸 者な どは說 法と いひて 人 を あつめて 說 きかせ、 或は 論難 問答す る 也。 燔 はさ やう 

にて はなき 也 C 其會 したる 友と 我 不審 を もい ひ 人のう たが ひも かたりあ ひて、 たが ひに みがく 事 也。 たと へば^の 會、 

弓の 會、 何 にても 文武と もに 貧して、 哥 など はたと ひ 出来せば 其 分、 出來 せす ば 又 共 分に て あるべき 也。 是非ともに 

出來 させんと. S ふ 事に て はなき 也。 わざと かたらん とて こしら へて よりあつまる 事 はなき 事 也。 孔 十の 鬥 お 子に をけ 

る も、 或は 管絃 などして、 其 上に て 人く 身に ちかき 受 用の 不赛を たづ ぬれ ば^られし 也。 故な くより あつまる と 

いふ 事 はなき 事と 也 

問、 接 明 子 云、 詩 經都衛 の 詩 は 淫奔 S 詩 也。 夫子の せらる、 にあら や。 後世 三 ぼ a? の^に 合せん が a? に附 きした ると 
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云、 此事 如何。 但勸 善懲惡 ならば 善惡 ともに 敎 になるべき 敷。 云、 我 は 陽 明， 說を もとらす、 叉勸赛懲惡なれば_^^3悪 

ともに 敎 になる とい ふ說 もたらざる 様に 思 フ也" 惡人は 惡の敎 になる 處 をば みすして、 惡の 助に する 故に、 惡を しるし 

て敎 になる とい ふ rj はなき 也。 只 鄭衞の 詩 は 小人の 爲には あらで、 君子の 爲に S でされ たると みえたり。 天下 を 治る に 

上 君子ば かりにて、 下の 情 を しらすして は 治められぬ 也。 君子ば かりより 合 なれば 敎 はいらざる 也。 されば 鄭衛 淫奔 

の 詩に てよ く 下の 情が しらる、 也。 君子の 爲には 小 雅大雅 よりも 鄭衛の 詩が 重 寶也。 されば 小人の 爲には 却て 惡 のた 

すけに なりて、 悪 を こらす たよりに はならざる 也。 され ども 其 害になる tj をば かま はすして、 君子の ために 续 された 

ると みえたり 

問、 陽 明 云、 左傳は 事を詮 とする にあら す、 我 君 殺 父に て 不孝 不忠の 罪 はしらる £ 也。 如何。 云、 此事は 未决、 云佛 

の 前の 經と. S ふ 様なる 事 なれ ども、 此 以前 源氏物語 を 見た るに 事の 外 益 を 得た る 也" 其 後 それ をき、 て 二三 人 もみる 

べき かとい ひし 人 ありし を、 みな 必 無用の よしをい ひて と めた る 也。 源氏物語 にて MJ の ほか 人情が しらる 、也。 い 

ふべき 事に てい ひにくき 事の、 いはで はわろ き 事な ど を、 おもしろく さはらざる 樣に いひな したる 也 。假名の 物に て 

日本の 事故 やらん 人情 を 知？ -鄭衞 の 詩よりも 我等 は 事 外に 益 を 得た る 也。 慰て 一部 Q 作意 式部が ふかき 心 ありた ると 

みえたり。 今 少氣根 も ありて 和哥の 事な ども 知たら ぱ 抄出が したき 也。 古き 抄物 どもに は 註して あしかるべき 所 はさ 

まぐ？ 整 をして、 肝心の 事 をば 註ぜ ざる 也。 歷々 の 講談 はき、 たる K- もな-し。 町な どに てよ むは 無設 所に 精 を 出し 

て、 說 * を あげな どして、 肝心の 事 をば 沙汰 もせぬ 也。 我等 思 は 作者の 趣意 式部が 時分に 漸 こ.^ もとの 風俗 も をと ろ ふ 

るき ざし 略み えたり。 式部が. t 分 はや 攝家檣 をと りて 譜代^に なりたり。 文 は 奢 なれば 文ば かりにな りて、 下の 情 を 

しらす * 受領な ど は 彼宫の く あ ヘレら ひたる 故、 都 を 物う く 思へ り. - そ C 折 ふし 武官の 楝桀 をと りぬ る 人に したが 

へ ば、 士 の醴義 ある KJ を よろこべり。 かやう にう つり 行 をみ て、 風俗 は 卅年裎 にて はか はり、 詞も 時 の はやり 詞な ども 

變 する 物に て、 曰々 にい やしく 成 行 ぬれば、 程なく 上古の 言葉 はたえん こと を * ひて、 色 は 人の 好む ものな れぱ、 た 
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ぇナ みて »? らん £ を 思 ひ、 好色 をつ り 糸に して、 古の 詞を殘 し、 禮樂の Kl、 人情 時變 などく はしく かきたり" 中人以 

上の 人 は、 つり 糸 を またす して 魚 を 得べ し。 中 人 以下 は 釣糸の み をみ て、 魚 を しらす。 つたへ て 君子 を 待 もの 也 

志 を 立る HJ はいか J-0 云、 志 を 立る に 何とい ふ 工夫 はなし。 赛 など をみ るに つきて いっとな く 志 は 立 也。 善 を^む 心 

あれば 自然に 悪が いやになる 也 

欲 を 去 さは 如何。 云， 世 聞に あしく 心得る 也。 世 王と いふ もの ありて 飲食 衣服 家居な どやう の 物 は、 なくて かな はぬ 

物 也。 是は 欲に て はなし。 義に隨 てうけ、 義 にした が ひて 施す 分 は、 大小に よらす 欲に て はなし。 廊 15 士が金 を 海へ 沈 

めた る樣 なる £ は 一向 わけ もな き 事 也。 今の 出家な ど は 無欲 をつ くりて あきな ひに する 也 

三人 行 ツル トキ ン ハ我師 ァリ。 とい ふ は 手 遠くて 受 用に なりが たし。 天下に 善悪 一 一人な り。 さて 我 一 人に て； 二人 也。 

我に 善 を 好み 惡 をに くむの 心 あれば、 則師は 我に ある 也。 外の 師を たのむ K1 にて はなし。 されば 三人 行 ツル トキ ハ我 

師 ナリト みたる がよ き 也。 賜不 受命而 貨殖 スとは 如何。 云、 貨殖 は あきな ひの 樣 なる HJ 也。 貨殖が あしきと いふに あ 

らす。 命 を 不受が あしき 也。 七十 子の 門人 いづれ も 错本產 あり。 或 奉公人 も あり。 或は あきな ひする もの も あり。 み 

な それく の產業 あり。 子 貢元來 貨殖 を 逢と せし 也。 され ぱ 貨殖の あしきに あらす、 命 Ad 不 t 受所を いましめられ たる 

也。 子 貢 才知 ありた る 故に 利害が 明らかに みえて 不從命 也。 問、 子 貢 ほどの もの はさ は ある まじき tj 也。 いか i -。 云、 

知が 明らかなる 故お も はす しらす 不從命 也。 それ も 少の箏 也。 范慮 など も 後に 货航 はし たれ ども， 此は 命に したが ひ 

て 貨殖せ し 故 一段とよ き 也 

人 * 命 ある 事 也。 <^の大名などにも其才にょ.9て！1^卞し、 農に なし ェ商 になす 人 ある 也。 道 ある 世 なれば；？： して、 

それく の才 口にする 也。 その 人 も 我才德 をし りて くた る 事 也。 許 由な ど德 行の^ なる 事を堯 の^ 及 給 ひて， 天下 を 

讅 らんと 勅使 をつ か はされ し を， 許 由 は、 我 は その 才德 もな き 物 を、 堯の 我才を しらすして めさる V と し 故 に^し 

たる 也。 耳 を あら ひし 事 は、 二度 勅使 をう け まじき とて、 一 の 狂 を まう けたる 也 

<& 先生 邀》- .  七 ， 


問、 今日 太公望 • 伊 尹 ごとき 賢人 民間に あらば 舉 用べき や。 云、 舉 用べき こと 也. され ども 如 今の 勢に て はなら ざ 

る 事 也。 攝家， 大臣 家な ど をう ちく づ してなら ではならざる MJ 也。 只今の 勢に ては此 事が よき 也。 道お こりて、 しな 

をす 時には 擧 用ら れぬ 事に て はなき 也。 愛 許の 衰微 は攝. 冢の家 定まりた るより はじまりし 也。 代に も祿を 世. - にす 

る 事 は 定法 なれ ども、 官を 世々 する 事 はなき 也。 宫を世 する は 私 也。 上古に は s^. 廟な ども 大臣に 葬 進 也。 其 外 家の 

定まりな く 昇進した る 事 多き 事 也 

問、 世祿 如何。 云、 世祿は 常の 事 也。 問、 さあら ば 民間より 才德 ある 者 連々 昇進 も あらば、 後に はかぎ り も あるべ か 

らす、 如何。 云、 民閒 より 昇 官位 者 は 世 々する にあら す、 或は 農な どなれば、 其 人 をば あげて、 その子 は その ま、 

農業 を つとむる 也。 其 人 も 七十 以後 致仕して 在所へ 引 籠りて は 本職に したが ふ 也。 功德 あれば 金祿 など 多く 袷る 也。 

甚功德 ありて 太公望が 樣 なる は 封ぜら る、 事 也。 さもな き は 本職に かへ る 也。 諸葛亮 など 民間より 出た る 人 也。 一代 

にて おはりた る 也。 諸亮が 妻子 は その ま、 故 鄕に殘 し 置て、 我 一 人出て つかへ し 也。 我 富贵を 妻子に みせ まじき とて、 

妻子 をば ぎへ 出さ r りし 也。 其 上 在所に 關 をす へて、 故鄕の 妻子へ 方々 の 昔 物 を もと どめし 也。 又 我の ちに 金銀の こ 

り あらば、 妻子に つか はすべき かとて、 毎日く 来たる 物に ほどこし たる 也。 されば 名家の 大臣の やうに 一代に てせ 

* はせ ぬ 也。 官を世 * にす るから 次第に 上ら ふに なりて 下の 情 を しらざる 也 

間、 王 代の 舉校 大學 にて は 何事 を敎へ 侍る や。 云、 小 學大學 か はりな し、 皆 六 藝の事 也。 大小 は 所に よりて 名 か は 

りたる 也。 小學は 閬卷、 大學は 京師な り。 大舉は 天子 諸侯 子、 其 外 俊秀なる 紫 を 撰て 入る 也。 小學は をし なべて い 

る、 也。 天子の 御子と い へど も、 下の^6^;をしろしめされざれぱ* 天下 は 治められぬ 故、 大學 にて なら はする 也。 舜に 

堯の九 男 二 女 をく だして、 つかへ させられ たる も、 天子の 子なる とて はこる 心 もな きか、 あるか を 試ら れし也 U 爱許 

の 森 微も攝 .；1^ 定 りたる より 日 * に おごりて、 下の 情 を しらざる 故に 曰々 におと ろ へたる 也 

問、 天下の 人の 我に まさると みる 事. S か 1^。 云、 皆 まさりた る 也。 水く み 以下の やうなる £ にても、 我 はかの 才 はな 
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ら ざる 也。 天下の 才 みな 我 どく なれば、 用 は 達せざる 也。 人く それく の才 違た るに て 重 tf! 也。 それにて 萬 事と、 

の ほる 也。 農 を 得た る 者 は 農 をつ とめ、 大工 商み なかく の 如し。 それにて 天下の 事と、 の ほれり 

問、 一念 動して 後 は 正 鉢 もなくなる 也。 いか 受用 有べき。 云， それ は胸屮 * のせば き 故 也" 天虔 して の 飛に した 

が ひ、 淵廣 して 魚の 躍る に まかす と あり。 太 虔の中 は 鳥が とべ ども 無 隙 也。 胸中せば き 故 籠の 中の 鳥の どく、 あなた 

XJ なた へつ かゆる 也 

問、 世間の 交り はいか J -。 云、 兒 子に まじ はるが 如し。 かれ を あせら かせば、 それにつ きて あばれ か、 るな り。 己 を 

おさめて 愛する こ.^ ろ あれば、 自然と しづかになる 也。 あせら かせば 却て 愛する こ、 ろ はなき 也。 問、 さやう にて 

は あなどる に は あらす や。 云、 あなどる にあら す、 その やうなる ものと、 その 人々 の 上に てみ て をく 也。 汝爲汝 、我爲 

我 也。 惡に伴 ふに あらす、 万物 一休の 虚の 善なる 所に て 交る 也。 悪事 も 彼が 本意に て はなし。 私慾にひかれてする：^3- 

也。 されば その 本心と まじ はる 也。 惡に ともな ふに あらす、 聖人に 友な ふと 同事 也。 我等 鉢の 五 人 三人 召つ かふ 者 は、 

云つ けたる 事 を も わすれ、 すべ. <_atj を も を こたる を、 しらぬ かほに て をけば、 いよ を こたる 故に、 しかりた る は 

よき 也。 され ども それ はかれが よき 所 也。 主の HJ ぐく 氣に入 やうに すれば、 一 たまり もな くつ かひ ころさる、 也。 

わすれつ、 お XJ たるに て、 氣を養 ひて、 養生に なりて- 久しくつ か はる、 也 

往来の 念 やます、 如何。 云、 そのごと く、 その ま、 やむ £ にて はなき 也。 我等 とても 往來の 念 は あると 也 

た y 不審 を 問ば かりにて は 答へ にくき なり。 敎る所 を 行て みて 其 上の 不審 をと へば 叉と りっかる、 I 也 

問、 或は 朋友な ど 日 比 議論な どした る 事 たづ ねらる、 に 付て、 聞た る 事 をい へば、 聞道說 1« 也" いは ざれば 隔 心の 心 

あり、 いか J^。 云. 先 はい はざる がよ き 也。 身 をす て、 人 をす く ふと. S ふ rj はなき 車 也。 五 年 も 11 一年 もして 德が つも 

れば、 をの づ から 人 も 同心す る 也。 言 を 以て 敎るは 末の 事 也。 已を そこな ふの みならす、 人 を も そこな ふ 也。 そのき 
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くもの も 同、 もせざる もの 也。 その 德を おさむる が をし へ 也。 香 經ュ 舜の 蒸々 トメ 而艾 不レ格 レ紊- 一とい ふ 酤 は あし、 • 蒸 * 
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とおさめ て紊 をた さすと 讀が よき 也。 己 をお さめて 父母 幷に 象が 姦 をた r さすと 也 • 昔范純 仁と 云 者 あり、 政道 を 

執て 德 おこな はれ 化な がれ 大功 ある 忠臣に て ありし を、 章惇 とい ふ もの 邪智 深くて 君に 得られたり。 范純仁 をう しな 

ひて 己が 天下の 權 をと らんと おもへ り。 年月 を へて さまぐ に 讒を搆 へて 人 を かたら ひて 終に 流罪に したり。 妻子 男 

女 不明に して、 讒臣の 言 を 信じ、 か、 る 大忠の 賢人 を くるしめら る、 5 を 恨み なげ、 り。 しかれ ども 純 仁 一 言の うら 

みなし。 舟に て 配所に 趣き 給 ひしに、 風波 あらく して 舟 覆り、 衣？ - ぐく 波に 浸す。 其 時 從者を 顧て、 これ も 又章惇 

がふ かせた る 風 かとい へり。 はじめ 妻子 うらみな げく 時に、 言 を もって をし へたる 分に て は感發 せざる もの 也 

問、 人の 是非 をみ て 是非 をた f したる がよ きか。 又 是非ともに みする がよ きか、 何としても 人の 非 をと がむ る 心 あり、 

いか i^。 云、 是非ともに みざるが よき 也。 非 をと がむ る は 其 非の 同類なる 故 也。 诲廣從 魚 IT 天 虔任鳥 飛と て、 こな 

たが ひろけ てぶ、 人の 非 をと がむ る こ. -ろ もな きなり。 こなたが せば きから とがむ る 也。 人の 非の ある は 其 寄 也。 非 

の 中に 生れて 非に なら ひたる 人 なれば、 非. なるとて 咎 はなき 也。 我は少 にても 道 を 聞た る 者 なれば、 非 はなき 理也。 

彼 非と 同類に あらす。 それ をと がむ る は 却て 非ノ 同類 也 

問、 惡念 一段 は 制すれ ども 二度 發 すれば 不被 制、 如何。 云、 はじめは さある もの 也。 知の ひらけね から 悪 をに くむの 

こ 、ろ. も 明 故 不被制 也 

問、 管 仲 器 小 哉、 いか -0 云、 管 仲" sus 也 小 哉と みれば よくき こ ゆる 也"' 霈 は大 なる 也。 医 合 諸侯た る 程の +r なれば 

SS は大 也。 何 ほど 犬なる とても、 BIS はかぎ り あれば 小 也。 君子 は 不器 也 

問、 子 貢 を さして 汝は SIS 也と ありし はいか i-o 云、 これ は SB がちい さき 也。 管 仲が やうなる Sg にて はなき 也。 され ど 

も 結構に て 下 ざまに は を かれぬ SS 也。 されば 瑚？^ 也と 聖廟の 雜 にたと へ られ たり 

問、 七竅 鑿 昆屯氏 死す とい ふ 事 はいか？。 莊 子の 語 也。 昔昆屯 氏と いふ もの あり、 耳目 口 森 もな きもの 也" これにて 

はすむ まじき とて、 目 森 口な ど を-; けたれば、 そ C ま、 死した ると &り。 显屯氏 を明德 にたと へたる 也。 目 森 を私智 


一一 m 

にたと へたり。 用に た、 でも 明德 に： その ま、 をけば よき もの を， ；？^ 智を 以て 明 棟 をう がち をつ くる ゆへ に * 明 

徳ま でも 失 ふに たと へたり 

問、 大畢は 大人の 學 也と は 如何。 云、 小人と は 小鉢に したが ふ をい ふ。 大人と は本牀 にした がふ をい ふなり。 大 鉢と 

は 则道德 也 

問、 三年 之 喪 無 f 賤ー 也と 5 へり。 日 木 とても これに 相違 は ある まじき に、 三年 C; 喪 を 行な はれざる 事 はいかで。 但 

上古 は 行 はれた る や。 云、 日本 にても 神明に まじ はらざる HI は 二 年 也。 中國 三年の 喪も廿 五ケ 月 なれば 丸 二 年 也。 さ 

れば 日本 も 十三 ヶ月 也。 日本に をき て は 二 年 もよ き 程なる べき 歟。 天地の 氣 もうす ければ. < ^の 根；^ も無氣 也。 むか 

しから 是 程が よき にても あるべし。 鳢は偽 端乱始 とい へば、 二 年の 喪 とてもし ゐて行 はむ とせ ぱぁ しかるべし。 只今 

など 大 鉢の 者 は 五十 日、 學者は 百 曰 ほどに てよ かるべし。 此分 にても やう と 行 ふに て あるべし。 此 情のう す さに 

キ トマ  プチ クレ 

て は 中く 二 年 も 行 はれま じき 也。 衣服な ども あらき 布 を 着、 苫に ふし 壞 を 枕に する 也。 身が やすければ 情欲が お 

ゥリ ナス ビ ナマ 

こる 故に、 情欲 をお こさせ まじき 爲也リ 三年の 喪に 一年の 問 は 瓜 *^ 等の 生なる 物を不 食、 なまなる もの は^ 火 をた 

すくる 故に、 情欲が お る 也。 干 大根 干茱 くきな どやう の 物 を 食て 居 也。 病 者 か老者 なれば 魚肉 も 食 也。 食ても 情欲 

は を こらぬ 也。 病 本 役 すれば 又 如 元 不食也 七十に て は 喪の 制 はなき 也。 魚肉 を も 食 也。 出 { 奴 は 一 二 年の 喪 を 一代に の 

ベた る 物 也。 時な ど をす る も 情欲 を さらん が爲 也。 時齋 して は あらく 身 を あっか ふ 車 もせられ ざる 也。 當時 などの 時 

と. S ふ は、 むさと したる 事 也。 皆 鉢の 一日の 食より は 多く 食 也。 た M いつもの， どく 一度 食て をる 事 也。 天竺の 出 

は €： にて 火 をば たかせざる となり。 熟食 を もら ひて 食 也。 魚 物 にても 何 にても もら ひし だ ひに 食す ると 也。 又 魚 を不 

食 も あり。 一 ー樣 ありと 也 

問.，、 柴|^^{$魯也とは如何。 云、 魯はを そん r 點也。 は 合點の ゆかぬ かた 也 

問. 傳習錄 を みれば 少シ取 付になる やう 也 0 見る 事. S か -。 云、 取 付になる や, なる は 一 段よ きポ 也。 体習錄 みるべ 

象 先生が 一^  - 一 
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しと 也 

問、 四書な ど は 何と やらん 手 遠くて とりつきに なりが たき は 如何。 云、 讚 書の たらざる 故 也。 そらにて « ゆる 程に な 

. れば、 獨 り合點 ゆく 事 也。 書 Q 見様 は陶淵 明が よき 也。 好メ K ム， snr 不， 求； 解 スル… 毎， 叶 i 心-一 欣然ぶ 忘 5 食 S 如 

此 みたる がよ き 也 

常-可 ri 讀書 もの は 四書 • 近 思錄 • 小 學* 書 經*禮 記 • 易よ くみねば 用に た 、す。 繁辞は J の ほか 髙 けれども、 却て 

手ぢ かく 用に たつ 也 • 禮記は 人に よませて き V たるが よき 也。 二三 人 もつれよ みに したる もよ き 也 

問、 日々 是非 善悪に まどへ り。 云、 是非と 善惡 は^の 事 也。 是非 は 賢者と いへ ども 迷 魔 あり。 善惡 はたれ も わかる、 

事 也。 是ヲ 非と 思ヒ、 非 を 是と思 ふ はすべき 様な き 也。 善惡 はかくれ なければ、 悪 を 去、 善に したが ふ 事 也 

問， 在陳 絡糧. 從 者病莫 能與。 從者 道のお こる 事 無事 を 病と 云說 はいか 5-。 云、 た I- 糍 絶てお くる 事な きと 云が 可然。 

七日 糧を絕 たる 事 なれば， 誰もえ 起 まじき 也 

問、 從 我於陳 蔡者昝 不及鬥 也と は 如何。 云、 皆 死して 今 門に なきと 云 事 也 

問、 彗星の あら はる、 事、 おなじ 天地のう ち なれば、 異圃 の變. 日本の 變とは 何として しる や。 云、 彗星 は氣 のな す 

わざ なれば、 其 慮に ならでは、 みえぬ ものな り。 されば 近 比の 彗星 は 日本の 變也 

日， 月 は 寒暑 をつ かさと り、 星辰 は 昼夜 を つかさど ると は 如何。 云、 日の 北へ よりて 前へ 來る時 は 暑と なり、 月の 前へ 

来る 時 は 装と なり、 中分す る 時 は溫凉 となる。 是 大陽大 陰に て 一年 を つかさどる。 星辰 は 小 陽 小 陰 なれば 叉 昼夜 をつ 

かさ どる 也 

問、 辰と は 何 をい ふや。 云、 天の 蒼 * と 靑ヲを 云 也。 

問、 義 紫と 云 はいか S -。 云、 今 m 義を 行て 明 曰し るし をみ るが 獎也。 義を あつめて 生す る n の 者 也と て、 義を さへ あ 

つ むれば 自然と しるし は ある 也 

一一 一七 二 


三 七  一二 

問、 不 得心 求 氣とは 如何。 云、 此語 は德こ 合点 ゆかざる 也。 其 分に し てをきても 害な き 事 也 e 此等は 吿 子が 語の 中に 

ても刖 てあしき 語 を あげて かきの せた る 物と みえたり。 他の 所の 語 は如此 はなき 也リ 揚 81 など も爲 我^ 愛 は 中に も わ 

ろき 語と みえたり。 揚子は 聖人の 畢 の愼獨 わつ よく、 墨 子 は 聖人の 博愛の 方に つよき 也。 さればその^がぉ"^^、兼愛と 

なる 也 

問、 子 莫が中 はいか ド〕 云、 よき 程に いふ やうなる 事 也 

問、 有心の 中な ど、 いふ 様の 事 敷。 云、 それまで もな し 

問、 跡に なづ むな どと いふ 事 敷。 云、 さやう の 事 にても 有べ し 

問、 一 貢 は 曾 子 初學の 時と いふ は 如何。 云、 あながち 初學の 時と いふに は あらす。 又 後と いふ i にても なし 

問、 夫子 之 道 忠恕 而已、 とその ま& いひた る を みれば、 何と やらん 至極の やうに 聞 ゆ。 云、 其 座に 15 たる 者 ども 合 SI 

ゆかざる 故に、 曾 子に 問た るなる べし 

問、 忠恕 佃と も 心得す、 いか S -。 忠は 中心、 恕" は 如 心と いふ 註 先よ し。 中 は 天理 也。 天理の 心と いふ^ 也。 恕は 天心 

の く 行 ふとい ふ MJ 也。 これ 程 忠恕の よき 註 はなき 也 0 中 は 天下の 大本と いふが 正中の 註 也。 

問、 子 貢の 一貫 は 知の 上と. S ふ 事い か f。 云、 子 貢 は 聖人の 知識の 上に のみ 心 を かけられし 故、 多 ゆで 識人 とする が、 

さやう にて はなし 0 一  以貫ヌ と 敎られ し 也。 されば 却て 知 を V さへ たる やうなる 案 也。 面白 事 をして 知行 を 朱 子 はわ 

けた がられし 也。 知と いふ 事 もな し、 行と いふ KJ もな し。 知行 は 一也。 敎に 知行 は 4- き 也。 却て 質の 上に は 知行 あり 

とみえたり。 知 さとくて つとめに を こたる 者 あり、 行に かちた る 者 は 多 は 熟に して、 さとから ぬ 者 也" されば 行に か 

ちた る 者 は 知 を 開く やうに をし へ、 知に さとき もの は、 行 をす、 むる 樣に をし ゆる 也 

問、 道 ノ太鉢 はいか t -。 云、 大鉢 とい ひて^の 事 もな 1.。 i&s; 富 得 喪 陰 揚塞夜 を 一 にみ て不 i 迷、 死生 を も 一 にみ て畫 * 

起+夜 * 寢， ル 如く 思 ふが 道の 大意 を 知た ると いふ もの 也 

息 先生 道談  1 三 
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嚴子陵 は 光武の むかしの 友に て ありし を 思 ひ 出し 給 ひて、 昔の事 も 語りた く、 はれ、 叉 若 三 公に もなら ばな すべし と 

て 召れ しに、 出 まじき と 云し を、 無理に つれて 来りし 也。 逢 給て 昔の事の 如く 物語 せられて、 と めら れ しかば、 一 處 

に ふして 光武の 腹の 上に 足 を もたせて、 天子 は是 何の 宫ぞ とい へり" 天文 博士 夜中に 天 をみ て、 客 星侵ラ 帝座 T とよば 

、れ ば、 近臣 天子の 御座の あたり を 窺み るに、 子 陵が 鉢 をみ て 罪せん とい ふ。 光武 曰、 これ 汝 等が 知 所に あらす、 此 

者の 見、 天地 陰陽の 外-出た る 物 なれば、 罪すべき にあら すとの たまへ り。 天子 さへ その 變の あら はる V もの なれ ど 

も、 天地 陰陽 もこれ を 侵さす、 それ を 子 陵 も 夭 地 陰陽の ゆるす 所 をし りて 如此 せし 也。 心の 位に おねて は 聖人 も 狂者 

もお なじと 也。 此 上に 聖人 は 天下の 人 を 隣む 心の ある 也。 狂 思爲聖 とて 此 狂者 も 天下 を 憐む心 あれば、 その ま i 聖人 

となる MJ 也 

問、 大舉自 謙と いふ • いか t -。 云、 謙す ると. S ふ 心 也。 温 恭自虚 の 心 也。 へりくだる やうなる 也。 虛 なる 故に 我 善 を 

忘れて、 人の 善 を 明かに 知り 如 好 * 色 也。 その 善 を 揚るを みれば、 我 は へりくだりて、 人 を あぐる やう 也。 され ぱへ 

りく だると いふ も あと 也 

問、 管紘 御遊が、 りと いふ はいか やうなる 事ぞ や。 云、 のびやかに、 しづかに して、 をと なしき 也。 雨 乞な どに は樂 

がよ さう 也。 樂 にて は 降 道理 也" 問、 只今 民間に 雨 乞 をして 降 は 如何。 云、 樂 にあら で 雨 ふる 事 は、 民の 歎 キ天 に感 

じて ふる 事 也 * 

問、 放 鄭聲遠 俊 人 云、 ちいさき 事の やう なれ ども、 天下 を 治る に は 大きなる 事 也。 問、 鄭聲淫 佞人 危と あまりく は 

しき は 如何。 云、 丁寧に をし へられた る 也 

問、 醴記 • 一大 讓ハ如 レ馒、 小讓" 如レ 偽、 大則" 如レ 威。 小 则ハ如 レ愧。 此語如 云、 これら は 聖人の 語に あらす、 鱧 記に 

は 多く 架 人の 語に あらざる 事 多し。 され どもみ な 一 として あしき 事 はなし 

問、 聖人の 語 は 何として しらる &ゃ。 云、 それ はかくれ なき 也。 聖人の 心と ちが ふ 也。 六蹈 文王武 王な どの 語、 聖人 


の 心に あらす。 禮記儒 行な ど ははし の廿五 字の 外 は 孔子の 語に あらす。 され ども 聖人の 語なら ぬと いひても みなよ き 

也 

問、 伯 夷 隨 柳 下 惠不恭 は 如何。 云、 あとから 费 をい ひたる 也。 其 身 はさ はな けれども * 伯 夷が^ を 跡から みれば せ 

ばき 也。 柳 下 惠が和 を 跡から 見れば うや/、 しからぬ 也 . 

問、 周 公 は 弟 也" 管 叔は兄 也。 周 公之 過不亦 M 乎よ 如何。 云、 弟なら ば： 个過事 も あるべし。 兄なる 故 敬す る 心 ふかき 

から 姦を みすして 紂が 子に つけて 封シ たるな り。 みぬと いひて すきと みぬ HJ にあら す、 みれ どもと がむ る 心なき 也 

問、 天下 之 言 レ性也 則 故 而已、 故 者 以利爲 本。 云、 故 は 跡 也。 性 は無聲 無臭の 物 なれば しるべき 樣 なし。 惻瞰 羞惡と 

いふ もみな 跡 也。 その 跡 は 又理を 以て 爲木 也。 利 は义性 也。 利 は理の 字と 同じ。 利と いふ 物 あしきに あらす、 用樣ゎ 

ろき によ OS てあしくなる 也。 聖人に あり、 天に ありて は 他 を 利す るに よりて よきな り。 利し とぐ る 也 U 人に ありて ti^ 

也。 亨 はと をり みつる 心 也 0 鰭 也。 元は はし まる 也。 處は 也。 實 して 根と なる 也 

問、 可 欲 謂 之 善。 云、 人々善を善と知、 惡を惡と知1,事はたれも同じ事^？^。 その外より 惡 なく、 善なる 人 はたれ も可砍 

事 也。 これ は 生れつき 也。 學問を 以て それ を 我物と したる が 信 人 也。 其 善を受 用し えて 己に 有して 内外 一 なる が 借人 

也。 其 信充實 して 少シ光 あるが 美人 也。 賢人な ど をい ふべ し。 大人 は 顔 子 孟子な どなるべし 

問、 孟子 は 顔 子と はちが はざる や. * 云 >  德 はちが ひても 大賢 なれば： 大人の 位 也 

問、 神人と 聖人との たが ひ は 如何。 云、 神人 聖人 同じ 様なる も？： 也。 鬼神の功能造化の妙は^人はならぬ^！^也。 叉 造 

化 を 施す 妙 は あれ ども、 其 造化 を 治る 事 は 聖人なら ではな- £ ぬ 事 也。 聖人に して 神 を 兼ん る あり、 祌 農の WI 藥、 帝 

の 音律 暦數 など 造り 始められ たる は 聖人に して 神の 功 あり 

問 • 日本に は 聖人 は 出き 袷 まじき か。 云- 日本に は 神人 は 出来 給蔡も 有べ し。 全き 聖人と-云 物は屮 華の 地なら では 

出來理 也。 中華 は天氣 地； 全き 故に 聖人 出 給へ り。 日本な ど は 天氣は 同じ 事-なれ ども、 地氣 中華と はちが ひ^る 也。 
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賢人 ほどの 人 は 出来べき 事 也 

問、 權道は 聖人なら では 行 はれざる 事と いへ り。 今日 時 慮 位 を はかりて 日 * 行 ふ Md も皆權 道と いふべ し。 聖人なら で 

は 行 はれざる 事 不審 也、 如何。 云、 事 * 皆 時 處位を はかる は尤檨 道に て は あれ 共、 それ は 小事に て 常 也。 聖人なら で 

&ら ざると いふ は大變 の 事 也。 湯武の 征伐の 類 は 聖人なら ではならざる 也 

問、 可 與共學 未 可 與適道 可 與適道 未 可 與立可 與立未 可與權 とはい か t -。 云、 共に 可 適 道 ほどの 者 も 共に 道 はは かられ 

す、 與-ー 立べ キ程ノ 人モ共 I ー權道 ハ行 はれざる と 也。 門弟 子の 其 位く をい へり 

問、 中 人 以上 可 語 上、 中 人 以下 以 不可 語 上、 如何。 云、 中 人 以下に かたらぬ に は あらす、 かたられぬ 也。 此比 世間の 

學者 鬼神の 事 を 問し が、 理屈よ bs 外へ 出ざる 也。 さやう の 物に はか たられね 也。 渐 理屈の 中に てす こし をし なをして 

をく ばかり 也 

問、 冉未聚 歛附签 とい ふ KJ いか 1-。 云、 大學 にい へ る 聚歛臣 とい ふやうな る 事に て はなき 也。 たと へばた いま 代宫 

などす るが、 ものと もの 仕樣に よりて、 只ん マの 分より は 一 分 程 上へ もとり、 民 も 叉 一 分 ほど 有余の 出来る 事 あり。 そ 

の 仕様 を 知 たれ ども、 わざと 代官な どす る 者に も. S ひき かせざる 也。 いかにと なれば 只今の どく 上の 奢 ある 日に は、 

上へ 取ても 奢 を 益 事 也。 さて その 代官な どか はれば. 上へ は その t:^ くにと りて、 民 は 得分 なきやう になれば、 事 外 民 

いたむ 事 也。 されば 只今 代官 衆と はるれ ども、 わざと をし へざる 也。 冉求 はこれ をせられ たる さう 也 

問、 此間問 程の 事、 かねて 思 ひしに はか はれり。 此分 にて は 只今 迄合點 したる と 思 ふ 語 も 心 もとな き 也。 云， 畢竟せ 

聞に いふ 義理 も 同じ 事 也。 され ども 理屈から みると 心へ おとしつ けて みると にて 各 別の 樣に きこ ゆる 也。 叉 不審 も & 

くみる 事 はさの みちが ひたる 事 もな し。 不審た つる 程の 事 はか 樣 にち がふ £ はり 也 

問， 孟子 不可 磯 又 不孝、 いか J -。 云、 文势 にて みれば きこえに くき 也。 少の 事は激 すべから すと. S ふる 1 不可 磯 可 

激は又 不孝 也と いひた る 事なる べし。 孟子の 時分の 俗語に て 有べ し 

Hi* 六 


問、 回 也！ S 1 知 十。 賜 也 M 1 知 二 • 子 曰、 弗 如 也。 吾 與汝不 如 也。 いか t -。 云、 尤也 •  子 ュ へ じきと 也 • さや 

うに ある を 知た る 所 を ゆるし： ilj; ふ 也 

問、 聞 一知 二と いふ も 自身に いふに は 猶子 貢が 自|« の やうに 聞 ゆる 也。 いか 5^。 云、 すぐにい ひたる 也。 少も率 F 

も自讚 もな き 也。 あしければ その あしき 所 をた；^ して もら ひて、 ^敎 をう くる 也。 論！！ i はか 様の 所 殊勝 也。 わら はれ 

む も いましめられん も は かりなく、 何事 もつ くろ はす、 思 ふま >- にい ひたる 也 0 それ 故人 がら 事の 外に ひきく み ゆ 

る 也。 今時の どくわろ き i をと り てをきて 詞を つくろ ひな どして、 髙 上の 語 を 云 出す やうの 事 はなき a 

問、 子 欲 居 九 夷 如何。 道不行 tir. 桴于 海の 歎の どし。 譬を 儲ら れ たる 也 

問、 此章 如何" 云、 子路を 試みむ とての 給 ふ 也。 道行 はれ ざれば こ、 に 居ても いらざる もの 也 * 海に 浮で 行かた しら 

すなる べしと 也。 死 せんと 也。 九 夷の 語と 同事 也。 され ども 九 夷の 語 はこれ よりも 少 赏也リ 爱 にて は 行 はるべく も あ 

らす、 九 夷な どに も ゆかば やの 心 也 

問 * 放心せ ざると いふ tj は 賢人 分 上なら ではなし とはい か M。 云、 放心せ ざれば 架 入 也。 放心 を もしら すして くらす 

は 凡人 也。 放心 を 知て 本 座へ かへ る は學者 也。 つとめて 功の 入 ほど 其 放心が よき^に 放心す る 也。 只今 は 欲に 放心す 

る をよ くなる 程 善に 放心す る 也。 學 問の ある 程不 遠して 復 する 也。 易の 復の 卦不ぃ 遠復 とい ふ 心 也。 後に は 放心 せん 

とする 所に は やか へ る 也。 欲に 放心す るう ち は 制しに くき 也 

問、 哥を よむ K1 事 外苦勞 也" 然て 職分の 分. なれば しゐて もっとむべき gr- 云、 それ は 理屈に たづむ 故 也。 只今の^,.^ 

ゆ？ 如此。 某， 黄 門な ども きら ひ 也。 如 所 所存 也。 詩 以可怨 と 云-人 而不爲 W 南 召 南 其 猶., ：=:||_ 向 而立 也と. S ひ、 不 sl-?!^ 無 

以言と so 詩と ぃひ哥 と 云 同事に て 相 遠な き 事 也。 され ども 今時よ む^ はよ ろしから す。 それ をみ てきら ふ 本 iio  55 

がすます して 合 行べ からす 

ST 遊 於 il とい ひて、 管な ど 古 管 を もとめな どす る は、 物 AJi^. とい ふかた に はなる まじき にや。 云、 大に fflis せリ。 
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物 を 誕は失 志と いふ は 無用の 物 也。 数奇 道具な どい ふ 様の 物 也 

問、 樂 等 はいか 1-。 これ は 用に 立 もの 也 

問、 謝 原 道硯を 破し 様の 事 はいか t-- 云、 これ は 志 はよ し、 事 はよ ろしから す。 その 硯を其 ま、 をきながら^ フ心を 

忌れ たるが よき 也。 事は甚 しくて あしきな り。 万事 如此 物に はとが はなき 也 

問、 學 于祿、 子 張 程の 人に は不 似合 やう 也。 いか S -。 云、 今時の やうに 身上 を ありつか むが 爲に學 に は あらす。 士の 

つか ふる は 民の 耒雜を 食が 如し。 事ル より 外に 所作 はなき 也。 學で祿 を 求た る 也。 孔子つ かふる 時節に あらざる 事 を 

示し 給 ふ 也 

いかにしても 今の， io く、 上 は 生れながら 人に か しづかれ て はよ き 人出 来ざる 事 也。 天子の 御子 にても 押下して、 諸人 

ともみ あはせ て、 下の 事 を も 知 給 ひて、 のちに 上に 立 給 はで は權 をと る 人 下になくて かな はす。 しかる 故 天子の 權は 

攝 にう つり、 攝{ 豕の權 は 武家に うつりた る 也。 叉 武家 も 次第に 上 藤に &る故 下に 槿が うつる 也 0 さあれば  一二 代の 

うちに^ を 奪 はれて 亡る 也。 日本 も 神代の むかし はさ やうに はなき とみえたり 
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